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文學 博士 笹 川種郞 

ガ 8 と 狂歌 

日本 武 尊が、 ¥斐 の 酒 折宮に 於て、 火燒の 老人と 「新 治筑 波」 の 唱和 をな された の を、 連歌の 初 

めと して ゐ るが、 三十 一 字の 和歌 を 一 一人に て 詠 じたの は、 萬 葉 集に 見えた 大伴家 持と IB? との 唱和 

「佐 保 川」 の 吟詠が 嚆矢 である。 此の 形式の も S は、 繼 歌と 稱 せられて ゐ たが、 其の後、 連歌と 稱 

せられ、 五十 韻、 百 韻の 多き に 至り、 式目 も 制定され る 事と なった 0 その 滑稽 洒落 を 旨と する も 

の を 狂 連歌と 云 ひ、 優雅なる 連歌の 作家 を柹の もと S 衆と 云へ るに 對 して、 狂 連歌の 作家 を 栗の 

もとの 衆と 呼んだ。 狂 連歌 は 一 變 して 誹諧と なり、 連歌の 卷 頭の 一 句を發 句と 云 へ ると 同じく、 

誹諧の 初 句 をも發 句と も 呼び 習 はした。 

辨諧が 連歌と 岐 れて獨 t したの は、 永 正 十 一 年に 成れる 山 崎 宗鑑の 『犬筑 波 集』 に 始まる。 荒木 

解題 川柳と 狂歌  1 


解題 川柳と 歌  一 一 

田守武 之れ に繼 いで、 『獨吟 千 句』 を 作りて、 專 ら詳諧 S 爲にカ を 注いだ。 松永^3:德出づるに及ん 

で、 誹諧の 中興 を 以て 任じ、 辭諧の 法式 を 定め 、『淀川』 『油糟』 等 を 著 はした。 西山宗 因、 一代の 

傑 を 以て、 貞德 流の 平板に して 乾燥無味なる 排 風を排 し、 此に 機智に 富んだ、 奇拔 諧謔の 談林 

風 を 起し、 一時 天下 を風糜 した。 然し 其の 反動と して、 上 il? 鬼 貫 は、 「句み 作る に姿詞 をのみ エス.： 

に すれば、 まこと すくなし、 只 心 を 深く 入れて、 姿 言葉に か  >  はらぬ こそ 好まし けれ。」 と、 談林 

風の 技巧 を排 して、 伊丹 風 を 創めた。 松 尾 S 蕉に 至りて は、 更に 一 歩 を 進めて、 風稚 S 極 髓ま寂 

しみと 幽玄と にあり となして、 蕉風 を 開き、 誹諧の 道 は此に 極った 感 があった。 然し 藤 門の 其 

角が 起した 江戶座 は、 洒落 詳 is となり、 不 角の 化 鳥 風と なった。 

誹諧から 出た ものに 前句附 句が ある。 E せして 前 句 附と云 ふ。 狂歌の 下の句 を 前 句と して、 之れ 

に 上の句 を附 句と する ものである。 其の 前 句 を 3^ し、 附句 S みを獨 立して 發 達せし めた ものが、 

川柳で ある。 之れ を 川柳と 稱 したの は、 前 句 附の點 者 柄 井川 柳の 點式、 川柳 點 より 起った ので も， 

る。 太 宰春臺 の 『獨 語』 に、 

五十 年の 前 は、 た 歌仙と て 三十-: ハ句を 述れ、 或は 五十 fglmfg とて 迚 歌の 如く 逃ね て、 宗匠の 點を乞 ひて 優劣 

を 〔卞ひ あ へ るの みなりし に、 元祿の 初めの 顷ょリ 前句附 けと 一 -ム ふこと 起れ リ。 其の 法、 .51^ 匠よ.^ 下の句 を 一 句 


出 だして、 多くの 人に 上の句 を附 けさせて、 點に 第一 第二の 品 を 命じて、 S. 乙の 次第に 從 ひて 賞 を 行 ふ。 其の 

赏は、 或は 布帛 或は 器物な ど、 そこば くの 直なる 物 を 出 だす。 布帛 器物に 望みな きもの は、 其の 直なる 金銀 を 

とる。 此の 賞 を 得ん とて、 貴賤と なく 我 もくと 句を附 けて、 日々 に 點錢を 費す、 是れ 則ち 博奕の 類な リ。 こ 

の 事 盛んに 行 はれて、 世の 俗人、 比-：: t 是を 好む ほどに、 下の句に 上の句 を附 くる も 猶むづ かしと て、 宗匠よ リ上 

の 句 初の ^f; 文字 を 出 だして、 次の 七 文字 五 文字 を 諸人に つけさす る 事に なれ リ。 是 を冠附 とも 笠附 とも 云 ふ。 

かく 賤し きわ ざに なり ぬれば、 下部の わら は、 げすまで も 辨諧と 云 ふこと を. S リて、 笠附 して 褒美 をと らんと 

する ほどに、 詞 いよくい やしくな れリ。 齊 永の ® よ リ、 冠の 五 文字 を 一一 一つ 出 だして、 ！ 一一  つの 冠に、 各 七 文字 

五 文字 を附 けさせて >  勝負 を 分く る こと あり。 是を三 笠 附と云 ふ。 是 れいよ く 博卖に 近し。 其の後 五 文字の 

冠 を も 出 ださず、 下の 七 文字 も 五 文字の 詞を もやめ て、 た 数の 文 {+ に對 して、 外より 此の 数 を はか リて を 

入れて、 其の 數の あたれる を 勝と して、 金銀 を とらす る 事 なリぬ C こ、 に 至リて は、 H=: しく 博 突 なれ ども、 

本の名 を存 して、 稱三笠 附と云 ふ。 

と あるが ごとく、 前句附 は笠附 となり、 上の & 文字 七 文字ん- 附 ける 沓附 となり、 三笠附 となった 

が、 川柳に 至りて は、 短詩 形の 世相 詩で、 俳句ょりは遙に^^.mで、 其の 題材 は 多く 世態 人情 を 詠 

じ、 江戸 人 土の 機智と 諷刺と を 遺憾な く 表 はし、 銳利 な る 著 眼と 奇警な る觀 察と を 示して るる。 

江 戶文藝 の 特色 は、 あら ゆ る 階級が 其 S 特殊の 文藝を 有した ことであった。 嘗て は責族 級と 知 

解題 川柳と ^  三 


解題 川柳と 狂歌  四 

識 級との 專有 物であった 文藝を 取りて、 之れ を 平民 化し、 通俗化した 所に、 其の 新面目が 開かれ 

たので ある。 -ぉ野 派が 幕府の 御用 給師 となりて、 粉壁 金 障に 支那の 山水 ゃ道釋 人物 を畫 いて ゐる 

間に、 民 問に は 装飾 畫の 光琳 派が 起り、 阁畫が 起り、 寫生畫 が 起った。 更に 平民の 爲には 時勢 被 

を畫 ける 浮世 総が 起って ゐる。 然も 其の 浮世 檢は 之れ を廣く 安愤に 普及 せんが 爲に 版畫 となりて 

現 はれた。 墨 指より 丹输 となり、 漆檢 となり、 紅 給と なり、 明 和 二 年に は 錦 給と なった。 浮世 檢 

の 作者 は、 佛畫を も道釋 人物 畫をも 歴史 畫 もも、 盡く 之れ を 現代化して ゐる。 恰も 浮世 草紙に 於 

て、 『源氏物語』 の 源氏が、 『一 代 男』 の 世 之 助と なり、 『田舍 源氏』 の 光 氏と なれる が 如く、 釋迦も 

孔子 も 老子 も、 洒落 本に 於て は、 遊里に 大 通の 說法を なすが 如く、 畠 山重忠 も、 曾 我 兄弟 も、 黃 

表紙に 於て は 大磯通 ひの 遊客と なる が 如く、 文殊 菩薩 は 若衆と なり 普賢 菩隨は 花魁と なり、 寒 山 

も 殿暮山 も、 琴 高 仙人 も 達磨 も、 いきな 姐と なり、 淸盛は 福々 した 隠居と なり、 妓王妓 女佛 

御前 は 圍 物と なりて はれて ゐる。 浮世 給に 於て は， 之れ を 立：！：々、 今様 何々 と稱 して ゐる。 

浮世 输に 描け る 山水 風景 は、 支那. E 水 支那 風景に あらす して、 ： 九十 三次の 柬 海道 を 畫き、 六. 1 九 

次 S 中 仙 道， を寫 し、 江戶の 名所 市井 を畫 き、 富 士の三 I 六景を 描いた S である。 詩 や 和歌が 貴族 

級 や 知識 級に 玩 ばれる に對 して、 民間に は 狂詩 狂歌 あり、 連歌 や 1^ 諧が 貴族 級 や 知識 級に 喜ばれ 


るが 如く、 下々 に は 前 句附、 笠附、 三 笠附、 川柳が 行 はれた ので ある。 然も 川柳 は 浮世 檢が 時代 

相 を 描け る. か 如く- 最も 善く 江戸の 時勢 被 を 穿って ゐる。 下女 や 後家 や 奥 女中 や 居候が 最も 多く 

題材に された の も、 要するに 時代の 風俗 を活窵 せんとす る餘 弊に 外なら なかった。 其の 『末 摘 花』 

となり、 『葉末の 露』 となった の も、 浮世 繪が 春宵；. i 戲を 描け ると 同じ 徑路 を迎 つたので ある。 

狂駄 はもと 夷 曲と 稱す。 『後 撰 夷 曲 集 夷 歌 式目 錄』 に、 「この 歌の 名目、 いろくに いひ あら はせ 

り、 含 人 親王 撰 『日本書紀』 に は 夷 曲と あり、 『聖德 太子 傳曆』 に は 夷 振と 下の 字 を 書き かへ、 えび 

えびすうた 

すぶりと よませたり、 『古今 和歌 集』 の 序に は、 夷 歌と 書け り、 今 S 世に は 狂歌と いふ、 いつの 程 

云 ひ 出で ける と は、 さだかに 辨ま へす 侍り (中 2 せ )o 『古今 集』 に、 近 江ぶ り、 みづ ぐき ぶりな ど あ 

り、 所詮 和歌 を 都、 夷 曲 を m 舍 にたと へて いへ るな らん か 云々。」 と あるか、 要するに ざれ 歌の 義 

で、 滑稽 機智 を 旨と した ものである。 江戸時代に 入りて、 油煙 齋貞 柳、 半井ト 養、 石 田 未 得な ど 

狂歌 を 以て 名 を 得た もの もあった が、 其の 盛んと なった の は、 天明 以後の 事に 屬し、 四方 赤 良、 

朱樂营 江、 唐衣 橘洲、 元 木工 網、 手柄 岡 持、 宿 星 飯 盛、 平秩東 作、 鹿津部 眞顏等 輩出して、 狂歌 

の會行 はれ、 狂歌 集の 刊行され る もの も 少なから すあった。 狂歌 會の 初めに 就いては 蜀 山人 (四 

方 赤 良) の 『奴 師勞 之』 に 次の 如く 見え て ゐ る。 

解題 川柳と 狂 欺  五 


解題 川柳と 狂歌  六 

江戶 にて 狂歌の 會と いふ こと を 始めて せし は、 四ッ谷 忍- S 横町に 住める 小島 橘洲 なり。 (源 之 助と 稱す、 m 安府 

の 小 十 人な リ。) 其の 時會 せし もの、 僅かに 四 五 人な リき。 大根 太 木 (山 m 屋 半右衞 門と 一 K へる 町人、 让 

なり、 飯 S 町中 坂 下に 住す、 松 本 氏、 俳名 應 奴- 0 馬蹄 (後に 飛 鹿の 馬蹄と 號す、 山 氏、 ，£ 安府 2 士なリ C) 火 

屋裏住 (金 吹 町の 大屋な リ、 後、 荻の 屋と號 す- 0 来 作 (四 谷 内 藤 {们 の. 尥草 g なリ、 - 私^; ハ衞と いふ、 へづ 

つ 東 作な リ。) 四方 赤 良 等 ぁリ。 (予 はじめは 赤 人と いひし が、 後に 赤 K と改 む。) 其のの ち. K 机 太 木、 きリ金 を 

請けと リに、 市 令の 腰掛に ぁリ て、 かた へ に 湖 H 抄を よむ えせもの ありし を， ぬれば、 火 野屋喜 三郎と い へ る 

ものに て、 京 橋 北 紺屋 町の 湯屋な リ、 是れ もとの 木 あみの 事な リ。 此の 妻 もまた 狂歌 をた しなみ て、 知 |_ん の 内 

子と い ヘリ。 それより 四方 赤茛を 尋ね 來り、 太 木 もく あみと もな ひて 橘 洲を訪 ひしな リ。 

猶、 唐衣 橘洲は 『狂歌 弄 花 築』 に 序して、 常時の 狂歌 界の 事情 を詳 かにして ゐる。 

其の 頃 は 友と する 人、 僅に 二人 三人に て、 月に 花に 予の 許に 集 ひて、 英 逆の 媒 とし 侍 リ しに、 四 方 赤 哀は予 の 

詩友に てぁリ しが、 來リ て、 お ほよ そ；；^. ft は、 時の 興に ょリて 詠むな る を、 事が ましく つど ひ をな して、 よむ 

しれもの こそ を こなれ、 我 もい ざしれ ものの 仲 ii 入リ せんと、 大根 太 木て ふ もの を 伴 ひ 來リ、 太 木 また 木 網、 

知 慧の內 子 をい ざな ひ來れ ば、 平秩^*作、 濱逮 里人な ど、 額 を もて あつまる に、 二と せば か リを經 て、 朱樂サ^« 

江 また 人り 来る。 是れ 乂贺邸 先生の 門に して、 和歌 は予が 兄な り、 和 欲の 力 もて 歌. =、 り 秀でた リ。 かの 人々 

よりく- 予が もと、 或は 木 綱が 庵に 集 ひて、 狂 詠 やう やく 起らん とす。 赤 S 固よ リ. S 名の 俊傑に して、 ft の 


徒 を 東に ひらき、 普 江 は 北に 起り、 木 網 南に そば だち、 予も亦 ゆく リ なく 西に ょリ て、 共に 狂 詠の 旗 上げせ し 

ょリ、 € 顔、 鈑盛、 金搏 (錢屋 )、 光 (頭) の W つ いで 起リ、 是れを 狂歌 四天王と 稱せ しも、 お. 盛 は 事 あ リて詠 を 

と め、 光 は 早く 黄泉の 客と なリ、 金搏は 其の 業に よりて 詠 を Sit ら とせず、 3Ki 獨り 四方 歌 a と 名の リて、 今 

ま 都に 跋扈し、 咸靈 盛んな リ、 まことに 草鞋 大王な リ、 又 一 己の 豪傑なら ず や。 是れ につぎ て 名 だた る もの、 

淺 草に 市人、 玉 池に 三 陀雜を はじめと して、 枚擧 する に遑 あらず。 ついで 尾 陽 上 毛 駭相奧 羽 總房常 越よ リ、 其 

の 外國々 のす き 人、 日 を 追 ひ 月 を 越えて 盛んな リ。 かく 世に ひろ ごれ る は、 I 只に 赤哀菅 江の いさをし にして、 

予 はた ぐ 陳涉が 旗 上の みな リ。 され ど 又 臭き を 追 ふの 徒少 からざる 中に、 陽 はすべ て 予の門 葉 9 みに して、 

他の 指揮 を 受けざる は、 まさに 雪 丸、 田 鶴 丸、 玉 涌、 金 成、 桃吉、 有 文の 諸 秀才、 よく 衆 をい ざな ふ 故なる ベ 

し。 此の 顷 東都の 諸 大人の、 餘國の 欲 を 評する にも、 尾 陽 を 甲と し、 上 毛 驟河 これにつ ぐと IS き 侍る に、 予蠱 

うごめく 許りなる は、 げに我 を 起す 輩と 謂 ふべ し。 

狂歌の 書 は 汗 牛 充楝 も啻な らざ れ ど 、 • 其 の なる もの を擧 ぐると、 
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古今 狂歌 袋  萬麁 狂歌 集  我 而 白 

狂歌 四 本 柱  新 狂歌 集  家 づ と 

狂歌 東西 集  狂歌 猿の 腰掛  德 和歌 後 萬 載 集 

狂歌 杓子 集  狂歌 上段 集  狂歌 鳩 仗 集 

狂歌 春 興 帳  金 撰 狂歌 集  萬 紫 千 紅 

飮 fe 狂歌 合  狂歌 東 f 辦築  新曲 撰 狂歌 集 

狂歌 笛 竹 集 

等が ある。 天明 以後 盛んと なった 狂歌 も、 時代の 降下と 共に、 名人 も 少なく、 

なって、 他の 奇が なくなった。 然し 狂歌 は 町人 文藝 として 流行し、 『膝 栗毛』 ( 

して、 滑稽 小說の 主人公 は、 必す、 「そこで 此ぅも あらう か。」 と 狂歌 を 詠む ほどに 民衆の 愛玩す ろ 

ものと なった。 されば 繪 本に は 狂歌 を贊 とした ものが 少なから す、 一枚 招の 配 物 等 も 多く 行 はれ 


次第に 平板 S 単調と 

彌次宾 多 を 初めと 


たので ある。 

雌 柳 §  (第 六篱 以下 抄) 

明 和 一 一年、 吳陵軒 可 有が、 柄 井川 柳の 『萬 句 合』 中から 選んで、 下 五條 天神 裏 星 運 堂より 其の 

第一 編 を 出 板し、 爾後 續々 として 刊行し、 天 保 八 年に 至る まで 百 六十 六 編の 多き に 及んで るる。. 

「 一 句に て 句意の 分り 易き を擧 けて 一 帖 となし ぬ。」 と あるが 如く、 前 句な しに 獨 立し 得る もの を 

集めた ので ある。 

難1^ る ， (抄) 

紀慶 逸の 撰。 寬延 三年に 初篇、 一 ー篇 を、 寳脊兀 年に 三篇 を、 同一 一年に 四篇 を、 同 三年に 五篇を 

同 四 年に 六 篇七篇 を、 同 五 年に 八篇 を、 同 六 年に 九 篇十篇 を 刊行し、 其の後、 續篇 『燕 都 技 折』 八 

篇を 出版した。 「十五 點 以上 秀逸の 句 を 集めて、 點取附 合の たよりと す。」 と ある。 續々 刊行す るつ 

もりで あつたが、 紀 逸が 歿した ので、 十六 篇 以後 は 門人の 續修 すると ころに か、 る。 

紀逸は 初め 靑流 洞祇 空に 從ひ、 後、 霜柱 庵 湖トの 知遇 を 得て、 前句附 判者の 列に 加 はった。 m 

解題 柳稼武 k 玉 川  ト九 


解題 武玉川  一 0 

時 庵、 倚 柱 子、 硯 田舍、 短 長齋、 ト明庵 等の 號が ある。 『武玉 川』 九篇の 自序に、 

予、 若年の むかし、 松 H 堂 不角法 橋 は 父の 舊友 なれば、 それにた よ" て 五 七 五の 文字 を 袖に かぞ へて、 麓の 迸 

に人リ 侍る。 其の 顷は莫 々たる 柳塘 のほとりに 住んで、 風琴 子 白 * の 丈」 M にわ づか ff5 十步を 隔たれば、 あした 

ゆ ふべ に 柴扉を 推敲して、 雪中 庵の 正意 を 尋ね、 添削 を 請 ひて、 I 一一つ 物に 紐む 事十餘 年な リ。 顷 しも 紫 野の 1!1 

士靑流 洞 敬 雨、 江府を 旅寐の 折から、 覿面して 翁 「芭 B) のむ かし を 問 ひ 求め、 晉子 (其 灼) の沽法 を拔リ て、 交 

會度を 重ね、 湯元 石 霜 庵に て 終焉の 砌 まで、 厚情 か はる 事な し。 別號の as 合 は、 彼叟の 銘ぜ、 りる 所 ぁリ。 

又 一 號 四時 庵 は、 天下 翰林 是に 一 篇の 詩句 をな し、 iib 辭を 添へ、 染攀 して 給はリ ぬ。 "15- れを 四時 庵 六 物 第一 と 

して、 重 寳祕め 置き 侍りぬ。 時に 年 初老に 近く、 世に 隨 へる 産 行 とても あら ざれば、 此の 道に 入て 豁に生 泥 を 

息 ふべ しと、 親しき 人々 の 意見に 應 じて、 巽窗 前の 湖 十 法 寡と 成りて、 お 句 興行の 時、 

から たちのみ かたに 厚き a 根 かな  湖 十 

斯くて 江 都 判者の 列席に 加 はリ、 机上に 句 を 分つ 事と なリ ぬ。 

と あるが、 不角は 石 田 未 得の 門人 岡 村不ト から 出た 立羽不 角の 事で、 白 峯は嵐 雪 門の 立 田 白 樂、 

靑流洞 敬 雨 は卽ち 芭蕉 門の 祇空、 湖 十 は 其 角 門の 老鼠肝 湖 十の 弟子なる 霜柱 庵 湖 十で ある。 蜀山 

人の 『 一 話 一 言』 に、 「大病の 折から 辭 世の 狂歌して 逆修に 其の 墓に 彫る、 此の 年で はじめて 御 目に 

か、 ると は 彌陀に 向って 申譯 なし、 され ども 此の 病 平癒して 後、 又も 健 かなりし が、 寶暦十 一年 


五月に 卒し 侍る、 時に 六十 八 歳、 谷 中 龍 泉 寺に 難る。」 と ある C 

誹 風 柳 樽 拾遺 (抄) 

『柳 樽』 に 漏れた 句 を 分類して 年代順に 排列した もので、 初篇 より 十篇 まで ある。 享和 元年 頃 か 

らの 刊行に か、 る。 

前 句 附萬句 合 (抄) 

柄 井川 柳 S 撰。 寶 1  曰 七 年に 半紙 數枚づ  > 緩って、 刊行して より、 次第に 續刊 された もので、 其 

の 冊數は 如何 ほど あるか、 明らかで ない。 

川柳 は通稱 八右衞 1:、 淺草 阿部 川 町の 坊正 である。 寬政ー 一年 九月 一 一十三 日、 七十 三 歳 を 以て 残 

し、 淺 草榮久 町の 龍寳 寺に 難った。 卽ち 初代の 川柳 其の 人で ある。 

滑稽 發句 類題 集 

壽行堂 松鑪 撰。 初篇 三卷、 一 ー篇 三卷。 初 篇上卷 は 文化 ト四 年刊 行。 其の 名の 示す が 如く、 滑稽 

解 題 誹 風 柳 核 拾遺 前 句 附萬句 合 滑. 检 句 類題 集  一 一 


解 題 古今 夷 曲 集 1$ 吟我集  一 一 一 

に 富んだ 句 を 分類して 序列した ので あるが、 『末 橘 花』 一流の 句が 少なから す あるので、 本書に は 

多く 缺字 としたの は、 已むを得ない， ) とながら 遺憾で ある。 

が^  tl^ 曲 集 

生白 庵 行 風 編。 ト卷、 寬文六 年。 安田— _4 衞板。 

古今の 狂歌 を 分類して 編纂した もので、 歌の 數は千 五十 餘首、 作者 は 一 一 百 四十 一 人と ある。 狂 

歌集と して 最も 古い ものである。 

此の 集に 漏れた もの を集錄 して、 行 風に、 『後 撰 夷 曲 集』 卜卷が ある。 (寬文 十一 一年、 京都 寺 町 一 一 

條 下町 西 田 勝 丘ハ衞 板。 天明 四 年に 再 板した。) r 後 撰』 の 歌の 總數は 千 六 百 七十 餘首、 作者 三：.：： 九 I 

一 人、 卷 末に 夷 歌 式目 錄を 添へ てゐ る。 

吾 吟 我 集 

石 E 未 得 著。 十卷。 慶 安一 一年 扳。 寬政八 年 大阪河 內屋八 兵衞飜 刻。 

未 得 は通稱 叉左衞 門、 江戸 常 磐 橋 前の 兩替 店で あつたが、 江戶を 退いて 相 州に 蟄居し、 剃髮し 


て 未 得と 號し、 再び 江戸に 歸り、 齋藤德 元、 高島玄 札と 交 はり、 洛に 人り て、 松 hd 重賴、 鷄冠井 

全德 等と 親しみ、 遂に 松 永 貞德の 門に 入りて 乾 堂と 號 した。 

薬 子 やけ ふ 吞 みそむ るち、 の 春 

起し 置いて 寢られ ぬ 伽に 炭火 かな 

當 時の 句作 評に、 「ま 札 は 上より 言 ひかけ、 ト養 (半 井) は 口拍子に か、 り、 立甫 (野々 口) は心附 を 

專ら にし、 未 得 は 前の 字 を 取 成して、 心 を 格外に やる。 趣向 は區々 なれ ども、 其の 滑稽 は 皆缺く 

ことなし。」 と。 又 狂歌 を 善くし、 氣品 があった。 寬文九 年 七月、 八十 餘歳 で^した。 

德 和歌 後 萬 載 集 

四方 赤 良 撰。 一 一冊、 ー 七卷。 天明 五 年、 江 戶須原 星 伊八 板。  • 

朱紫菅 江の 践に 、「赤 良さい つ 比、 始めて 萬 載 狂歌 集 を 選ぶ。 たまく 選者の ことに ぁづ かりし 

より、 江 戶四里 四方の すきび と、 赤 良が 撰びに 應 ぜんとて、 もて 集まれる 草稿 五く る. まに 餘り、 

且つ 千 箱に 満 てり。 赤 良 再び 一 帙の集 を 選ぶ。 醉中往 々狂 詠に 耽りて、 老の將 に 到らん こと を 知 

らす。 赤 良 菜して とこ わか 後 萬 ざいし ふと 名づ く"」 と あるが 如く、 『萬 載 狂歌 繁』 の 後 集で ある。 

m 題 德 和歌 後 萬 載 集  一 一一 一 


解 題 狂言^ 蛙 集  一 に 

四方 赤 良 は大田 氏、 通稱直 次郞、 後に 八右衞 門と 改む。 名 は覃、 字 は 子 招、 南 畝と 號す。 狂歌 

では 四方 赤 良、 戲作 にて は 四方 山人、 又 四方 星 本 太郞、 蜀 山人、 杏花 園、 巴人 亭、 遠樱 山人、 竹 

羅 山人、 石 楠齋、 南極 老人、 寐惚 先生 等の 別號が ある。 寬延ニ 年 三月 三日、 江戶に 生まれ、 屮込 

に 主し、 後に 駿 Is- 臺に 移る。 狂歌 壇の 中心として、 中興 者と して、 一 時 を 風靡した。 又 狂詩 狂文 

に 長 じ、 擧識 該博、 善く 諸事に 通曉 して ゐた。 文政 六 年 四月 六日 歿した、 享年 七 ー 五、 小石 川 白 

出 本 念 寺に 葬る。 法 號を杏 心 園 心 逸 日 休 居士と 云 ふ。 

時鳥 啼き つるかた み初經 春と 夏との 人相の 鐘 

狂歌 狂文 S 選集に は、 『萬 載 狂歌 集』 『德 和歌 後 萬 載 集』 S 他に、 『狂歌 ォ藏 集』 『狂歌 三 i ハ 人選. 

『II 老萊 子』 『四方 赤 良め でた 百 首』 『新 玉 狂歌 集』 『狂歌 千里 同 風』 『十.？ 明月 詩集』 等が ある。 

(第一 下三卷 『狂文 俳文 集』 解題 參照) 

狂 ^一目 鶯蛙集 

： 名 『故 混 馬鹿 棠 r 朱樂管 江 撰。 一 一冊 一 一十 卷。 天明 五 年、 蔦 屋重三 郞板。 


「この 馬場 (金 埒) 鹿 都 部 (眞 顔) の 頭の 文字に よりて、 古 こん 馬鹿 集と 名 づけば やな ど 云 ふ を、 や 

がしら、 早うよ り物學 びたり しせ をう の 聞きつ け 給 ひて、 一 ーチ 一 代 御 集の はじめの 『古今 集』 に擬 

して、 あらぬ 題號 かう ぶら しむる こと 罪さり どころ なく やとむ づ かりければ、 痛く おそりて、 や 

をら かの 匯號を 削りて、 『狂言 鶯蛭 集』 とかいな ほす に 云々。」 と あるに 依りて、 改題の 故 を 知る に 

足りる。 

营江は 狂歌 師 として、 重き を當 時の 民衆 文藝界 になした のみなら す、 又 戯作の 才も あった。 其 

の 著 はすと ころに 洒落 本數 種が ある o( 第 十 一 卷 『洒落 本 代表作 集』 鮮題參 照) 

背 江、 名は景 貫、 字 は 道 ハ乂、 通 棰を鄉 助と 云 ひ、 牛 込 一 不騎 W に 住んで、 慕府の 先手 與カ であ 

つた。 和歌 を 善くし、 貫 立と 稱 したので、 人 呼んで 貫 公々々 と 云った。 それで、 菅江、 後に 漢江 

又 改めて 菅 江に 復 した。 行燈に 題して、 「我の み ひとり あけら 菅 江-一と 詠んだ ので、 それより して 

朱 樂管江 を 以て 號 とした。 淮南 堂、 一 に 芬陀利 華 庵の 別號が ある。 元 文 三年 十月 一 一十 四日 生れ、 

寬攻十 年. H 一月 一 一十 曰 歿し、 靑 山の 靑原 寺に 葬る。 r 狂歌 大體』 の 述作が ある。 

解 題 終 

解題 狂 言 ？&. 1 蛙 集  一 五 


陳 言 六 m  一  六 

陳 一一き 六 則 

□ 畏友 笹川臨 風 君の 嘱 により、 川柳 S 古文書 を 紹介す る ことにな つた、 あらゆる 物 を 載せる こと 

は、 さなき だに 其 S 乏しき を感 する に、 かてて 加へ て、 藏害を 震 火災の 爲に烏 有に した 事と、 

冥數に 制限が 有る 事と で 不可能 だ。  ， 

□ 巳む を 得す、 幾 種 世 h に 刊行され て 居る 誹 風 柳多留 や、 武玉川 や、 柳多留 拾遺 は、 其の 佳句 を 

抄す るに 止めた。 祖し評 風 柳多留 の初篇 から 五篇 まで は、 所謂 寳曆明 和の 祌髓 とも 首 ふ 可き も 

の だから、 全篇 全 句 を 載せた。 

□ 滑稽 發句 類題 第 は 珍書 だ、 其の 前篇 三 冊 は 川柳で、 二 三 冊 は 狂句 だ、 川柳と 狂句と S. 區別 を 

手取り 早く 知らせる に 好適で あり、 且 これまで 活字に なって 居ない やうに E 心 ふから、 其の 全 llg 

金 句 をのせ る ことにした。 

口 佳句 を 拾 ふの を 目的と したが 爲に、 時々 重複 を 冤れ ない、 滑稽 發句類 超 集に は、 其の 六 冊の 中 

に 重複が ある、 當 時に 在りて は、 有名な 句 は 幾度 も、 別人に よって 發 表された 例 も 少なくない 


ので、 ことさら にこれ をの こして 置いた、 成る 1E- く 避ける やうに はした けれど …… 。 

□ 前 句 附萬句 合 は、 柳 多 留ゃ拾 遣 や 其の 他の 親 本 だ。 私の 機 關 雜誌 『川柳 人』 が、 『大正 川柳』 と 云 

つた 頃に、 其の 百 三十 ニ號 から 百 四. H ニ號に 互り、 連載した 古川 柳寳 庫と 題した もの を全劍 

ゆ」 5 其の 中の いくらか は、 單行 本に して 出した が、 この 全部 を 集めた の は 本書 だけ だ。 

□ ともかく、 かう して 江戶 時代の 川柳 狂句の あらゆる もの を、 制限 ある 15«ハ に收 める に はかなり 苦 

、い をした。 自分 すら 十分と は 思 はない から、 讀 者に は 物 足らない ところ も あらう が 私が 短畔 

B の閒の 仕事と して は、 これ 以上に 出る こと は 不可能で ある、 御 誌 察 を 願 ふ。 

昭和 三年 正月 


風 俳 

柳 
多 


留 


歸 柳 多 留初篇 


亨 


さみだれの つれぐ にあ そこの 隅 こ、 の 棚よ リ、 ふる 

と t の 前句附 のす リ もの を さ がし 出し、 机のう へ こ 詠む 

る 折 ふし、 書肆 何某 來リて 此の儘に 反古に なさん も 本意 

なしと いへ るに まかせ、 一 句に て 句意の わか リ易 きを 舉 

げて 一 帖 となし ぬ、 なかんづく 赏世俳 風の 餘 |5 をむ すべ 

る 秀吟 等 あれば、 いもせ 川柳 撑と 題す。 

干 時 明 和 1 一 酉 仲夏 淺下 の 麓 吳陵軒 可ぎ 述 


五番 目 は 同じ 作で も 江戶產 まれ 

、腹掛 i 

多 Sa ぁ篇 


上る たび いっかど しめて 來る 女房 

古鄉へ 廻る 六部 は氣 のよ わり 

ひよくの 内 は 亭主に ねだりよ い 

伴 頭 は 内の 羽 白 を しめたが り 

鍋い かけす てっぺんから たばこに し 

スを みなめ くらに つ ^ ぜ の  一， T 水し 

米つ きに 所 を 聞けば 汗 を ふき 

すつ ほんに 拜 まれた 夜の あた ， かさ 

齋 B の 連れ は大 かた 湯屋で 出.^ 

入 髪で いけし や あくと 仲の 町 

百兩を ほどけば 人 をし ざら せる 

じれったく 師走 を 遊ぶ 針と が め 

九郞 介へ 代 句 だらけの 賴馬を 上 ゆ 

使者 はま づ 馬から おりて 鼻 を かみ 

一一 一 


柳 多 初篇 

梅 若の 地代 は 宵に さだまらす 

なけ 入れ S 干からびて 居る 間の- M 

力る 石 も 一 つま じって 籙を たてる 

法 けんの す ， めで 四 本木 をうる 2 る 

祐 つね は 椿の 花の さかりな り 

岡場所で 禿と い へ ば 逃 ゆ て 行 く 

雀 形た ゝ いて 雪の ちう しんし 

u 本 勢 一 人 は 伽羅の 目 利 もし 

脇差 を もどせば 茶屋 はかの を 出し 

寒 念 佛鬼 で 目 をつ く 切り 廻， M 

太つ 、ご 茶 食の 胴 をぶ っ徵し 

町内の 佛 とら へ て 猿田彥 

はねむ しる 鴨に 手の 込む 長 局 

つまむ 程 道 陸 神に 范を 置き 


四 

おはぐ ろ をつ けく 禿 にらみつけ 

今以 て 根 津の燒 物す めかね る 

四 郎 li! ハ衞も ひ や う ひ やく 交 ^暇 乞 

なんの 手 か 知れぬ 夜更の 5^ ぶた 

佐 渡の 山 けんしの 前で ぶらつかせ 

紙花 もしば しの. M の 金 ま はし 

上下で 歸る 大工 はとり まかれ 

前 だれで 手 を ふく 下女の 取 廻し 

跡 乘 の 馬 は 尾ば かりふ つて 居る 

疝氣を も 風 にして置く 女形 

ぬり 桶 はいつち 化けよ い 姿な り 

塞念佛 みり ， と あるくな り 

衣類まで まめで 居る かと 母の 文 

向う から 硯を遣 ふ 憑り 人 


まよ ひ 子のお のが 太鼓で 尋ねられ 

脈所 を 見せて たて 板 申す やう 

上下 を 著て 文盲な 酒 をのみ， 

半兵衞 雛の 頃から 心がけ 

噎 ひつみ が こしゃくに 出來て 一 分め き 

捨子 ぢ やと 坊主 禿 をな で 廻し ■ 

藪 入 をな まもの じりに して かへ し 

流星の 内に 座頭 はめし にす る 

秀 よく あぶない 事 を 言 はぬな り 

客分と いはる 、 女 立ちの ま ， 

くわいら いし 卜 里程 來た 立ちす がた 

鷄の何 か 言 ひたい 足づ かひ 

手拭に きん 玉 出來る 一 さかり 

杖つ きの 醉 はれた 所 は 盛り 直し 

柳 多 留 初 篇 


婚禮を 笑 つて 延ばす 使者 を 立て 

すつ ほん をれ うれば 母 は 舞 を まひ 

むく 鳥が 來 て は 格子 を あ つ が らせ 

ふり 袖 は 言 ひそ こな ひの 蓋に 成り 

せめて 色な.；； ば 訴訟 もしよ けれど 

よし 町へ 羽織 を 著て は 派が 利かす 

壁の す さむし りながら の實 ばな し 

國の母 生まれた 文 を 抱き あるき 

鹽 引の 切り 殘 されて 長閑な り 

江戶 者で なけり やお 玉 が 痛が らす 

お袋 をお どす 道具 は 遠い 國 

菅笠で 犬に も 旅の いとま ご ひ 

. めし 焚. に 婆 を 置いて 鼻 あかせ 

うしろから 追 はれる やうな 榊が き 

五 


柳 多 留初篇 

正直に 1 り や 橙 は 乳母へ 行き 

護 國寺を 素通りに する 風車 

雪見と は あまり 利口の 沙汰で なし 

寒 念佛千 住の ふみを， ：- とづかる 

松原の 茶屋 はいぶる が景 になり 

ほた 餅 を 氣の毒 さう に替 へ て 喰 ひ 

はらませ たせんぎ はとれ で 山 をと こ 

落ちて 行く 一 一人が 一 一人 帶が なし 

親分と 見えて へ ッ っひ總 かな 具 

日 愈 さして をつ との 內へ 行き 

縫紋 を 乳 をのみ くむし る な り 

藪 入に うすく 一  きれ ふるま はれ 

根ぞ ろへの 橫 にね ぢれ て 口 をき き 

庵の 戶へ 尋ねました と 書いて 置き 


隅ッ こへ 來ては 禿の 腹 を 立て 

小 座頭の 三味線ぐ るみ 邪魔が ら れ 

. ,  ふろ. 5 ひ&づ 

舌打ちで 振 廻 水の 禮 はすみ 

赣貞の 勢 は あさり を ふみ つ ぶ し 

.  せんき ひ-こ 

たいく は 年 神 さまの 疝氣所 

合羽 箱 どろ/ \  /\ -と かしこまり 

定 -M を名乘 つて ひど い 場 をのが れ 

井戸が へ に 大屋と 見えて 高 足駄 

立 臼に 天狗の 家 をき り 倒し 

禪寺は ひがんの 錢に ふりむかす 

たそがれに 出て 行く 男 尻 知らす 

鄰 から 戶 をた、 かれる 新世帶 

うりものと 書いて 木馬の 面へ 張り 

むかしから 湯殿 は 智慧の 出ぬ 所 


神代に も だます 工面 は 酒が 入り 

杯に ほこりの たまる 不 得心 

跡 月 を やらねば 露地 もた ， かれす 

指の 無い 尼 を 笑へば 笑 ふの み 

鉢卷も 頭痛の 時 は 哀れな り 

ほた 餅の 精進 落 は 亥の子な り 

穴 ぐらで 物い ふやうな 綿ば うし 

急 度して 出る 八朔 は 寒く 見え 

三 神 はなぶ ると よみし 御す がた 

頂いて 受けべ き 菓子 を 手妻に し 

緋の衣 著れば 浮世が 惜しくな り 

太神樂 ばかり を 人れ て 門 を 締め 

附木突 腰に おどけた 拍子 あり 

馬 かたが 居ぬ と 子供が 藝を させ 

柳 多 §2 初篇 


水 かねで むねの くもり をと いで 置き 

袴 著に や 鼻の 下まで さっぱりし 

習 ふより すてる 姿に 骨 を 折り 

無い やつの 癖に そな へ をで つかく し 

國ば なしつ きれば 猫の 资を とり 

藪 入の 綿 著ろ 時の 手の 多 さ 

武藏坊 とかく 支度に 手間が とれ 

勘當も 初手 は 手代に 送られる 

五六 寸 かきたてて 行く ねす の番 

新田 を 手に入れて 立つ 馬 喰 町 

ど ， y ぞで は あぶなき 娘 ゆ うべ 遣り 

仕切 場へ 暑い 寒い の 御挨接 

鞠 場から りっぱな 形で ひだる-かり 

初 ものが 來 ると 持 佛. かちんと 鳴り 

七 


柳 多 初篇 

どぢ やう 

こ はさう に 蝤 の 升 を 持つ 女 

唐紙へ 母の 意見 をた てつける 

すてる 藝 はじめる 藝に うらやまれ 

新發意 はたれ にも 帶 をして 貰 ひ 

にかと 言 へ ばき の ふの 手 を 合 はせ 

美しい 上に も 慾 をた しなみ て 

四 五 人の 親と は 見えぬ 舞の 袖 

天人 も はだかに されて 地 ものな り 

いっとても 木遣りの 聲は 如. IV なし 

身の 伊達に 下， X か 髪まで 結うて 遣り 

菅笠の 邪魔に 成る ま で 遊び 過ぎ 

片袖を 足す ふり 袖 は 人の もの 

お 初にとば かり 姑た てに とり 

銅 杓子 かして のろまに して 返し 


七 種 をむ すめ は 一 つ 打って 逃 ゆ 

赤 とん ほ 空 を 流る、 龍 m 川 

紅 薬 見の 鬼に ならねば か へ られす 

お 内儀の 手 を 見 覺 える ぬひ はく 星 

泣きが け も 尊 氏已後 はもう く はす 

しばらくの 聲 なかり せば 非業の死 

いせ 縞の 内 は ゑん ま を 尊がり 

めつ かち は 大じ盲 はむ ごくす る 

役人の 子 はに ぎく をよ く覺ぇ 

女房が 有る で 魔 を さす 肥立ちぎ は 

槍 持 はむ ねの あたり を さし 通し 

白魚 の 子に まよ ふ 頃 角 田 川 

帶解は 濃き おしろいの ぬり はじめ 

殿 籠に 丧 だくら い 言譯し 


逆 王を茛 ひに 出た る 料理人 

花守の 生まれが はり か奧 家老 

あかつきの 枕に たらぬ かるた 箱 

出て うせう なん ぢ元來 みかん 籠 

一 一箇 國に たまった ffl の 渡り ぞめ 

鼻紙で 手 を ふく 内條酒 もな り 

病 上りいた 5>  く 事が くせになり 

まん ぢ うに 成る は 作者 も 知らぬ 智慧 

取 揚婆屛 風 を 出る と 取り まかれ 

しかっても あつ たら 秀炭 を噙ひ 

水茶屋 へ 來 て は 輪 を 吹き 日 をく ら し 

ふんどしに 棒つ きのい る 佐 渡の 出 

主の 綠 一世へ らして 相績し . 

親 ゆ ゑに まようて は 出ぬ 物 狂 ひ 

柳 多 §3 初篇 


能い 事 を 言 へば ふた、 び 寄り付かす 

初 會には 道草 を喻ふ 上草履 

喰 ひつぶ す やつに 限って 齒を みがき 

子が 出來て 川の 字な りに 寢る 夫婦 

取次に 出る 顔の 無い す ， はら ひ 

煮う り 星の 柱 は に 食 はれけ り 

療治 場で 聞けば 此の頃 おれに 化け 

足 洗 ふ 湯 も 水に 成る 旅 房り 

ま > 事の 世 帶くづ しが あまえ て來 

朝め し を 母のう しろ へ 喻 ひに 出る 

辨 天の 貝と はしゃれ たみ やけ もの 

四 辻へ 來 ると 追 人の 氣が ふ え る 

降 參の顔 を なぐさむ 白拍子 

山の いもうな ぎに 化ける 法事 をし 

九 


柳 多お 初 篇 

五つ 月 を 越す と 近所 へ ぎり を かき 

白い のに そ の 後 あはぬ 塞 念佛. 

返事 書く 筆の ぢ くにて 王 を 逃 ゆ 

嬉しい 日 母 はたす きで かしこまり 

块 から 口 ぱしを 出す 拂 ひもの 

醫 者の 門 ほと く 打つ はた 乂 の 用 

稻 妻の 崩れ や うに も出來 不出來 

張り もの を 上手に く  S, る 高 足駄 

夜が 明けて 狩 場々 々 へ 外科 を 呼び 

恐悅を 水と しきみ で， £■ し上ゅ 

t  J そぐ つて は. a  くう けと る 遠目 鏡 

大黑の 好き は 大根の ぶん 廻し 

江の 島で 一 日 展ふ大 織 冠 

上け 輿の 當て にして置く 地主の 子 


一 〇 

腹 5只 つて 餘 所の ながしへ 持って ゆき 

女房 は 蚊 星 を 限りの 殺生し 

針仕事 手の かるく 成る ほと ， ぎす 

物 まう とい はる 、 まで に 成りお ほせ 

樽 ひろ ひ あや ふ ぃ戀 の 邪 魔 をす る 

御 りんきの もう 一 足で玄 關 まで 

きめ 所 をき めた 貳百 はしゃち こばり 

言 ひ 出し て 大事の 娘 寄り つかす 

家老と は 火 をす る 顔の 美し さ 

店先へ きっかけの 有る うたが 來る 

毅人 はたった 三日が 口につ き 

か み さまと 取揚 婆が 言 ひ はじめ 

奥 さまの 加勢 立 臼な ベの ふた 

腰 繩の氣 で 母お や は 苧をぁ づけ 


ふが ひない 魂 一 一つ 番 がっき 

月 ふけて 下戸の 哀れ は ひだる がり 

笑 ふに も 座頭の 妻 は 向き を 見て 

のび をす る 手に 腰元 はついと 逃 ゆ 

圍 はれの 何 を 聞く やら 陰陽師 

ゆび 切る も實は 苦肉の はかりごと 

十分 一 取る におろ かな 舌 はなし 

ぶ ら つ く を掉 で まねいた 渡 守 

棒の 中 めん ほ くもなく 醉ひは 醒め 

手 付に て最ぅ 神木とう やま はれ 

上下 は 我儘に 著る もので なし 

勘當を ゆるす と 菜 を 喰 ひたが り 

奧 家老 顔 をし か める もの を ふみ 

寐て 居ても 圑 扇のう ごく 親心 

, ^多 留^ 歸 


す 、 掃きの 孔明は 子 を 抱いて 居る 

松の 內 七つの 星 を 能くお ほえ 

昆附 から わさびお ろしが 出て 呵り 

大 磯の 落馬 はす-ぐに たばこに し 

唐人 を 入り込み にせぬ 地 ごくの 稳 

日和見の みそ ゆて 傘 を さ ゆて 出る 

丸 山で か との 無い もまれに 產み 

きのじ 星 は 階 子の 口で 人 ばら ひ 

法の 聲受狀 までに 行きと Y き 

黑 札の 禮には 馬鹿な 顔で 來る 

藪 入が 來て 母お や は 遣 手め き 

家 持の 次に 拉 ぶが 論語よ み 

霜月の 朔日丸 は 茶屋での み 

新造の 厄介に する 鼠の 子 

1 1 


柳 多 初篇 

棧敷から人をきたなぃものに=„^り 

蔽 人の C 母お や は 盆で 喰 ひ 

やく 拂ひ 出しな に 一 つやって 見る 

丸 藥を貰 ふ 座頭 はち ごケ まり 

霍亂 もどう か 祭の ばちあたり 

伊豆ぶ しも 八 代まで はだし. かきき 

半分 はしき せで 拜 むえん ま 堂 

盆 山 は 欠落ら しい 人ば かり 

江の 島 へ 硫黄の 勻ふ はけつ いで 

接 敷から 出る と 男 を 先へ たて 

人の 物た  > 遣る にさ へ 上手 下手 

能い むすめ 年貢す まして 旅へ 立ち 

薬の 苦せ ない 親 仁 は 喧嘩の 苫 

星 かたから 猎 矛へ 戀路 S はしけ も S. 


一 二 

岩 茸 は ぞん. さ い に 喰 ふ も S で， な し 

紫 星 是れも 同じく うそ づ つき 

春まで はふみ- ) んで 置く.^ ぶり 

吉 治が 荷 お ろせば 馬 は か い で 

萬 歳の 口 ほど つ 、" みはたら かす 

ごとくなる 刀 をぬ いてせ める 戀 

小便に 起きて 夜なべ をね め 廻し 

しう とめと 違 ひ 舅の いぢり やう 

あ ひ ほれ は 顔へ 格子の 跡が 付き 

辻 地藏 山師 仲 問へ 抱き こまれ 

目 合 ひ 冕 て そ つと いふ 程 高く  fi け 

供 船へ お 玉の 類 はえり 出され 

恥 かし さ 知って 女の 苦の はじめ 

K ぢ やとい はれた 疵が雪 を 知り 


川止めの 問 太夫 も麥 をつ き 

夜 そば 切り立 聞き をして 三聲 よび 

草歷取 名殘の 裏と 聞き かじり 

兩介は 第 一 めしが うまく 哈へ 

仲條は 手ば かり 出して 水 を 打ち 

壹 軒の 口上で 濟 むくば り 餅 

景淸 はお 尋ね ものに 能い 男 

綿つ みはみ かんの 筋 も 肩へ かけ 

生醉 はお どかす や うな お くび をし 

えり 元のう つと しさうな ra.^;: 馬. 

ふんどし をす る が？，！ 治の いとま ご ひ 

眞黑な 小刀 遣 ふ野老 うり 

蠟燭を すに 男の ゆ 5 を かり 

太鼓の 直出來 てから 出す 火打宫 

柳 多お 初篇 


船頭の 女房 能い 日に せんたくし 

猿 W 彥坂 際に 來 てかぎ 廻し 

追 ひ 出され ましたと 母へ そっと 言 ひ 

夕立の 戶 はいろ くにた てて 兄る 

金 持の くせに 小粒に こと を かき 

松 右 衞門ー 一一 一一 一 n とい はす 酒 をう け 

抱いた 子に た  > かせて 見る ほれた 人 

是れ きりの 小袖 著て 寢る たいこ 持 

綱の 目 をく ヾ つて あるく よめの 鱧 

くじ 取って 遣 手が 灸を すゑて 遣り 

剃った 夜 は ゆうべ の 枕き たながり 

あんどん は 百と 百との 結び 玉 

いそがしく なると 鹿 島 は 襟へ さし 

いっちょく 唤 いた 所へ 翁 を 打ち 

一 三 


柳 多 §H 初篇 

病 上り 母 を 遣 ふがくせ に 成り 

五六 町錢星 をた ， く 15^ り駕 

是れ から は 行く ばかり ぢ やと 櫛 はら ひ 

三んで 三分なくなる 智慧 を 出し 

逃 ゆた とき や 男の 中で 夜 を 明し 

腰元 は寢に 行く 前に 茶 を はこび. 

三め-ぐり を 溜め 小べ んの揚 場に し 

猿 廻し z: へ 11^ つて あご を 出し 

雪 圏の 星 根は大 かた 屁の 字形 

よけの 歌 大屋の 内儀 持ち歩 行き 

子 を 抱 けば 男に ものが 言 ひ 易し 

草津の 湯み やう もんら しい 人 はなし 

笑 ひ 止む まで 灸 てん を 待って 居る 

標花兄 は荅の 有る をと り 


江 -S  ^1 で 嫌倉 武 .H は 片 は た ご 

首 取った 其の 日 を 急 度 精進し 

かまたり へ 眞っ 裸での いとま ご ひ 

若 後家の ふしょう ぐに 子に 迷 ひ 

羽子板 を 預けて 帶 を締 めな ほし 

お みさ まの 聞き あき をす る 祭 前 

外 科醫^ を 祭の なりで 呼 び に 行 き 

尻 持に 和尙を 持って 地 紙う り 

さう どくに 衣 を _ぜ せる 長屋 中 

ひま 入と 害いて 來 たの は 女 一お の HI, 

男なら す-ぐに 汲まう に 水 か 5, み 

犬 蓼の 心よ く 這 ふ 無常 1： 

眞先 でされば ぐら ゐは 化かされる 

長 嘶 とん ほのと まる 槍の 先 


ぬかみそ にもし かも 瓜の 百 一 つ 

舟 嫌 ひ 一 人 は 川のへ り を 行き 

太夫 職 百で 四 文 も くらから す 

佐 野の 馬 さて 首 を たれ 屁 をす かし 

浪ー つ あだに は 打たぬ 玉津島 

こま 犬の 貌を 見合 ひぬ 十五 日 

辨 天の 前で は 波 も 手 を あはせ 

御婚禮 i は-の 聲を みや ゆにし 

遣唐使 吹き出し さうな 敕を うけ 

舟 宿へ 内の りちぎ をぬ いで 行き 

藏の戶 が 鳴る と 杯 4  〈きくし 

家内 喜 多留ち ひさい 戀 はけ ちらかし 

蠅打 でかき 寄せて 取る 關 手形 

や は/ \ と おもみの か , る芥川 

柳 多 留初篇 


風鈴の せ はしない の を 乳母と 知り 

鳥 さしが かつ. ぐと 七つ 過ぎに 成り 

あ いさつ を 内儀 は 櫛で 一 一つ かき 

女房 は醉 はせ た 人 をに ちに 行き 

愈 かりに 沙汰の かぎりの 人が 來る 

本ぶ りに 成って 出て 行く 雨 やどり 

張 肱 をしても ようく 能 い 女郞衆 

切 落し 氣の毒 さうな 乳 をの ませ 

地 紙う り 母に 逢 ふの も 垣根 ごし 

舞留を 常にく ゆ らす 草履 取 

品 川 は 木綿の 外 は 箱へ 入れ 

姑の つむじ は 尻に 成って 知れ 

欠落 もき ように すれば をし がられ 

懷 中の ft 子 を 出して いた  > かせ 

• 一  五 


柳 多 留初篇  ， 

見に 行って しめつ ほく 出る 拂藏 

f はきの 顏を 洗へば 知った 人 

火 もら ひの ふき/,^ 人に 突き 當り 

旅 反り 子 を さし 上け て鄰 まで 

佐 野の 馬かん ろの やうな 豆 を喧ひ 

なぎの 葉 を 芝居の 留 主に 掃き出され 

仕事師の 飯 は 小 言 を 菜 にして 

さいそく も 質 星の する は ゆる かしい 

猿田彥 いっぱし 神の 氣 であるき 

御詠歌に 預り ものの 娘 あり 

松が 岡ち つと はじく が 納所 分 

れんこん はこ、 らを 折れと 生まれつき 

初見 世 はたん こぶまで を 疑 はれ 

母お や はもった いないが だましよ い 


. 一六 

けんべき を 打ちく 戾る藏 のかぎ 

なまもの  ほ， -め 

生物 を か 、へた 婆不 人相 

湯屋へ 來て ねんごろ ぶり は 側 へ ぬぎ 

餅 はっく 是れ から うそをつく ばかり 

色男 四角な 智慧で 奧へ よび 

腹 立てば や ほらし く 成る. H  二日 

押入の 戶 やきぬ 張って 人 をよ び 

出 女の 鏡へ うつる 馬の つら 

針 ほど を 棒と は 母の-一 一ばん ばえ 

あたらしくし 一し も やっぱり 親 仁 橋 

昃る猪 牙 だるま も あれば ねじ やか 有り 

珍ら し い 神の 名 を 賫る宮 す 、" め 

御て い 主の 留 主で 鏗を手 負に し 

料理人 客に 成る 日 は 口が すぎ 


請 狀が濟 む と 買 ひたい ものば かり 

荒 打に 左官ば かり は 本の 貌 

掛け ひま は 暇 も くれす 目 も かけす 

大屋 をば 尻に は さ みし 論語よ み 

大名 は 一 年 置きに 角 を もぎ 

別 當は馬 や 狐で 茶 を わかし 

生り 初めの 姊は 木に 有る うち 配り 

藪 入の 一 一日 は 顔を餘 所に 置き 

御 年貢 を 大部屋 へ 來て なし 崩し 

歌が るた にも 美しい 意地が あり 

匙で もる ものと は 見えぬ 藥種船 

初が つ を 家内 殘 らす 見た ば か り 

辨天 をのけ ると 跡 はかた はなり 

神奈 川の 文 は 鰹の 片便り 

柳 多 §3 初篇 


枕 給 を も つ て 火 達 を 追 ひ 出され 

母の 手 を 握って 火燒 しま はれる 

はたけから 洗足 程の 日 を あまし 

りちぎ も S まじり と 子が 出來る 

しかられた 禿たん すへ 寄り か、 り 

針 明の すわった なり に^がと ほり 

一白 姓 は 金 でせ かせ る も の で な し 

色男 はした にば かり 產を させ 

神樂堂 逃け た あした は 母 か 出る 

ごぜば かり 一 艘 につむ 渡 舟 

蔽 入の 何 かすね たか 六 あみだ 

關守 の聲を 越える と. まねて 行き 

墓 桶 を 下 ゆて 見 とれる かくし 町 

腰元 は 見越しの 松に 逃 ゆの こり 

一 七 


柳 多 留初篇 

. 病 犬 をち つと 追って はたんと 逃 ゆ 

事 納め 氣を つけられる あら 世帶 

祭から 良る と 連れた 子 をく ばり 

ま をと こ を 見出して 恥 を 大きく し 

圑扇 ではに くらしい 程た ， かれす 

髮結 がか はって か はる あたま 形 

大礎 にきう せん 筋の 地藏 あり 

ひな 棚の 樋 合 ふさ、 ぐ 楊枝 さし 

寒念佛 ざら の 手から も 心 ざし 

居酒屋 を 上め た 仔細 は 革 羽織 

撿 校の 供 は 旦那が 片荷づ り 

よめの 部 星 這 入る と 漆く さ いなり 

丸 山へ はまって 髭で 蠅を追 ひ 

1 三ー閒 飛びけ たの 有る かざり 柹 


一 八 

折 ふし は 小粒 も あたる 遣 手の 齒 

方丈の 手から 一 歩が はがして 出 

小 謠で來 る 浪人 は 元手な し 

一網に 打 たれた 禿 蚊に く はれ 

若殿が めせば り、 しい， 紺の 足袋 

神 Ifil 牽き市 をつつ つきつん ま はし 

外科 殿の 豚 は 死に 身で 飼 はれて 居 

吉 原の 鰐が 見入れて 紙が 散り 

前髮へ 白髪の まじる うた ひ講 

血の道 もてん ねき 兄え る 長 局 

うつち やって 看板に する 紫屋 

だき もりの わりな き 無心， 鲋ー つ 

車座に 紺の 手の 出ろ 六 夜 待 

徵 見に 夫 は武丁 跡から 出 


病 上り 日本の 人に なぐさまれ 

十露盤へ したむ 小 原の せ はしな さ 

燈 籠の 人 を 禿 はむ" ぐって 出 

子 を 持って から 三 ン 日 を やっとぬ り 

居酒屋に 馬と 車の 拂 ひもの 

寒念佛 ころぶ を 見れば 女な り 

母親の 或はお どし 手 を あはせ 

鼻聲で 湯治の 供 を 願 ひ 出し 

出格子 へ 子 を さし 上 ゆて 名 をよ ばせ 

女房 を 雪に うづめ て 炭 をう り 

先生と 呼んで 灰 吹 捨てさせる 

はやり a 十七 屋 から ひきは じめ 

舞 鶴に 水 を もらせる 殿づ くり 

保昌 は九條 あたり へ迎 へに 出 

柳 多 §s 初篇 


持參金 疱瘡よ けの 守に し 

根津 の 客 家 の ひすみ に 口が 過ぎ 

見の がしに す れば遣 手 も 損 はな し 

狩人の 子 は それぐ に 雀 1 

山門 を 下から 拜む氣 の 古さ 

初が つ を ふ ん 込みの 衆天窗 わり 

引越の 跡から 娘 猫 を 抱き 

蠟 燭の燈 です ひ 付けて 足袋 を ぬ ぎ 

ちつ とづ、 能い 手へ 渡る 御菜が 子 

新 そばに 小判 を 崩す 一 さかり 

は ごの 子の 命 をす く ふ 左利き 

女房と 相談 をして 義理 を かき 

だんぎ 傲す わ る と 顔 を 十 し か め 

頃 成 まと っぱづ しても g5 にかけ 

一 九 


柳 多 S 初 篇 

ふし 見 世は晝 食の 時 尻 をむ け 

居 酒 星で 念 頃ぶ り は 立っての み 

藥箱 初に もたせて ふり かへ り 

江戸 を 出て 姿の 出来る ぬけ 參り 

花 なれば こそ 稀 人の 坊主 持ち 

色事に 紺屋の むすめ うそをつき 

信 濃 へ は 地 ひ  >  きがして 日が 當り 

小 腕で も 長刀ば かり 一 一本し め 

ぬけた 齒に秃 の こぞる 片ッ すみ 

貰 ひ 乳に か はるき ぬた のちから 過ぎ 

薬敬は^？さもにくしな つかし さ 

若 後家の こすいで みんな 貸しな くし 

黑犬を 提灯に する 雪の みち 

一 門の きな かと 賴む能 登 守 


二 〇 

迷子が 泣けば 鐵搾 ふ つて せ 

產 籠の 内で ていしゅ を は 、v に 呼び 

あだつ いた 客 ははし ごで ど うづかれ 

さ る だ 彥角を はやし て 吸 ひ 付け る 

撥贷 して rs^ に 行けば 咽な で て Ete る 

汐 くみに 所望の 浪が 打って 來る 

年禮 にも ， 引きの いる 綠を 組み 

ぬきの 鋭に 娘氣 をへ らし 

雪 打 をお もの 師 ばかり ひた ひで 

寶上 は稻， ，>  きの 齒 にく は へさせ 

此の 石が そだ かと い へ ばもう 眞 似る 

よし 町で 客 札 貰 ふ 後家の 供 

子の 内の 支 離に 讓る 水車 

丸顔 をみ そに して 居る かる ゐ澤 


指 を 切る から は 九 品の 淨 土まで 

花壻の 馳走に やぶる 村 法度 

通 盛は寐 まきのう へ へ 鎧 を 著 

寐て 居る は 第 一 番の薬 取り 

國 者に 屋根 を をし へ る 中たん ほ 

+>i 關番く さくと する 下駄の 音 

岡場所 は 湯の花く さい 秀が出 

粉の ふ いた 子 を 抱いて 出る 夕 涼 

新發意 の 寄る と 輪袈 袋で 首ッ 引き 

辻番へ もりが 差圆 のかし はもち 

祝 ひ 日に 疵 のつ いたる ねはん 像 

日の くれに 高 繩の戶 は をし くた て 

大瀧は 一 言 も 無い ところな り 

そこら 中 蓋 を 明けく 亭 す- ぶ り 

柳 多 §s 初 篇 


行 燈で喻 ふは大 ェも 仕舞の 日 

京 町へ 來る鬼 灯 はえり のこり 

張 物に よめ はむ すばぬ 顿 かぶり 

晝買 うて 螢を 隅へ 持って ゆき 

あいくと いふた び 締めろ か、 へ帶 

小 枕の 締り かけんに 目 をふさぎ 

仲人 を 地 もの とお もやたい こ 持 

半 人で 仕舞 ふ 大工 に菰を 遣り 

車 引き 女 を 見る といきみ 出し 

12S 相 鳴らして 見て はの し を 付け 

いろは 茶屋 客 をね だって 富 を 付け 

藪 人の 供へ は 母が のんで さし 

手代 共ね ぶと 盛りで あんじられ 

钣 時と い へ ばぬし 屋は によつ と 出る 

二 一 


柳 多 §H 初 篇 

親類の もちあ ま され は 麥を喰 ひ 

そこ かいてと は 嫌らしい 夫婦 中 

下戸の 禮 者に 消 炭 を ぶん まける 

樽 拾 ひ 目 合 ひ を 見て は 顺を上 ゆ 

あ の 中で 意地 の わるい が 遣 手の 子 

御傳 馬で 行 けば や た らに腹 を 立 て 

生 醉の琴 をけ なして たうと ぅ寐 

ぶちまけた 跡 は駕舁 ゆ ゆが 立ち 

中 宿で 先づ 初手のから 封 を 切り 

MM 四方 見て 來 たやうな 新茶 賫 

勞齊に 母 はお どけて しかられる 

ちつ ほけ な 桶で 鑄 かけ は 手 を 洗 ひ 

ぬひ もの を 少しよ せる も禮 儀な り 

樽 拾 ひと ある 小 陰で は ご をし よ ひ 


ニニ 

そうばんの ひしゅた 所で 御 十 念 

草市 は ひだる い 腹の 人だかり 

淺 草の 鏡に 千の すがた 有り 

飼 鶴 は 袴 著て 居る 人へ 行き 

約束 をち がへ ぬ 紺 星 哀れな り 

和 藤 e 一  家の 義现 はかき どうし 

夜 そば 切り ふる へ た if の 人だかり 

惡箪と 仕舞の 方へ 千 話 を 書き 

飛鳥 山 毛蟲に 成って 見 かぎられ 

片棒を かつ. ぐゆうべ の 仲閒 

初 鰹樂の やうに もり さばき 

連れに 禮云 ひく. なまな 封 を 切り 

口 近い 化物で 先づ 一 つけし 

せん 香が 消えて しま へ ば 一 人 酒 


つき 合 ひで 行く 深 川 は 箸 やすめ 

のびの 手で つかんで はなす 削り かけ 

入 王と 聞いて 火 を 引く 料理人 

通り もの 羽織 はふる がくせ に 成り 

油 揚をさ ゆた ばかりで 夜 を あかし 

ぬり： i へ 書いて くどけば 指で 消し 

座頭の 坊せ くと 淺 葱に 目 を ひらき 

醫 心の 有りて 女房 事に せす 

桶ぶ せの 有り て 家內が せんそくし 

金 谷から B ひき 歌を覺 えて 來 

下駄 さ ゆて 通る 大屋の 枕元 

その手代その下.^=-晝は物言はす 

竈 締の內 はめし 焚き かしこまり 

藪 入の 出が けに もの を かくされる 

柳 多 §s 初篇 —  i 


死に 切って 嬉し さうな る 顔 二つ 

土 こね は 手水 を 遣 ひ幣を 立て 

三圍の あたりから もう ぶちのめし ， 

大 いそ は 欠落す るに わるい 所  一 

田樂を 面白く 喰 ふ 座頭の 坊 

一 一 かいから 落ちた さいごの 賑やか さ 

ゆり 若の 弓 はつぶ しに ふんで 買 ひ 一 

辻 切 を 見て おはします 地藏. I* 一 

初 旅へ 晚は 是れぢ やと 一 一本 出し 

雪の 夜 は 糊で 付けた る 顔 1 一つ 

商 寶も國 と 江戸と は 雪と 炭  一 

地 紙う り 目につく まで は 指 をな め 一 

算盤 を控へ たやうな だんご 茶屋 一 

一 

を どり 子の かくし 藝ま でして か へ り 一 

二三 一 


柳 多 留 初 篇 

忍び ごまなん. ぞい ひた い 姿な り 

四日から 年玉ぐ るみ 丸くな り 

小 力が 有る で 若 後家 じゃれに 成り 

日本の 雜は 死んで 風お こし 

芝居； 3- の 證據は 女中 先に 立ち 

錢 なしの 癖に いつでも ざい を ふり 

あら 世 帶何を や つ て も 嬉しがり 

はつ 雪に 雀 i 民と は は ぢ 知らす 

雨 やどり 額の 文字 を 能く お ほ え 

あら 打ち を 遠く へ 寄って 目 出た がり 

江戸へ 出る 日に は 手 作の 鬆 を 出し 

齋 日に あぶなく ほめる 海お もて 

屋敷 替 へ 白い 狐の 言 ひお くり 

蟻 ほどに 千疊 敷の 疊 さし 


二 四 

：:^ 知りよ い あたま は 御所の 五郎丸 

腰帶を 締める と 腰 は 生きて 來る 

ぬか 袋 持って 夜伽の 禮に 寄り 

關寺 で 敕使を ると 犬が ほ え 

巩赏 ひの 袖に っッぱ る鏗節 

これ 小判た つた 一 晚 居て くれろ 

琴 やめて 薪の 大 くべ 引き 給 ふ 

狀 箱が 來れば よばれる 太夫 坊 • 

傲 焚に 百 ほどた のむ とうふの 湯 

めいわくな 顔 は 祭で 牛ば かり 

桶ぶ せ を はじいて 通る U より 下駄 

親類が 來 ると 赤子の ふた を 取り 

江の 島 を 見て 來た娘 じまん をし 

明星が 茶屋 を 限りの 柄ぶ くろ 


御 自分 も 拙者 も 逃 ゆた 人數 なり 

還^^をしても半分しゅしょぅなり 

細見の 鬼門へ なほる 遣 手の 名 

袖口 を 二つなら してよ め をよ び 

幽靈に 成っても や は り 鹧を遣 ひ 

羽織 著て 居る ぉ內 儀に みな かたれ 

けんべ いに 投ゅ 出して 行く 質の 足し 

かご ちん を やって 女房 はつん とする 

つぼね 

す、；^ きの 下知に 田 中の 局が 出 

楝上を 名代の 乳母の 尻へ 投ゅ 

柏餅 妹の 乳母 は 手つ だはす 

箱 王が 兩 のた もとに 蟬 の聲 

潢 W に 一 つ 宛 ある 芝の 海 

茸 狩 は 紅葉 狩より 世帶 じみ 

柳 多 留初篇 


蚊を燒 いた 跡 を 女房に いやがらせ 

長屋 中手 ごみに はかる 田 舍ゃ斤 

岡場所 はくら はせ るの がいと まご ひ 

花よ めの あました 平 へ 札 を 人れ 

太祌樂 ぐるり は みんな 油む し 

冠 を ふみち がへ たる 見 倒し 屋 

一人者の まぬ か はりに 贰 朱が つ き 

降 參が濟 むと 一 度に ひだる がり 

おさらば を 障子の 内で たんと 言 ひ 

秋が わき 先づ 七夕に かわき そめ 

中 川 は 同じ あいさつして 通し 

おびん づ る地藏 の短氣 笑って居 

一 三 一歩が 買 ふとうる さい 程 はなし 

お袋 はぶきな 姿に 鳩 を 書き 

二 五 


柳 多 §E 初篇 

あんまりな 事と 一 人で ふせて 見る 

御 一 門 見ぬ いたやうな 錢遣ひ 

このし ろ は 初 午ぎ りの 臺に乘 り 

祭 前 洗 粉 持って 連れて行き 

鄰へ も 階 子の 禮に あやめ 葺き 

天人へ 舞と はかたい ゆすり やう 

御 后の わる 尻 をい ふ 陰陽師 

歩と 香車 座頭の 方 は 付 木で し 

御 勝手 はみ なかつ，^ i にお よんで 居 

く ろ もじ を かぎ く 禿 持って 來る 

源 左 衞門鎧 を 著る と 犬が ほ え 

仲人へ 四 五日のば す ひくい 聲 

けいせい も 寂しくな ると 名 を替へ る 

深 川の 土 弓 射 習 ふ 草履 取 


二 六 i 

黑木寶 大事に 跡 を ふり か へ り 

金の 番 とろく としてう なされる 

おはぐろ を 俄につ けて とがが 知れ 

よみの 場へ 筆 添へ て 出す 奉加帳 

小間物屋 箱と 一 所に 年が寄り 一 

太神樂 赤い 姿に 見つ くされ 

鼻紙 を 口に 預けて 手 を 洗 ひ 

どっち 風 少し はすね た 道具な り 一 

總領は 八 を ふく 面に 出來  i 

翌日 は 店 を 追 はる ， 年 わすれ 

今 暮れる 日を倾 城に おちつかれ „ 

あづさ 弓 下女の 淚は 土閒へ 落ち 

たいこもち 宗旨ば かり はまけ て 居す _ 

若 後 の 剃りたい などと むご がらせ 一 


能 笛 はわ すれた やうな 勤め かた 

1 門 はだう りくと 奏聞し 

能い 小紋 著て 紺 星まで 引き すられ 

病みぬ いたやう に覺 える 四十 過ぎ 

年男うまい 咄を さびしがり 

よしな あの 低い は 少し 出來か ， り 

關 取のう しろに くらい あんま 取り 

大門 を そっと 观 いてし やば を 見る 

煤 掃に 装束 過ぎて 笑 はれる 

兩替屋 のつ びきの 無い 音 を させ 

寢 こかし は どちらの 恥と 思 召し 

かま ばら ひ 額で 鈴 を ふり 納め 

馬 島での 近づきな らばう ろ覺 え 

乳の 黑み 夫に 見せて 旅立た せ 

柳 多 留初篇 


盜人 にあ へ ばと なりで けなる がり 

歌 一 首 有る ではなし にけ つま づき 

駿 河町疊 のうへの 人通り 

八まん はかん にんなら ぬ 時の 神 

岡場所 は 遣 手と 女房 ど んぐ る み 

手拭で はたいて ぜ けんこし を かけ 

裏門と 家中の 乳母 は首ッ 引き 

聞いて くりや 命が 有る とい ふば かり 

淸 盛の 醫奢 はは だかで 脈 を と り 

ォ藏 はの みかね まじき つら ッ つき 

道 問 へ ば 一 度に うごく 田植笠 

羽子板で 茶 を 出しながら 逃 ゆ 支度 

さかおとしまで は 判官ぬ け 目な し 

髪 ゆ ひも 百に 三つ は ほね を 折り 

二 七 


柳 多お 初 篇 

掛 り人寐 言に いふが 本の 事 

ひそく と 玉藻の 前 を ふしんが り 

母の 氣に 入る 友 だち は 小紋 を 著 

大勢の 火鉢 をく、. -る 禿の 手 

御お は そっとく の 十三 日 

知 盛 はけんく わ 過ぎて _s 棒 を ふり 

四郎 ハ衞を 怖ろ しがる が 怖ろ しい 

朋輩 を寐 し づ まらせ てく けて 遣り 

ふゆん ともなら う 四 五日 前に 貿ひ 

乳母に 出て 少し 夫 を ひすんで；： 

ひんぬ いた 大根で 道 を をし へられ 

花よ めの ぶす ゐで 無い のにく らし さ 

妙藥を あければ 中 は 小判な り 

留守の 事 啞は枕 を 一 一つ 出し 


二八 

化かされた あたまで すぐに 奉加 根 

大門 を 出る 病人の 百 一 つ 

手の w- へ もち をう け 取る す , はら ひ 

新 見 世と い へ ばゎづ かな 愁を貢 ひ 

搏 買に むだ 足させぬ やうに 明け 

銅佛は 拜んだ 跡で た 、かれる 

立 E に 芽の 出た やうな 松 かざり 

晝過 ざの 娘 は 琴の 弟子 も 取り 

髪 置に 乳母 も強氣 な？ を 出し 

楝 上の 餅に よごれぬ そだて やう 

藪 入 を 霞に 兌 そめ 霧に 出來 

持ちな さ い 女 は 後に ふける もの 

こぶ 卷 をく はせ て 置いて 傳授 をし 

米 さし は 舟お にで も 置けば よい 


かんにんの いっちし まひに 肌 を 入れ 

初 午 は 世帶の 鍵の 下け はじめ 

泡 丁 を さ びし く 遣 ふ 藥喰 ひ 

言 ひな づけた が ひち が ひに 風 を 引き 

淸水 はつひえ な錢 にたと へ られ 

おはぐろ を醬 油の やうに あてが はれ 

木戸々々 で 角 を もがれて 行く 星たい 

新造に 砂の ふったる 物が たり 

角兵衞 獅子 笛吹ば かり 人らしい 

が いぢん の 日に は 生醉五 百餘騎 

すり鉢 をお さ へ る ものが 五六 人 

リ つばつ た茶臺 は 客に もたせけ り 

士ロ  Co が こ、 に も 居 ると こそくら わ 

寐た ふりで 一 度 は埒を 明けて 遣り 

柳 多 留初篇 


借りの 有る 家へ 提灯 紋盡し 

靈 棚の 牛 ははた けの 鼻 まがり 

人參に 親の 秤の 慾が はね 

喰 ふ 程 は をし へ て 天狗お っぱなし 

山寺 は 祖師 に 頭巾 をぬ ぐば かり 

關 とりの 乳の あたりに 人だかり 

,ハ1 帶で來 て は 朝から 歌に なり 

^びな ぶ f  〕 ろぶ 字に も 夫 fsw 連 

一 さかり 身になる 顏 へ 遠ざかり 

五分々々 にして 店 だてが 一 一人 出來 

留守た のむ 人へ 枕と 太平 記 

若た うに 役者の 墓 を さがさせる 

綿ば うし 風 をお さ へ て 長ば なし 

身揚 りが 來て 墨壺を こぐら かし 

二 九 


柳 多 留初篇 

座頭の 坊を かしな 金の かくし 所 

入れ智慧で ていしゅ はや ほな 腹 を 立て 

鏡と ぎぬ すんだ 女郞 見出して 來 

歌が るた 手 ひどく 乳母 はいじ かられ 

船の 子へ 蟹な ゆて やる 蜆と り 

抉から け ふ は 是れぢ やと 珠数を 出し 

しゃう じんのう そ を秀が 引 い て來 る 

寐 たなり で 居る はきれ いなりん 氣 なり 

姑の 屁 を ひった ので 氣が ほどけ 

生娘と 見えて 藥師を 朝に する 

勘當の 訴訟の たしに 髭が なり 

一 人考. 2： へ歸 るとう なり 出し 

S 柳 多 留初篇 終 


〇 


则 家內喜 多留ー ー篇 

,  江 都 前 句 判者 川柳 

拔書幷 景物 歌仙 入 

雪 打の 加勢に 乳母の 片手 わざ 

きょぶ きに 里の 女 は 直 を はなし 

も し 伊勢と 思 ふ が 親 の ちから 草 

つく-た へ も 一 一人ぐ らゐは 厄拂ひ 

按摩 とりいび きを 聞く と 手ぬ きをし 

若殿の 痔 ははえぬ きの やま ひなり 

通り もの 將棊を さす も あはれ なり 

供 部屋へ 禿が 本 を かしな くし 

つみ 髪の 前 やくら しい 美し さ 

ぎり 仁義 知った 男 は 七兵衞 

家 內喜多 留ニ篇 


す ひ 付けて けむ をいた 5t  くの がけ 道- 

蚊の 中に 坊主 禿の あはれ なり 

ぬひ 紋を さぐらせて 見る ごぜの 母 

こし 帶を 解きく ぬるい 茶 を 貰 ひ ： 

角 田 川と ころの 人 はか もめな り 

逢うた 日を覺 えて 居る が 女の 氣 

茶 星の 嫁 も  >  色 程 はの みなら ひ 

突出し は 七十 五日 客が 來る  一 

ド 女の 髪 二三 度 立って やっと 結 ひ 一 

す ゆ 笠 を 元 直に 寶 つて 書いて 遣り 

おさらば を 宵 にして置く- M 下り 

ふられて は 連れに も 物 をい はぬな り 

見つかって 馬 盗人 は乘 つて 逃 ゆ 

盆 を どり もうち つとの が おんど 取り. 

三 一 


家 內喜多 留ニ篇 

よし 原は大 坂ば かり 他人に し 

かん ざ しもさか 手に 持てば 怖ろ しい 

丸 合羽む ねの あたりで ふし 拜み 

女房 はなん ぞの時 を 待って 居る 

母親の 訴訟で 鼠 尾 を もら ひ 

か る たの 檢 我が 敷 島の 道なら で 

能く かける 所で 矢文 は 水をさし 

うどん ふみ 本な はとい ふ 立ち姿 

玄關番 のむ 內御 ffl 待って 居る 

ねこのめし 人れ 添へ て 遣る 花 ざ かり 

屁の 論に なくの もさす が 女な り 

太平 記 もとが 女の 口 ひとつ 

草市に うろた へ てな くきり ぐす 

茶 星ば かり 深み へ 行く を 知って 居る 


三 二 

睦 うり 名で よばれる は あたらしい 

用の ない わに 口た、 く 護符と り 

尼に 成る 揚を氣 でく つてよ めに 成り 

才藏は 村で もちつ と 口 をき き 

一 人 者 小腹が たっとく はすに 居 

よみうり は 箸 一 ぜん を わけて 持ち 

ごまめう り 猫に 一 疋 けいはくし 

一 一代 目 は 金-たまの 飛ぶ 面. a さ 

おちゃつ びい 節句の 禮 に 一 三 一度 來 

壹 文の 事で ふりむく 黑木 うり 

土民と は 公家 惡 のい ふ 言藥な り 

藤枘を かいこんで 出る 大莊屋 

俗 納所よ く/ \聞 けばし うとな 

我が 寺に 成る と 遊行 は 追 ひ 出され 


しきみ うりきつ い 船 閒を言 ひ 習 ひ 

佐 殿 もいた しか ゆしの ふくみ 狀 

おふくろ は 只， 一つく り を 願って S1 

ひぜんまで 一 一人 禿は對 にかき 

簪を はかりに かける 仕儀と 成り 

折々 は 口 書に 乗る 奈 良の 鹿 

紳 子の 穴 ぶん まけて 行く かま 拂ひ 

色男ち とそろ ばん はに ちうな り 

三步 だけ 事け んぢ うに 賣れ殘 り 

ベ つ 甲 星く るった 所を嫿 いで 遣り 

茶 ふるま ひ 皆 一 人づ だいて 来る 

赤-か しら 靑び や うた んを 抱き あるき 

かぐ 鼻 は ま ゆ を ひそめて  一一 m 上 し 

あぶれた は 遣 手の かたをもんで 遣り 

家 內喜多 留ニ篇 


ぬひ はく 星 五色に 壁へ 吹きつける 

种酒德 利 きゃたつの 上で 振って 見る 

つ き.： 太 星 女 を 見る とつよ く ふみ 

寐せ 付けて 亭主と か はる 松の 內 

あたりから や. かまし くい ふ 年に 成り 

はかま かと 鄰の ていしゅ 聞きに 來る 

と そ 袋 嘉^ の やうに 八つ を 聞き 

すり 子 木の 鏡へ うつる 新世帶 

玄関番 貧乏 ゆすりして 咄し 

奏聞 も 船へ する の はぐわん ぜ な し 

たち 入った 咄の 多 い 御 くら 前 

麥 めしの 雜走は 和尙水 かけん 

見せす ともよい に 太， 刀賫 ひらり 拔き 

渡 守 手 を 遊ばせる 人が のり 


家 內喜多 留ニ篇 

長つ ほね 一 人 か 一 一人 高ま くら 

座頭の 坊 みそ 役人 を 言 ひま かし 

けいあん は 文字 か 方 かと 聞いて 行き 

とび 石に すると 和尙の 夢に 見え 

四 斗 樽へ 珠數 のきれ た を 溜めて 見せ 

里歸り 玄關に 杖と はなね ぢり 

子 を 持った 大工 一 足お そく 來る 

著 かざって 乳母 はは だか を 追 ひ 廻し 

親類 を 見知る と 嫁 は もめんもの 

1 村 をす ゐ にして 立つ 旅 芝居 

太神樂 見せる 髮には ゆ ひとば し 

金 掘と 井戸 ほりの 氣は 十文字 

迷子の 親 はしゃがれて 禮を言 ひ 

産んだ 乳の あて くら をす る 長 局 


三 四 

出 ぎら ひと い ふ 振袖 は どた くし 

さいり やう _s 付いた 班 は 廻 0 かね 

ほうば い が 亭主 見 ると て 寄りた がり 

三味線 屋 うしろ-ぐら くも 灸を すゑ 

百 旦那 もろこし をむ くごと くな り 

料瑰人 堀に 居る €： ならして 見 

よめの つまえん やら やっと 五寸 明き 

氣違 ひの ひざ を そばから かけて 遣り 

くら.； W に 一 人 か 一 一人う じくし 

町. 3： で ごんめ うに 知る かんおう じ 

去狀の 跡へ 紺屋が 出かして 來 

片足 を 仕 廻って 居 酒 のんで 居る 

のまぬ 客ち よつ ちょと 酌に 時 を 聞き 

玄關番 さながら じゅす も 繰り-力 たし 


煤 掃に 一 人 か 一 一人ば かなな り 

山寺 はな ま醉 ひの いふ 諷 なり 

門ち が ひから 幾 春の 御萬歲 

どっちら の 袋 かしれ ぬ 三 丁目 

えり 人で 經 をれ うる 長 《!? 

色 娘 をと この 顔へ なん をつ け 

花見 か ら晝 めしに 來る 下ハ 4： 筋 

とっさ まと 寢る髮 置 はやせつ ほち 

店 ちんの 早く 濟む のが かこ ひもの 

三 河 記 を やはくと とくだんぎ 僧 

火ば しに て や ほめ/^ と 書いて 見せ 

隅 田の 景 でんがく 串で あいさつし 

寒念佛 夫婦 の 中 をさむ がらせ 

鳥の 毛 を 捨てる に 風 を 見す まして 

家 內喜多 留ニ篇 


つくば つた 噺は土 へ 何 か 書き 

木 戶番は あた じけ な いと 首 を 振り 

蟲賫 のむ ごったら しいろう すが 出 

乳母の やく 朝め し 前に 一 廻り 

座頭の 坊 しごく 大事に 芋 をく ひ 

地 ごくで も 目 あかし をす る 首 一 一つ 

懸り 人む かし をい ふと はりこまれ 

のらへ 出た 留守に 一 人で 産んで 置き 

す ゆ 笠の 內 へ 帶と くまこ も 刈り 

なま 醉 ひに 安く 分別 かして やり 

せき ばら ひ ごぜ も少々 にが 笑 ひ 

おはぐろ にじろ りと 秀 にらめら れ 

うしろから 能い 顔の るか ノ み 磨ぎ 

かりやから ごうこの 僧の 笑って 出 

三 五 


家内 喜 多 留ニ篇 

夏大 ェ はだかで たび を はいて 居る 

草の 庵 は いとり もちに きり-^ す 

俗の 目 を 四角に ふ せぐ うまい 物 

何 かしら 笑って 歸る あら 世帶 

後 添 は 鼠が 出ても びっくりし 

のみ 逃け を 木ぐ すり 屋へも 言 ひ 聞かせ 

去った あす 物 を 探す にか 、 つて 居 

御物 見に あまった 首 を 塀へ 出し 

せいもんの 度に 水 打つ 初が つ を 

新 酒屋 さして 一 一階 をお つぶさ ざ 

來る とま づ 意見が うし や は藏へ 呼び 

杯 を させば 三み せん 杖に つき 

あら 世 帶鐵氣 のでん じ § 聞き あきる 

安珍 は 手前で いのる 氣が つ かす 


三 六 

右 々 と麥 から 顔 を 出して い ひ 

米捣 のなん にす ねた か 一 一はい くひ 

松の ちょっと 來 やれと a の聲 

氣 ちが ひ は 緖に誊 く 時 は笹を 持ち 

ゆびの 出る 足袋が 小歌の 講 がしら 

能くし めて 寢 やと 女房へ つとめて 出 

市 過ぎ は錢の 人る 事と ろつ ぴ やう 

手 S 筋 を ると 一 筋 けちをつけ 

乞食 能 一 三 一町 づ 、 かして 行き 

女醫者 わたりが つ い て やめに 成り 

座頭の 坊何を 聞いた かに こくし 

ふき ゆん な 客 舟 宿の 戶 をた 、 き 

女房に せがまれて 寶る 石燈籠 

居つ 5t け は 一 一寸 切られる 覺悟 なり 


掃く 先 を やうく とたつ 物 思 ひ 

むほんと は 大層ら しい 一 分な り 

じゅす 屋 では， しら へ 上け て 一 拜み 

奉加帳 御菜の S へ おっつける 

子の 祝 ひ 夫婦 ゆん くわの 一 つなり 

仲條を 御菜 は 母で ひき 合 はせ 

宫 芝居 百 石 ほどの ェ 藤が 出 

飯が はり 眞木 をむ しって さあと 云 ふ 

座頭の 坊 手綱 を 持 つ て にぢて 居る 

小閒 ものと 地 紙み そごい 咄 をし 

玄宗 はなき く 耳の あか を ほり 

うぶ -ぞり にたす きはづ して 膳に 付き 

ぬ え 切り て おけば よいの に 哀れな り 

色事に はねの はえた る 淸水寺 

家内 喜 多 留ニ篇 


やくばら ひ 御菜の 內 で手閒 かとれ 

關守も とぎれた 所です ね を 出し 

ざり くの 所で 常 磐 は 色 を か へ 

神樂堂 一 人 はさび ぬ もの を さし 

戀 やみへ 母の 細工 は 猫 じ やらし 

な ぐ さ み に 女 1215 の い けん 聞 いて 居る 

しう とめの よめに は冰 孫に とけ 

鳴り 止んで 折目 をた ， む 普 門 ほん 

地 女に 毛む し 一 一つで 化けられす 

出格子で 鏗買ふ 日 は 日 一 那が來 

石 尊で 見れば 山 號甲を 干し 

ねぎ つ て も 人ぎ き の よ い 石燈籠 

紫 を 見て は 京で も あきれべ い 

燒香を 先へ したので 後家と 知れ 

三 七 


家 內喜多 留ニ篇 

山 入の 笈に 尊き もの はなし 

大工 わろ 左官に 帶を しめて 遣り 

お 物師の ふき がら 一 つ 氣が違 ひ 

ごぜの 尻た 、 けば 無理な 目 を 開き 

井戸ば たで 我がお さらば を 揃へ て 居 

約束の 戶はー 一つと はた、 かれす 

算盤 を 一 一度 手に 取る と 直が 出來る 

か 中から 夜の 明け か ， る 花の 朝 

口笛 は何ン の氣も 無い 道具な り 

奧 家老ら せつ したの を 鼻 を 懸け 

雪 なれば よしと すつ ぶり 引き かぶり 

四 つ の 時 至 つ て もま だ 見 世に 居る 

又 一 度 手紙 を ひらく 枕 あて 

ちん めん は 遣 手の 遣 ふ さるぐつわ 


三 八 

なく 時の 櫛 は 火爐を 越して 落ち 

明星の 茶屋から やめる むだ ッロ 

戀ひ むこの 下 著 は みんな 直し もの 

懸 り人寐 言に いふが ほんの 事 

しちりん へ どつ さりす わる 一;^ 上り 

じゅす 袋よ めの けいはく はじめな り 

手 習 子 か へ ると 鍋 をの ぞいて： 

福 山 はちと あやふやな 傘 も かし 

風呂敷 は雙 六う りの ほ、 かむ り 

料理人う す 刃への せて つまませる 

卷 きする めた けた 娘へ ちょいと な ゆ 

お 妾 をね めく こ ほす せんじ がら 

狐 つ き 鼠とまで は のぞみ かね 

落 武者 は複 をう ゑぬ 道 をに ゆ 


ぐち 噺 おくって 出ても 小 半 町 

立 膝で 文 を 書く の も すがたな り 

笑 ふに も 座頭の 母 は 遠慮が ち 

中の 町 はかま 著た の はいたく 見え 

孝行に 持つ 女房 は 年が たけ 

小 じうと め 母が 歸る とそば へ 寄り 

橋の 番 たしかにな ゆた 水の 音 

京 だんと ど さあで 九 年い じり 合 ひ 

若い 乳母く づ して 出た と譃 らしい 

ほ 、 ^ ろび を のぞ いて あるく 花の 山 

中 宿 は ざう りに すみ を けて 遣り 

山川に つま づ くやつ がさい ごな り 

おもしろい 事 を 女 はもち, ，- ろし 

本く じ を 取る 山伏の すばらし さ 

家内 喜 多 留ニ篇 


木 曾 殿 は 客 を じ やらして 飯 を 喰 ひ 

くらやみで 龍王 湯 をが ぶりの み 

勾當 はま だ氣 のす まぬ 杖 をつ き 

上る りの てんね きま じる 元 結 こき 

言 ひふ せる 氣で らふ そくの しん を 切り 

あね 娘し めし を當 てて さづ けられ 

そ ， 坌ハ 3 地 の わるい も 見える 六 歌仙 

うた 、 寐の枕 四 五 冊 引きぬ かれ 

むしった を けんしの 笑 ふ 小 柴垣 

圑扇 うり 少し あ ふいで 出して 見せ 

門松 を 取る と 出て 見る 玄關番 

下女が 髮 さし 上け て 出ても の を賈ひ 

戀ひ むこが 來 てうす 紙 を 引つ ぺ がし 

料理人うな づきながら 市へ 立ち 

三 九 


家 內喜多 留ニ篇 

客と 行く 棧敷は 遣 手 まく 工面 

くわいら いし 番町邊 にからんで 居 

かたびら はかた みの 中で うすい 緣 

たいこもち 宗旨ば かり はまけ て 居す 

母親 はおつ 、=t けまで も かさと かけ 

百 本の 御 てんへ ひ、. -く 御綠日 

熊 谷 はま だ實の 人らぬ 首 をと り 

おはぐろに 禿 はらう かねって 來る 

母親 は 百度 參 りの たち 番し 

風呂敷で 引ッ 越す うば は 立-ちの ま > 

あら 切 は 一 と 夜 さ 切りの はれに 買 ひ 

しばられた やうに 髪 結 ひまで 居る. 

夜た かそば 心せ はしく ばかり 喰 ひ 

雷 もす 5t めが なけば しま ひなり 


夜講釋 杖で 來 るの は ゆだい なし 

船中の 小便 かう しゃ 一 一人た ち 

筏の りば かくしく も 野 を 一お り 

柱に も 少し 薬の 有る 旅 芝 E 

いた、. - いての む もく やしき 山歸^ 

石屋に も 一つ か 一 一 C- 給の 具 皿 

お飾り をと なりへ ぬけるな づな寶 り 

是れ むす 子 一 ッ ぶん 拾て る氣は 無い か 

よめの 顔 目が ねの 外ト でじろり と 見 

禪 1. 示 は 座 禪が濟 むとの み を 取り 

江戶 W へ 戾れば 初手の 顔 はなし 

腰 越で もの^ ふ も の は 馬ば か り 

お 座 切と いふの がよ めの くせに 成り 

を どり 子が 來 ると そばから 恭を仕 廻 ひ 


能い むすめ 母 も ほれての 數に 人り 

草 もちの 使 はすぐ にいと まご ひ 

一 一つ ほど 引いて めし 喰 ふ はたけ 番 

居續け へ なま はんじゃくな 母の 文 

草の 庵朝寐 おこせば さるぐつわ 

くらが へ は 遣 手 をね めて すっと 出る 

鐘の 施主 四 五町 先で 音 をた めし 

とこみせの 將棊は 一 人 腰 を かけ 

燈籠寶 やん ま 追 ひく かへ るな り 

通り 者 口から 出して 錢を買 ひ 

角力 好き 女房に 羽織 ことわられ 

役人の ほね ッ ほいの は猎 牙に 乘せ 

うち 出しの 頃 あわ 雪 はくす をね り 

うらの 夜 は 四五寸 近く 來て すわり 

^|內*多|3ニ篇 


伊勢よりも 三 河 は 藤が のどか なり 

火の見 番人の ひろ ふ を 見た ばかり 

よめの 物 かりて 談義で なぶられる 

小 侍蜘と 下水で 日 をく らし 

月な み をの みく 下女 は ぞんざ へ る 

梶 原と 火鉢の 灰へ 書いて 見せ 

よし 盛 へ 鰹が と れ ておしよ せる 

時が りにちよ つと 五兩は 大き 過ぎ 

年玉の 茶わん をむ いて ごこく 院 

蔽 入に 母 はおめ しの 水 を 引き 

足の 毛 を 引く が 女！ 1H5 の 中 直り 

ふくろ 持ち 一 生 ひまが あかす に 居 

いくよ 餅し なのの 臼で つきた がり 

深 川の ふみに は 一 一文 添へ て やり 

四 一 
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小便所 談義で 母へ さう だんし 

石山に つくねん としたう つくし さ 

ひいて 見て 叉 首 ひねる 三味線 屋 

女房に なぶられて 出る 地が み賫り 

をん びんな 藥禮 もす る 長つ ほね 

ざう りと り秀へ さして 汗 を ふき 

ふせ 勢に えり 殘 されし 笑 ひ 好き 

にう り屋へ なんだ/ \- と 聞いて 寄り 

ぬ ひ链星 のび をして から 飯 を喧ひ 

三 めぐりの 雨 は 小町 を 十四 引 

小便で 盗人 をし る 西瓜ぶ ね 

長生き をす る 足輕は 馬に 乘り 

百 番の外 は 風呂屋に 緣が なし 

月の 座へ まねけば 月 を 振 廻 はれ 


m  二 

やゆん 堀 どぶ 板まで が 一 度な り 

はやり 目の 一 と 側なら ぶ ごふく 店 

そば 切りの あかり を かする 夜 蛤 

四天王 わたな ベば かり 紋 がしれ 

切 見 世 へ 這 人 らぬ もの は 施主ば か り 

油む し 折々 湯 星の 桶 をつ み 

峯の寺 小僧が あれば， r て 笑 ひ 

中 宿で 衣 を か へ し與 ふれば 

どんじりに 乘る 唐人 は算 がた け 

角 lb; ハ衞 獅子 全體 無理な 毛 を はやし 

紙 脆に 角力 とらせる の 子 

じゅす を 切る 寺 は： is が つ け聲 し 

屋形 にも 捨てが なのつ く 料现舟 

紋所に わたくし の 有る 長！ IS 


h 判に て の めば 居 酉 も 吻す ごし 

きも 入り も 端女ぐ らゐは 外に 置き 

に は 鳥 は 何 さ/ \- でもら はれる 

遠乘 りに そ ろば ん のい る 事 も 有り 

ほん ござ へ 須田高 橋 はぶ つかへ り 

土け むり 中に まじく 座頭の 坊 

すっと 出て うしろ を 3^ せる だんぎ 僧 

一 ニニば いのむ とい ばらき 頭痛が し 

ゃ& 

醫 者へ 脈 はした に 見せる りび やう 病 

人 代 は 是れも 同じく 役者に て 

神 樂堂蠅 を 追 ふの がいと まご ひ 

あきらめて 氣 強い 女房 ごくりの み 

茶屋 女 日 和 足駄で とちぐ る ひ 

三味線 屋 かたり 出す かと 思 はれ. C 
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ほ、 づき は秀 へ はさむ 水 さかな 

江の しまの または 六十 一 日め 

狐火の 折々 野路 を ほころ ばし 

うつ、 にも 圑 扇のう ごく 蠅 ぎら ひ 

山伏の 内の ちまき はす ごく 見え 

生 薬屋で つ ち-ぐ ら ゐは內 でもり 

はな 紙へ 蛙 だきつく うばが 池 

母の 名 は 親 仁のう でに しなびて 居 

此の 部屋に 一 人寢 ますと 氣を もませ 

見 付番蠅 をう つして か はり 合 ひ 

追 ひ はぎに あうた もしる す 旅日記 

三味線 星ぢ、 の 代に は 外 記で くひ 

仲條へ めづ らし ものの ごぜ. かとれ 

障子 さ へ はれば 女房 をよ ぶ もの か 

四 三 
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士 口原へ てんね き 配る 十七 屋 

藥 取亦是 犬に 手 を もら ひ 

あや め 刈り どぢゃ う 汁と は出來 心 

藥 とり 出 來て 一 ぶく ふみつぶし 

居な りかと ひなの 使に きかれけ り 

無い もせぬ 目 をむ き 出して はたるな り 

車留 きびし. す ぢをー 一つ 引き 

一 一十 五と 四十 一 一で 込む わたし 舟 

桶ぶ せ は 元手の いった 恥 を かき 

一 人づ ， 遣 手 は 嫁へ 引き合 はせ 

通り 町う ろた へて 來た 蟬の聲 

突出しの ひつじ ほど 喰 ふ 恥 かし さ 

牛 かたの あきらめて 行く に はか 雨 

町內で みんなき ぶく の 有る 娘 


ram 

料 现人歸 ると 女房 よ め を 問き 

や は/ と 引き立てて きくぶ だう の 直 

兄弟の 夜う ち は 紙帳： H にかけ す 

寄り合 ひ をつ けて ふられた うらに 行き 

姑の ひなた ほつ こ は. 2： を 向き 

ほた もち をい さぎよ く.^ ふよめ の 里 

ながつ ほねなん たる 願で 納 太刀 

はしご 赍り ぬき 身と 聞いて 屋根へ 逸け 

御 りんじう 一 一月に 蟲の聲 を 聞き 

川越し も 日な たで 石 を 手 だまに し 

男坂え こ ぢに道 はっけぬ なり 

正月 はもみ 手で 露地の かぎ を かり 

たが かけに 四五閒 先で 犬が じ やわ 

わが 物で たばこ は 人に し ひられる 


ぬりもの 師表た たす に ひるね をし 

おらく ぢ やとい へ ば あたま をな で 廻し 

きり もみ はお さ へ た 人が ふいて 遣り 

か まば ら ひわれ は 乙女の 氣で あ る き 

掛り 人ち ひさな 聲で子 をし かり 

いた  >  いて 仕 著せ の ふ そ く 舌 を 出し 

髮を 切る 所 をび くに は 髪 を た て 

辻番へ あくる 日へ どの 禮に 行き 

念佛 のころ がる. 儀 やと はれる 

さいそく も 質屋 は ゆるり/ \- とし 

お や ぶ ん をた づ ね に 這 入 る 夜講釋 

ひまで 居る やか. U にろ くな 事 はなし 

見ぬ 顏を すれ どち よつ ちょと 針が 止む 

朝歸り もてた やっから 噺し 出し 
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連れて 來て くれな と 一 つど うづかれ 

虎坊 としこな して 呼ぶ 鶴の 丸 

を どり こ をく よ/ \ と 見る 橋の 上 

御 亭主 か 留守で 南瓜の 直が 出來る 

てつく わう ちその くせ 妻は戀 女房 

御 隱ぉを あま 口に てめ しにつ き 

f  J わ 色 はむ ほん 勝負の 花見 をし 

神馬 ひき 武士の めし をも唤 つた 貌 

は ごの 子の 干物 を 拾 ふ あやめ ふき 

しきみ うり 一 本 出して ふり を 付け 

我が 作の 立 聞き をす る 門 ざ ゑ もん 

髮さ ゆの 有る は 巴が 具足な り 

ほころびの 內ご たつ から 首が 生 え 

なら ふ な ら せめて 文殊 の 無分別 


家 內喜多 ニ篇 

瓜 唆うた 所に わすれる 柄 袋 

みづ ひき 

水引で はまぐり を 約る ひな 祭 

つよい 瘕 いけどる やうに 人 を 積み 

おやぶん. は のん しくで 割 を 言 ひ 

切れぶ みに せめて 使の むな づ くし 

御 出 人 三人 扶持で 泣き 寐 入り 

時分 觸れ屄 りに 辛味 さ ゆて 來る 

平家 方 皆 舟ば りで しゃく をお し 

忠 のり はかって を わるく 取って 投ゅ 

日 りんにまで つつか、 る 無法 もの 

房が 死ぬ と 夫 はふみ を 遣り 

地 紙う りくされ な 文 も, 】 とづかり 

里の ない，^ 房 は 井戸で こ はがら せ 

光秀 は 扇子の なりに 箔を 射け 


六 

蟻 一 つ 娘 ざ かり を はだかに し 

氣遣 ひに 成った でよ めの 輝： か 聞え 

花む こ はよ ほどの 頭痛お して 起き 

ふき がら を 禿 を よんで たづね させ 

降るならば  一 u むだに しょう； てえ 

渡り 初 めお つかな さう に 踏みよ ごし 

御菜の 子 もえぎの 紐で あ や を 取り 

一し んば 乳母 切 金 人のお 子み-抱き 

證文を 寂しく た、 む 座頭の 坊 

門松に すがる 禮者は き ゆん 過 ざ 

女房 は先づ 荷が つくと 明けた がり 

旅立ち は 一 一度め の さらば 笠です る 

小さ むら ひ 質 星 を 出る と 新む けん 

ごぜの かね 口惜し さう に 見て 貰 ひ 


」 たてた 跡 をつ ぶく つ き 通し 

風の 祌 せなか をな がす すがたな り 

は ゆ あたま 能い 分別 を さすり 出し 

でんがくの 口 は 遠くで あいて 行き 

みす 紙を寐 なんした かと 下に 置き 

むごら しく も ， 立ち をと る 赤が い る 

女房 は 廣袖を 著て うけに 行き 

車 引か ぢが はねる とぶら さがり 

おはぐ ろ を 貰 ひに 行って わた を 入れ 

ふところで ふんどし 蹄め る 雨 やどり 

古 著 買 米 あゆ ざ ると しめし かご 

ぬき 櫛に 引つ 立てられる 病 上り 

下女の 文 ほん 字 を ひねる やうに 書き 

切 張り も はかまで する はきつ と ゆび 

家内 喜 多 留ニ篇 


けちな 盆片 荷へ 人れ るつ くねい も 

やう じ 差 持った 丁稚 を 11 ひお とし 

ねん あ 

年明け はだし 設を喰 ふきみ が 有り 

初 かね はお 茶た 5 程に 竝べ たて 

も ろ 白髪 ま では あぶなき 女 房な り 

白拍子 くぜつの 跡で 和睦 をし 

やせぎ す はう ばが 自慢 3- 一 や 主な り 

たばねの し 釣鐘 堂に のた を 打ち 

うなされて 夜 著の 上からで つ ちられ 

ぶんさんの 禮 にある く は 色男 

いき 物の やうに とら へ る 心太 

は、 おやの 勘定高い さかお くび 

ちらし IJc き 田舍へ 行く とく もがお り 

くり 婆 娘 は 一 一俵 ふま へ て 居 

四 七 
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めしびつ を か はる 夜伽へ 引渡し 

お 局 は 日の 暮れさうな うしろおび 

御祌 おにち よびく じ ざ を させて 置き 

片足 は 四. H 一町の 浪に ぬれ 

四天王 金剛杖で いが をむ き 

大 丸に むかしの 殘る へんじ 有り 

お 手が なり や 互に ひざ をつ 、 き 合 ひ 

角力 場に 氣 のない 男 ほ/' づ ゑし 

猿 廻し えたいの 知れぬ 三味 を ひき 

無理な 首尾と はかん ざしの 弓で 知れ 

そり 橋へ 來る とかむ ろ は對に 成り 

じゅす を 持つ 遣 手 は 内が 不首尾な り 

しこなして 門 どめに あ ふ 地紙賣 

疵の 無い 人ね 通らぬ ふしみ 町 


御所 下り 此の頃 も S も ひなら ひ 

藥箱 むかう のさな だ 取って やり 

いそぐ の は 渡しの 錢を にぎりつ め 

一 一三 人 見物の ある ごぜの 炎 

かし 本呈 おとし 咄 をして 一 M り 

殿樣 にだ かせて 置いて を かしがり 

よめ S 琴ち かしい 客へ 馳走に し 

勘 當を麥 で 直して. s: へ 入れ 

松の 內痲 がみし もの 袖 だ、 み 

親の 日に あたった 下女 は 一 一つ かみ 

五月女 をす 、 いで は 出す かる ゐ澤 

錢買 ふと li^ 儿 はかり をな しに 行き 

きしば かり， 一が せたがる も 女の 氣 

日 待の 夜 紙 を 敷いた はよ めの ぜに 


大 ぶく をのむ 友達に 留守 を させ 

提灯 をけ せとい ひく 飛車 をな り 

お 局 もむ かし 御 家へ 土 佐です み 

さる 廻し 子 はやつ かんで 跡 を 追 ひ 

乳母の 名 は 請狀の 時よ むば かり 

一 升の 酒で 御用 を 供に つれ 

旅役者 落馬で しょさの 所 をぬ き 

撿 校の なりたち をい ふ 三味線 屋 

切 見 世 は 歌 を 通して ひよ つくり 出 

やかたから 人と 思 はぬ 橋の 上 

傾城 は 遣り ぢ からな き 貰 ひやう 

まんざらな 腰を秀 はおし なら ひ 

よし 盛 は 世 帶くづ しな 申しう け 

ふみ 使 引つ さくまで を； て か へ り 
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醫者衆 は辭世 を ほめて 立 たれたり 

たいこもち 一 はね はねて 歸り けり 

判と りは賫 上け を 切る 時に よび 

あなぐらへ 氣づ よいよ め は 一 人お り 

うば どの を 貸しな と い へ ば あかんべ い 

長 局ば ひやって 見る びん か 、" み 

黑木 うり まけぬ あたま を 重く ふり 

本ぶ くの 元の ごとくに 吝く なり 

本ぶ くの びくに は 結って a たく 成り 

料理人 一 つ 出して は舰 いて 見 

草市に はり 合 ひの ない 月 行事 

大 江山 くら ひも G" からつ けこまれ 

四 五 度め 師匠 はばちで どう を 打ち 

けいせいの くつ く 笑 ふ はした 錢 

四 九 
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つり 臺の 中へ はな 紙 はふり 込み 

米つ き は 一 きね に 首 一 一つ ふり 

. ゆ ぢくは 一 一疋な らんだ やうな 紋 

まう し-たけよ „ ^師 も-ひ sf: て 

泣き出す とうば は た が屋と 論判 し 

さう さくの 內隱 居听 をく す ほらせ 

口上 を 下女 は 尻から ゆすり 出し 

見 世 さきへ 出て は 亭主 を 僧 がらせ 

ほん 過ぎ は 袖 をぬ ひこむ 地が みうり 

ベ に 筆 を かして 逃け たるけ づ りかけ 

ひま 人り と 書いた 返事 は 女房の 手 

元 口 に 御用 はだる く かしこまり 

いろは 茶屋 大 こくの 湯が 藥 纏で 来 

總じ まひ 意趣が へ しに はきれ いなり 


S 

たいこと は 是れロ をよ くた ， くの 義 

こたつで は 箱が 這 人 ると さむ く 成り 

ほうばいが 醫 者の 娘で 事に せす 

懸り人 勝 てば 内儀に かりられる 

梶 原が 塀に は どく を 害き ちらし 

山伏が 片寄せ て ふく 火 吹 

けん ざ やうの. s: 俊 はだめ な 美し さ 

-: 氽星女 さしみ 作る も 申し た て 

むこの くせ 妹が 先へ 3- つけ 出し 

灸 すゑた 子 を 明け番の ひざへ のせ 

乳母が 手へ 渡る と 羽 子 も 一 一つ 三つ 

金 持 をう ぐ ひすと い ふ 音 羽 町 

蟲干 をつ ひに 他人の 手に かけす 

傘 を しづくで 歸す りちぎもの 


御 か へ りに 雪お ろし ほど 長 局 

缺 落と 見えて 能い 貌た 5r 一  人 

花 けば 識訪の 親類 遠くな り 

一 人 もの 行って 居 やれと 連れへ 鍵 

猿ぐ つ わ 和尙を はじめ たてまつり 

かんきんの 閒 うれしい 顔 一 一つ 

.  とこ 

三つ または 素人の 死ぬ 所でな し 

宿 下りと なりの 內儀 ちょっと ひき 

口上の たびに 手拭 肩 を かへ 

在鄉 うばな ゆきの 中 へ かしこまり 

抱いた 子に た 、 かせて 見る ほれた 人 

一 旦那 死んで よし W まで も 知れ 

おごった を德 にして 居る まけ 軍 

園 はれ は 鼠 とらす を洪 につれ 

家内 喜 多 留ニ篱 


ひ あ ふぎで あたま を はれば 统で 請け 

喰 ひつみ に めでたく 地口 言 ひ 始め 

新造 は 茶わんで のんで ついと 逃 ゆ 

禿から 目に もろく のつ み を 見て 

名代の すまぬ らう かに 人だかり 

病人 は 夜伽の 穴 を 見 つ け 出し 

手 一 木な くして か 、 るぬ ひ はく 星 

ぉ內儀 はみ こしと 聞いて 引き こまれ 

改元の 日 は 片言 を 店へ ふれ 

兄 はわけ 知らす に 祝 ふ あ づき 飯 

きのじ 星に とのめの 禿 邪魔 がられ 

五右衛門 はな まに えの 時 一 首よ み 

髪 を 結 ふ 時に 女 は 目が すわり 

土手の かご 病へ 上 著 を はふり 込み 

五 一 


家内 喜 多 留ニ篇 

常體 のう そで は 行かぬ 大三ト 日 

載- M へ 来て 長髪の わりく どき 

久しぶりた いこも 一 つど うづかれ 

草津の 湯と か く 女房が ふの みこみ 

あいさつに 女 はむ だな 笑 ひ あり 

髮§ ひの 四 五 あしなら す 下駄の 音 

辻番に へ そから 下の 屛風 あり 

ふし 見 世 は 手が つめたい と 箱へ 入れ 

お 妾 をよ く 見て 歸る ひらぎ さし 

楊 弓 場 つれ を まつ 閒の やりばな し 

かこ はれ は鄰で 死ぬ とこした がり 

大 こく は 五十に たらぬ 餅 を 噴 ひ 

こしみ. S のうへから つめ る 中納首 

米つ き はとり を か 、 へ て 休んで 居 


手閒 取った 髮を姑 じろ ノ\  25- 

しはい やつ あはれ な 酒にば かり 醉ひ 

合羽 星と 紺屋と 寄って 境 ろん 

むりい とまり きんだ 3?； 荷 を かつぎ 

は 烏 聞かぬ とい へば 恥の やう 

=< 八に むねのお どろく あ ら世帶 

供 部 星 は 五町の 酒のう はさ をし 

12§ 子う り まけて 戾 つて 戶 をた ゝ き 

お 世の 前 句 は 誹諧の 足代と もな、 りんや、 よって-: ハ々 の 

i, に 川叟數 として こ のめる 景物 を搔き 集め 結 ふ といへ ど 

も、 ！1 樣の 景色 多き ゆ ゑ、 輪廻 遁れ ざる 所 は 見 ゆるし あ 

れ かし。 此の 道 執心の かたへ 量 物を顯 はし 知らす のみ。 

吳陵軒 可 有 


番船は 風の 手柄 ぞ猿 田彥 

三寸 も 目 出た く 見せ 先の EC 

紫の ね ぢり服 紗に露 結 ひて 

矢 立の 筆の どれ も 短し 

晝の 蚊に 玄關の 角 を 追拂ひ 

氣も かろ ゆなる 料现 人な り 

初に 逢 ふ 妾の 癖 を 能く 見つけ 

鄰 -2 持つ て 遠き 仲條 

悶象戲 くれん かへ して 歩 を 尋ね 

髮そ よくと 凄い 山伏 

旅 芝居 俄 渡しの 込み合うて 

骨牌 其 理に盡 きた 世話 

園 はれの 姑の 無い がと り 得な り 

根津も いろは も樹々 の 下 陰 

家 內喜多 留ニ篇 


手に あたる もの を 道具に 順の 舞 

間が な 透が な 撿校を 召す 

最明寺 殿の 留守に も 月 や 華 

山蔡の 辛味 御の字 ぞ かし 

蔽 入の 迎 への 〈傘の 一 とから ゆ 

通りへ 撥の 落ちる よし 町 

そして 又 身 を も 崩さす 掛り人 

我が 好く 菓子 を天満 つる 神 

赤 徳 記 ももう 四 五 枚に 寫し 倦み 

年まで あてる 座頭お そろし 

十三 日 明け か ， る 夜の 煤 曇 

看病され る やうな 居續け 

； A しいの は 追 出して 無禮講 

食 ひ 辨慶の 尻のお もた さ 


家内 喜 多 留ニ篇 

衝立の 月の こなたに 藥取 

固 唾 を 吞んで 菊の 源平 

山門に 高 雄の 秋 を 配らせて 

^母 も 遣 手 も 駕に嫌 はれ 

御菜と はいつ か 近し き 色男 

鶴の 一 と聲 座敷牢 止む 

花 催 ひお のく 酒の 四天王 

服に はたらく 小 侍 かな 


则柳多 留ニ篇 終 


四 


雌 柳 多 留三篇 


序 

川 叟評明 和 元 申年の 頃 秀逸の 中よ リ、 誹諧に ひとしき 

句體を 書き 拔き、 初篇に 述べ しごとく 題 を して、 俳風屋 

那岐多 留三篇 と はな リぬ。 

明 和 五の 孟秋吉 辰 


だんの 浦 能 州 出 やと！^ でつ き 

內儀 へ ははし よらす に 出る 草履 取 

馬 道 具屋亭 主と 見えて か はに 坐し 

書かぬ 嫁 一 べん 通りせ つながり 

仲條 はむ ごったら しい 藏を たて 

物 さしで 雪 をつ つ つく 日記 づけ 

柳多留 三 篇 


橋の こも 丁稚に 見せて あれ-た ぞょ 

鐵 棒で 捨子の ろん にきす を 付け 

若 餅へ 一 と 臼す ける 禮の供 

經 うりつ るべ を 落し 逃 ゆて 行く 

料理人 ひょいと はふって かみ 合 はせ 

相 馬 公家 おっこちさうな 雪の 上 

まな 板 をた ば， ヒ S 時に けづら せる 

大 くぜつ 高がば い.^ と 云 ひつの り 

次の間へ つくろって 出す 硬ぶ た 

お. 2： 儀の 手 を おんの ける い わし 賫り 

ふき 設を じうと いはせ る ちん， 〕& り 

惡方は あぶ ら見 世な ど 思 ひきり 

たいこ 持ちが つかりと してよ めに 逢 ひ 

愛想 に ごぜ は あやし て 泣き出され 

五 五 


にえきらぬ 娘 を 伯母へ とまりがけ 

靑ー 一から 出る は 正月ぎ りの よみ 

火 吹：^ 持って まき 星 をし っ呵り 

岡場所の ありんす など はづゎ うへ い 

糝の聲 日 もしゃう じん も 落ちる- 0 

駕ぶ とん か ， へ て 這 入る +>J 關番 

のびの 手で 髢へ さはって 嗅いで 見る 

けいの 無い 座頭 はす： 關 から 上り 

よめの 顔 見い まきを 一 本 引き 

中の 能い よめ はお 經を よみなら ひ 

小豆が ゆ 家の けむりの 立て はじめ 

木綿う り 乳母が 見る 内 だいて 居る 

ひる 見せ はよ く 笑 ふ 子 を 借りに やり 

杯の 時に 何ン にも おっしゃん な 


傾城 は 一 はぢ かくと はやり 出し 

またの 灸ぁ つ く な い の は哀 れ なり 

針 明の 折々 くらいす そ 廻し 

たしなめば 總 身の かゆい 狐 釣り 

毛ぬ きうり 我の を 一 本ぬ いて せ 

もうよ め は 15^ 把で 五 文 を g 只 ひなら ひ 

三味線をかりれば藝^！？：なま へ んじ 

そ ， り啦 とかくに 跡 へ とさ をつ け 

うら 壁 はとな りで か へ す 江戶の W 

ほ ん を どり 子 をし よった のが 頭分 

新酒 をば 御 川が 出る と ふ つ て： る 

料 现人ま はらぬ 舌で ほめら る ， 

拍子木で 捨子の また を あけて 化る 

入壻が 抱かう とい ふとべ そ を かき 


藥 とりきの ふ餘 つた 噺 をし 

無盡茶 星 一 本 か. 貳本杖 も 見え - 

あら を 煮て 杓子 果報に しろと 出し 

す ほ まって 馬から おりる. M 下り 

今 暮れ る 日に けいせい は拘ら す 

ある 時 はころ ぶ 程 著る 通り もの 

年 わすれ 痲 上下で 禮を言 ひ 

星 根 ふき は 四 五 寸先も 一 つうち 

す ゝ はきに す： 關で 5^ 直が 出来る 

藏猜 のよ め はこ ゝ ろで 笑止が り 

ひっかい てと めかす 賣り はまけ て 行き 

よし 原へ しきみ の 元手 かりに 來る 

生醉 を 少し あて 身で 引いて 行き 

總 仕舞わ づ らふ 禿 またがれる 

柳 多 お 三 篇 


神 樂堂ゑ ほし を 著た が壻と 見え 

大 三十日 首で も 取って 來る氣 なり 

國者は 聞けば 四 五 人 居. H に 成り 

沖の 船 どうに つかれる 心 もち 

麥ば たけ ざ わくく と 一 一人 逃け 

すり鉢に 舞 を ま はせ るいく ぢな f 

今 見ろ よと は 重 盛が 言 ひ はじめ 

生垣の そばに す、 竹 小 半年 

借金 をい さきよ くす る 祭 ま へ 

下る 乳母 亭主に こく 櫃を しょ ひ 

若い者 あたま かきく かしこまり 

愛想 をよ く ふられた はぜ ひがな し 

女房 を呵る 時には さらへ おけ 

ぬき 足で めしびつ を 出す. 夜 手 習 

五 七 


柳^  M  ...  ^ 

神な 川 の^は 火^ 帆で きれ 

小？ 3=l:m おれた やうに まけて 來る 

れ はさと 佛の めし S 巾が へり 

知れぬ 卞な砒 へ 書い； し^くしんに 切り 

仲たん^ ふ け て 1. ベ ば撇を や み 

り は 通り 祌 をち つと 吹き 

うりたてに^ 込みの たつ ゆでん 

小： W でつく， たの 藤 を：^ て か へり 

濃 をば お 寺の やうに^ をき はめ 

新 納所 先づ 鍵臉 へせ こ を 入 れ 

あ ふむ い て； ：=- て は^ 拟き ひだる がり 

根^^の .ぉ髮結牀か らす つ と 行き 

野雰 隠地藏 しばらく 刀^ 

仲^り 疵の 有る のが のんで さし 


おちゃつ ぴ い；^ 恭 S 鋭 V-  iin ひえ か し 

Ms 町不： なやつ は M も ひら. f- 

鎖り 人り つばに 出來ん た， 

W な ひつ て を かし くん 鋤い , 人お 

？^. E. で！ i よけ vT しい 傲に 管 

物 巾に まどから , 

； I ん で：：^ をく づす 笑し さ 

紅^ ど つ ち へ 出て.？^ ばか , 

よふかしな 娘の 所 は 袖ば かり 

新 ざう はの むと 力が つ よくな り 

うしろゆび さされた 女郎： 火 上し 

御 s: 條 にと はれて つき や H つぶ^ ひ 

ふきけん を 人に 知られる 鳴子；？ き 

杯の 一 一つ 來て おる^ 啦の坊 


-そ ，てん 二して 置く 赛ち .. く？ 

ラた  > 寒も 上品な L 力 は 本 を 持ち 

なつ ..• ごぜ <c ぶと 二ろ-. 1 メ でり 袋 

み-たててから 錄 なり 

か さ も り ^,ャた ん ご ば 七 m  1^ が う り 

寧 一 Hit, しゃれ 

ノれ させる 

^ザ-たか どラづ かれ 

T つ ほ ん ；.々 ほ 兒 て 遍 し 

"しごな 大 IT かり 

^ひ 今 H  〈：^ かた ヮら むね/ばば. 

9<ii^2H^/ .,とレて年.^り 

,  ケ， ％ マ， が は W 

参 多お お お 


けいせい こたつ は 住所 定ま •-: や 

とひ 竹 はまけ て來 る^ 肩を^ へ 

なり 下り f  ？し 一： s::!- へ しやう ゆのみ 

供廼 りかね つ きせ を：：； 5 ひ 出さ れ 

^だん タ を ネ^で ほ は つれてに：^ 

<iT^ り 力 L たつ へ やり^の めり 込み 

^-, に て^せ 乙 W 服 ？ ん ど か し 〈 

こもそう の 親 はき. ソ せん 肋と：： ルぇ 

：^: ぐんみ 打し. * ぜに すん-:^/ い 

ひやめし を い ノ  、门^ ^ハ， 出し 

ねんね： カ赠は < ^へ 少し ふり 

^ つ い  <  殘り . グ やつ 0 

-?^ い：；：/,  , ,3 出 氺んょ め^か 

つ め £ -锇 みま t*/, は.." うわ 5^ り 


樽 ひろ ひ紋の 付いた は 新 下り 

輕の 直据風 S です る 面白さ 

亭主から もの を 言 ひ 出す 朝が へ り 

めしたきの うやまつ て 聞く かま 拂ひ 

はづ かしい 時には 袖 を もちに つき 

女房 を 持 つ て 朝寐 にきす が つ き 

神樂 獅子 も-ぐ さの やうな ッ づき 

しう とば 、 どうじく ねても 年が 無し 

物 さしで ひるねの 蠅を 追って やり 

四百 づ、 折々 母 はたば かられ 

江戸の 伯母 あてに はだな へ乘 つて 來る 

衣川 さ すが 坊主の 死に どころ 

桶と 花提 ゆて 定紋 見て あるき 

御藏 前 かぞへ て 居ても かさぬ 所 


猎 の 早太齒 をむ き 出し て おどされる 

舟 宿で 化け やれと 師 のの たま はく 

楝上を 手渡しに する iJg じ やな子 

根津の ざ、 フ さく 料な どと 洒落て 言 ひ 

しゃば 已來 是れ はくと そり かへ り 

起請と は 裸に せう とい ふ 事 か 

小間物 やりく つ S よい は 一 一人で 來 

水寶の 一 つか 一 一つす、. - 茶わん 

世の よくの 挖を だに もえり か へ し 

高枕 母 もむ かし は覺ぇ あり 

一 三 一日 留 袖に 成る とまり 客 

兩袖を さ-かして 後家 は 珠數を 出し 

生い わし ：13- 切りに 寶 つて 水 を まき 

， 〕 とづかる 文で ほ、 などな でて：； 5^ る 


一 ニニ 町 女の はだし 評が つき  < 

綿の 弟子 歸 ると 母に つままれる 

守 をば ゆかう へ 懸ける にさい 客 - 

けいせいの 枕 一 つ はは ぢの内 ^ 

つれの 名 を ふられた やつ は 生で 一一 一 曰 ひ 一： 

氣を つけて ざる を 出させる 新世帶 

名 を 聞いて 角々 へ 書く 地紙寶 一 

か 5r みと ざ 今年 もき つい 御成 人 ； 

若 い ごぜ 壁 を さぐって 一 つぬ ぎ 

たぬき 汁 化かされ たのが 一 の 客 

御 親父へ 其の めりやす かき かせたい 

もてぬ やつ 舟 宿へ 來 て わり を 言 ひ 一 

五百兩 いぢ かりまた にある かせる 

？ 歸りを すまして 居る 一 さかり 

柳 多お 三 篇 


棧敷番 赤くな いのは 店 を 追 ひ 

禮 もせぬ くせに 藪醫 のなん のかの 

鳴子 引き 子の 愛想に 一 つ ひき 

炭 はねて 引け 四つ 程に どっと 立ち 

いやがって 月に 一 筋つ A がの み 

一 人 客 給仕と はなしく 噴 ひ 

2 の ものよ ろしくな どと 作 を 入れ 

乘り 懸けに 鱟分 そこらの 牀も 見え 

朝路 から 房り 大根の こも を 取り 

五 人 張 相手の 出來ぬ 見た ふし 屋 

淀の 舟 車 近くで ゆりおこし 

外科の 供と かく 委細 を 聞きた がり 

傘で 出る 蔽入 はなぐ さまれ 

角 大師 寢 させて 大工 水 を もり 

 ■  J クー I 


柳 多 三 筒 

車 引 橋です ゐき やう 者 を 待ち 

いく 世 餅 どくく にして 汲んで 出し 

けだもの 星薮 いしゃ 程 は 口 をき き 

あいにくと いひく 飯 を かりに 來る 

女房 を こ はがる や つ は 金が 出來 

用心に 置かう と和尙 けちな 槍 

長い 目で 御覽じ ませと よめ はい ひ 

女房 は それ 見なさい と 外科 を 呼び 

そば の 客 將恭の 駒で 數を とり 

どう こ. 施 人 がらの 能い 買 ひ ぐら ひ 

念佛講 死なねば 根から そんの やう 

裏 茶 星 はかの 人ば かり 來る ところ 

むさし 坊 水車 程し よって 出る 

一 分 だけ 遣 手 は 尻 を どた つかせ 


六 二 

女房 持 山 を 見い く 鹿 を 追 ひ 

此の 村に なんと 酒屋 は ござらぬ か 

てんびん をた ， く 手代の 目が すわり 

せいろうの 禮 は 片肌ぬ いで 來る 

大 釜へ 半分 は ひるな ベ いかけ 

圍 はれ も 二三 人 程 琴の 弟子 . 

新造 も 見よう 見 まねに まゆに 遣り 

夜夜な か 孫 を 泣かせて しかられる 

さりな がらぶ つに はまし と！ い 母 

あらの 出る 長 口上 は 鐘の 銘 

か はたび を さか ひくで 賫 りつけ る 

田舍 うば かごで 一 三 一度へ ど をつ き 

豆い り をく ひ/ \> 跡の 數を きき 

出入から しくじれ がしの 俗 納所 


かね やす は斷を 書いて かべ へ 張り 

兩替星 りっぱに な は を 引つ く はへ 

うな づ いた 許り は 心 もとな かり 

^母が 宿 一 と 針ぬ きの そば ふたつ 

俳名の 無 い の を 遣 手 うれしがり 

すけつ ね は 一 一度め の疵が 深手な り 

里歸り 夫び いきに もう はなし 

のり 物へ きつい 山師と ゆび を さし 

高山で はぢ はかけ ども 能い 男 

兄弟 はさが み 女に くら ひ 込み 

しゃう じん 日 肴が 來 ると 時 を 聞き 

狐つ り 衣 を 一 つまう けたり 

そん 金の 世間へ 知れる せと 物屋 

藪 入に 旅立 ちほ どのい と ま 乞 ひ 

, ^多留 三 篇 


談合 は 取り付き 易い 顔へ いひ 一 

舟 宿の 訴訟で 禿藏を 出る 

十八の 暮に 大事の 客が 切れ 

やう じ 見 世 ごへ いでな ぶる 神 馬 引 

大 三十日 爱を 仕切って かう せめて 

やき 物と 小 佾をー 人 ことづかり 

茅場 町 手本よ みく 舟に 乘り 

菊 水 も 能くく 見れば 手前 染 一 

供 部屋で 何 か 遣 手 は 問 ひお とし 

えり 人で 看病に 出る 狐つ き 

茶 星 女まん まと 布 子 仕立てたり 一 

はなし やれと 四 五 冊 かくす 貸本 星 一 

とぶ やうな 舟で あらう と 問 ひ 落し . 

ひし この 直 つるさって する 繩 すだれ 一 

  ：'  Irs.  I： 
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歸 るち よき 赤 とん ほ. うと 行き 違 ひ 

つ ぶした です まして 常の 飯 を 喰 ひ 

あっけない 一 步が瑩 飛びし まひ 

夕 額 は 大工の たてぬ 家に 咬き 

ほれ 帳 を 九十 九 夜め にけ して 置き 

女房へfi^だくと押ッっける 

はり 物 をはづ すに ごまの はねる 音 ， 

田樂の 一 一筋め に は， ) き あゆる 

野ば かまで こじり はねた が 御用達 

天神に 一 一 十五 もんめ おもしろし 

張 物に 娘 はにくい 腰 を いれ 

せき ぞ ろに つかれて 乳母 は 泣き出され 

ふんどん を はり 合 ひもな くよ めに 取り 

物 思 ひ 蔽入巳 後の 事と 見え 


六 六 

村で 聞き や 大佾正 も 血の 餘り 

料理人 いっそ 池 だとつ まだて る 

來 年の 得に 手の つく 年 わすれ 

こま 犬に かぶせて 拜む 三度 笠 

小 閒物ゃ 少しよ けいに かぎ を さけ 

樽 代が すむ と 無 川の 札 を 張り 

なまぬるい 鉢卷. ^する 錢車 

金 ふき はふり に 成る のがし まひな り 

夜 講釋張 飛びい き は ほ.' かぶり 

穴 市の 助言し に 行く いしゃの 供 

一 寐 入ね せて ゆうべの 意見 をし 

母 おやもと もに やつれる 物 思 ひ 

あるとき は 白く 寐て 居る 通り 者 

夕ぁぢ は丸ぢ やう ちんで 選って 取り 


三味せ ん屋 高利の 方 はっき 合 はす 

產 あゆく 夫 遣 ふ が く せに 成り 

座頭の 坊 久しぶり ぢ やと 丸められ 

晚 あたりち つと 來給 へどれ も 下手 

からかさ は 八日の 手つ け 十一 一日 

い ふ 所で い ふわと 宿 は 下女 をね め 

市 過ぎの よめ 喰 ひつみ で 引き合 はせ 

羽 一 一重 は 弱い つよい の 沙汰で なし 

水 を 汲む 音の きこえる わかれ 酒 

張 物の 大蛇に 見える つむじ 風 

軍舉も 紙帳です る はすば らしい 

ぶら 下 ゆて 首尾よく 仕舞 ふ 年男 

さる 廻し つかんで 出る と 肩 を 出し 

一 一三 歩が す め を 納所 買 ひに 出る 


女房の かたうでになる 茶 を はう じ 

よくどし い 所でし める 小 閒物屋 

乳母が 灸 そば に 泣き 人が 付いて 居る 

寒 念 佛首じ つけん の 時 も あり 

桶ぶ せに 成る ほど 今 はさ がらせす 

しんしう り 御 堅 勝 かと こし を かけ 

髪 置 は 乳母 もどつ ちり ものに 成り 

， J しかけて 仕立物す る 茶 やの か、 

乳母が 宿齒 をむ き 出して 一 分 取り 

宿 下り 供の 吞む うち ふみを 書き 

諷講 しま ひに 文字 を のぞまれる 

木戸番 は 一 ータ重 廻りの ほ 、 かむ り 

草市に つるべ た錢 はとらぬ なり 

わが 身まで もちあつ かふに 禿まで 


•M 引 は あたま 数 程 下け て來る 

文覺は 一 生 人の 尻 を もち 

醫者 殴が 見切る とくつ わからつ かぜ 

女房の 留守 も 中々 おつな もの 

2< 八で 五った/ いてお つばな し 

料理人と ぐ うち 鯉 を およがせる 

馬唤 町ば きり/ \ と 手 をた 、 き 

角 ffl 川 あゆめく と醉 ひだ ふれ 

拍子木で つっついて 見 る醉 ひだ ふ れ 

待って 居る 座頭 は ゆびの あか をと り 

かきつ ばたぬ すめば 晝も 蚊に 喰 はれ 

ゑ を ひろ ふやう に 居 眠る 鳥 E- 

取揚婆 みそづけ 杯で 一 つのみ 

草履 取汐 千の 供が 名殘 なり 


年 わすれよ ろけ て 杭の 穴へ 落ち 

本店の 孫と たてつく 隱 Jtew 子 

髮結 の-た 口 は 帚し よって 逃 ゆ 

蟲干 にく すんで 見え る 男 もの 

能い 年 をし て と は 事の 不； is 尾な り 

踊 子 は 一 ばちぬ いて 蚊 を はら ひ 

素 物 其のく せ 念に ねん を い れ 

燈 籠に しゃばの 女の かゆ はなし 

ほ ， ばって 置いて 禿 は 下りん す 

供 部 星 を 手桶 で ふさ-ぐ 布の 客 

喰 ひかけ て 下女 はへ んじ をして 貰 ひ 

出 女 のかい、 」 ん で 行く やなぎ ごり 

かう の 物と なり へ ける 一 人 もの 

錢の 無い 非番 はま ど へ 顔 を 出し 


看う りねん ごろぶ り はわた をぬ き 

けんく わして 根 こぎに される 切 落し 

ふり 袖に 似た 山の 有る かる ゐ澤 

おやかたの 系圖を 聞けば 樽 ひろ ひ 

迂番 はへ-そ を かきく 湯 星へ 來る 

がらく と 先づー 三 一ば い 品定め 

屋 かた 船 袴 著た の は 京 言葉 

三み せん を かりる 使 を 問 ひつめ る 

靑 物の 鱧に 廻る はに はか 後家 

をし い 事 八 卜 七の 能書な り 

女に は 今でも ュ 6 よふ 紅 葉が り 

配 常に 鄰 をし へ る 氣の毒 さ 

此のお 子 はな どと 遣 手の 丁度 請け 

猿ぐ つ わ まじりく とぬ す まれ る 

柳 多 三 篇 


不一 一 祭 犬 坊丸は 忌中な り 

小姓よ くしん まく をす るけ さ 衣 

麥 めしで き たへ 直して よめ を 取り 

一 通り 座頭に 噺 すす 5r りぶ た 

晝 めし を 乳母 は 帳場へ ことづかり 

井戸が へ に 出る 簪は 銀な がし 

ねぎらす に 遣れば いた > く核賫 

いんざんに 呵る女 房 は 根から はえ 

ゆ もどりに 赤 木 作り を 百で ぬき 

日蓮 はかき とぶ だう にあき 給 ひ 

車 引つ るべ で 呑んで しかられる 

氣 ばらしに 一 一十 四 文 は 大きす ぎ 

にう め んに聲 が はりす るよ そ ば賫り 

頭取の 門で 御詠歌 三度 あゆ 

六 九 
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山の 神 かい 込んで 出る よしの 鉢 

乳母が おや 熊手の 樣な 手で あ や し 

じゃまに 成る 柱の 多い 夜講釋 

通り ものち やう ちんの 火で 牀を とり 

なけ 込んで くんな と賴む 下女が 文 

ケ ー關番 座頭に 下駄 を かりて はき 

本能 寺 はしの 歩 をつ くひ ま はなし 

御 かご 脇 こじり を はねて 何 かいひ 

その 下女の 晝は 木で 鼻お つ こくり 

出て 居る とめった に 人が けつ ま づき 

小 千 石 程に がく 星の まど を あけ 

ふじ 土 產舌ッ たらす のきり，^ す 

お 内 機 はおん まく じって 載へ に ゆ 

まん ぢ うは 女の ちゑに 大きす ぎ 


七 〇 

ぉゃかたにはか.まを著せる^3^引き 

むづ かしく 牀を とらせる かたき 持ち 

ふたり 

とうみ やう を^ は 一 一人でけ しに 行き 

年 禮 は 一 ータ 足跡で 禮を いひ 

はたし 狀 泣くな./ \ と 墨 をす り 

お 內儀は 戶を潢 にして 一 はしり 

かみさま は 草の 餅まで やき 通し 

女房に ひけ をぬ き /\ し か られ る 

あら 打ちに 目の 光る のが 素人な り 

妹のお かゆで 馬に おぶつ さり 

ぬす 人 は ほら貝 を ふく 在鄉寺 

近づき をかん が へ て 居る 雨 やどり 

梅干と ふ すまが ^^13 つ て 錢 をな ゆ 

汗と りで あたま をつ 、 むゃかた^1?！ 


此の しゅくの 太夫 をし へ る あんま 取り 

敷 人の ちう しんに 來る榑 ひろ ひ 

不景氣 とい ひく ゆいし や 宿の 月 

其の くせにろ くな 者 をば つれて こす 

藥箱 いかして 持つ はわたり 者 

鳥の ほねた  >  いた 禮に首 を やり 

すりこ 木で あひる を 仕舞 ふ 鳥 や 見 世 

簪 でかき/ \ よ めはしち を かし 

常念佛 さも いやさ うな 後生な り 

此の 鈴で お出 來と 乳母 は 引いて 見せ 

引きお ひの 手代 りっぱ な 男な り 

若い もの ふるわ/ \- と 雨戸く る 

男 湯 を 女の の ぞくき ふな 用 

仲條へ 五つ 月 置いて 同じ 顔 


一 二 もく 湯治が へり はつよ く 成り 

ばかされた やうに 日 m は 一 一本 さし 

はたし 狀廻狀 で 出す 春の 雨 

初夢 を 大師の つ れに はんじさせ 

居つ 、5r けに はじめて 見出す 白 あばた 

あまだれ を 手 へ 受けさせて 泣き や ま せ 

おは-ぐろ はしく  く かぶ る 内に つけ 

下女の 文 一 ニニ 度 立って 書きし まひ 

名代 を こわ 高に した 恥 かし さ 

品 川で 見事な 貝 はみ なにされ 

. わるい 沙汰 聞いて ぬり 桶 下 ゆに 行き 

取次の 出る 内 ひだの しわ をのし 

かう まんな 顏で來 るの が 妾の 親 

針う りに 左の 袖 を. M: 儀 見せ 
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あくる 年 雨具の 屆 くす みだ 川 

文 使よ つ 程す るな 氣 ではなし 

關 寺で あうても 口 はたつ しゃな り 

小兒 いしゃ 口 を すっぱく 脈 を 取り 

十 許り あかるみへ 出す 夜 給 

やく 年の 座頭 はたる に 過言せ す 

参詣の たびに あこ やとと ちぐる ひ 

むかひ 湯に 來 たり や 寄りな と輕 井澤 

仕送り は不 風雅ば かり あんじ 出し 

樊 嗜 もた ^ み ま せう と 初手 は 言 ひ 

牛 かたは 三 足 房って くら はせ る 

閉口と いひ/ \ しゃべ るたい こ 持ち 

兄弟の 仕舞 ひ 仕 ごとに 大 あたま 

兩替ゃ 四 粒なら ベ て くら はせ る 


七 二 

添 ひとけて のぞけば こ はい 淸水寺 

汕揚の 使 は 泣く を 見て かへ り 

ひなの 椀 下女の しかられ 納めな り 

わが 内が 死え て錢 つく 駕の. s: 

4>i 闊番 どつ し/ \ と 三つお り 

圍 はれ は 文の 文句に 米 を いれ 

近道 を 四 五町 送る 草の あん 

#寶 う つち やる え らを 見せ あるき 

からかさ を 半分 かして 廻りみ ち 

にう り 星での ませて か へ す 文 使 

留女 片 袖 もって わびて 居る 

そう もして 見ろ と 男の 名 を 付ける 

いしゃの 供 小  一 M< ほどう そ を さし 

門番 はい やみ を 云って まけさせる 


水く みの ねん ごろぶ り は 茶 をし かけ 

とむら ひの 供 は 墓所で せみ を 取り 

安珍 ははした 錢 などお つ f  .> とし 

その 氣 味と いふが 師匠のに ゆ 所 

桶ぶ せ を 出る と 遣 手 をた てお ろし 

地 女の やう だと 姊に いぢめ られ 

番附の 代 門番に ちょっと かり 

寢所 をへ し 折って 置く 一  人 者 

ころび 合 ひお ふくろ 樣の やうに 見え 

さ いづち で 湯屋の 男 はう けこた へ 

氣の毒 さかい だう？ jr. つ けく ふとむ せ 

かん ざし を ふ ところに して 水戶を 出る 

らうが いは 大 ふり 袖の 病な り 

御 はら ひへ ふた をす るの は 他人な り 

,1 多 三篇  ， 


生醉は 御慶に ふし を 付けて いひ 

すけつ ね は 三國ー の 死に どころ 

紙 一 一帖 寢. まきのつ ま へ 持ち 添 へ て 

かん 當を ゆるして 口が 一 一つ ふえ 

朝が へ りす わると 膳 をつ きつける 

若い もの 少しし さって ついでの み 

餅 花 を 一 一十 九 曰の 晝 くばり 

よし 町の ふらち 御殿 へ ぱっと 知れ 

手へ うけて 見て 居續 けの 胴 をす ゑ 

早 こ 女 は 他領の 方 へ 草 をな ゆ 

氣の もめる 日 は 朝め しのまん まなり 

紅葉 見に 母 は 去年の 意見 をし 

宿 下りに 母 は どっとと たき 付ける 

はやり 風 三つ 井が 見 世に 小 半年 

七三 
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鎮 打の 先へ した、 かかし ましい 

光秀 は あっか ひぎりて 綺が くさり 

ほれて 居る やつ は 一 生し まかされ 

葭 町の いしゅで 本 寺に いぢめ られ 

吳服屋 はたより 少ない 下駄 を はき 

はや 鐘に 和尙を 見れば さるぐ つ わ 

かみさま は 有る か/ \- と 小間物 や 

か はきり が濟 むと 上る り 本 を 出し 

く じどりで 芝居の 供の ろん が やみ 

十四日 時分に ぎば はさ じ をす て 

絲賣 はは かりの さや を 相手 どり 

御 さ いまで たうとう 房 を 長く させ 

姊の產 是れも 一 三ー步 いる 出 人 

堀江 町 風 しづ まって さつまいも 


七 四 

物 まう に 手閒を とらせる 眞ッ裸 

居續 けのば かくしく も 能い 天氣 

忠度は いっぱし 締めた 氣で おさ へ 

髮 結の ざう り はく 日に 手 閒を入 れ 

つぎぎ せる く はへ て あるく 村の よめ 

白拍子 手 がら をし なと 著せて 遣り 

どうせう の 相談 を 聞く 矢 大臣 

水く みの 錢へ つつ ひの 角に おき 

こし 元は 隱 居に 一 一 十五 もく おき 

後の 壻 むじんのから もたん だ へ る 

米つ き を 落城 すると 呼びに 遣り 

に ゆしな に覺 えて 居ろ はまけ たやつ 

下女 一 人 あたり さはり で藏へ ねせ 

湯の いしゅ を 水で か へ す は 源九郞 


夜 そば 切りち よくで 手水 を 掛けて 遣り 

瓜ぱ たけ 出てから 鼻緒す ゆて はき 

やら かして くれろ と は ひる 髪 結 所 

柳 原 まくが おそい と 石 をな ゆ 

樽 ひろ ひさし もの 乳母 を 云 ひま かし 

わんば う はやると 物見の 松で いひ 

きんたま をつ かめ/.^ と 長 田 下知 

跡 をお す 亭主 や ごしの しま ひなり 

へ ほ 瓜の やうにから ける 一 人ぶ ち 

か 、；- みとぎ 少し 出した で 顔が ふえ 

女中 供な らんで 行く はなめ たやつ 

中 宿で 根津へ 行く の は 派が きかす 

置きつ けぬ やつが 羽織に ひ ほ を 付け 

たのもしの 尻へ 出る のがよ めの 里 

柳 多 留 三 篇 


を どり 子の 袖 を手傳 ふかごの 者 j 

/ 田舍 乳母 ロ黑 らしい 乳 を 出し 

女湯の 方へ はらせる 血の くすり 

こい^りに 一 と 杓た のむ 花ば たけ 

一 

珍ら しい 內は よこね も 出して 見せ 

据 風呂の わきに しゃがんで 水 を 呼び 一 

前 だれで 手 を ふきながら 四百と り 1 

脇！： &n よた.. よこ ほんでも ほしく 見え 一 

かたみわけ 始めて よめの よくが 知れ 

ぢ やう 樣を おひ 込んで たつ 玄關番 

2< 八 は 衣裳の 能い がいつ ち 下手 - 

はち 卷で 女房へ 願 ふむ かひ 酒 

うら 口へ よめの 願 ひ は 鬼す だれ 

禿來て 鼻から けむ を 出せと いふ 

七 五 


柳 多 三 篇 

あいさう に 鈞竿 を 出す 濱 屋敷 

もろ 白髮 まで はう さんな て いしゅな り 

われ 角力 羽織の ひ ほ を むすばせる 

ぜ ん ぴ や う は 後家 の 目ぶ ちの ほくろな り 

す ゾ め 形う ぶ 著の 禮に 一 つ 折り 

はらの たっす そ へ かける も 女房な り 

一 べん はす ゆなく 通る ふみ 使 

雨蛙す ぐに 其 角が わ きをつけ 

三會目 あたりな ます へ 箸 を 付け 

預け 引きた ざった 男 一 一人 來る 

叙 山 は 釋迦で 夜が 明けみ だで 明け 

足留めに 杯ば かり 出して おき 

ちっとした 事 さと 禿 かけて 行き 

中 宿 は 行 ^はると ほぐ にされ 


七 六 

灸を むにな されます かとえ り を 折り 

宵 立の 客 は 何やら ききかじり 

判官 も 沙汰 は 無い 事氣 味が 有り 

はう さう のい つち 重い に壻 をと り 

檢持を はじめて つれて ふり かへ り 

御 さいか ご 何が 出よう も 知れぬな り 

若い もの 羽織 ひっかけ 江戶へ 出る 

ゎづら ひの 内 は 女房の 膳で くひ 

とび 付いて 娘へ わたす ぜんの つな 

氣 にいらぬ 縞と は 乳 ほの ほた え 過ぎ 

百姓 はね こだのう へで 死にた がり 

初が つ を 是れも 左の 耳で 聞き 

S 明 寺 何 ン のかのと てに じり 込み 

紐 星の 子 どれ もてつ こに おへ ぬな り 


大 一 座 何ンぞ かしら S くづれ なり 

めんだ うみ-見て 下されと よめ へ さし 

男の子 はだかに するとと らまら す 

出 伏 をた のんで 馬鹿にして 貰 ひ 

見る も 有り な いのも 有る 綿の 弟子 

遣 手まで わら ひの 行かぬ うらの 客 

あべ 川で 馬 はきな こ を あびに 行き 

島 田に も 金 谷に も 武者 五六 千 

錢 ぐる ま 跡 をお すの が 首へ かけ 

木 藥屋驅 けて 來 たの はむ みやう ゑん 

、 J くけん を 八つと 觸れ 出す 師の 無盡 

暮れが たに 一 一人で 通る 地が み寶り 

袖口に あてて 直 をす る小ぢ やう ちん 

旅 芝居 けんく わ をのら へ 追 ひ 出し 

b 多お 三篇 I  — 


ふしみ せの 亭主 はさい を 聞き に來る 

馬 かたのぶ つうち 垣 をみ なくら ひ 

巾 著 をし めくお りる やり 手 婆 

質 星から 來る内 さしで 齒を みがき 

下女が 髮晝 まに 成る とぶ ちか へ り 

えり 卷を しごきに 貰 ふいろ は 茶 や 

品 川で よねまん-ちう をす ベ ら かし 

懲りた や ら 今度 の 下女に 沙汰が な し 

す ゆ 笠に 有る 名で とん 死 呼び か へ し 

此の 家で きり やう 話 は 法度な り 

じゃま をす る 子に は 赤綺を 遣つ て 置き 

下女が 灸 ゆで そら 豆 を 一 一 合 かひ 

さり 狀を それと 突き出す まき ざつ ぱ 

へつつ ひの 角へ こい 取り 火み-貰 ひ 

ヒ七 


柳多留 三 篇 

惜し さう にもの を くれる が 妾な り 

男で はくる しく 遣 ふ 耳 だら ひ 

けんぎ やう はっかむ 所 をみ せて つき 

品 川へ 來 てながく の 口な ほし 

女 へ 忍ぶ は 其の 日の 市 もどり 

判官 は どれ だと 缀で陸 を さし 

馬の 尻た のんで よめ は 通りぬ け 

素 見物 賈 はば あいつと ゆび を さし 

悦んで くりやれ とみ そへ 一 つ さし 

旅の 留守 ある 夜內 儀の る だけ 高 

うつ つくが 居ようと 覜く 松が 岡 

入り もせぬ 物の 直 をき く 雨 やどり 

撙 ひろ ひくす ね はじめは 土 へ うめ 

てっきう で 打って か 、 れば 桶で うけ 


七 八 

ゆび 一 一本 ひた ひ へ 常て て 下女 はに け 

そ ろ と 行きな とちり を 入れ て 遣り 

にん ゆん のた けりまで ある 小間物 や 

おくさま は 一 一の 段で 割る 御 一 牛： 

どの 湯へ も 一 廻り 入る かたきうち 

も、 フ -フ ら はや 、つじ.^, -  A 一 追 ひ /\ 來 る 

富士川で 三み せん を 折る 白拍子 

かん ざし はう け 取る 時 も髮を 出し 

ほと ほりが さめぬ で 市の 足 を 留め 

五月女の あ ふむ いて 見る 大 一 座 

長 星 中 けんしが 濟 むと 井 戶をか t 

かとく 公事 相手と いふ はく へ る顏 

お 羽織 をな どと 害閒 はね つ を ふき 

七く さを寢 所で 笑 ふにくら しさ 


いっかど のどら 口々 へ 入 を 出し 

つ け链で 牡丹餅く ばる いぢら しさ 

氣 はあり やなし やとす びく 角 田 川 

大 一 座多藝 なやつ は あぶらむし 

座敷牢 女房の 方 は 手 がらな り 

仲條は 綿の 師匠へ 五 枚な ゆ 

仕立星へ ゎけ有って來る^3^もの 

なんに せい 帶 をば しなと 長 局 

お， 2： 儀に 灸を たのめば 笑って居 

山伏に 度々 化ける 源氏が た 

寢て とけば 帶程 長い もの はなし 

御 出入 賴んで 唐の きふ じに 出 

あら はれた わけ は 娘が 無筆な り 

藪 入が 歸 ると 母 は 馬鹿の やう 

柳多留 三 篇 


會津 星のお こされる の はお か はなり 

枕め し 嫁がし やくしの 取り はじめ 

ぬり 桶の わきへ 亭主 はくんで 出し 

まな 板の 上 へ つがせる 料瑰人 

やかた 船 山の は ひ 出る ごとくな り 

絲の來 る 5： 手の ひら をば ちで 打ち 

錢車 をん なを 見ても しづかな り 

人べ らし よらす さはらぬ りんきな り 

鳥 さしの 追 ひ 込んで 行く 犬く  、w り 

小^め を 仕事に しゃと 草鞋 はく 

はたらいて 見ん と 座頭 は 罷り 立ち 

餅 花が 四つ 手の 中へ 一 一つ 三つ 

杯 を ひょいと はふれば わたし かえ 

さ そ ふ や つ 內儀か 立つ と そば へ 寄り 

七 九 


お 内 俊 をと なり へ 遣つ て 筆 を も ざ 

舍を しなのに 聞けば いもで おる 

馬に 水の ませる 家來 たっしゃ 者 

婚？ |の あした むすこ は 見 世で てれ 

ごふく！ nj^ 世 見立てる やうに して 上り 

御 好みの 內三 みせん はむ だ を ひき 

初雪の たった 一 一 は 越後な り 

中ぬ きの ふん ごんで 有る 中たん ほ 

やう くわいの 中で もぬ え は 細工 過ぎ 

そばが きをね こまの 供に やたら 強 ひ 

その 跡を大 星の むす 子 くらひこみ 

けさ ごろ も 遠く 寢る 夜の 面白さ 

みく じ 本人 參 きざむ そばで よみ 

ひや 麥で する 受狀は 一 一皮め なり 


だますな と 張 場. まで 來て きめて 行き 

眞桑瓜 ふじて 寶 るの は s たらす 

井戸端で お つ け をた て る 家 根 普請 

蔽入 のみやけ によし ご そへ て 出し 

ひとり 者 ほころび 一 つ 手 を 合 はせ 

むすこ 

草 屈と り 茶 やの 息子と かし へ 行き 

ねが はく はよ めの 死 水 取る 氣 なり 

み ， のわき かきく お 七 そば へ 寄り 

ごぜの 灸 跡で 一 だんの、 ぞむぞ え 

夜 そば 切り かけおち 者に 一 一つう り 

材木 星 さわぐ とざ ふ を 呼び付ける 

あれこれが 知った に 母は氣 もっかす 

御師 S 供へ し 折る やうに ふた を 明け 

おつべし よる やうに 馬上の 禮 を 述べ 


里が た で をし がる 姑し や りに 成り 

一 一親の 人と 思 はぬ たいこもち 

五 卜 ぜん 程と 晝來 て 金 を お き 

か はきり は 女に せる 顔で なし 

けんやくで 一 つまな この 下女 を 置き 

けび た 性^ をけ さない と寐 付かれす 

わき 目から しっきゃく まけの 和 中 散 

女 客て いしゅ は 見 世 へ おひ 出され 

わらん ぢを はくと 一 一足 ふんで みる 

にう り 星の ね ん ごろぶ りはつ まみ-ぐ ひ 

引 札 は ゆび をな めく はすに 來る 

師匠 さま 來 ると 湯番は それ 見た か 

むづ かしく めしつぶ ひろ ふ 中風 やみ 

たいこもち 遣 手 を まねて ぶつ さら ひ 


柳 多 §s 四篇 


序 

むかし C の 前 句冠附 は、 蝶 々子 苔 翁 萬 句 合 に 名 をな ら 

し、 享 保の 頃、 收 H 出 e て 世話 事に 句意の を かしみ を專 

らと 選びし ょリ、 江府 在々 の 組々 ま 一に これ を 好み、 年毎に 

一 萬の 句 員 を 集め、 今に その 餘風 殘リ ぬ。 爱に寳 暦の 初め 

淺草新 堀端の 考士 川叟萬 句合發 し、 めづら かなる 言葉に 

當 世の は いか いと ひとしき 句 姿 を 新 斧せ しに、 或は 一 萬 

或は 二 萬の 句 あつまる 事 此の 考士の 妙と や いはん 德 とや 

いはん。 よって 書肆 星 運 堂の ぬし 俳 風 柳撙の 小冊 を 編集 

し 二 篇三篇 とな リ、 ことし 四篇を あめる 事 を 乞 ふに まか 

せ、 近 來の勝 权行を 拾 ひ 集め、 ニニの 篇と はなしぬ。 

于時明 和 六 丑の 孟秋吉 辰 

淺 下境吳 陵軒述 i 


鳥 追 ひ を 扇子の 先で よけて 出る 

奧 のちん 木綿 もの さ へ ：01^ ると ほえ 

草市に きき やうの 切れる 中の 町 

常 念佛折 ふしたん が 引つ か 、 り 

女湯 へ おきた くと だいて 來る 

も つ と寐 て ござ れ によめ は 消え たが り 

材木 星 さわぐ とぎ ふ をよ び 付ける 

平產の をり も をり とて 領 がきれ 

丸の 内井戶 へ おろして しょ ひまし 

しう とめの 屁 を 笑 ふの も 安 大事 

そばが きを 猫 閒の供 へやたら しひ 

藏病 で よん どころ なく そ り を 打ち 

藪 入の みや ゆによ しご そ へ て 出し 

一 人 者 ほころび 一 つ 手 を 合 はせ 


か はたび や 四 五 けん 先 を ふところ 手 

しゃか 十の やうに 火の見の 顔 を 出し 

草履 取 茶屋の むすこと かし へ 行き 

ねが はく はよ めの 死 水と る氣 なり 

へ ど をつ くせな か を 御 ffl た ， くな り 

女房 をた のしんで 來る素 見物 

おやた ち は 井戶と 首と でむ こ を 取り 

夜 そばう り 欠落 ものに 一 一つう り 

麥ば たけ 小 一 疊 ほどお つた ふし 

かま 拂ひ しもけ たお や ぢ箱を もち 

てんぱ 下女 寢 所へ 薪 を 一 本 もち 

大 礎へ 馬士 はせいく 追って 來る 

朝が へ り 首尾の よいの も へ んな もの 

病 上り 瞳 はせ すに おく やうに いひ 

柳 多 留四篇 


八 文の ことで 火鉢で 顔 を OS- せ 

あぶれ 駕 かね 四つまで は 見 世 を はり 

海 あん 寺眞 赤な うその つき 所 

下女が はれなん ぞと いふと 黃八丈 

印籠 を くれな と 尻で ゆりおこし 

小 ざ むら ひ 女郎の 中で ベ そ を かき 

みつもの を 下女 は 直ば かり 聞いて 見る 

あま だ る い 聲で殿 さま おっかける 

紫窟殿 よく 化物の 出る ところ 

陶朱公 見切って 錢 をつな ぐな り 

楊責妃 のうた ひ 宵から 一 一度 通り 

座敷牢 手代 も 一 人 宿 預け 

掛 とりの 手 を ひいて 行く に はか 後家 

中 直り 鏡 を 見る はもんな なり 

八 三 
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すりこ 木で なぶ つ て 通る 楊枝 見 世 

ま つ 且那 ま， ばね かも ゆてから 

つばな 賫 りょくく みれば 女の子 

貌 a}- 世のお 供 は どれ もくじ 強し 

和尙 さま 膝へ 來る 子に じゅす を 出し 

ga つ- ん 

奥が たへ 遣 言 はなしみ なと 川 

あいさう も 男 へ すれば 疵 になり 

たいこもち しゃれて 內儀 にしめられる 

銀ぎ せる あったら 事に 手で はたき 

やみく と 座頭へ 渡る 町 やしき 

米つ きのな け 込んで やる それた 鞠 

見せ もせす 無 輋は文 を もてあまし 

角 田 川し やば いらいだ をい ふ 所 

御 家老の 知行 百 首の 内に 入り 


八 四 

大 一 座と なり 座敷 はさし 向 ひ 

靑 首で 猫な どお どす 料理人 

おくり 人 は 奈良茶 位に 目 は 懸けす 

武士の けんく わに 後家が 一 一人 出來 

彌陀 しゃかの 途ひ 不綠の 元と なり 

白狀 をむ すめ は 乳母に して もら ひ 

一 一 一番 產婦 もよ み を 打って 0=- る 

おはぐろの 尻へ たかつ て だ 、を 云 ふ 

鈞臺で 高 尾へ おくる しのぶす り 

三郞は 毛蟲を 筆で はら ひのけ 

產の伽 口が うごく で 持った も S 

美しい 流人 大 めしぐ ひに 成り 

舟 宿に あるの が 木のから f  ,1 ろ も 

切れぶ みは 一 ぱい のんで 書き か ，り 


行く と先づ 邪魔 だと 渡す 根津 のぎ ふ 

を どり 子 はつめ るぐ らゐ はえせ 笑 ひ 

せんがく 寺 旦那 を 一 人 おんなく し 

柄杓 賣な ん にもない を 汲んで みせ 

三人で 下女 は あかるく 藏を 出る 

お a: 見 をて いしゅに 十五 丸めさせ 

師匠 さま 一 うね づ 、 にね め 廻し 

園 はれ はい ひわけ 程の 見 ffi を 出し 

ふり 袖で ぶたれ る 御川氣 さく 者 

しょて 

中 直り 初手に 笑 ふ は 恥の やう 

十一 一月 人 をし かるに 日 をかぞ へ 

光秀 は不斷 5 ぬ 見ろ くよ 

一 葉づ ， きし を はなれる 柳ば し 

ごぜの 供 何を咄 すかに こっかせ 

柳 多お 四 篇 


見. & したやう だと 遣 手 呑 ん でさし 

七つまで 育てさせう とわり を 云 ひ 

義貞の 勢 は念佛 ふみよ ごし 

手 を帶へ はさんで はなす 乳母が 宿 

遣 ひたて ましたと 下女 へ 暇 乞 

わたし 直で けん 見 の^は 一 一反 買 ひ 

花よ めに 時々 化ける ひのえ 午 

根 津の客 ゆし まの 芝居ね-たられる 

秋 葉 だけ 湯 星 は 四 五日 先へ たち 

晴天に 仕 合わる く 馬 士の蓑 

たかの ぎふ 箱 提灯 を さ ゆて 居る 

驟前 のえん まに ちる を 帳に 付け 

伏勢の あぶれ はの ろり く來る 

はつ 鰹 一 トロの めと 下女へ さし 

八 五 
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豆い り を かみく しなの いとま 乞 ひ 

つけの ほせ 母 はにく さとな つかし さ 

四 五 年 もお 講に 目立つ 綠遠さ 

中納 言わ かれの 時 はたちの ま > 

悪源太 八 町 上で はら をた ち 

聞き わけもなく 又 來ては 蚊 を いれる 

品 川 は 鳥より つらい 馬の こ ゑ 

駕 ちん を かじかんだ 手へ 一歩と り 

口 程の こと は渡邊 して 來 たり 

あのに さい 女に きつく すれた もの 

大 一 座 後生大事に 名 をお ほえ 

桶ぶ せと 入れ か へ にす る 座敷ら う 

物 思 ふ そば にかむ ろの 春 を まち 

月 代 を 剃る とりきんで 耳 を ふき 


ふへの 次 手に 賴む 三の 絲 

たべ ん せんな どと 新造よ ふかしな 

水茶屋の 仕事 はきつ い さびれな り 

ふところ 手 見附へ 來 ると わけが 知れ 

まど へ 手 を 出して つばな の錢を 取り 

もちつ との 事で 鮎まで みなごろし 

月ぱ くに 寄って 一 ト 夜さ飮 みあかし 

よめの 留守し なびた 乳 を先づ 預け 

辨當 が出來 てたん す を まぜ か へ し 

次の 問 はしつ ばりと する 料理人 

泊り客 近所で は最 うなん のかの 

ゑ ほし 親 勘當の 時す く ふやく 

きけんよ く 十八 日 は陣を ひき 

くし 卷 にす るの. かよめ のく づし 初め 


川 どめに 荼 ばんの 外 はつほ を かり 

土 弓む す 左で ゐ るが きついみ そ 

あの 女房 すんで におれ が もっと ころ 

とこ 

いろは 茶 やせんば をしても はねる 所 

.1  示 旨 ろん 耳と 首と にじ ゆす を 力け 

飯 焚が 死 ん で 手 療治 や めに 成り 

とうふの 湯 御 川に 内儀 手 を あはせ 

十三と 十六た 、.r の 年で なし 

きぬ 寶 りに ゆるし を くれる や はら 取り 

引き おひの 手代 御殿で ひ い きなり 

女房 はねつから 俗な 事 をい ひ 

米つ きの あかるみへ 出る 一 つかみ 

封 じ 紙 もら ひに 來 たに 閒 もさせ 

年 わすれ か はれぬ 時分 一 がきれ 

柳 多 留四篇 


小紋が た ごぜ は 多分の 方へ きめ 一 

つき 袖で 御 川 一面 ン 持って 來る 一 

大木に 成つ て もど， ) か 柳な り 

香の物へ し 折って く ふ 一人 もの 

一 ッっ ひの りっぱな 側に 日な し 貸り 一 

で , 

月夜 だと 五郞 中々 とか まらす 

大 三十日 世閒へ 義理で 棊を 休み パ 

ちょろつ こい 樣で もも ゆぬ 禿の 手 i 

いせ 講へ 其の後 こりて おや ぢが出 一 

おとなしく 寐 やとみ そ 潰 一 つやり 

こし 元は 雨戶 くるた びお どかされ 

かへ る 母む こへ  一口 りんきす る 一 

のむ 所が あると 燈 籠に 見え をい ひ 

此の 家で 生まれた 内儀 まけて 居す 一 

八 七 


柳 多 留四篇 

ごぜ の 金 御 局 そ つと かり はじめ 

中 宿 は にらまれて 居る 藏を たて 

びり 出入 大ゃ もちつ とな まぐ さし 

けいせい を 乳母が 子に する 口車 

かりものの 部へ はは ひれ ど 手柄な り 

ふ り 袖で 度々 上の句 をく づし 

かこつけて 出る 吉 原の あっけな さ 

， J も 滑の かひ^, \- しき は麥 もとり 

て 、 親が ひろ へ ば 文 も しづかな り 

あるかえ とう そり./ \ と兩が へ 屋 

一 の絲新 ざう 呼んで 噙ひ 切らせ 

よくく の 事 か 宿 下りし か られ る 

御 妾 は四條 あたりの てんば もの 

なけなしの 錢 でたい まつ 一 一本 買 ひ 


八 八 

鼻の 下タ 長く 女 liH^S 御 帳つ き 

掛り人 むすこに けん を 指 す る 

御袋の やう だと かゆで けちをつけ 

後家の 供く りで ゆすって 酒 をのみ 

屮の 町す る たのもしくない ところ 

きね へ 茶 を 置いて 米 つきあせ を ふき 

さ い 箸で 是れ かえ と い ふ 唐ぐ わし 屋 

番太郞 しかも をと こと へ ら. ず 口 

切 見 世の たま く 目 だ っ緋 縮緬 

業 平の かさ を かかぬ も 不思議な り 

跡く さら かしと は 下々 の 言葉な り 

置き ごた っ嗷を 奥へ つれて 行き 

三味線 星 大ぜぃ 立つ とおつ しま ひ 

宿 下り^ 度も灸 をす ゑ はぐ り 


湯 歸りを 見た であば たの 論が や み 

母お やの いけん 拜 むが 云 ひ を さめ 

くつ ゎ蟲寢 しなに 一 つ ゆすぶられ 

入相 を ほんく つくに よめの 禮 

圍 はれ は 長 星の 物 をく ほく： る 

手の こんだ 化物の 出る ししん 殿 

ほれた と は 女の やぶれ かぶれな り 

人道の さう だん 相手 一 一男な り 

草市 はたい がい 百で あるつ もり 

若旦那つ まらぬ 物 をし よ ひ- r 一 6 れ 

源 左衞門 馬ぬ す 人 をく らうが り 

«< 八 も 男 もよ いがきた な い 手 

百 九 軒な からが 留守と いふと ころ 

御代 參っ いでに ほっき あるくな り 

柳 多 留四篇 


角 田 川 つれが わるい とかど はかし 

引け 四つ を はしごで 聞く はめつけ 物 

けいせい は 人 をた のんで 一 つぶち 

髮ゅ はぬ 內 はき ふじをせ つながり 

とば 口 へ 見物の ある 旅が へ り 

花の 山ぬ いた/ \ が あらしな り 

朝參り 主馬と 七兵衞 もくれいし 

蚊帳 やめて 僅かな 手間の 其のら くさ 

賴 政の むほん 茶の 木 をら りに され 

うそ を やと 仕直す 帶 でた  >  かれる 

神樂堂 しま ひに きざな 目 をふさ ぎ 

湯殿.！ q  くつ ゎ蟲 ほど 音 を させ 

產 所から 一 文 やれと 見 世へ いひ 

乳母 同士たい けつになる 柹 一 つ 

八 九 


柳 多 s 山 n 篇 

入相 は 一 っ撞 いて は 庭 を はき 

しん ざう の 鼠 をたい こつん にがし 

田舍 乳母 ぜんたい 無理 な 置 を 出し 

火繩 うりな ん のかのと てに じり 込み 

御茶 たう はした かと 亭主 聞いて おき 

大部屋の 客 は 酒屋へ つれて 行き 

大 くぜつみ すく 雪に 歸る なり 

心中 は ほめて やる のが 手 向な り 

琴の 師は 三み せん 乞食め くと いひ 

お 袋が 死んだ が さいご にぎやか さ 

猪 牙 舟 も 小馬鹿に ならぬ 荷 を こなし 

うつり 氣な ことと 針 明 一 人 ごと 

ねぢ 首の じっけん 臺を ころ ゆ 落ち 

さっぱりと 書いて くれな と 見くびられ 


九 〇 

憎さう にう せる わと いふ 素 物 

町 へ 行きたい とやり 手に 實を いひ 

太夫から 一 一 かと 虎 星 はつめ て 居る 

きぬぐ を 神 田の 大屋 明けて やり 

ほ、 杖で か へ し. & しゃ はけち な 客 

そばかすが 有る で 一一 一 評 通り か ね 

からかさで 花見の 中 へ ど さら 落ち 

茶の 會に かゆのう すいが て い 主な り 

いつ 見ても すん と 奢らぬ 角兵衞 獅子 

八瀨小 原き れいに 牛 をし かる 所 

性 わると 禿 そばから さいはじけ 

すきん せん 事と ちぎりに ぶら 下り 

さんや 堀 舟で 子の 泣く 十三 日 

はたし 狀 きざな 事に は 墨が 折れ 


乘 りかけ へ むこの 田地 を 見せて 行く 

師匠 さま かしく と 以上 別に 置き 

寐 入らす に 居な と硯を 持って行き 

At かごの さう ぢ粮星 ほどに す る 

小閒物 やおめ かと 帳に つけて 置き 

下女が 兄 ほし か 一 一俵の どら をう ち 

金 時が 行き さうな 所ら しゃう 門 

ざう り とりいらざる けんの 習 ひ 事 

賴攻が 死ぬ とかり 橋 願 ふなり 

吉祥 寺 雛に 毛氈 かりられる 

に ゆた 跡 禿 は對に しばられる 

兩爲と 母 はむ すめの ひざ へ おり 

親た ちの ゆるしで 來る とみ そ を 上 ゆ 

雛 店で 花見に 行かぬ 箸に する 

柳 多 §S 四 篇 


氣を つけ やな どと お 針に 閒を させ 

めし 粒の やうに 油を髢 へ つけ 

，立腹な どと 女房 をき よくるな り 

さ ござい へ 下女が お立ちと 呼びに 行き 

いんぐ わ 立てし いく 內儀 はらむな り 

夜 そばう りい つの 閒 にやら 子 をで かし 

しう と 婆 おらが うつ そり 殿と いふ 

なめ かた をして はる やつ は 出 ものな り 

三かん を 玉 もの まへ はすぐ 通り 

村の よめ 道 陸 神へ 願 を かけ 

こま ひかき 根津 のい り わけ 聞いて 居る 

まき ざつば 持って 米つ きさ ゆ をのみ 

古 近 江が ほしいと 妾ね つ を ふき 

御 留守居 は 船の 出る まで 五兩 かし 

九 一 


柳 多 §3  g: 篇 

中 直り 元の 酒屋 へ 立ち かへ り 

土手で 逢 ひどこへ くと 手 を ひろけ 

えい 山へ 行きつ 屄 りつ 沓の音 

す 一 歩 は御疲 なり ませで 安堵す る 

不 心中 五十三次 ぱっと しれ 

女の 詩歌より どうかに くらしい 

湯け のた つなり で 鏡の ふた を 取り 

針 妙 は 返事の 時に ついと こき 

下馬先で ばたら くと 笠 をな ゆ 

上下 をつ まんです わる 暑氣 見舞 

おらが やつ 何とい つたと 連れに 聞き 

1 匁 まける とよみ もけ がの. s: 

侍の ささぬ とこ ろが 命な り 

源氏 方 ふじ 川已後 はかまが きれ 


九 二 

わがす かぬ 男の ふみ は 母に せ 

一 一つ 三つなら して 座頭 どぶ を こし 

葉し やうが をち ぎって はねた 泥 を ふき 

晝見 世へ 遣 手の 孫 をお っぱなし 

笑 ひ 止む まで は 高座で あせ を ふき 

せめ 合 ひに 成る と 石 £ はみ なかけ 目 

舟 宿 で 上下ぬ ぐが 他人な り 

御 妾 は 石の 流れる 川に こり 

ほ ゝ づき を 口から 出して 閒を すろ 

駒下駄 を はきく ぬし をつ かま へ や 

仲人の 夫婦 わら ひが 上手な り 

年 わすれた うとう 一 人 水 を あび 

新宅の 爱も 明く か とおし て：： る 

しはん 坊 つれの もち 花 ことづかめ 


玉； +賣醉 つたと 見 え て さ し をい ひ 

藏へ する 給仕お ゃぢ はしらぬ ぶん 

よし 町で 御菜 せん 香 折れと いふ 

ふられた を 舟 宿な だ めく 來る 

片ゅ きに 成る を 手引 はうる さがり 

四 火 をす ゑ 一 ト火 くに 熱い かや 

戀壻の 先づ おっとって 三味が よし 

町内で 舌 を 出しく よめの 供 

ぬけ 參り槍 さすまたの 中で 出し 

袖の 栴 のんで 上 著の ま M じ寐る 

白 茄子 草市 巳 後 はつひに D. んす 

傘 を さした 御 ffl は餘 のっか ひ 

ば つと した 內 儀の て い 主り ち ざ 者 

乘合ひ は 思 はぬ 人 を 待つ て 居る 

柳 多 留四馆 


嫁の 下女 少し 内ば にし かられる 

か、 樣の 無い 後 下女に は" たかられ 

, .> し 元の 化 被に きびに 手閒が 取れ 

馬 かたの 表で どなる 組 星し き 

犬が ほえます と產婦 にお こされる 

けんとくが 苗字 へ あたる 新 五郎 

大 こくに やい や-た/ \- とさく ら姬 

秀 さんな どと 御 ぞうは 火 を 貰 ひ 

かの 後家が 來た と樂星 S 窗で い ふ 

む さし 坊 や つ と 御 め か を 引 き はなし 

そりゃくと 座頭に へ ど を またがせる 

お やぶ ん は 美し い の を あま よばり 

もし ちょっと 來な は初會 のけい どなり 

くらったり などき のじ 星 は 下 ゆて 行き 

九 三 


柳 多 留四篇 

ぶんごぶ し 一 流 乞食 かたり 出し 

した 平目 御 乳母 はふて てく はぬな り 

大和 茶 をお や-ち 四 五日して しま ひ 

生 つ ばき はきく 巴 切 つ て 出る 

柳 原 塀へ 懸物 かけて 置き 

火 廻し に 禿 引け 四つたん とい ひ 

後家の 義理 いいえく で 小 半年 

船頭の たれる の は 手に入つ たもの 

辻番で は な を賫 るの が 頭 ぶん 

そつ 中風 さて にぎやかな 末期な り 

はやくよ とば かり は紐屋 屁と もせす 

岡 約 は 竿 を ふま へ て摺 火う ち 

御 花 の 濟む內 空 へ 手 を當て る 

旅が へり 五 けんの ぞいて 內へ來 る 


九 1: 

長く 居た はう び 旦那で 綿 を 著せ 

ふ & 

文 使 ひむ す 子 を はすに 招き 出し 

命日に ひざう の柹 をと り はじめ 

年 こしに 十一 一の 秀 なぶられる 

鴨に^ 出せば 御し まひよ かった の 

つ り臺 へ むしろ を 敷く と い そが し い 

:n がくれ て か へ ろと どらが 願 ひなり 

座興 だとい つて も 娘 泣き やます 

もてぬ 夜 は 本 を 見い くお 閒か へ 

よし 原 はかう か へ 行く に てれる 所 

本 ものに 成った と 雨戸 一 一枚 あけ 

とつぷり と 暮れて と壻の 方で いひ 

秋 一 架から 川 へ 三み せん 取りに やり 

新 足の 我 を いやがる かけ ほふし 


御 無 ffl とい、？ て！： < 八 にぎらせる 

ひきなら ひきの ふ 合 はせ た 調子な り 

とばせた とい ひく 茶 や を 先へ 立て 

ついそ- ) に 有っても 妾 人 をよ び 

ひぢ りめん 是れも 意見の 數に 人れ 

かゆ ほしの. 一 つか くれる ひざ 枕 

三味 せん 星座で 出て くれの 聞き あきし 

品 川の 客の 國府が 本の 事 

寒念佛 知った 女で 他言せ す 

拜殿を かい 込んで 出る あきの 守 

朝が へり 母 はは だしで 一 三 一間 

美しい 貌で 楊責妃 ぶた をく ひ 

居つ 5r けの むかひき つい は 女房な り 

痕瘡 する 禿 やり 手 を 寄せ付けす 

柳 多お 四 篇 


す 

素昆 物見て 居る 顔 を あけられる 

江戶 中を數 とりに なく ほと /- ぎす 

葉樓 へさ そふ は 常の 人で なし 

うはば みの 大 がい をい ふしゃう ゆ 樽 

か ， さまが しかると 娘 初手 はい ひ 

三み せんの 絲の 切れた が 能い しま ひ 

一 卜さす りさす つて 鳥の 直 を 付ける 

とび 色 はしょ 品 を 作る 木綿 もの 

御 敕使を 天神 さまと 馬士 はい ひ 

年始で はない がと 見舞 ふ 立ちの ま 、 

唐が らし 辛い とい ふに それ 見た か 

角 田 川と かくに おやの まよ ふ 所 

宿が 來て にじる を.^ 房 それ 見た か 

米の めしまで く はせ たと 泣いて 居る 

九お 
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六 2< に 切れば 氣の あるひ ぢ りめん 

百足. E まで は その 日に 死に きらす 

取る 物 をと ると たいこ は靜 かなり 

今時 は 無い と 出て 來る せんがく 寺 

合點 せに や 切 刃 を 廻す 御 部屋住み 

大病に ぜ ゆん の 見える 氣 のどく さ 

旦那 寺く はせ て 置いて 扠と いふ 

大ざ つま 色 身で いける 節で なし 

狩人 はきつ ね 約り をば まだる がり 

女神 だけどう でも 赤い 方 を ひき 

子供 ゃァ などと らう かも 呼び あるき 

ぶきな 客 地口に しても さし をい ひ 

わび 事 もお 寺の する は ひどい とが 

高名 をして にくまれる 五郎丸 


順の 舞 下女 あか 切れの 巾し わけ 

文 七 は 男 も よ い が う そ をつ き 

けどられた 下女 はい やみ を 聞き あきる 

あくた 川 本の あは、 の 三太郞 

田 <fO もの 何 を やっても つとにす る 

うるし かき 座頭に をつ ッ つかれ 

なま 出 來な所 へ 棚. 終 まう しかけ 

寐ご いやつ 呼び か へ さる ， ごとくな り 

大 いそへ どろ ほくと 馬. H は來る 

せっち んで 手綱 さ ばき をす る 女 

f  J し屋 へ はさう 禮 なれた 人 を 遣り 

さいみ やう じ 一 人 あるき もした 男 

油う り まけに 大戶を 下 ゆて 行き 

風 s しき を 解く とかけ 出す 眞桑瓜 


杖の たび 追ッ ついて 下女 ゆすり 上け 

草市に 秀買 ひたい ものば かり 

せ き 將荼先 へ くらって しま ひ をれ 

八 文 はみ そ を 片手へ うけての み 

髪 結の ねぢ つてつ ける ほんのく ほ 

若君に 成った を和尙 買ふ氣 なり 

若殿の 美男お さへの 聲 がかれ 

束帶で 見る がま， ：>  との みやこ 鳥 

玉 川に も 一 っ疵 をつ ける とこ 

他人に は ひ >  かぬ 乳の はづ かし さ 

まて/^ と 水引 をと く 年 をと こ 

綿つ みは 見 世へ 娘の 子 を かざり 

去狀を 取る 内 年が 三つ ふけ 

御 首尾よ い 內とは 下地 有る 事の 

柳 多 留四篇 


御茶 びんが ほしい とけび る 飛鳥 山 

わが 內に こしかけて 居る あつい 事 

し ひられて あたる 火爐 はかし こまり 

針箱 を 片手で さがす かぶりもの 

三の 絲ふ ッ つり 切れる 聲の よさ 

子の 數を さき へ あんじる 三世相 

水なん を先ヅ けの がしたい わう. E 

槍なら ばう ぬら-/ \ と しばられる 

一 人 居る 內儀 鼠の 引く のな り 

はした 出て 手明きの 衆 は ございよう 

つき出し は 心が しれて あゆに くい 

子 を あやす 內は 本氣の やうで なし 

年始 帳 留守 を 遣 ふの はじめな り 

おのし もと 云 ふが いけんの なぐれな り 

九 七 
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ゆかたで はい や だと 娘 ふると 出す 

おふくろの るすで 持 佛の小 寂し さ 

かくし 町 何 ン のけ もない 時 も あり 

もてぬ やつ ま-た 藥 でも 遣る 氣 なり 

切れ 小判たい この 智慧で 遣 ひすて 

女房 は 途中であって さえぬ もの 

願が けに 來た とす-たれの そとでい ひ 

和國 と は 虎と あ ら そふ 家名 な り 

燒物 をと  > けた 人 をと ひつめ る 

朝が へ り 高な わから は 出家な り 

細見 はよ つ ほど 先へ 遣って かひ 

居る 所 を 見た のが 竹の ふき 納め 

うす 本 へ とっさ まの 手で かなん-付け 

居つ. =t けに 高 をく  ， るは實 子な り 


切 見 世へ わう せいうり はリっ こまれ 

不景氣 なお子 だと 乳母 は 木戸 を 出る 

ぐ ち な 事 い ふ なと 夜 著 を か つ ぎ 出し 

もう 一 歩 くんな と 女房 舌 を 出し 

嫁 を 見に とつい と 露地 へ 驅 けて 出る 

臺 所の 敷居へ つき 屋 こし を かけ 

若い もの 片手に ざ つ て のんで 居る 

元 結 紙 目 をむ き 出して 下.^ はしめ 

くら はれぬ 丁稚 奉加に 土 場へ 來る 

屋根 舟で 座頭 あた. ま を ことわられ 

けつぶ う をして からつ き や 一 一杯 喰 ひ 

質 手代 四つ 手の そばへ 呼び出され 

三 兩で常 ざら で 居る せ；、 の ひど さ 

合羽 やへ 馬 かたが 來り やさむ く 成り 


雨 乞 ひも 袖 乞 ひもして 名 を殘し 

口な しの 下に 和尙の うづめ がね 

女房 は そばから 醫 者へ ぃッ つける 

むらさき 星 京のと ほしい 金 をと り 

土用 干せ ッ つく- s: がむ すめな り 

一 一十 日 過ぎ 文で おっかけ おん 廻し 

本く じ は又撿 校に しょ しめられ 

供 舟へ めかけの 用の その 多 さ 

あの 乳母が 書で を かしい ことが 有り 

舟べ りで 蝨を つぶす うら  >  かさ 

時宗が 一 一度 目の 太刀 は 届き かね 

それぐ で やせた 遣 手 も 庇の やう 

や ー闊番 座頭 をのけ て 使者 を 上 ゆ 

はたご 星で 世な み を 聞く が 子 持な り 
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御 妾が 何 をつ けた かしく じらせ 

我が ほ ， をな でく はけ を かりて 行き 

ごみく の 中の 白 かべ しち 屋 なり 

閒 もない に 里子 を か へ す 恥 かし さ 

氣をか へ て 見た が 内儀の 越度な り 

からた ちを植 ゑて 和 尙は氣 が やすみ 

佾 正の 氣に， >  る おや ぢ せき 棊 なり 

しう とめの み  > にあたり し 玉の こし 

關守の 目き きの 通りめ かけな り 

御 玄關を 寂しく 出 る が 町醫な り 

灸 すゑる 禿の 顔 を 見に たかり 

勘の よい ごぜろ くな 事し でかさす 

うるさくて どうもなら ぬと 雜を 出し 

里が へ りと なりへ 寄る が 思 ひなり 

九九 
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ばか めら と 雪見の 跡に のんで 居る 

御 指南 をう け. ましたら とめし に付き 

ふ き殼 を ふ ん でお ぞうは 御 出 で た 、ぞ 

しかられた 娘 その 夜は番 がっき 

我が 持った 財布の 紐で しめられる 

見 かじった 女 むつく にいけ ぬな り 

なべぶたへ 一切の せる せ はしな さ 

きぬう りの 墓 を 地 載の わきへ 立て 

いもうり といって 新造 どくづかれ 

にくい ほど 亭 ij- の 義理 をい ひ 過ぎ る 

物 買 ひに 一 三 一度 わせた よめのお や 

入 王 を 子に くづ させて 夜食^ ふ 

いしゃ 迎ひ 少し こ、. -んで 先へ たち 

へ ぎい もに のりて は實 がの めぬな り 


一 〇〇 

やかたから 何も か ， らぬ約 を たれ 

朝が へ り 命に 別儀 無い ばかり 

國の狀 おこしの やうに わけて やり 

へ つら はぬ 人う はば ひ を 取って やり 

目 を ふ さ ぐ 手 を 遠く か ら持 つて 來る 

土 場 太夫 得て あっけない むこに 成り 

料理人 氣 のへ る 程に くづを 出し 

しん ざう のお ゃぢは 村の 吞みだ ふれ 

御大 儀と 手引の 肩 をつ まみ 上 ゆ 

新關は 目く ちかわき な 人ば かり 

十一 一月 さう 笑って は濟 まぬな り 

藍 入 はくされ をぬ いて 願 ふなり 

川 心に ひるねして 居る 土用 千， 

ほた もち を 飛脚へ 出して 物語り 


おやぶんの 女房 かみた ち 供 につれ 

签 ばら ひ 下女 は 笑 ふにくら へ 逃 ゆ 

れ うり 茶屋お 靜 かにえ と 三 把 上け 

產 所から お ま へ の 跡で たべ やせう 

手のひら へ 喧嘩 をのせ る 切りお とし 

氣 ちが ひの 膳 は 遠く へ すゑて 見る 

へ んな 目が 出る とい ひく 帶を 解き 

月夜 だに 質屋 歩 い て 行けと い ふ 

關ケ 原す てつべ ん からおし 薬な り 

武者 一 人し かられて 居る 土 川 干 

女房 は 客へ 添 乳の まう しわけ 

つく やつ をつ かぬ です、 が 歩 へらす 

月 13^ 過ぎよ めの だんか ふ 急に なり 

江の 島 は ゆうべ はなしてけ ふの 旅 

柳 多 留四篇 


となりから ひつ さ ゆて 來る猿 廻し 

女房の 留守 押 人へ ぉッ つくね 

わき の 僧 引 ッ こみき は S て れ たもの 

ゐ のし、 にく さ め を さ せ る絲す ゝ き 

桃の 花 下女が むかひの 馬に つけ 

能く 聞けば 女難で 納所 身 を ひかれ 

仲條 へ叉來 やした はしゃれ たもの 

おや 椀で はかって はとぐ 一 人 者 

年忘れぎ りで たいこ は ひまに 成り 

中 宿 へ まじめな 顔で まう し 入れ 

餅の 間に合 はせ まする と 紙帳 ごし 

よめのう け 姑 S とん 死 一 つ しれ 

おれ もよ い 男と ごぜ をく どくな り 

ぶつに 買 ひ あ いさう， そう まーュ きた どら 

10 一 
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さっき ふな 下女 前 だれ をむ ね へ 上 ゆ 

樽 ひろ ひに はとり しめた 訴人 をし 

上下^ 音ば かりきく わたば うし 

鯉まで も むらさきに 成る 江 戶の水 

あれ を まあ 嫁で 候と て わし はい や 

目 をぬ すみ をった と 座頭 里へ やり 

f  J ぶ だしで などと ゆうべ をもう 忘れ 

おもしろく 傘 を とられる つむじ 風 

ふけ わたる 廊下 を 遣 手の ッ さく 

琴 箱 の 行き 所 を 見り や 質屋な り 

女房 を 大切に する 見ぐ るし さ 

店 下 を あるけば むだな 聲 を 聞き 

法 華經へ 鮎の 子 を ひるい さは 川 

狩人の むこ を えらむ もめつ けもの 


一 〇 二 

大門 をう ち はと 蟲が 入り か はり 

うへ し ii  やど 

あきらめて 上下に 著る 雨舍り 

くさったら 寄るな と W る 年男 

初 * かつを 内 翁， j は-^ 百に 寸け 

總 花に めづ らしい 顔 一 一つ 三つ 

そうばんの 鳴り やむ 頃に 珠数 をす り 

にう めん は 外の 寶り 人が よぶ やう さ 

斯う さけて ゆけ と敎へ るかし 袋 

仲人の 口ぶ り はま あど つと せす 

物 ま へ の 客 あや ふきに 寄りつ かす 

千 ごり にぬ き 手を切る は 他人な り 

氣 のかた の 息 f は 土手で いやと 云 ふ 

馬 ± の 名 を 呼ぶ の は 通し 馬と 知れ 

こ はさう に 膝 \ 手 を 置く せいご ひら 


紋付を 亭主が とって しづ かなり 

四日 目 は 乞食で 通る 日本ば し 

山出し は 笑つ て や るが 指南な り 

賴朝を はけ 次 手に は 大き 過き 

つかに 手 を かけて とむら ひ 追って 行き 

一 家中 手 木の 外 は ほぐに 成り 

お ほくび で 見る のが 馬の 女房な り 

むらさき は 石のう へ にも 居た 女 

あわもりで 酒 もり をす る 御殿山 

是れ から は 身が ふりょい と 憎い 後家 

神酒 どくり 持った 大屋に 人だかり 

一 羽 づ> なでて 使は臺 へつ み 

どらに 成る はじめは 女房 あばたな り 

近邊 にから まって 居て 母 を はぎ 
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新酒 星 聊爾な 事 はい はぬな り 

1 一つ 三つ ふって 火 繩を猪 牙へ 人れ 

や ほむす め 兄の 友達 一人 切れ 

麥 めしと 書いて えの 木へ 立て かける 

御宿から 文と 船宿に がわら ひ 

しう とめの 氣に 入る よめ は 世が 早し 

ふり 袖の も ゆ さうな 場へ 母の 聲 

&づぁ 5 ぎ 

おやぶん は水淺 葱まで 著た 男 

輕 うりと なり へ 片身 聞きに 行き 

つけ 登せ まだ ふんどし はひぢ りめん 

ぶちまける やうに 千鳥 はおりる なり 

を さまらぬ もの だと 見 世で よめの 事 

座頭の 坊やつ ばりぬ いた 方へ に ゆ 

八から 証た -V 見て 通る もので なし 

一 〇| 一一 
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素人に 成った がさい ご その しわざ 

園 はれの なりこんで 來 るいろ は 茶屋 

始皇 から 見れば 淸盛 小僧な り 

根 こぎと はつたない ぬすみ 杜若 

まん 中の あ ふぎ 座頭の わすれた の 

一 一つ 三つ 打って 鼓 を 一 一 朱 ひき やれ 

よつ ほどの 閒か と晝寐 は 目 を こすり 

祌樂堂 目に か 、 るまでお して 出る 

里が へ り 何やら 母 は 聞きの f  J し 

舟 遊山 大隱 居から おさ へ られ 

初の 雛て いしゅ も 次に ついて ゐる 

諷講 不參の 分は猎 牙に 乘り 

くどかれて 娘 は 猫に もの をい ひ 

能くむ ごくした と 追 ひ 付く 衣紋 坂 


一 〇四 

のりものの 内で うるさく つまみ 上 ゆ 

順の 舞諷は い つ ち はたきな り 

ぜんたいが 高 尾 米屋へ 行く 氣 なし 

わたし 守 朝め し 前に 五 はい あけ 

1 人 もの 喰って しまって 苦勞 がり 

名月に 御 ffl ほつ 句 をした とい ふ 

?2  口から 少し. H よみ-もつ よくな り 

四つ 手駕 乘る氣 なやつ は そっと 呼び 

そら 寐入 あ. まり い びきが りちき 過き 

廻向 院 ばかりね はんに 猫が 見え 

麥 めしの あ ぢも わす れた長 い 公事 

藪 入に よく 似た をと， ) 口 をと り 

若 死と 聞 いてく やみに 念 を い れ 

尺八で つ ッ ばって 見る 町 はづれ 


ごふく 店 一 人 か 一 i< ねむたが り 

里が へ り 人に あはぬ が 不首尾な り - 

寺 小姓と ほし か け程卷 いてる る 

む さ し坊ぁ つたら 事に 上ミ 言葉 

白び やうし と は閒び やうし の 能い 卜べ 

I  ひとり 

小 ノは小 じうと 一 ,< ころすな り 

角 田 川き せる を はたき さあ ど う.：！ - 

代み やく はやん ま を 追った 小僧な り 

卷きぞ へ にあって 女房 も 山歸來 

御 直- 投が よいと 藏宿 かぶり ふり 

^^か里 へ か へ る 御 乳母 はまん がまれ 

袷 著て ところてん うりな ぶ るな り 

猿 廻し つ か んで 出る と 杖 を 出し 

女い しゃ とんだ 所で 匙 かゆん 
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口 ひるが はれた と 袖 を 取って 見せ 

首く  ， りつら 當て にと はた まけ 者 

白鳥 かないて さびれる 根 津の里 

女 F ，に 途中で あ つ て先づ しかり 

借 馬 引き も ， まで 出して 乘 つて 來る 

齋 日に 帆 を 見た やらう うな さ る 

圍 はれに 地 ごく は 無い と實 をい ひ 

草 餅の つか ひ 公家 衆に とめられる 

生 醉の七 書に もれた はかりごと 

すれくな もの は 花見の 慕 どなり 

どいつ だと 痲ヒ 下で おって 出る 

地 白から そろ/ \- よ を はぎ はじめ 

た い 一 あん 氣の 毒が つ て 水 を 遣り 

せんがく 寺 客 を 墓所へ つれて 行き 

一 0 五 
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大 一 座先陴 すでに 堀へ つき 

御 無用と きみ わるく い ふ 敵 もち 

かけて 来た 禿し ばらく 耳に 口 

根 をお し て 聞けば 娘 は 泣く ば か り 

く  > り 出る 座頭す だれに つき 當り 

橫 著と 日ごろ を呵る 花の 朝 

友達 は 將棊の 事で 一 一日 来す 

赤娃 ごぜ はかす かに 味 を 知り 

先 殿の 代 はべ ん ともなら されす 

稽古 所 も 出して やらう と 後家の 文 

, で * つど 

黑ぃ毛 をぬ いたが よめの 越度な り 

紫 も ござに 著せる と 只の 色 

大 一 座 かさばつ かりと 遣 手い ひ 

.^關 であく び をさせる 匙 かゆん 


一 0 六 

羽衣 を てんく 舞で とり か へ し 

黑木 うり まける と 跡へ 櫛 を さし 

あら ひ髮 にぎって たもと 見て 貰 ひ 

遣 手の 子駕 にも 出たり 出な いだり 

おごった と 楊 杖 を 遣 ひく 來る 

當分 はならん で喧 ふの 吣か しさ 


S 柳 多 留四篇 終 
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序 


弓 は 袋に を さま リ、 湯 店の 看板の 矢 は 軒に 跡な し。 今报 

ぶ 前 句 は 題に くったく せず、 一 句の 珍 作 を 専らと 評する 

も、 判者の 發 明なる ベ し。 此の 集 去る 丑 どし 四篱ま e 出 板 

する に、 書肆 判ず る に ひまた し C よ つ て ことし 五篇を あめ 

る 事 を 望む に まかせ >  亥年 秋よ リ子 年末までの 勝 句 を $i 

ふ 巾に も、 市ケ谷 はつ 瀬 芝 近 江山 下さ くら 木 は、 年々 會每 

に 千餘の 片書怠 る 事な く、 定 連の 好 士の 秀吟 多 し， - 予愚按 

ながら 華吟の もとに 心の 駒を繁 ぎて、 • 

あぶみ へ もつ もれ 初瀨 の山樱 

吳陵軒 可 有 


柳 多 §5 五 篇 


つ ゝ がな く 茶わん を戾す 太祌樂 

座頭の 坊 木馬に 乘 せて みんな 逃 ゆ 

つれ 合 ひの 日 さと 遣 手 は 梨 を 唆 ひ 

乳母が 顔 あやして ごぜ は 笑 はれる 

せがき 船 松 を 置く 場へ めし を 置き 

藪 入の 妹 はつぎに ついて 居る 

將棊 ばん さし 上け て 居て 是れ 乳母よ 

毒 だてに 鼻の 先の はい ひにくし 

はだかって 手斧 を 遣 ふ 材木 や 

氣ば かりさな どと 御 隱居酌 へ さ し 

事 かけに なぶった 婆ァ すりみが き 

馬喧 町き ふ じ の 手で も にぎらせす 

增上寺 生醉の 出る 所でな し 

かけ 取りの 泊り まで 來る 手の わるさ 

一 〇 七 


柳 多 §s 五篇 

うたれ たる 譯は 女房が かた やなり 

そ の 沙汰 を 聞 いて 宿 下り 廻り 道 

妹 は 母より は. ぐに 骨が を れ 

遣 手の 子 あの 女郞 衆が などと 泣き 

太神樂 たばさん だのが 上手な り - 

まだ 來 なんせん かと 緣へ腰 を 懸け 

あくた 川 鍋 取りめ がと おっかける 

柳 原 @ を ちょ， ) W すてて に ゆ 

鏡 と ぎ 手前ば な を の 下駄 を さ ゆ 

錢の 無い やつ は窗か ら首を 出し 

六 あみだ 土 藏 作りが しま ひなり 

座敷牢 腰繩で 出る 十三 日 

たいこ 持ち 辯に まかせて 借りた ふし 

根津 へ で も 遣り たいとい ふ あぶ れ駕 


一 〇 八 

旅 あんま はちに さ 、 れる やうな 針 

若い者し つけと りく 江戶 へ 出る 

おらが の は 年季 を 待つ と藥 とり 

初殿ぁっかましくも^^にっけ 

棒 鼻で かつぎく  ，5* り をお し 明ける 

船頭 も 跡のば 、 あは 義理で 抱き 

舂 まけ は 翳 者の 手ぎ はに いけぬな り 

ぢん 笠で つ み 草に 出る 淺ぎ うら 

高 砂 は 今 もつ いでに 行く ところ 

じょうだん をし いく 捨てる 鳥の 羽 

すが 、 きの 中 を 手代 は 出て 歸り 

留守ね らふ やつ は あいつと あいつな り 

うそをつく 事が きら ひで 素顔な り 

雜死ハ は又來 ましたと 後三年 


傾城 はかた きが 知れて 捨てられる 

洛中 は 女 を 丸で 見せぬ 所 

大名の 著く 日 も だし を寶 つて 來る 

人 王に 成る と 物棊 へた かり 

をし さう に 姿 を 崩す 雨 やどり 

五六 度ビ驪 いてよ めの 夕す 5f み 

三 會め國 府の下 へ 一 一雨 置き 

知行から 來る內 寺で 五 俵 かり 

何事 ぞ おこった やうに ちどり 立つ 

吉日が 遠くて 柱 一 本た て 

針賫の い らざ る 後家 を 立 て 通し 

をと 、ひ はむ ごくした なと 十五 日 

信 長 へ ぉ國 もの だと 申し 上 ゆ 

ほた もちと ぬかした と 下女 憤り 

柳 多 留五篇 


六月の しちや は 見 世 へさく を ふり 

どこで どう 習うて 來 たか 後家の 舉 

草履 取よ ろけ るな りに 供 をす る 

合 はせ びんお もった 程 は 智慧が な し 

旅む かひす や をした 日の 面白さ 

切れ 小口 名代 出す がさい ごな り 

《0 田り ますな どと よしす へ けさ を縣 S け 

圍 ひ者ぢ つと して 居る たちで なし 

白酒 星な ど は戶を さ す 手負猎 

あま 酒 へ みや ゆ を すぐにお ろし 込み 

人形と 同じ 縞 著る くわいら いし 

病人の みんな 見て 置く いしゃの 癖 

おっかけて 行く と 新造ち 5r こまり 

ぶんくに 寢 るが 夫婦の すがれな り 

1〇 九 


柳 多 留 五 篇 

七た 乙 食な どと からか ふ 奧 家老 

驚の 者お ろして 願 ふむ し藥 

萬 歳は雜 煮な かばの 春の 興 

鼻紙 をつ かんで 遣 手 の ん で 居 る 

籾^ めしの さいに はぁぢ きな し 

上下で 上る り餘程 ひどく 酔 ひ 

首ッ 引き 矾柱 たてる やうに まけ 

晝 めし を 外 卜 か ら どなる 手 習 千 

顔へ 筋 出る ととうみ やう せんとい ひ 

み ， -ず でも ほる や、 rv に 見る 拂ひ藏 

からかさで 行って ^星に いひ まける 

ごぜの 供し つたの が 來りゃ 舌 を 出し 

針 打 をお つたて 跡 へ ござ をし き 

おめかけ の 親元 藥 とりも 來す 


一 一 〇 

下女が にし め の に え る 内に 出来 

ふぐ 汁 もく は ざら に や あと 舅い ひ 

ぬき 足で かへ る 亭主 は 邪推な り 

又 寄って 來 なと 出しな に 一つ やき 

口ば た をた い f  〕 遣 手に つ め られ る 

腹が けに 成る と 子供 は あたまが ち 

行水 S わく 内 うらで 一 一ばん 取り 

ま-た ほえて 居ます かと 聞く 姑ば ， 

おやた ちの 前から 取る と 茶屋 は 云 ひ 

近所に は 居るな と 母 は-一 ー兩 かし 

ふくみ 狀ひ 、》 あかぎれ は窨 きおと し 

瀨 ll 物 星 あたり 近所 へ そんが 知れ 

靑 空に 直して 歸る ひのころも 

紫に 成る 程つ める 江戶の はり 


市歸り 尺戶上 ゆろ としょって 居る 

なまかべ へ 御 使者 を 通す 御 立身 

千兩は 一 歩か けても 氣 にか ， り 

御 夜 詰に 御 次 へ 座頭お して 出る 

御め かけの いふ 程の 事是 となされ 

鳥 追の しかられて 行く 店お ろし 

能い 後家が 出來 ると 咄す醫 者 仲間 

祇王祇 女 田舎娘に おつべ され 

料！.： 人 首で も 斯うと ふいて 居る 

しんこんに 徹して 壻は 出る 氣 なり 

す 一 歩 は あだ やおろ かに 遊ばぬ 氣 

すけつ ね は 今朝の 御 禮が暇 乞 

名代の たらぬ 所でな は をと き 

御 親父 ははち 拂 ひだと 一 一雨 出し 

柳 多 五篇 


水 茶 や を 一 一軒 ふさけ て a つ 見せつ 

ぎ： § ^のな 力し へ 力、 る 人す くな 

供 部 星の 外ト から 乳母 は 乳で 呼び 

生醉 のま くら あてが ひ 次第な り 

新 そば のき ふ じ 廊下で つ き當り 

旅立ち ははで なが SI- く くたびれる 

あどけない やうで 無心に 拔目 なし 

おや ゅづり だと 杯 をし やぶらせる 

をし いかな ひざう の 娘む ごんな り 

あきの 守 時分 は 至極 しんじゃ なり 

ます 花に などと は 文の 弱味な り 

くさらせて 置く が 端午 S 名殘 なり 

御 不勝手 質 星の 大戶上 ゆさせる 

き やう こつ なお子 だと 遣 手蜘を 捨て 

1 1 1 


柳 多 留五篇 

御 ふくろに 知れて 娘 はふと く 成り 

御 隱居は 杖の あたま へ 手 を かさね 

是れ 切りの あやめさ ゆ 行く はなれ 載 

雨舍 りきせ る を 出して しかられる 

いそがしい 見 世に つ き 袖 亭主 な り 

町 風 かな どと 御 針に 見て もら ひ 

よさ は 能い が と は 女の もね みなり 

毒 をい ふのへ 御給 仕 はもり 付ける 

吳服 星へ 來 てまです ねる ひざ- フ むす 

女房 は 何 さ/ \- と 三つ へ し 

手 を 取つ て 子に なでさせる 鴨の はら 

臺の もの 鄰へ 出た であん どす る 

かけ 乞 ひも 一 三 一町 ほど 春 を ふみ 

持參 金う に f  ^ お るまで 飲んだ つ ら 


一 一 二 

正月 をよ め も そろく かなしがり 

火び き はきん ぜんとして 崩すな り 

懇 取の とほして 來 るで 春で な し 

どらに あ ひたいが まつごの 願 ひなり 

むこに 行く 事 を 茶 やから 訴人す る 

死 水 を 取った は 今 井 一 人な り 

そ だ /\ と 駒下駄 をぬ ぐ 素晴らし さ 

江の 島 はつ ッ ついて さへ 行く 所 

ありんす を 通 ひ 御 針 もちつ とい ひ 

ひとりでに 約 瓶の さがる 物す i.  J さ 

文づ かひ 袖口 を 買 ふ ひつ ら f ) さ 

で んが くのと ちう から 止む 面白さ 

質屋から 出る と駕 かき 見ち が へ る 

有 合 ひの 顔に てし かみ 火鉢 化け 


師匠 さま 色めく と 見て 諷 にし 

大 そうな 道 さと あんま もんで 居る 

あす 仕舞 ふまで も りっぱな 吳服店 

醉 つた ごぜ 人 さ へ 見る とから みつき 

はつめいで 局大 かた かしな くし 

合羽 箱お つつく 内の やかまし さ 

戶を立 て て 這 人 れば 娘き やっとい ひ 

田樂を 持って 馬方し かりに 出 

座頭の 坊 どこに ほれた か 文 をつ け 

物い まひ だけに 月見 を 一 一度 くら ひ 

たんぜん は 何 もない のに 結ぶ やう 

小町 ほど あってに ぞろを 歌に よみ 

ま ゆぶ しの ひよ めき に 有る 鏡と ぎ 

川 留めに 宿の 小 佾が跡 を 追 ひ 

多 留 五 篇 


うた ゝ ねの 貌へ 一 冊 やねに ふき 

梅 若は戶 塚で 喰った ま 、とい ふ 

米つ き はまつ かな やつ を 一 一つく ひ 

御氣が 能い などと 立派に ばかにする 

御座った かぐらる では 出ぬ 莉篛ゃ 

えいかんに 作れと 乳母へ 抱いて 來る 

攔干 にも たれて ど うだ 煮 えきり やれ 

幕 引 はへ んて つもな く 見知られる 

宪來 てたん すへ 深く 手 を 入れる 

一 一つ 三つ おきやと 古 著と 和尙 打ち 

いせの 御 師权錢 の 無い 盛りに 來 

？ 母が 親 油の やうな 酒と いひ 

高 倉 の宮 だと 馬場で なぶられる 

どが 錢を つか ひなんな と 根 津で云 ひ 

一 一 三 


柳 多留五 篇 

、？ すい も はか はいらし いの 內 へ 入れ 

違つ て もよ しとき ふじ へ 汁 を か へ 

あつ 湯 好きう ぬば つかりが じ やう を はり 

藥種屋 の やつ と 聞きと る 山歸來 

をし さう にこし 帶を觯 く 御 延引 

羽 一 一重 を 著る は 紺屋の ぶてう ほふ 

すつ こんで 居 やれと 亭主 牛 を 見せ 

しん-ざう をす く. SZ むす-， 〕 人が よし 

しん ざう のく ぜっから/ \> 古い 聲 

さつく とく ばれと 渡す か ダ み 餅 

きり す秀に いぢり f  ,> ろされ る 

金つ ば は餘程 かう じた 山師な り 

こし 帶を 維の 慕と はよ めの 作 

f  J も 1 はもら はいでも の 姿な り 


一 一 四 

店 ちんで いひ こめられる 論語よ み 

瘦 せた 子 を 肌に おぶつて さし をな ゆ 

かみ ゆ ひに  一 くし 望む かゆい 所 

居つ -V けの すだれ へ 歸る 不屈き さ 

さかさまな 題目 講を八 百 やとり 

里の 母髮を 切るな とそつ とい ひ 

ひらり 乘る猎 牙 は 元手の 人った やつ 

ー齊 うり 村で も 至極 かせぐ やつ 

^崎 を 八ッ 乳で ひいて しかられる 

惡 筆が 寄 つてつ くしへ 遣る 工面 

鐵 砲の 問へ 一 ト聲 ほと、 ぎす 

姊 女郎まん ぢぅー つ わざと 喰 ひ 

しばられ て 居る が喧 if に 勝った やつ 

つけ 登せ つ ， いっぱいの ろぎんな り 


も «.? つ 

女き やく 物申な どと 笑 ひ， J み 

下向に は あばたで 良る ぬけ 參 り 

居つ if け をもう 一 日で 願 ふ 所 

芝居 をば やめて 內 裏の 願 ひなり 

これ はま あよんだ やう だと 膳 を 出し 

いつな りと 染めて よ f  .> せ はすね たやつ 

手お ひかけ ながら 小 遣 ひく だせんし 

庠め がし かりませ うと 土手で 云 ひ 

逃け なんす ところと 秀 ぃッ つける 

大門に 內儀 はだしで 待って 居る 

ふうこう は 斯う だと あごで 一 一つ ふり 

化けさう なので もよ しかと 傘 を かし 

どういって 拜ん だと 聞く えん ま 堂 

何が 喰 ひます と樂天 そばへ より 

柳 多留五 0 


珊瑚 珠 はた ん ごの は ら で 取りに 遣り 

百 人 首 給の 出來 たの ははる か 後 

とむら ひに 行く も 嬉しい 一 さかり 

しつば りと 賴む とさ ゆ を 汲んで 遣り 

口 まめな やつ かん 病 を はぶかれる 

重箱 をむ すんで 一 つ さけて 見る 

吳 服 星の 手代 疊に はえた やう 

すっぱぬき みんな 逃け たで 持った もの 

死 水の そばで 母お や 薬の いけん 

腕ッ 切り まくって かける に はか 雨 

あごの 髭 もっと ぬら そとの どで 云 ひ 

心中が 化ける と 禿 おどされる 

一人者 內 からしめ て とん 死す る 

卜 念の しま ひ 一 ト聲 のっか、 り 

二 五 . 


柳 多 留 五 篇 

町人で 役所 をう める 大 三十日 

とほし かけ くれろ に 質 や 聞き あきる 

今 五 年お そいと だ る ま 首ば かり 

塀 ごしに 有る に 高な わ 越 え て 行き 

油 星の かいで 出す の は 直が 高し 

元 結 紙 首 を ふるので しまるな り 

か いど， りで. r.q 十 まけろ と 柳 はら 

闢 守-か わらった とい ふ ぬ け參り 

根 津の駕 四百 目 程 はお もい 害 

神樂堂 ふら， ずに 鈴 をし や くるな り 

請けに 來て 新酒の 禮を いって 行き 

よし 町 は 損 だと 和 尙氣が そ れ る 

こいとろ に 大屋 子守 を あつら へ る 

一 人 者 客に しばらく 留守 を させ 


一 一 六 

かんしゃくの や う に：： ：！ をす る 色 娘 

駿 河 か ら遠江 ま でかた-ぐる ま 

ふんどし を帶 にして 居る 通り もの 

辻 番の奧 の 手は戶 をた てる な り 

中ぬ きで まねぎ やおつ 付く 小 侍 

雜司ケ 〔4: のどの かわく は 平 S せい 

もくねん として 肩の 灸 かきこ はし 

大 三十 Ml 女 125$ が い ふ と-たまり をれ 

かやぶ き へ は ひる 夜盗 ははけ 次 手 

御 ：5 の 女い しゃと はすまぬ 事 

中の 町 さくらに 人 をつな ぐ 所 

蟲 持に したの は 逃 ゆた 乳母の せゐ 

柳 原よ る もばく ものうる 所 

わるい 癖ば かで 煙管 を ほじり やるな 


鈴 鹿 山 外の くわん おんで はいけ す 

根津 のぎ ふしゃう ゆの 樽へ 腰 を 懸け 

に は たづみよ けく 兜 持 つ て來る 

しう とめ を 久しい 鳴りで 故人に し 

でかい がと 蔽 人の 供 茶 をした み 

藥 代に 一 つ ひっぱぐ 他人 宿 

百兩 をよ めに 預けて こ はがら せ 

よろ つか あつ い 大門に 著き にけ り 

待，^ 郞壻を 座敷 へ おして 出る 

仲人が 來 ると かくれる 不 得心 

ぬしな ど は 目 出たい 株と 土手で 言 ひ 

知れて 居る もの をかぞ へ る 泉 岳 寺 

氣 上りが するとび いく 引った くり 

旅歸り 大きな はらの ま、 で 去り 

柳 多お 五. 篇 


村 正 を 和尙ー トこ しもち にっき 

給で あゆる がむ すめ 氣 にい らす 

喰 ひつみ に ふし をいた くお そい 禮 

門禮 にした のが 伯父の 不足な り 

かとく 公事 元のお こり は そつ 中風 

四 五雨のお こ は をむ す 子 § うべ くひ 

よ く 聞けば 砂利 場の 伯 ハ乂も 他人 な り 

聞き ほして 見れば 秃の 智慧で なし 

したく 金 取つ て 行く の はふく ろ もち 

1 軒で 呼べば すだれが みなう ごき 

佾正 もい ぜん はけんの 上手な り 

しこなして 祷 をた、 むい ひな づ け 

人 がら へ からかさ 一 本 かしな くし 

なんに せい 向う へ 越せと 角 田 川 

一 一 七 
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えびす 講を どり 子 を 呼ぶ 息子の 代 

皆翌 日 へ 廻して 仲人お つ ぴらき 

金屏風た 、 むと つね SE^ 世に 成り 

なんで 閒 違った か 出合 ひ あけら こん 

祌樂堂 小 ゆび を はねて へ い を 持ち 

下 ゆ 髪で 一 一歩お ちます と 質屋い ひ 

木 藥星ぜ けんの そばで 五兩 取り 

はき 溜め へ 鶴の おりた は 小 松 どの 

おらう がいかと 天-か い 星 星 を さし 

縫紋 のこと で 棧敷を 一 一日 S ベ 

.P 輕ば ， あぐら ゐ はお つ こちる 

うごかす に 居ろ と去狀 書いて 遣る 

わたし 守 一 トさを 房す 知った 人 

手 を わけて 酒 星 尋ねる 野が け 道 


つ け. さしの 禮に^ 中 をな でて 遣り 

女房 はしゃう じの. 2： で 直 を、 ，> た へ 

あら W 帶何を 寄進に せう とい ひ 

死顏を 他人で 拜む 不孝 もの 

鈴な しに 出來 たは 肩が すわるな り 

御中-^ 四 tl 四 町 は あら 手な り 

御 祐架人 を 遣 ふ も 筆の さき 

しなの 者 江 戶と國 と は 雪と 炭 

惡 所と はばちの 當 つた 言葉な り 

あて f  ：> ともないと 舂 星に 起される 

髮結所 どう だむ す- ) とい ふ 所 

£,；5| をよ く 聞け とお ふくろ 絲を、 J き 

朝歸り 旦 那 がま けて し づ かなり 

七 丘ハ衞 一 本 遣 ひに 成る をと こ 


市の 供し なの ひたすら 願 ふなり 

なぜ 置いて 來 たと 酒つ ぎ 一 つぶち 

箸お く かおかぬ に 息子つ いと 出る 

品 川の 衣桁 も  > 引きな ども かけ 

えびす さま 人た が へ にて 盗まれる 

乳母 か 荷の す だ れ を 這 入る 氣の毒 さ 

口と りに 身にしみ をれ と 源 三位 

見 世まで も 顔出して 行く 里の 母 

買 ひ 出す とぜゅ ん絲爪 でお つ こすり 

板の間 へ 菜 を ぶん まける 事 納め 

药 弱の きざ くきつ いじまん なり 

あいさつに f 】 まりかん ざし 差し 直し 

後の シ テ しごきで ばたり/ \來 る 

座頭 41- 金の あたま を はって かし 


一 一 か 三 か 知れぬ と ごぜに さぐらせる 

水く み を ひさくで 春屋 おっかける 

t ち附 きで たどん を いぢる 吳服店 

素 一 歩で 女房 は ゑち ご 星 へ 上り 

御內儀 をな-ぐ さんで 出る 旅む かひ 

もの Ai-f 

よし 町 の 文物 申で もって 來る 

雛祭 旦 那ど f  > ぞ へ 行きなさい 

あまでらへ 行って 我が身に して 歸り 

ぶっかけが よいと 花よ めい ひかね る 

四 つ を 打 つ ま で うなぎ にて のんで ゐる 

女房に 土手であった は 百年目 

御 はら ひで わびごと をす る 撙拾ひ 

あ い さう に 聞く 二 一味 線の や か まし さ 

錢だ けにつ き やしら け をい とふな り 


柳 多 留 五 篇- 

福引に すりこ 木 取って 緣 近し. 

の し 餅 も よくく 見 れば 裏表 

虎の 威 を 五 種 香う り もち つと かり 

めりやす を はめる と摑 むまね をす る 

女 客內 儀が 留守で てれた もの 

氣を つけて しんぜられ まし 元 だら う 

人 は 武士 なぜ ^人に 成って 來る 

物 思 ひ あけく S はて は 死ぬ くめん 

あがるな とい はぬ ばかりの 年始 帳 

根津の き や く 能書と 見 えて 竹で 書き 

とうくん のんで 燈明 ぜん を 取り 

どぶ つ 下女 目 を なくなして を かし 力り 

搏 ひろ ひよ， ，>  ね はちつ と 早す ぎる 

& 2 追に 出る 頃 は 早 ffi も い え 


一 二 〇 

一 一歩 出た は 紙く づ買 ひの 親の代 

なぜく ほく Ef^ たと 天枰ぎ はへ 寄り 

木 戶番の あたまで 結ぶ ほ、 かぶり 

牛 若 は 千 十四 人き りた まふ 

吸 ひつける 內に 流れる わたし 守 

みす 紙に 國府錢 ぎり くんなん し 

わたし 場 を 上る と 六部 三つ 打ち 

十四日き の ふ はどうで け ふ は 首 

排 取が 歸 つた 跡で ふとい やつ 

芝居 見 の 留守 は 旦那と じ や もッ面 

番 葛籠し よって このし ろ さけて 來る 

辻 番は棒 をつ かぬ と、 ) ろぶ たち 

松 右衞門 いらざる 道で か 、" みごと 

食 ひぬ いて こようと 信 濃國を 立ち 


年 禮は門 違 ひで もてれ ぬな り • 

憎 正の 七 n< わきへ 一 つ 落ち 

押 へ れ ばす ， き 放せば きり^ \ す 

口  1、 服屋は おちつく までの やかまし さ 

さあなん ぞ 出しな としゃれ る 女 客 

1 一 タ搏の 酒 星 も 見える 十五 日 

ふんばって さう 来なさい と 火繩寶 

茶 呑み づれ はいとうの 来た 氣の毒 さ 

一 箱 はぬける が 山師 口につ き 

そうばんが 鳴り やすとよめ 舌 を 出し 

よしとも は 年を取つ たとい ふば かり 

女房に 髮をゅ はせ る氣 のよ わり 

今 だくよ/ \ -と帶 へ たくし こみ 

起請な ど 貰って むす 子の りが 來る 
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さね 盛の 切手で 通す 佛が荷 

よし 町 は 文と 手紙の 閒を 書き 

わるす るで 迎 ひ.^ - とん-た 所へ 遣り 

あす 來 たらぶ てと 櫻の 皮 をな め 

座敷 华目黑 のばち と 母 はい ひ 

文 使 あるひ はい さめ 又し やくり 

氣違 ひの ふんどし したと いふば かり 

待つ 顔へ さくら 折々 ちり か ， り 

三年の 戀と はきつ い 日 ましな り 

寢 しなまで 合羽 著て 居る 在鄉客 

御 定めの 通り を 涼む 京の 町 

御持佛 にこが らしの する ひとり 者 

狐つ り 思 ひが けな ぃ鳶を つ り 

書 出し をせ つっきに 遣る 能い 工面 

：  ニニ 
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女湯へ 抱いて 來 るの は 久しぶり 

懸 取り は理づ めで 切れ をさづ けられ 

大 一 座黑 とそら 色 はっけな り 

あ づき やれと 女房の 金 はなで こまれ 

五 右 衞門は 素手で 歸 つた 事 はなし 

是れ ばかり 著て 來ゃ るのと 里の 母 

勝 公事の 戾 りむす め を つん 逃し 

うつくしい 顔で 取込み 勝負な り 

朝 長 はよ しゃ 生きても びっこな り 

うけ 出した 後 は 五町の 車 留め 

信玄に 生まれて 來ても 不孝な り 

薺で も賫れ がいけんの 聞き はじめ 

茶屋の 石 こふが 出来る と 足らぬな り 

琴よりも 豐 後の 弟子 はさい はじけ 


一 ニニ 

飛び込んで こようが す 、 の 仕舞な り 

か ゝ しう をのけ て 一 杯 あてに 買 ひ 

藍 入の 跡氣の 知れた 人が 来ず 

針 妙 はきぬ たがいつ ち あら 仕事 

のりかけで 呼ぶ を 息子 はい やとい ふ 

しかられて 急 度 出て 居る 茶の 給仕 

氣 がへ ると 小 遣 帳 を やめに する 

めりやす は 女の ぐちに ふし をつ け 

手 習 子め つばり こうな 火に あたり 

髪 結 は 元 結 まくと 腰 をのし 

手のひらへ 餞 をつ かせる 夜：^ 

俄雨 うらみ をい つて かして 遣り 

よし 原の. g をさせる 小 星が しら 

どう だな と戶 へ 寄り 懸る 3 なし 貸し 


朝が へり 女房が いふと 御 もっとも ： 

自身番 まづ 風な どのく づを買 ひ 一 

歌が るた たうとう 下女 は どぶ を 喰 ひ 一 

いやらしい F 女 前垂 を ふみしだき 一 

f  J も 僧の 親し ゆら 道 へ 落ちて 居る 

先キ 行き はせ まいと 亭主^ を 貰 ひ i 

初の ひな 心 常り が 二三 ゆん  一 

笑 はれて 來 やせう と 出る かねの 禮 ， 

又 一度 酒屋のお ぢる 中な ほり  1 

呼出し は 晴天 八日き やくが ふえ 一 

妹の 三み せんかり て 蔵ば ひり  一 

飛鳥 山 座頭お どけて 一 つなけ . 

妹の 先へ かたづく 氣 のどく さ  一 

おやの 氣は 大師 河原の つもりな り ； 
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鈴と へ い 引つ さくやうな 神樂堂 

兩が へ 星 次へ 見せる はむ づ かしい 

下女が 荷 も ゆたん を 懸けて 數に 人り 

はし 近き 湯殿えん や が 越度な り 

に ゆ 一 ：>  んで 嫁の 著 か へ る忙 がし さ 

死 水 を も 、 引きで とる 本望 さ 

あたらし い 通 ひに きざな 引殘り 

辻諷 扇で 笠 を あゆて 見る 

三 めぐりの 雨は豐 かの 折 句な り 

御 吉例 みんな 昔の 御かん なん 

奧 さまの 十九め かけの ひがと まり 

風 ふせ" ぐ 外に 役 あり 盒屛風 

さりと て は 又との ほり を 引つ こませ 

蚊の くった まで を 恨みの 数に入れ 

一二 一一 一 
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仲條へ 供に は 過ぎた 男な り 

琴 箱 を よいく で 出す 十三 日 

ぬけた 翌日 旦那に 樽 を ひろ はせ る 

身 持に て 紅 を 著て 居る むづ かし さ 

手打ち そば 下女 前 だれ を かりられる 

音 羽と も 出ようと 後妻け なる がり 

小 松 どの 巳 後 一 門 は 海の もの 

銀ぎ せる ふられて きす をつ け 始め 

琴 一 つ ごぜお つ こふに 廻るな り 

すつ ほんが る やすと 顏をー 一つ 出し 

口に 袖 あて て 萬 歳 の ぞ かれる 

敷 初めに となり 座敷 はしゃく をお し 

井戶 がへ は 深さ を橫へ 見せるな り 

大根 だね 有り は 村での 能い 手な り 


品 川 はしで ほろ ほしのと ころな り 

朝歸り 23 のかぶ りで 撗へ きれ 

大 三十日 肝に こた へ る賴 みまし よ 

新造の 瘊と はこい つ ふとい やつ 

御 宗旨に かたりの 出 來る雨 やどり 

元日 はおき さう にして 1 をう け 

遣 手 をば ばらし はぐ つ た 治 郞左衞 門 

品 川の 客 牛 町に 氣 がっかす 

さあ 小判 ほし かやら うに 下女 は 逃け 

一 人 者と なりの 娘うな される 

あかるみへ 引きす つて 出る 仕立物 

物 ま- フと い ふ は ざ ふに の 出る のな り 

わ き を； 5- て 女 太夫 は ざ る を ふり 

絲ざ くら 消えい る やうに 御勸谁  J 


母お や は ひいきの 役者 知って 居る 

首く  、り 富の 札な ど 持って 居る 

元 服の 甚だ おそい 根津 のき やく 

御内 儀 かにら めた つけと 連れ はい ひ 

こ ひ 口 をな ら せば 御 ffl 置 い て 行き 

今の 目 はたれ を 見やる と 姑ば ， 

樽 ひろ ひ <7r ひ を か いで 是れ が^さ 

素 一 步も ぜんたい われが 金で なし 

ふ ぐ り より 餘程向 うで 牛 はたれ 

深 川へ 落ちた と 綿の 師匠い ひ 

通り 者 ひざが 光る で 安く 見え 

出合 茶 星し のぶが 岡 はもつ ともな 

なぶらせ はせ ぬと 花よ め 湯 へ さそ ひ 

閒男を つれて 相模 へに ゆて 行き 
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£• 州 は 針 やあん まに 事 を かき 

勘 當は雪 か 雨 かの あけくな り 

朝歸り だんごと いも をつ きつける 

相 ほれの 仲人 實 はま はし もの 

おみかぎり などと 舟 宿ろ をお ろし 

雛 わけに よめ は 一 日 里 へ 行き 

眞ッ 先の むかひ 箱ぢ やう ちんで 來る 

斯う 持って 彈き なと 留守居 笑 はれる 

歸 りに は 人 買 ひに 成る 角 田 川 

寐た. M にお ひへ を 一 つつい 丸め 

先 づ是れ で 御 冤と 藝 しゃ 三 を 下け 

駕 かきの 聲 ばかりして 眞ッ 白し 

女房の 顔 見て ご ほりく せき 

落花す る そばに やっこの 高い びき 

一 二 五 
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銀 ざせ る 拾った しなの いもで 持ち 

よし W でう つ はく すんだ 手代な り 

よし 原 はふり 袖に 目の つかぬ 所 

さがし 出す たびの び 上る 猿轡 

ぐちな やつ 元日の むづ かし さ 

丙午 遠い 所から 結納が 來 

みんな 荷に しろと 笏に て 御差圖 

里 の 母 遣 ひ 殘りを 置いて 行き 

雪隱を 過分々々 と奧 家老 

總 門の 内で はの きく 空の かみ 

い ろ は 茶 や 金 より 銀の きく 所 

琴の 柱 を ひん もぐ やうに 仕舞 ふなり 

鮫 鞘 もぬけぬ 害な り 厄 だ ， り 

小便 をい めば きり やう. かどつ とせす 


一 二 六 

まん ぢぅ をい しゃに 持たせて 追 ひ 廻し 

ひまら しい n:;! 世に おうばが  一 n  二人 

母お や は 羽 一 一重 だとて 加賀を 著せ 

傀儡 師思ひ 出して はとん と 打ち 

歸 るまで 笑 ひつ  > ける 女中き やく 

坊卞- 客 あだ やおろ かの 錢で なし 

兩替星 ぞんじの 外に 肩が きき 

一 一の 足で 師走の 土手 を ふんで 行き 

女房のと ッ つくし ま は 直が 高し 

四つ切り を 破り はじめは 若旦那 

鶯に 出て 谷 汲の ほと ， ぎす 

車井戸む りぢゃ いかぬ と 汲んで 見せ 

のきな さ い 付 木ば ッか りくべ なさる 

みつだんに 母の は ひる はたけが しれ 


飞ま へ まあ， 2： は どこ だと やう じ 見せ 

三の 絲 こきく それ は 知り やせん 

名物の 内 だと 御油です 、 め， J み 

钣喻っ て大 あせ かく も ゆびた もの 

十三 日冰 ももの の 置き どころ 

ふところ はでん がく 切りの したくな り 

夕す  > みな ゆるな などと 角力 取 

品 川の 橋 を 越す のは吝 いやつ 

馬で 來 るので よめん 女と はねるな り 

六 夜 待 一 ト 宿つ 、>r  く 鬼す だれ 

待ち かねて 子 は寐て 仕舞 ふ 送り 膳 

三 夕の 外の 夕 ぐれ 中の 町 

つき出して 岸に 見て 居る 草履 取 

神 樂堂歸 る を 見れば 夫婦な り 
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星 根 舟へ よべば 踊 子 身にしみす 

ij^  くびつ て 遣 手 つ ら を も 持 つて こす 

いくらいり ますと 質 星 は， マ らり ぬき 

石 尊 は 土 場から すぐに 思 ひ 立ち 

貝 ひろ ふ 右と 左 は 千代 禹 

丸 綿 をう つと しがる はきつ いこと 

眞黑な 手で つむじ 風 追つ かける 

しどの 無い 藝子黃 色な ば ち で ひき 

あかぬ 戶を 外トで 手傳ふ 寒念佛 

大切な 金 瓦 ほどぬ すまれる 

隱居 所で 孫の ちそうに りんが 鳥り 

ちん？ ：5 

御 てんやく 陳皮 も 安く 見えぬな り 

かんび やうに をし い 姿 を 捨てて置き 

つま づ いて にっこり 笑 ふ 祌樂堂 

一二 七 . 
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鏡 立て 先づ しまったと 杖に つき 

あやめ ふき 人に だかれる 年で なし 

ふいに 出る ひな はむ すめの 吉事な り 

めづ. らしい .21 は， フりも 皿 へ もり 

きのじ 屋の枯 野に 禿 寄りた かり 

今く へ ばよ しと 肴屋 置いて ゆき 

ごふく 店き せ る を 廻す 不景氣 さ 

楊枝 見 世 乳 をのむ 内 は 買 ひに 來す 

手紙に は 臺には 鯉 をのせ 

四 つ 手駕 月の みやこ を さして かけ 

萬 は み な け い は く に ふ し を つ け 

是れ萬 里の 小路と ご そり 剃られたり 

らうが いの 願 ひ は 鼠 小紋な り 

しゃき ばった やつ を留場 へ 擔ぎ 込み 


一 二八 

家督 公事 目鼻が つくと 座頭が 來 

女房 ほど 母の むかへ はこ はくな し 

引ッ こぬ くやう に髮結 ゆび を ふき 

角 £ 川 今でも 母に 苦 を かける 

ゆり 上 ゆ を 聞いて 吸物 もり はじめ 

へ ほ 瓜の やうに うけとる 一 人ぶ ち 

後 添の 內儀 いち子と いぢり 合 ひ 

よみうり は 一 一人 揃ってせ きをせ き 

貌を 見て わけ も 云 はすに を かしがり 

まあ あれ..^ 人れ ろと ゆびな 一 つ 折り 

さし W いて くれと 口から 一 歩 出し 

く ぜ つ 文 半分 頃で ちくし やうめ 

かし 本屋 是れ はおよ しと 下 へ 人れ 

よしきり に 地 をうた はせ て 時鳥 


大ぁぢ に 成って 御茶の 閒緣 に付き 

かきたてる 度に 袂 を が らっかせ 

わつ ばし に 切られました と 手下 共 

めしびつへ 顔 をつつ 込む 強 ぃ暑氣 

きぬ 川に かさね このかた i1 出来 

古寺に こいつと 思 ふ 猫 ひとつ 

暑氣 見舞た つて はだかに されるな り 

女房 は 土手の あたりで 髪が とけ 

御新造と 內 儀と 斷す 敷居 ごし 

緣遠 いむす めから だに 作り あき 

つくねん と ごぜ は あなた を敎 へられ 

越後 星の 前まで 傘へ 人れ て やり 

黑が もと 旦 那と な らぶ 能い き ゆん 

ちつ E つして ぬひ 仕舞 ふと そ 袋 

柳 多お 五篇 


花ぐ もり 一 一人 一 本 あてに しょ ひ 

む ざう さな もの は 桶 星の ぶん 廻し 

板ば しと 聞いて むかへ は 一 一人へ り 

ト 三日 覺 えて 居な は それ ッ きり 

手に 持って行く ばかり だと 羽織 かり 

座で ひくと いって やう/ \  ili^ の 内 

見 世の 衆 f ) ら へなさい と 仲人い ひ 

已 待へ も 來る縑 倉の 一 一ばん ばえ 

はし/ \ は 今に 毛 請を卷 きつける 

あのお 子 はお 氣が輕 い と 茶屋 は 云 ひ 

夜 ッ びと い 地主の 餅で ね つ か れす 

雛 なれば こそ 間に合 ふと 買 ひに 出る 

御つ きが 有る かと 聞いて 惡く云 ひ 

寐 たがって 懸取を 待つ 能い 工面 

一 二 九 


柳 多 留五篇 

お か るれば 能 いに 遣 手の 朝參り 

女房 ま で 見えば、 フを いふ 其のに くさ 

ぬけ 參り土 場で 片 はな 持つ 氣 なり 

ごふく 星の はんじゃう を 知る 俄雨 

05- 世に 居て 吳れ ろと 土手で 祈念す る 

おや ぢまだ gl より 北 へ 行く 氣 なり 

, 1 のしろ の 鏡に うつる にぎやか さ 

， マフの 鳥 びんば ふ 寺 はきら ひなり 

下，^ がふみ 內 儀の 下書で 國へ 遣り 

下戶 の禮片 つばし からた 、 きつけ 

身 一 つで お 乳母の かける 急な 川 

今朝 かけた 土手 を 麻 上下で 行き 

中の 町が うぎ につま をつ かむ 所 

^ふ. 2： はたら ひの ふちに ぬか 袋 


一 三 C 

きぬ 張り をに ぎって よめ は 一 つ そり 

かつがれ はせ ぬと 娘の ねだる お 

口 をす くして 氣 のかた を 連れて 出る 

はなし 鳥 そ ば で ほしがる 後生 樂 

ぬいた 時 やつべし た、 く 神樂^ 

一 文 は 取り ざう もない なりで ふき 

ちょ 

跡 を ぬ 人の 乘るゅ ゑ 括 と い ふ 

ぶんさんの 濟む W 夫婦 木綿 もの 

どっから か 出して 女房 は帶を かひ 

大 一 座 禿 てんでに つれて 行き 

かつ 拂 ひなんす とこ さとお してお る 

せ ん ごり の 泳ぐ と 岡で か ん をす る 

行かば 行きな さ いと 女房 弱く 出る 

C 談と 見えて 火鉢へ 貌を くべ 


六 度め は 茶の 木の 上へ おっこちる 

つくだ £3 汁の みまで も わたりもの 

吳服星 も 能く はやるの は 一 一人つ け 

111^ つ ほね 星 根 や 一 日き ぬ を 締め 

踊 子に もたれて 居る が や ほな やつ 

初 鰹 煮 て 喰ふ氣 では 直が な らす 

腰元 です ます は吝 いやかた 船 

朝歸 り取揚 婆に しかられる 

目釘まで ぬく は 一 兩 からの 質 

一 きり やう ある 使者の 來る 一 月 寺 

おやゆびへ 袖口 かけて ひいて 居る 

代 脈 は 何 を こいつの 氣で 見せる 

片 眉毛お とすと 嫁 は 手で ふさぎ 

船頭 は をと こばかり を 八 日 二 ざ 


勘 當の羽 一 一重で 居る ぶ はたらき 

御 てんやく 逃 ゆると 跡 は 浪の音 

てうし へ の路 ぎんに 拂ふ 銀ぎ せる 

らう-かいの 元は 行儀 をよ くそ だち 

一 生の 顔 を 目 出た く あかめ 合 ひ 

知る 人にば かり 子供が すゑる ぜん 

明 和 七 皮寅孟 秋吉展 


5 柳 多 留五篇 終 


柳多留 六 篇抄 

腳柳 多留抄 

(六 篇) 

松が 枝のと なりへ からむ m の 春 

おきく のき けん は 只の 事で なし 

ちとし めて くれう と 親 仁ね すに 居る 

けんき やう は 手引が 有る で へ びに ぉぢ 

子 を 抱 いて 總 身の すくむ 角力 取 

なん ぢらは 何 を 笑 ふといん きょの 屁 

こんじきの 男 蜆に 噙ひ あきる 

毛 せん を 敷く とほろ く 落ちて 來る 

とむら ひの あたまに して は 光り 過ぎ 

ぶ だう 棚な ッた と且 那大 さわぎ 


一 三 二 

呻され るろ せいしゃく しでつ ッ つかれ 

麥 秋に 書 出し を 遣 る かる ゐ澤 

そら じぎ をす るな と 下女 をつ かまへ る 

日の ながい 事と 杉戸に 寄り か 、 り 

小判で はい や だとに ける つくし 賫り 

和尙 さま くるしい わけ は 一 一 タ世帶 

子の 尻 を はしょって はなす 御殿山 

女房の 聞く やうに よむ にせ 手紙 

にけ 足で よめの 出て 居る 門 涼み 

湯屋へ 來て咄 す は 安い 女郞 かひ 

金 時 は 鬼が 出ない とね かし もの 

女に はいつ そ 目の ある 座頭の 坊 

撿 校の 妻 つれ 立つ をせ つながり 

つれび き は 猫と 馬 ほど 音が ちが ひ 


ほれた やつ 見ぐ るし い 程つ か はれる 

子が 一 人出 來て それなり けりに なり 

こし 元の よむ を 聞き く 御 しづ ま り 

上の句で くもめ 下の句 ぶん まける 

正宗 を 切れさう なと は ほめ も ほめ 

名作の 由來を はなす 雨 やどり 

どっから か 人の 出て 來る. K がらん 

ごふく 見 世 何やらい ふと 持って 來る 

神 樂堂姬 ごぜの 身で すっぱぬき 

けいせい はたと へ にもれ た 厚 著す る 

づぶ ぬれに 成って 兄弟 わたり 合 ひ 

下手 將棊袖 を ひかれて ねめ 廻し 

大 はんにゃ 時々 でかい 聲を 出し 

す み臺 ぎしり/ \ と 人が ふ え 

柳 多留六 篇抄 


化けさうな 花む この 出る する が 町 

、 J うたう の 内侍 いんぐ わと 笑し い 

ふだん 著で 出た と あふくろ 愚かな り 

くらやみで 晝 めし をく ふうる しかき 

口上が すむ と 西瓜の 手 を はなし 

しんだ かと 思 へ ばお きる 角力 取 

去狀を かく 内し ち を受 け に 遣り 

やれ ぱ 取る もの-たと ばかの ろん はやみ 

うんだ の を かたはの やうに 五 丁 町 

上下の 音ば かり 聞く 年始 帳 

棻 會 所と いしゃと へむ かへ 一 一人 出し 

死に やば 死に や 杯と こ はふ \ 母 はい ひ 

その 時 は ごふの 粹 のお も ひなり 

時鳥より 此の 事 とれう り 人 

一 三 三 


柳 多留六 篇抄 

撿 校の めかけに 顔 を 捨て に 行き 

たが い ふとな しに 妾に 出た が 知れ 

あざの 有る 子の 母お やのう つくし さ 

わ るが た い 下女 君命 をはづ かし め 

小兒 いしゃ 常の 熱と は 違 ひます 

c§ 川へ しづめ にかけ る 矢 ロづれ 

くわく らんと 藪醫 見た て るうる しかき 

鼠木戶 もぎと る やうに 人 を 人れ 

どこで どう 書いた. か 座頭 文 をつ け 

すた/ \ と 九 段 を 上る くわいら いし 

かけとりが 歸 ると 骨 をた 、かせる 

知る 人にば つかり 強 ひる 子の きふ じ 

その 氣 では 來 ぬと いひく  W きすら れ 

信玄は 七嘗に ひいで 四書に もれ.！ 


一 三 四 

ほねが 折れ ましたと 渡す りえん 狀 

尺 名 は 小判の 中に よく 寐 いり 

こたつ か ら 出さう に し て は禮を 請け 

いもむしの やうに こし 元 承知せ す 

しかられて 枕へ 展， る やみあがり 

だ い じ な い 寐 言な どい ふ 空ね 人り 

鼻うた はう ぬが 勝手に ふし をつ け 

おぬし ゆ ゑ 見 世 も 懦弱と 母 はい ひ 

かたき 持ち 月 は 見れ ども 花に 出す 

す り 鉢の 音 も 夜 ふかき ならの W 

兩 どなり 逃 ゆ- 〕ん だなら おんだす 氣 

道ならぬ 戀に明 店 一 一け ん出來 

御 めんか ご はじめて 乘 つて 首 を 出し 

物 まう にど うれ./ \ と 一 一 もく 打ち 


きむすめ は片 袖す てて に ゆて 行き 

朝が へ り 行く 時 程の ちゑ は 出す 

心中の じ や ，ュ 6 し て 今 に禮 をう け 

夕す ノ み 嫁の 出る の はごく 暑な り 

おもざし は 馬に 似て ゐる きり <,\ す 

屁 を ひって よめ は 雪隱出 にくがり 

本店と 出 見 世の 閒に ふじが 見え 

泣 顔が あの くら ゐだ とぜ： b ん いひ 

大 一 座 ふきよせた 程 上. さう り 

御 不勝手 嵐の あした 幕が 出る 

かう ほねのう ごく を 見れば 娃 なり 

足音 を 聞き 知って 居て 向 ひ あ ひ 

くどかれて 乳母 だいた 子に 聞き 合 はせ 

料理人 小 ゆび 程た こ 切って くれ 

柳多留 七篇抄 


なきく もうかと はくれ ぬかた み 分け 

つん ほかと のぞけば かね をつ けて： W る 

ほめられる たび 持ち直す 花の 枝 

よめぬ 字 を 何とい ふ 字に よんで 置き 

(七鴛) 

お 妾 ははら み， ) じれて えんに つき 

かんが へ て 見なよ と ごぜ へ 久しぶり 

つみ 有って むす 子て うしの 月 を 兄る 

かけぬけて 芝に ねて 見る 野が け 道 

わつ ちらが. 2： も さと 門に 立ち 

お 妾 はお もしろ がって 叱らせる 

遣 手ば r おんな じ やうに つま を 取り 

を さまらぬ もの だとお や ぢ雪を かき 

ニニ 五 . 


柳多留 七篇抄  ■ 

i-^ も寶づ くし はみ 、ぢ かし 

手のひらへ 赤子 をのせ てし かられ , 

日本ば し 馬鹿 をつ くした さし 向 ひ 

萬 歳 を 下女 あり ッ たけ 笑 ふなり 

おや ぢの はむ す 子が 買うた 妹な り 

た  > も 行かれぬ か 無沙汰の なり 始め 

けいせいの 文に 女の 寄りた かり 

朝が へ り そり や 始ま ると 兩 どなり 

立 聞きに 持った 十能の 火が おこり 

うなされた でっち 三つ 四つけ とばされ 

渡り ぞ めすむ と葬禮 二つ 行き 

おめかけ は 花の 名所 へ すてられたり 

出来る やつ へ 、 /\ くと 先 づ笑ひ 

朝が へり 賴 みに 思 ふ 母 はしゃく 


一 三 六 

朝貌 のつ る を 引つ 切る 中た が ひ 

うしろから 土手で a つけて 目 をふさぎ 

どうな りと しゃれと 母 は藏を 出る 

杯と 小判け つして いた  >  かす 

ごふく 屋を ささす に 出る は 雨 やどり 

口 をす くさせて 花よ め こし を かけ 

客より は 先 へ來て 居る 安け いしゃ 

盜み でもした やうに する つりの 一 一 朱 

居つ * けの 迎ひ おっこちさうな 腹 

もちつ とで ほたる へと、 5T  く 1^ 儿の手 

土手で 賫る やつ は. H 狐の やうに 0;=- え 

かるたな どならべ てけ ちな 道具み せ 

はらの たつ もの は 年增の いびきな り 

船中で 左樣な 事と いひつ のり _ 


にせ 首 を 請 人の 見る 氣 のどく さ 

きぬ <\ の 跡 は 身になる 一 トね 入り 

物. S. があって 一 まづ しかり やめ 

中年に 成って 師直 いろけ づ き 

三會 め- ^  > ろの しれた 帶を とき 

1 生の ふかく は 後家のう つくし さ 

店 中で 知らぬ はてい しゅ 一 人な り 

どっから か.^ りての 出る a 舍道 

皆 おれが ごふと は 弱い しかり や、 フ 

子は寐 せて 置け と斷 るかし ま 文ち 

くる 程の 子に 髮を嫁 結って やり . 

生醉も 顔の 赤い はこ はくな し 

かたき をば からり f  J ろり とつけ ねら ひ 

くどかれて 叉 すらりぬ くしち 手代 

柳多留 七篇抄 


おはぐろの 邪魔 はだ まって た、 かれる 

ふり 袖の 內は さじきの はなに 居り 

鍋い かけ そり やの いたりと はさみ 出し 

おんだされ ま したと 亭主 だいて 來る 

か みとぎ 逃さぬ やうに おさ へつ け 

ほ f  J ろび を 著て 行く 女く るし さう 

祷著 のどう だましても ぬがぬな り 

もし くれ もせう かと 遣 手 罷り出で 

つめ 將棊 工夫が 出来て どれの き やれ 

妹 も ぶら りくと いやな 氣味 

しかられた 所へ うつち やる 花の 枝 

不一 一山 は江戶 のまな こで 見える 所 

心み につめって 見れ ば 無言な り 

足が まがらう とむ すめの 下駄 を かり 

一 三士 


柳 多留七 m 抄 

かう いたします とかけ 取り ほうな 引き 

地下 人 はう でぶ しで 折る かきつ ばた 

ごふく 屋で 色の 黑 いはしよ つて 出る 

いっそ 蚊の く ふ もこら へ る ひき 語り 

火 吹 竹ぐ るみて い 主 を-たいて 出る 

わるものに 成り はじまり は あざ を 付け 

いったの さばか/. \ し いと 内儀 寢る 

かたびらで 來るを 小袖で 待って 居る 

： 三 一町 跡へ つくば ふ 合羽 箱 

生醉 のうしろ 通れば 寄り か 、 り 

又棊 かとくる まって 寢る 草屐取 

ぶ 男の いらざる 年の かくし 事 

けいせいの 灸は にしき へ つかみ 付き 

佐 野の 馬 下馬に 置く 內人 だかり ， 


1 三 八 

角 田 川 我が 思 ふ 子 は， S うなり 

ひなの 酒 みんなの まれて 泣いて 居る 

しん ざう のうきが ともに は 鼠な り 

石塔 を 客 へ 振舞 ふ せ ん がく 寺 

花の 山蔡の ふくれる たびに 散り 

に ゆの びた 腰元" .1 をよ く 合 はせ 

杯 を させば うな づく ひきがたり 

目の さめた 子 を 女？ 3 へ 、 M」 ，つ ける 

けいせいの 夂は のぞく にか 、 はらす 

挨桜 にあき てお たばこ あがり ませ 

:d 戶も のの 生まれ そこな ひ 金 をた め 

だれが 來る もんだ とわ 能ね ぢり合 ひ 

上 へ 足 あけて こたつで しかられる 

み ， づ くの やうな 遣 手の 身 ごしら へ 


(八 篇) 

少し 名の 立つ もうれ しき 若 ざ かり 

女 客て い 主ち そ う に 他出す る 

嫁の 事し うと 身ぶ り をして はなし 

百兩を かける と 首 を ふって 見る 

旦 那 をば 出 し な としゃ れ. る 女き やく 

かし 本屋 無筆な 人に つき 合 はす 

元日 はま だ こ はいから 戶を 明けす 

とくしん を させて 質 星 は繩を かけ 

けいせい にばん 頭の 名 はかた 過ぎる 

あらしの 日 客 さむさう にみ え るな り 

奧家 老 ぐちに 成る 程 さかりな り 

さがす 文、 J んな もの かと ちょっとみせ 

柳 多 八 篇抄 


一 一人 目 は 女房の 傘 を かして 遣り 

不承知な 下女た くわんで くら はせ る 

さ んば そうか ぞへ る 程の 人で み る 

はつ 鰹く とて まだ く はす 

ほれくさらかしにして居る内氣^!^ 

水 桶の 瓜 やうく とと かま へ る 

わら はれる 度に 田舍の 垢がぬ け 

くたびれた やつが 見つける  一 ^塚 

上下 をで つちの た 、 むむ ごい 事 

けいせいの 意地 は 五 町 を 構 ふ な り 

川 どめに てに は を 直す 旅 曰 記 

仲人 は 母の うしろみ-度 々 の i てき 

らん 丸 をい つち をし がる 本能 寺 

書 置 はめつ かり 安い 所へ おき 

一 三 九 


柳多留 八篇抄 

にくらし い 口 だと 前 をよ く あはせ 

大 暦な 咬 ばら ひする 大 がらん 

安 ものの 米う しな ひ はしな のな り 

奧 家老 みんな 娘の 氣で しかり 

かう さし て 行き や れと 破れ 傘 を か し 

田舍道 f ) ほれた やうに 家が あり 

いひ まけた 方から ぶ つて か、 るな り 

花よ めの はう さうよ け は持參 41^ 

出された を 出て 來 たにす る 里の 母 

おはぐろの 口 を ひん もぐ やうに ふき 

人 同じから す 花見の 仲閒 われ 

切れ 文 ははら 一 ぱいな 事 を 書き 

くら はせ てもう 仕 廻 はう と 料理人 

九 ぞく を 皆 海ば たで まよ はせ る 


1 四〇 

持參 41- すわった 所 はう つくしき 

生醉 のっきの めされる 形に 疲る 

川 を P す 女 一 寸づ 、 まくり 

ぬれる 外よ い 智猜の 出ぬ 雨舍り 

上下の ま 、 でう け 取る 子 ほんのう 

通りぬ け 無 川で 通りぬ けが 知れ 

♦ 持 參金買 はぬ むす 子 へ むご い 事 

弟 は江戶 へ 逃 ゆた と須 磨で い ひ 

順 をよ く 死ぬ の を 姑く やしが り 

いさぎよく 療治 を む， 1： ぅ疵 

ゆうべの は くぜつ 今朝のに けんく わなり 

花 S 枝 もって 風雅な た ふれ もの 

雛の 有る. 2： はお ふくろ 氣 がの 、  > り 

慕の 留守 下女もう せん へ 足 を 出し 


熊 坂 も 人 がらで 居ち やか 、5t みとぎ 

茶 を くれと いへば おれ もが 五六 人 

(九 篇) 

けだもの を 一 疋 まぜる くわいら いし 

百 人の 中へ 一 ト聲 ほと、 ざす 

棊を 打って 居る はや かたの 娑婆 塞 ゆ 

はづ かしい 顔へ てつち り もりつける 

名 をい つて 座頭に あ ふが 久しぶり 

， J はさう に 男の 廻す いとぐるま 

いつまでも 娘で 置く のにぎ やか さ 

立 聞き は今來 たやう に 内 へ 人り 

いろめ いた 聲に骨 をる うた ひの 師 

不動 尊ぶ ちわる や- ソに いのられる 

柳 多留九 抄 


七 月の 八 日 ケ -I. 示づ つ うす る 

ふり 袖の 天命 を 知る 吉田町 

ぬしの 無い 刀め かけの 舍弟 なり 

前 九 年 元は 女房の 出 人な り 

木綿 切れ まける と 太刀に 手 を かけ る 

はだか 王ら しく 引け 四つまで すわり 

一 人の を 買 ふと 茅 花の 穗を そろへ 

お 前 が た 本ぶ り だに とじ やま がられ 

座敷ら う 初手 は 遊里に とら はれる 

しかられた 通りに 母 はしかる なり 

たいこもち 前世 は 土手の 狐な り 

うれしがる やつ だと 文で くら はせ る 

提灯で 夜 たかを 見る はむ ごい こと 

御め かけ は 元 民閒に 人となり 

一 四 一 


柳 多 §!： 九篇抄 

物に むだ 口の 無い せん が く 寺 

江戶へ 出て おちく と寐る さらし 寶り 

よめの 禮 町內. 中へ 首が 出る 

元日」 泣く は 七 歳み まんな り 

奧 家老 こけら しいの を 31^ たてられ 

， 〕 ね どり は 尻の か g い を もてあまし 

も ら はれて 店 立 て を く ふけち な ば ん 

色男 じ Q ばんで の ど をし め る や う 

乳 もら ひに 大の 男の むごい 事 

一 日 は 娘 まかせの is 干 

島 田より 金 谷の はう の 御氣が ぜ き 

そり や 出た と 子供の さわぐ 居 酒み せ 

馬子うた に 一 一人 ひれふす 麥の中 

入れ か へ に 行きながら きく ほと 、 ぎす 


- 「 で づ くになる と- 儿は ぶ ら さがり 

まきじたで ようだい をい ふ 外科の ，：1 

大 やしろ 美男に あばたお ッ つける 

め はに けた さうな と、 〕も を かけ 

笑 はせ も 泣か せ もせない くわいら いし 

花嫁 はめ し をかぞ へる やうに 喰 ひ 

のけざまに かむ り を 著た が 惡 勅使 

かくべ つな 顔に て 明ける ぬかぶ くろ 

一 一つと は 男 かぶろ のた ， かれす 

ぬか 味^ をき たながら ぬ は 一 一度め なり 

あだの 有る 子の 母お やのう つくし さ 

梅 ひとつお ち て 鳴き やむ 雨蛙 

勘 常 をた うとう 母 はし そこな ひ 

け いせいに 忍 ひ きられて あはれ なり 

あきらめ がよ すぎて 後家のに くらし さ 


どうしてと 嫁 は 一 一八 を わけてた ベ 

われし らす 鏡に うつる ごぜの 顔 

しう たん を 向う 錢敷 はお そくな き 

うま さう に问 やらに え る 雨 やどり 

乳 もら ひの 夜明け も 近く だますな り 

御く わほうと ほめて 妾の 氣に當 り 

たった 一 歩に 金入れの なん S かの 

夜ッぴ とい 一 歩が 小言 いって ゐる 

かんなく づ おもしろがって 追つ かける 

ぬえ 程に さわ ぐ を き け ば毛蟲 なり 

身に あまる 恩 は 七つのと しに 受け 

大、 ぞくの 身に ある i6 じき か， 」 ひも W 

花に うづ まって やつ f の 高い びき 

夕す 5, みすし りと 俵お とす 音 

柳 多 十 篇抄 


ぉぢぃ が 目み ろと 小刀 やっと 取り 

あ ぢな事 養子 に 嫁 を あてが はす 

はだかの 子お もしろ かってに けるな り 

中の 町 餘日も 無い に 美し さ 

大 三十日 か 5t み 見て 居て しかられる 

みんな 顔 かくすが 嫁の 大笑 ひ 

いちどきに きせる を はたく 供 廻り 

戶を 明けて おや- <- くと 雪の 朝 

(十 篇) 

袴 著た 初心む しゃう に 手 を 入れる 

りっぱなる もの 花嫁の 丸 はだか 

生醉を ふみ 臺 にして 花 を 折り 

死ぬ と 直が すると 畫か きをむ ごい 評 

一 四 一一 一 


柳 多 §s 十篇抄 

本の 年い ひなく とひ ざで おし 

まだ も 有る やうに 金 人 仕舞 ふなり 

下手に うろた へ ると 干 死ぬ 掛り人 

ぬけがらの いくつか 出來る 花の るす 

ぬかぶ くろえ り へ 猶 ると 口 を まゆ 

さり 狀を 書く と人壻 おん 出され 

明 店の 前で 鳥 追 ひ 乳 をの ませ 

來る 程な やつ 親た ちに 用 は 無し 

つぶさ 

草 ざう しおう ば 具に 巾し 上 ゆ 

い -ゥ くら も 25^ せて 吳服店 ほしがらせ 

すて 扶持 はぢ、 むさくな いおび くにん 

山姥 はく ひつく 程の 鹿で なし 

生醉を かついで 通る に はか 雨 

土用 干と なりの よめ はう つくしき 


口と 手とば かり 星 根 舟 さわぐな り 

ちく 生 を 相手に HI 子の いき ど ほり 

生醉 を大戶 上！ b ろと しょって 居る 

出來 たやつ 遠くへ のいて ちゃんと 居る 

中納言 ひよ どり 越 を ふだん 0^ る 

人 閒の貌 でから だは こたつな り 

若との は 馬の ほねから 御たん 生 

親の 氣 になれ と は無现 なし かりやう 

しんかんと ねたば を 合 はす 枕が や 

なまきす の 一 日た えぬ す、 き賣り 

そばの 荷 へ 鉦と たいこ を 置いて くひ 

次の間 ははす に 切り こむ 料理人 

ええ 鳥が とれて 一 一階 かどつ しく 

けいせい は 一 日白き 苦 を もとめ 


初^ かついだ ま  > で 見せて 居る 

女房の 苦 は 花が 暌き 月が さし 

海よりも 田の もの 月が ひんが よし 

日 をえ つて 茶 をのみ に 行く 恥 かし さ 

ぞくな ものば かり 妾 はねだる なり 

宿 近く 草履 を はいた 人に 逢 ひ 

たまさかに けぶり を 立てる 一 人 者 

勞が いはしの びが へ しの 內で やみ 

さか づきで 運の 定まる 大 一 座 

女房の くらう 草木き ばみ 落ち 

ぬりた つて 殿の ひた ひ を もんで 居る 

ふ き 降りに 白衣 黑 衣の にぎやか さ 

しづか さは 晝も 鼠が 一 一つ 三つ 

吳服店 一 一つに きって 人通り 

柳多留 十篇抄 


寐ざ あな るまい と 苦にする 暑い 事 

一 疋の瑩 でく づす 門す、 ごヴ 

一 一度 目に は 娘で 通る わたし 舟 

いつもお 若い と は 後家 へ あてこすり 

歌が るた" い た 男 を 入 れ たがり 

黑 猫-か 居ぬ と 鼠に ひかれさう 

潮風に もまれぬ 先に 小 松 かれ 

かたみ わけ 嫁 人が らを 仕舞 ふ な り 

此の 花 を 折る な だら うと 石碑 見 る 

おめかけ の ひるま は 至極 無口な り 

舟 宿の 女房た たせて 置いて 縫 ひ 

一 ニニ 人來 ると とうくたら りとう 

あいさう が 過ぎて 棧敷を せばめられ 

たいくつの 中 を 流る ， 不一 一の 雪 

一 四 五 


柳多留 十篇抄 

み つ だん へ はな つたら しが 茶 を は、 J び 

おっかない 顔で おや ぢは. fl 手 を 行き 

かみなり は おもねる 公家の 上へ 落ち 

f  J り やど こ へ 御出でと 杖 をと かま へ る 

目が さめて 見れば まだ 書く 長い 文 

帶 刀で 紙く づを ける 見ぐ るし さ 

花よ め はかいく も 尻 はかかぬ なり 

ほえさうな 新 ざう あれ も 一 分な り 

ふ だん 著で 番頭え らい 事 をす る 

錢箱 へがら くくと 五十 いれ 

えびす 講四 五日 ほね をし やぶらせる 

心中の 座敷 一 ト ばん 遣 手ね る 

盜人 にあって 三 井の めし を 喰 ひ 

つみ 艸を遣 手 は 舟へ 呼び集め 


一 六 

女房の ちゑ は 花； 3- に 子 を 付ける 

あんどんへ 遠く 四 五 人 うれの - J り 

母ら しい 人の 尋ねる あら W 帶 

舟 廻し の も 岡 づけ も 土手 へ 出る 

絲を卷 くやう に 花嫁 もち を 喰 ひ 

初體 片身と なり へ なすり 付け 

しんの 團 わんと いはせ て 四つで かけ 

何も 無い さう で 干物 を 燒く匀 ひ 

里の 母 か ゆ 辨慶を 遣 ふ な り 

おそろしき ものの 噴 ひたき 雪の 筌 

足に 毛が 無い とむ す 子 は 女な り 

はふって は 扇子 を ひ ろ ふ 野戀道 

え るぞ とけん けう 藏を みせに 遣り 

提灯が 消え ると かッ さかさ あるき 


木 性に な ると 辻番 いけんす る 

せちから いやつ 藪醫 者に かけ て み る 

窮 3ii にす わって おめ へ さまと いひ 

いけて 置く やつで はない と五兩 とり 

いきなりに ほん 蓮へ ねる ぶった くり 

美し ぃ顏 をく づ して 子 を あいし 

納まって から 竹光 を さし はじめ 

上下 をぬ ぐと 無常 は戀 になり 

名 の る內馬 はしば らく いきをつき 

よし 町で ふかく 合 はせ た 前 を あけ 

おく 家老 そり 撟を這 ふむ ご いこと 

高い よと 初手に おどかす 初鏗 

左大臣 凡慮の およぶ 惡 でな し 

やうく で 屁の やうな 茶を宪 くれ 

柳 多留十  一 m 


後家 あまりき れ いな 口 をき き 過し 

やう だい を 十分き くと ひざ を 立て 

ゆるし やと 火馐で 話す 御 新 ざう 

E- 斐の m を 越後の 鎌で かりたが り 

(十 一 篇) 

よべ ば蜘 行けば 風に て 手に お へ す 

小 言 いふ 內に なくなる 春の 雪 

俄雨 かけられる だけ かけるな り 

も ろ 白髪 ま で圍 はれの 不 はたらき 

ちん ほう を 槍 刺股の 中で 出し 

手と 足の よ？ 程 長い 鏡と ぎ 

きっとし た 顔で ふ ん どし 嫌 ひな り 

r  ,1:.、 が 色い とし 男が 五六 人 

一 七 


柳 多留十 一 篇抄 

けいせいに うめられて 居る 總 仕舞 

きせるに て 届かぬ と 妾 人 をよ び 

見る 人の ない が 紅葉の 名所な り 

馬の 跡 足 ははね るが しうちな り 

ちかづき にな つ て 熊 谷 首 をと り 

はり ひぢ をして は 辻番と つ て喻ひ 

おはぐろの 邪魔 鼻先へ ちょいと つけ 

葉撄は 呑む 一 式の やから 出る 

のぞかれて 顔 をつ ッ ， J むみ ， だら ひ 

か た い 後家 男 をた て て や ら ぬな り 

智を 持って 生醉 になる 大 三十 日 

をん な 客膳の あ ひだに 本が 出る 

ほれて 居る だけが 女房の 弱みな り 

あいさう にいった を 下女 は 本に する 


1 四 八 

なん ほぢ やとき けば 經の直 は 出来す 

明日 ありと 思 ふ 心です ， は.， T ひ 

外に 能き はかりごと なく 又もみ ぢ 

六鄉 にと やま つ. て 居る はなれ 馬 

朝が へ り だんく. r へ ちかくな り 

かけて 來た ほと に 娘の 川 はなし 

け び や 

あ つがみ を へ が す やうな は假 病な り 

小 ベ ん におき て 女房 は 薬 をし か り 

说ぶ た 度々 引きよ せる の ま ぬ やつ 

おめかけ の 母 は 大きな 願 を か け 

雨 やどり 子の 行けと い ふ 氣の幕 さ 

座敷牢 藥 をのめ に ゆだんせ す 

百兩 はふら ついて 居て とか まらす 

女房 は淨 璃本を ほんに する 


年明けが 一 人 あは、 が 五六 人 

らうが いのむ すめ 行年 十九な り 

我が 内へ 先ヅ こしかける 旅が へり 

古い やつう しろから 來て目 をふさぎ 

女房の 先へば かァ なをと こ 行く 

花の くれ 身に ついて 皆 かう まるれ 

花嫁の 人： H にか ， る 暑い こと 

ゑ ほしで は 手 がらに ならぬ 向う 疵 

ひる ゐ なき 雜言 をき く 朝が へ り 

ゎづ うかな 巧 も 品 川數に 人れ 

何事 か おやぶん かしこまって 居る 

寐 たがって かけとり を 待つ よい 工面 

目が あると 女房に すると ごぜ を ほ め 

， J ろんだ を 安 產の後 はな すなり 

柳 多留十 一 篇杪 


ん； もの にっこり として 喧 ひか、 り 

いた , いて 茶代 をと る は婆ァ なり 

金び やうぶ 生 醉に手 を あてるな り 

山 もぬ く 威勢 をく じく 車 留め 

女 HUE; のりくつ 吉 原み ぢん なり 

番太郞 屠所 の あゆみ を おくるな り 

さ やば かりさして ぐる ./\- しば ら-れ る 

ね ほけ たで 四百 七 人 ほどに 見え 

ぶっかへ りさう にっき や はかし こまり 

へ ど を ふ みく 辨慶は いのるな り 

ほれた やつ 閒 がな す き がな おと づ れ る 

紙く づの たまり はじめは 寶船 

やせこけた 死骸が あると わらび 取り 

かんがへ て 見て はつめ こむ 柳 ごり 

1 四 九 


柳 多 十 一 篇抄 

材木 星つ いて あるいて 空 を 見せ 

やみに あやあって 娘の 門す み 

くわいら いし子 供の 外 はに がわら ひ 

まりも つきあき ると 屋根 へ なけて みる 

うま さう に 煮え る を 見れば 木綿な り 

座敷ら う 大工 を 入れて しめてみ る 

岡 ざき を ひけば そばから 母 かたり 

鄰か ら となり へ 笑 ふ やう じみせ 

かんだ うの 四 五軒 先で 妻 を さり 

どう 悟った かぜん 偕 もた めるな り 

あなどって 嫁の 出て 見る か 、>  みとぎ 

小 兒醫者 さじ を とられて 手 を かさね 

女郞 でも 買 ひなと むこ をば か に す る 

1 一代 目 ものろ ま で へお， の 番をす る 


-ー ： き 

江戶 ツ子に して はと 綱 は ほめ られ る 

生醉も 松のう ちの は 人が よし 

定業で 死んだ も 嫁に なすりつけ 

祌樂堂 なで 切りに する やうに 舞 ひ 

口木 かときいて 上總で わら はれる 

とま を つきぬいて 船頭の び をす る 

御 勝利 は あしの かれ 葉 を 刈る ごとし 

一 一代 目 はっき 星に 門 をた ， かれる 

女房 を なぜ こ はがる と 土手で いひ 

F- 留に f  .> りけ ふ も 山け ふ も 山 

_K^. 百 萬 石 は 白 石め う 手な り 

みな 汗に 出ます とっき や のんで 居る 

吳服屋 は奧へ 行く ほどと しまな り 


(士  ：篇) 

落 武者 は 一 つぶえ り は 七騎落 

菰 かぶりと、 で まん. まも 喰 つた やつ 

手拭 を ふんどしに してつめ をと り 

つ ッ ぶす と 新 ま 音 も 沙汰 もな し 

尊 氏 はとは うづ もな くに けて 一， はき 

りんじう を 嫁 こ はがって しかられる 

はなやかな めんぷく を 著る 輕 井澤 

さか づき をまん 中へ よめ さしてに ゆ 

かりた 子 をり きんだ 顔に して か へ し 

ふんどし を ぜひな くしめ る 暑い 事 

振舞で 行く の はちよ きに かしこまり 

上 下 で 大きな 金 を 切りに 來 る 

柳多留 十二 篇抄 


出 をるな とい へ ば 跡から 出 やるな よ 

若且那 さまと 書いた を 下女お とし 

目 を ふいて 杉 本 左 兵 衞 めし にっき 

棧 敷から 首の ありた け 下女のば し 

金と いふ もの はと 嫁 をむ ごくす る 

去った 跡 綿入れ ものの 仕立て かけ 

淺葱 うら 手 を こまぬ いて 待って 居る 

しゃう ぎ をば 一 一番 まけて は 金 を かり 

引合 はす 嫁 何と やらい ひ はい ひ 

舟 宿の f  し 張り 見れば むしん 文 

萬 歳 は 舞 ひ を さ め る と不 人相 

足が るの 仁王に か はる 花の 山 

な ま なかに片目y^んると 無藝な り 

いさぎよく 療治 を賴む 向う 疵 

一 五 一 


柳多留 十三 篇 十四 爲抄 . 

けん ふう もた 、" つき 合 へ ば 殊勝な り 

袖の 下 やらぬ とば/ ァ 長座す る 

やう/ \- と 袖 口を出る 嫁の みゃく 

百斷 すうちば けもの は恃 つて ゐる 

小 ざ むら ひ 拉んで たれて 叱られる 

ゎづ うかな 戀 をして 來る やう じ： W 

(十三 篇) 

倾城 はなら ひもせ すに 書きく づし 

年輩な はう へ 花よ めさして にけ 

鍋い かけ 子に きん 玉 を 見つけられ 

しばらく は 顔 をた すける 綿ば うし 

どう, 0 'ら かう やら どら ものに 母 はする 

うなぎや はむ ごいと いふと はら を 立て 


一 五 二 

いい 露 本のい びき を かいて 寐る 

こ はがって 娘 半分な びくな り . 

かきつ ばた 今ぬ すまれた 水の 色 

はなれ 牛ぶ ら /\ 行って と らま へ る 

前 だれ は 物の いひよ き 姿な り 

ぬす 人の たけ A 、しき はは かま 著る 

死んだ かと 思 へばう せる 大 三十日 

おきつ ねに たと ひ 化けても 高が しれ 

書 置 を 見れば 不孝 も 知つ て 居る 

すっと 差し 上 ゆて 拾った ふみをみ せ 

(十四 篇) 

下女 を さし 置いて 娘に 茶 を 出させ 

方々 へ 無沙汰 だらけで 母に なり 


羽衣 をうた ひ 切る のに 女 郞來す 

兩服 くわつ と ひらいて 親父 まち 

ど つ ち らが利 巧 か 土手で 別れたり 

お め かけ を そしり 座頭で くちはて る 

人 をく み 出す と 井戶が へ 仕舞な り 

女房と 相談 をして 妻 を 去り 

りちぎ まッ ぱぅ なつら にて 豐後節 

理に 勝って 女房 あへ なく くら はされ 

供べ やに 何疋ゐ ると 料理人 

母 一 人 古い やく 者の ひいきす る. 

ふんべ つが 出る と 女に いやがられ 

どろば う もしば つ て 置けば はなしす る 

一 兩を つまんで 見せて しま ふなり 

すみ ッ こで ちッ よこり 出來る 母の 文 

柳 多 §S 十四 篇抄 


凡人の 夜具と は 見えぬ 三つぶ とん 

こじつけた 侍の 出る 松の 內 

五百兩 わたす と 首 をな でて 見る 

1 人^^^味喈は買へ ども 音 はせ す 

讀んで 遣る 文 は 時々 くら はせ る 

むねん さはめ くさり 金 を かりに 行く 

から  <傘 をな さけ まじりに 高く 賫り 

牛の 角 もぐと 女が 一 一人 出來 

ふけば とぶ やうな 婆ァと 仲人い ひ 

金 を 貰 ふに つ き 嫁が ついて 來る 

占って 赏 ひに あは ， 亭主 來る 

つらい こ と 花筵の 上 で 四つ を 聞き 

白 ッ ほく 田うる に 嫁の 目立つな り 

格子から 話し て 居る は 無い のな り 

. U 三 


柳多留 十五 篇抄 

(十五 篇) 

つら 中へ ごぜの 子 乳 を あてが はれ 

借りて 來て てう もく を 嫁 指南 

こ はい 顔した とて 高が 女房な り 

日の 永 さやつ と 寂滅る らくな り 

三み せんの 千ち やう も はる 猫 を くれ 

江 戶に居 やよ とお ふくろ 未練な り 

ふり 袖 も 著 あきて からの 病な り 

一 のとみ 何虚 かの ものが 取り はとり 

氣 なしに ごお ん ごんと つく をし い 事 

十九 文 ほど ももて ないき やらの 下駄 

土俵 人 負ける けしき は 見えぬな り 

い. ャ 〕 と をき かぬ 生醉 木から 落ち 


一 ガ： m 

近所から 來 たと は 見えぬ 白拍子 

おれが 目 をね むったら ばと 名句な り 

とりまぜた 化ケ ものの 出る ししん^ 

女 敵 はう つ 方が にくて いなつら 

そのつ み 許りで お 七 はにく まれろ 

お 軍の 總大將 は朝寐 なり 

年禮を 一 けん ふやす 俄雨 

うき 世 をの がれ 豆腐 やの せわになり 

n 本 橋 かつ 手に 足の むくと f  〕 ろ 

ぶちまけて 寂しく かへ る 四つ 手 かご 

去られる の だに 坊 もい >  ；く 

人 さまが 來る とま 、 子 を！： へ 人れ る 

か ら榑を みんな お ろす と 馬に なり 

行く 時に 小道に 寄って いしゃに なり 


あざ を ま じ ，/\ 見る と 嫁き え たが り 

かくし 引出し を 明け 母 ざよ つと する 

よめの 屁 を 聞いた もの は 長者になる 

客 ぶん を やめねば ならぬ はらに なり 

けいせい を にば かり 行く けちな やつ 

ふた ァり がす ッ くと 立つ とよめ はに け 

とぎたての 鏡つ れの貌 をみ る 

猎牙 にの りた さう 小 松 そ なれて る 

美し さやれ ありよう くれ こりょう くれ 

• よしの 山む だ 花の 唆く 四十 年 

くわ ッく とい ふと 帝 は出來 上り 

(十六 篇) 

蠅 はに ゆた のに しづかに 手 を ひらき 

柳多留 十，； ハ篇抄 


おやぶん は 大きな すて子 ひろ ふなり 

一 三 一年 しら ァん貌 で ほれて 居る 

いい ものと いふと なくなる 春の 雪 

よし 原と いって 出る の は 正 洞 寺 

あいさう に領城 やけどさせる なり 

さいせん を 身 ごしら へ して 女な ゆ 

， J はれない もの は 御 川の あたまな り 

ざ ふきんの 白い をお ゃぢ はいて 居る 

ほたもちをこは-.^,\-上戶 一 つく ひ 

くどき そ びれ てかん ざし を 借りて かき 

むらさき やゆる./ \ そめる 女 もの 

是れ にして おきやれ と 母 も 迷 ふなり 

くらいばん うぬが こわいろ 通るな り 

前 をよ く 合 はせ すかね ィ生醉 め 

一 S 


柳多留 十七 篇抄 

かう はかって はと いもうり 三つの せ 

夜 も あは 、 晝も あは ， と あら 世帶 

すっぱりと 直り ましたと 鼻が 落ち 

かんだ うの 内江戶 中の 湯に 這 入り 

けちな 名歌 を 大靈の 中で よみ 

金太郞 わるく そだつと 鬼に なり 

義の つよい やつに かきつ て錢 がな し 

居る もごう はら 歸れ ばねからの 損 

いかけやの 聲 W よいの を 女房よ び 

にくさう に. 1^ り や つたなう としう とい ひ 

母お や はむ す 子のう そ をた してやり 

1 一つ 三つい びき を かくと 御慶な り 

へ を ひ つ たより 氣の毒 はおな らな り 

井戸端と 一 一階の 窗 といつ か出来 


,  一 ハ 

(十七 篇) . 

吉 原で ふられた 人の 名の 高さ 

嫁の 出る まで は， まだる い 歌が る た 

子 心に はやくね たがる たから 船 

や つ たく わし 禿 ど こで かへ つて 來る 

まじ ィり まじりと いま. しい 初會 

三み せん を ひいて さみしい しら ゆい 者 

花 を 見て さ へ や はらがぬ おく 家老 

三文が 程 は を どり 子む すめな り 

迷 ふまい もの かひつし と拉ん でる 

なみだより 外に はち ゑの 出ぬ 男 

心中 も 男の 方 はかり だらけ 

借金 は 春 永に して 禮に來 る 


商賣を ほんと に ほれて やかましい 

さあ，/ \ "ど、 フ だえ  'とい ふところへ 卿 

去狀 の そば を こ ろけ る 火 吹 什 

一 一 一年の 戀が さめる とりえん なり 

ゑ ち ！.  3 の 謙 信 か け 直な しのい くさ 

心中の 座敷 を かぶろ かけぬける 

に ゆた 朝まづ しづかに さく 

祭の 子 わらって 通る 内の まへ 

し ん ざう は 後家に な る 氣で請 出さ れ 

出す まじき 所で 淺葱 武士 を 出し 

若 後家 はごう はらさう に 孫 を だき 

しょうもん を やいて 检校緣 をく み 

あんかう は 口び るば かりの、 〕 る なり 

耳 だぶ の ち ひさ いやつ がつ かにな り 

柳多留 十七 篇抄 


又 文 かそ こらへ おけと ひかる 君 

つき出し とみ えてつ くねた やうに 坐し 

くつ 音". J,- するとせ 正うな り 3? し 

さじ かゆん 素人目に は 惜しい やう 

百兩 はし まひ 見せろ と 初が つ を 

不一 一山が ぉッば だぬ. ぐと 九十 川 

ゆいのうに 達せ. さるの がさる だ彥 

しょさの 内と りて 四 五 人 てれて 居る 

うらら か さしきりに錢1^^ ほしくな り 

三會目 そこい つめたき 帶を とき 

ひろけ ると ひつく りか へ る 傘 を かし 

遠目が ねち かい 一 一階のう へ を 見る 

瓜ば たけ わるい はな をの 切れ 所 

一 五 七 


柳多留 十八 篇抄 

(十八 篇) 

寐て よんだ ふみまん 中で おきあがり 

ち ひさ 刀で も 大きな 事が 出來 

たれる うち ごぜ 大道に あけら， J ん 

小便所 めん ほく もない 人に あ ひ 

：! 上に したが ひます る 惚れた やつ 

きた ァ ねえ 顏で關 とり かしこまり 

身 をな けた 上 を やかたで 三ン さがり 

百 雨へ 三步 がきす S つけ はじめ 

すねた 子 を かべ から やっと ひつべ がし 

三 河から 古風な しゃれ をい ひに 來る 

すけん ぶつ： とれて 居る と あ ゆられ る 

かしが ある さう で 御慶 を ざつに うけ 


1 五八 

つめられる たんびに 娘 そだつな り 

女に はさて たのもしい 男な り 

しう と 婆 死に さう にして よしに する 

三つぶ とん 柔 かにして 齒 にたた す 

遠くから くどく を れ ばば かなもの 

後家の しち 男 ものから 置き はじめ 

うれのこり つれの あるの がちから なり 

かたみわけ 貰 ふ氣で 下女 やたら 泣き 

辻 番と思 へ ば うなぎやいて 居る 

政む ね は 六 月見 て もさむ いなり 

こじつけの みかど を 船へ のせて に ゆ 

けいせいの たんすなん ぞが あり はあり 

へ んな 事始皇 ちんぷん かんきら ひ 

居つ 、w け は 白た へ さまの 御 客な り 


ちとたら ぬ 男に ふみをた のむな り 

大的を f 】 そぐ つて 居る 小 ざ むら ひ 

(十九 篇) 

雪の 供 こいつが なんの しゃれ だら う 

せんがく じ 他宗 もみん な 引受ける 

口す ぎになる と は 見 え ぬ 出合 茶 星 

平家 物が たり 大 めしく ひが 書き 

中な ほりす ると 女の ， 】 ゑ になり 

犬に 炎す ゑる とね， 〕 にばけ るな り 

間男 をせ ぬ は 手前の 妻ば かり 

歌が るた 女の 中 へ まけに 出る 

い や な らば いいに 若 後家 いけんす る 

し、 「とめ S 木ぶ く 嫁 は 4- 九な り 

柳 多 十九 篱抄 


孫が 出來 たらく ひさうな おば、 さま 

むみ やうえん 聞きに か へ つ てし かられる 

じ やう-たんの やうに たんす や をう ち 

ふいち やう 

子に しかられた 吹聽 をして あるき 

おもしろく なくして かへ る國 家老 

しぶがき は 大地 へ どうと ぶ つつけ る 

もちや そび に 四五疋 のこす どぢ やう 汁 

白鳥 はさび しい； TO- をに ぎ はせ る 

笑った をね めく 通る 御 りっしん 

三の いとち り/ \ く とどつ か 行き 

三會 めきう の 跡な ど いじらせる 

西 行と 五重の塔 を ほしかため 

大きに や はらいで 茶 を やたらに のみ 

白くなる ものと は 見えぬ あら ひ髮 

一 If: 九 


柳多留 二十 篤抄 

むこ じつは 日本の 地 利 も 知って 居る 

立って 居て 座頭の ぬれる 俄雨 

三み せんと 貌 をのけ ると すたり^ 

御綠 日 もので 物干 唤 きみ だ れ 

ひからび てす ッ ほりぬけ る機艸 

ま ゝ 母とDB^んて泣く子に いつも 勝ち 

なん ぞ 家名 も あらう のに 見 倒し 屋 

男た る 者の もと .V り 切る 所 

三 * だけ 格別いたい つめり やう 

金が なくなって 女郞： 1 いけんされ 

すゐ りゃうで 向う さじきの もら ひ 泣き 

ほれぐすり 傳に いはく は 何事 ぞ 

(一 不篇) 


一 六 〇 

先祖 代々 うれ 殘る石 どうろ 

やきながら 女 のた ベる かんろ！^ 

さりぬ ベ きけ い せ い は 皆 下戶が 取り 

ほめられて 此の世に たッ た 十九 年 

い ひま く られて だ ァ まつ て 朝が へ り 

つれぐ の 外に ま ゐらせ 候 も 書き 

さ いづち はちう をた ， いて 直 をつ ける 

くひたい ものに ふし をつ け 子 はうた ひ 

まだ 跡に こり やと 四 五雨 港ぎ 3- せ 

しッ かりとた のむ でもな し兩無 え んま 

て へ くと いひな がらの るに はか 武士 

わら ぢく ひまで はのう いん 氣 がっかす 

ふられた と 亭主せ つない 申し わけ 

雨 やどりまで はぶ， 〕 つな をと こなり 


うら 、 かさ 榮 花の ゆめもう りに 來る 

內も ， で ちらり/ \. 'とわな を かけ 

あ ， ほしいな ァ百兩 に 人だかり 

栴 玉の そろばん 一 一十 五け た あり 

(二十 一驚) 

やつ さすに ぬれ 事 をす る 新 五郎 

町 のにく まれ ものが あつ 湯 す き 

すう わりが 三 歩 どたり が 一 分な り 

嫁の 禮 男の児る はか ほば かり 

下女の はら 心當 りが 一 一三 人 

九十 九 はえら み 一 首 はかん が へ る 

いきか はり 死に か はり 出る 下手 役者 

我が ものにして はつひえ な 女房な り 

柳 多ぎ 一十 一 篇 二十 Is 抄 


もう 後家 もやめ ねばならぬ はらに なり 

ふもん ほん 半 ぶんごろ でよ こへ きれ 

能 い 妹 も つ て ちゃら くら 武士に なり 

かたみと て 見れば 小判 も 哀れな り 

らうが いの 母 は 近所の どら を ほめ 

なんだ 石碑 かと 一 つもよ めぬな り 

いぼ ケ わん  とこ 

疣の 願な ほ出來 さうな 所に かけ 

(一 一士 ー篇) 


大 わ ら ひ 嫁關と りと おないどし 

かるぐ と 赤子 を だ いてし か られ る 


はらさん ざ 見て 供に 嗤 一る 遠目が ね 

せ 5 じん 

小人に 店 をお はれる そどくの 師 

さよ ごろ も！ 


柳多留 二十 三篇抄 

手 S ひらで 琴 をお さ へ る ほと ， ぎす 

こ、 いらへ すわり ませう と：； 者氣 舞 

あ み 笠 を 笑顔で か ぶ る 柳ば し 

字ぁまりの家名を付ける！^^丁町 

病人 を とりよせて 見る はやり 醫者 

うざう が 出る とむ ざう 來る 下，^ が 部屋 

孝行の したい 時分に 親 はなし 

みんな なくなす と 意見の してが なし 

一 ね 入りしても やっぱり 錢の音 

小便 を 四 卜 七 人せ すに 2iS る 

そ- ) 爰を おさ へ て をん な 馬に のり 

鈴蟲 は 御寐閒 寂しく 夜 を ふかし 

つりがね はう そだが 雨 は 本に ふり 

盆 棚 は みんな はたけの 月たら す 


一 六 二 

天井へ つかへ てまが るか ゆ ほふし 

十华は 蝶よ 九 年 は 花よ なり 

新 世帶た 、みのうへ でみ そ を IS り 

ちん 客 を 一 ん ねかして どっか 行き 

正夢の ごとくに はなす ふて ヱ やつ 

上-卜と 禅竝 ぶいい てんき 

ち tr める とさり 狀 ほどな 初の ふみ 

八 九 人 ど ろ く  /、 と 雨 や ど り 

持參  <浪 せいが 半分 高い なり 

け いせい は 三人 あと は 遊女な り 

(一 不三き 

うしろから 鋭の 貌へ笑 ひかけ 

いく. ちな き 一 一人でめ しゃ 粥 を 焚き 


女房へ せい 目で 居る 大 あばた 

法師 武者 其の 夜ぶ たれた やうに 寐る 

逋ら ねばならぬ ところに 秀 居る 

ぬす 人に 飛び入りの ある 巿ー 一日 

上る 

夜 見れば 目ば かり あるく からす 猫 

丧 伽と はねつ， 〕 り とした うそをつき 

つき 花 も その 內 にある 一 ト かまへ 

うま さう に 喻ふを 見て 居る 雨 やどり 

おも ひ 出 こて は シテヮ ヰの さしで 口 

、 一 じ 付けの さむら ひの 出る 松の内 

後家の 髮 此の世で 遣 ふ ほど は 置き 

天と地の つつか ひになる 不一 一の 山 

あいさ 5 の わる い 石碑み- 禪は 建て 

氣に 入った のに 樟腦 をたん と 入れ 

柳多留 二十 三篇抄 


やっとい ふうち はの 下に 一 一王 立ち 

なけなし S 一  分つ かって ひまに なり 

返答 はどう だとい へば 春の 事 

力たり てのお もしろ がるで ききてな し 

たね 柹の 助言 をい つて 一つく ひ 

迷子に 鈿の くだける ころに あ ひ 

御め かけに 出す を ま  > 母 恩に きせ 

かんしんに いぢの 惡 いは 屁 を かがせ 

力 た (- \ とふる へ ながら も ip! し ザ り 

生醉 を 勝手で 嫁 は を かしがり 

巾 し 子 は 夢ば かりで も出來 ぬな り 

をたい 力な ぁッ たら 息子り ちぎな り 

へ んて つもな くぢ いさまと 火缝 なり 

上 、ノ ざう り 客が はいて はし づ かなり 

1 -; ハ 三 


柳多留 二十 三篇抄 

猫の 戀ぶ たれる 時が わかれな り 

一 生に 一 度 我が 顔 見ち がへ る 

だまされる たびに 母お やち ゑが 出る 

よし 原の つぶれた 夢 を 母 は 見る 

一 人 もの 死ぬ と ぬかみそまで さがし 

歸 りに は 宿な しになる 筏の り 

外科の 箱 小 ぞうなん だかな めた がり 

やすひで をめ がける けちな 歌が るた 

文盲な 孔子 手く せがわ る いなり 

夢ば かりなる かま くらに 一 三 一年 

ちん まりと すわる と女郞 け びるな り 

目 も 鼻 もな く 橫に寐 る ふて H やつ 

死に かねる ふとんの 下に 二三 兩 . 

どう 工夫しても 時計の わが あまり 


1 六 四 

や が て 死 に ますと 姑 女 し れ た 事 

もち 米 を けんゆうむ しゃり/ \ かみ 

嬈き 筆の 先づ ぶつ 付け は 玉津島 


I 柳 多留抄 終 


誰 

6 白 

武 

玉 


抄 

V. _ ノ 


誹諧 武玉川 序 

抑 我が家の 誹諧 は、 神風 や 伊勢 の 荒木 田 守武、 天文の 

比 連綿の ー卷 をな してよ リ、 J§ 山 崎の 宗鑑、 洛の松 永 良 

德 時代 同じう して、 此の 道の 式目 を 沙汰し 定めて、 II ま 

すます 風流 盛んにな リぬ C  0 一 、 立朮、 重賴、 西武な ど 

都の 手 振と もてなし 侍る、 安原 貞室、 乾 貞恕、 花の もと 

を 相承して、 是れ より 都鄙の 雞諧應 永の 連歌に 加へ たリ。 

江 都に ナ， 一札、 德元、 堺に慶 友、 難 波に ま 因、 連歌の 家 を 

出で、 古風の 姿 惊を勘 破し、 天地の 閒 に獨步 す" その 比 

f に 齊く宗 因 風して 一儀に わた リぬ。 門人 西 鶴、 .m 平兩 

翼と して- その 鐵塔 を據 げり。 後 大坂談 林と 號す。 燕 都 

の 松 意 此の 翁 をむ かへ て、 江 戶談林 を 造 立し、 十 員 を 

なす。 此の 時 稱都鄢 一統して 風儀 談林を 出で ず。 洛の高 

政、 江戶談 林に 對 して 總本 寺の 名 ぁリ、 是 れょリ 誹諧 亂 

れ そめて、 漢字 を 拾 ひ 詩の 如く 作リ なし、 义は 文字 餘リ 

等、 已を 立て 新 製に； リ しかば >  此の 時談 林の 作者、 

武王 川.！ i 


廢 して 正風 世に 行 はる k 時と なリ ぬ。 A 德 老後の 門人 北 

村 拾德軒 季吟、 その 門 芭蕉 翁 桃靑， 初めて 貫 之、 § の 

本條を さとし、 李 伯、 杜子 美が 骨髓を 得られて ょリ、 此 

の 道の 正風に 眼 を 開いて、 鉢 IS い 中與の 開祖 とな リ. 正 

風の 翁と 世舉 つて 稱し 伶る。 門 中 其お、 嵐 雪 を 始めと し 

て、 京都に 名高く、 村 鄙に しらる. -人 幾許た リ。 往時 元 

綠の 昔よ リ、 今に 至って 世に 行 はる. - 所の 誹諧、 此の 翁 

の 風情 を 出で ず。 され ども 他う っリ人 かはリ て、 年々 の 

變化 なきに しも あらず。 晉 子 雪中の 後、 水 閒沾德 花 美の 

風流 を 聞き そめて、 ^上 一 判の _1 と、 光彩 門戸に いた リ 

ぬ。 績 いて 沾洲 道に 名 を 鳴らし、 今兩 側の 門人 立ち 竝び 

て、 おのれ を はげみ、 道の 謦 罔 をな す、 誹諧 訢！！ に 盛ん 

たリ。 中に も 江府は その 湊 として、 萬 船 此の 地 を さして 

人れば、 遠 境 村里 江 都の 風流に たが はず C 點を 以て 流行 

を！ g むる 事 明 、りかな リ。 されば 日々 愚 判の 卷々、 秀逸と 

する 句 々書き留め 置き 侍る を、 此の度 書肆の 需め に應じ 

て. - 梓に 行 ひ 侍る。 右 付合の 句々 その 前 句 を 添へ 侍る ベ 

一 六 七 


き 所 を、 事繁 ければ これ を す。 見る 人心に 計リ て. 5? らる 

ベ きに や。 また 風情 さの み轉ぜ ずして、 點 位の わかちある 

事 は、 三 句の わた リ 或は 付合の 膨る所 粉 骨 成る を 以て、 

その 程々 を 分ち 侍る のみな リ。 只 道の 盛り さかんに、 玉 

川の 水 筋 千々 に 速な リて、 萬 客の 朱 Is^ を 潤す が 如くなら 

んと、 ri: して 武玉 川と しか 巾し 侍る。 

東 武誹林 四時 庵 紀逸撰 


誹諧 武玉川 (抄) 

(初 篇) 

四 谷から 目 黑の閒 を 歌枕 

入り もせぬ 聲の 能くなる 寒念佛 

低く 言 ひ 高く 笑 ふ は おもしろき 

恥 かしい 目に 島臺 を 能く 覺 え 

夜 討の 跡に けいせいの 帶 

峠の 宿の 淺ぃ居 風呂 

能い 頃 を 鶉の 起す 草枕 

千鳥 をば 鷺 にして置く 遠め がね 

ひ よんな 字 を il うて 家内に 疑 はれ 

泥の つく 物と は 見えぬ 御所車 

武玉川 初篇抄 


三下り ころせく と 人通り 

小松曳 あぶない 所で 手 を 握り 

氣違を 見に 物干が 込む 

主從が 裸に されて 雉子の 聲 

長刀で 腰元 ぐ る み 弟子に 取る 

砂糖の やうな 京へ 綠組 

意見の 惻を 通る ぬき 足 

弘法の 惜しい 事に は 細工 過ぎ 

うそつきに 來た 傾城 は 寄り 掛り 

無现 なま くらで 大 坂へ 著く 

當て させ て 心 の う ごく 祷腰 

萵 尾が 出來 て よ み 寶 りが 出 る 

子守の もたれ か 、 る 裏門 

拍子に 乘 つて 長 崎の； i 

一 六 九 


武玉川 第二 篇杪 

錢金 の お もし ろく 减る旅 衣 

少 しづ /灯の ふとくなる 新枕 

子の 手 を いて 姿 崩れる 

死んだ 妾に 繪師の 骨折 

吉 原の 星 根 かと 聞いて 仲び 上り 

祌 無月 佛の 御代に なりに けり 

臺 所から 影 ほしに 惚れ 

日本 の^は 風 ほどに 明く 

婉を さす つ て现 煮て 居る 

うき 粜の ためにち びくお み 習 ひ 

惚れた と は 短い 事の-言 ひにくき 

死んだ 家老に しからる 、ゆめ 

一 ー百ト 01 の 屋根に 浪人 

あまって 足らぬ 女房の 智慧 


1 七 〇 

當座 かれの 顔へ 風呂敷 

心に 無 现の殘 る 道心 

よい 男來る 分散の 禮 

玉手箱し まふ 時には 皺 だらけ 

倾 城に 笑 はれに 行く 主 思 ひ 

鼻 を 大事に せいと 遺言 

松明の 手許で もえる 山 かづ ら 

無 ぃ齒を 鳴らす 百日 の 行 

眞 向な 顔の 多い 人 舟 

(第 一 一 篇) 

切 質 は 金の なくなる 始めな り 

似ぬ 顔 を 産んで 我が身 も 疑 はれ 

婆々 が 死んで 中垣が とれ 


ガんこ 鳥 江戶の 暑さ はしらぬ なり 

夫婦喧嘩の 外で 小便 

早乙女の 笠 は 裏 か ら ：11 が あたり 

狩 衣 は 茶を吞 むた びに 腕 まくり 

肩 へ かける と活 きる 手ぬ ぐ ひ 

賫家 を鄰に 持って 寂しがり 

精進 落に 大刺を 見る 

死ねば 煙で は ひるよ しはら 

朝顔に 追 立てら る 、 さしむ かひ 

苻 中へ しれる 猫の 腹 立 

死んだ 和 尙を譽 める とうふ 屋 

送り火 は 他人の 手に て 燃え 上り 

戀 しい， 時 は 猫 を 抱き 上け 

朝顔く らく 馬の 髮結ふ 

武玉川 第二  抄 


憎い 女を譽 める 薙刀 

きり，^ す 踊の 足 を閒違 はせ 

損 もな く 遊んで 歩行く 屋形舟 

棒の 中 行く 外科の 提灯 

疱瘡の 後に 仲人の 寄り付かす 

山伏の なぶられて 越す 日 高 川 

座頭の 下駄の 知れぬ 五月雨 

！ 日 をき れいに 歩行く 藁 草履 

默 鱧の 中 を 流る 、割下 水 

元 結の 入らぬ 女と なりに けり 

身 を さまぐ に ひねる 霜觯 

泉水 を 提灯で 見る いとま 乞 ひ 

手代まで 蚊を疵 にして 內に寐 す 

日本の 金のう ごく 晴天 

一 七 一 


武玉 m 第一 I 简抄 

又 一 度 十六 七で 人見知り 

しゃほんの 玉の 門 を 出て 行く 

金の 減った もしら で 本 服 

夜 はしらぐ と 生き 殘る 下戶 

あばら 星の た うとう 松に 寄り 懸り 

よい をと こ 悪い 男に 逃け かくれ 

裸で歩行く海士の貰ひ5^^ 

來 ると 鸚鵡の 日本 物言 ひ 

戶へ とりつくと 地震 ゆり 止む 

寄り合って 解く 牛 若の 帶 

互に 笑 ふそ も/ \ の 文 

人 を 呼ぶ 鈿に 我が 子 を 膝へ 上 ゆ 

天下に 知られた 愚 瘦な吉 原 

年 明きの 心に し づむ燈 籠の 火 


一七 一一 

記 S の 琴に な み だ か き 交 ぜ 

五月雨に 希の 顔 を a 忘れる 

口のう ちで ； 一一 「r ふ 念 佛 がほんの 事 

卜 月の 馥 のか 、 る 木 願 寺 

旅 だち の あとの 座敷へ 日が 常り 

提灯が 消える と 直に 突き あたり 

抱きつく まで. か戀の 道行 

さ く らを 浴び る 馬の 橫面 

寂し さは 火撻 やぐらの ゆるくなる 

鳥屋 S 見 世の くらい 年 越 

鬼と 言 はる 、 後家の 革 足袋 

ひとりで 飯のに える かみなり 

五茴 村す く ふ 主 の ある 池 

大僭£ も 材木 を 問 ふ 


子の 扱 ひの 下手な 連歌師 

名代の 狐 白い 傲喻 らふ 

是れ きりの 布 子 著て 買 ふはつ 經 

(第 三 篇) 

牡丹 を 人れ て かしこまる 駕籠 

さられた 足で 早乙女に 出る 

みんな 寐た 夢の 上 行く 面白さ 

雪隱を 借りた 所で ほと、 ぎす 

眼の 下の 物 を 見くびる 康づ くり 

內 侍と い へ ば 聞 勿、,， i がす る 

泣く 子 をば 乳母に 預け て 立 姿 

文盲な 駕は寐 て 行く か .,>  み 山 

赤^ 圃 主の 腹へ 這 人り けり 

武玉 m 第三 篇抄 


寄って か、 つて 憎む 六波羅 

死んで 願 ひの 卟ふ書 置 

物干へ 意の 蹴落す 蟀の聲 

里 盤 t あらゆる 淚 f  〕 ほしけ り 

踊 子の 名と 同じ 若赏 

小姓の 掉で 水門 を，： S る 

暖かな 話して ほく 鉢た、 き 

佛 より 先に 言 はる 、 首踢磨 

三 七になる と 女の 世が すたる 

だかれて 來 たる 鷄の身 振 ひ 

結納に あたりの わるい 若手 代 

物ぐ る ひ 關の淸 水に 聞 惚れて 

W 食寐 て 居る 賫居 ゑ の  P 

焚火に 鹽の 落ちる 腰蔬 

一 七 三 


武玉川 第三 篇抄 

淚の雨 は 殿 を かろし め 

打 たれる 瀧 を にらむ 剛力 

稻妻這 入る 窗に 念佛 

鳴子 引よ その 寶を 守りつ め 

酌が あれば 生で 噴 はれる 春の 海 

なまりぶし 若葉の 中に 哀れな り 

丸 山で 琴 三味 せんに 合 はぬ 

あぶない 義理の 出來る 色男 

一 人づ、 鏡 借り 合 ふ 松が 岡 

大せ！ 1 人 も S を 取る 顔 

蚊が たかる 取り あけ 婆々 の 足の うら 

母 は 半ばに 屄る輕 業 

可愛がられて 今に 浪人 

あぶなく 乘 つて 通る 馬醫者 


一 七 Z 

鼬に 棒を投 ゆる. K 門 

手 を 引いた 女 別れる に はた づ み 

西日の 町に 捨てて ある 人 

よし 原で 翌の佛 の 凄くなる 

鷄の なみだの か ， る 姐 板 

戀に ひかれて 若い かんきん 

傾城の 住 ふ 所に 夜 はなし 

六十 四 州 眠る 元 E 

盛り 上 けられて 動く こんにゃく 

都鳥 若衆の 舟 は 漕ぎお くれ 

雙 六の 賭に 夫の 顔 を 見る 

宵に 寐た 所の 違 ふうき 寐鳥 

紗綾 ちりめんの 中に 杯 

世に出る 乞食 瀧に うたれ る 


勘當 させた 人 も勘當 

かけ 舟 半分 はま だ 夜が 明けす 

男 ひでりの 中に 長刀 

男に 持って 見れば 皆 夢 

(第 四 篇) 

淀 星の 隱居隱 居で はなし 

關 取の 質 は 流れて 怖がられ 

妾が 死んで 鶯も 死ぬ 

銷 くら ゆ 俵， 太 こ. 漆 をく み 

九十 九で 死ぬ る 命 も あはれ なり 

にこり/,, \> と贷 しなく す 人 

御門より は 妾の たなご ゝ ろ 

みどり 子 を 旨く 喰うた る 蚊を辅 へ 

. 武玉川 第 四篇抄 


錢 やれば うしろ 姿 をいた 、.- きて 

一 一 ト餘年 を 琵琶に 乘 せられ 

夕 汲 どもの 順- i 道草 

衣を脫 いで 人に かたるな 

世の中 を 忘れた やうな 幅の 中 

寒さう に 鼠の 舰 くから ゆ 錢 

眠たがる 鷺に 旧植の 笠が 行く 

奢る 妾の 幟 見て 居る 

若 後家の 草臥れて 居る 泉 岳 寺 

しら 鷥は 五位 鷺 よりも 暮れ 殘り 

溜める と は 小判 を 殺す 道理な り 

麥 畑の なほ.， \ 書きに 豆 を 蒔き 

譽 めら る 、 男の 金 はは やく 減り 

ちから-かあつて 下卑た 若殿 

一 七 ff? 


武玉川 第 四篇抄 

千兩 箱に 手 ごた へ はなし 

成人 を すれば 女で 藏が 立つ 

抱き付いて 翌恥 かしき 後 影 

押 詰る ほど 妻の 名言 

むかしの 質 は 人閒を 置く 

手代 は壻 にならん とすら む 

臺所 御の字が つくも 女な り 

何となく 尼になる 日の 心 持 

かう やく 買って 兩肌 をぬ-ぐ 

跡から 櫛 を 拾 ふ 關の戶 

行水 をして 子 を輕く 抱く 

ひとつ 見付けて 氣に懸 る 星 

白む く 著る と沉 む夕榮 

あう む も 鳥に 戾る草 臥 


一 七 六 

女房に した 五本め の 指 

無峯の 女房 もって 極樂 

矢 矧で聲 のか はるう し 若 

布園懸 くれば あまる 山伏 

臺 所から 這 人る 年祌 

牡丹 は 人の 町人で なし 

此の世の 風の か はる 穴藏 

水と 火の 中 を 流る、 白拍子 

拔 いた 火 根で 道を敎 へる 

きれいな 上 をつ まむ 曲水 

江戶見 坂から 見える 貧乏 

具足 も 太刀 も 食 へ ば 食 はる 、 

U 連 宗の聲 は 下卑たり 

美男 一 代す まふ 一 代 


魂がない と 此の世 は 面白し 

思 ひ 出して は 動く シ テツ レ 

肴 を I 貝 ひに 這 入る 吉原 

定木- i なる はよ つ ほどな， <- 

命と 言 ふ 字む ごく 遣 はれ 

鼻く たにな つて 故 鄉へ戾 りけ り 

,13- に 交る 武士の 死 前 

大臂正 二日が あたるな り 

戀の闇 乞食の やうな めに 合うて 

>追 ひ. まくらる ，， 月. と 花 

難 波のう そ は 伊勢 にても 譃 

(第 五 篇) 

師匠の 口  ；3 人に さはら す 

. 武玉川 第五 爲抄 


見送って 15^ れば 燃え る あぶら 皿 

五位と 六 位 は錢も 借り 合 ふ 

立 退いて 京 ほど 怖い 所 はなし 

あは、 フ にな つて 止め る人參 

寒い 茶 椀は兩 手に て 持つ 

M がしい 日 は 病人 も 跨が れ る 

光陰 はやく 親指へ 來る 

若 後家の 寂し い 道 を 知 つ て 居る 

むかしの 袖に 包む 重箱 

高札に 立 寄る 人の 反り返り 

女房 を 持った 晚 から U ー那 なり 

女の はだし 顏を 見ら る ， 

辨慶も 千 人め に は 食に 付き 

親の かたき は 美しい 顔 

一 七 七 


. 武玉川 第五 篇杪 

侍 を 忘る ， 里子 あはれ なり 

浪人の 靜 かに 歩行く 卜 一 一月 

人に 女房と； 3^ せる 口上 

そろ 盤へ 乘 せれば 人 も 怖い 物 

能い 口が あ れば 宗旨が 氣 に 人 らす 

百度 參 りの 細長い かほ 

お ほつ も ごり 

大晦日に 眞の 孝行 

古 あみ 笠へ 癩 がさし 込む 

毒に なり 藥 にもなる す 一 姿 

水の 見舞の 提 ゆて 來る水 

身う ちが： 1 で 三度 去らる ， 

たいこ 持 三味線が 出て 畏まり 

知行に 持って 見たい よし 原 

捨子 見付ける 起きく の 顔 


朝 寐の夜 著で 御 談義 を 聞く 

-2 ざ 世を狹 くお も ふ 大判 

狐の面 ンを 持って 迷子 

三 夫婦あって おもしろい. 2： 

一 一 4> 五 は 年にば かり も 惚れる _ 

妻戀 ふ る 男 鹿 は 物 に 行き 當り 

八 卜 八の 口ば かり 人 

を どり 子が 摺る去 狀の墨 

とりあ ゆ 婆々 の來 ると 大聲 

寺の 衣桁に 後家の づぶ ぬれ 

相談の 楔に 這 人る ふところ 手 

物 思 ふ 命 寂しき 火と り蟲 

料理人 煮立てる 中に 五十 年 

うしろ  かんきん 

後から 見て 長い 看經 


女の 譽 める 女す くな し  一 

婉久は 茶人の 譽 める 物 狂 ひ 5 

灯が 消 え て 六疊 敷を廣 く 寐 る 

玉 川に さへ 毒の ある 人心  ： 

百日紅に 飽きる 順禮  一 

火焰と 不動 別の 風呂敷  ： 

傘で 出る 日 はこ はい 物が なし 

• (第 六 篇) 

總領は 棒の 師匠に 名 を 貰 ひ 

山 雀の 藝も 水から 汲み 習 ひ 一 

どろば うの やうな 男 を 可愛がり； 

赤 猫の をり く 年を算 へ られ 

遠くへ 投 ける 瞽， の赛錢 一 

武玉川 第 六篇抄  一 


銀^寺 金閣寺より 愁が なし 

聞 人が あってお も ふ ほど 泣く 

きり-^ す 都の 土と なりに けり 

命 かぎりの 頰 すり をす る 

肩 をなら ベ る 三十日 朔：； 1 

素人へ 近い 女 郞の顏 寂し 

しらぬ 妾 を 憎む 百姓 

蚊 やから 餘る 剛力の 足 

去る くと 云 ふ も 木の葉の 靑ぃ C 

有 夜中 草鞋 を はかせ 奉り 

水仙 を 供に 持たせて ふり 返り 

江戶へ 使に 出る と 日が くれ 

去られた 町 へ 意地に よめいり 

まだ 顏も 三十 三で 面白き 

一 七 九 


武玉川 第 六篇杪 

胸の 火は晝 より 夜へ 燃えし ざり 

去狀で 元の 從弟 となりに けり 

敦盛も 討た る 、 比が 聲が はり 

十一 一 鋼 主の 頭 を 越えて 行く 

總領の 馬鹿 を 弟で 埋めて 行く 

煩 ひの 時 はやり 手 もちから 草 

きかぬ 處押 肌ぬ ゆば 緋 縮緬 

松が 岡 をと こに 犬の 吼ぇか ， り 

戀 草ゃ覺 悟の 前の 暌き所 

縫 ひながら 額で！ 1- たるい ひな づ け 

伽藍の 雨戶 蹴たり 蹈ん だり 

義之を 習 へ ば 親 は 苦にする 

松 魚の 聲で あが る さみ だ れ 

拭けば また 書く 六 波 羅の壁 


一 八 〇 

江 戶見坂 みんな 世界 は 男の子 

ほたん をつ かむ やうな 胸 ぐら 

一 夜で 笛の 人らぬ 牛 若 

溜息の 向う は 燃える 火 吹 竹 

世の中 を 通り過ぎれば 鹿の 聲 

うき 世 綺を譽 めて そろ./,. -當 てこす り 

氣逯 の見覺 えて 居る 都鳥 

白鷺 も 紅葉の 中は醉 うて 飛ぶ 

九 ト九夜 能い 日和 をば ひし 隱し 

夫婦 揃って 神酒 を 酔に する 

而 白い 字に か はる 年號 

松蟲 S 終に 命 を 鳴きち  > め 

.ー 夜泊り の 乳母に 岡 崎 

正月が 四十 を 越せば 飛んで 來る 


腹. N を 踏み付けて 行く 上草履 

死ぬ 事の いやな 時分に 西 行 忌 

譽 めら れ て 寂しい も W は 女房な り 

丸木橋 ぁぢな 道具に 遣 はれて 

今度の 和尙 大工 半分 

さはれば 痒い 牛 若の 鞘 

四十 か ら鏡 をみ れば 腹が 立 つ 

いさか ひを濡 手で 捌く 池の 坊 

(第 七 篇) 


古手 形 仗に すがりて 來り け り 

酒 吞の耳 を 突きぬ く 錢の聲 

くろ 髮を 切って 出 さ れて 跡し ざ り 

我が 顔に 惚れ て 大 きな 事が 出來 

武玉川 第 七篇抄 


兼 好も鳆 の-?^ じ はな かりけ り 

人壻 はや ぶれ かぶれの 年 忘 

村 中の 智惑 を繁 めて 仲直り 

一 首 名高く 死ぬ るまで 酒 

物い へ ば 人の 顔 見る 飼 ひ 殺し 

落 角 を 拾 へ ば 鹿が 振り返り 

朝顔の 一 夜 指さす 天の河 

突 袖に 人の 姿の 新しき 

知 らざ る を 知ら ざ ると し て 追 ひ 出され 

せり 物にして 仕舞 ふ 妹 

次第に 遠き 金 掘りの 聲 

座頭 を乘 せて うそをつく  子 

なに はの た はけ 伊勢の 大 馬鹿 

日傘の 似合 ふ 乳母 はち ひさき 

一 八 一 


武玉川 第 七篇抄 

雨の 降る 日 は眞の 浪人 

松明で しのび 步 行きし 大昔 

日の あたる 夢 をよ く 見る 氷室 守 

辭 世の てに は 直す 本復 

士 n 原に 生まる 、 とても 男の子 

暑くなる ほど 邪魔になる 婆々 

まじめな 顔 へ 突き付ける 膳 

分散に うっかりと 咬く 冬 牡丹 

祌舆の 機嫌 直る むら 雨 

關 取のう しろ へ 沉む あんま 取り 

氣 強い 女が つくりと 落ち 

北辰の やうに 番頭. K あぐら 

吸 ひ 付けて 出せば さし 合 ふ 人ば かり 

風呂 數づ、 み 胸 合 はぬ 戀 


一八 二 

手の 置き所の 知れぬ 黃檗 

時鳥 鳴いて 芳野は 闇に なり 

大事の 闇へ 唐紙が 明く 

このし ろ 

取れて うき 世に 邪魔な 

肯 直に 賫れて 牙 婆う つぶく 

吸物になる 鶴の 若 死 

時鳥 一 羽々々 に 夜が 詰り 

目藥を 寂しい 所で さして 居る 

寐 f ) ろんで 雨もう まがる 三下り 

帶を やたらに 抱いて 湯 上り 

摘み 上 ゆて 宇治 は 四月 を枯 野原 

子 故の 闇のう へ を 行く 閱 

ぬれてき て 恥に はなら す 一 llwl^ 院 

寄り か 、 るの を 見る やうな 牀柱 


中 ほどに ある 文の 魂 

一 一階の 耳へ いたい 大聲 

まれぐ すり 利く 力，/ \- と 年く ォぬ 

•y 奮 へ 屋敷の さ く ら^? り 力 , り 

煩 ふ 後家のう しろから 口 

ちん まりと 寐る氣 になって 醉 ひが 覺め 

明 六つと 拉 ベて 低い 暮の鐘 

うれし さは 腹の 立つ より 云 ひお とり 

氣 違の 元 を 話せば 哀れな り 

禁 pi をす ると 憎く なる ス 

刺 は 死んで 夫婦と なりに けり 

きれいに しなび 給 ふ 上人 

鉢 かつぎ 落ちての 後 は 沙汰 もな し 

捨鐘を 一 つ は 味に 聞いて 居る 

武玉川 第 七篇抄 


闇の 夜の 使に でっち 死に か ， り 

む ぐら をのせ て 返す 十能 

瘧の夜 著に 顔の ち ひさき 

よける 氣で 居る うた ， ねの 足 

寶 つた 屋敷 を 編 笠で る 

何 所の 磁石 もよ し 原 へ 向く 

はね 付けられて 口笛 を ふく 

大佛 の顏を 見て 居る つむじ 風 

いやと おもへば 重い 振袖 

腹 立の 寐 顔に えて 蠅が 飛び 

ひとり づ 、子の 灵 る黃昏 

うつく しく 夜 を 燃し 合 ふ 排の袴 

(第 八 篇) 

一 八 三 


武玉川 第 八篇抄  一 

座頭の 顔へ 夜が 更けて 來る  ！ 

最 一 夜 も寐て 行く やうな 雪の 帶 

耳 こすり 燒き がね 程に 思 はれて 

一 

死ぬ る 事 心安 さに 思 ひそめ  一 

美しく して かへ す 尼寺 

鎌 倉に ねばる 枕の あらば こそ 

つくぐ と 忍へば 寂し 舰笞 

しら 魚 を 反故に 包めば 薄ぐ もり 

鍵 鏡 寂しい 峙に 拭いて 置く 

腹の 立つ 時大 針に 鏠ふ 

五 月閣互 に 咳の 突き あたり 

寐 たう へ を 深 田の やうに またぎ 越え 一 

視懸船 湯 島の 指の 先 を 行く  一 

梶原は 鎌 倉 殿 を かつをぶ し  < 


一 八 四 

火 を 焚けば 狹 いやうな る 高瀬舟 

時雨る 、 やひ よんな 小 家に 畏まり 

枇杷ば かり 大きな 顔で 唆いて 居る 

呵られ て最ぅ 見苦しい 三十 九 

しら 拍子 にっこり として 調べ 出し 

かな 川 や 海から 上る はやり 歌 

くろ 木寶り 大事に あと を 振り返り 

夏痩の 和 手 は 側に のめく と 

彈き 明され て- £| 鹿な f 监人 

手 を もみく ちゃに したる^ 忍 

1 言 も 云 はで. M: 儀の 勝ちに なり 

櫛が 落ち 前髮が 落ち 泣寐 入り 

うき 寐鳥ひ よんな 所で 目が 覺 める 

前髮を 取っても 殘る 京の 顔 


口笛で 土藏を ありく 松の. 2： 

鶴 折つ て戀し い 方 へ 投 ゆて 見る 

云 ひにくい 事の 云 ひよ い 蚊屋のう ち 

久 しぶ り 互 に 傘 を さ し 上 ゆて 

錢の あるう ち は 聞えぬ 松の 風 

一 J  ， ろに 冬の ちかき 女房 

子を寐 せて また 子み-起す さよ 碓 

闇 をく は へ て 歸る立 聞き 

學 文が 棚へ 上って 聲が はり 

すごく と 時雨れ て 通る 赤 合羽 

ほたん に 飽きる 安 產の牀 

ちらし 書目 を さま A\ に 讀 ん で 行 く 

我が 戀は鄰 の 口 を あぶ ながり 

咳に 妹の しづむ 衝立 

武玉 W 第 八篇抄 


内に 居て 見れば 猫に 夜 を とられ 

生醉の 道が 多くて はかど らす 

天の河 豎 になる ころ 鐘の 聲 

とり 付く 所の ない に 口笛 

百日紅 は 夢の 少將 

言 はれぬ 戀に 日の あたる 顔 

五月の 鐘の I 卞 して 鳴る 

諸行無常 を 雇 はれて 撞く 

笑 つ て 見ても 濟 まぬ 身の上 

八官 町で 譽 める 黑髮 

漏れが とまると 元 の ふたり 寐 

きりん \ す 籠で 死ぬ 氣で 鳴き あかし 

あかぬ 別れの 園 を f ス、 船 

秋 もはやつ めたい 物 を 手に 覺ぇ 

 Ites  — 


武玉川 第 九篇抄 

五月雨ち ひさい 窗に 惚れ 返し 

手へ 押 付ける 闇の 船貨 

藥子 は， 〕 とばす くな にかし こまり 

冬瓜の 花 は 上手に うそをつき 

女形 女房ば かり 年が寄る 

う そ 付か ぬ 日に 年が 寄 る な り 

寐 ， .) ろ ベ ば 起き る刖 ある 物 思 ひ 

腹 立の 袖 ふり 上： t る しら 拍子 

十一 一 一 重の 足の 見た さよ 

(第 九 篇) 

股ぐ らで 寂しく 削る 餅の か び 

骨の ある 物と は 見えぬ 踊の 手 

太刀 持の つまんで ありく 蝶の 羽 


一 八 六 

庭 鳥 は 分別の ある 足づ かひ 

つくぐ と 顔 持ち ありく 十一 一月 

似た 小袖 人が 著て 居て 腹が立ち 

御姬樣 つるさる やうに 手 を 引かれ 

あやかれと いふ 顔が 梅干 

勞痃の もとの 所 へ かしこまり 

世に ありし U  5 獻す- もうち 詠め 

藥 鍋底 を 啄 いて 高 笑 ひ 

醫 者の す： 關に豐 年の 芋 

弟の 客に 兄の つらく 

乘 りかけ の 浮いて は 沉む小 松原 

うち 付けて 一 分の 消える 黄八丈 

羽織に 足らぬ 母のう た 、 寐 

寂寞と して 和尙 大口 


溜息 を して 凄くなる 醫者 

蚊 星 とれば 宵の 思案 は 消え て 行き 

突 袖 をして 居る 腹 立 

いもせ 山 泣き 草臥れて さし 向 ひ 

Iw^ せ 物に 喧ひ つぶさる ゝ 五月雨 

山琚 から 3- れ ば上氣 して 

四 五 枚 讀んで 夢の うきはし 

塗 箸に 小春の さくら 挾まれる 

若 い 智慧 二つ 田 を 行き 畦 を 行き 

時雨る 空に 赤い 吉原 

玉手箱 明けた る あ と を はふり 出し 

うつくしい 火の 透 通る 付 木の 火 

行者の 尻の 尖る さむし ろ 

を にらめ /\ おはぐろ 

武玉川 第 九^ 抄 


行水の 戶を 咳で 押へ る 

澀楝 のま だ 4- 月に 氣が 付かす 

關の 小まん もうす 色 を吞む 

灯 を^し て a れば 心が 行きお り 

顔もちひさく3^凡 る 腹 立 

峠 を ると 重くなる 足 

木の間の 雨の 拔 足で 降る 

十 出る 智慧の 九つ は 夜 

お なんど ちゃ 

除け て 行く 人の 心の 御 納戶茶 

後 さし 陸へ 上れば 只の人 

捨てた 男 を 拾 ふた そがれ 

出家 をと ゆぬ さみだれの 空 

涼し さの 下 を 見やれば 恐ろしき 

後^の 鐘 そろく 僧い 響き やう 

一 八 七 


武玉川 第 十篱抄 

夜更けて 顔の 捧き萵 殿 

聞き 古 したる 婆々 の 世が たり 

懸り人 どち へ 向いても かしこまり 

村 中の 邪魔が たうとう わたり 初め 

裁ち そこなうて 物 さしで 搔く 

僭 正の 恥 かし さう に 緋の衣 

雪 を卟き 雪 を 吸 ひ 込む 峯の松 

師走の 猿の しばられて 居る 

ほつ ちりと 目 を 明く 上に しら 幣 

ほめられた 子の 鼻 を かませる 

ねす みの 穴へ それ 程の 智慧 

足 を 病み 馬に 夕 日の 落ち か 、 り 

舅に なって あつい 六月 

戀 しき 人に 逢へば 日が くれ 


奉加帳 顔の しれた ると ころまで 

女形 烦 うて 居て 入梅が 明く 

笠から 先へ 投 ゆる 草 臥 

初めて 撞 いた 鐘に 身 震 ひ 

(第 十 篇) 

ころばして：^ て 笑 ふ ほた 餅 

醫 者の 首 ふ 事 を 守れば 夜 は 長し 

握り拳の 中で 鳴く 蠅 

不 破の 關 首にから ま る稻光 

足跡 は 一 人に 見せて 芥川 

關 守の. へ 這 入れば ほんの 顔 

譽 めながら がてんの 行かぬ たから 物 

立ちし のぶ 障子 明るき 緋の袴 


みそ さ い 牛 房 大根の 枕 もと 

鄰 か ら そ ろ 針が 棒に な り 

道 連に 賴 もしい の は あば たづら 

燈 火の 直になる ほど 小夜 更けて 

長居して 都の あらの 見 ゆるな り 

立って 居る 娘に 咳の 四方から 

そこに ある 物 汁の 味と なりに けり 

世 を 捨て て 先づ さびし さは 膳の 上 

R マ t てて 見えぬ 所 は 口 を 明き 

我が 顔の 面目 も なき しゃほん ふ き 

こそぐ り 落す 精進のう そ 

うつくしい 顔で 話が 細長き 

九 年 やつれて 元の 地 女 

鄰の椎 を 拾 ふ 胴 突 

武 玉川笫 十篇抄 1 


うまい 事い ふ 女房に 遣 はれて 

別れての さむい 階 子 を かけ 上り 

死んだ かと 思うた 人が 表 」も . 

うき 人の 方へ 舞 ひ 寄る しら 拍子 

懸り 人鄰 へ 腹 をす： て に 行 く 

追 人の 中に 壻 になる 人 

我より は 人に 寂しき 寒念佛 

新地 百 石化 物の 恩 

親の 闇た、. - 友達が く 

光 君め つたに うまく  H- かくれて 

狐が 落ちて 元の 譃 つき 

黑燒 にせす と 小判 は 惚れぐ すり 

八十 八の 耳に 毛が はえ 

め く ら馬 蓑が さ はれば 口 を 明き 

1 八 九 


武玉川 第 十篇抄 

うき 中 を 死ぬ とい ふ 字が 飛び ありき 

出 代りに 最ぅ譽 がう すくなり 

曾譯が 濟 むと 大きく かしこまり 

4^-剛杖で拂ふ蚊ばしら 

丈夫と 譽 めて かへ す 惡ぃ子 

ともし 火 も 吹き消し やうで 戀 にな る 

我が身 を 抱いて 歸るづ ぶ ぬれ 

明 六ッを 我が物に してた、 き 鐘 

唐人の 目に 寒い 上下 

うしろへ 話す 蔦の 細道 

獨 身の 脫ぎ ちらかして 寂しがり 

. ^拾う ちに 居る にも かし f  .U6 り 

鶴の 死ぬ の を龜が 見て 居る 

瞧だ ち を 踏み つけて 行く 箱ば し で J 


一 九 0 

針 さすお との 更ける 行燈 

手 を 洗 ふ ほど 早乙女の 梳ゑ殘 し 

ひとり 寂しき 婆々 の 精進 

紙屑へ 折り そこなって 捨 小舟. 

口 どめの ほ、 ) ろび て 來る冬 牡丹 

炭 を燒く 里に うか/ \ 花 薄 

島 原 は 皆 はぶた へ の 言葉な り 

年の 寄る 人の 姿 も 我が 姿 

いらた かで ぶたれ た 顔の 美しき 

卷紙 細く みだれ 鷄 鳴く 

出 雪から 呵られ さうな 戀 をして 

反る 左官の 押して 見る 驟 

、，，も！.^'り行けば先も..2^ らくり 

一 一十と こた へ て 笑 ふ 仲人 


娑婆々 々と佛 はう とみ 給へ ども 

女 121,1 に 持って 見れば みな 夢 

我が を さな 名で 捨子 育てる 

去った とば かり 張 肘で 居る 

お. つ く 酒 を ゆるす 代 脈 

天の岩戸に； t のぬ き 足 

箸に 目鼻で また 五ト年 


(第 十 一 篇) 

大きな 意見 如意で た ， かれ 

去年まで ロハの 寺な り 泉 岳 寺 

塔の 澤 ふんどし をして 暇 乞 

物 思 ひ 粒 々の ある そく ひ 糊 

うた、 寐の へ 燃えつ く排 縮緬 

武玉川 第 十  一 抄  . 


十 2 御所 や 何 か へ がした 跡ば かり 

握られた 手 を 抱いて 來 る！；^ 

弟 はな ひすぎ て寐る 天の川 

錢の 音して 凄い 草の 戶 

燃え 立てば 前 を 合 はせ る 蚊 やり 草 

おん 出され 數 鳴る 鐘が 耳に つく 

安い 男が 出る と 夕 募 

うな づき 合 ふ も K 十七 人 

春雨 もしつ ほりと 聞く 院の 御所 

大聲 にょい 分別 はな かりけ り 

淚 から 久しい 尼の 顔が 出る 

草 を 焚く 蹄へ 長い 馬の 面 

嬉し さの 木に 突き 當る 放し 鳥 

藁の 中から 辻 番の首 

一九 1 


武玉川 第 十 一 篇抄 

俄分限の 親類に あく 

思 ふに して は 長い 寐姿 

弓 は 袋に 狂 ふ 米の 直 

代 參に來 て 我が 戀も 伏し 拜み 

早乙女に 搭氣 いはる ， 小 松原 

遠 寺の 鐘に 手 を 洗 ふ 尼 

禁酒して 一 人 寂しく 畏まり 

袖から 袖に 餘る 言傳 

夜よ しん./ \ 'と つ 、： らから 出る 

おも ひ寐の 手を投 ゆて 置く 蠅の中 

十一 ー單 衣を脫 ゆば 妹 

一 つ ある 心のう ごく 秋の 暮 

婚 禮 の 日に 肩の はる 尼 

みな 出拂 つて 庭に あんどん 


一 さ： 

まだ 年 も 四十で 居れば 而 白き 

によき くと E- を脫け ば 皆坊. 

松風に ふっと 氣の つく 三ト九 

ころんだ 所が 生醉の 


翌日 は 拜む氣 のない 濡佛 

かこち 顔なる 口 へ くろ 髮 

亭主 にも 戶 を 明 け かねる 横 時 雨 

子 を 抱いて こそば ゆがり し 白拍子 

死ん-た あとに て譽 める 晴天 

十人拉 とおと なしい 顔 

わらん s 

草鞋 はかう 召す 物と 涙ぐみ 

日本晴に 富. H はち ひさき 

サぉ 寺へ 是れぞ と m 心 ふ 人 も來す 

一 一階から 傾戚も 田を梳 ゑた がり 


おのれが 足に 驚が る、 馬 

辻 切 を てお はします 石地藏 

-' - せん ゆ 

大工に 損 を かけて 御 遷化 

來 ぬに 極って いろくに 寐る 

制札に 無輋も 同じ 立 姿 

伸 をす る 手に 逃 ゆる 腰元 

一 分 捨てた と 引つ かぶる 夜 著 

阿られて 親 仁の よめぬ 本 を 出し 

きり，^ す 背中の 上に 膝が しら 

目で 掛ける 橋 を あぶない 戀が 行 く 

追 剝の噪 ぎく 昃る戀 衣 

又 者の ものと は 見えぬ 淡路島 

(第士 ー篇) 

武玉川 第 十二 篇抄 


古い 一 分の 冷えき つて 居る 

泣く 時 の 櫛 は 向う へ 落ちて ゐる 

とこ 

^息 は戀し い 所 へ 突き あたり 

上草履 思 は せ ぶ り の 音が す る 

男氣の 明けて いはれ ぬ 損 をして 

恪氣 の領を くらやみで 喰 ふ 

うづみ 火に 一 生の 譃 書いて 見る 

惡ロを やけた 火箸で 追 ひ 廻し 

振袖の 手の 置き どころ なし 

紙燭 して 大事の 闇へ 穴 を 明け 

さ び しさに ぢ つと し て 鏠 ふ 煙草 人 

にぎりこぶしの 這 人 る錢筒 

上下 著る とよく 鼻 を かむ 

からかさの 五本 拉ん で而 白き 

一九 三 


武玉川 第 十二 篇抄 

九十 九 夜 棒の 出さうな 闇 を 行く 

一 部 始終 を 泣き通す 戀 

小粒で ためる 恐ろしい 金 

時鳥 四月 過ぎれば やりばな し 

智識 さびしく 蠅に なぶられ 

坊主に なって 譃に實 が 入る 

まだ 世 をかざる 尼の 目の うち 

目鼻の 閒の かゆ い 立 聞き 

子 を 持って から 幅な 寐亂れ 

煩ふ衞 士の晝 起きて 居る 

突出した 手の むづ 痒き 放し 鳥 

天文 臺で なぶらる 、 星 

近づきに なって 寂しき 女形 

勘へ て 見て わら ふ去狀 


一 九 四 

に つ と 笑つ て帶 をと く 海. H 

郭公 吉野 を靑 くして 通り 

盗まれた 程 また 貰 ふ 世捨人 

背中 の 塵 をな ぶ ら る 、 乳母 

わる 口 を帶 でな ぐ れば こ ほれ 获 

物 思 ひ 琥拍の 塵 を さびしがり 

石で ない 枕が 今 は 人 を 取り 

蟲 うりの 我が 寐る夜 を 寂しがり 

ねはん 像 庫裏から 見える 足の うら 

虹 を 蛙が 張 肘で 見る 

一 思案して 前 を 合 はせ る 

眞 中に 佛 御前 は寐， ，- ろび て 

重た い 夜 著で うなされて 居る 

その 時が む 七なら ば 一 一 卜 一 


(第 十三 篇) 

縫 上 をお ろせば 縞に 好き きら ひ 

燃えろ 火をぢ つと 尻目に 寄り か ， り 

. 武士の これ も數 なり 赤 合羽 

今 摘む とい ふ 汁の 實に 蝶の 夢 

心地よ く鄰の 餅の 上る 音 

看病の 三人 寄れば 寂しがり 

云 はで 只い ろくに 夜の 更けるな り 

びん づ るの 撫でれば 笑 ふ 心 持 

ia ふ 人 は 年々 老いて 初鏗 

女房のに ぎり 拳 は その 日ぎ り 

入相 は 同じ 鐘で も 世 をせば め 

. 黃昏 れ て 晝見 た 所み な 涼し 

武玉川 第 十三 篇抄 


皆 逃け る 狂女の 帶の 解けた 時 一 

若き 夫婦の 旅 をしたがる 一 

しけく と 我が 妻に 飽く 五月雨 

草の 庵 死ぬ 氣 になって 年を喻 ふ- 

高 尾が 泣いて 落ち か 、 る 城 

石 を 割る 音 も するどき あば ら家ー 

城下へ ちかい 男 一疋  一 

病 上り 笑って 寺の 土 を 踏む 一 

勘當の 中に 年號ま たかはり " 

夢を見て ひとり 悦ぶ懸 り 人 

あ ぢな所 をつ める 產神  一 

賀茂川 へ 夕な くした 下駄が 浮く i 

さ ま に 遣 へ ば 遣 ふ 咳拂 

庫裏の 靜 まる 方丈の 咳 

一九 五 一 


武玉川 第 十四 篇杪 

庵の 灯 の こ ほれて うごく 亂れ荻 

捨 人の 蚊 やり を あ ふぐ 舞扇 

夫婦して 一 つ 宛つ ぐ 神酒 德利 

宇治の みや ゆ を譽め る く ら闇 

意見 を 聞きに 戾る たそがれ 

かくれ 課せて 長い 溜息 

意見の 耳の いたい 臺所 

剃る 氣 になって 細い 侍 

古鄉 でなくて なつかしき 奈良 

筑 波が 低うな つて 入相 

突 棒に 顔 恥 かしく 醉 ひが 醒め 

なまこ 寶 りつまん で 見せて 嫌がらせ 

あ て 言の 常ら ぬ 顔のう つくしき 

新しい 夢に 消え入る 若盛り 


一 九 六 

何を拜 むか はやい 辱 

： 迎^ ほ- S ぐと 口  S 草 臥 

陽炎 S 中に 乞 の 五十 年 

死んで しまって：； 5- れば よい 人 

光陰に 蹴つ まづ かせる 闺 年 

形 身と はまた 泣けと いふ 届け物 

(第 十！： 篇) 

極樂へ 行く と あばたの 諦めて 

寂し さ を 拾 ひ 集めて 口小言 

獨子は 馬鹿で 育つ て 仕舞 ひけり 

m の ふ る 夜 は 辛 崎 も 松ば かり 

京の 水で も あの やうな 顔 

古寺 や 歩行けば うごく 佛達 


百姓の 我が 年ながら 馬鹿らしき 

投げつ ける やうに 淡路 へ 友 千鳥 

諸共に 消 ゆべき 人の 美しき 

似た とい ふ顏を 見た が るいひな づけ 

人の 女房 も譽 めに くいもの 

五六 年 立てば 小指 も 哀れな り 

踊から 夜 を 著く づす みなの 川 

憎まれる 程 聞け がしの ほく え 經 

まよ ひ 子と い ふ 年で な い 娘な り 

振り向けば 笑 ふ 捨子の 哀れに て 

佛の 鼻の 光る 十月 

酒く さい 人を譽 めれば 突き あたり 

くらい 所 をね め 廻す 婆々 

忘れん と 立てば よく 似た 子が 通り 

武玉川 第 十五 篇抄 


叱られ た^は 著た ま.' で寐る 

. ^智慧 三人 寄って  一二 合 

根 を 押せば 押す ほど 怖い 拂ひ物 

恨み言 ふ 時 はい. つもの 口で なし 

湯殿に 少し 尼の 女氣 

我が 髪 も 剃る 氣 になれば 恐ろしき 

(第 十五 篇) 

錠び を 辱で 縫 ふさよ 衣 

剃った 夜 はきの ふの 枕き たなくて 

鉢た ， き 都の 町 をさむ がらせ 

遠目 鏡 耳 を あ てた く 思 ふなり 

胸算用で あるく 金 貸 

惡 いと は そのうら 通る 捨て 言葉 

1 九 七 


武玉川 第 十五 篇抄 

奧樣と 言 はれて 顔が 別にな り 

寐 ると いふ 人に もたれて しのび 駒 

吞 込んで 一 つ 穴から 醫 者が 來る 

問 ひ 詰めて 跡の さびしき 丙午 

徒然の 指 をの れんに く は へ させ 

かゆろ ふの 消 ゆ れば跡 にこ ほれ 錢 

振袖 も は た ち 過ぎ れば 哀れな り 

闇の 夜の 咳 ばら ひに も 一 一通り 

そ ねむ 氣 があって こいつ も 美しき 

あくる 日も髮 持 のよ い 物 思 ひ 

一 一所に 寐て 夢の うきはし 

た め 息の下： へに ふところ 手 

わび 言に 皆 梅干の 顔ば かり 

女房に 馬鹿 を盡 すさみ だれ 


一 九 八 

姊の 思案 を またぬ 妹 

筒井筒 ゐづ、 挾んで 聲が はり 

あきらめて 寐に 行く 顔 へ さがり 蜘 

めかけ ひそかに 臍の緒 を 千す 

抱き おろされて 馬方の 顔 

ほ 、 づき を 無理に 取られて 嬉しがり 

朝日 さびしく 坐る めくら 子 

一 しきり 唐 へ 行きた き 物 思 ひ 

看病の あ る 夜 を かしき 影法師 

人に 飽き 人に あかれて 松の 風 

先づ 內を覜 いて 置いて ほらの 貝 

居 眠って 居る 尼の たしな み 

人の子 抱いて 隨 病になる 

持って 苦にする うつくしい 顏 


抱 守の 世 をち ひさが る 五月雨 

i 所 花 野 喰 ひぬ くめ くら 馬 

(第 十六 篇) 

腹 立の やるせなく 灯 を かき 立てて 

飛びく に謠 をうた ふ 草履 取 

壁に 穴鄰 同士の おもしろき 

裾へ あたる と美し い 風 

襦 子の 帶腹 立つ 時の 帶で なし 

能い 返事 どこ やら 顏も 見えるな り 

こっくり と 著て 御内 儀の 美しき 

はっきりと 顔の 見られぬ 踊の 輪 

髭な でる やうに 旭に 麥の霜 

產ん でから 妾の 智慧に 庭が 出來 

據の聲 日 も 精進 も 落ちる 頃 

武玉川 第 十六 篇抄 


親 もな く 生まれた やうに 美しき 

鳳凰 も 出る くらるなら 三 四月 

居 風呂の 禮 いふと き は 素顔に て 

煤 掃に 手 をもぢ ，/\ - と美し き 

立-ちと  >  まれば あちら 向く 顔 

服の 最後 も念佛 聞え る 

すねる 娘の おもしろく 寐る 

看病 に 大噔 つき を 連れて 來る 

來た 翌日の 嫁 は 人形 

かャ ぼし 

うき 名の 窗に 闇い 罔兩 

遣 手が 來 ると 何 喰 はぬ 顔 

女房 は 西瓜 切る にも 工夫して 

1  曰を投 けて 逃け る 相談 . 

灯が 消えてから 怖 ろ し い 智慧が 出 る 

1 し L 


武玉川 第 十六 篇抄 

签拂 のさく と來て 畏まり 

五 月 雨 時計 崩 しても て あま し 

腹 立って さ す 傘の ひ らき過 ざ 

褂り 人け ふの 役 0 は 鰹ぶ し 

言譯の 出来ぬ 所で そり かへ り 

窮屈な 物にして 置く 緋の袴 

出來 立ての p の あたる 禮服 

山歸來 たうとう 江戸の 水に 飽き 

里 n へ ば しらぬ 女房の 美しき 

一 夜づ 、 夜寒 がらせる きりん \ す 

夫と も 兄と もしれ ぬ 褂り人 

蚊 星の 外 夜伽の 夢の かけ 廻り 

咳 ひとつ 一 一階の 闇に 突き 當り 

西 十の 妻の， ちん まりと 寐る 


二 〇〇 

雨 しんと みんな やかた は 死んで 居る- 

夫婦と も 他人と もなる 從 おなか 

誰指圆 する ともなし に 踊の 輪 

疱瘡 祌の 惚れさうな かほ 

結ぶ の 神に そ つと あや ま る 

分別 も 其の 曰くの 掛り人 

綺麗に 寂し 参宮の 留守 

いろくになる 立 聞きの 顏 

冬の 月 みんな 手の ない^ 兩 

看病に ある 夜 ざん け を： 過して 

くらい 所で 夢の せんたく 

はたちに なって 怖くない 閽 

仲人 はたと へ る 顔に 皺 をよ せ 

短くな つて 届く 首 傅 


枯 野の 菜て に 島 原 を 吐く 

晝 踏んで 見れば 敷居 も おとなしき 

釣り 上け て 女の 逃け る 手長 海老 

恨めく と 涙から いふ 

名代 も芍藥 ほど は 美しき 

何となく 氣の 高くなる ゑ ほし 折り 

初 旅ながら 不一 一は 近付き 

雨まで 譽 めて 歸る 仲人 

かき 立つ る 灯に かき 立てる 智慧 

水 も 火 も 枕に 近き 網 代 守 

一 一十 餘年は 美しい 夢 

格氣 も朝寐 して は氣 がぬ け 

燈籠 消えて 白い 吉原 

武玉 W 第 十七 篇抄 


(第 十七 篇) 

我が 顔に もどる 役者の 夕 涼 

:!: か はしらす 庫裏の 鞘 鳴り 

相談の 相手がなくて 膝頭 

四日 市 喧嘩の 中に 牛 は寐て 

ふかい 思案 は 額からで る 

去らせた 跡へ 美しい 鬼 

腹 立の とばしり か ， る 草履 取 

遠くから 見 え る 螢の息 づ か ひ 

小 K つた やうな 霜月の 風 

やっと 盗んで 來 ると 散る 蓮 

笑うて 居る はしらぬ 罔兩 

七 ころび 目の 起きて 墨染 

二 〇 一 


武玉川 第 十七 篇抄 

たうが， しし 中閒 部屋の 窗の花 

大晦日 火 爐は人 を 寄せつ けす 

つ か ふ ベ き <H- にっか はれ 老いに けり 

わすれた やうに 琵琶の 相の手 

百姓の- ) まった やうに 畏まり 

秋更けて 獨りロ 利く かし 本屋 

立 ち ざまに 夫婦に なれ と 突 倒 し 

銀河 硯 のうへ にさが り蜘 

噂い ふ 中 へ のろり と 掛り人 

繪の やうに 風に 吹かる、 墨 衣 

つくぐ と 23- れば 寂しき 牛の 面 

看病の 夜寒に 搜す臺 所 

牡丹に 聲の 高い 口上 

元日 は 全く 死なぬ 心なり 


二 〇 二 

il^ 中に あまる 帶の 化け もの 

無い 物の 鼻に つか t る 眞の閱 

拳で 人 をし かる 立 聞き 

扇賣 大事に 跡 を ふり か へ り 

似合うた と い ふ は 寂しき 墨.^ 

小聲 になって 牡丹餅の 禮 

欠して 胸算用 を 消して おく 

生醉は 疊んだ やうに 畏まり 

うき 世へ 耳の 遠い 名人 

たま/ ヽ 

偶 の 留守の 仕事に 日が 足らす 

うた ， 寐の 腰より 下 は 女な り 

女房に iH つ く 櫻晚き に けり 

腹の たつ 日を寐 てし まふ 雨 

闇の 夜 をつ かひ 覺 えて 咳拂 


元服の 一 剃づ 、 に 母の 口 

のる か 反る かに 浪人の 戀 

m 日 りても 金 は 面白い やつ 

空耳 は 少しば かりの 意 恨な り 

廻國の 頭巾 を 取れば 大 たぶ さ 

蟲 干の 側に ぶたれ たやう に寐る 

もの ♦* う 

元利 揃へ て 高い 物申 

みんな まじめに なると 引導 

貞女 もつ まる 所が 厄介 

分別の ふたつに われる 水鏡 

死んで 見たい と 一 生の i ェ 

空 を ra 角に みせる うら 店 

經賣 生まれ もっかぬ 不 人相 

今つ みし 山の 寂しき 大 がらん 

武玉川 第 十七 篱抄 


ど つかりと 11 條の 秋に 穴が 明き 

分別 を^せ とい はれて 眼 を ふ さ ぎ 

寂し さの 伽に して 居る 硯箱 

一 聲は啼 かれぬ もの か 雉子の 聲 

大晦日 首で も拔 いて 來る氣 なり 

腮へ 額の ま はる 光陰 

物お も ひ 片手 は 帶に垤 へ させ 

指先 を 綺麗に つか ふ 紙細工 

取りし めて 拜み人 はなし 大佛 

鏡の 科の やうに いふ 顔 

欠の 尻 をむ すぶ 念佛 

饅頭 を 喰って 律儀に 見せるな り 

つくぐ 我に 倦き る 膏薬 

唐人に おそれ 入らせる 八重 櫻 

二 〇 一一 一 


武玉川 第 十八 篱抄 

(第 十八 篇) 

瑩 にがして 手の 2: は 闇 

惚れた 方から 橫 にさす 傘 

墨壺の 中より いづる 大 伽藍 

正直になる 上下の 顏 

分別 は 恥 かしから ぬ 木綿 もの 

襟から そっと 秋の 綻び 

せっかく 春が 来ても 棺星 

うち 身のお こる 春雨の 陴 

取揚 婆々 のな にか 落 著き 

世の中 を 秋で 置きた き 物 好み 

冷やり と 禿の 足に 秋の 來て 

狐火の 折々 野路 を綻 ばし 


二  0™: 

胸に 日和の しれる 缝 つき 

千から びて！ S る 傾城の 墓 

三ん 寄って 三步 減る 智懇 

寶 切って あとの 寂しき 階子齊 一 

鳥の 番 一 日顏を ふくらして 

かき 消す やうに 裔麥 二三ば い j 

脊 まで 伸びた と ふ 居 風呂， 

蟻の ひく 物 を a て 居る 物 思 ひ 

すわ  一 

をと この やうに 居る はらだち 一 

我が 皺 はしらで おどろく 人の 雞 

鐘 もお もへば 一 日の 坂  一 

つく <,\ と 思へば 強き 足の裏 I 

博 寐の蔡 に は 長し 五十 年  j 

意見 狀ち びりく と金 も來て 一 


狐が 落ちて 橫 柄な 顔 

くさめ も 人の 秋 を し る 音 

いくつに も 流れ 茶に 合 ふ 水の 味 

像に なっても 白 服む 師の坊 

ぶつく と 本の，^ 房の 十一 一月 

植 ゑた 樓に 入相 は 無し 

罪になる と はしらぬ 寐姿 

寐そ びれ し 枕 を 肘に 取り かへ て 

ひぐ らし 

蜩 の 身 をも晝 をも啼 きち 、5t め 

通辭 夫婦の や ま ともろ こし 

川 竹の 身 も 方 圓の器 もの 

わび 言 も 秋 海棠の 姿な り 

手に 當る物 を 大工の 枕して 

あかるい 思案 くらやみ を 出る 

武玉川 第 十八 篱抄 


时を まくらに 寐 人る 堪忍 

ロ留に 知った 噺の齒 が ゆくて 

貰うた 水は飮 まぬ 浪人 

眼の ふる 中 を かける 袖 笠 

硝子に 金魚の 命す き 通り 

妾 一 一人 刃物の やうに 美しき 

驅け 出す やうに 蓮の 白雨 

白雨の やうに 遣 手の 笑 ひ 出し 

小判 をな める 江戶 のみ どり 子 

面白き 時う きとき の 智慧 はなし 

乞食の 夢 を 追 立てる 雨 

祭の 馬の 強飯 を 喰 ふ 

乳母に 言葉のお ほい 旅立 

きふに 出かね る 人魂の 歌 

二 〇 五 


武玉川 第 十八 篇抄 

頰： K は 寂しき 時の 力瘤 
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俳 風 柳 樽 拾遺 (抄) 

(第 一 篇) 

春 之 部 

竇鮮中 

正月 ももう 半分に けづ りかけ 

明 和 中 

一 日の 御慶 こたつ へ とりよせる 

四十 一 一の 灘 をのり ぬく 寶船 

殿樣も 御す きと 乳母へ よろ けて 來 

七草の 杓子 は 舌が ま はり かね 

此の やうに 書く と 帳 星の 干して 置き 

ようふ る-ちゃ ないかと 殿 も 御 次まで 

柳 楗拾遣 第 一 篇抄 


維 祭 これから かう は姊 さんの 

雄 棚 S ひよ 鳥 越 をね すみ 來る 

人お なじから す 三月 五日な り 

花の るす 悠然として 虱 を 見 

安 永 中 

下 戶の禮 四ッハ < ^赤 坂 麴町 

萬 歳 に 乳母た まし ひ を 奪 ひ とられ 

天顔のう る はしからぬ 母の ひな 

. 天明 中 

元日に いけし や あくとよ みが へ り 

町内 はま づ しらふに て. &し 入れ 

初夢 を 一 一日に する は 得手勝手 

奧 中へ 一 鹽 あてる 花の 雨 

拾 遣 

二 〇 九 


柳 樓拾遣 第二 篇抄 

元日の 夜は氣 のしれ ぬ 人通り 

ま んざ いはす つ との 皮の 足づ か ひ 

萬 歳 は 皆け いはくに ふし をつ け 

玄關番 とほ ほえ 程な 欠 をし 

钣は 能い 物と 氣の 付く 松の 內 

物 わすれ はじめは 粥に 毛 を 生し 

一 寸の 草に も 五分の 春の 色 

皮切り は，^ に 見せる 顔で なし • 

しゃち ほこ 

M の 下 はあくび の 廻り 持ち 

ひきが へ るの たりく と 罷り出で 

年禮 にしう との わせる 彼岸す ぎ 

芝居 をば やめて 内裏の 願 ひなり 

角兵衞 獅子 五 百が 舞うて 立ち. ぐらみ 

白酒 をき れいに 吞んだ 鼻の 先 


二 一  〇 

花の 山 いっそ ころせの 三下り 

野 雪隱身 をのが れんと^ へ 出る 

儉 約で 一 つまな この 下女 を 置き 

まん 丸く よめ 菜 S 殘る 犬の 糞 

小便の 矢お もてに 立つ 供 女中 

五 百 生 先 は ともあれ 花の 宴 

蝶々 の 近付で ない 袖 もな し 

輕 業へ 殘 りすくな く 曰が 常り 

(第 一 一 篇) 


夏 之 部 

寶 1 曰 中 

光陰の 一 幕す ぎて ほと 、 ぎす 

a^, より 女房 を ほめて 鼻 を かみ 


かきつ ばた かへ る は 聲を呂 に 落し 

のみ 過ぎた 疊の醉 ひ は 人 梅に 出る 

夕 だち の 樂屋と 見える 雪の 峯 . 

夕立 を 四角に 逃 ゆる 丸の 內 

舌う も で ふ る まひ 水の 鱧 はすみ 

洛中の 汗が 川原へ まかり 出で 

いなづまの くだけ やうに も出來 不出來 

明 和 中 

そろばん のな い 內で買 ひ 

葬 禮を見 て 初が つ を 直が 出來 る 

珍客 へ 自慢の 藪 を 輪 切に し 

口上が すむ と 西瓜の 手 を はなし 

夕錢 もてん びん 棒 も 上 へ そり 

涼臺天 はどうし たものと いふ 

柳 梅 拾遺 第二 篇抄 


夕す ノ みすし りと 俵 落す おと 

安 永 中 

初が つ を 山 ほと 、 ぎす 嫁の 禮 

聞いた かと 問 はれて 喰った かと こたへ， 

しはい 伯父 一 年ぎ りの 檢を くれ 

天明 中 

意趣 はいしゅ さしみ は 刺身け ちな や つ 

次男へ はへ ろく 武者に のし を 付け 

拾 遣 

白魚の あと へ うまる ゝ ところてん 

笠ぬ ひの 針 は. E また 山め ぐり 

御たん 生 嫁 を にらめる 目 を あら ひ 

初が つ を 且那は 羽が も ゆてから 

か 、 り人覺 悟して く ふ 初が つ を 

二 一 一 


柳 樽 拾 遣 第三 篇抄 

あす 來た らぶ て と 櫻の 皮 をな め 

竹の f  〕 もま だ や はら かで 齒に つ かす 

見せす ともよい に 太刀 費 ひらり 拔き 

御藏 まへ ぬれて 通る は 地 かたなり 

牛 かたの あきらめて 行く 俄雨 

鳴り やんで 折目 をた 、 む 普 門 品 

通り 町う ろた へて 來た 蟬の聲 

もの.？ つ  , , 

物申に 手間 を 取らせる まつ はたか 

(第 三 篇) 

^ 之 き 

寶き中 

さう めん は 皿の 中に て 袖 だ 、 み 

月へ な ゆ 草へ 捨てた る もどりの 手 


二  一  二 

す、 きか る縑 ニー 日月の HK え かくれ 

明 和 中 

草市へ まけろ くと 日が あたり 

押 \ れ ばす  >  きはなせばきり..，^^\す 

安 永 中 

枝豆 は 旦那の かほへ っッぱ じけ 

天明 中 

座頭 <A 十五夜お 月見て を どる 

拾 遺 

朝ザまも鳥；1^^しほりの見世を出し 

七夕に 虎の 出さうな 長つ ほね 

虎の 威 を 五 種 香う り ももよつ とかり 

盆  >ゲ どり 是非な く 乳母 も 地 をうた ひ 

挽 闩 のうた を 見 世から 笑 ひに 來 


.l- 六 夜に ま. つ 一 ッ ぱい は關く のみ 

雪 隱へ先 を f  〕 されて 月 を ほめ 

屁 を ひって を かし くもなし 獨り者 

よく a れば 手のと >  くだけ 澀ぃ柹 

葡萄棚な つたで 旦 那 大騒ぎ 

頂いて しきせの ふそく 舌 を 出し 

堀江 町 風 しづ まって さつ ま 芋 

爰 もとはと うにお 立ちと しゃう とう 寺 

山に 色つ けて は 風に 聲が はり 

(第 四 鴛) 

冬 之 部 

寶唇中 

帶 ときの 繼穗 になり しかた 車 

柳 檫拾遣 第 四篇抄 


す、 はきに 巴 もつ ひに 生 柿ら れ 

年の くれはな しの 奥に 春が あり 

引で 打って か、 れば柹 でう け 

とし 忘れ 忘れす と 能い 顔ば かり 

藥禮の 時 はこつ ちで 匕 かけん 

節分の 鬼 切 丸 は 赤い わし 

返答 はな 、 なんと 大晦日 

慎り は人閒 にあり 室の 梅 

明 和 中 

もう 外に 死に 人な しかと 鰹を賈 ひ 

雜 巾で 大文字 を かく 十三 日 

よつ びて え 

夜 一 夜 地主の 餅で 寐 つかれす 

見付かって 此の 大黑 はいくら だの 

かけとりの 言 草 になる 掛り人 

ニニ 一一 


柳 樓拾遣 第 四篇抄 

からめて は 女房の ふせぐ 大三卜 日 

大 三十日 九； <ー ー閒 はめつば りこ 

大晦日す かさす 王手々々 と來 

大 三十日 そく 災 ばかり 取得な り 

すゑ. 

居 風呂に 下女が 居る 内 春に なり 

安 永 中 

え びす 講優 たけ な はに 及ぶ な り 

死なぬ かと 雪の 夕に さ ゆて 行き 

おれ だ わえ ほえるな とい ふ 十三 日 

いけする いやつ に 一 ッぷく 屠蘇 を くれ 

大 三十日 内儀 誠しやかに のべ 

大 三十日う そで 鬼神 を 感ぜし め 

此 S しぎで ござ ると 火燒 もの を い ひ 

いっかいい 春に 表 はなって るる 


二 一 四 

天明 中 

御子 孫 も はんじゃう おっとよ しく 

大晦日 儒者 平仄が あはぬな り 

拾 遣 

夜 そばう り 立 聞き をして 三聲 よび 

口 濃 も の ぶ らり ，/\- と 直う り をし 

本ぶ りに なって 出て ゆく 雨 やどり 

染物を あるく 火鉢に あたらせる 

四 五 年 も 御講に 目立つ 緣遠さ 

夜話に 女房の かほへ むくみが き 

姑の 日な た ほつ こ はう ち を.； 1; き 

ひえます るな どと 火ば ち で 洗 ふ や う 

ふし 穴 を 座頭の 見出す 寒い 事 

雪 as^ に は 馬鹿と 氣の つく 所まで 


ふ ぐ 4- をく よ ぬた まけ こくふた まけ 

ばか めら と 雪見の 跡に 呑んで ゐる 

寂寞と して 先生 は 腹 を 喰 ひ 

墨つ ほ もこし やくに 寒の 內を しり 

来年の 樽に 手の つくと し 忘れ 

正 身の 化け ものになる 市 一 一日 

くれの 市每 年ぬ すむ りちぎもの 

節分に 遣 ふしき みは 生きて 見 え 

大晦日 こ ， をし きって かう 攻めて 

つねて いのう そで はいかぬ 大晦日 

提灯 をけ すかけ とりの はかり ごと 

顔色 は綺 にも 書かれぬ 大三 ー 日 

かけとり の歸 つた 跡で ふ て え や つ 

柳 樽 拾遺 第五 篇杪 


(第 五 篇) 一 

賀 之 部 

寶 罄 中 

一 生の 極彩色 はよ めり の 日 

花よ めは總 名代 を 尊が り 

灸の 跡な でて めいどの 物が たり 

結納 をお つかな さう に覜 いて a 

吉日 は 盆に あ づき の 音すな り 

仲人が あごで 敎 へて 先へ たて 

鄰 へ はま づ觀 音と い つて 置き 

仲人の そらさ や もな き無拖 もの 

よめり ま へ 母の しらが も拔き へ らし 

はだかで といへ ば 娘 は を かしがり 

ニー  五 


柳植 拾遺 第五 篇 抄 

のらへ 出た 留守に 一 人で 産んで 置き 

ざっとして 內 でばつ かり めでたが り 

新宅 は 客が 行燈 の指圖 をし 

嫁の 名 を 一 一 つづ 、呼ぶ 里が へ り 

見に くる もしれ ぬと 顔へ へけ る ほど 

嫁の 年 すてがね ほど は うそをつき 

膳な かば 人の 脊中 ではな を かみ 

明 和 中 

と つ ぶりと 暮れて と壻の はう で 云 ひ 

ひらかう かな どと 友達 あらたまり 

御 祐筆す る 女と 笑 ひなが ら 書き 

増の 供ば りくく と 灯 をと もし 

仲人の 夫婦 も 其の 夜 古 枕 

里が へ り 何やら 母が 聞きの f  J し 


二 一  -; ハ 

どいつ だと 麻.^, 下で 飛んで 出る 

地うた ひの 中に 一 人 は 料理人 

仲人 は 後家と やもめの 壁 をぬ き 

下女 が^も ゆたん を かけて 數に 人れ 

待 女郎 あぶれた やうに 1^ を ふかし 

藤色 のぁづ き 粥く ふ あ ら世帶 

化けさうな いんきょ 一 人と 仲人 云 ひ 

丸 わた をと ると 上下 IS へ むき 

どれ やらの たんす だと 嫁かん が へ る 

安 永 中 

やす 產著鷥 とすつ ほん 舞 ひ 遊び 

ほそおもて 

見 ま し た は 細面 だ ともめ るな り 

末な がくいび る 杯 姑 さし 

目と 鼻の 損じた 下女 を 嫁に つけ 


あは、 ゝが つれてお ほゝ 、禮 にくる- 

すりこ 木で こづいた やうな 持參金 一 

嫁 も最ぅ ilc^ たもと 切れるな り ； 

拾 遣  _ 

髪 置に 乳母 もがう ぎな びん を 出し 

人體を 0- て鹽を さす 料理人 

おやわん へ い、 えく とふた になり 一 

やきものと 小惜を 一 んー ) とづかり 

巾 人よ あったら 口に 風 を ひき  i 

仲人 は あばたの 數も かぞへ てき 

巾 に ま， 醉ぅ ていふの がほんの こと 一 

四百 づ/' 兩方 へうる 仲人口  一 

婚禮の あした むすこ は 見 世で てれ 

初が ね を 熱 鐵の氣 で 嫁 はっけ 

柳 樽 拾遗第 六篇抄 


待 女郎 おんな じ やうに 上氣 をし 

もの  > ふの 油 じみた る 長 まくら 

長柄 もちいけ じ やう だん を りっぱに し 

泣く 事 はない と 俄に あ づきめ し 

高札の 序文の やうな 壻を とり 

おれと した こと はと 笑 ふ 里の 母 

(第 六 篇) 

離 別 之 部 

寶匿中 

思 ひきり ^  、になり にけ り 

松が 両ぁ ひみ 互の 癢を おし 

去ッた 明日 もの を さが すに か、 ッて居 

明 和 中 

二 1 七 


柳 樽 拾 遣 第 七篇抄 

納まらぬ もの だと 見 世で 嫁の 事 

姑の 遣 言去ッ てし まへ なり 

すりこ 木で ぶち まゐら せと 里へ 文 

拾 遺 

うき ふし を こめて 配所の 竹た るき 

居酒屋 を 出る と 迷子 高く よび 

しんこんに てっして 壻は 出る 氣 なり 

分散に うっかりと 咲く 冬 ほたん 

すりこ 木 を 持 つ 場 を 亭主 筆 を 持ち 

(第 七 篇) 

覉 旅 之 部 

寳 Mi 中 

日本の 言葉 を 知って はら をた て 


二 一 八 

御 夜食 をう かり./ \- とくった ばち 

船 も 漕ぐ 岩 本院の 草 屈 取 

案内 者て に はの 合 はぬ 歌 をよ み 

石山 をす ベ つた 月が 膳 所 へ てり 

高 輪へ 出る と 忘れた 事ば かり 

諸國 から ふくれた 顔 は 馬 喰 町 

赤 坂と 御油の 閒で 頭痛が し 

初 旅へ 晚は 是れぢ やと 一 一本 出し 

すゑ 

居 風 IIFU のみやく を 見に くると め 女 

とめ 女 十六 町の そん を させ 

道中に 男 一 疋 はだかで ゐ 

道の 記に 枕 一 一つ は 喰 ひかくし 

明 和 中 

かるる 澤 膳の なかばへ す、 めに 來 


旅 ざとうし やう じん 張りの 三味 ももち 

旅 あん. ま 蜂に さされる やうな 針 

旅立 ははで なが 早く くたびれる 

きゃしゃな 手で 室の 出船の 綱 を ひき 

木貨宿 とこやみの 夜と はやなりぬ 

安 永 中 

川 どめに 手に は を 直す 旅日記 

草臥れた 跡 を 見て 出る 鴻の臺 

よたん ばう めが と 鶴 見で 待ち 合 はせ 

川の 口 明 いたと 後架まで た ， き 

一 粒 もの こさぬ やうに きちん 喰 ひ 

拾 遣 

湯 汲 場 へ 顔 をつ つ 込む 馬 iak, 

ふんどし をす る が 湯治 の 暇 乞 

柳 撑拾遗 第 七篇抄 


淀の 景賴で は 車の 假名 をつ け 

寐が へりの 小つ ぶで いたむ 旅枕 

宿 引 を 呼んで 此處で は 出来 る の か 

名物 をく ふが 無筆の 道中記 

品 川へ 來 てながく の 口な ほし 

ふんどし を 猿に とらる ， 草 津の湯 

嫌 倉 へ來 て百づ ， が 手 を 合 はせ 

遣 害 使 ふき 出し さうな 敕を うけ 

川 ごし は蜻蛤 のつ る む氣 味が あ り 

閒男は 大和め ぐり もす、 めに 來 

兩の手 を 出して 一 一見の 物が たり 

(第 八 篇) 

戀 之 部 

二 一  九 


柳榣 拾遺 第 八篇抄 

寳 M, 曰 中 

出 雪から しかられ さうな 綠 むすび 

大學が つい 宮 古路に だ き こまれ 

人閒に 尻目と い へ る 飛道具 

嬉し さ をと りか へ さる、 鐘の 聲 

一 分の び 一 一分の び 後家の 亂れ髮 

言譯も もはやと 5r かぬ 帶の X 

美しい やっこの 顔 は 七つぎ り 

恨みい ふ 聲が 曇れば 目に しぐれ 

誘 ふ 水 あらば と 母 は氣を 通し 

忍ぶ 夜の 蚊 はた、 かれて そっと 死に 

信心が つくと 娘の むづ かし さ 

ひとい びき 聞いて くせもの 墨 をす り 

疊ざ ん 大股に 行く うきよ 産 


ニニ 〇 

ま へ だれ へ 味 つき 棒の それ 矢が 來 

殿様 をから 堀に する 笑し さ 

人相： めつ ちゃな 顔に 曲み-いひ 

；! 語よ み 思案の 外の 假名 を かき 

な ぶ ると は 勿體 ない と 下から 出 

やき 餅 を 下，^ はち ひさく 路 次で やき 

鏡と ぎ惡ぃ 男と さとりき り 

御 ETU^ がな で るで 光る 下女が 玉 

美しい びんば ふ 神に 氣 がっかす 

だんく に そんなら の 出る 面. a さ 

めの 玉に 追 ひま はさる 、美し さ 

ほれて ゐた突 目へ 乳の はしり 過ぎ 

やぶ 入りの 母へ みやけ は 髪の 出來 

折節 は笏 でお いど をち よいと やり 


おはぐろの しま ひに 怖い 舌 を 出し 

はたちまで 大 からくりの 袖 を ふり 

だき 付いて あす 氣の すまぬ 人 違 へ 

筋 かひに 合 はせ 鏡の 目が すわり 

勘當の 見なら ひに 出る 舟 ゆさん 

けいせいに 三本たら ぬう け狀し 

やぶにらみ 橫す； T かひに 惚れに けり 

本名 は 腰元で ゐて かたきやく 

意見より きつ い 女房 をさづ けられ 

禾 中 

袖 頭巾く ら ひこ. ませる 道具な り 

むづ かしい 顔 をして 居る 俄 後家 

蠅た 、 きこれ さい は ひと 嫁の しり 

長い 曰に 一 一つ は 出來ぬ 嫁の 髮 

柳 榉拾遣 第 八篇抄 


はなよめの 供 は 家鴨と 藥罐 がし 

居 風 5 の 立つ 日 は 歸る女 客 

さばかり の 娘 なれ ども 謎に おち 

遠攻に まづ その子 か ら 愛が り 

行燈の ひばちで 縫 ふが 娘な り 

糠 味 t" へ 思 ひ 切る 手の 美し さ 

一 一の膳の やうに めかけの 牀を とり 

物 思 ふ 身 をた てかける 箱 梯子 

おめかけ は 小べ ん 無用 じろ りと 見 

神樣 のじまん の 下女に 手 をく はれ 

おつりき な御紋 だと 下女 あた ， める 

下女が 髮 あんどんべ やの ilT ひがし 

かの 後家に 和尙桂 £| をう たれけ り 

手の 筋 を ふる へ て 出す も 女の 氣 

ニニ 一 


柳搏 拾遺 第 八篇抄 

. ほれ たと は 女の やぶれ か ぶ れ なり 

ねこまた は どれく  くと 姊が とり 

のぞく 文筆で 一 太刀して やられ 

御め かけ はま づ 火い ぢりを 斷られ 

御め かけの りんき 廢 つたこと をい ひ 

家老と は 脊中合 はせ の 美し さ 

おしろい 

白粉に ひゝ たけの 入る 口惜し さ 

十五 點 などと 宗匠 ふり か へり 

よめの 帶 自力で しまり かねるな り 

御め かけ は 一 一 ツニー ッ四ッ 若く いひ 

袴 ごし ひそかに 恨み. S- し 上 ゆ 

足お とがす ると 話の 題 を か へ 

寂し さ を 荷へ ば 折れる いひな づ け 

ふんばりの やうに みがく と 姑い ひ 


ョ三 

識ゥ やと 下，^ あま-たるい 目附 をし 

ベ かっか 5 などと たんすへ 帶を 入れ 

殿ば かり 安いめ かけと 思 召 し 

やね ふねで ま、 事 をし た 妾な り 

よい 女 ど， ) ぞか 女房き す をつ け 

づ はらんで ゐ ますと に じ ろ 下女が 宿 

ぬつ ぺ りと 和尙 妹で 候と 云 ひ 

片 まみえ 落す と 嫁 は 手で ふさぎ 

叱られて 娘 は 櫛の は を かぞへ 

功勞 をへ ると 泥鰌 も 猫にば け 

下女が 戀 むね も 銅壺も かきくもり 

觼 汁の やうな 物 だと 妾 を 見 

明 暮と霄 いた 所 をく りかへ し 

内ぞ ゆかしき 駕ゎき の 美し さ 


水 茶 やで せい 一 ッ ばいが 手 をに ぎり 

茶 や 女せ ゝ な ゆ ほどな 流れの 身 

硯 より 外に 知り 人の 無い 病氣 

かね 付ける 下女 くれなる の 舌 を 出し 

厚木から 置いた 女で もめ か へ る 

あら ひ 髮漬菜 の やうに しほり 上け 

慇 勤に いふが 恪氣の はじめな り 

御め かけ ははら みこ じれて 緣 にっき 

はな 入れの ぶっかへ る 程 女房た て 

かム 13 し 

簪 を 借りて 息子の かく やつ さ 

淺漬 をな ほく 書き にね だるな り 

よりた まへ あがり なんしと 新世帶 

一 分と は 下女ば くだい の 無心な り 

飛石の 閒 をち ゾ めた き 女中 客 

柳 椁拾遗 第 八篇抄 


をつ とせい ころばぬ 爲の藥 の 名 

花見 さと 下女 かる 石で 手 を 洗 ひ 

愛想の よい を 惚れられ たと 思 ひ 

御酒 機嫌より 見苦しい さ 、 きけん 

女房 はやかぬ がた てで いぶすな り 

花の 外に は 松の木の やうな 下女 

花の 山氣の ふれさうな 御院號 

井戸端で 身ぶ りが 過ぎて 下女す ベ り 

色男 じゅばんで のど をし める やう 

女に は 御えん つたな き淺葱 うら 

ほそながく 嫁の ゆ づけの 音 が す る 

御 妾の いき ほひ 股で 風 をき り 

その ぶんに 差し置きが たき 治り 客 

増えら みする 内 柳 臼に なり 

ニニ 三 


柳 樽 拾 遣 第 八爲抄  . 

いっそもう 豆腐が ばたり/ \ おち - 

先 殿の ふかく 御 ふくろ さま だらけ ； 

よん どころ なくと は 後 のきつ ぃ紘 

不受不 施の く せ に 容顔 美麗な り 

しかっても// \ ^うすぎな り  ん 

胸 をと る 所な き 一 一 □ 醉ひ  - 

ほっぺ た を 下 4:- むらさきに 作るな り 一 

物 思 ひ 下女お やわん へ 汁 ももり へ 

具足 概の はた ほの 出た 男な り 

若盛り かたの ごとくの 不如意な り 一 

振袖で 星霜 を經 る やま ひもの 

產ん だお 子より は 妾が だ 、をい ひ 一 

佛 眼で ちゃんとして ゐる 下女が 酌 一 

ざん なんが 嘸なら うのと 淺葱裏 . 


ニニ  W 

御物 見に 餘 つた 顔 を 塀へ 出し 

下女が 帶 蛇が 蛭 をのんだ やう 

や く 女 IKjf 人な み の 下.^=< を お き 

あか りで 下女 天文 を考 へろ 

柹の皮 かう むく ものと すっと 立ち 

駕 かきと 下.^ 同 檨に尻 を ふり 

かみしめて 見て 味の 出る ふった やつ 

ほれた のが 來れば 後から られ たが 來 

靑 傘の かたぶく 方に 車 引き 

つべ こべ と あらゆる 亊を殿 へつ け 

つ 5r ら笠目 ほしい 下女 を 一 一人 つれ 

やぶ 入り を むざんな るかな 只 か へ し 

こうばいの はやいた ほ だと 屋根で 云 ひ 

くどかれてぁたりを35^るは承知なり 


御 妾 はこつ ぶです うい す いとの み 

高 笑 ひかく しお ほせる あとの 事 

くっさめ に 下女へ ッっ ひの 灰 をた て 

歌が るた 大 先生と よめ を ほめ 

安 永 中 

勞咳 はしの びが へ しのうち で やみ 

時に 應 じて 娘と もとな へたり 

孕む ば ん妾 切ら れ た 夢 を み る 

百 助 を どう 思 ふ氣か 下女 は 5 只 ひ 

ぶ つかけ がよ い と 花嫁 いひ かねる 

ふみ 

下..？ -が文 あだ 力 も はなしす る 如く 

つんと した 女の そばに 淺葱裏 

ほっきり と 折れさう なの を 息子 さ し 

御意 に 入る やつ は 外さ まの 女な り 

柳樽^5遺第八篇抄 


いち 上りな どで 岡崎彈 いて 居る 

やみに あや あるで 娘の 門す 5. み 

湯殿から わすれた 時分 嫁 は 出る 

取り もち は ひゆう どろ. /(,\ と おどし かけ 

下女が 文書 いて はくって しま ふなり 

下女が そば 事 を かしく もね ぎ を さり 

後家の 供 じょさいの あるが 一 人付き 

晚 年に 及んで 奧 のしめく  ， り 

娘 はや わきの 下から 川 をた し 

色 WR 齡 から 一 一寸う へ でしめ 

御 亭主 のす き 見 生死の さか ひなり 

兩袖 にけ つま づく ほど 錄遠 さ 

茶 を 五六 卜ば い 吞んで 手 を 握り 

目 や はなの 代金と して 一 ー百兩 


柳 梅 拾遗第 八篇抄 

殿樣を 外へ はやら じ 鈴のお， と 

行燈 のかた はらに 住む 美し さ 

一 大事 花よ めどう か K が 出さう 

乳ば なれ ださう だに 嫁 は 消えた がり 

どうれ いと 下女 片ッ ベらぬ つて £ 山る 

一 物の ある 後家 あと へ 年 もとり 

なま 長い 袖 ひるが へ し を どるな り 

女房 を 小循に 取つ て 見 世 を^し 

國 家老 來 て肉屛 風た 、 ま^る 

持參 金な ン ぞと いふと 頰へ かけ 

とてち りで 雲居の 曲 へ けちをつけ 

手の内へ むすこ を 入れる. K 年增 

おら ァも うい やよ と帶 でた 、くな り 

子 を 一 一人 すててお やく とんだ 事 


ニニ 六 

三 絞と あかの 他人の 傀儡師 

いき ほひ まう にの ， しる は 妾が 兄 

どこでもい いに 丁】 寧に 尻つ めり 

とき あめ 

御： r か 卯の 時雨の 故事 を 云 ひ 

閒 sf- とい はれす 和^く やしが り 

手拭の よりをもどす は 出 來た奴 

來 たさの を彈 くさいち うへ 國 家老 

うつ， M いて かくかん ざし はものに なり 

いやらし さ 妾 このごろ 茶 を はじめ 

遠 吼の四 五 けん 先で 四 花 をす ゑ 

後家 ざ かりだと $貝 め やう も あらう のに 

若殿の ぬけがら 奧 では -V を す る 

四つ ま へ は 老いに けらし なやう じ兑世 


下女 文 を よんで 貰って いき ど ほり 

おしろいの 閒 くばり をして へ んな面 

切 文の 使が つくして かへ り 

ちっとも 惚れす 茶 を 一 一はい 錢五文 

約束 を 下女 はとつ くりね てし. まひ 

拾 遣 

お と なしくな る と 目 付キが 惡 くな り 

かくす 文ぬ からぬ 顔で 鶴に 折り 

美しい 顔です たった 紋を つけ 

母の 名 はお ゃぢの 腕に しなびて 居 

蟻 一 つ 娘 ざ かり を はだかに し 

出來ぬ 奴お よしなさい とかたく 云 ひ 

藪 入 を 霞に 見 そめ 霧に 出來 

馬で 來 るので よめん 女と はねるな り 

柳 稼 拾遺 第 八篇抄 


訓讀の やう だと 園 ヒ三を 下 ゆ 

淸書 に ちっとち ひさい 下女が 文 

女に はいつ そ 目の ある 座頭の 坊 

あてもなく 下女 ふら と 戀 病 

若 後家 の 豈勾當 を このまん や 

石の 飛ぶ 夜 は あたらしい 顔 一 一つ 

おせく の三紋 めかけ 達者な り 

圍 はれた 猫の ひた ひ を 上草履 

うらみい ふ 下女 井戶づ なの 毛 をむ しり 

馬鹿 亭主つな ぎの 多い 子 を 設け 

かねつけ てと がの 次第 はしられたり 

憎らしい 皆 西 川 は ごぜに 描き 

針箱に あるせ つか ひ はふ さがつ き 

針箱のう ち は 一 生 かたづかす 

ニニ 七 


柳 桴拾遗 第 八篇抄 

前帶 になれば うしろが はるか まし 

挨 機の たびかん ざし は 場所 を か へ 

親の 恩 十四で 知った 娘 あり 

女 同士 どこし か あら を 見出し 合 ひ 

下女が 戀 日に 一一 一度 づ 、 實を見 せ 

愛想に 一 つ はた、 く 乳母が 尻 

まれぐ すり 十日 显 ぎても さた はなし 

くどかれて 給仕 は 盆へ；^  i き 

へ つ ゝ ひ は 下女が 戀す るお しま づき 

かの 下女と かの 草履と りちら ノ\ し 

其の 下女が 晝は 木で 鼻お つ こくり 

むだ 骨の 夫婦 ある 時 願 を かけ 

長つ ほねが くやで 聲をか ら して 居 

生娘 は膝ッ 小僧に 五 人力 

いい 男 貧乏神の 氏子な り 


. ニニ 八 

我が 首 を ひ よんな ところで 高く 買 ひ 

問 速 ひで た、 いた 尻が 封 じて 來 

5^ がよりの Is- にして は- J ほし 過ぎ 

鎌 食の いけす へ 嫁 は 身 を はしけ 

園 はれに 母の まが ひ を 付けて 置き 

しゝ 喰った むくいで をし い 袖 をと め 

勘當 はぬけ 裏な ども くらから す 

仲 條で發 端 か ら S こと をい ひ 

舉 ir か 棚へ 上 ッて聲 が はり 

！ ^星の 猫の 氣で 居る 奥 家老 

畜生 めな どと いふの も ほめ 言 薬 

に ざりたい 手へ ちょつ ほりと おしてやり 

ほた もち も 棚に あ る の は 御手が つ き 

大名の かりる 道具 ははら ばかり 


か きが ね に 返り忠 あ る 化 被 部屋 

地 黃丸晝 はの みつ 、夜 はきえ 

眞實に はで な詞 はな かりけ り 

もの いはぬ かつら 男 もしの ぶ 夜 は 

かたい やつが うざに 尻 を引ッ つめり 

おすま ひの 恶ぃ內 儀で うれる；！^ 世 

しのび ごま： 1： ぞ云 ひたい 姿な り 

仲條の 下女 は 前車 を じろ / ヽ ^ 

下 4« ^が 手 はお やくく とわたに 逃 ゆ 

あの 顔 へ へ ちまの 水 は へ ち. まなり 

おめかけ の 疵は鼻 か ら煙 を 出し 

くどかれて^ 母 はこく う-に 子 を 愛し 

くどかれて 下女す りこ 木 を はじいて る 

話の は あれ かと 後で 舌 を 出し 

柳槔 拾遗笫 八 篇_抄 


その 手代 その 下女つ ひに 九 尺 HI 

. 親類に ろくなの は 無い 玉の こし 

新枕 明日 横町の？ i へ は ひり 

三の 絲だ らうと 絲星 起きて 出る 

御 妾の 胸さん 用 は. K き す ざ 

綿のう ちで かすかに 返事 をし 

もみく ちゃ は中條 流の 道具な り 

い た づ ら をす る 手 を絲 の わくに 借り 

t!: く はぬ 顔で 男に けつ ま づき 

^口  i 半 造作の かほ を 出し 

行末 は 誰が 肌 ふれん 紅の 花 

いっそと は 口舌の 中の 置 字な り 

奧 家老 不粹な 役 を つかさどり 

讀 まん どし 書かん どうしの 戀も戀 

ニニ 九 


柳 撺拾遣 第 九篇抄 

白粉で けッ く よごれる 後家の 顔 

箱 入 も ふ た 親の 手 を 釘ば な れ 

御 情が いく 夜つ もって 嵐へ 扶持 

手に あらば 桂馬 5 ちた き姊妹 

聞き 干して 後の つまらぬ 丙午 

美しい 手の かけ， ま はる 琴の 上 

居 ゑら れて 七兩ー 一分の 膳 をく ひ 

くどかれて 紺 星の や 5 な譃 をつ き 

ほれ 藥 ふらりく と を どり の 手 

後家の 代に なって どうやら かう やらし 

ほんのり とする のが 嫁の かくしゅい 

下女が 文す  >  ら短 くぐち を かき 

にぎらせ てこつ そり 消え る 文 

掛 物の やうに 妾 をと りかへ る 


二三 〇 

悟氣 にも あたりでの ある 銅 M 低 

盜まれ た 顔へ やうく：；： が あたり 

譃ゥ やと 引っぱた かれる 草 屈 取 

戀に實 が 人れば 稽古に やせが つき 

捨てられぬ 文も屛 風の 蝶つ が ひ 

姊 のす く紋は 妹の 氣に入 らす 

(第 九 篇) 

哀 傷 部 

寶 i, 曰 中 

片降を かつぐ ゆうべ の 鰹 仲 問 

南無 女 ini? ち ， をの ませに 化けて 來ぃ 

胡麻 盥も ひた ひに あれば あはれ なり 

_ ^が 出 來て 念佛 巾す はや 桶 星 


施主 はみ なぶ たれた やうな あた ま で 來 

s> 禾 ヰ 

首く  /V りつら あてに と はた はけな り 

上下で 是れ だと 兩目 なでて 見せ 

あつら へ たやう に 姑 女 頓死す る 

それお もん みれば 行く やつ 五六 人 

上 下 を脫ぐ と 無常 も戀 に な り 

安 永 中 

もりころ すので 藪 醫者も 名が 高し 

施卞， の fi 巾 著 切もう け る な り 

天明 中  • 

いい かゆん 損德 もな し 五十 年 

拾 遣 

なま 長い 經 であった と 土手で 云 ひ 

柳榣 拾遺 第 十篇抄 


たが 爲の 春よ 機 も みどりして 

いやがりし 机の 上に まくらめ し 

人 だまの いぢけ てと ぶ は 掛り人 

石塔の 中に 眞 赤な たちすがた 

また 死んで てんく 舞の 講 がしら 

今ごろ は 灰になつ たと 燈籠見 

(第 十 篇) 

釋 敎 丄甘 

寳歷中 

木 母 寺 も 十六 日 は 愚に か へ り 

願 かけた うへ に地藏 をし ばり あゆ 

御 びん づ る德 用の ない 願 を き く 

引導 を つ ッ 込み に す る 泉 岳 寺 

二三 一 


柳 撑拾遣 第 十爲抄 

はら W たつ 時 精進 をお つ - ちる 

ほんのうの 犬が くッ つく 後家 S 珠數 

淸 水の 慈悲 は 飛ぶな と樱 さく 

折 ふしに 佐 藤 _ 共衞の 時の. 3 ザ 

近道に 寺の 胴 腹つ き 通し 

0 俗 をしても 半分 殊勝な り 

日蓮 はかう ばし さうな にあ ひ 

音樂 にわけ ぎの や- フな笛 も あり 

如意 輪 は さられた やうな 姿な り 

沙門 はからし のきいた 顔ッ つき 

えんま 

閣魔さ またの み が ひな き 口 を 明き 

大佛は 見る ものにして 尊ます 

たまし ひの ごた つく 上に 常 念 佛 

^；-春の片んょめぬ門の礼 


二三 二 

^大師 いざ 參 rt? つ の 御す がた 

稻妻も 敷 IK  S 高 い 金閣寺 

錫 仗と おんな じ や- フに首 を ふ り 

おびた .V し 猫が くやみに 來ぬ ばかり 

朝 大師な どと 狐 を 馬に のせ 

戀 死の 諷誦に は和尙 作み-人れ 

常住 の 作りし つみ は 松ば かり 

在鄕 寺： ；汁. 菜 も いもだら け 

ど つ ち." へ S ろて も 珠數星 ほめ て やり 

大佛を 一 身 ごろ づ ， f  ,-ん り ふし 

談§ 我佾 のり 地の 時に 目 をふさ ざ 

俗坐禪 よほどつ くした うへ の 事 

E- 州 は 鞭 も ほさつの 数に入れ 

兩 大師 五 言 絕句 でもの を 云 ひ 


淺草寺 附で 聞けば つ き あた り 

ひがん 中 嫁の 笑 ひの 本音が 出 

後家 S 供し きみ を さけて 舌 を 出し 

安 永 中 

初が つ を かと^ 正の 無我で 聞き 

大佛も 元い ろ 事で 出 來給ふ 

へ ん ほんと なびく と吉 野し まひな り 

月の出 を もらいろ の 手で 拜む なり 

一 一疋め は 子に ねだられて はなし 鳥 

天明 中 

供 部 星 へ 寢て 前生 を 思 ひや る 

拾 造 

朝參り 主馬と 七 兵 衞 もく 禮し 

三世相 下女 こと S 外苦勞 がり 

柳 樽 拾 遣 第 十篇抄 


法 印 S 手 はいろ くに、 ) くらがり 

子 を 持って 百 萬遍も 片手 わざ 

大王 は统 をのまん す 御 口つ き 

たて ひき 

高野山 立 引の よい 灯が とほり 

穴 ほり は 花い けな ど へ 火 を はだき 

善 光 は 掘 出し もの S 元祖な り 

棵幽は あたまの うへ にわ だか まり 

ときば う す 念 ^ ろ ぶり は 香 を も り 

寒 念佛き ほひの やきの 廻った の 

大 かほち やさと りの 祖師 S 姿な り 

佛師星 ははした に 一 一王と り 廻し 

方丈 は 四十 七聲 くわつ とい. ふ 

か ん きんに 此の世の 事が ちら く し 

五 百から 一 體 ぬけて 人に すれ 

一 一 ！ 一一  三 


柳 櫞拾遗 第 十篇抄 

分別の よ い <R 別が 無 分 5^ 

鬼 ども を で んが くにする 雨が ふ り 

大瀧は 根性 ほね を 丸 あら ひ 

平 内 は 神と 佛の まぎれ もの 

ぬれ 佛を がんだ 跡で た ， くな り 

極 樂の道 を しらぬ が佛 なり 

二 ほさつ はお いらが とい ふ 立ち姿 

三年 忌 切りで 淸 盛無綠 なり 

引導 は 思 ひ 出し て は 何 かいひ 

餅 好き は 我が 石塔に 工夫な し 

紙帳で は 自業自得の 屁の 与 ひ 

御詠歌の かなき り 聲が嫁 いぢり 

弘法 はわが 身つ めッ て 見ぬ と 見え 

鳴り やんで 折目 をた 、 む 普 門 品 


二三 四 

呼んだ から 來 たと Ft 僧い つた やう 

鬼子 母 神 ひとり 産んで はさし をな ゆ 

血の 池へ 赤 鬼ば かりせ めに やり 

女 をば 魚類のう ちへ 人れ て 置き 

かるやき を 買 ひ に 他宗 の 通り ぬ け 

提灯に 釣鐘 まける 淺草寺 

び ん づ る のな で 所な き戀の 願 

指 を 切る から は 九 ほんの 淨上 まで 

佛 力で 行く よし 原の せ はしな さ 

にえきらぬ つれ は 本 來誓： 二 物 

(第 十 一 篇) 

祌 祗 部 

竇曆中 


一 萬 度 大きく 守り 給 ふなり 

太 神樂頭 は 獅子で 尾 は 奴 

太神樂 のどの あたりに のれん あり 

戶 かくしも 祌 樂の閒 S ラダぬ き 

朝な く 故 鄉の方 へ なに か 云 ひ 

伊勢の 御師敕 使の やうな とり 廻し 

注 連 繩でー 一見の 石の 首ッ 引き 

町内の 佛 とらへ て 猿 W 彥 

榊 も ち 沉香も たかす 屁 も ひ らす 

正 一 位で つちに 告 ゆての たま はく 

祌樂卿 子 首 をね-ち ると いとま 乞 ひ 

^和 中 

たからぶね 逃け て來 たよな 御 姿 

越後 星に 長 逗留の 風の 祌 

柳 槿拾遣 第 十 一 篇抄 


乳母が 子 も 御幣の 下にち  > , .> まり 

紳樂堂 心ば かりの 足び やうし 

につ ， 〕 りと 人魂 を 見る 時 まるり 

安 永 中 

見 世へ 出て 元 直 をし やべ る 狐つ き 

いのる らんと あんまり むごい 事 

大黑 をぬ すみ 一 もくさん にかけ 

異な 所 へ あたって わら ふ 神樂堂 

拾 遣 

女神 まづ しかられ 給 ふ 世の 敎へ 

かう も 手の ぬかれる もの か 神の ぜん 

猿田彥 いっぱし 神の 氣 であ る き 

猿田彥 はな をに ぎって 汗 を ふき 

樂天 はへ ほくた 爺 だと 思 ひ 

二三 五 


柳 梅 拾 遣 第 十二 篇抄 

三度め のちよ くし を こらへ かっこむ 氣 

祌樂堂 ゑ ほし をき たがむ ことなり 

いもの か はで もむ かう かと じゃまに なり 

祌彿も 一 一十 餘年 はためて おき 

さる-た 彥 さながら 錢も拾 はれす 

飛 入 は御師 でち ひさく 畏まり 

； t 前で 生ものし りな 手 をた ， き 

神の 馬う やま ふ 施主に へ を かがせ 

神託 を の 一  > らす聞 いて やけど をし 

湯豆腐 を噙 ひ 逃け に す る 風の 神 

赛錢 をのんで 神輿 をよ ろけ させ 

うしろから 追 はれる やうな 猿田彥 

御眞乘 つまるところ は 錢の事 

江の 島 は 三 冊 ものの せ！！ づく り 


ニコー 六 

祭 鱧に もやしの やうな ffl- 大王 

かま じめ S.M: めしたき はかし、 J まり 

卷 の 唐人の 出る 佐 久問町 

祭禮に 天の羽衣 一 一易て 

御 はら ひも. 2： から 背負 ふ は 哀れな り 

御機嫌 を 肩で うか、 >  ふみこし か き 

釜 はら ひじ や./ \  ほどに 舞 を まひ 

あ づき もち-,;^ つ 佻へ て 五 つ^ひ 

貰 はれた やうに 寢て 居る 御 師の夜 著 

艸も 木も寐 るに 女の 神 まう で 

船頭の 居所に こまる 寳 ぶね 

(第士 ー篇) 

故 事 


寶曆中 

神代より 日パ 今に 地に おちす 

神 農の ねごと は 舌の 音 ば か り 

ぉ釋迎 さま 生まれ落ち ると みそ を あけ 

夕が ほの 中 へ 南瓜 はま かなく に 

文盲な 駕籠の 寐て 行く 須磨明 石 

惡龍 の 中には だかの 立ち すが た 

酒 もりの いざ， y さと はんみ や f  J 鳥 

夜半に 君 ひとり 行く らん 盜み ぐ ひ 

分散に 世 をう つせ みの か ら だんす 

すり鉢 を ふせて 西 行 たばこに し 

北 州の 千年つ かひ 過ぎた る 身 

氣づ よいと 氣の 長いの が 九十 九 夜 

禁足 を わすれて 笑 ふ 橋む かう 

柳 樽 拾 遣 第 十二 篇抄 


山 を 出て 阿羅々 遣 手に 宮づか へ 

寳劍は 尾 先 名珠は 臍から 出 

片 假名に 四角な 文字 は 手 を 引 か れ 

一 賫 つて 萬 物 をし る吳服 £ 

ほれた 同 土る すに のこん の 雪の 肌 

藥喰ひ 人目 も 草 も か れ て か ら 

子 はこた つ 親 仁 はころ ぶ 所まで 

，  > しもと にお もや とられし 飛 烏 川 

八朔の 雪 は 吾妻の 香爐峯 

でんがく はむかし は 目で 今 は喻ひ 

Ih^ 條に は 夕が ほらし い 宿 もな し 

すが 、 きに 咸陽宫 に 灯が とほり 

なり ひら も 腰辨當 で か ら ，-- J ろ も 

獨吟は 表 八.：？ でた ば， 】 にし 

二三 七 


柳 稼 拾 遣 第 十二 篇抄 

鎌足へ まっぱだかに ていと まご ひ 

與右衞 門 は 見せ ものに 出す 思案 もし 

猫 また を とらへ て 見れば 梭の母 

筆法の 外に 一 流 ふる ひ 出し 

間 見に 鼻の 出て ゐる猿 E 彥 

ぬば たま を 遣ひ覺 えて 片じ まひ 

お 目見えの 敷居に くねる 女郎花 

十八で 老いに け らしな 座敷 もち 

なきに しも あらす と 書いた くれの 文 

むかしから 知れぬ で 人の 命な り 

い そ が し い 軍な かば に 行き暮れて 

仙人 をし ろう 人に する うつくし さ 

枳 になって いっぱし 縫 ひなら ひ 

はう ほうの ふわく を 噴 ふ 阿房 宫 


二三 八 

いのられて 藻 前 はおなら をし 

もの か は S 又 上 を 行く うその か は 

親 仁 へ は 古今 無雙な うそをつき 

唐人 も！ 一十 四 色に 子 を いぢめ 

ふんどし をお 鄉へ かざる 角力と り 

鹿 子 餅實は 右近 衞大納 首 

始 皇帝う ち へ 合羽 をと りに やり 

猿と 蟹ち とした 譯で軍 をし 

帶と いふ もの は 日 木のう しろつ き 

朝夕に くへ ば こそ あれ 米の めし 

されば ， ^ そ 人 S 候柹の か ゆ 

明 和 中 

せみ 丸 を とっさ まな どと よく； 3^ 立て 

こき まぜる 物の ありた き 中の 町 . 


もえ 杭へ もえろ /\ と 雪が り 

物干 +6 -卜 から 通 をう しな はせ 

西 行 も 風呂敷 ほど は 世 をの こし 

下 著 をば うろこと しらぬ 美し さ 

吳魏蜀 の 一 つ はなれて 木 挽 町， 

素 一 分 は 心 ほそく もた ゾ 一 騎 

火の 付いた やうに お 七 は 逢 ひたが り 

からかさで 飛んだ はなし も 若 ざ か り 

村雨 を 相談 づく でさきへ 寢せ 

歌の 會に ごり を 打った かほば かり 

鳥に だ もしかざる 內儀 うつくし さ 

半 太夫 天命 をし る 人ば かり 

小便 をして は顏淵 書物 をみ 

北辰の やうに 番頭 お ほ あぐ ら 

柳樟 拾遺 第 十二 篇抄 


S ふ V 

傾城 は あしたに まけて 夕う け 

生 醉は七 書に もれた はか. りごと 

安珍 ははした 錢 などお つ， 一とし 

安珍 は 死 ぬまで とんと かくれた 氣 

湯の 盤の 銘に 曰くの もん 所 

くわら りッと 晴れて 時 平 を とりあつめ 

朝 やけのした 日に 始皇 狩に 出る 

朝 歸り天 高 けれどせ ぐ 、 まり 

さも やん ごとな き 女 郞の質 をお き 

女房 は 憤怒の 相で をが まれす 

人 同じから す 花見の なかまわれ 

朝が へり 妙 智力に て 云 ひぬ ける 

ふり 袖の 天命 をし る 吉田町 

霜 天に いた." き 一 一十 四 文と り 

二三 九 


柳 梅 拾遗第 十二 篇杪 

とま つ たが あたら 樱 のとが になり 

御 妾 の聲 うつば りの ちり も 落ち 

持參 金 か ら き 命 をの がれたり 

落日に もみ ぢ！^ る氣 はさら になし 

正燈寺 むすこ 無明の 酒に 醉ひ 

ふ られ ると 武勇 を ふ る ふ 國詞 

今 はむかし 我が 檢馬を 見 る 請 出 さ れ 

はん ほ 

客の ない 姊へ 反哺の かんざまし 

物 ま へ の 客 あや ふきに 近 よらす 

吉田 町み な雜 兵の 手に か、 り 

大門の やみに ii 虎 はとら へ られ 

伏勢の 大將軍 はやりて なり 

肺肝 を 道々 くだく 朝が へ り 

手長 島け^ くわに 腕 かこ ぐらが り 


二  g:〇 

白 称 も そのよ 消 え て は： 夜 ふ り 

本 J 化 t の 娘 唐本した てな り 

も れ 下女 をぶ つ は 苦肉 の はかりごと 

安 永 中 

細見 を 四書 文選の 間に 讀み 

樂 しんで 淫 せす 歸る淺 葱 うら 

朝が へりし や ァ ：！： ほど の 事 あらん 

すん がう の M ゃァ んと范 #1 いひ 

g すり 金 何 か はもって たまる ベ き 

暮の文 あはれ なりけ る 次第な り 

李 太白 一 合づ 、に 詩 をつ くり 

やりて 婆 朝三暮四の 小言な り 

ある s: はいつ きかし. つく 太鼓 持 

りんき 應變 にした がふ 朝が へり 


大才 をいだ いて 嫁 は ほどこさす 

父母 をし へ ざれ ど 愚なら す 遣 ふなり 

なま 長い 御名 はこの 花 さくや 姬 

^力 亂神を かたる 太鼓 持 

B 本の 寐言だ とい ふ 月の 歌 

三 卜で 死ねば 藝者 もめ やす けれ 

ひやめしの あつ もの をく ふか 、 り 人 

始 皇帝 八 尺 ほど は 飛び あが り 

いう ぜんと さや をし ごいて かご を 出る 

かねてた くみし 事 なれば たれるな り 

くわいく  W くわいと 下野 さして 飛び 

朝が へ り 人のお もても しろぐ と 

ぬかるみへ すけん 飛び込む 水の 音 

生 醉 にほん /\ つら を み だ す な り 

柳樽^^遗第十ニ篇抄  ， 


はやく かへ りなと いひ/ \ 石に. なり 

から 衣ぬ ひめく に ほね を をり 

天明 中 

朝歸り 女房 鬼  一口に くひ 

立 舞 ふべ くも あらぬ 身の 一 一十 四 丑 

仙人 さま あと ぬれ 手で 抱きお こし 

堯舜の 代に は鉱前 直し 來す 

夜 や 寒き と は 傾城の ねだり ごと 

仲秋 の f  〕 ろ大 ど ら を 愚息う ち 

iC か ，06 のけぶ り もた えて 珠數ゃ 町 

進んで はたい こ 退いて はやぶ 醫 

よしや 君な どと 西 行理づ めな り 

出來ぬ やつ 三度 ふざけて 身し り ぞ き 

あの 棵幽 はに せ 筆と もてぬ やつ 

一； 四 二 


柳 攉拾遣 第 十二 篇抄 

孝 靈四年 あれ を 見ろ く 

拾 遣 

どっちら もす きで 大蛇 はして やられ 

けだものと 女で 石が 一 一つ 出來 

外科へ 行く 鼎 は 道の はんじ 物 

ふ ろしき も 今 は 何 を かつ 、むべき 

よく 見れば 疵の あるの がほんの 玉 

もてぬ やっかん らくと 打ち わら ひ 

新 川 は 上戸の たてた 倉ば かり 

韓信 とい へ ば また かと 聞く 意見 

舍 うば そろり /\ と 漁 父に なり 

歌 一 首あって 話が けつ ま づき 

大 織 冠よ くむぐ るのに 文 を 付け 

雞は朝 ま つ り ごと 台-むらす 


二 四 二 

おめかけ は四條 あたりの てんば もの 

鄰 から 源 五 郞鲋を ひとつ くれ 

：::^ にくる か./, \\ と 日々 にあら たなり 

茶签と は 化けた. 2： での 齒 相な り 

ながら へ ば また 此の頃 はふぐ をく ふ 

欲の 會供は 長 星で 夢の 會 

玉手箱し まふ 時には はふり 出し 

惡 筆が よって 筑紫 へやる くめん 

筆 星な ど.^ りが 有らう と 時 平 云 ひ 

一 さかり 六十 餘州 後家 差配 

女郞賈 極意 は 人の 和に しかす 

ふんばり はさが なき 母の 言 薬な り 

(第 十三 鴛) 


戰場部 

竇 MI! 中 

弓な が す 日 も縑倉 はふと ころ 手 

平家 をば 三千 雨で 明け わたし 

源 左衞門 先づ花 ござ を かりに 行き 

熊 坂 も つ ひに 覺 えぬ 胸 さ わ ざ 

爲 朝 はま づ ふんどしに 氣を 配り 

だ 、 ？ 子の やうに 俊 寛 愚 癡を云 ひ 

かゆ ほしの 馬 も 世に出る 勢ぞろ へ 

椎の 木の かけに 待 駒 はって 置き 

正 成 は 鼻 を ふさいで さい を ふ り 

あ と 王手ら しく 繼信 討死 し 

九 代 目の 末に まちん の 直が 下り 

越 王 は あとで 茶 椀で 酒 をのみ 

柳 樓拾遗 第 十三 筒抄 


能 An=- どの はの み を 逃した 顔ッ つき 

大 江山う つくしい の をく ひのこし 

ゆんで 

弓手に は 外科 を さらって 大 江山 

金 時 はく は へ 煙管で 角 を もぎ 

淸正は 人參ぱ たけふみ あらし 

鞍馬 をば かけ 落ち 頃が こ ゑが はり 

忠 盛の 高名の 場 を 犬が なめ 

御 落馬 を い そが しい 場で かぞへ て る 

明 和 中 

及び腰 鶴の 尻べ た统 でぶ ち 

一 三 一ば いのむ とい ばらき 頭痛が し 

壇の うら， で 四 五 はい 盛って 喰 ひ 

綱が 伯母 見し やれく とつのめ だち 

枕 鰭の うら 打ち をす る 前 九 年 

二 四 三 


柳 撑拾遣 第 十三 篇抄 

人の 手 を かりて 信 長 はら をた て 

本望 は& 明で 寐が ほな り 

知 盛み-しゃほんの やうに いのりけ し 

權 五郎う き 綺 の やうに 城が 見 え 

楠 はたて かけて 見て を かしがり 

平家が た 小便 もせす 舟に のり 

鎌 倉 はしつ けの ふかい 牢へ 入れ 

ときの 聲聞 くと 能 登 殿 一 つのみ 

源 左衞門 あじろに 組んだ 足袋 を はき 

始皇 から れば； -is 盛小儈 なり 

悪源太 幽靈 など は 手ぬ るが り 

勝 軍む かう で 焚いた めし を 喰 ひ 

うぬ 見ろ よくと 股 をく  .y るな り 

病氣 まで おごりが ましい 火 S やま ひ 


二  £1： 

雜に (はまた 來 ましたと 後 三 

ちっとば か 夭 口で はなす 太平 記 

かの HI にの つて 來 たかと 鍛明寺 

懷 に 抱いて るた のに 滅 ほされ 

やれ 根太 はよ しゃれく と！：" 取 明 寺 

ふところ 手した のに 鋼は氣 がっかす 

前 九 年 年賦の やうに 首 をと り 

楠に 歩 三 兵に て なぶられる 

植 に似て 高 輪の 石に なり 

安 永 中 

あ 、 らめづ らしゃ は 怖い 土 左衞門 

鶴の 檢 S1 うりに 來 たの は负を つけ 

海まで が い ふなり にな る 運の つ き 


そり や 木 曾が くると でんぐ りが へ すな. り 

さ ぞ 後家 も 貞女 だ らうと 幕 を 出る 

賴義 はまた^ してた ゝ き 合 ひ 

あれが 口に はか たれぬ と 諸葛瑾 

道具 やに あるの は 逃け た 具足な り 

拾 遣 

知 盛 はけんく わ 過 ざ ての 棒 を ふ り 

凱陴の 日 に はな ま ゑ ひ 五 百餘騎 

義盛は 世 帶くづ し を 申し受け 

一 門の うらみ をた 、 む 傀儡師 

は し f.  J 屁 を高點 にす る 無禮講 

本能 寺 はしの 步を つく ひまが な し 

薪 ざつば これ 下々 のとび 道具 

一 字づ 、 化けて 屋敷の やうす を 見 

柳 樽 拾 遣 第 十一 一一 篇抄 


和 藤 内 どっちつ かすの 供 を つれ 

三 保 谷が か へ り はえり に 日が あたり 

飛車 角の みんなな り 込む 一 のハ 4: 

からめて 

搦手へ 摘 草に 出る 白拍子 

一 の 答が く 星 新道から ま はり 

鶴 を ま つ うちに 早 太 は 髭 をぬ き 

百 石 は 敵に もら ふむ かう きす 

講釋の 敵 は 明 n へ 逃け のびて 

祐經は 久しい なりで 討 たれけ り 

るの または ：！： さ/ \ で こし を かけ 

陣太鼓う たせて なと 白拍子 

白拍子 阿房ら しいと 四 五 枚 iw- 

和 藤 E 毛 生藥を あごへ ぬり 

美しい 流人 大め しくら ひなり 

二 四 五 
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信. はし， ) たま 借りて 燒き、 〕 ろし 

桃の 木の 下で 三人 五 升 のみ 

五郞 丸一 一十 九 曰は氣 くたびれ 

富士川で 三絃 を 折る 白拍子 

次 郞左衞 門 柿 手 は 猫の くそ を ふみ 

牛 若の さやへ さはって 飛び あがり 

(第 十四 篇) 

靑 樓 

竇曆中 

大門 を 鷹 もじろ りと CB^ て 通り 

ごく 樂と 此の世の 間が 五. I 閒 

待つ 顏 へ さくら をり くちり か ゝ り 

親 ゆびの 次に うす 雲 小 むらさき 


二  六 

世の中に くれて 郭は晝 になり 

立て ひざで 文 を かくの も 姿な 0 

うつ， M いてる るの が 心 待と 見え 

目う つ りが し て 舟 を 寒が らせ 

提灯で あがる はしご は氣 がちが ひ 

來 たかともい はす 來た ともい ひもせ す 

片 し バ、 れ 茶 や が 意見 も 聞く 夜な り 

繁輪 にて 見れば やりても 凡夫な り 

戶 障子が 女郞買 に は 行くまい し 

新造 はま だ とこやみの 夜 著 ふとん 

なほ/ \- を 先 へ 見て 行く おもしろさ 

大門 を そっと の ぞ い て 籠 一 を兒る 

菜の 花に あれ 見や 主の 紋が とぶ 

吸 殼を秃 を よんで たづね させ 


來た顔 は 文の うらみの 十分 一 

やくそくの 猪ォに 目の まふ 草履 取 

素 一 歩で 一 一人 一 座の 夜の 雨 

ひ を どし 

壁ぎ ははみ な緋 絨の錯 著て 

かう なれば はじめの 譃 がはづ かしい 

吉原は 下から 先へ 夜が 明ける 

子を賫 つた 41^ いなづまの やうに きえ 

© ゐ ごん を そろり くと 舟に のせ 

朝見れば 枯 野の やうな 臺の もの 

明日までの 遣 言 を 聞く 草履 取 

つき出しの 袖 ははし ご へ 引つ か、 り 

うけ 出され 脊 中に 帶 はおち つかす 

うれのこり 騷 がぬ 體で ひだる がり 

夜 著 ふとんよ しはら 中の そば を 喰 ひ 

柳榉 拾遺 第 十四 篇抄 


一 一 朱よりも 一 分の 譃が おもしろい 

太鼓 持す ゐが嵩 じ て 乞 貪め き 

伴 頭が 來て桶 伏に のび を させ 

太夫し よく 百で 四 文 も くらから す 

雨だれに 追 廻 さる 、伏 見 町 

诗 はす わると 直に 時 を 聞き 

中 宿の 子 は 化ける の を じろ く 見 

上草履ば た/ \ /\ と 外 へ 行き 

姊女郞 吹 出す やうな 傳授 をし 

大門 を ると 思案に けつ ま づき 

よい 思案 雷神 門 を 一 一度 通り 

傾城の たまく あてる 拷腰 

料簡の 外に 一 兩 ふらく し 

のべ 紙 を かほへ 一 枚 ひらつ かせ 

二 四 七 
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化けて 出る 帶は 背中に すわり かね 

やくそくで くれば 火鉢 もお こって ゐ 

待ちなん し 羽織 の 襟が ば からしい 

大判 も秀が 見て はにくら しい 

明 和 中 

手 短 かにい へば 口舌 もむ しんな り 

居つ けへ なま にんじゃくな 母の 文 

友達 を 意見した 夜 は ひとり 行き 

新 やりて 一 日 ましに にく がられ 

今 くれる Q にけ いせい はか 、 はらす 

總じ まひ わ づ ら ふ 禿 またがれ る 

摘 草 の や り て は^を 持って 出る 

つまむ にもたら ぬかぶ ろに 氣が 置かれ 

傾 成の 火睦 は住听 さだまら す 


- - =■、 

- . P  ノ  1 

一 i 

守 をば 衣桁へ かける 一 一才 客 

文の 末秀の 風 も 書いて やり  一 

^^^^^ 一  歩が 薪 をつ み  一 

火 どぶの 向う li のこす 上 草 屈  一 

我が身 さへ 持 扱 ふに かぶろ まで 

彩色の 裏に 墨 输の大 音 寺  - 

むなぐら をと つての 後が 女な り 

そ つと やる 文 は 秀を维 で よ." \ 

心中 は ほめて やる のがた むけな り ： 

牀 花の 禮に夜 ひと 夜 つめられる 

居つ 5f けに 顔より ひどい あらが 見え 一 

みす 紙で 腿の 顔 を 一 一つぶ ち  1 

中 宿で 届け こじれた 封 をき り 

名代 を 取って 笑 ふ を 遠く 聞き  ； 


女房に なって 無难な あるき やう 

姊女^ 三の 絲 ほど 口 をき き 

くれる かと 思 へ ば 鼻 をち ん とかみ 

引出しの 奥へ 届かぬ かぶろ の 手 

子 を だいて 見て すきん せんな どと 云 ひ 

八朔 は 我が あり ッ たけし ろくなり 

青樓 へな ど と 家. h: を つん ほに し 

舟 宿 は 一 一度 ほど しん を 切 つ て 行き 

たった 腹つ い 名代と 寐 てし まひ 

引け 四 ッ にばち を あくびの 一 まにあて 

毛氈 へ 孔雀 はばたきして すわり 

朝歸 りめ し 焚きな ど へ わら ひかけ 

四 ッ 時分 かたづ をの んで彈 い て ゐ る 

もてぬ やつ 何 か 地口 を 云 ひたが り 

柳 橼拾遗 第 十 m 篇抄 


心中の 追 人に 親の ゆるし 文 

大 一 座商賫 など を あ てさせる 

やりてよ くお つ f  〕 ち もせす ヒり 下り 

眞實に なると 互に や ほに なり 

ふ ぢん 

よい 智 It^ は 微塵 ももたぬ た い - 持ち 

上書 を てかん ざしで こじ はなし 

愛想 を 遣 手 へい ふ 夜 みじめな り 

草市に 禿 買 ひたい ものば かり 

居つ  >  けに 高 をく  ， るは實 子な り 

杯で 體梅 をす る 小な ベ だて 

たいこ もち 遣 手が た つと 舌 を 出し 

高 尾 以後 小ばん で 面の はりて なし 

信心な 事 だと 女房 舌 を 出し 

年明けの 顔 は 狐のお ちた やう 

二 四 九 
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物 前の 客 あや ふきに ちかよらす 

とほるまで 西瓜 を 喰って 待ち 合 はせ 

心 まち かきたてる 灯に 蟲も來 す 

新造 はお 針の そばに ち .>  , M6 り 

朝が へ り 氣の赛 な ほどよい に ほひ 

隅 田 川 煙管 を はたき さあ どう だ 

もてぬ やっかんら くと うち 笑 ひ 

かけて 來た 禿し ばらく 耳に 口 

たいこもち 辯に まかせて かり 倒し 

ゐっ 、"け は をと とひち ゑ を 出した ま、 

たいこもち 金になる 屁 を 一 一つ ひり 

心中 を ざっとす るの は 手 だてな り 

あどけない やうで 無心に ぬけめなし 

ほと 、 ぎす 土手で と 口が つ いすべ り 


二  5 

なんに せ い r;^ う へ 越せと すみ だ 川 

中 宿の 內儀 おどけて 脈 を 見せ 

銀ぎ せる ふられて 疵を 付け はじめ 

そらねい りの つ 引きなら ぬ 蚊に く はれ 

勘 當は雪 か 雨 かの あけくな り 

倾城 のし やん と 坐り し 物 思 ひ 

素 一 分 は 雪に ふられて える やう 

釗牀も 給の 方 へ寐る姊，^«^郞 

吉 原の 方 へ 死んでも 枕 をし 

後 を 見 ぬ 人の 乘るゅ ゑ猜 牙と い ふ 

吸 ひ 付けて 出す は 凡夫の わざで なし 

ちつ と 上 ゆ 申しん せう とかち りうけ 

し ま ひ をば 來る にし て 置く 疊ざ ん 

もてぬ やつ 髪 結 牀をか へ て 見る 


花 ざ かり 一 日 山へ うけ 出され 

八月の 一 一日 贊ゃ へ 雪が ふり 

新造の 袖 死 金に 疵を つけ 

かした 子に うつり 香の ある 中の 町 

うそつ かぬ 傾城 5ヌ うて 寂しがり 

傾城 の え んは出 雲の 當座帳 

素 一分の 無念 道々 追 ひ 越され 

杯 を さすが むす このいた -! t きて 

とや あらん かく や あらんと 朝が へ り 

み 、 づ くの やうな 遣 手の 影法師 

もてぬ や つ 女房 の. 方 が遙 かまし 

しんかき で 色ぶ み を か く 罰 あ た り 

たば こやのた より ま つまの 日の 長さ 

戀の 道， ) んぴら さま も か 、 り あ ひ 

柳樓 拾遺 第 十四 篇抄 


新造 はふる 氣 ではなし ねる 氣 なり 

私 をば 化した 氣 さと 內 儀い ひ 

町內で 間もなく 死んで うらに 行 き 

いい 年で 然 らばと いふ 隅 ffl 川 ， 

あっけない 夜 を 傾城に すねられる 

花よりも まづ 女房が もの い はす 

中の 町お つ、 ，1 ち さう に 腰 を かけ 

縛られた 前 を やりての すぐ 通り 

夢に 見ん したと 眞 赤な 譃 をつ き 

縛られた 女郎の そばに 袖 づきん 

铫 子から さすら へ の 身と しゃれた 文 

花の 枝 もつ が 男の ものぐ る ひ 

女房の へ ， んと笑 ふ 連 レが來 て 

土手の まん 中で 去狀 かけと いふ 

二 五 一 
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座敷 もち 琴 は あ 、 して 置く ばかり 

朝が へり はかりが た き は 親 仁な り 

U; の 座が 明いて 居ん すと 文が くる 

新造 に み んな のまれ る 奇應化 

く れ の 文 今 死 に ますと 書 いて 來る 

文づ かひ けん も ほろ 、 の 目に 出 あ ひ 

柳ば し 如 渡 得 船と 乘 つて 出る 

疊屋が や ほ で 簞笥 を ひょいと の け 

秀 さへ も、 いろ 程 はう そ を つ き 

おれ もさう 思った などと 逃け た あと 

むっとした 耳へ か す か な 上 ざ - y り 

淺 慈 裏 まくらの 紋を くどく 聞き 

もてぬ やつ 廊下 を 馬の あるく や う 

膝へ ふる 雨に 息子の くらひこみ 


二 五 二 

名 を 一字 かかれて 淺葱 うれしがり • 

ふる 雪 を 口 へ 人 れんと 禿 そり 

あやなし の 初手 は 苻中を 一 一つ 三つ 

明 K と 書いて はりたい 錄笥 なり 

安 永 中 

名代 S 部屋へ くやみが 一 ニニ 人 

淺葱 うら 度々 敗北 をして 歸り 

寐る ばかにして む ざ ./\ ともら はれる 

小夜 ふけて 風情 あり ゆ な 忍 び 駒 

まかりこ しさんと 淺 葱へ 名 をつ ける 

死 すべき 時に 死せ ざれば 日木撟 • 

かけて 来て # ^あのね を 三つい ひ 

ほころび をぬ ふ W たいこ 土 依 入， 

賴 もしい やつ 猪 牙 舟に かじり 付き 


朝が へ りう-しろめ だく も 茶 星が つき 

上る 氣で來 ぬと は 持って 來ぬ S なり 

かりの 名 はをぢ 本名 はぜ けんな. Q 

江戶 のまん 中へ 狼识へ もの 一 一人 

あと 

にけ た 後 禿は醉 つて たわいなし 

を かしく はな けれど 一 分 だけ 笑 ひ 

寐た ふ りで じ ろ く 客の 相 を る 

燒 の 順にと 笑ふ大 一 座 

ちゑまん くた る譴ッ つきお 職な り 

^應に 素 見 も. 2： は不酋 尾な り 

屁 ひと つになる 說法 をお. や ぢ說き 

借り た 子に 乳 を さが さ れ て ぞ つと する 

武. H たる もの を 中 に て あ へ し ら ひ 

士0 原 へ 男の 智楚 をす て に 行 き 

柳 橡拾遗 第 十 w 篇抄 


無緣 法界^ 際に 五六 人 

なま 醉 ひに 一 ト りくつい ふ 阿 101^ もの 

今丧 いくやつ も あらう と 芋 を 喰 ひ 

, 天明 中 

商賫を ほんと に ほれて やかましい 

よくく の 馬鹿 吉 原に 三日 ゐる 

其の 時ば ， ァ大 音聲で わら ひ 

リけ 四ッが 鳴る に 傾城 ほれの こり 

文の くるたん びに 息子ち る. r かっき 

識 もす こし はつ きます と 女銜云 ひ 

ちる らんの 頃から がいい 中の W 

壤笥 にも ありんす とい ふ 風情な り 

なけなしの 一 分遣って ひまに なり.' 

孝 不孝 一 一つなら ベ るぬ り 枕 

一 一 ：A 三 
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拾 遺 

杯と 小判 決していた ゾ かす 

桶ぶ せ は 元手の 入った はぢを かき 

寐が へ りに 客 は 目鼻 を あ. 一 ふなが り 

ゐ つ、" けの 馬鹿々々 し くもいい 天氣 

禿來て 鼻から 煙 を 出せと いふ 

ふた 親の 人と 思 はぬ 太鼓 持 

そら 寐 入り へ んな所 をのみ がくひ 

かごち んを齒 へ あてて とる 雪の 朝 

廊下 か ら 秋を覺 え る 上草履 

衣紋 坂 夜 は 一 人 あけ 一 一人 あけ 

其のう ちに 一 兩ー 一分の 譃も あり 

新造の 麥は 廊下 を かけ 過り 

名代が はづ せば 跡 は 横し ぐれ 


二 五 四 

物 思 ふそば に 禿の 春 を まち 

珍說が あると 太鼓 はす > みいで . 

俺 な らば 貫 目が あると 遣 手い ひ 

土手で 逢 ひどこ へ くと 手 を ひろけ 

取る 物 を 取る と 太鼓 は しづかな り 

素 見物 何の 因果で 來 たとい ふ 

ひそ/ \- と 廊下に 顔が と ヾ 『 r はり 

不最氣 な 事 だ と行燈 かきたてる 

そらねい り あまり 新が りちぎな り 

す  >  しさ は 座敷 をぬ ける 鐘の 聲 

腹 立 は 禿へ それる 女郎の 手 

新造 は 金の なる 木に よりか 、 り 

傾城 は手づ めに な つ て氣に ほれ る 

一 ー皮目には月も親仁も凄く：w^尺 


う そ を 書き つくした あとに 月の 事 

へ んな晚 御 めんなん しが やたらく る 

矢 大臣 まかりならぬの 御す がた 

朝が へりい のちに 別儀ない ばかり 

草 も 木 もね るに まだ 來ぬ初 會の夜 

聞きな さいお 前のう ち もつれ だとな 

行くな ではな いと は粹な 意見な り 

ひ i 

風に 身 を まかす 柳の 一 かまへ 

(第 十五 篇) 

長 歌 

明 和 中 

厄年の ごぜ 三紘を ふみをら れ 

い たづら な 御手 だと 藝子 わるびれす 

柳 樽 拾遺 第 十五 篇第 十六 篇抄 


世 を 捨て たやう に 踊 子 えんに つき 

安 永 中 

それがし もま かり 歸 ると 藝 子し やれ 

拾 遣 

めりやす は 女の ぐちに 節 をつ け 

一 一 上りが 過ぎて 身代 三下り 

(第 十六 篇) 

SjE パ り 

年代 不同 

品 川 は 波打ちぎ はへ 牀を とり - 

高 輪の 地代に こもる ほかけぶね 

戶 塚から と は 見えます る あは 、 なり 

やつべし に浪を ほめ る は 初 参な り 

一 一 五 五 


柳 橼拾遗 第 十七 篇抄 

や ほと 化け もの 品 川に 入りみ だれ 

みめよ からざる を 杉戶へ たてかける 

輕 井澤 构子 定規な 文が くる 

馬 を 買 ふ ほどで うけ 出す 輕 井澤 

丸 山の 客 は 一 萬 三千 里 

ほれた の を 通辭ー 人が を かしが 

丸 山で とる むな ぐ らは ほたん がけ 

切 見 世 は靑大 將の勻 ひがし 

に はとり. S やうに 切 見 世い そがし い 

四十から 老には 人らぬ 吉田町 

提灯で 見て ぬつ i と は/ \ 

およん ねんしと 材木が もの. をい ひ 

友 色 ぶ り 

明 和 中 


よし 町 は 文と 手紙 の閒を かき 

安 永 中 

振袖 を _ 紫して 後家の 相手な り 

拾 造 

よし 町で 女の 客 はか へりう ち 

( 一,1? 十ヒ篇 ) 

思 はせ ぶ. 0 

年代 不同 

みちの くの 思 ひ は 同じ 薪 ざ つ ぱ 

小便に ちと 物の怪の すがた あり 

黑主 は武玉 川から ぬすみ 出し 

かけ ま 茶 呈紙阅 ば やし へ 灯 をと もし 

勘 常の 一 日 一 一日 帆 かけ 船 


さすまた を はいた 坊主に 人だかり 

化け ものの 渡りが つ いて 物 まう で 

さんご じゅの 知らぬ ふりす る 毒 も あり 

魂 は 口にの こって 煑 えこ ほれ 

そら 錠で 居ながら 尼の 口が 過ぎ 

靈寶 にう す氣 味わる い 寺が あり 

五 人め の閒 男う んの惡 いやつ 

世の中 は 一 一寸 七 分に 四寸 九分 

(第 十八 篇) 

戲 場 

寳曆中 

しばらくの 聲 なかり せば 非業の死 

三 甫右衞 門 一段 高く 無理 を 云 ひ 

柳 襟 拾遺 第 十八 篇抄 


井戸が へ S やうに 五郞を 引き出し 

見 世 ものの 太夫と い ふ は 鼠な り 

助 六 は 江戸 一 番の 頭痛 もち 

4=- loi^ にうな されて ゐる 女形 

樂屋 から ま け る合點 のかた き が 出 

暫くが 頭 を みん な 横につ け 

猿 II し 一 僕 つれた 氣 であるき ， 

明 和 中 

愛想に 茶 星の 女房 は 一 幕 見 

ふり 袖の むね 打ち をく ふぬ れ事師 

此の 冪が 骨 だと みんな 鼻 を かみ 

葛の 葉 はや ぶれた 所 をよ けて 書き 

宫 芝居 いかにも 曾 我が 貧に 見え 

ほんた うの 年 は 保 名に 九 百の 餘 

二 五 七 


柳 梅 拾 遣 第 十八 篇抄 

三 芝居 見た で とりまく 長つ ほね 

花道 を ま ごつ く 下女 に 落ち が く る 

がくやで は より と も 公の 部屋 はな し 

花道 をのつ しくと かな つん ほ 

安 永 中 

死 に さうな そばに 毛耗 出し て ある 

獲々 は 何 か 尋ねる やうに 舞 ひ 

やるまい と い はねば 手 も ちぶ さたな り 

ヮ キ の $ "たば， ) 盆で も ほしく 见ぇ 

天明 中 

古渡りの おや ぢをも つた 和 藤 C 

拾 遣 

宫芝居 ^石 ほどな ェ 藤が 出 

幽靈 はに ぎり f ) ぶしで 引き 一 M し 


二 五八 

花道 へ 井戶か へ ほどな とりてが や r 

み， つか - 

よく 聞け は 自らと いふ 年で なし 

千兩 は舞臺 に 一 人し をれ てゐ 

友達の ひゃく 思 ふ ほ め 言 薬 

幕 引の へ んて つもな く しられる 

勘 5 ぱは 扇で ぶ つ が 故實 なり 

草 溜 は 引かす とじたい 切れ か 、 り 

疝氣 もも 瘤 にしておく 女形 

首 は ま だ舞臺 に 置いて 湯に は ひり 

幽靈 は き え て 棧敷 へのみ にくる 

賴朝 はてれ つく てんで 出 は ひりし 

つら W 皮う しろ へな ゆるく ろ ん ばう 

大ざ つま 張 飛の やうな 聲を 出し 

若殿の やうに は 見えぬ つるの 丸 


忠 lii パ衛は 一 一雨なら しにつ かひす て 

(第 十九 篇) 

寳曆中 

光陰 にけ つ まづ かせる うる ふ 月 

身の上に ふと 氣が 付いて 夜が 長し 

ね そ びれ ていつ その 事 に 飯 $ ひ 

食 ふ 時 はお いら も f  〕  > の 子に ならう 

た 》* しひ 

魂 が 研 星の 見 世に ならんで る 

なる 場所で ならぬ も 飛車の 一 ト 器量 

か 、 り 人鄰へ はら を 立てに 行き 

てん-^ にじ や、 フ るり あら ふ 風呂の 中 

ま 、 母の つみ は戶 棚で 毛 を はやし 

柳 撑拾遣 第 十九 篱抄 


子 を 持って 近所の 犬の 名 をお ほえ 

能く 寐れば ねる とての ぞく 枕が や 

鬼と よぶ 身 も 乳 もら ひの 夜の 鶴 

さそ はれた 帶は左 へ ま はり 過ぎ 

眞 中に 一 本 はえた 鬼 も あり 

筏乘 りた、 みの 上 へ 世 を のがれ 

かんにん のまつ 先へ 子の かほ をみ て 

片乳は 里子 へ ひ 、"く 鐘の こる 

わが 尻 はい はす 邀 をち ひさが り 

添 乳 してつい せんたくが 夢に なり 

腹 を 切る 事 も をし へ て 可愛がり 

御つ ほね は 白 縮緬の 化號顔 

棊 をく づす 音に 若黨 よみが へ り 

甚六 をし かり 過して たづね に 出 

二 五 九 


柳 梅 拾遺 第 十九 篇抄 

新宅 を ほめる 座頭 はと ゆ をた て 

臺 所へ 追 人の か、 る 病 上り 

堤から 村 兌 くらべ る くわいら いし 

あら 世帶 舅が 來ては 棚 をつ り 

, J しばりに むかしの 夢の 影法師 

一 言 もい はす 女房の うちにな り 

商人の 道に かしこき 笑 ひやう 

また 折 も あらう と 腹 をた て殘し 

かせ-ぐより あそぶ 姿に ほねが をれ 

引出しへ 欠 を させて ぴん としめ 

か 、 り 人 まつりが のびて むねが やけ 

長 廊下 座頭 を 一 人 ことづかり 

女房 は 旗色 を 見て 茶 を わか し 

晝の內 夢を見て 置く 瓜の 番 


二 六 〇 

大 太刀 へ 卷 きつき さうな 肌 をぬ ざ 

一 長屋 氣 ぬけの したる 梓弓 

上 下 を 著る とね ぢれ て 鼻， ザ かみ 

通り名 は 系 21 の 中 をす ぐと ほり 

うた ， ね をく まどる やうに 掃いて 行き 

明 和 中 

しゃほん 賫 りめん ほ くもなく 吹き あるき 

ふんどし のきら ひな 男 薬 はつよ し 

明 店へ 一 聲 すてる 納豆う り 

かけ 合 ひに うは 言 をい ふ將薬 さし 

おとろ へ た 山師の a える 辻 八卦 

女房 を 叱る ばかりが 馳走な り 

し か らす にと なりの 嫁 を ほめ て お き 

先生へ いか 、.- と 問へば そんな もの 


一 ッっ、 蛙 をし まふ 池の 音 

光陰 は隱 居のう へ にと 5, 、 〕 ほり 

か 、 り 人 せんたく をした 儀 をく ひ 

乳母が 宿 へ ちまの 水の 御 川 聞き 

先の 名が 長くて 樣に 頭が つかへ 

脇 寄れに 何 の 事 だと そっとい ひ 

見 倒し 星な さけ を 知って 不如意な り 

安隱居 どぶ を さら ふ を 役目に し 

かな ほう は 大屋 を じ やらす や、 フ に 引き 

姑 女の 股 はれん ぜん あし 毛な り 

そり 橋 を 先 へ 渡 つ て 口 をき き 

近邊 にか C ま つてる て 母 を剝ぎ 

閉門へ 心よ く 這 ふ 蔦 かづら 

刻限 を 聞きく 角行の 道 をつ き 

柳 槔拾遣 第二 十篇抄 


ひとりもの 脶震 ひする 飯 をく ひ 

九十 九で 死んで 一 年 をし がられ 

長尻と P- 寐入 のこん くらべ 

草履 取よ ろ けるな り に^ を す る 

直の 出來 るう ち は 大根の 毛 をむ しり 

棟梁の 矢 だね がっきて 人 は 散り 

(第二 十篇) 

雜 下 

明 和， 中 

家督 公事 後家 はき い ろな 聲を 出し 

御 祐乘人 を 遣 ふ も 擎の先 

昨ばん はな どと 互に 舌 を 出し 

大っ  >  み のどへ と ゆで も 立 つた やう 

I  lie  


柳^ 拾遗 第二 十篇抄 

草 分の 大家 火鉢に かじりつき 

ふんどし へ 大小 を さす ゆりか へ し 

なん-ちら は 何 を 笑 ふと 隱 居の 屁 

しかられた 針 妙つ ういつ いと 扱き 

化けて 出て たまる もの かと 里の 母 

ふきぶ りの やう に讀ま せる 散らしが き 

I ャ起も 朝ね もなら ぬか 、 り 人 

たばこまで 細 末 をのむ か 、 り 人 

劍戟を ふって 藥を うりつける 

おやとい ふ 一 一字と 無筆の 親 はい ひ 

よつ ほどの き ゆ んさ ほてん 買って くる 

姑 女の 發句 小姑 ヮキ をつ け 

棚 約って わ. さと あたま をぶ つてみ る 

安 永 中 


二 六 二 

鶴の つ らは 凡慮の 外の 所 へ 出レ 

御 IJI 子 をち と拜 0^ とよめ ぬな り 

母 かたの をぢは 一 わりこ はくな し 

あみがさで さつばつの 音 を ふき あるき 

じ だ らくな 形で Si 無 僧武を はけ み 

仕立屋 はいやく をして 縫って るる 

媒介 はやれ 翁 を かせ 琴 を かせ 

物. &に さあ 事 だ わと 料 it- 人 

藪醫者 はう き め をみ せて は を 渡り 

辻 番の棒 持って 出た ぶんの 事 

いふ 事 をき かぬ 生醉 木から 落ち 

中 直り おはぐろつ ほへ 拾 ひこみ 

天明 屮 

なにと も. & しかねぬ から 借りに くる 


何となく にくい すがた を 姑 もち 

百 雨で 一 生 あかんべ い をされ 

富 士の夢 下女 すり鉢 をぶ つ f  〕 はし 

御 かくご はよ しかと 笑 ふ 剃りなら ひ 

蚊 星 賣の聲 のよ いの を 女房 呼び 

一 一分 かりて 早速 か へ し 一 一雨 ふみ 

寐そ びれ た 夜は藏 をた て 家 をた て 

拾 遣 

手の 筋 を 見る と 一 筋け ちみ-つけ 

ばかされた やうに 日 雇の 一 一本 ざし 

«< 八 は 衣裳の いいがい つちへ た 

-  うそ 

紫 屋 ひとかたならぬ 譃を つ き 

よくしめ て寐 ろと いひく 盜 みに 出 

あくび 

唐人 は 欠の やうな 笛 を ふき 

柳 榑拾遗 第二 十篇抄 


死 金が たまる と 親ハ乂 しに こじれ 

たち 入った 話の 多い 御藏 前 

， J ん にやく やい そぐ 仕事 は あし をぬ き 

子 を つれてき つと 路頭に 迷って 居 

丈 くらべ まづ 一 番が大 たはけ 

居 眠 を 木地に して 居る 座頭の 坊 

手なら ひ 子 蜂の 如くに 路 次から 出 

跡 をと る 手代へ ちまな 男な. C 

吳服星 はたより 少な い 下駄 を はき 

久しい S 何の かのと て 茶ば か 出し 

冷 债をま じな ふ やうに 茶 を かける 

小 兒科は 虎の 脈な ど 取って 見る 

眞 中に 本店からの 內裏雛 .  . 

あいさつに むだな 笑 ひの ある 女 

二 六 三 


柳 槔拾遣 第二 十篇抄 

口上 を 下女 は から ゆすり 出し 

六尺 はこん くちきの 所作が あり 

一 一 一度め は 親 仁 を に おくと ころ 

頭巾に は 著る ほどか 、 る 福祿壽 

重箱へ そっと 11 飩の袖 だ、 み 

吳服屋 は 縫 上 ゆの ある へ んじ をし 

によつ きく 永代 橋の 冬木立 

船頭 はまた 井戶 ほり を あ ぶ な が り 

とりあ へ す 捨子の 親 を 鬼に する 

丸藥の ひざ を こ ろ ゆ る そ の 早 さ 

f  J がらし に 松 前 中が しゃち こばり 

珊瑚 珠は ふとん を 敷いて 見 世に ゐる 

やくそくの 違った やうな はねつるべ 

せとものの 布袋 は 肩で 小便し 


色 あゆに ちら/ \殘 るお ほろ 月 

夢 さめて そこら あたり を さがして！： 

はなが みに 脣 とい ふ き い たやつ 

ものさし でた らぬ く と 叩 いてる 

子 を 持って やうく 親のば かがしれ 

面な らば 作と も 3^ え る 姑 婆 々 

本家 か-,, >  こ だはり のく る 嫁 をと り 

うた ひで はねつ か。 ほれた 場が しれす 

姑 婆 々 まづ 孕んだ が 氣に喻 はす 

赤が へ る ごぜ は ひそかに 味 をし り 

一 一代 目 は ざっくばらん にっか ひすて 

女房の 料理 は みんな はすに 切り 

大坂 はに しめの 味の か はる 所 

久しぶり たが ひに 道で そり か へ り 


琴に なり 下駄になる の も 桐の 運 - 

梳木寶 せんじ 詰って 唐 辛  ： 

瓢 第に 胡麻と は 下戸の 仕業な り 一 

時 借のう その 手 爾葉も 根 も かれて 一 

客の 氣 になっても 見たり 庭つ くり ： 

捨てる 髪 あれば 都の かも じうり 

あだな 

來る 程の ものに 譯 名のな づけ 親 

は まぐ り はあく びの うちに 家 を 立て 

笑うた も あとから こける すべ り 道 

か、 り 人た つみ 下りに 腹 をた て 一 

こよみに も かたな 脇 ざし あと や 先 一 

十 種 香は總 身の ちゑ を はな へ 出し 一 

< と- T  i 

新造 は句讀 のきれ ぬ はなしな り 一 

酒撙 もす でに さいごの いきづか ひ 一 

柳 橡拾遗 第二 十篇抄 


かんにんの 戾りは 棒が 邪魔に なり 

一 ) しかた を 思 ふなみ だは 耳へ 入り 


誹 風 柳 禅 拾！！ 


二 六 五 


前 J? 附萬句 合 (抄) 


前 句 附萬句 合 (抄) 

寶曆十 一 年の 部 

の ろ ま でも 所 によって こ は がられ 

節穴 を 目で 埋めた と は 知らす に 居 

出格子 は壻 定まりて 沙汰 も 無し 

もの ， ふ も 米 をば 高く 寶り たがり 

に 虎 風に もまる ， 紙 幟 

行燈を 小循に 取って 物 を 云 ひ 

下手ば かり 寄る と 下手で も 目に 立た す 

俄雨 案山子に 笠 をぬ がせたり 

柴の戶 の 疊の上 をき りぐ す 

看病の やうに 寢釋迦 へ箔を 置き 

前 句附萬 句合抄 


かり 親 へ來て 子の 無事 を 聞く ばかり 

溜息 を餘 して 戾る あはび 取り 

花道の 眞 ン 中頃で 睨め 廻し 

筏 さし 疊の 上へ 世 をの がれ 

海 士の子 はつめ たい 乳 を^み なら ひ 

板の間に 或 夜 手の 跡 足の 跡 

ともし 火が 消えり や 巴 も.^ なり 

初 鰹 百 足の やうな 船に のり 

みちの く はこ ゝ で 聞いても くたびれる 

遣 言の 一 人々々 にす ごくな り 

勘當の 母は窗 から 手 をに ぎり 

馬 町 向う の 宿 は 目 出度が り 

一 一階から 見て は 寂しい 藤の 棚 

喰 ふ內は 天窗へ 上け る 猿 m 彥 

二 六 九 


前 句附萬 句合抄 

掛り 人ね た ふ りまで も 5 ちば なり 

草履 取 雪見と 聞い てうん ざ り し 

あっさう に螢 をつ かむ 娘の 子 

前 九 年 一 ト 攻めして は 煙草に し 

嘴 子方 將茶倒 しにけ つま づ き 

女房に きまらぬ 內が おもしろい 

そろく と 乳母から 邪魔に なり 始め 

親方 や 遣 手 はすかぬ 男ぶ り 

美しい 顔に は 皺も遲 くより 

草臥れた 道 を 見て 居る 鴻の臺 

千兩に 及ぶ 噺は 物す ごし 

寂し さ を 人の 背中 へ , ) すりつけ 

江の 島 を 見て 來た娘 旅 自慢 

隱 居して 畠 一 反 八 百 匿に し 


二 七 〇 

還俗 をしても 半分 殊勝な り 

薬の 強い 醫 者の 匙に は氣が 置かれ 

屛 風から 手ば かり 出して 取る 火 人 

眞中 は賫れ てま はり は睡 たがり 

樣の字 を 男の や 5 に 書きた がり 

さても、 】 の 狭が 無くば 蜘 妹と 見え. 

繩す" たれ 供の 女中 を 返り 打ち 

つり 缝の 中に 隱れて ひだる がり 

吉祥 寺 泉 岳 寺よりも 面白 い 

さま，.^. な 人が 通って 日が tDi^ れる 

目 かくしに 衣桁の 袖へ しがみつき 

鞍替の 籠に 町家 を 見て 通り 

細見 も 眼鏡で 見れば 恥 かしい 

細見へ 見て 來た顔 も 折返し 


吒られ て 立ち かねてる る 美し さ 

小便が したい やうに てしたく なし 

千兩 となって 財布の 緣が 切れ 

掛乞も 揉み手の 内 は 僧から す 

眞 中に 一 本 生えた 鬼 も あり 

何ぞ喰 ふ 時には f ) ， の 子に な つ て 

櫻 煮 は 蛸 も 本意な 送り 號 

都から 三 里 手前の 緣を笑 ひ 

初會に は 煙草 に 醉 つ てせ つながり 

夜の 雪 神木まで は 道が つき 

母親の 爾 突きく 乳 を飮む 

桶 伏せの 顔 へ 四角な 日が あたり 

枝 折戶の 外から 細い 聲で 呼び 

風鈴 を 火煃で 寒く 思って 居 

前 句附萬 句合抄 


13 で 口舌 云 ひく やに を 掘り 

皺くちゃの 手 を 美しい 手に 引かれ 

戀 なれば こそ 手 を 取っての たま はく 

破魔弓 を 貰つ た 顏を覺 え て 居 

この 外の 事 は隨分 貞女な り 

角兵衞 獅子ち つ ほけ な 子が 骨 を 折り 

時賴が もしゃ i! で 見た がえ い 

源氏より 伊勢 物語け す 近し 

かぶり ふる. M ば 女 も たのもしい 

太 神樂せ つ かく 呼んで 御簾 を 掛け 

よし 町の 障子 へ うつる 御曹子 

乳の み 子を寐 せて 涙の 置土產 

化物 は ひう どろく でぐち を 云 ひ 

耳 を かく 度に 小指 を 不自由が り 

二 七 一 


前 句附萬 句合抄 

ごふく や の 裏 はまや の 雨 あがり 

病人 も 眞向キ にだけ は を かしがり 

針箱の 内 は あやしい 物ば かり 

町人と 見られる 風 を うれしがり 

もろ， J しの 綺は 市松 を 尻に 敷き 

柳 樽 貧乏 樽へ 行きた がり 

殿樣 のどら は 男の 手 を はなれ 

大 織 冠中納 言より な まぐ さい 

うたが ひ は 素人よりも 一 一層 倍 

だんく に 口の 劍も はが こ ほれ 

人參が きいて 冥途 の 物が たり 

はつ ^煮て 本妻 を 大事が り 

膝へ 來て 土產の 鱧に 腰 を 掛け 

何 川か內 儀を浩 りる ひとりもの 


二 七 二 

習うた を 後の 師匠に 邪魔 かられ 

おふくろ にあ ， した 所が そ S まん. ま 

立 聞き は圑 扇々 持つ て 蚊に 喰 はれ 

人 に 智禁 借り て も 金 は 人に &、 し 

桶 伏せ へ W を 人れ る 手の 美しき 

弟の する を範賴 あぶながり 

我ながら 可笑しき 文の 讀み所 

素 I 分で 行かん とすれば 衣な し 

爲朝は 先 づ禅を 睨め 廻し 

猿 ffl 彥 一 ト皮. M: に 汗をかき 

寐た顔 を 皺く たにして 蠅が 飛び 

山伏の 躍る 病氣は 恐ろしい 

白 t.- は 尋ねる 庭の ちから 草 

寶暦 十一 一年の 部 


大名に さて も 其 の 後 短慮な し 

藪 入の 雨 は 盗みに 遭 ふ 心 

苟を 一 一度 動 かして 兒 たばかり 

總髮に 地獄の 話 かつ 消され 

土 川 干 質屋の 前の 物凄き 

賣 つた 日 を 命 日 よりも 寂しがり 

大黑も 法衣 くら ゐは縫 ひ 習 ひ 

子が 逃 ゆて 來た を鄰と 仲直り 

廻廊で 小 鯛の 撥ねる 嚴島 

持參 でも あるかと 人に 疑 はれ 

さまぐな 紙 を趨ぢ 足す 旅日記 

掛り人 銅壺の 蓋で 手 を あぶり 

ロ留 をして 綻び を 縫って やり 

三 保の： <t: は歸る となた にして 貰 ひ 

前 句附萬 句合抄 


瓦師は 知った ふりす る 都鳥 

怖 さうな 眼の 本復 は 空 を 見る 

帶 しめた 海士 は 厳 を 這 つて 下り 

陸 2< は 蹴 鞠の やうな 尻 を 出し 

下す 時^に ある 字が 讀 めて 來る 

大門に 鼬の 出た が氣 にか 、 り 

水鏡 足 を 洗 ふが いとま ご ひ 

鏡 磨ぎ わる い 男と 悟りき り 

相 應に頰 の ふくれる 小山 伏 

女房が 留守で 附木を 使 ひ 過ぎ 

富の 札會 日まで は 生きて 見え 

返 治してから 足弱の 連れが 增ぇ 

胸ぐ らを捉 つて 一 一階 を對に 落ち 

胸高に 妾の 兄 御 一 一本 さし 

二 七三 


. 前 句附萬 句合抄 

猿田彥 避けす に 通る 牛の 麓 

料理人 尖った 箸で 物 を 食 ひ 

鬼の 而 被って 下で 顔し かめ 

43<房 に 狐が 魅いて 逃 ゆる 閒夫 

仲人が 屏風 を 出る と鷄が 鳴き 

英雄 を 論じた 後が 酸い おくび 

譃 つけば 顔 を 見て るる 草履 取 

軒の 蚊の 次第に 下る 忍び 駒 

江戸 者 を 欺して 腕 を 取り か へ し 

追 羽 子 も 男が つくと 紛失し 

il 引 は 館になる が 暇 ご ひ 

寳翳 十三 年の 部 

夜 著 を 著て 朝飯 を 食 ふ 角力 取 

看 經に母 は 如 來と話 をし 


二 七 四 

公家 惡は 衣冠 正しく 下卑 を 云 ひ 

乳 貰 ひ は 彼方の 兒 をば 重たが り 

米搗は 給仕の ない が 馳走な り 

戶 口から 孫へ 土產を 振って やり 

權 子 木 を 持 つ 揚を 亭主 筆 を 持ち 

サ方 町 は 化けす に 通 ふ 所な り 

法螺貝の 喉が つまる ともう 仕舞 ひ 

借 傘に 黑 田の 紋 もっけて さし 

傾城の 文 讀む時 は 二三 人 

關取は あ. ぐ らを かくに 手間が 取れ 

夜 K 薷麥 箸で 格子 を 力 チ くし 

の 這 ふ 岩 本院の 臺所 

色男 洗濯 水 もちよつ と 浴び 

天人 は橫っ 倒しに 遊んで 居 


惚れられた 日 は 一 生の いい 天氣 

更紗に は え たいの 知れ ぬ 花 を 書き 

病人の 數珠を 友達 叱って 來 

關 取の 捺す板 行に 人だかり 

小夜 千鳥 扇の 的 を 射た あたり 

長 局 役者の 辭世 泣いて 讀み 

風邪 ひいて よん どころ なく 伊達 を やり 

還俗 の ちょくり く と 摘んで 

明 和 元年の 部 

子 を 持った 大工 ひと 足 遲く來 る 

迷子の 親 はしゃがれて 鱧み-云 ひ 

産んだ 乳の 當て くら をす る 長 局 

手水水飮む^^は枕はづして寢 

人間 を こ はして かく が 鳥 羽檢な り 

前句附 is! 句合抄 


逢うた 日を覺 えて 居る が，^ の氣  一 

釣れぬ 日 は 蟹 を 追 驅け追 廻し 

おらんだ べに きれ い め 

紅毛 は 紅 切の 要る 眼な り 

關守も 髪の 無 いのは 日が 永い  ， 

やはくと 引立てて 聞く 葡萄の 値. 

福祿壽 頭の 蠅を 他人が 追 ひ  一 

ざん ざ 降り 芋莖- 畠の 面白さ 

箍掛 はの の 字し の 字で 日 を暮し 

許嫁 世 問で 智慧 をつ けて やり 

雪隱を 戻れば もとの 物忘れ  - 

神主の 錐 を 持つ 日の 素 張らし さ  ； 

一 門の 恨み を疊む 傀儡師 

桶 伏せへ バァ をして 行く やり 手の 子 

おちゃつ ぴぃ 馬鹿々 々 々 々と述 けて 行き 

二 七 五 


前 句附萬 句合抄 

うしろ 

すっと 出て 後 を 見せる 談義 僧 

切 見 世の 一 ト閒 こなたで 味 をす り 

貰 はれた 夜 は 殊更に 美しい 

心 中 は 火急 と 見 え て 數珠も 無 し 

早 合 點鄰へ 行って 馬鹿な 顔 

切れぶ みに せめて 使の 胸づ くし 

姑 婆 小腹が 立つ と 六つに 起き 

そっとい ふ， ) とで も 無い に そっとい ひ 

小 侍 馬に 乘 つたが 下りられす 

低く 云 ひ 高く 笑 ふ は 憎らしい 

素 見物 秋の 末より ぶらつかす 

ぁァ IH^ え て 撗著物 の 骨頂 さ 

K つり 尾花に 襟 を こそ ぐ ら れ 

家に 居る 姊 らんち うの 見 振 あり 


二 七 六 

鷄は 腹の か はりに 襟 を 立て 

胸 ぐらの 手 を 撫でて 居る 色男 

作病 は輕 くよ そって 五 杯 食 ひ 

江戸 六部 葡萄の やうな 數珠を 持ち 

小便に 夫婦で 起きる 憎らし さ 

門々 へ 門の 字 を 書く 松飾 

束 帶の身 は 人 閒を眞 に窨き 

御所 柹へ枚 を ふくんで 夜 討 をし 

料理人 蒲 刃への せて 摘ませる 

嫁の 親 家へ 歸 つて 腹 を 立ち 

氣 ちが ひに なった で 嫁の 理が 聞え 

瞽女の 髮瞬 きをして 探って 見 

片足 を 仕舞つ て 居 酒 飲んで 居る 

空寐人 すれば そこ らが 痒く な り 


寐 ころんで また 縫物の 邪魔に なり 

心で は あ い つ をな ァ と 見た ばかり 

縫箔屋 五色に 壁へ 吹きつける 

お 妾 は あかり を 立てて ひま をと り 

灰 吹の 蹴 f  〕 ほして ある 總 仕舞 

孫の 守 追 ひっかれ ぬ を 自慢に し 

落し胤 一 生 嗜ぃ親 を 持ち 

格子から やき もろ f  .> しを總 仕舞 

後家の 子 はちつ ほけ な 手で 豆 を 撒き 

料 人うな づきながら 市 へ 立ち 

新世帶 命び ろ ひの 顔 一 一つ 

ちょつ くと 姑 を 誘 ふ 嫁の 母 

親分 は 地口の やうな 辭世 をし 

盜み食 ひす こし 吃って 返事 をし 

前 句附萬 句合抄 


御 ふくろに ねっから 知れぬ 話 をし 

土民と は 公家 惡の い ふ 首 葉な り 

一 一 日 醉兜を 著た る こ、 ろ もち 

寢 返りに 客 は 目鼻 を あぶながり 

飛びく に 眉毛の 生える 姑 婆 

かん ざし も 逆手に 持てば 恐ろしい 

寢て 居て は 口の 內 にて 彈 いて 見る 

湯 泥棒 一 一頭 重ねて 小 早く 著 

水船 は絲變 ほどな 綠を 出し 

女房 は 何 ぞの時 を 待って 居 る 

ふんどし のきら ひな 男 薬が 強し 

湯治場へ- 辆人 らしく 化けて 行き 

幽靈も 男 の 出る は 乞食 め き 

かたびらへ 乳の 突つ ばる 十九 一 一十 

二 七 七 


前 句 附萬句 合 抄 

鷄 はの したと いふが 五六 =< 

店 請に 叱られて 居る 男 達 

女房に 獻 すと 亭主に 聞い て飮み 

病人に 西日が さして 怫 めき 

まんまるに 嫁菜の 殘る 犬の 糞 

猫の 飯 入れ 添へ て 出る 花盛り 

石垣に 田の 字の やうな 窗が あり 

門徒 宗 あま え る やうに 經を讀 み 

草市とう ろた へ て鳴くきり，^(,-す 

不機嫌な 客 舟 宿の 戶 をた ， き 

三度 づ、 食って やり 手に いぢめ られ 

掃く 先 を やうく と 立つ 物 思 ひ 

草 刈の 子 へ の土產 はき りん \ す 

获 垣の 是れ より 左め かけ 道 


二 七 八 

約束の 戶 をば 四 本の 指で 打ち 

小 鼓 を 一 ッ 打って は 首 を 曲 ゆ 

杯 を させば 三味線 杖に つき 

新 世 帶金氣 の傳授 聞き飽きし 

右々 と麥 から 顔 を 出して 云 ひ 

居 酒 星で 拍子木 をき く 猿田彥 

だんく に平ッ たくなる 枕 引 

夜 魔 薔麥食 ふ 内 傘 を さ し て やり 

鼻く たの 淨 璃を聽 く 草 律の 湯 

拍子木で 飯 食 ひに 出る 寺の 猫 

ひやめし をた ひらけて 行く 下女が 親 

雪 隱で餘 儀な く 乳母 は 返事み-し 

頭取が 知 らせ を 打 つ と據が 落ち 

座頭の 坊 を 聞いた か 二 コ くし 


白水 を 引きす つて 行く 船の 飯 

疊 さし 頰杖 をつ くやう に 見え 

急ぐ の は 渡しの 錢を 握りつ め 

川越し も 日な た. で 石 を 手玉にし 

取卷 い て 座頭に 年 を當て させる 

しま 

在 鄉馬士 1 一本 縛って 飮 みに 寄り 

手間取った 髮を姑 はじろ く 見 

商人へ 向けば 娘へ 向き かねる 

合羽 星と 紺屋と 寄って 境 論 

死 金 はおつ かな さう に 分けて 取り 

歌の 會 眠る と缀で ちょっと 突き 

子 を 持って からぬ す 人の 部に は ひり 

木綿 賣 乳母 か 見 る 內 抱いて 居る 

西 海で かん ざし ひろ ふ 沙干狩 

前 句 附萬句 八：： 抄 


新宅 は 客が 行燈 の指圆 をし 

行き どまり 座頭の 杖の 忙が しさ 

產著臺 七夜の 客 をせ まがらせ 

生 醉の眞 似は镊 初が まなり 

井 戶掘は 夕立が 來て蓋 をされ 

摘 草 もやり 手 は 笊 を 持って 出る 

懐手 女が すれば 帶 のうへ 

つまむ にも 足らぬ かむ ろが 氣 にか ， り 

？ 1 歸りを 僧 さう に 見る 藥 とり 

米搗 のうる さく 思 ふ 給仕 人 

穴 掘 は 花い けな ど へ 火 をた ， き 

貝 あはせ 濟む內 乳母 は 一 廻り 

犬の 婉 のけて つくば ふ 草履と り 

眞 ン 中を橫 柄に 行く  土 左衞門 

二 七 九 


前 句附萬 句合抄 

に はとり は 朝 まつりごと 忘らす 

下馬 札の 際に 麥 干す 御朱印 地 

嫁の 氣は言 ひ 値に 買って やりた がり 

御 隱居は 嫁の いやがる 藥 i 戊 ひ 

愛想に 茶屋の 女房 は 一 慕 見 

猿 引 は 失せた 一 分に 頻を 押し 

下駄 惜 りて 一 人づ ， 行く 墓 まゐり 

素 見物 瑩 おひく 歸り けり 

明 和 一 一年の 部 

町人 も 金の か はりに 一 一本 さし 

妹の しかた 產所 でじろく 見 

鳩の 糞つ いた 御經を 借りて 讀み 

. や 、あって 出る 取次 は 女な り 

長 局 みんなに ふれる 美い 男 


二八 〇 

奧樣は 時計で 御子 を あやして 居 

宵 だち の 客 は 何やら 聞き かじり 

怪我 をして ひっそり とする 年忘れ 

檢持を 始めて 連れて 振り返り 

ふと、 ) ろ へ 乳母 は^ 足 をた くし こみ 

灰傣 くびった 男あった かい 

~  〕 の 雪に 御眞實 なと 茶屋が ほめ 

變な 目に 時た ま 出逢 ふ 女醫荠 

珍ら しく 親に あまえる 飛脚の 子 

すでに 家く つが へ さんと する 息子 

猿 田 彥飮む 間に 御 面 かぶ つ て 見 

瘧 をば 生け 怖る やうに 看病し 

皮き りの いり もの をつ かんで 居 

小 侍 時計 をい じり 縛られる 


病み 上り 薪割 臺に腰 を かけ 

座敷牢 鄰 の 息子 知らぬ ふり 

繩 す-たれ 兩 手に 持って 話 をし 

叱られて 嫁 は 土 裁へ 泣きに 行き. 

鐵きぅ へ 竝べ てし まふ 初鏗 

有る 奴へ 無い のが みんな 智慧 をつ け 

か 、 り 人 陰 辨慶で 腹 を 立て 

座頭の 坊 どこ だくと 壁 をぬ り 

きんちゃく をし めく 下りる やり 手 婆 

鐵 棒で 人の 躓く 石み-掘り 

負けた 奴 馬の を剝 いで 腰 を卷き 

去狀は 葛籠の 紐へ く  、しっけ 

兩眼 がー 一度につ ぶれて 藝が なし 

邪魔に 來 る 子に は 赤 綺をゃ つ て 置き 

前 句附萬 句合抄 


輋で 髪 播き く 催促る 3 なし 貸し 

へ つつ ひの 角へ 肥と り 火み 貰 ひ 

下女が 文 飯の 足らぬ をお もに 書き 

押 つぶせる 音 を 聞きく 裸で 寢 

追手に も 身. 2： と 見え て 跣 足な り 

耳よりに 母 は 煙管 を 杖に つき 

要り もせぬ 物の 値 を 聞く 雨 やどり 

座敷牢 女郎の 方 は 手柄な り 

藏の 戶を內 からた てて 面白し 

一 一日 醉賴朝 ほどな 重みが し 

まないたの 上 へ つがせる 料理人 

屋形船 山の 這 ひ 出 る 如くな り 

御 書院へ 四 五 足 廻す 雪の 朝 

眉閒疵 平癒す ると 首が 落ち 

二八 1 


前 句 附萬句  <la 抄 

添 乳して 言 ふ獻立 は 節が つ き 

風呂敷 をと けば かほち やと 伯母の 文 

病み 上り 下女が 働く 邪魔に な り 

墓 まるり 嫁は简 ぬすんで 來 

姑の あとへ 四 五 杯う めて 入り 

世の中 は 牛の 御前の あたりまで 

手 習 子 蜂の 如くに 路 次から 出 

男 達 一 寸 ひけば 食け になり 

冗談 は 毛蟲を はさむ 花の 山 

長 星中檢 屍が 濟 むと 井 戶を淺 へ 

遣 言へ 口の 添へ たき 後の 母 

檢 校の 供 は 侮る 頗 かぶり 

旅 角力 馬子 を いぢめ た 話 をし 

小 兒醫者 虎の 脈な ど 取つ て 見せ 


二八 二 

考へ て 悔みに 行く が 誹諧 師 

蟲賫 は啞を 一 匹 負けて やり 

一 一王 樣ねぢ つて 見ろ の腕ッ つき 

飮 まぬ 奴 時々 笑 ふば かりなり 

冷え まする なぞと 火鉢で 洗 ふやう 

世に出たら などと 大星 へ 無心に 來 

姑 は 嫁の 時分の 意趣が へし 

肥と りの 手で かん ざし を 洗って 來 

密談の 一 間 こなた は 座敷牢 

米 捣の投 け 込んで やる それた 鞠 

よしね えと 御幣で 烏帽子う ち 落し 

文づ か ひ 我が 戀 ほど の氣 あっか ひ 

雨 やどり 押すな くと 路 次に 立ち 

蟲氣 づき 戶板 でも どる m 植時 


一 廻り 廻って 蓬の 入札し 

近所の 衆先づ 川筋 を 心がけ 

一 葉 づ  > 岸 を 離る 、柳撟 

母親の 本 を投ゅ 込む 座敷 ホ 

ヮキの 僧 舞ふ內 質に とられて 居 

姑 は 煙草 を かたくつ いでのみ 

死 水 を 嫁 は 怖々 しほり こみ 

遣 言 の 次第々々 に 低くな り 

舟 宿 を の ぞ い て 通る うろ 覺 え 

た い - J 持ち やり 手の 帶 へ 紙 を はり 

寐 せっけて 母 は 手首へ 毛 を 生し 

明 和 三年の 部 

一 年の 慾の 始め を 枕に し 

振袖 へ 顔 をつ ， むとしめ たもの 

前 句附萬 句合抄 


煤と りの 顏を 男に かくしけ り 

朝 歸り盜 人 ほどに 工夫 をし 

よつ ほどの 恪氣 亭主が 飯 を 焚き 

今 も つ て 御 健勝な は 姑な り 

謠 ではね つから 惚れた 場が 知れす 

強い 奴み な鎳 うちの 著 物を來 

生まれ 兒は 乳の 贋首し やぶ つ て 居 

之ん.. i 

閤魔 さ. ま 餅 菓子な どはいけ ぬ 顔 

小 兒醫者 扇子 を歸 る ま で にと り 

去狀を 書く s 質 を 受けに やり 

振附師 さう さくと 埃に むせ 

速 池 を 見る 御物 へ 受け 出され 

息 杖で 摄き よせて 取る 煙草 入 

通り 者 蚊帳 を まく つ て 鰹み-見 

一 一 八 三 


前 句附萬 句合抄 

渡 守 目が あぶない と笹 をよ け 

地 週り の 畠から 33 る 旅 芝居 

皆 供 を 返す に 評議 一 決し 

湯 上り は 目が 逆 吊って 戾る なり 

銀 煙管 も つ と 滅多に } ^落 を い ひ 

かき 探す ffl 樂の 火の あと 寂し 

勘 當は戶 か 紙 門 かひし やり 立ち 

田舍 から 大津繪 と い ふ 姿で 來 る 

あの人の 口につ きく 丸裸 

一 文で 味 ip 漉た 、 きく 行く 

樺 を 喰 ひ 切り さうな 女 角力 

割 竹で 撲ち 殺す の を 橋 場で 見 

淸 盛の 共 庫へ 立てる 車 止 

髮結は 上手で 首の 數を 取り 


二八 四 

獨り者 四五兩 あ ると 死に かねる 

瞽女の 夫 速れ て 出な よに- フ んざ り し 

火 それた 話 女 街と 女 街. かし 

きちが ひが 起った と 嫁 鄰へ來 

御 入部に 足の 亂れぬ 趣々 緋 

火口 說 みすく 雪に 歸る なり 

素人に なって 昔の 恐ろし さ 

琴の 師は 三味線 乞食め くと 云 ふ 

出 代りの 淚は 敷居 限りなり 

お 袋が 死 ん だが 最後 賑ゃ か さ 

腰帶 をし めて 一 足 歩いて 見 

張 物 をく  > つて は ひる 門徒 寺 

もうち つと 持って行きたい 娘の 氣 

尼寺 を たづ ねる 顔の 氣の毒 さ 


山 〔<t; 堀 舟で 子の 泣く. i  二日 

三味線で 櫻を撓 めて 結びつけ 

弟の しあ はせ になる 座敷 {ゃ 

寐入 らす に おな と硯を 持つ て 行 き 

な け 無し を 下女に 路考に 染めた がり 

蛇 貴 め を あぐ らで 話す 鏡と ぎ 

柳 橋 ゆすぶり 起す ところな り 

大 一 座商寶 など を當 てさせる 

一 ). ュ 6 もの 星お めかと 帳に つけて 置き 

意見き くう ち 小便の そのした さ 

家 根 ふき はねら ひすまして 一 一つ もぎ 

犬 嫌 ひ 身投げの やうに 袖へ 人れ 

庄之介 うろつく やうに 見て 廻り 

子供 等の ためと 佛の 妹が 來 

前 句附萬 句合抄 


高德は 書き 担 ふと また 削り 

置 火 燥 雪 の 景色 に 鬼き すられ 

吸 ひつけて 連れて 追 ひつく 野掛道 

姑 婆 分散しても まだ 殘り 

絡に かいた 夢 は 喉から 生えた やう 

渡り初め 湯 岸で 一 人 は 入れぬ やつ 

姑 婆 い ぢ る が やむ と 寐糞を し 

信 濃 者 雪 見の 供に 選り出され 

姑 婆眞織 色な 目で 叱り 

す- 關番兩 手を帶 へ はさんで 居 

御 一 生 富 ± を 問 近く 御上 覽 

下座 敷 つ ばな が 出る と 御留山 

重 詰が 出 來ても 出來ぬ 美し さ 

國 家老 成金な ど を 脱め 廻し 

二八 五 


前 句附萬 句合抄 

徒然な ら寄 らうと 尼 をい や が ら せ 

鞠 歌 は 首 一 一つの が 上手な り 

塔 大工 鈴 を 鳴らす がし まひな り 

四 五た び は 喧嘩で しま ふ 歌 加留多 

一 一つ 三つ 鳴らして 座頭 溝 を 越し 

葉 生姜 をち ぎって はねた 泥 を ふき 

毛の 赤い かむ ろ 一 たん 坊主に し 

紫 は 見え ぬ 目 か らも 羨ま れ 

飮ま しゃれと 產婦 やはく ゆすぶ ら れ 

小姑 を や ぶ れ かぶれで 壻 はぶち 

筋張った 額で 話す 乳. 母が 宿 

でつ ぶりと したの がご ざ へ だう. と 坐し 

笑 ひ をば 嫁 ま せ て 行く 咳 ばら ひ 

馬の 尻座 頭平氣 でと ほりぬけ 


二八 六 

涼ま ラと 尻べ た 扇ぎ く 出る 

猿轡 勘定 す る を じろ く！ 

土左衞 門が 來 たと を どり 子 唾 をし 

しっこし も 無くて 信 賴思ひ 立ち 

和尙 さまび やくえ になって とち 狂 ひ 

上書 を 見て かん ざしで こじ はなし 

よく  れば すこし 手入れの 御 容顔 

ほめられて 娘 は 傘を斜 にさし 

入 八 を ハ乂の にて しばし 吹き 

朝 歸り母 はは だしで 一 一三 間 

富士山 は 木綿 布 園の 夢で 無し 

塗 樽 を 茶 星へ 預ける 太 一 座 

草市へ 異香驚 じて. ぞ ろ/ \ 出 

編 笠 は 一 癖た くむ 道具な り 


すが 、 きに 踵の 附 かぬ 人通り 

おちゃつ びい あ ゐは紺 星に 御座い やす 

米の 飯まで 食 はせ たと 泣いて ゐる 

お かみさま からと 笑って 茶 屋は 出し 

去狀の わけ は 他人が 先に 知り 

教 5 りた やらもう 妹に は 習 はせ す 

高名 をして 憎まれる 五郎丸 

ひとり 者鄰 から 出て 返事 をし 

雪晴れて 後 は 早 桶ば かりなり 

藪 入 は 母の 自慢 を 笑止が り 

御苦勞 をな され 死 だと 嫁の 下女 

狩人の 御用 を 足す と 春 近し 

旅 歸り母 は 渡して 牀をか へ 

首 引 はたと ひ 勝っても みぐるしい 

前 句 附萬句 合 抄 


他人に は 開かぬ 乳の はづ かし さ 

去狀 をと るう ち 年が 三ッ ふけ 

後 添 は 蛇に 卷 かれた 夢を見る 

強 ひられて あたる 火燒 はかし こまり 

針箱 を 片手で 探す か ぶ り もの 

物忘れす るの が 一 の 家老 職 

飛び越えて 取次に 出ろ 暑氣 見舞 

杣が食 ふ 干 蛸 は 猿の 餘し物 

路考 茶になる かと 級 星き き 飽きる 

風呂敷で 背中 をつ 、 む洗髮 

女 は 途中で 逢って 冴えぬ もの 

朝歸 りもう これき りと 妻へ 云 ひ 

母親へ 面 も 被らす 言っての け 

總 仕舞 ひとかたまりに 畏まり 

二八 七 


前 句附萬 句合抄 

燒物を 届けた 人 を 問 ひ つめる 

吹き消せば 我が身に 房る 影法師 

杯で 鹽梅 をす る 小 鍋 立 

小波で 洗濯 をす る 志 賀の沛 

駒下駄 もやり 手が はけば 下駄の 音 

世の中に 嫁 ほど 僧い 者 はなし 

結 ひたての 頭で 質 を 置きに 来る 

前垂 を とって 口上 聞きに 出る 

泥坊に 見せても と 云 ふ 柳 原 

野暮ら しい 大きな 聲は せぬ もの さ 

餘程 なが 肺れ たと 話す 寺 近所 

紙 拾 ひ 遠く 挾んで 籠へ 入れ 

叱られた 當座は 道に 草 も 無し 

た い f もち 遣 手が 文 つ と 舌を屮 「し 


筒な ど を 取る とは见 えぬ 女形 

座頭の 坊無氣 味な 金の t ん へ f 

これ 隱ぉ などと いはれ るか ゝ り 人 

のべ 鋭齒 をむ き 出して 睨め 廻す 

其の 癖に 歸 らうと すり ゃ歸 しゃせす 

誰かもう 鼻緒 を ゆ るく しんした よ 

うなされ たやうな 聲 出す 門徒 宗 

兼 好に 拜 みだ！ いて くれた まへ 

た it 居よう. よりと 行 平 思 ひ 付き 

どうせ も 5 いはれ 序と 離れぬ 氣 

屋根 舟に 座頭 あたま を 斷られ 

問 男に 一 言 もない W 話に なり 

おだやかな 日 に 蹴 胸の 御 装束 

遺言の 初 筆 は 吃の 娘な り 


目の 中へ ねぢ こむ やうな 玉子 賣 

一 日 は 女房の 留守 も 面白い 

心中 は 朝飯前の 人だかり 

^無 僧 は 後先 を 見て 話 をし 

立 膝で 指り くシ テの 物が たり 

我が 額を撫 で く 刷毛 を 借り て 行き 

婚？ I の 御顔 を 瞽女が 聞きた がり 

鐘の 銘鑄 物師屋 恐る く 彫り 

花の 山遙か 麓に 潮來節 

寐た顏 を 惜し さう に 見る 朝歸り 

孫の 無事 遠く 見て 來る いかの ほり 

まだ 腹が減らぬ とっき 屋四杯 食 ひ 

藪 人の 母 は 朝から 路 次に 立ち 

.i^ め^れぬ もの さと 背中 撫でて やり 

前 句附萬 句合抄 


逃 ゆ もせぬ もの を周阜 てる 蘭 狩 

吹きつける 行燈. の戶を 筆で 閉て 

死ぬ 程に 勤めて 封 £閒 一 分 取り 

剝芋 に 海苔で は 實が飮 め ぬ な り 

小 侍聲變 りから 寂しく 寢 

女房 も 霧 を 吹く ほど 世帶 染み 

十一 一月 空 笑 ひで はすまぬ なり 

門番と 出し合 つ て飮む す： 關番 

切った 指 受取る 時 は 動く やう 

板の間へ さかな を あける にぎやか さ 

飾 海老 借 41^ 乞 を脫 みつけ 

利の やすい か はり 挺で も 行けぬな り 

古 足袋の どれ を 出しても 左な り 

輟 母と 伯父と が 組んで あとが 揉め 

I.  [  I, 一. 一八 九 —， 


前 句附萬 句合抄 

熊 は 扇子 を さして 太刀 を拔き 

嫁が 来て 威 多に 磨く 姑 婆 . 

四 五日 は 生 味嗜で 食 ふ 新世帶 

きちが ひの 膳 は 遠く へ 据 ゑて 見る 

變な 目が 出ろ と 言 ひく 帶を 解き 

わざ く と來 て も 序に 寄 つた ふり 

ありふれた 星ば かり 出る 御仁 德 

正月の 扇子 は みんな つ ほみ なり 

雪の 戶を 押せば 廻れと 聲を か け 

鼻紙で 敷居 を 拭 ふ 雨 やどり 

元日 は 祝って 寢 ろと ゆり 起し 

江の 島 は 昨夜 話して 今 曰の 旅 

考 へ て 見ろ と 意見 は 吸 ひつける 

勝 角力 蒲 著の 人へ 禮を云 ひ 


二 九 〇 

まで も 紫になる 江 戶の水 

本家から こだ はりの 來る嫁 をよ び 

21 毛 をば ぴ くくす るが 火元な り 

藥鍋 どうな さった と 貸して やり 

朝 起の 稽古 をさせる 嫁 人前 

俄 客 勝手の 遠い 養麥を 出し 

駕异が い やな 著 物を數 いて くれ 

桃の 花 下女が 迎へ の 馬に つけ 

女房が 留守で 錢 箱た ， きあけ 

親分の 門に 牛 寢る宵 祭 

親 椀で 量って は 磨ぐ 獨り者 

しはん 坊 日ごろ 頓死が 願 ひなり 

女房 は當て すん ば ふに 不 人相 

強意 母 は 他人の 口 を ^5 り 


さき s 無い 人 だと 里へ 迎 ひに 來 

按摩さん などと 呼び 鎖ぐ 玉子 寳 

寶 物の と つ ば しに 置く しきみ 桶 

女房と 文 を かくしつ かくされつ 

兩 膝で はさんで 帶を ひん 廻し 

今度， 〕 そごね ると 里で 嬉しがり 

先生と 輕蒲を 云 ふた ，=r 遊び 

三味線 を 瞽女の 繼 ぐの はも どかしい 

_ ^養麥 きり 向う の 側へ 荷 を 下し 

猿 はづ せば 水 をのみ たがり 

* を 打つ 内淸水 へ 御參詣 

m- わ ひ 出す ほど が IE しくな り 

i 化の 會 一 人々 々にごみ を 出し 

招 りちが ふやう に 仲人 ェ而 をし 

前 句 附^ 句合抄 


花 角力 米 星の 男 一 一番 勝ち 

， J ちらから 三番 目 だと 腮で云 ひ 

ひ よんな とき 時計の 鳴る は 乳母が わざ 

長： lini 劍ょり も： ぼして 置き 

初 世の たまく 目立つ 緋 縮緬 

遣 手 婆 一 分 人れ て は 紐 をし め 

圍 はれ は 内の 读 める を 遠く 聞き 

嫁の 顔 水.. i 越しに 睨めら れ 

夏の 雛み な 新參の 人だかり 

あさり 賫り錢 の濟む S 撰って 捨て 

奧 家老 鳥 nffi の 前 で 吟味 をし 

子煩惱 小判 持たせて 困るな り 

橋 一 つ 越して 勤めの 値が 下り 

大 一 座 こまかに 切って 舟 を 出し 

二 九 一 


前 句附萬 句合抄 

引 札 を 御寺へ 賴む旅 芝居 

下駄 を 待つ 内 下 前 をた くし 上け 

さあ 腮を 付けようと 左官 鏝を 拭き 

長屋 中 寄って， 街を撲 ちの めし 

田舍 乳母 片肌 脫 いで 鞠 をつ き 

凄ま じ い 屋臺骨 だ と 素 見 を し 

大晦日 その 夜 限りの 喧嘩 をし 

鲭蜒の 恐れて 逃.： t る 土 川 千 

徵 から 櫻へ 誘ふ大 一 座 

洛中 は 乏しい 水に 涼むな り 

引越し は是れ もくと 括り 附け 

この 樣に 痣に なった と 仲直り 

鐵槌を 持って と 話す 寒念佛 

夜 薪 麥賣門 を 破す を 見て 逃け る 


二 九 二 

小姑が 出來 るに 嫁 は うんざりし 

通り 者 蚊帳 を まく つ て 鰹 を：！ 5^ 

親分 は 明いた 樽まで 積んで 置き 

產 所から 一 文 やれと 世へ いひ 

座頭の 坊 周章て る 顔の 面白さ 

大變 とやり 手 制 刀 持つ て 下 り 

あの 娘追ッ つけ 兄ろ と 指 を さし 

飼犬に 吠えられ るの も 一 一十 四 五 

餘の條 でもない とはい やな か ， りなり 

死に 切らぬ 内 でも 獄屋 养る氣 

時 致 は 矢の 根 は 研け ど 弓 は 無し 

旅歸り 乳母 を そこらへ 呼びに やり 

もうち つ と 持 つ て 行きたい 娘の 氣 

三味線で 樓撓 めて 結び付け 


掛 取の 來年歸 る 不景氣 さ 

M  氣 障な 事に は 墨が 折れ 

仲 麿が 故 鄉の物 は 月ば かり 

家督 公事 時 政と いふ 舅が 出 

御代 參和尙 芝居へ 誘 はれる 

蔽入は 大判 を 見た 話 をし 

女の 詩歌より 何 うかに くらしい 

料现人 さて この 次と 睨め 廻し 

虚無僧の 後から 乳母が 一 三 一人 

^0 を 維 からす-ぐに 出して 置き 

針 妙 は 返事の 時に ついと 扱き 

宿 下り を 歸し屛 風 も 返すな り 

大薩摩 喧嘩に 節を附 けた やう 

御講へ は 柔和な 顔で 伴れ て 行き 

前 句附萬 句合抄 


輿 星で は 至極 SSI した 珠数 を寶り 

火 廻し にかむ ろ 引 ケ四ッ たんと いひ 

和尙樣 白衣に なって とちぐ る ひ 

琴爪が 袖に あらう と 質 星 へ 來 

遣 言に 添 はせ て やれ をく どく 云 ひ 

猿轡 女房の 方 を じろ く 見 

懲りた やらもう 妹に は 習 はせ す 

もうよ いと 茶 星 はかむ ろ を 引 つ 離し 

溫灰 へ のの 字 を 書いて やに を ふり 

く  .V り戶を 亭主が 開けて 試すな り 

剝 ゆた 下駄 穿いて お袋 舟まで 來 

切 落し 鰭に 酒 を 注け たやう 

尺八の 袋へ は ひる 町 はづれ 

結 ひ 立ての あたまで 質 を 置きに 来る 

二 九 三 


前 句附萬 句合抄 

紙 拾 ひ 遠く 挾んで 籠へ 人れ 

やらない と氣 にか ， る こと 云って 行き 

のべ 镜齒 をむ き 出して 睨め 廻す 

敷 人の 母 は 朝から 路 次に 立ち 

花嫁が 通る で窗を 借りに 來る 

祐安は あたま を 一 ーッ 撫でて 死に 

引窗へ ある 夜閒男 ぶらさがり 

猿田彥 榊の 番を言 ひっかり 

土 川 千い くら さう と K  く 言 ひ 

古 足袋の ど れ を 出し て も 左な り 

近道 は 鏡の 上 を 歩く やう 

のけもの にす るかと 隱居愚 癡を云 ひ 

たい、 ) もち. 2： へ 何 にも あてが はす 

若殿 を 膝で 追つ かけ 櫛 をと り 


二 九 四 

板の 閬へ さかな を あける 賑やか さ 

肌脫 い だな りで 男の 手 をた のみ 

(明 和 四 年の 前：？ 附、 未發 R-) 

明和五 年の 部 

古寺に こいつと 思 ふ 猫 一 つ 

御新造と 2： 儀と 話す 敷居 越し 

花 腐. り ひらめの あらで 飯 を 食 ひ 

綠遠 い 娘 か ら. た に つ くり 飽き 

=< 八が 不得 で蓝を かぶ つ て 出 

晝ま で の 勝負と 步 く. 仞松 

十三： n 覺 えて 居な は それつ きり 

一 P の 苦 を 話し合 ふ 門 涼 

伎 一 夜 地主の 餅で 寢 つかれす 

書 置の 初手へ 不孝の 詫び を 書き 


御つ  > きがある かと 聞いて 惡く言 ひ 

憎らしい 空と 腰帶 ほどくな り 

智慧の あ る 人 横領 をたん とする 

足の 毛 を 中 刈に する 欽硏ぎ 

旅役者 茜の 裏で 驅 けこまれ 

蒸 鲽 肩 を か へ ると 黑く なり 

出產ま れ て も 抱き は しな い と 姑 曰 ひ 

追手で も來 ます かと 聞く 渡 守 

地謠の 一 羣 通る 花 良り 

も ゝ だち で 値 を 聞いて 行く 石燈籠 

腑巾斐 な い 良人 襌洗 ふなり 

年禮 に ま だ 御 留守 かと ざれ を 云 ひ 

泉 岳 寺 座 頭 は 門に 立つ て 居 る 

蚊帳 吊る を 見い くひ どい 雨 やどり 

前 句附寓 句合抄 


麥 秋に 書き出し を やる 輕 井澤 

下りし なに 梯子 をの ぞく 出合 茶屋 

田 舎 醫者 土間の 塞がる 禮を 受け 

御 新が す ると 書物 を片づ け る 

取 持った 人 は 琴の 師 鼓の 師 

逃 ゆて 來て つまる もの かと 里の 母 

叱られて 針 妙つ ういつ いと 扱き 

鍋 敷 を 奥へ 持ち込む 年忘れ 

一 一 一 味 線を擔 い で 座頭 駒 を か け 

形 わけ 以後 は 音信不通 なり 

a の 永い事と 杉戶 へよりか、 り 

小判で はい や だと 逃 ゆる 土筆 賣 

遣 言 は 第 一 後家 を 立てろ なり 

ぜんたいが 高 尾 も聘を 越す ところ 

二 九 五 


前 句 附萬句 合抄， 

三味線が 上手で 母に 手 を 引かれ 

白粉で 化ける 御年ぢ やな けれども 

洞穴を開けて御^^^はさァ御出で 

牀注 大きな 面で 坐る とこ 

御 無 川 と 言 つた 姿 を じろ り 見る 

天蓋 は 戴き 天 は 戴かす 

亭主より 下女 は嚴 しく いぢめ られ 

初 松 魚 買って 園 女 は 文 を 書き 

もちつ とで 路考は 馬 を 追 ふと f  3 ろ 

流連 へ 首を縊 ると 母の 文 

女房の 聞く やうに 讀む懂 手紙 

やきもちで 箪笥へ みんな 錠が ドり 

まし さう に 袋  1； の 鶴う ち 直し 

茶 を 値切る 奴が 役者の 名 を も 聞き 


二 九 六 

掛 0 人銜 でも 湯で も なぞと £ し 

姑 婆 白く 睨む が いとま どひ 

縫って 居る 側へ 裸で かしこまり 

我が 恥 を 娘に 話す 嫁 人 まへ 

食傷 を 毒害した と 姑 婆 

御 はした の 股に は 足らぬ 女坂. 

旅 役 咋夜 負けた で 身にしみす 

この 百が 物 を 言ったら 行く 氣 なり 

分散に •！； をば 醫者 へ 押しつける 

三年 は^たせ ぬと 下女 W をし まひ 

ゆる 

寄り合って 搖 ふして 見る すま ふ とり 

野掛 を 出し/ \ 一  人瓤け 

つ れ彈き は 猫と 馬 ほど 音が ちが ひ 

御 誕生す むと 手前の 腹に なり 


四 五ケ 村戶 を閉 てさせる 旅 芝居 

若殿 S あばた 家中 は 生き返り 

騷 動の もとは 傾城した が は す 

どこから か 人の 出て 來る大 伽藍 

講釋 師五ッ 破って 素 湯 をのみ 

妒く 女房 わな/ \-  /\と ふる ふなり 

じろ りつと られて 急に 輋を とり 

杯 を 顎の 動きで 持ち歩き 

腰 帶で駕 を 縛って 一 一人 乘り 

世で 蹴る 鞠 は 使が 邪魔に なり 

づ ぶ 濡れに な つ て 兄 弟 渡り合 ひ 

鐵 棒の あと へ 坊主と はさみ 箱 

胺鱖は 鍋へ 入れた で 人が ちり 

長いの を 取って 絞洲に 一 人 居り 

前 句附萬 句合抄 


炭 部屋の 隅に 寢卷で 御 しゃがみ 一 

下手 將荼袖 を ひかれて 睨め 廻し 一 

ロ說く 奴 煙草 も の ますむ きになり 

雪隠へ 相談に 來る忙 がし さ  j 

いた はしい 程慇 憩な 御 不勝手 

俄雨 酒屋 を 出る と 犬が 吠え 

恐ろしく 見えて 親分 佛 なり 

縛られた 丁稚の そばに 薩摩芋 

御覺 えが ござり やせう と 外科 は 云 ひ 

座頭よ く惡ぃ 女に 惚れぬな り  一 

女房の 留守に 昨夜の 借り を 遣り 

革 羽織 素肌に 著て と 母 は 泣き  一 

爲鹿 にして 彈 くに 淨^ 璃氣が つかす 一 

たった 一 度 著た と 女房 愚 癡を云 ひ 

二 九 七 


前 句 附萬句 合 抄 

盆 ござへ 橫に寢 たので 一 一分に なり 

いっとな く 亭キ- かほち やが 好きに なり 

藤色の 男 六部に 出る と 云 ふ 

吳 服店擔 いで 來て は投 ゆて 行き 

美しい まゝで 小町 は 死にた がり 

買 つた 日 は 叱らす に 引く 田舍馬 

冷 飯 を くらやみで 食 ふ 漆 かき 

うた  >寐 の 書物 は 風が 繰って 居る 

口上が すむ と 西瓜の 手 を はなし 

まだ 若い からと 遣 言 きれいな り 

心中の 帶 をして 居る むごい 事 

御物 ：3=- へ 同じ やうに 瞽女 も 行き 

振袖に 節季 師走の 顔 はなし 

初の 字は附 けど も 鮭 は 野暮な 魚 


二 九 八 

損 をした 人まで 譽 める 蝶 千鳥 

いやがる を 請 出す 氣 からして が 野暮 

道灌は 3- す 知らす 故 貸さぬな り 

つき 合 はぬ 分と 別れる 隅 田 川 

どらになる 箸と 母親 土手で 云 ひ 

六鄉で やう/ \ '嫁 を とら. まへ る 

藥 とり 蘭 を いぢって 叱られる 

魚 虎へ 近いが 町の 一 丁目 

水 桶へ 投ゅ 込む 瓜の ひよ：； と 立ち 

寢ぬ聲 でもう 寢 やした と 酒屋 云 ひ 

燒 場まで 行った さうな と佛 なり 

御 とりあけ や 無い と 追剝 空嘯き 

お ふく ろが (- J ねる と 兄寶 る氣な り 

串談に 買った と 外科へ 白狀し 


大 一 座いた ノ いて 飮む奴 も あり 

請 出して 機 を 織らせる 輕 井澤 

姑 婆 I 平 S 前へ 引き出され 

新世帶 夜具に 屏風 を 立て 廻し 

御 立身 八萬騎 をば 拔け たま ふ 

生醉が 出来て 三味線 箱へ 入れ 

靑空 になる と 御 邪魔に な り ま し た 

書 置 を し て 母親 を懲 りさせる 

大三卜 日 三味； iit いて 憎まれる 

顔ば かり 持って来て 濟む姊 の あと 

遊ぶ 氣を 止める とさが る 男ぶ り 

はね^3瓶ひるも蟲の音聽ぃて汲み 

引出し を ひん 拔ぃ て 來 る 急な 用 

脈 を る 醫者然 ゆ る ほ ど 手 を 炙り 

前 句附萬 句合抄 


雨宿り 一 人に なって 傘ん-さし 

遊 出船 腰繩で 居る 好い 機嫌 

良い 衆の 子醫 者の 指圖で 嬲り 

魔 さ れ て む つ く と 起き る 金-飛脚 

銀 煙管 鄰へ 置いて 寐 つかれす 

か け 向 ひ 尻 を はし よ つ て 產の 世話 

箍 掛は波 を 打た せて 竹 を 選り 

爭 ひに 勝って 午 王 を飮み 兼ねる 

鐵漿附 ける 下女 くれな ゐの舌 を 出し 

鼠木戶 もぎと る やうに 人 を いれ 

追々 に 來るぞ と 上る 大 一 座 

上方の 芝居で 當 てる 燒け ほ、 J り 

仲條の しづか にくら す 恐ろし さ 

御し とねの 下に たづね た 歌が るた 

,  二 九九 


前 句附萬 句合抄 

嫁の 禮 障子の 内へ 人だかり 

年禮は <K ふやり くり をして 歩き 

淺潰を さ う 切った S. はう まくない 

後の 戶を賴 むと 琴 を 借りて 行き 

惡 口が いやさに 壻は 長つ 尻 

今に 見ろ などと 若殿 附は いひ 

座頭の 坊鼾 ばかりで 寢 たが 知れ 

十三 日 腹 を 立てても 其の 日限り 

箸 持って 肴に まよ ふ舰蓋 

瞽女の 母晝 になった と ゆり 起し 

御 牡丹餅 樣と御 妾 方 叶： し 

行った なと 暖簾 を 掛ける 棒で 僕ち 

恥 かしく 傘 尾に 殘る雨 やどり 

まだしも5^5?男色と情家ぃひ 


一 1 一 〇〇 

また 今の やうに さと い ふ 配り 餅 

評判 を 聞いて 座頭 は 惚れるな り 

座敷牢 嫁へ 封して 氣の毒 さ 

捨てる 兒に 道々 乳 を 強 ひて 行き 

その 氣 では 来ぬ と いひく 引き すられ 

骨が折れ ましたと 渡す 離綠状 

侮って 婆ァに 負ける 宗旨 論 

獨り^！^寢るぞくと追ひ出し 

貸本屋 また 御 枕に なさった S 

助かれば 好い がと 外科 は歸 るな り 

あの 顔で iHi. 怖が る 猿田彥 

胸へ 手 を 出して 見て ゐる 暮^ ふみ 

まき ぞ へ で 河隊汁 を <s ふ 獨り青 

仲人のう ちまで 嫁 はは だしな り 


後家の 氣は佛 の 弟い やなこと 

からかさ を 借りた つきり で また 不沙汰 

至極よ く 染まりました ときく ばかり 

無い こと を 云 ふ 世の中と 後家 はい ひ 

風呂敷 を 解く と驅け 出す 眞桑瓜 

雪月花ぎ くと もせす に 買 ひ 通し 

水寶の 砂糖 何だか 知れぬな り 

座敷 毕ど つ ち附 かすの 後家が 出來 

傾城の 手つ こにいけ ぬな り 

か ら德利 起し て 置く は 罪つ くり 

舟ば くち 一 人 勝ちして 不氣 味なり 

珍 膳に 每 日向 ふたい こもち 

い ろぶ み を 人中 で 書く 勤めの 身 

おぬし ゆ ゑ 店 も だじゃくと 母 は 云 ひ 

前 句附萬 句合抄 


半分 は 嫁への 義理で 座敷 {牛 

誰か しら ツイ 笑 ひ 出す そら 寐 人り 

酒での み 死んだ と 後家 は 思って 居 

懐に 抱いた 親 仁に 首で 逢 ひ 

眞ッ 赤な を 抱いて 湯に 来る 久しぶり 

金 飛脚 裸で 来る は 不首尾な り 

啼 いてる る 烏の 下に 一 一人 居る 

院宣の かくし どころ は 頭陀袋 

あ んな事 言 つ て 今時 行く もの か 

三味線 を 握っての ぞく 土 左衞門 . 

藥 とりま さか 蝨も 柿り にくし 

手 を 分 けて 年禮に 出る 吳 服 店 

許嫁い つの 閒 にやら 契り けん 

明 和 六 年の 部 

三 〇 一 


前句附 js! 句合抄 

御 障子が あいたで 雀 枝に なり 

人立ちの する 年禮の 笑し さ 

旅 一 M  " 乳母 はさ 手で 醞 けて 來る 

捕 方の 來 たのが ちゃ 5 ど寐 人り ばな 

誰が 云 ふとな しに 妾に 出た が 知れ 

投ゅ 入れの やうに しきび は 寶れ殘 り 

痣の ある 兒の 母親の 美し さ 

人 先へ 支度の 出來る 野暮 娘 

御 白洲 を 女房に なつ て 下るな り 

切 落し 氣の 毒が つ て頰 張らせ 

盆 踊 防 ざと 见 えて 男の子 

雪 かきで ぶたれ そ- 】 な ふ 朝歸り 

振袖 を 引きし やなぐ つて 一 ッ ぶち 

居す まひ をす f ) しほぐ すが 返事な り 


ニー：  2 

窗 下で 彈 くと 三ッ ッ顔を 出し 

戀壻は 重き 枕へ もら はれる 

本 を 手 に 持った ばかりで 高 針 

盆 前の かけと" やっと 燥し 出し . 

追分で ぶ ち に 離れる 拔け參 り 

身を投 ゆりや ばら と 千鳥 立 も 

花嫁に 面目 も 無く 外科へ かけ 

のき やすと S 儀 恭石を 一 摑み 

棊會所 や 楊 弓 S ぞ く文づ かひ 

蒼海の 鰻に 須彌 S 赤蛙 

水晶 を 衣桁に 掛けて 洒落 をい ひ 

ほ ， づき を ほき 出して 乳母 恥ぢ しめる 

二 丁 ほどつ  >  いたが 後家 自慢な り 

達 引で 信 濃 一 國 、" やと 云 ふ 


惡搏を 御 w こ は.，^ 置いて 行き 

签を 掘る 前 にたつ ぶり 乳 をの ま せ 

どの 藥と りか 卑劣な もの を かき 

御 不勝手 嵐の あした 幕が 出る 

密談 は 憎い 婆ァと 髭ッ面 

値 は 出 來て 居て 取りに 來ぬ 石燈籠 

叱られた 小佾圍 ひの 事 をい ひ 

新五郞 西の 五六 もじろ り 見る 

御看祸 男に 代る 御 わ づ ら ひ 

半日 は 髪 半 曰 はさ ゾ め ごと 

袴腰當 てて 花嫁 座 へ 腐り 

御駕籠 脇 一 一つ 屈んで 驅 けて 行き 

高 尾 さ へ 師走 は 弱い 返す 書 

大 江 山 夢にも 人に 逢 はぬな り 

前 句附萬 句合抄 


嚙み合 ひがす むと 御田 を 始められ 

姊は本 妹 は 扇 さして 行き 

唐詩 選づ め で 勞咳病 みは じめ 

-.1 やどり 僕が ゆかり へ かけさせる 

賴朝 はきた な い 指 を 切る 氣 なり 

日な し 資し 漏らぬ ところ へ 股 を かけ 

^師屋 で 小 星 組み をす る 一 一王 尊 

整に 手 を かけた が 米屋 落度な り 

翯ぶ しのお つ 立って るる 鏡 磨ぎ 

われる ほどた ゝ くに 質屋 氣 S 強さ 

姑 婆 八十 七で 不慮の 事 

勞咳 はお 多 福の 病む もので 無し 

一 家中 ふの みこみなる 御 寵愛 

か き つ ばた 口で 折つ て もむ. つ かしい 

三 〇 三 


前 句附萬 句合抄 

惡 所では 前車ば かりで 金儲け 

破れる にかむ ろす- 〕 しも 驚かす 

燈籠 23=- て 紙帳へ 歸 るぁぢ きな さ 

ある 上 をのば すが むすこ 氣に 人ら す 

大 丸の 請 取 を讀む 幕の k 

井戸端へ 一 一度 驅け 出して 下女 を 出し 

一 疋の 座頭 江戶染 著る 氣 なり 

年忘れ 算盤 話 止せと いふ 

笑 はねば 話の ならぬ 小 傾城 

總菜は あらめ とかむ ろ 口走り 

ひのえつ. S 

i  艮ひ 逃け を 幾度 かする 丙午 

借 本に 見飽 いて 狎 ととち ぐる ひ 

玉の緒 を 一 一筋 繋ぐ むづ かし さ 

笑 はぜに 蓑 著て 雪の 仲の 町 


三 0 四 

新 川と 號し 番頭 深い 川 

かみしもで 増 はう じ/ \\ する ばかり 

ほかくと する を 背負 ひ- む^ 料屋 

可笑しく もない にと かむ ろ 叱られる 

分け 米の £ を 次男に せびられる 

どら 息子 ふだんの 顔は睡 たがり 

ひとしきり ^：ト 五 人が 惡く いひ 

起きて 居て 寢 やした と 云 ふ 丽白さ 

朝顔の 押せば 明く 戶に 咬いて るる 

とつぷり と 暮れ て 西 行澤を 立 ち 

眞 闇な 内に 木 辻の 朝歸り 

聲 色で 我 を 叱って 里で 泣き 

娘の 火 借りて 野掛の やかまし さ 

かうな つて 植木 ど ， レ か と 姬左衞 門 


よく 道 を 忘 れ す に さ と 胴 背中 

むづ かしい 刃物 をつ かふ 闩_, 吐し 

安 玄關御 W 干物 を 提げて 來る 

心中 も あり だけ 眞岡 晒な り 

三年 か 七 年 妻の 世話になり 

立 聞き は 座頭の 杖で 拂 はれる 

雨宿り 鄰を 見れば からかさ 屋 

宿 下り を 寄って たかって こしら へ る 

三番 叟 遠い ところの 人が 見る 

わ つ ち らが 内 も 3: さと 門に 立ち 

こなたの か瑰 だよ といび る 姑 婆 

話す 中 守 は 背中 を 振って 居る 

越 王 は 飛車 一 丁で 立て直し 

鄰か ら格氣 を さ れ る 不屮獎 な さ 

前 句附萬 句合抄 


始めて は 親 仁が はづす 朝歸り 

3s うば かりで は ある ま いと 又 脱がせ 

からかみの 下地の やうに 下女 は 塗り 

里の 母壻へ の義 i- で やっと 泣き 

姑 まだ 嫁 模 のけに つくるな り 

富士山 も 駿河は あまり 舞 臺 き は 

生醉 のせ まさう に 出る 一 一王 門 

奧 家老 日 も 夕陽と 申し 上 ゆ 

遠く か ら 浴衣 を投 け る 許嫁 

本性に なって 三味線つ いで 見る 

無い ふりが 金 持 至極 上手な り 

俄雪息子四五人！2^ん ぬな り 

店仕舞 其の 前年の 面白さ 

空 樽に 馬の 尻 毛の 生えた やう 

三 〇 五 


前 句附萬 句合抄 

吳服店 こそく 話す 不景氣 さ 

娘 見に 來た とも 見えす 雨 病り 

がつ ぺ きに 居って つらまで よごし をる 

手 や 足 を ひん 拔 くやうな 按摩と り 

乳 もら ひ は 片手 をつ いて 辭儀 をす る 

奉行 職 一 一枚 一 枚 御聽き 分け 

一 一 ケ國の 人の ごた つく 繩を とき 

一 眼 もなくて 高位に 循を つき 

かみしも を 初々 しく もた 、むな り 

雪の 朝 母 名代に 叱られる 

三 井から 比翼の鳥の 巢を 運ぶ 

稱を 越す 器量が 無くて 一 一人 死に 

寳船 踊. 4^ 一  人 入れた やう 

著 か へす に 一 幕 話す 長 局 


三 C 六 

だいり りんち ゃリ 

七兩の 内裏 鄰 町まで も 知れ 

茶屋 株が 先 僧正の かたみな り 

春の 日の 景色 もつ きて 御國詰 

舟と 陸 割れても 末に 衣紋 坂 

からかさ につ 、 ん でに ゆる 五 w< の 身 

寢て 見ても 起きても 雪は氣 にか ， り 

息子まで 内の 出 やう を 知らぬな り 

物霄 かぬ.^ 寂しい 天の河 

目 を 細く する の はすこし たのみ あり 

大海の 中に 育った 蜆 貝 

かきつ ばた 婆 ァの提 ゆ る 花で 無し 

大 一 座せ うこと なし も 一 三 一人 

骸# へ 湯 番は御 目出度い と 言 ひ 

つ ほ 皿の 踏み破って ある 大 iH- 喋 


稽古 本 ひつ た り 抱 い て驅け て 來 る 

白拍子 蛇になる 時の 忙が しさ 

物 一 百 ひが 好いで 座頭に 惚れられる 

兩 親に 引 つばさ まれて 夜 は 長し 

かんじんな 窗を 塗らせる 仲た が ひ 

鴛鴦の やうに 娘 は 風に 逢 ひ 

羽子板で ぶ たれる 奴 は 金が あり 

初 松 魚 ひるから 前の さかなな り 

鈞臺 でそろく 運ぶ 下屋敷 

親-ぐるみ 持つ 女房の： f しさ 

草履 取の みで 身輕な 衣紋 坂 

おめかけ の考へ て寢る 欲しい 物 

里歸 りひつ そりと した 氣の毒 さ 

さ み だ れに 近所ば かり の 人通り 

前句附^^_句合抄 


辻 番で櫻 を 持った の を：^ り 

譃 ばかり 持つ て 山 谷 を 出る 飛脚 

きりくと 脫 ゆと 追剝吸 ひつける 

のこ ざり を さした にも 逢 ふ 夜 藉麥 き り 

毛酕 _s 中へ 本 朱の 坪 を 出し- 

寢た上 を 手桶の 通る 市 一お り 

起きて 居て 寢た ふり 酒屋 上手な り 

いやと い ふ it に 女 はま 乙くな り 

ひそく と 一 閒 込み合 ふ 御 目出度 さ 

田の 中 へ むす 子 小判 を 入れ あゆる 

談義 場の くしゃみ 戾 つて 嫁 を 睨め 

茶碗 酒な かば は 飮んで 上 へ 酌ぎ 

木像の 鹽鯛も ある 日本 橋 

月蝕の やうな 鏡で 下女 は 結 ひ 

三 〇 七 


前 句附萬 句合抄 

赤 壁 を ひときり 話す 夕 涼 

燒場ま で 行った と 息子 情 を 張り 

睡 たいは 人の 知った る ことで 無し 

富士山 は 一 人で 領す 山で 無し 

紫 は ほ んに めくらの 垣 S ぞき 

塗 枕 寂しく つか ふ 蚊帳の 押し 

娘 はや 小判の やうに 扱 はれ ■ 

綱の 目に 手 だ と 仲人 急 かすな り 

駕代を 一 一 朱づ、 分ける 雪明り 

そこいら にあった 害 だ と 爪 で 彈き 

田舍 下，； 《 ^忘れて 米の 領と云 ひ 

長 袴う はばみ ほどの 音 を させ 

九郞 助の 釘 は 遣 手の 身に こたへ 

ケ房へ 借りに か ， つて 比ら れる 


一 I 一  〇 八 

密談へ こ はぐ は ひる 料理人 

賫り据 ゑ を 他人に なって 見て 通り 

間男 の 立 聞き を する 大 i は 

松の木へ 縛られて ゐ るへ. - 飛脚 • 

金屛^ 手拭 掛けて 叱られる 

書 

酸漿 を 下女 稳ぢ せに し て し ま ひ 

搏酒 をた うとう. M: 絛廢 め させる 

婆 ァ樣の やうに 山伏 年が より 

御白 粉でば つ か り 持 つ た 嫁 をと り 

勝った 時し まふと こだと 愚 癡を云 ひ 

た -.r 要る とば かりで 大屋 店 を 追 ひ 

獨り 者で も 心せく 朝歸り 

御 家風に 背いて 一 一人 店 を 出し 

花 り 今に 野原の 氣 で^き 


本 町の 明 地た やすく ふ さ が ら す 

向う 風 娘に 禮 をさせる やう 

木綿 店 煮 え る やう だ と 蚊帳 を つ り 

旅の 留守 こらへ じ やうな くつく り 立て 

長 局 女の 歩く 音で 無し 

大 一 座 吹きよ せた ほど 上草履 

夜つ ぴ とい 寐 つかぬ 瀧 を 朝 眺め 

明 和 七 年の 部 

國の圆 の い つ ち 見 よいが 駿河 なり 

奧樣の 御 寂しい やら 御 次まで 

奧樣は せ 盤の 上で 御 宵ち 

其の 外の 事に 檢校 闇から す 

. ぐ つと. ュ， S ァ 退いて おくれ と 琴 を 置き 

又 かえと 妾の 使 ひ 背 食って 行く 

前 句附萬 句合杪 


又棊 かとくる まって 寢る 草履 取 

六 B ほど 掛直を 人れ て 染めに 遣 り 

勞咳 のお ふく ろ 通り 者で 無 し 

P でさう 言 やる からえ い t  ) とに する 

花の {<H 浪の 音す る 御殿山 

去狀を 口惜しく 貰 ふ 朝っぱら 

晴天に 持って 通る は 借りた 傘 

村 中の 智慧 を 集めて 仲直り . 

駒 下駄 を 息子 初. 音 の やうに 聞き 

まァ 下に 居な よと 工面す る氣 なり 

火 一 座 脇差 十 把 一 からけ 

斯う 持ち やと 浪を 打ちく 縫って 見せ 

徘の 法衣 燃え立つ やうに 風に 逢 ひ 

醫 者の 門 暮れる と 閉めて た ゝ かせる 

三 C 九 


前 句附萬 句合抄 

一 一階から しらふで 一 一人 下り かねる 

八 は あはれ 昔の さし どころ 

浮 橋の 頃 は 御 夫婦ぐ らしな り 

俄雨 窗 でに 一 ) つく 薛ら しさ 

四 ッ手駕 嵐に 聲を 吹き とられ 

どこへ でも 人の ふと- ) ろ あてに 行き 

踊 子が 出る と 座敷が 生きて 來る 

間述 ふと 首を縊 ると 一 分 貸し 

拉 ベたり 殘 して たり 匙加減 

御つ いでの 錢 本心 は 負けた なり 

隅 W 川 かかる 時節に 渡さす ば 

色氣 づき チヤ ル メラと い ふ聲を 出し 

紅葉 見の 歸り 火焰の やうに 背負 ひ 

御 互にい つ か藥罐 になり ました 


1-1  一 0 

辻 話 唾 をして は 踏みつける 

身 を投 ゆ はせ ぬかと 亭主 まだ 愚か 

御 痛が して 金銀の 櫛 はやみ 

誰も 來 はせ ぬかと 嫁 は 琴 を 出し 

そし. つたる 役者 を ほめて 仲直り 

三つ ^園 掘り出す やうに 起される 

聞き分けの 無い と 踊 子 突き飛ば し 

座 頭 の 坊待 つて 居ます と 泉 岳 寺 

日に 燒 けた 人形つ かふ 愧儡師 

手 を 洗 ふ 時 鶴 は 逃け て 行き 

I- 月 ほど 居る と 花嫁 母に なり 

御 料理の 鰓 は 片方 無駄 を燒 き 

諸事 あと をた のむ と 笠 を 押 つ か ぶ り 

女 客 亭主 起ったり 居たり する 


夜 一夜 登った 富士を 一走り - 

御め かけの 我が物と て は 顔ば かり 

若 後家 の 泣かす に 居る もみぐ るし 


前 句 附萬句 合 ハ杪- 終 

前 句附萬 句合抄 


滑稽 發句 類題 集 


ぷは透 や^  7^,  i  て 

滑稽 發句 類題 集 序  -ニ 一  五 


渭ザ老 勺き， 敉.^ J. 劇 


專穫 


ふ xtv  "f—>irir  t 入 

^Aylxf ^  ^V/>^»V79^ ま.^ 牧 

4yu.  s  一  つ i  9?l 

終 2^  Jr/T  s 「 ？ /1/ 


滑稽 發句 類題 集 上卷！ 


三 一 七 


^sx^icv, むパ 5,丄 \  、 

ふる ？ 4 1^ き れ 

>^  4/-??-^ や-おきって.？ 


初 夢 跡 先 もない 夢を見る たからぶね 

福壽草 牀の閒 の ふじの 据野は 福壽草 

福壽草 兄貴の 傍に 居候 

姬 初 やかまし やする にして 置け 姬始 

0 初 肩ぎ ぬ は 枝 もなら さぬ 風で とれ 

薺  うぬが 爲 春の 野に 出る 薺う り 

若 菜 初春の つみ 草 遊ぶ 人で なし 

i 追 鳥追のしかられてゐる^^ぉろし 

明 店の ま へ で 鳥 追 乳. をの ませ 

鶯  鶯の 初音に 北の 窗を あけ 

柳  出口の かんばん 誰に もな びき 候 

霞  初が すみ ほっとい ふ 息 立ちの ほり 

春の 庇 不一 一 を 折々 かくすな り 

春 雪 貧學の 灯に たらぬ 春の 雪 

滑稽 發句 類題 集上卷 


藪 人 


梅花 を 折って 肥た ごへ 插 して 來る 

むめの 花 公家 衆が 持って 出て ナァ 二 

e び を 切る 事 も辨慶 一 度 かき 

此の 花と 心中し ろと 札 を 立て 

此 の 梅が そだと こ はぐ 指 を さし 

知らぬ 火 を あてに 飛び 行く 梅の 花 

飛んだ 儀が 一. ,ー ざ り ま したと 安樂 寺 

臥して 名のた かいは 釋迦と 花の 兄 

むめ 山吹 は 文と 武に手 を とらせ 

おさらば を 宵に して おく 稱 さがり 

我が 供 へ 茶 を 汲んで 出す 宿 下り 

機 を 織 る 邪魘 を 藪 入 して 歩 行 き 

ぬか 箱 を かい 干して 行く 宿 下り 

蔽んの 内 母親 は 盆で 喰 ひ 

三 一 九 


滑稽 發句 類題 集上卷 

飮ま ぬ 奴 辨當嗆 ふと 花に あき 

鹿が 勇めば 花の 散る 奈 良の 町 

花の 山ぬ いたくが あらしな り 

櫻ち る 度に 茶瓶の 火が おこり 

御座 敷に 散る はきの ふ の 御家づ と 

月の 場 を ふざけて 花の 江戶 になり 

抑 どら S らん じ やう は 花見な り 

女房の 智慧 は 花見に 子 を 付ける 

さくらまで 郭は 夜の つとめな り 

とこ 

吉原 はさ くらさ へ 實は 持たぬ 處 

仲の 丁 櫻に まけぬ 柳 ごし 

絕 えて さくらの なかり せば 母 安堵 

f  J れは くと 母の まつ 遲ざ くら 

年々 歳々 花の ころ 嫁の 禮 


一一 一二 四 

0 草 さくら 草 春のに しきの 小 切なり 

# 月 さくら もる 月に やう やく 酷 ひがさめ 

山 吹 一お ーッ あると やさしい 名 は 立た す 

雨 やどり ま で は 無骨な 男な り 

お 返事 に 出す. E 吹 は 無言な り 

出 吹の 後 は ぬれ まじ ものと よみ 

賤 心あって 出 吹 見せるな り 

春 雨 空 をね めく 辨當 S で 喰 ひ 

御の字に な つたと 花見 支度す る 

M  鬼瓦 M の はんにゃと 口 を 吸 ひ 

嫁の 禮 もすそに からむ 砜の絲 

ま、 つ 子 は 風に 貰うた 服 を 上 ゆ 

切れ 砜を 紙屑 ひら ひ 破 却す る 

遲 日 日の 永 さやつ と 寂滅 爲樂 なり 


野 遊 羽衣の クセは 野が けに 打って付け 

辨當の ふたへ 土筆で 書いて 見る 

奥方 もな まねれ になる うら ， かさ 

はふって は 扇 を 拾 ふ 野が け 道 

眞 黑な きせるみ-かりる 野が け 道 

手 を 分けて 酒屋た づ ぬる 野-か け 道 

聲 色で つばな を 直ざる 野が け 道 

. ふところ は田樂 ぎりの したくな り 

坊主より 振袖 もち は奧が あ る 

野が け 道 和尙も つての 外 ふざけ 

野が け 道 親 仁の 豐後初 に 聞き 

春宵に 野が けの 通る 賑やか さ 

ナ もの 

呼子 鳥 羽 もの か 獸か覺 束な くと よみ 

牡 丹 春 十日 夏へ 十日の 花壇な り 

滑 稜發句 類題 集上卷  ， 


. 獅子と 蝶 二十日 あまり は 中の よさ 

杜 若 切る ゆびと 折る ゆび 梅と かきつ ばた 

夏 部 

初 歷 時鳥 白い さしみ はもう 喧 へす 

手 S ひら を なめてる う へ を 時鳥 

初の 字が 五 百 かつをが 五 百な り 

空 を かける つばさ 地 を 走る 鰹 

烏 脩 子 首 はねる とから し 買 ひに やり 

はつをく とい ふやう に寶っ て來る 

一 ト ふしに 千代 を こめた る初鏗 

初 鰹め し S さいに はぁぢ きな し 

口よ ごしと は 一一 目な り まつ 

、  三 二 五 


滑稽 發句 類題 集上卷 


筑摩祭 


新 樹 

享 公 


滑稽 發句 類題 集上卷 

初 鰹 煮て 食ふ氣 では 直が 出来す 

縑倉 に輕も く はす 三と せる る 

初 鰹 片身と なり へ なすりつけ 

手に さ ゆるよりも せつない 鍋 まつり 

貌に火 を 焚いて 祭の 鍋の 數 

よめり 

お まつりが いや さ に 美 濃 へ 嫁 人す る 

紙花 を和尙 のちら すねり 供養 

練 供養に は 女房 を ま るら する 

深 林 人 しらす 件の 子 を 盗み 

大 かつ 一 聲 たけ S 子 を 捨てて 逃ゲ 

ャ レ 虎が 出た と： b の 子 捨てて 逃ゲ 

花 は 譽め葉 はじゃ まになる 明り 窗 

卯の花が 唆いた で 耳の あか をと り 

鶯を すつ ほりだます ほと 、 ぎす 


五月雨 


繼 ツ子 は 街で 育ッて 月に 啼き 

不一 一は まだ 雪に 踞野は ほと 、ざす 

つん ほう は 只 有 明の 月ば かり 

一 に御硯 水のお 手が なり 

|g に 書いた 時鳥 さ へ 一 羽ぎ り 

書いた ものが 物 をい うた は 北 野な. 

一 聲 ではなし の 腰 を 折って 行き 

時鳥 啼 きつる かたは 北 野な り 

草 も 木も寐 るに けい， せい 郭公 

兼題 は 鶴で 當座は ほと 、 ざす 

射 人の 名 も 雪 居に 上る ほと ， ざす 

ほと ， ざす 一 一十 六 字 は あんじさせ 

しめし かごの けて 太鼓 を あぶるな. 

ひどい 風 田植の 笠に ゆびの 跡 - 


道 問 へ ば 一 度に うごく 出植笠 

菖 i?i あやめ かり どぢ やう 汁と は 出来心 

橘  春 左 近 夏 は 右近が 勻 ふなり 

端 . 午 錢 ひつ さ ゆて 向う からし やうぶ く 

菖蒲太刀？！^母どっこぃと受けとめる 

凝 色の いいの は 初の 節句な り 

の ほりに も 下にな つてる 母の 紋 

唐 木綿 妾の は ヾ も廣 くな り 

初 幟 源平 兩 家出て さわぎ 

染め あけた 子 持 仕 立 屋ちを 付ける 

靑 梅 神木の むめ 鈴な り はう つてつ け 

林 ありと いった はするな 計り 事 

梅 ほし を こ はぐ 遣け る 安樂 寺 

氷 室 御き 立 ふじ さへ 靑く見 え る 頃 

滑稽 發句 類題 ft- 上卷 


不二 詣 六月の 布 子 は 天へ もうち つと 

麥 わらが 化けて 蛇と なる 暑い 事 

藻  うき 草 は 歌で も 居所 落 著 かす 

まかなく に 古今 まれなる 洗濯し 

蓮  どの 宗旨に も 中の よい 蓮の 花 

晝 貌 晝が ほの 花 は 式部が 筆に もれ 

夕 顔 夕顔の 夜露で て.、 らニ布 ぬれ 

螢  一疋の ほたるで く づす門 涼 

賴 政の 扇に よるの 金砂 子 

合戰は 宇治の ほたるで 見る 許り 

瑩か り 思 ひついた は 貧學者 

反故 張 や 似 づ ら で螢 追つ かける 

反故 張 で 遠 ま きをす る螢 がり 

炎 天 老い ほれの 鐘馗日 除に 身 を やつし 

三 二 九 


滑稽 發句 類題 集上卷 

ふじ 山に 初雪の 降る 暑い 事 

暑. V 事 酒の 相手に やっこ 出る 

あつ い 事 重ね だんす で 蟬が啼 き 

暑い 事 芝居 正札つ きになり 

暑氣 見舞 背中 をむ けて 此の 通り 

傲 櫃へ顔 をつつ こむ 強い 暑氣 

甚 寒と 立派に 述べ て 汗 を 拭き 

弓で し， た 振舞 水 は 名が 高し 

ffi 寐 暑氣 見舞 枕と 圑扇 もって 逃け 

亭主と は 向き を 違へ て晝寐 する 

M  . あつい 事鄰 にも まだ 噺し聲 

夏の 夜に 打つ は 足袋 星の きぬた なり 

蟲 千 御む し 干し 和歌と 達磨の 物が たり 

御蟲 ほし 見ぬ 御 先祖の ものがたり 


三  一二  0 

土^ 干疊 のう へ のま はりみ ち 

一 一年 目の 土 ffl 干に は 雛ば かり 

蟲； 十に 霍亂 をす る 貧 事 者 

歌は貌 書物 は 腹 を 日に さらし 

雷  た、 まれた 蚊 は 雷に よみが へり 

闹 -乞 さりと て は 又とよ み 人の ない 名歌 

タ 立 ト德と 十二 ひとへ でい いしめ り 

夕立の 一 句い なり も はだしな り 

, ) れで蚊 もなくなります と 其 角い ひ 

夕立に 伊勢 路は 一 人 半 ぬれる 

雨 やどり はるか {!; うは 蟬 のこ ゑ 

夕立に こまって 下戶も 十一 一文 

ゆ ふだち に ふん ぞ りか へ る 瓜の 皮 

夕立に ケ ました 貌の 石地藏 


納 涼 露地 口 を か/ -ァ でう める 夕す 5r み 

爰に をり やすと 娘の かどす み 

風 鈴 風鈴の 下に 一 文设 をの がれ 

風 蒸 夏 ざしき 三 幅對の 軸のお と 

蚊  蚊を燒 いて やる の は 亭主 和睦な り 

ァ むろ 

よば つても 來ぬ害 禿 蚊の ゑ じ き 

孝行と 不孝 裸で 蚊に 喰 はれ 

蚊を燒 いた 跡 は 其の 場の 出來心 

蚊 帳 起きて みつ 寢て みつ 蚊帳 を 明日 受け 

蚊帳 釣った 夜 は 珍ら しく 子 は 遊び 

きん びら 

金平の 夢を見て るる 枕 蚊帳 

しんかん とねた 刃 を 合 はす 枕 蚊帳 

魂 母が 尻 ほ、 ばり 兼ねる 枕 蚊帳 

蚊帳の 夢獏 はこし 粉 を 喰 ふ 心 

滑 精發句 類題 集上卷 


聞き わけもなく 叉 來ては 蚊 を 入れる 

蚊帳 一 重で も 夜 這 ひに はきつ い 邪魔 

蚊帳 や め て ゎづ か な 手間の 其 の樂さ 

だ、 廣ぃ 蚊帳に 風雅な 後家 一 人 

天の 綱 ま をと こ 蚊帳で とっか まり 

帷  いい 縮み 嫁の 乳く びが すいて 見え 

扇  御影堂た ， いて 橫に ふじを 出し 

御影堂 御蔵 箱 を歸參 させ 

S  缽  弔 ひの 供 は 墓所で 蟬を とり 

箱 王が 兩の たもと にせみ の聲 

素 麵 され ども 此の 人 さう めん やたらく ひ 

西 瓜 西瓜う り 首 實撿の やうに せ 

古井戸へ 西瓜 飛び こむ 暑い こと 

一 里 塚す るく わの 皮 を 捨てる 處 


滑稽 發句 類題 集上卷 

切りお とし 靑ぃ 三日月ぶ つつけ る 

六月 晦日 佛 でも 請 取り 渡し 晦日な り 

# 部  - 

七 夕 一 とせに 一 夜 うし も大 よだれ 

素麵の 邪魔して 洗 ふ硯石 

井戶替 人 を 汲み出す と 井戶替 仕舞な り 

精靈會 そんじゃう 棚 はだかで 拜み 叱られる 

掛 取の 來 ぬが 精 靈 へのち そう 

盂蘭盆 借りの ない はら ひがす むと 盆が 來る 

施 我 鬼 せがきぶ ね きれた 三な ど 落ちて ある 

聲色は 誰 だと^る せがきぶ ね 

燈 籠 .燈 籠も 戀の 部に 入る 別世界 


！ーニー ニー 

洛中 は 光秀 信士と ほすな り 

玉ぎ く は 死 ンだ 跡まで こ ほされる 

高燈籠 はるん \.蟲 の死處 

踊  踊 子 は 一 卜ば ちぬいて 蚊 を はら ひ 

花 火 花火 を もら ひ R がくれ ろく 

鬼 灯 鬼 灯の 文字 は 丹 波で 附 けたら う 

0.  簪 であす 咬く 花 を 嫁 かぞへ 

朝顔 は 朝寐の ものにし かみ づら 

放生會 有り難き a とんび まで 放生會 

月  薄墨の 竹 を 障子に 月が 書き 

月 更けて 下戶の 哀れ は ひだる がり 

どうく といって 仲 國笛を 出し 

月に は隈 あり 熊に は 月が あり 

信 濃から 來て 名月 を ーッ a る 


十六夜 

鯊 釣 

草 花 

蟲 


衣 


座敷牢 うらやまし くもす める 月 

いい 月夜 親仁签 より 目を拔 かし 一 

珊瑚 樹 はだん ごの 腹で とりに やり 一 

十六夜 は 親父 小言の 最中な り  一 

Bt 鹿 は 急ぎ 竿屋は 馬鹿 を 釣りた がり ： 

草市 は 皆 まほろし の 物ば かり  一 

ゐ のし、 にくさめ をさせる 絲す ， き - 

と ぎ. N てた 月に は蟲が さびて 鳴き 

おさへ れ ばす 、 き 放せば きり.，^ す 一 

きり，. す 禿に いぢり， 〕 ろされ る 

子の 寐 入る 時 は砧が ひくくな り 

針 妙 はきぬ たがいつ ち 荒仕事 

猪の 寢が へりに 散る 获の露 

干る は 夏 ぬれる は 秋の 御製な り 

滑稽 發句 類題 集上卷 


案山子 追剝の 案山子まで はぐ 俄雨 

稻 妻 稻 びかり 男ば つかりす、 むな り 

瓜  瓜 ひとつ 盜 めば 畑 中う ごき 

梨  手 を 出して 梨 をいた 、=- く 下戶肴 

二百十日 百姓の 花見 は 二百十日 なり 

相 撲 土條 人り まける 景色 は 見えぬな り 

草木に ない 花の ちる 勝ちす まふ 

勝 角力 衣類 異形の 花が ふり 

角力 場に 氣 のない 男 頼 杖し 

竽  諼箱 のす みで と、》 め を 芋 さ さ れ 

長 夜 長い 夜 をち つ とづ、 IE? る 乳母が 夢 

後 月 客 i の ひかりう しな ふ 後の 月 

後の 月す めぬ 顔に て內に 居る 

栗  小刀 を 持 ちづめ にして 栗 を 喰ヒ 


滑稽 發句 類題 集上卷 

菓  木金の 馳走 はしご を 持ち あるき 

紅 薬 をし ゆなく 錦 を やぶる 後 さし 

錦 著た やま は 裸になる 下地 

冬 部 

初 冬 正直の かう ベ 十月 かるくな り 

神無月 一 人の こって 笑ッ てる 

, 合羽 屋へ馬 士が來 り や 寒くな り 

顔見せ 顔見せに 顔 を 見せぬ は の あし 

冬 至 唐人 は 年始の 跡で 寒 見舞 

袴 著 袴 著の どう だましても ぬがぬな り 

髮 置と 袴 著 を 置き 河津 死に 

霜  冬の 庭 わらづとに する 妙國 寺， 


三  一二 四 

初 雪 雀 形た、 いて 雪の 御もう しん 

雪  大道へ 達磨の 出來る 寒い 事 

雪に 寢た忤 を 旭が ゆり 起し 

物 さしで 雪 をつつ つく 日記 付ケ 

雪見と は 馬鹿々 々しいと 信 濃い ひ 

黑犬を 提灯に する 雪の みち 

雪 の 留守 こたつで 女 ま ふぐ 喰 ひ 

土手の 雪 かねの わら ぢの 跡ば かわ 

禁句 だに 禿 雪 こんくと いふ 

吉原は 雪見に ころぶ と、 ) ろな り 

§ きの 謎と けて 御旅 を まき あゆる 

雪で み る 書籍 へ 落ちる 水 ッ ば な 

がう せ いな 木賃で 泊る 佐 野の 雪 

^ 圑 居候い つも せんべい かし は 餅 


夜 著 明 方に つめたい 夜 著へ 這 ひも どり 

ぬ けた 夜 著 い ま すが 如く ふ くらませ 

綿 入 綿 入に 繼 母の 氣 がすき とほり 

火 鉢 内談と 見えて 火鉢へ 顔 をく ベ  寒念佛 

火 縫 四角で もこた つ は 野暮な 物で なし 

よみの 跡え て は 火 鐘で でから かし 

參 

ばう し 針 さして こたつに 腰 を かけ. 寒 聲 

瓜田より こたつの 足のう たが はし 

ぬれて ゐる こたつ 十能で 水をさし 枯 野 

0 汁 魚扁 になつ の 元氣で 雪見な り  冬 月 

御 妾 の 匹夫の 勇で ふ ぐ を喻 ヒ 

雪の 觴 あに 一 命 を をし まん や  閑 子 鳥 

シィ鯉が高ィト妾蝮をへ喰^?  年 忘 

命と 魚 をう け や つ て 鰻 をう り 

滑 糟發句 類題 菓上卷 


腹 汁に 精進日 だはよ わい やつ 

死にた くば 喻 ひにご ざれと 極 こん. 

鳆 汁の 表 をば かな 寒 念佛 

寒 念佛世 に 捨てられた 月 を譽め 

明かぬ 戶を 外で 手傳ふ 寒 念 佛 

聲 色で 歸るは 宵の 寒念佛 

〇〇〇〇 の 寒 ざら し い ぃ聲 になり 

物干で 黃 色な こ ゑの 寒 ざ ら し 

もう fH も 息子 かれ 野に 及ぶな り 

名山が ふとる と 月 はす ごくな り 

乳 もら ひの 外 は 詠めぬ 冬の 月 

すみどころ 

かんこ 鳥 住所な し 四 里 四方 

年忘れ か はれぬ 時分 一 がきれ 

年忘れく とよんで しかられる 

三！  一一  If? 


滑稽 發句 類題 集上卷 

来年の 樽に 手の つく 年 わすれ 一 

蜜 柑 足袋の 紐 結べば みかん ころけ 落ち 一 

綿つ みはみ かんの 筋 も 肩へ かけ _ 

納 豆 納豆 を 春まで 延ばす 泉 岳 寺 _ 

0 狩 花鳥の まさしく 落つ る 御鷹が り 

煤 拂 す /- はきの 貌 正月の 三番 叟 

取次の 出る 貌 のない す、 はら ひ 

一 人 もの ひとな ぐり だと 笹を賈 ひ 

龜 物 ちつ とづ、 叱って 仕き せ 渡すな り 

松 寶 我が 春 を 二 本 はの こす 小 松う り 

年 暮 向う から 越す 人の ない 年の 坂 一 

かざり わら 袴 をと るが 規式 なり 

歳 はは 出来た が 歳暮む づ かしい . 

餅 は つ く是れ から をつ くば かり 一 


節 分 


三 一一 一六 

藥種 星で 屠蘇 を 買 ふ の は 無病な り 

あても ない 松に 預けて くれ を拔き 

松 一 一本、 】 だてに 取って いひの びる 

さてと やの 所から ゆびる 暮の ふみ 

暮の ふみ はた ひろば かり 恐ろしい 

掛 取は理 詰で きれ を さ.. つけられ 

大三卜 日 箱 提灯 はこ はくな し 

山吹 を 見せす ことわる 年の くれ 

外道め を埋 草に する 西の 海 

たった 一 文で もャ ァ ラ 旦那な り 

ざ f  .>寢 も い つ そ 手 廻し な緣 定め 


戀 部 


細 布 も そめ 木 も 母の 胸 あはす 

相性 は 聞きた し 年 はかくし たし 

.2: も 、 で ちらり./^ とわな にかけ 

打 敷の こ、 ら 去年 は ひねった に 

寢 てからの 聞 耳 枕 一 一寸 あゆ 

うぬ ほれ を やめれば 外に 惚人 なし 

こいつ 來たナ ト思ッ たら 藪 にらめ 

そ、 かいてと は いやらしい 夫婦 中 

いい 男せ ほね を 膝で こづかれる 

かんきんの 閒 うれしい 顔 ふたつ 

結納と 追 人と みちで 行き 違 ひ 

ちつ とづ 、 出る 太股に けつ ま づき 

弟子の 来る ほど は 三味 せん 音が せす 

色々 に 川 立てられ るせ きばら ひ 

,滑 稽發句 類題 集上卷 


SR  土 女 金に て 承知な り 

新 世帶恥 かし さう に 紙 を 買 ひ 

諸 白髪 ま ではう さんな .； や 中： なり 

亭主のお かま 女 liH^ の ふ か. ま 

すこし 名の 立つ も 嬉しい 若 ざ か り 

抱いた 子に た、 かせて 見る ほれた 人 

3 び をす る 手に 腰元 はッ イト 逃け 

雪隱 にある 名の 娘す ごい もの 

歌が るた 好いた 男 を いれた がり 

夜 談義 を 半 座で 母 はつれて 逃 ゆ 

拔 足で をり に 行く の は 寐入花 

下紐と いふ は 木綿の 事で なし 

目 は 目が ね齒 は入齒 にて まにあ へ ど 

古風な 惚れ やう 一 心 命な り 

一一 一三 七 


滑稽 發句 類題 集上卷 

ば つと した 娘し ばらく か ， り 人 

初 戀 初陣の 娘 こ はぐくみ しかれ 

は 初手 赤貝 は 夜中な り 

水 あゆは やぶる あや ふ を 除くな り 

持參金 わたし や 初サは 知れた 事 

ロ說戀 くどかれて 娘 はね こに 物 をい ひ 

くどかれて 塵 を ひねる は 古風な り 

く どき 出す 前にし ばらく だま つてる 

たば， ) 入れ 尋ねる ふりで つめるな り 

ぬり 桶 へ 書いて くどけば 指で 消し 

三味の 弟子 破門の 分は師 をく どき 

ゆび 拔きは 握った 人の 手に のこり 

くどかれて 下女 枉 をば 付け 違 ひ 

くどかれる 娘袂 により を かけ 


三 三 八 

もぎ 放し ァレ おかみ さ んだな さ んが 

〇〇〇 と は あんまり 俗ナ くどき やう 

晝 見れば 夜 這 ひ 律儀な をと ， 〕 なり 

口 へ 手 を あてる がく どきし. まひな り 

お 門まで サ とそろ くと 出來か ， り 

姑のと 違 ひ 舅の いぢり やう 

待 戀 宵 は 待ち侘び 夜中に は 腹が へり 

心 まち 下女 ちり紙 3 ちり を 取り 

起てみ っ寢 てみ つ 待て どうせぬ なり 

逢 戀 とんだよ ぃ閒ぢ やのに 娘-つ ゝじ うじ 

寢て 解けば 帶 ほどな がい もの はなし 

足音で 一 ーッ にわかる 影 ほふし 

む つ 言の 中 へ 油 をつ ぎに 出る 

かけ 法師 一 ッ かくれる ひざまくら 


二 ッづ、 水 音の する 中の よさ  農人戀 

戀のゃ み と は 火 を 消して 〇〇 のな り 

不叶戀 あつく 禮 いはる、 戀 は出來 ぬな り 

惡堅 い 下女 君命 をはづ かしめ 

おきく の 不機嫌 下女 は 舌 を 出し 

こたつから 出て あたりな は 出 來ぬ奴 

いやなら ばいい が嘆ァ にさう いふな 老人 戀 

立 聞きが ふき 出した ので 下女 〇〇 す 後家 戀 

不承知 ナ 下女 十本で おつ 〇〇 ぎ 

起き をれ と 叱る は 宵に 〇〇 ぬ 下女 

顯 戀 眞っ すぐに 白狀 をす る 五月 目 

白 狀を娘 は 乳母に して もら ひ 

恨 戀 蚊の くった まで を 恨みの 數 にいれ 

祈 戀 叶うても に ゆの いはれ ぬ 願 ほどき 

滑稽 發句觀 題 集上卷 


畑の 出合 ひ 七夕が 元祖な り 

村 くぜつい つまで 草 をむ しって る 

いろりに てく どき 落して 麥の中 

麥畑小 一 疊 ほどお つた ふし 

瓜田より 不 持の 出 來る麥 畑 

麥畑ざ わくく と 一 一人に ゆ 

附髮 を餘 所の 枕に 置き わすれ 

石塔の 赤い 信女 を そ 、のかし 

若 後家へ もう 入札が 五六 人 

いよおば、 さまと 若 後家い やがらせ. 

我ぶ ちに きと 語るな と 後家 は 落ち 

有って さへ 況んゃ 後家に 於て を や 

若 後家に 隨喜 のな み-たこ ほさせる 

先 ヅ 息子 さま サト 後家の 下女 は い ひ 

三 三 九 


. 滑稽 發句 類題 集上卷 

ァ ノ 後家の 珠數で ふ つた は 初手の 事 

誘 ふ 水に て 白粉 を 後家 はとき 

由 粉 を つ け て よごれ る 後家 のか ほ 

はたちに もなら ない 種 を 後家 やどし 

もう 後家 もやめ ねばならぬ 腹に なり 

下女 戀 其の 手代 其の 下女 晝 はものい はや 

お 背中 をき つく 流す が 返事な り 

仕 合 は 三世の 綠をー 一世に する 

ほうばい を 寐靜ま ら せて 紐け て やり 

下女が 戀 みな はりこみのう へ に出來 

誘 ふ 水 下女 汲みに 出る 手 害な り 

下女 承知し さうな 處 へ 賴 みまし よ 

下女の 戀文 もへ つた くれ も いらす 

氣の 弱い 下女 あれに 〇 せこれ に 〇 せ 


二 一四 二 

袖つ ま を 引かれ 次第に 下女な びき 

い ん德を 施し て 下女い い ェ 而 

裏お もて 下女 一 ー晚 にね だり 出し 

物 思 ひ 下.^ 雜巾も 手に つかす 

いやらしい 下女 前垂 を ふみしだき 

二三 日間が あり ゃ相模 うらみ わび 

.tr はひ屋 見た 夜に 下女 は 這 ひ- 」 まれ 

相 州の 分野に あたり 夜 這 ひ ほし 

帆ば しらへ 相 模は舟 を おっかぶせ 

女房 を三聲 起して 下女へ 這 ひ 

若且那 夜は拜 んで晝 しかる 

いふ 事 を 夜き く 下女 は a きかす 

下女 膳 をに しめ 一 ッで すゑ あるく 

しめた あす 舌ッ たるい が 下女の 疵 


一 目 取る と 白が ち- レ下女 造り 

下女 晝夜 つとめて 内が もめるな り 

大ぜ いで 生け どる 下女 はふと り 肉 

ね ごい 下女 車が、 り を 夢の やう 

かつがれた 下女 は 明 地で 賤が嶽 

下女が 戀五 ッすぢ 程に 思 ひ つ め 

妾の はねだり 下女の は ゆすり かけ 

下女の 腹， J  > ろ當 りが 五 七 人 

遊ばされた であの 腹と 下女が 宿 

中で 氣 のよ ささ うな のに 下女 か ぶ せ 

總 割にして 出す 下 43^ がお ろし 代 

すっぱ りと 這 はせ て 置いて 條 起き 

^ 戀 ごふ 腹サ くどき 落せば 川が 明き 

異國戀 唐土の きぬ.^ コハゼ 懸けて やり 

滑稽 發句 類題 集上卷 


出合 茶屋 出合 茶屋 小便に おりし ， におり 

ひそく と 繁昌 を する 出合 茶 星 

手の 音に すつ ほんのうく 出合 茶屋 

出合 茶屋 あんまり 泣いて おり かねる 

出合 茶屋 ほれた 方から 拂 ひする 

戀 病 丸顔の おもながになる はづ かし さ 

振袖 を あきて 四 花の 沙汰と なり 

琴の 音 もやんで 格子で わるい せき 

勞が いはしの びが へ しの 內で やみ 

つかれ 果て 权 能書 を よんで 見る 

女房の 貌 It^ て i. .> ほり ^(^ せ き 

毒 だち に 鼻の 先の はい ひにくし 

醫者殿 は 女房が 立 つ と 意見 言 ひ 

全體は 過ぎる と 話す くすり 取り 

三 SI 三 


滑稽 發句 類題 菓上卷 

水 もた ま ら す 戀壻 は腎虛 す る 

0 書 こにい もの a たし 生娘 封 を 切り 

釣鐘 も引卷 きさうな 長い ふみ  恪 

て  > 親が ひろ へ ば 文 も しづかな り 

ま つ 花に な ど と は 文の よわみな り 

口舌ぶ み 半分 ごろで 畜生め 

一 筆. £■ されて 下女- ) まり 

嬉し さは 嬉しい が 下女よ めす 

下女が 文 かな を 楷書に 認 め る 

下女が 文よ むではなくて はんじ 物 * 

かな 舒 とみ 、 すと 下女 は 取り か はし 

我が 好かぬ 男の 文 は 母に @- せ 

せ もせす 無筆 は 文 を もてあまし 

HI 鹿 をつ る ® ばに 蚯蚓 をのた くらせ 


三 mra 

.^=^房が見れば手紙も角汨川 

文 使 そら 小便 を 度々 たれる 

氣 猪 牙で 風 召すな は 美しい 恪氣 

母親の わけ もい はれす 壻へ すね 

亭主 兩婦に まみ ゆ るで やかましい 

眞黑な 女房に 亭主 あか ぃ譃 

かぜ 吹かば どころ か 女 あらし 

夜 著 一 ッ やけ を 起して 女 12;^ 著る 

有る かひに ござり やせんと 女房 やき 

咋 夜の は 口舌 今朝の は 喧嘩な り 

中 直り ほんの 女房の 聲 になり 

あけ 

中 直りす り や 明の 鐘もう ならす 

男 の 恪氣 股ぐ ら につの が は え 

舯 木の 寐 鳥の さわぐ おそろし さ 


恐ろしい つ s は蠟燭 三本な り 

女 夫 喧嘩 子の 寐 びえ 翌日 夫婦 けんく わなり 

胸 ぐらと たぶ さ を 分 け る 兩ど な り 

を かし さ は 夫婦喧嘩 に 仲が ほ え 

胸 ぐら S 外に 女 e5 は 手 を 知らす 

詞だ、 かひ こと 終り 火 吹 竹 

土手の 眞 中で 去狀 くれろ なり 

お 內儀も 手 者 火 吹 竹に て 受け 

白壁 を 見ろ と去狀 ぶつ 附 ける 

犬の 猿のと いふ 內 につい 孕み 

密 夫 尻へ 敷ぐ 腹へ は餘 所の 人 をのせ 

間男の 來 べき 宵な り 酒 4« 

閒男を とら へ て 見れば 養子な り 

亭主が 1^ り閒 男と 拍子 幕 

滑稽 發句 類題 集上卷 


ぬき 足で か へ る 亭主 は 邪推な り 

閒男 をした の を たと くどくな り 

貸しが あるので 閒男 は氣が 強し 

人 壻と閒 男までに あなどられ 

能 因 を まね 閒男 をと らま へ る 

押入で 聞けば. 此の 草履 は 誰 だ 

一 一人 共う ごくな と 石 力 ツチ カチ 

間男 を 火缝の 櫓で ぶちのめし 

間男の はだし はきつ い 不首尾な り 

さよ 衣 やぶって 五兩 わき まへ る 

振り あゆた 太刀の 下 御 無用 五兩 

ベ 「は 何 をか隱 すべ き五兩 出し 

女房 よろこべ 手前に も 一 ー兩ー 一分 

あっか ひで 村 閒男は 五 俵 だし 

一一 一 四 五 


滑稽 發句 類題 集上卷 

閒 男の 外に 留守中 別儀な し 

伊勢の 留守 女房 あ、 〕 ぎナ事 をす る 

房 も 岩戶を ひ らく 伊勢の 留守 

かゆの 膳 おろそかになる 事が 出來 

間男の ふんどし を 解く 旅 の 留守 

旅の 留守 內 へ も ごまの 灰が つき 

旅 の 留守 亭主 の やうな もの が 居 る 

旅の 留守ち ぎり も 今宵ば かりなり • 

川 留の狀 を ふ た り で讀む にくさ 

旅が へり 大きな 腹の 儘で 去り 

御 草 臥さて 御内 儀 は ひ よんな 事 

樂 事 其の 當座 ひる も簞笥 S くわん が 鳴り. 

事 ありと 見えて 御 湯殿 しづかな り 

ベ らほ 5 め 湯殿で 智慧が 出る もの か 


三 四 六 

能い 首尾 だね え コリャ 〇〇 が 高い 

新世帶 今日 休みが のび 巾し 

若殿 のぬ けがら 奥で もて あ ま し 

短命 丸と いひ さうな 槃 なり 

お前 マ ァ晝 間の 灸を わすれた か 

きれい 好キ夜 はす、 〕 ぶる きたな 好き 

極上 は 臍 を 去る 事 遠から す 

睦まじ さ；. « 曲 を盡す 地 天 ン體 

あら 世帶油 の いらぬ 夜な ベ なり 

鼻紙の ffl 意 七十 六日 目 

部 星 方の 兄弟 ぶん は 互 膳 

避 W は どちらの 道に 女 もの 

ベ つ か ふ を 下界 へ 落す 長 つ ほね 

似せ ものと 知って 合 點の長 EB 


箱 入の 男 を 局 だいて ねる 

牛の 角 男妾に さま を か へ 

牛の 角 も-ぐと 女が ふたり 出來 

越 前 は 一 本 もない 長つ ほね 

長 局 を かしな 物が ふん じっし 

なが 局 丑 三の ころ 角が はえ 

一 一千 九 百 九十 九 人 は 水牛 

道 鏡で なくても 〇 けば ゆ ゆがす- チ 

^柱が 〇〇 度 夜 著 に 波が うち 

たが ひろくし たと 女房い ひ， 〕 める 

其の 晚は片 ねれになる 機の あし 

死にます の聲に 末期の水 をのみ 

玉の 門に は 貫の 木 をた てに さし 

赤貝のう まい は 蛸の 味が する 

滑 精發句 類題 集上卷 


四 
七 


滑稽 發句 類題 集屮卷 

滑稽 發句 類題 集 中卷 

人物 部 

孔 子 壁土の 中から 時に あ ひに 出る 

かべ に 曰く S 有る 事が 後に 知れ 

溫 公 日本へ ひ、. r  く は 瓶の われた 音 

孟 母 又賴 みます と 車力へ 孟母 いひ 

孟 宗 性の 子が 雪に はえぬ と 二十 三 

孟宗の 孝行 瞳うて 口 近い 

李 白 一 酒 を吞メ バ 一 詩 を 叶く 李. m 

慈 童 周の 代の 亡びる まで は 慈 童 生き 

盧 牛； 夢見ぬ と 盧生は 人の しらぬ もの 

粟 飯のに えたつ 頃が 卽位 なり 


一一 一四 八 

目が 覺 めて あ. ちきな く 喰 ふ 粟の 飯 

いつみても ろせいが 貌 は萌黃 なり 

秦始皇 藥 とり 始皇 まて ども くらせ ども 

松の木の 下で きぬがさ しほるな り 

供奉の 宫人 松の木の 脇で ぬれ 

あばう 宫 男の 聲は 始皇 なり 

徐 福 來 はきた が 話 相手の ない 徐福 

支 宗 .15^ 宗は 泣く/ \> 耳の あか をと り 

楊貴妃 楊 貴妃を 湯女に 仕立てる りさん 宫 

尋ねに くい は小督 より 楊貴妃 

倭 ことば はおくび にも 貴妃 出さす 

大公 望 直 針で 約ッ たは 鯛の つくりなり 

項 羽 ぐし くと 泣く ので 項 羽 はなれ かね 

樊 會 樊 會も賴 みませう と 初手 はい ひ 


伍子 胥 諫言 を 目の 出る ほどに 伍子 胥 する  鄭子龍 

豫 讓 . 切っても 血の 出ぬ は豫讓 が敲討  琴 高 

主の 仇せ しめる 氣 にて 豫讓 のみ  籴 仙人 

范 蠡 勝ち 逃け の 元祖 は 五 湖に 遊ぶな り  - 

黃 石 智雜帒 和漢 黄色な 門と 石  神 功 皇后 

張 良 張 良 儀 ふと 罷り出で 申し 候  延喜帝 

張子 房 口 も劎も きれるな り  後鳥羽院 

昌 平 あざ 名 は 昌平 本名 は 芋 あら ひ  安德帝 

伯 夷叔齊 やせこけた 死骸が あると 蕨と り  親 王 

首 陽 山 二人 干からび 名 をの こし  公 唧 

玄 德 桃園に 手織り 筵 を 敷きなら ベ  武內臣 

先づ 味方 桃の 夭々 二人 出来  縑 足 

孔 明 玄德は 三度 見舞って 食 ひっかせ  蟬 丸 

秋 胡子 ひどい 見忘れ 桑つ み をく どいて る  采 女 

滑 瞎發句 類題 集中 卷 


久しぶり 羊を喻 ふとて いしりう 

琴 高が ま た ぐ ら鯉 のうろ こすれ 

仙人 サ マ ァと 濡れ手で かいはう し 

せんたく を止メ ャ レ氣 つけ/ \ - 

雜 兵に 宿彌 〇 やめ を 買 ひに やり 

地獄に て 知る 人に 逢 ふ 延喜帝 

人 も をし とは龜 菊の 事と 見え 

〇〇〇 こが 出る と 一 一位 殿お つかく し 

位爭ひ 角力と は ゆびた 事 

あくびの 蓋 を 一 本づ 、 公家 衆 持ち 

武ノ  €： 若ィと 評の つく をと こ 

神代から こやね にった ふ 藤 かづら 

琵琶の 曲 ゆく も か へ る も 立ち どまり 

猿 澤の土 左衞門 見に 御幸な り 


.  滑稽 發句教 題 集中 卷 

赫也姬 かく ゃ姬 俗名お ふぢ さまと いひ 

遍 昭 御 落馬 はいか、 V 权々 よい 御 歌 

花より 外にし る 人 はなし 落馬 

黑 主 百に ない 鏡 六 歌仙に いれ 

歌で さへ 黑は 洗って はわい なり 

業 平 性 惡ルは 阿保 親王 五男な り 

井戸端に 茶 椀の いはれ 比べ - J し 

敷 島の 道草に 折る かきつ ばた 

やは^^と おもみの か ， る芥川 

芥川鍋 とりめが と 追 ひかけ る 

芥川 どっち へ も 逃 ゆる 形で なし 

業 平 は 高位 高官 下女 小 あま 

業 平 は 金を遣 つた どらで なし 

小 町 天帝へ 小町 大きな ねだり ごと 


三 五 〇 

〇 もな いくせ に 面影 をし むな り 

〇〇 もせす 〇 もせす 一 一人 名 を殘し 

ことわ 

斷り を兩乞 どもに 百度い ひ 

百夜 目 は 何を隱 さう 〇 はなし 

, 少將は 一 夜で きも をつ ぶす 處 

年 よれば 不性 一 字で 返歌な り 

關 寺の 卒堵 婆た ふれた ま、 で 置き 

手 いらす のば/' ァそ とばに 腰 を かけ 

しょけ しゅ 

關 寺の 所 化 衆 そんなら かけて 居ろ 

雨た 乙 も 袖 乞 もして 名 をの こし 

うねく は 盛り 落 目 は 誘 ふ 水 

俤 がか はり 卒堵 婆へ えつと コサ 

す ゝ きで まねいて は惚 人な し 

^ 公 よいお 手 を 反故にし たの は 延喜帝 


しゃう ぐな 御身 を穣す 時の 難 

延 喜の 金箱 太宰府へ おしこめる 

京都で は 梅を盜 まれた とお も ひ 

梅の 木の 化け そ， ) な ひと 時 平い ひ 

よく 書ク がすかぬ 手 風と 時 平い ひ 

天帝へ 心づ くしの 御告 文 

洛中 へ 蚊帳 を つらせる 御 うっぷん 

かみなり は おもねる 公家の 上へ 落ち 

度々 の 敕使餘 の 儀に あらす 雷の 事 

僧正が かぶ. り を ふれば もえあがり 

四 度 目の 敕使 は禮に 行く のな り 

道 風 貝 がらが 鳴く と 道 風 にらみつけ 

伊 勢 濱 み-ぎ を 他國の 名に ていせ はよ み 

吉備 大臣 遣唐使 詩 も 棊も嗆 へぬ 男な り 

滑稽 發句 類題 集中 卷 


違 ひな い 虞中蜘 が指圖 する 

唐人の 眼に は蜘 なくよ むと 見え 

詩の 棊 のとい つ て 日本の 智慧に 食け 

しゃぐ わん /-、 と 野馬 臺 を 疊む なり 

能 因 能 因が 貌を取 込む 俄 あめ 

敷 島の 道草 內の窗 で喰ヒ 

妄語戒 やぶり 能 因 一 首よ み 

歌人 は 居ながら 日に やけて fl をつ き 

白 川の 名歌 能因黑 くな り 

細 布 をと はれ 能 因 こまる 

わら ぢ くひ ま で は 能 因氣が 付か す 

すわ 

底豆の か はり 能 因 居り だ こ 

行 平 兄弟の 中へ 寢 るから 中納言 

面白く 雨風に あ ふ 中納言 

, 三 五一 


滑 精發句 類題 集中 卷 

行 平 は 五 風 十雨と きめたら う  將 門 

こしみ のの 上から つめる 中納言  義 家 

松風へば かり 一首の 立 別れ  俵 藤 太 

行 平の みとせ は 爱に磯 ぜ 、 り 

侍 從 待つ よ ひの 晝 まで 只の 侍從 なり 

道 鏡 道 鏡が 母 馬の 夢見て はらみ 

flT 削 村へ 敕使 のまへ に 山師 來る 

左 少辨殿 弓 削 村へ 敕使 なり 

大佛の 鼻 ほど あると 奏 問し 

權右 馬の 頭に 道 鏡 任ぜられ  賴 光 

西 行 此のね こで 俗の 時なら 銀ぎ せる  鋼 

其の 猫 を くれさつ せえ とむら 子供 

兼 好 いで や 此の世に 生まれて は 文 も書キ 

.  つれぐ の 外，， に まるら せ 候 も書キ 1^ 時 


三 五 二 

つ な ざ 馬 口 取まで が ； a 官名 

弓 は 涌き 太刀で は 潮が 千て 仕舞 ひ 

七 まきと 七變 化と を 藤 太 射る 

藤 太 さま 御 人り と 海月 門 を明ケ 

將門を ダたを 龍王へ はなし 

これ は 種々 御 丁寧に と 藤 太い ひ 

海坊主 持に しゃれと 藤 太い ひ 

水際で 藤 太 土産に 大 こまり 

珍ら し ぃ龍宫 米 を 喰 ふ 藤 太 

賴 光の 武具 あらまし は 貰 ひもの 

四天王 渡邊 ばかり 紋 がしれ 

ャレ それと いふ C 破風 を 蹴破られ 

あ 、 も 似る もの かと 綱 はくやし がり 

足 柄で 賴光 無宿め しか、 へ 


公 時 は 親類書きに 困るな り 

忠 盛 しばり あゆ 忠盛 糠で 手 を 洗 ひ 

f  J んな 笠すな と 忠盛呵 りつけ 

淸 盛 淸 盛は佛 のために 迷 はされ 

淸 盛の 醫者 はは だ か で 脈 を 取り 

重 盛 贊 者の ためし 千代 も ひく 小 松 殿 

小 松殿已 後一 門 は 海の もの 

唐の 寺 和の 賢人が 一 だんな 

小 松で はもり のし けらぬ 箸の 事 

義 朝 きん 玉 をつ かめく と 長 田下郑 

常 磐 御前 ぎりく の 所で 常 磐 色 を か へ 

俊 寬 ししが 谷 みんなが 道 を かへ て來る 

康 賴 やすより は 御產に 至極よ い 名な り 

小 督 驚き 給 ふ ナ仲國 で 御 ざり ます 

暖^ 類， 題 集中 卷 


賴 政 賴攻が 位 はほんの ひろ ひもの 

よむ たびに 賴政 とかく 德を つけ 

文武の 譽れ 時の 鳥 夜のと り 

いるに まかせて と は 歌 も 矢つ ぎ 早 

弓箭 を 取 ッては 引き ぞゎ づら はす 

あの 時 は氣が もめた よと あやめい ひ 

^1-の鳥射た御褒美に夜の伽 

賴政は 素人 好きの する むほん 

源 三位き うくつ さうな 腹 を 切り 

ち は 

討死が 奈良 だと 芝が 圑 なり 

むだ 骨 を 折った 扇の 芝と なり 

鶴ぎ りで おけば よいのに 哀れな り 

しひの 木で さかえ 茶の 木で 終ル なり 

猎早太 猪の 早 太 さまと tsl- ねて 山師 來る 

三 五三 


滑稽 發句 類題 集中 卷 

今朝 見れば 四 五ケ所 鶴に 引つ かか > 

いと. まで も 出た か 宇治川 早 太 居す： 

高倉宮 牛 を馬乘 りか へ 宫は 落ちた ま ふ 

蟬折 を宮六 度まで 明けて み る 

田 原 又太哀 奴よ くしゃべ る やらう と 源 三位 

義 仲 朝日 出て ニト餘 年の 夢 はさめ 

狀 箱が 來 ると 呼ばる、 太夫 坊 一 

兼 平 兼 平 は りっぱに 落馬した 男 

巴 御前 木 曾 どの はいい 陴 太鼓持ち 給 ひ 一 

尻 持以來 と秩父 和 田で いひ 

實 盛 年よりの 化け もの 手 塚 組みと める 一 

義 經 色 を 思案の 内と して^の 卷 一 

牛 若は大 長刀に 二度 出合 ふ 一 

金う りが 御 味方と は吉 次な り 


辨 陵 


三 五 g: 

とんだ 身の 輕ぃ野 郞ト能  <れ{ 寸 

雜經は 海施娥 鬼で も すれば いい 

ふ くみ 狀ひ it あかぎれ はか き 落 し 

義經は 辨慶の 下 害で ふくみ 狀 

よし つ ね は 母 を 〇〇 たで 娘 を 〇 

山伏に 度々 ばける 源氏が た 

毅經 はけに みなもとの 九郞人 

,:1 と 背に 不用 ナ 道具 武藏坊 

辨慶 がせ がれ 堅固に 出家す る 

よくく の 事 辨麼も 數珠を 出し 

扇 おっとり 道 を 聞く 武藏坊 

へ ど を ふ み く 辨慶祈 るな り 

蘂 でた ばねても 辨慶 は辨慶 

辨慶は 山で 育って 川で 梨て 


熊 坂 いい 鳥が 來たぞ と 松の 上で いひ 

わんば 5 はやると 物見の 松で いひ 

靜  舞の S 辨慶は 出て 船の 世話 

船 子ども 舞を观 いて 叱られる 

だら すけ をのんで 靜は癯 を下ゲ 

忠 度 狐 川より 引き かへ し 行き暮れる 

山 さくらよ み 人 しらぬ 者 はなし 

俊 成 卿の 片 うで を 打 落し 

景 淸 御綠日 だけに 景淸 用捨す る 

奈須與 一 貌を 見い く 能 引いて ひやう と 射る 

熊 其の後 は 衣で 通る 一 の 谷 

發心 も ハ< ；法體 も 谷で す る 

平 山 強さうな 名で 弱 いのは 武者 所 

佐々 木 先陣 は 兄弟な が ら 手が 惡 し 

S 稽發句 類題 集屮卷 


曾 我 時鳥 聞きく 二人 討ちに 行き 

松明で ェ藤ガ 夜具 は 三 所 こ ゆ 

泥足で ェ 藤が 夜具 を はね 退け ゐ 

鬼 王 へ 知り やる 通りと かたみな し 

鬼の 王で も掛 取に せめられる 

五郎丸 ぬき 足で 螺々 をと る 五郎丸 

北 條 独寐 人り は 北 條の假 星な り 

烏 帱子親 曾 我 一 件に 口 を閉ぢ 

相模 入道 相模 人道 俳名 は 東 魚 

義 离 汐が 千て 東 魚お さへ る 鍋の ふた 

やきめし を三ッ 赣貞 は ふ みつぶ し 

械  楠 はなき ものにして 抉 持 を くれ 

奥が たへ 遺言 はなし 湊川 

幾 持 ももら ひ 泣きす る湊川 

一二 五 五 


滑稽 發句 類題 集中 卷 

師-直 からくりの やうに 師直 のぞくな り  秀 士ロ 

た ノ も 居られす 師直は 墨 をす り  加 藤 

今度 は頓 阿に 書かせう ト師直  小 西 

藥師 寺と 兼 好 返事に こまり  石 5 

時 頼 最明 寺なん のかのと てに じり こみ 

源 左衞門 みな 人に やった は 常世 譃 らしい  曾呂利 

源 左衞門 走らぬ 馬に 鞔を 打.^  小夜 姬 

源 左 衞門雪 の 中 か ら 掘り出さ れ  照手姬 

イデ 其の 時のお はちに は 粟の 領  淸 姬 

やせ 馬の 一駄に 重き 三ケ莊  櫻 姬 

信 玄 信玄は 七 書に 秀で 四書に もれ  梅 若 

道 三 油う りで も 仕出した は 道 三  其 角 

信 長 七 ッ目も あてに はならぬ 本能 寺  加賀 千代 

明 智 丹 波の 鼠 京へ 出て It を #5 ひ  人物 雜 


三 五六 

御出陴 猿の かしらへ 龍 を 召し 

日本の 虎 は 異國で 鬼と よび 

人 參は行 長 殿に 見て もら ひ 

佐 吉めは 仕 合 若と 和尙 いひ 

へ らが 有る の. に の ベ 紙で 石 m . ゥ 

そろり/ \ と 笑 はせ る 新 左衞門 

旅の 留守 か に い 女 は 石に なり 

美しぃ車カ熊野の^^|場へ來る 

惡ル 堅い 山伏め だと 莊司 いひ 

大黑 にやい や だくと 樱姬 

梅 若 は 旅 かけ まに は いやと いふ 

小便に 花 を かせる 誹諧 師 

かが 紋を 著て 風流 ナ 後家 を 立て 

から く と 笑 ふ 三人 名が 高し 


赤 染と周 防の 内侍い とこ 同士 

あり や， 〕 り やの 名は實 方と 馬の 內侍 

腕づ くに か、 つた は 綱と 七 兵衞 

武 士 人 は 武士 なぜ 傾城に いやがられ 

な ま か ベ へ 御 使者 を 通す 御 立身 

ふきと いふ もめう がと いふ も 御大 fl^ 

酒池肉林の 中へ 出る 國 家老 

に ら 

白眼め ッ くらに は 勝ち さうな 國 家老 

國家 老 御意 の 中 ゥには ござれ ども 

馬の ゆく 方へ 乘 つてく 俄 武士 

はたし じ やう 

果 狀 泣くな くと 墨 を 指り 

親に て 候 者 討 たれ 拙者 薄手 

廻り あ ふ ま で は 手の 內受 くるな り 

どの 湯へ も 一 ト 廻りい る敏討 

滑稽 發句 類題 集中 卷 


敵 もち 月 は 見れ ども 花に 出す 

百年目 やらいの 中 へ 入れられる 

忠臣 は綠と 橋との 下に 住み 

鐵之介 鼠で 忠の名 を殘し 

御寢 所の 下 は 忠義の ねす の番 

かな 手本い の 字 は 京に 侘 住居 

皆 出る と 千 字 文で も 足らぬ 所 

本望 サ いろはの 數に落 字な し 

吉 良び やかなる ぉ寢 まきが 炭 だらけ 

あさのみ を 一 ト粒 えり は 四十 七 

孝よりも 忠義 は 一 一十三 多し 

石に せいあって かたまる 四十 七 

三年で いろは を あゆる 本望 サ 

知れて 居る 物を算 へ る 泉 岳 寺 

三 五 七 


滑稽 發句 類題 集中 卷 

手 向 水 一 荷で たらぬ 泉 岳 寺 

緋の衣 著れば 浮世が をし くな り 

しつほり と 和尙の 悔み 馴れた もの 

笑 ひ. i=- ム まで は 高座で 汗 を ふき 

いい 宗 an あたま 丸める ぶんの 事 

痔を 見て せざる は 勇みな き和尙 

ゆるい の をす るが 和尙の 落度な り 

どら 和尙 俗の 談義 を 聞いて ゐる 

愚 偕 比して は醫者 になる 面白さ 

大 黑を 貧乏神と 納所い ひ 

醫 心が あるので 御所 化 不首尾な り 

和尙 さま 苦しい 譯はー 一 タ世帶 

大黑 を和尙 布袋に して こまり 

園 はれへ 來る法 類 は 極 こんい 


三 五八 

搦手 を 望む は みんな 法師 武者 

木 ft 木 食の 大病め し を ゆるされる 

M  新 尼の 我 を いやがる 影法師 

薦 僧 こも 僧は赏 はいでも の 姿な り 

醫 師 ようだい を 十分 聞く と 膝 をた て 

さじ かけん 素人め に は をし いやう 

如月 を 卯 月 にす るで 醫者 はやり 

駕 へ は無點 假名 付 は 内で よみ 

御簾 ごし 脈 は 病の 綱 わたり 

权匕も 勝手 も 蔽醫ま はり かね 

醫者衆 は辭 世を譽 めて 立 たれたり 

代 脈 はなん の こいつの 氣 でみせる 

したがって 娘 儀と よみ 醫者笑 ひ 

よい 後家が 出來 る と 噺す醫 者 仲間 


藥禮は 取る より 早く 脈 をと り 

擧 者 虎の 啼く聲 をと はれて 儒者 こまり 

店 ちんで いひ f  J めら れる 論語よ み 

細見 を 四書 文選の 閒 によみ 

通 辭 舌 二 枚 はれて つか ふ は通辭 なり 

祐 筆 御 祐筆 人 をつ かふ も 筆の さき 

盲 人 六 波羅の 二十 餘年； HI 比 にの せ 

撿校 になり かねる 笞 人が よし 

人拉に 座頭の 見る は 夢ば かり 

座頭の 坊せ くと 淺 葱に 目 を 開き 

檢校は 手引が あって へ びに ぉぢ 

座頭の 坊木 馬に のせて みんな 逃け 

瞽 女 物干へ ひょいと あかって ごぜ こまり 

百 姓 藪より 功の もの 明智を 殺し 

滑稽 發句類 s#. 卷， , 


光秀 を 素人 細工に f ろすな り 

職 人 すみく で 大工 を そしる； © さし 

片腕に なった と譽 める 刀 銀 冶 

綿つ みは 店へ 娘の 子 を 飾り 

むだ 足 を 一 日 置きに 紺 星 させ 

無愛想な もの は 桶 星の ぶ ん 廻し 

扇 星 は 要人 傘屋 は六郞 丘ハ衞 

,1 1 こ  びい どろ 

面白く 陰 火の 燃 ゆ る 硝子 屋 

け.^ 限りの 星 根 星 柳 を 解いて 行き 

縫箔屋 五色に 壁 を 吹きつける 

西 行と 五重の塔 を 千し かため 

仕 合 は 嫁 だと 石 星 朱 をつ ぶす 

歌 嘶し 石屋が する は辭 世な り 

唐木屋 はじまって 下駄 を 一 度寶り 


t-8.-  * 


レ： iH 


kL 


一— V 


商 


滑 榜發句 類題 集屮卷 

燒き つ ぎ や 無 三 寳の惠 みなり 

燒 きつぎ や 人の 麁 相で 世 を 渡り 

人 品々 は^さす ニッ 三ッ： せ 

かの もの へ かの 本 を 添へ 小 閒物屋 

男 へ は 武具 を 商 ふ 小 閒物星 

小間物 星 御 不幸 已 後に 一 本う り 

瀨戶物 や あたり 近所 へ 損が しれ 

采配 を ふきんに 遣 ふせと も 3 や 

仕 や、？ M 发 にて 見せ 申さん と 本 星 

貸本屋 無擎に かす も 持って ゐる 

貸本 や これ はおよ しと 下へ いれ 

生揚で やる の は はやるち やう ちん や 

資れる ほど 飴 星 は貌を ふく ら か し 

御 不勝手 質 やの 大戶 明けさせる 


一一 一六 二 

質 置の ことば 多き は 品 少し 

木藥ゃ 作病ぐ らゐ 直すな り 

藥種屋 うら 打ちの あるへ あ をと り 

にぎり f  J ぶし を 目 へ あてる 玉子う り 

かま ほこ や 渡世の やうな 音で なし 

裏ぢ うの 笑ひ齒 ぬけの 牛蒡 賫 

鳥の くそ 貌 へ ベ つ たりさ ほん- フり 

とひ： b はまけ に來る 時. 肩 を か へ 

はしごう り拔 身と 聞いて 星 根 へ 逃 ゆ 

法に もれ 餅 星 りっぱな 藏を 建て 

膳 立 をす るは婉 星の 負け 支度 

錢 うりと さしう りきつ い 違 ひなり 

豆腐 や は 時計 S やうに 廻るな り 

金の わら ぢも 有る だら うと 豆腐屋 


丧 そば 切り 猪口で 手水 を 懸けて やり 筏 士 

庭の 面 はま だか わかぬ に のりやの り 渡 守 

松 井 星 はや つ - 〕 一 人 をな ぶり 切り 

讀賣は 一冊うる と 咳拂ひ  狩 人 

よみうり は 箸 一本で めし を 喰 ひ  杣 人 

讀寶が 何 を ふんだ か 歌 を やめ  料理人 

番 人 辻 番は棒 をつ ゑと も はしらと も 

拍子木で 捨子の ま た を 明 けて 見る 

辻 番はー 一 百が わらに うづめ られ 

奴 僕 供が へり 槍に 二 腰く、 りつけ  米 捣 

主人 相 知らす 槍 持う、 ろうろ  髪 結 

生 醉の供 もの 拾 ひ/ \來 る  按 摩 

穀醫 者の 供 遠方より 來る  太神樂 

>柯 中し やせう と 後家の 供 はい ひ  事 觸 

滑稽 發句 類題 集中 卷 


川 中 を わら ぢ であるく 筏の り 

渡 守 毎日 一 ッ所を こぎ 

渡 守 一 掉 もどす 知 ッた人 

狩人の 山 を 見る 日 は あぶれな り 

三 枝 ほど 上に 杣の子 孝行 サ 

料理人 小 ゆび ほどた こ 切って くれ 

料理人す とん/ \ と をし けなし 

料理人 ま はらぬ 舌で 譽 めら る ， 

料 人 一 ッ 出して は观 いてみ 

米つ きのなん です ねたる 一 一はい 喰- 

髭 切 を とぎす ま し て る 髮だ ら ひ 

按摩 はり 鼾 を 聞く と 手ぬ きする 

太神樂 仕舞 ふと 獅々 をダ ころし 

， J と ぶれが 長屋の 針 を 棒に する 

三 六 三 


滑稽 發句 類題 集中 卷 

くわいら い 師箱を 叩く が ノリ 地な り 

猿 曳 猿 廻し 黄色ない と は 三 許り 

きせた さは 子 ほどに 思 ふ 猿 廻し 

輕 業師 我 落ちに きと 語るな と輕 業師 

i 指 鳥 指の 子 はとん ほから さし 習 ひ 

乞 食 橋の 菰 丁稚に 見せて あれ だぞょ 

わき よれに 一 貝す く ふ 馬 ふんかき 

廻 國 廻國 はとん ほのから だ 中 歩行き 

盜 、 白浪に 千鳥 は 高く 音 を はっし 

なまにえの 閒に五 右衞門 一 首よ み 

早鐘に 和尙を 見れば 猿ぐ つ わ 

つよい どろば う もな いもの 石燈籠 

狂 人 氣 ちが ひ を 給に かくと き は笹を もち 

醉 人 石 どうろう なま 醉ひ手 付 損に する 


三 六 

新 酒屋 2： から 女房 度々 逃け る 

引きす つて 來る をに こく 渡 守 

生醉を 家内 中 出て 落手す る 

老 人 耳に 目 を ぶら さ ゆ 親父 4 を かみ 

■  年よりの 鼻 は 目が ねの か、 W みたて 

新造に 昔ば なしの 根 をお され 

帆柱の ちゃう ちんに な る殘念 サ 

來年を 苦にする 無筆 八十 七 

親  寐 むたがる 子 を 出 遣 ひに つか ふなり 

子の やみに 油 を さしつ かきたてつ 

兩眼 くわつ と 3- 開いて 親父 待ち 

ちよき 

猪 牙 船 を あんじる やうに 罷る なり 

たはけ めと いって は 髭 を 一 木ぬ き 

藥の $10 せない 親父 は 喧嘩の 苦 


息 子 母親 を 杖の 下から だますな り 

房 ほど 母の 迎ひ はこ はくな し 

伯父き から 一 寸來 やれ はい やな 氣味 

四 ッ 切り を やぶり 初めは 若 だんな 

德に 人る 門へ は 息子 おもむかす 

歌が るた 仲間へ 息子 まぎれこみ 

此のた び は 父 も取敢 へす 母の わび 

いひぬ け を みんな 女房に 覺 えられ 

麥 飯の 後 あやまって 改まり 

中 宿 は 義理で 勘當ー 一日置き 

すま 

居 膳 を きら ひ 息子 は 買 ひ-ぐ ひし 

いた ノ いてさす は 息子の 買 ひ はじめ 

馬鹿で いいな どと 息子 は よんで ゐる 

とばしり が 幸 I の 師匠まで か 、 り 

滑稽 發句 類題 集巾卷 


もてても 行く 氣 ふられても 行く 氣也 

詫 言が 角 田川ぢ やともう しゃれる 

行きたがる 外に 惡氣 のない 息子 

度々 むかれ 厚くなる つらの 皮 

箸 置く かおかぬ に 息子 ツイと 出る 

郞を 房に したので 息子 どらが やみ 

母の 相槌で なまく らものに なり 

そろ/ \ 'と 息子 荼に あき 鞠に あき 

里 遊と はおの しかと 母 文 を 出し 

猪 牙 船へ コリ ャァ何 所へ と 杖が 出る 

どらに 成る まへ ァ ノ娘 此のむ すめ 

假名でした 人別 帳 を 息子 持ち 

然るに 息子 代 を 取って 一 一三 年 

三 六 五 


滑稳發句類題^？！屮卷 

むごい 事 息子 は .s: で 座敷 持 

引 事に 餘所 の 息子 を やた ら譽 め 

叱ら れ る 度に 息子 の 年が 知れ 

出 をるな と い へ ば 跡から 出 やるな よ 

耳 は 馬 つら は 畦で 母 こまり 

四季 折々 の 戯れに 母 こまり 

爪の 火 を 息子 夜な くけ しに 行き 

子 を 捨てる 藪へ 息子 は 金 をす て  壻 

誠 や 子 を 0=- る 事 世間に 如かす 

女房に すると 榮 花の 夢 はさめ 

息子の 願な に と ぞ鍵を 御 さ づ け 

親父へ は 手 を替へ 母へ 品 を かへ 

ためたがる 遣 ひたがる で不斷 もめ 

意見す る險 から あいと マァ いひな  小 


三 六 六 

昨日 靑樓 今日 座敷牢 

折摇に マ ァ /\ くと ふたに なり 

お袋 は 外に 寐 をれ と戶を 明ける 

通 言 は 親 仁の 耳に 逆 ふなり 

もうあ きて 又！ ト ^留守 一 一 タ 夜 留守 

座敷牢 母 も 手飽の もの は ある 

勘 常 は 蛙に 水の かけ 納め 

得が たき 金 去りが たき 嫁 をと り 

培に 行く 事 を 茶 星から そにんす る 

是れ では どうも 是れ ではと 壻 おも ひ 

物 もちの わるさ 今度 は 三人 ほ 

おん 身心すな ほ g ゑ持參 呼び 

去狀を 書く と入壻 おん 出され 

兒 やすい 事 泣聲で 知る 兩 どなり 


子が 出来て 川の 字な りに 寢る 夫婦 

片乳 房に ざるが 慾の 出來 はじめ 

母の 乳 をな-ぐ さみに のむ 果報 もの 

乳母 喰 へ の 煎餅ね か ら 味くな し 

我が はらが へ ると 子守 は歸 るな り 

去った 晚餅ゃ 砂糖で 夜 を 明し 

子の 月 代に しゃべ る 人が 一 ニニ 人 

竹馬の 駄貨 針箱から 拂ひ 

乳母の 灸 傍に 泣 人が 付いて 居る 

風の子と いふ は 女 護の 子どもな り 

小便 を 申し送りに 子 を わたし 

申し子の 後 申さぬ 子 

八 ッの耳 ふりたて 歸る手 習 子 

天神へ 素貌で まるる 手 習 子 

沿 捲ぎ 句 類題 集中 卷 


家督 公事 下女が 腹から ひょいと 出る 

仕 さ へ せに や いいのに 留と名 を 付る 

元服 は 意見ん-そ へて 譽 めるな り 

繼 + わんの 中から ま/' 母の 貌を 見る 

迷 子 迷子 はおの が 太鼓で 尋ねられ 

迷子の 札 悪筆で はんじもの 

捨 子 は、 きぎの 撫子と 見えて 見え かくれ 

泣く よりも あはれ 捨子の 笑ひ顏 

奉公人 眞黑 になって はたらく 白鼠 

番頭 も 外で は おもしろい 男 

酒の ちり 筆で 番頭ち よいと はね 

晝 の か ほ 番頭 色師と は 見せ す 

帳尻に 手代 は 化けの 尾 も 見せす 

朝が へ り 番頭 烏 雀 を 内で 聞き 

三 六 七 


滑稽 發句 類題 集中 卷 

目 を覺し 丁稚 もぐさ を拂ひ 返け 

藥 代に ニッ ひっぱぐ 他人 宿 

時に 判禮 一 分 引く 他人 宿 

^ 身 ひとりもの 店 ちん 程 は S に 居す 

ほころびと 子 を 取り か へ る 獨り者 

かな 槌で 度々 明ける ひとりもの 

寐所 をへ し 折って 置く ひとり 者 

1 人 もの ャ レ茶を くんろ 火 を くんろ 

香の もの へ し 折って 喰 ふ 獨り者 

たまさかに 煙 をた つる 獨り者 

不所存な 俘に 困る ひとりもの  母 

居 候 掛り人 息子に 拳 を 指南す る 

向う から 硯を遣 ふ 掛り人  . 

夜 や 寒き 衣 やうす き 居候 


三 六 八 

おも ふ 事 叶へ て 二人 居候 

口が るく 尻のお もたい 居候 

掛 り人寐 言に いふが ほんの 事 

居候 女房の くせ をよ く覺ぇ 

あの 戶棚. 2： やゆ かしき 店 候 

腹のう ち遠吼 をす る 居候 

居候 はら はりた やと 御看經 

世 を 捨て て 身 はなき 若の 居候 

食 ふもうし 食 はぬ もつ らし 11:^1 候 

湯で もよ し钣 でもよ しと か ， り 人 

す み だ 川 今 でも 母に 苦 を かける 

棒 ほどな 事 針 ほどに 母 かば ひ 

一 一十一 一三の 子の 尻 も 母ぬ ぐ ひ 

鳴子 引く 氣 持で 母 は 咳 をす る 


妻 


母親 は 息子の；！！ をた してやる 

印判の 帛紗で 母 は 目 を 拭 ひ 

兄の 尻 妹の 腹 を 母ぬ ぐ ひ 

母の 名 は 親 仁の 腕に しなび こみ 

芝居へ やり やした と 母 矢と りなり 

糠 袋 一 一番 出しに て 母 あら ひ 

外 面 は 養母 2： 心 は 女房な り 

か へ る 母壻へ  一 口： liE 氣 する 

知り 切って 居る とお 母理 をき かす 

衣類まで まめで 居る かと 母の 文 

奧樣は 藥罐と あひる 供に つれ 

おくさま は 正風 體の御 むつごと 

よつ 程な きけん 女房の 謠 なり 

おてらで は 福 神 在家 山の 神 - 

滑稽 發句 類題 集中 卷 


琴 やめて 薪の 大 くべ 引き： お ふ 

女房の 苦 は 花が 唆き 月が さし 

どっから か 出して 女房 は 帶を買 ひ 

添 乳して 棚に 線が ござり やす 

f びつ いて 居る と 女房 は 機嫌な り 

密夫 をせ ぬ を 女房 は 恩に かけ 

何 か 出す さう でお 内儀 ふいと 立ち 

女 IIH^ は 風月の 友 を わるくい ひ 

のきなさい 附木 ばっかり くべ なさる 

行かん ゆきな さいと よわく 出る 

きょろ./, \ 'と 男 はすれ ど. 2： 義せす 

だましても いけ んと 亭主 外 でい ひ 

毒 だち に 鼻の 先の はい ひにくし 

中し 子 は 神と 間夫す る こ ， ろ 

三 六 九 


滑稽 發句效 題 集屮卷 

ある 格な 識 では 女房もう 喧 はす 

ァ ノ 義 ft- の 此 義理 のとて 出られ やす 

お 内儀が 立 つ と 銃の 落ち る 音 

買 ひに やる 子へ 絹絲を 五六 寸 

能 い 日和 内儀 戶板 をば た つかせ 

彼 はもと 乳母の する くべ つたり サ 

傾城 は 空 言 女房 は 小言な り 

女房 は 旦那 を 申しと 付けて おく 

三 筋 捨て 只 一 すぢ に世帶 じみ 

女房の くす ね は 姊の片 おもて 

奧 さまの 方に はいらぬ 筆の さや 

夜 や 更け やせう のと 口 をむ しるな り 

戶板 をば 布き せ にす る 好い 天氣 

灸を 無に なされます かと 矜を 折り 


一二 七 〇 

喻ひ戀 け て と 、 をが 汁 を ァ もり 

指ぬ き を醫 者が 歸 る と搜す な り 

目 づ かひで 依 四 相 を さとるな り 

ねんね この 腰 は 左右へ 少し ふり 

里の な い 女房 は 井戶で ， はがら せ 

女房が 團十郞 で 亭主ぐ にや 

夫と いふ はた 1 人閒夫 やたら 

女房の 目の いそがしい 下女 を 置き 

風 ふけば 女房い つかう 油斷 せす 

なぜ 急に いる えと 女房 縫 はぬな り 

臺 所の 普請 奉行 は 女 なり 

精進 をす るが 後 づれ嗆 はぬな り 

く ら閽の ゆ かた 後づ れぞ つと する 

後ぞ へ は 支度 も 里 もない を いれ 


娘 


先妻に 世話 を やかした 今の なり 

繼 母と 見えて 泣く 子に いつ も 勝ち 

房 も 絕 えてし なくば 中 力 に 

見る は 目の毒 女房の 寐姿 

嫁入が いやと は 母の きめ 處 

折 鶴の 開眼 口で ひとつ 吹き 

振袖の 永う 拜 むは 見苦しい 

爱を よく 聞き ァ 、と 母親 小聲 なり 

問 ひ 落し 母の くらう がー ッ まし 

煙草 入 春めて 娘 は帶へ あて 

かけて 來た 程に 娘の 川 はなし 

ふり 袖が 立つ と蠟燭 ひいら ひら 

美し さ 親 はとん びに たと へ られ 

妹の さき へ かたづく 氣 のどく サ 

滑稽 發句 類題 集中 卷 


親に つめられて は 娘よ ろ， /はす 

壻 えらむ 内雜 兵の 手に か 、 ゆ 

姊 さんがけ ふ は 芝居 へ 灸 すゑに 

敎 外別傳 いつの まに 娘コ レ 

脊 中へ も 手の 及ぶ だけ 娘 塗り 

杯 を眞中 へ さして 娘に け 

硝子 を 落して はわる いい 

箱 人 をと なり の 息子 封 を 切り 

娘の 癥は 針より 棒が よい 

母親の ゆだん 娘の はなし 飼ヒ 

言 ひたて にす る 裸身 は 美しい 

丙午 ゑん どう 氏の 娘な り 

姊が 不埒で 妹に 藝が なし 

鹏  下女 を さし 置いて 娘に 茶 を 出させ 

三 七 一 


滑稽 發句 類題 集中 卷 

何所ぞ では あぶなき 娘 夕 やり 

丸 綿 を かぶ せく もい ひふくめ 

われものが 嫁入 一 の 道具な り 

ふつつ り恪氣 せまい ぞと 仲人し やれ 

待 女 郞 不一 一の 高ね の 雪 をと り 

花よ め は 嘉肴の 中で 茶 づけな り 

花鹏を ひやと かん 酒の 間へ 出し 

宵よりも 今朝 かぶりた き 綿ば うし 

待 女郎 我 もま たれし 一 むかし 

仲人へ 四 五日 延ばす ひくい 聲 

仲人の 口ぶり は マ ァ どっとせ す 

こんにゃくと 酌で 仲人 は あ へ られる 

か へ り唤き 仲人つ ほみ の やうに いひ 

耳 だら ひ 仲人が 来て 橋 を かけ 


三 七 四 

ffl ほれの 仲人 實 はま はし もの 

丙 午 遠い とこから 結納が 來 

かの 後家が 妨 ゆます と 仲人 い ひ 

仲人 も 少し はく どいた 男な り 

出 來ぬは す 酌 星 の 娘 を こんにゃく や 

乘 りかけ でよ く ぬれて 來る 在鄉 

當分は 嫩 逃け こむ にか、 つてる 

數 珠袋跟 けいはくの 初めな し 

笑 ふ 度 繊手の 屮を 口へ あて 

そこ 退き 給へ 人々 ょ鹏の 出端 

折 鶴に ふいと ふくれる 概の かほ 

袖な りの へ らで 調子 を 原 あはせ 

見し やそれ とも わかぬ 間に 伊い かくれ 

望まれて 娵 一 本 はめ 一 一本 はめ 


かんきん- ガ濟 むと 居す まひ 嫁 近す 

だ ァ ま つ て 百 萬遍 を嫩 はくり 

なりった け！ g 小便 を 細く する 

盜 人の 千 も 出来ようと 姑い ひ 

口上に したが ひ 跪 はう ごくな り 

ひくば かりなら と 花 跟三を かけ 

やうく と 袖 口を出る 媳の脈 

人ル峙 になって 尋ねる 11 の數珠 

三味 せん を 慰う つかりと 膝へ 取り 

新 をば か き ま した かと 跟は 聞き 

その 事 は それなり けりに 綠を 組み 

來た月 を 人 レ て はっく 位な り 

客分 を やめねば ならぬ 腹に なり 

金屏風 殿の 自筆で かりに やり 

滑稽 發句 類題 集中 卷 


子の 物が 親ので ない は 顧 許り 

法事 客跟の 素貌を 初に 見る 

梅干の 小言 は嫩の 頭痛な り 

くつく と 瞽女 の あば た を！ § かぞへ 

母 驟へ物 日に ゆだん さっし やるな 

見なさるな よと 何 帳 か 酷 は付ケ 

さなき だに 花驟寐 ごい さかりな り 

腹帶 をし める と 親の 氣が ゆるみ 

正月 を跟も そろ/ 悲しがり 

辨 天が 布袋に か はるお 目 出た サ 

片 眉毛 落す と顿は 手で ふさぎ 

去る 時 は 1? に 何の 沙汰 もな し 

傾城 化して 殿と なる むづ かし さ 

ありんす で繊 来なん した 里が 知れ 

三 七， 五— 


姑 


滑稽 發句 類題 集中 卷 

持 參金封 を 切られ て 安堵す る 

持參 金う に f  > お るまで のんだ つら 

持參 金なら ば 手 がらに 去ッ てみ な 

持參金 何より 貌の 荷が おもし 

持參金 ぞっとす る ほどこ はい 貌  後 家 

持 參金右 同斷の 下女 を つれ 

女で こそ あれと 壻 はつつ ， J まれ 

冥加 錢 出して 概女を そしるな り . 

數珠 さら./ \ と 押し もんで 小言な り 

御 談義 も 聞きた し 跪 も いぢり たし 

談義 場で 姆の 仕う ち を 交易し 

しう とば、 數珠を 早めて 小言な り  妾 

口に 唱名 眼に は敏 をね め 

齒 はな いが 嫩 をば ひどく かみ つくる 


三 七 六 

世間の 嫩は 手利き だの 柔和 だの 

苧と 姑と 一 トロ 交ぜに ひねって る 

まつ さう はせ まいと 姑 蘇り 

いい 姑 ほんのい びき を かいて 居ル 

家督 公事 じんき よさせた が ^ 手な り 

後家 の 質 男物 から f はじめ 

か た ぃ後家男を^»- てて やらぬな り 

い いの さと 後家 親類に ネ和 になり 

憎い 事け つ く 便りの 多 い 後家 

若 後家 は 佛の兄 をうる さがり 

若 後家 は 不承々々 に 子に 迷 ひ 

殿の 火と 共に 高ぶる 妾の つら 

御隱 居の 提灯 入れ は 十八 九 

お 妾の n  一一  3  くれ ろくなり 


園 ひ 者 どか 唆 ひしたり か つ ゑたり 

泣き 妾 か ， へ て 計り 事に あ ひ 

お 妾は晝 ふね 漕いで 夜乘 せる 

お 妾の 歌書 は 枝 折に 撥 を 人れ 

圍ひ女 は 普 天の下に そ つと すみ 

仕 合な 蓼 い ぃ蟲が やたらつ き 

圜ひ女 は 返す くに 米の 事 

妾の 兄 尻 馬に 衩 上手な り 

功 成り 名 遂け身 しりぞき 圍 はれる 

煙管に てと  > か ぬと 妾 人 を 呼び 

汝元來 枯木の ごとし 妾が 咎 

婢 內、 ぞ ゆかしき 駕 わきのう つくし さ 

下 女 山出しの 下女 は眞 綿と つかみ 合 ひ 

花鏗 下女 鼻息で 吹きち らし 

_  _ 滑 8S 句 類題 集中 卷  — 


喰 ひかけ て 下女 は 返事 をして 貰 ひ 

叱られて 下女 膳 だての 賑やか さ 

腹 ふところに 入る と 見て 下女 孕み 

壻を 見に 茶 だい 爭ふ 下.； はした 

連れて 來た 下女 許り 鲰 叱るな り 

下女が つらよ くく 見れば 鼻 も あり 

士ロ 日が 爱 にも 居る と 一 J そ ぐられ 

せきこんで 下，^ 口上 を 咽へ つめ 

園 はれの 下女 運 づくぢ やい けぬな り 

聲 自慢 下女 引 臼の 引きが たり 

目 を f すり/ \ 眞木屋 に 下女 小言 

乳 母 乳母が 宿き けば 下 谷の 廣 小路 

おんばの はよ つ 程 幅の ひろい 音 

目見え 乳母 大肌 ぬいで 兩 手つき 

三 七 七 


滑 穑發句 類題 集中 卷 

新 造 新造の 船は屛 風が 浦で 漕ギ 

新造の 瘤と はこい つ ふとい やつ 

新造 はおへ ねえお 客 許りと り 

新造の なじみ 實盛仕 立な り 

喧 べん せんな どと 新造 夜 ふかしな 

新造 は知ッ たが 一 ッ寐て 一 ッ 

よし 原 はふり 袖に 目の つかぬ 所 

新造 はふる 氣 ではなし 寐る氣 なり 

名代 は 禿に 少し 毛 か はえる 

秃  疱瘡す る 禿 やり 手 を 寄せ付けす 

縮緬 はとら ま へいいと 禿い ひ 

心中が 化ける と秀 おどされる 

藝 子 裏町で 藝子 重荷 をお ろすな り 

遣 手 取る こと は 第一 遣 手と はいか 


三 八 〇 

遣 手い へ る 事 ありい つもお 若ィ 

鹽の 目で やり 手 一 分 をに ぎくし 

花 はくれ な ゐは遣 手の 禁句な り 

叱らせて 聞く が 遣 手の 目 え な り 

俳名の な いのみ や りて 嬉し か り 

辻 111^ 船が 下 直で 帆柱に 疵 がっき 

たかの 名に お 花お ちょ はきつ い 事 

幽 靈 幽靈も 手 持 不沙汰な 枯柳 

幽靈は 皆 俗名で 顯 はれる 

幽靈の 生 醉千烏 あたまな り 

幽靈 になれば 平家 も 白い なり 

生 類 部 


m 凰 桐の ない 鳳凰 天々 舞って ゐる  鬼 

鶴  放生會 つるより teF に すれば いい 

鶴が 岡狭大 鳥な 放生會 

鷄  驚かぬ 鷄は羣 集の 中 を 行く 

鯖 蛇 長話 とん ほのと まる 槍の 先  鵝 

雀  蒙 求 を 鳥 さし 笛で 吹いて 呼び 

はなし. Gf 惯カ ぬけ」 ) まよ ふり あ 

天 狗 髪 置に ときん を 著せる 天狗の 子 

男より 引き さきよ いと 天狗い ひ  馬 

天狗の 卑下 は 愚 貧 事 などと いひ 

雷  念力と 法力 を 見る 紫宸殿 

玉體危 した 5, 今と 敕使  犬 

菅 原々々 と 時 平う ろた へ る 

時 平が たこく  5 むてん にび くくし 

滑稽 發句 類題 集中 卷 


綱が 伯母い もじ は 例の とらの 皮 

破風の 外 黑雪ぢ つと 待って 居る 

作り 聲な ぞ で 茨木 賴み ましよ 

茨木 も 足 だと ァ 、 は 逃 けられす 

啼く聲 の 似た とは鹅 でない と 見え 

夜と いふ 扁に鳥 だと 缀で 書き 

翌の 朝もう 鶴の 繪圖く 

妖怪の 中で も 鶴 は 細工す き 

小金から 火 金になる 馬 か 出る 

土 佐 駒に 坂 東聲は のらぬな り 

名乘 るう ち 馬 はしば らく 息をつき 

宿な しの 火 鐘お こる とくら ひ 付き 

眞 白な 犬 合羽 星で ゑ どられ る 

1^ える ぞと檢 校藏を aB^ せに やり 

三 八 一 


狐 冤         猎 狼 


滑稽 發句 類題 集中 卷 

狼 は 財布 許り を 喰 ひ のこし 

ゐ のし ， は 起きる と 歌に 讀 めぬな り 

猪の 牙に どら や 太鼓 を 引つ かかれ 

一 疋の猎 に 一 一反の 四 郞乘る 

し ， がりの： ゆ 落 はしめ この 冤な り 

狐つ き 落ちる ともとの 無筆な り 

化されて 德 をした の は 保 名な り 

葛の 葉 は 折々 に 焚く 小豆め し 

奴 味 も か はらぬ ものと 保 名い ひ 

泰成は 見 だし 保 名 は 化される 

幽王 のした 跡 をす る 鳥 羽ノ院 

人閒の 官女が みんな そね むな り 

ケ 一能 は 石 泰成は 尻 を わる 

よめり 

狐の 嫁 人ち う 王の 牀へ來 る 


三 八 二 

大きな 狐つ き康 成お とし 

詮議して 見れば 玉藻 は 無， M な り 

H 本 へ はもう こん/. (^と 御所 を逃ゲ 

石に な つても 飛ぶ 鳥 は 落ち るな り 

一 ー閒 四方の きん 玉 を^も ち 

と 猫 は 化物の 藝者 なり 

御隱居 に 化けて も 時に： a が替り 

危 やな 主 どり をす る 黑ィ猫 

猫の 01 を 時計に つか ふ村師 K 

鼠 一疋 伏勢が 五六. 人 

树ゎ なをい ひ 付けて 出る 狐つ り 

賴 豪の 外 は 供物 を か じるな り 

遣唐使す で に统に て 拂ふ所 

吉備 よくもす ら く と讀 み 終り 


橋 を かけ 舟に も 蜘は乘 つて 見る 

賴光 へ 出た はさ、 がに 所でな し 

蝨  ふんどし をく りかへ しょむ 南窗 

化 物 百斷 する うち 比 物 は， つて ゐる 

口 近い 化物 は先づ 一 ッ 消し 

こ はい 噺 はかす かに 灯 か 見える 

九 わ 筋 跡から 變 化身 ごしら へ 

正 ft の 時參會 とばけ 仲間 

寢 ころんで 立 聞き を す る ろ くろ 首 

ぶ んぶ く は 人 を 茶 に した 變化 なり 

蠶  な-ぐ さ み の 蠶は違 ひ 棚に 這 ひ 

龜  善人の 來 るまで 宙を龜 およ ざ 

放し 龜 もとは 鶴から 思 ひ 付 ヰ 

较  鮫で さへ 親がなければ 安くされ 

滑 精發句 類題 集中. 卷， 


0  逃け ながら 高慢 をい ふ 一 の もり 

蟹 をのめ $1 はない か 鯨ャィ 

,m. 龍宫 のい かり ゆで 銷 など 用る 

W お 醉 ひざめ に かっぱ は 皿の 水 をのみ 

^. 手紙に は 繩 臺には 鯉 をの せ 

S?  松 前の 家 根扳を 著る 源 五郎 

鰻  雞ょ 金槌よ と 素人のう なき 

持 遊びに 四 五疋殘 すどぢ やう 汁 

蟹  赤 续の怨 靈海を 橫に這 ひ 

雜色 を 湯 出て あら はす 平家 蟹 

平家の をん り や う 漆 か ぶ れに妙 


三 八 三 


滑 榜發句 類題 集下卷 

滑稽 發句 類題 集 下卷 

天地 部 

天 象 富士 つくば 虹 天抨に 引っかける 

雪 や 氷と へだ つれ どお なじ 孝 

嵐  寢所を はしご S 通る 大 あらし 

御 不勝手 あらしの あした 幕が 出る 

風  風に 笠 とられぬ やうに 口 を明キ 

雨  はれま を 待つ は 古歌 を 知る 雨舍り 

松 は ぬらさす 山吹 はすぶ ぬらし 

吹 降りに チヤ ル メロ になる けちな ま 

雨 やどり 他生の 緣 へこし を かけ 

に はか 雨つ らおし 拭 ひく 


山 


一一 一八 四 

からかさ はさし 懸 つての 無心な り 

傘 を 半分 かして ま はりみ ち 

きつい ふり 傘 さして 雨 やどり 

ィ ャ 是 れ か らも 御無沙汰と 傘 を か し- 

一 一人め は 女 11„^ の < ^を かして やる 

傘 を明ケ てす ほめて かして やり 

雨 もりの 穴 を 女房につつ 突かせ 

評判の 俵と しゃれる 俄雨 

雨 やどり ごおんと ついて 叱られる 

ちかづきの 方へ かけ 出す 俄雨 

飛石の 臼の 目 を 切る ひどい 雨 

傘 どこか 貴 さま は s/\/\ - 

齒 ぎしり をし いく 歩行く 安 足駄 

富士山の 文字 は 御代に も 能く 叶 ひ 


不 二 高い 事 五十 四 五 里と 通辭 いひ 

近 江から 騣 河へ 嫁 人る 綿ば うし 

不一 一の 歌 角力で 風に なびき かね 

15 鉢 を ふせた やうな に 琵琶が 出來 

ふ じ を 見 ぬ 奴が 作り し實 語敎 

ャ レ おきろ 山が 出來 たと 騷ぐ なり 

孝靈の 夜なべ 大きな 仕事な り 

あっぱれな 山 九 合に はいい はかり 

夢の 番付 孝靈の 後に 出來 

三 島 女 郞三國 一 の 化 被 水 

孝靈の 御代 か ら 夢 に 常 て が 出 來 

あの 山に 不老不死 あり 穴腎 . 

山 ほどな 譃を ついた は徐 福な り . 

田と の 間へ 流れる 不一 一の 雪 

滑稽 發句 類題 集下卷 


芳野山 切株 S 上 へ よし野の 紫宸殿 

高野山 犬 骨 を 折って 高 野の 靈地 なり 

毒 水 を 飮む氣 遣 ひ は 女な し 

女人 堂佛 の や ま へ 入りな が ら 

重 氏 は 菩提の 爲に味 喈 を惜り 

此 の 水 を飮む なと いふ が 玉 に 疵 

大 江山 洗濯で 留守 かと 思 ふ 四天王 

賴光は 一 ト きれやつ と^ 吞み にし 

手 や 足で し ひら れて 居る 四天王 

叙 山 大騒ぎ 一 山猫よ 树 わなよ 

日光 山 瀧のう らまで 隱れ ない 御山な り 

上 野 會者定 離き ぬ<\ は 山 S 鐘 

通用の よい 御寺 號を御 建立 

淺 草 顔へ あな あけて 楊枝 を 十本 賈ひ 

三 八 五  . 


滑稽 發句 類題 集下卷 

手前 マ ァ 內は何 所 だと 楊枝 店 

武藏野 ひろい 野を爱 まで ござれ 水 は 逃 ゆ 三保沛 

業 平 を 追 ふのに 水 も 逃け るな り. 高砂沛 

名の 高い 原 を 瓦で おつぶ せる  住吉浦 

逃 水 を 追 ひつ まくって 家 を 建て  志 渡 浦 

逃 水 も 白水と なる 繁昌 サ 

天然 自然 武の藏 へ武を 納め 

鶴 岡 鶴 は 千 葉 短冊 金子 奉行な り  湖 

崎哦野 さがし ましたと 仲 國馬を 下り 

琴 を し ら ベ ぬと なかく 知れぬ 所 

六 波羅の 佛で嵯 に 尼 か出來 

佛 在世 妓 王と 妓女は 尼に なり  m  M 

宇 治 我が 稱 はかり ほの 庵の 八 軒 目  故 鄉 

茶と 鹿で 喜 撰 度 々 寐 そ びれ る  京 


三 八 六 

撟板は 平等 院へ かつぎ 込み 

伯 良 は 旣に女 las^ にす る處 

高 砂 は 今 も つ い で に 行く 1^ 

神 と 儒 #  § ゑ il 答 に 通 凝な し 

鎌 を ふり 立て ャ レ たぐれく 

玉 取 は 波 を 霞に にけ るな り 

よい 隱し 所に 海 土 は氣が 付かす 

ぬけがら も三國  一 ^水溜り 

夜の 雨 琴 s.i. 下が 琵琶へ 落ち 

唐 崎 で ぬれた 傘 勢 田で： 十し 

石山と 志賀は 一 ト夜 S 裏表 

樺 をす るが 湯治 s いとま 乞 ひ 

釣鐘 も 蘇鐵も 故鄉戀 しがり 

紫宸殿よ く 化物の 出る 所 


京 の 町た ひ ら な 所で 上 り 下 り 

出家 侍 か み な りと 鶴に 召し 

ま 銀の 寺 王 さまの 近所な り 

江 In 日本 橋 何 里々々 の 名 付 親 

而 白い 害 一 一 ケの津 が 寄って 居る 

駒下駄で 越す はお 庭 S 箱 根 山 

譃 より は 八 W 多い 江戸の 町 

徒然なる ま 

有り さう で 江 戶には 見えぬ 紫 野 

繁昌 サ 諸 國と寢 物が たりな り 

知恩院 名の 高ィ 傘ーケ 寺に 坊主 持ち 

軒に 傘 あれ ども ひらく 寺で なし 

本能 寺 蘭 丸 をい つ ち をし が る 本能 寺 

三 河 河 数に 五ッ よけいの 橋 を かけ 

滑稽 發句 類題 集下卷 


-n:! 幕へ ぶら り 


奈 良 優に くれ 晒に E けるなら の W 

うろた へ た 旅人 耳塚奈 良で 聞く 

關  む やくの 關 守 髭 を はやして る 

川  法 華經へ 鮎の 子 を ひる いさ は 川 

なめり 川 一 文 一 家 やと はれる 

あれなる は鵝で 候と 渡 守 

矢 口 渡 呑口が あるに 義興氣 が 付かす 

小栗栖 身 を 捨てる 藪へ 光秀う かと 行き 

五條 橋 けつ 若衆 め が と 辨慶身 持 へ 

^  鐵 砲の せんく づ貰ふ 妙國寺 

國 境 凝 星 紙星寢 てお て 物語り 

近 江から 尤 せり ませう と美 濃へ . 

美 濃 星と 近 江 屋綠組 は 相應じ 

古戰場 抑 後 十一 一年 風景 所でな し 

三 八 七 


-ひ 


滑稽 發句 類題 集下卷 

前 九 年 年賦の やうに 首 を 取り 

前 九 年 引 張り合って 一 首よ み 

衣川 敵と 味方で 一 首出來 

一 の 〔，t 六の 方から 坂お とし 

新 都で は 海ば つかり を 諸 卿譽め 

景淸 はしり 餅四郞 つんのめり 

穀經の 弓 は あらめ へ 引つ かゝり 

擅の 沛 その 尾に 付いて どんぶり- 〕 

鐵漿は 付けて 居られぬ 懷 Sfg 

鍋釜の ふた 南北で 叩き 合 ひ 

楠 は 鼻 を つ ま んで 下知み」 な し 

勝 賴は茶 椀 今 川 桶で 死に 

蒸籠 ははた き 小 鍋 は 大當り 

降 參が濟 むと 一 度に ひだる かり 


三 八 八 

ねぢ 首の 實檢臺 を ころけ 落ち 

異 國 小人^£3初著に鶴のもゃぅなし 

小人 島 我が 子 をお も ふ 晝の鶴 

小人 島 い つ も； JI^^ 諷 ふ な り 

お 互 に 川 心 をす る 手長 島 

天 竺 戴 驚 山 どう 行きます と德 ハ衞 

龍 宫 龍宮 は釣師 をと めて 壻に 取り 

地 獄 かく 鼻 は 眉 を ひそめて 言上し 

旅  不案内 旅で あ ふぎ を 一本 かひ 

豆腐よ しもう f  J  、ら からす、 どかろ 

追剝 にあうた も 記す 旅日記 

もう 一 里 行く の だ 放せと まらん せ 

夫婦 旅 晝は道 づれ夜 は 情 

f  I  ,特 つ ものに 字 を 書く 拔け參 り 


旅^れた ふりで 雪隱 さきに 聞き 

草臥れた やつが 見つける 一 里 塚 

名物 を 喰 ふが 無筆の 道中記 

膳 立 を 笠で かぞ へろ 御 師の宿 

野 雪 隱地藏 しばらく 刀番 

知る 人の 顎 を 見付ける 三度 笠 

馬駕の 駄賃で あ ふぐ 旅 扇 

とこや み の 夜-た としゃれ てる 木賃宿 

はたご 代 直 切った 貌を 汁で 見せ 

旅日記よ る乘 つたの も畫へ 付け 

霜よ けに 人 をのせ てく 問 星駕 

投入の 干からびて 居る 間の 宿 

拔けま ゐり笠 をば かぶる 物に せす 

鶴 翼 に そ な へ -; g 繼ぎ待 つて 居る 

滑稽 發句 類題 集下卷 


ぬらされた 雲 を 峠で 踏みの めし 

瓜 喰うた 所に 忘れる つか 袋 

どっから か吒 りての 出る 田舍道 

こまいぬに かぶせて 拜む 三度 笠 

梭 のうへ で 音頭 は 伊勢 路 なり 

三 宿 ほど 旅人 は寐 せぬ 御大 祿 

お 妾 は 石の ながる 、 川に こり 

乘物を 戸棚に つか ふ川づ かへ 

川留 にむ けんの かねへ 誘 はれる 

川留に 宿の 小僧が あ と を 追 ひ 

大名 をお つつく ねとく 川づか へ 

れん 臺 へのっても 下 は 地獄な り 

川越し はから-たが 干る と 口 も 千る 

川越しの への こ-か 見えて 安氣 する 

三 八 九 


滑稽 發句 類題 集下卷 


滑稽 發句 類題 集下卷 

來る人 か 日和 を譽 める 旅 見舞 

皆 笠で 犬に も 旅の いとま 乞 ひ 

旅 の 留守 魔 除 に 里の 母 を 呼び 

旅迎へ まじめな貌で^^^かった 

旅 迎 へ 遠見 を 出して しゃれて るる 

旅 一 M り 子供が さき へ 觸れ て來る 

わら ぢ のま 、 で 川留の 話な り 

五分々 々に 枕 をよ せる 旅！^ り 

寺 院 大黑 がない とお 寺が 富貴な り 

大黑の 子に 打 敷 を 一 ーッ きせ 

假 御堂き めう むり や うに 金が よる 

墓 所 桶と 花 さ ゆて 定紋 5- て 歩行き 

若 黨 に 役者の 墓 を さ が さ せ る 

庵  近道 を 四 五 丁 送る 草の 庵 

捨てた 氣で 捨てられて 居る 草の 庵 


三 九 二 

月に 又 ござれと 柴の戶 を 立てる 

醫 家 醫 者の 門 ほと く 打ち は 只の m 

穀酱 者へ. H 身に 藥 取が 來る 

書 家 師匠 さま 子 を かきわけて 客 を上ゲ 

師匠 さま k,o と已上 別に 置き 

どうれ い を 大勢で い ふ 手な ら ひ 子 

居 所 障子 さへ はれば 女房 を 呼ぶ 物 か 

戶 障子 を 酒の 1^ におつ ばづし 

吳服 星の 通 ひ 山師の. 2： にかけ 

穴藏は 出師の にむ かぬ もの 

御 ものみに あまった 首 を 5t へ 出し 

雪隱で m る 分別 は 屁の ごとし 

井戶 端へ 人の 嘴 を 汲みに 行く 

商 家 駿河叽 とりあけ 婆ァ m はなし 


手代に も 正札 付の 吳服店 ■ 

古 家 年寄った 長家 四 五本 杖 を 突き 

錢 B  4=- 湯 は 潮干 鄰 はいな り 山 

舟 稱 舟 根の 腰ば り れば 無心 狀 

芝 居 ^町す かく 通る 角力 好キ 

毛ゼん のとな りの 棧敷 みかん 呼ぶ 

あいさう か 過ぎて 梭敷を せばめられ 

首 一 ッ 取次いで やる 切りお とし 

番付 を また 御 無心と 百棧敷 

不景氣 なお子 だと 乳母 は 木戶を 出る 

お ざう り を 持ちまして もと 下女 芝 居 

芝居の 迎 ひもう 行かう く 

土產 をば 身ぶ りで 斷す 長！ i 

母 ひとり 古 ィ 役者の ひいきす る 

滑稽 發句截 題 集下卷 


三の 切りの 趣向 仲 光 か はじめ 

近 松ば かり は 作者の 一 本木 

へ んて つもな く 幕 引 は 知られる 

荒海 や 闇 を 著て 寐る 樂星番 

樂星番 岩 をむ しつ て 鼻 を か み 

助 六の 飛 色で 濟ム 村ケ N1 居 

木の ほりで 雪 を ふらせ る 村芝居 

座頭へ おこし 一 盆 村の 後家 

知ッた ふり 杜 若が S は 三 河 町 

江 戶の馬 ffl 舍芝 居で 人となり 

芝居の 馬ち ひさい けれど 一 一本 あり 

馬になる 役者 は 男 一 一正な り 

馬の足 當時 師匠に 居候 

役者の 法事 石橋 や 道 成 寺 

. 三 九 三 


滑 氇發句 類題 集下卷  一 

入りの ある 内 は 敵 を 討ち もらし 一 

大當り ート坪 程で 所作 をす る 

やつばら を 片付けに 出る 國 家老 - 

ばつと した 物閒 夫と 芝居な り 

能き に はか ら へ で 賴朝役 は濟み 一 

道 成 寺 うろこが 肌の ぬ ざ 仕舞 ： 

公家 惡は 一 段 高く 無理 をい ふ 

生き か はり 死に か はり 出る 下手 役者 一 

雨降りに 許り 助 六 出た と え 一 

幽靈も 消え かねて 居る 譽め詞 

芝居の 雪 は 犬よりも ひつじ 好き 一 

しばらくの 聲 なかり せば 非業の死 一 

赤麟 はく はせ 銷は 知ッ てく ひ 

芝居で はし のんで 行く にかった く 一 


111 九 四 

らふ そく を 一 一挺 Li とめる い い 役 

樂 星に は 敵 も 味方 も 人り み だ れ 

火鉢から 出る 幽靈 はお もしろ い 

手の平 を 握って にらむ 荒事師 

やみ 仕 4 口 ひ 冬 も が啼 いて 居る 

井戶の 中から 面白い ど ろ ほ 出る 

八 兩の外 はよ ますに 拾 ひ， 

色 里 あんどう も戶 ざさぬ 國は 面，：： い 

ありし 昔に か はらぬ は 里の 譃 

ど な る はす 雷 門 をぬ けて 行キ 

再會を 期して 大門から 別れ 

首尾の 松 あれば 不首尾の 柳 あり 

械 伏の ありて 家內は 洗足し 

棒の ない 提灯で 行く 面白 サ 


土手で 逢 ひ 何 所へ くと 手 を廣け 

四 ッ 手 駕草臥 れて乘 る 物で なし 

四 本 さした の は四ッ 手の 直 をき める 

功 能 は 驟症を 治す 三ッぶ とん 

外にない 進物 夜具へ のし を付ケ 

けちな 晚翠帳 紅閨に 一 人 

金銀 を 取られた 跡の 歩 あしら ひ 

寢て花 を やる とい ふ 故事 三會目 

義理に 揮 を はづす は三會 E 

月明 ら かにして 客 星 稀な り 

ま 、 よか はよ は居續 けの 合言葉 

裏が へ して 中ぬ り は 逃 ± る なり 

傾城と いふ 字が す ぐ に 意 見なり 

大 一 座お 針 も 返事す けて やり 

滑 精發句 類題 集下卷 


太 一 座 どれが 俺の やら 人の やら 

面白 サ たいこ を奥メ はやし 立て 

滞秭ゃ 空色で 来て 初會 切り 

然るに 紀文， 内で は 糠 味 t^ri;: 

坊中： 客 あだ やおろ かの 銀で なし . 

出家 に て ま . ？ け醫者 に て 遣 ひ 捨て 

總 仕舞 やがて. 2： へ も 札 を はり 

し さ つ て 考 ふれば ふられた が ま し 

ふられる も且 は 甘；、 の 身 の ぉ爲な り 

あす ありと 思 ふ はけち な 女郞買 

銀 煙管 ふられで 疵を 付け はじめ 

番頭 は 子に 行き 寅に か へ るな り 

朝ね のぐ るり 紙屑 や 切れた 三 

鼻紙で やれば それ 程 をし くない 

三 九 五 


滑 精 發句凝 題 集下卷 

どら を 打ちぬ い て 今 はた 太鼓 持 

化された 方から 先へ 尾 をみ せる 

おれが 女郎 はおめ へ かと 大生 醉 

門口と いひ ノ， \- しゃべ る 太鼓 持 

文 使 引き さくまで を 見て 歸り 

文 使 息 子 を は す に 招き 出し 

忍す りめ して 傾城に みだれ そめ 

守 をば 衣^へ かける 一 一才 客 

中 宿で 先づ 初手のから 封み-切り 

中 宿で 男 封 じに 書き直し 

品 川に 居る にかけ ぜん 三 a す最 

品 川のお 桁 股引な ども かけ 

いふ 事が な さ に 初會 は 海 を譽め 

つれの 文. 明けて たくて なら. to 物 


三 九 六 

五：！ < ほど ある 書 出しへ 了 分 やり 

遊 藝 部 

遊 藝 た.，， ？ r つね はか かれと てし も 仕 こむ 藝 

歌 道 耿の大 關難波 お 香 山 

續 松 百人一首 ニッ に 割 つ て おな ぐ さ み 

歌が るた 人づ てなら で 下女 とれす 

ふ" 袖で たび/ \ 上の句 を 崩し 

歌が る た ちよきく 切つ て 叱られ る 

鞠  鞠 場から 立派な なりで ひだる がり 

能  亂 拍子き こえぬ 程の つよい ふり 

釣鐘 は 無銘 面 ン に は 名が あり 

ヮ キの愤 たば- 〕盆でも货しく1:5^凡 


袖口と 扇 を もって 急ぎ 候 

m  をかしくもなぃは^！^の下ェ-が 、 り 

うた ひ 本うな つて 見て は ゑ どるな り 

高紗を やん やと 譽 めて 叱られる 

泡 丁 不器 ffl に 持つ まな 箸 は 馳走な り 

生 花 かれ 切った 手で 生花 はいきて るる 

雙 六 三 ぞろを さ if 浪と いふ 人の よさ 

氣の毒 サ棊笥 から 骰子が 一 ッ 出る 

圍 泰 お呼び だしまで は棊 盤で 境 論 

宗桂 に ま けた 斷も手 がらな り 

物. S- にど うれ と 一 一目 打ち 

將 棊 飛車 角行が 蟄居して るる 下手 將荼 

詰んで るに 肺肝く だく 下手 將棊 

王よりも 飛車の 逃け たい 下手 將荼 

滑稽 發句截 題 集下卷 


明日で も 剃つ て くれろ と 飛車が なり 

手 を 聞く と金 銀山の 如くな り 

見物の 下知に 從ふ 下手 將荼 

ふき がら を 飛車で 押へ るす： 關番 

吹けば 飛ぶ やうな 將 棊に附 木の 步 

將棊 をば 一 一番 まけて は 金 を 借り 

中 將荼御 后の 出ぬ ばかりな り- 

茶 湯 大名の 手 せんじ 利 休 させ はじめ 

講 釋 夜 講へ張 飛びい き は ほ、 かむ り 

拳  拳の 聲鄰 やしきで ベら 棒め 

琵 琶 琵琶の 曲 下手 か 上手 か 知れぬな り 

び はの 弟子 ひとり ふえ ると 一 一人 へ り 

琴  瞽女に 手 を 引かれ 八橋 わたるな り 

八橋の やうに 竝べ る 琴の 會 

三 九 七 


滑 榜發句 類題 下卷 

八橋で 世 を 渡 ッ てる 品の よさ 一 

ついて 行く 母 も 一 段 聞き おほえ 一 

奧樣 のしら ベ を讖 るば ち當り - 

三 絞 縫 ひなから 口三味線で 姊 はっけ 

鄰の 三味に たばこ^ 叩いて る 

ァ ノ舟を 寄せて せう と 三 を下ゲ 

岡 崎 を 子の 引く ほど は 母 も ひき 

岡 崎 を ひく は 昨日 S 調子な り 

• 鼻喷 はう ぬか 勝手に ふし を付ケ 

そゝり 吸と かく 跡へ トサを 付け 一 

有って く れ 南無 一 一 一 の 絲 たら ぬ なり- 

ひきが た  一 

淨 璃 杯 を させば うな づく彈 語り  一 

湯で 語る 太夫 は 升で 水 を 香み ， 

聲 色 聲色は 舌 三寸の 樂星 なり  一 


一二 九 八 

大人 遊 溜息 を 互 に か くす 廻. S  "ぐ ら 

i 音 

甞  ねか ら讀 み ま せぬ と 鏝で ほ じり 出し 

大 擧 に た ら ひ S 印 ま でも 害き 

唐詩 選讀む と 孔^の 尾が 欲しい 

うた、 ねの 貌へ 一 冊 家 根に ふき 

三 鳥の 傳御 座敷と かんこ 鳥 

茶と 瑩 宇治 拾 遣に は 書き 殘し 

草 雙紙買 つてみ ちくけ つま づ き 

孔明 をもう 一 一三 冊^ かしたい 

お 妾の 歌 寄 は 一 一 上り 三下り 

姊さま S 助太刀で 讀む敝 うち 


留守番 へめ し s あり 處と 水滸傳 

よせ 本 を 三の 絲 にて 綴るな り 

歌 本 へ とっさ まの 手で 假名 を付ケ 

御免 駕 中に 細見 よんで ゐる 

細見 を 3^ てこい つ-たと 女房い ひ > 

見毫 へ 細 Ew- よめの わるさな り 

源氏物語 いしく をた えて 明 石へ 書き か ゝ り 

石山で 出來 た 書物の や はら かさ 

寺 だけに 式部 靑 もの 一 一把なら ベ 

がさつな は あふひの 上のと ねりな り 

肝心のう まみ は 式部 かかぬな り 

祭 の 喧 嘩 まで 書いた 物が たり 

晴嵐 をな がめ 野 分 を 書き か 、 り 

一 帖は螢 に 光る ものがたり 

滑稽 發句 類題 集下卷 


三 井の 入相に 花 散 里 を書キ 

手 習 を 書き終る， 〕 ろ 三 井の 八ッ 

, 味ミ まで はかかぬ 雨 夜の 品 さだめ 

夜 書いた 物語 ゆ ゑ 夢で とめ 

雪が くれから 光な き 物が た り 

百 人 一 首 九十 九 はえら み 一 首 はかん が へ る 

一 一 一首 は 紅葉の てりで 選むな り 

喰 ふ 事 は 先づ第 一 と定 家え り 

雷と 天狗 も 交る 百 人 首 

百 人 一 首金^^羅樣に氣が付かす 

眞 白な 名歌 を 赤 人が よみ 

百 人に 有 明た つた 四ッ なり 

徒然 草 味 i ョを なめく 畔賴 も數默 なり 

鼎 ませぬ 目 くらに 杯と 初手 はしゃれ 

三 九九 


. 滑 接 發句麵 題 集下卷 

かなへの 事 はつれぐ 茶 利 場な り 

仁 和 寺 へ 鑄 物 師も來 る 外科 もく る 

鼎 はぬけて ャ レ ょャ レ 外科よ 

盜人を 大根から い 目にあ はせ 

大根 武者 コ レ屈 のかう の もの 

一 一 タ股は 逃 ゆて はたらく 大根 武者 

曆  つ ひに a ぬ もの 元年の こよみ 

暦；^ て 後生 を 年に 一 一度 願 ひ 

文 字 書く 事 もす る 事 もまた 鳥で 出來 

重寶な もの は 鳥の 目 鳥の 足  ， 

手の平へ 書いて 譃字は 口で いひ 

讀 めぬ 字 を ：！： と い ふ 字で 讀んで 置き 

大根た ね あり は 村での よい 手な り 

おとか ひで 額の！ * 法 はねて 譽め 


^5.と い ふ 字 を蒲燒 と無维 よみ 

あめ さめ；，！ れ う 

同じ 字 を 雨 雨 雨と 雨 ともよみ 

つくば つた 渐は土 へ 何 か書キ 

よめに くい 字 を 姑と 息子よ み 

去狀に 無筆 は縑と 椀と 書き 

惡 来へ 待って くれろ にょい • 手 

女 1215 の 聞く やうに よむ 似. セ 手紙 

廻狀を 心得たり と 棒 を か け 

封じ目 を 柱で 付ける 急な 川 

淸書 にちいと ち ひさい 下女が 文 

下女が 文 内儀の 下 窨で國 へ やり 

師の陰 を 七 2< 去 ると 人形 寄き 

大 不出来 淸書も 顔 も 赤くな り 

正札 を是れ はいくら と 恥 かしい 


畫 


通俗の 小便 無 ffl 鳥居な り 

とんだ 案文 を 傍から 無筆い ひ 

下 手畫 書 竹が 有る か ら虎 と 3^ え 

八景 を六ッ にた ゝ む 屏風の 鎗 

唐人 を 入 込に せぬ 地獄の 畫 

緒の 所が 出て よみ 本 を 子に 取ら、 

鯖がない と 男女の 知れぬ 百 人 首 

百 人首繪 の出來 たの ははる か 後 

枕雙 紙の 閒違 ひで 恥 を かき 

具足 榧の はっと S 出た sf^ なり 

ひぢを まゆ 枕 草子 を よんで ゐる 

だんびらへ 反 を 打た せる 具足 櫃 

好きな！^ 母 本屋 を呵り く：：t^Q 

あたり 見廻し 畫の所 を 娘 あ け 

滑稽 發句 類題 集下卷 


枕ソ M を 高らか によみ 叱られる 

±：  ±2 檢は 切り落しても もとの 險 

杉  立 曰に 天狗の 家 を 切りた ふし 

舍  大判 は 財布へ は ひる 物で なし 

白銀 は 猫 黄金 をば 鶴へ 付ケ 

金で さ へ 働くもぁ-り寐るもぁり 

山吹はどの道貸さぬ色と：3^ん 

かたみと て 見れば 小判 も 哀れな り 

莊 星から 煎じて 吞めと 一 歩かし 

うなる のは譃 だが 金 は 物 をい ひ 

サ ァ 小判 ほし かやら うに 下女 は逃ゲ 

まだ も ある やうに へ も， 人 仕舞 ふなり 

ニ褒 よりも 山吹の な いつら いこと 

錢  鑄. y して また 大佛の 御散錢 

四、 ) 一 


an 貫 

0 具 
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四文づ ， つ いて は 女房お して 見る 

古 錢買ま た せ て 鍵 は 何 所 にある 

とんだ 產 かんしゃ うばく ゃ取揚 ゆる ： 凡 

安産の 後 は 莫耶が 育て あゆ  船 

うぶ や か ら すぐ に 鍛冶屋の 手 に 渡り 

八 百に 鯛 四百に は 劎を寶 り 

目釘まで ぬく は 一 兩 からの 質 

い く ら 要ります と 質 星 はすら り拔 き 

生きた より 後藤の 馬 は 直が 高し 

賴 朝の 兜拜領 して こまり 

長刀 を 受け つ なが し つ 御 不勝手 

草摺 は 五郞鎮 は四郞 なり 

三 井寺の かね 疵物の 天下 一 

いふ 事の 早速に 出ぬ あう む 石  車 


四 〇 四 

挽 C の獨身 庭へ すゑら れる 

」伙 は 泣き 晝は 旅人の 邪. M になり 

今戶 では 人閒 鬼をズ *ぺ いれ 

國々 のみ よし は hi 戶の方 へ 向 キ 

星 形から ：！： も か 、 らぬ約 を たれ 

吸 ひ 付ける 中に ながる 、 渡 舟 

元 船で 大の 男の 針仕事 

， J しもと で濟 ます はし はい 星 形 船 

n と と 許り 星 根 舟 さわ-ぐ なり 

おっと 來た などと 三味線 舟へ 取り 

ひらり 乘る猪 矛 は 元手の 人 つた やつ 

振舞で 行く の は 猪 矛に かしこまり 

は船臣 はか へ れと 柳ば し 

泥の つく 物と は E 几えぬ 御所車 


御所車 義仲 いっそ あぶながり . 

錢車 相場き かれて 汗 を ふき 

駕  駕の衆 や こっから 聲を 掛けす によ 

衣 類 吳國 から 鳥 二 ッ來て 織り はじめ 

待 針で 手 を やたらつ く粹 けなら ひ 

手に 持って行く 許り だと 羽織 かり 

爱を よく！^ やと 母親 三 はり 縫 ひ 

絲 まきの 絡の 出る ころに 袖 を粹け 

味 さう に 煮え る を 見れば 木綿な り 

かく あらんと ぞ ん じ 羽織 持參な り 

黑 小袖 世み-早 うする 著 物な り 

夜 著の 綿 所せ きまで ひ ろ け た て 

取次の 出る 内 ひだの 皺 延ばし 

來 年は瑩 かご だと 親 仁 切り  茶 

滑稽 發句 類題 » 下卷 


六；； <に. ケ，. れば氣 の あり 紅 縮緬 

縞が らも 見て 反の ま 、肩へ 當 て 

なぜ 急に いるえ と 女房ぬ はぬな り 

, ) はさうな 後づれ 一 ッ縫ひ 直し 

紅 縮緬 少し は 風 も 吹かせた し 

紅 縮緬 ひらりく と a に 和し 

下ゲ 髪で 一 一歩 落ちます と赏 星い ひ 

辨當が 出来 て 簞笥 を A 6 ぜ か へ し 

かたみ f ) そ 今 はに でなる 上 著な り 

風 呂 敷 の もやう はつひ ぞ a な い 花 

八 丈の しまが くれ 行く 御 ひっぱく 

八；：^ R に な がれて，； 00 むな り 

泣く/ \ も よい 方み-取る かたみわけ 

.^ 瀨戶物 も われる まへ に は 聲變り 

四 0 五 


滑稽 發句 類題 集下卷 . 

掘 出しと いふ 0 は 井 戶茶椀 

屛 風 金屏風た、 むと となり 

かり 物と n:^ た は 僻目 か 金屏風 

0  まう ぜん は 何 所 へ 敷いても 面白い 

棒  三 2< は 火ぶ ハ.」 六：： < は 火の 廻り 

笄  かん ざし はか ゆい 所へ すぐに さし 

笄を はかりで 掛ける しぎと なり 

釣 瓶 はねつるべ； ない， H をから け 付け 

看 板 目藥の 看板 まゆ はいかぬ 事 

草 鞋 窗で寶 る 草鞋 天命 次第な り 

履  和漢の 出世 履 をう ち 履 を 買 ひ 

重 箱 重箱をむすんで 一 ッ提ゅて；：J^な 

笠  笠 の じぎ 互 に ふ ち をな で て 行 く 

菅笠の 紐が あ- 


傘  かりた 傘 何と 聞いた か 下女 笑 ひ 

傘と い ふ 字 を 推量に 無箪 よみ 

半分 づ  > さすと 傘戀 になり 

招 鉢 一朝の いかり すり鉢 まつ ニッ 

招 鉢 かじ だんだ を ふ む藏 のり 

き  物置の 鉱は 糖み そだら けなり 

箱  女房の 留守に 出て ゐる火 打 箱 

藥  不 老 不死 始皇. 持參 に吞氣 なり 

本腹の くすり 鄰 sts で吞み 

.^  鬼 も 蛇 も 酒で とらる 、 尻 頭 

松過ぎに さやな りの する， 〕 も かぶり 

歌の 賃は餅 だから 詩 は 酒 だら う 

孝行 を 水 に はなさぬ 養老 酒 

竿 號は名 酒に のこる 孝の 道 


一 樽で 三百 五 4- 詩 を 作り  米 

呑む 事 はの まう が 出 來ぬ詩 一 篇  傲 

船の 酒體を かためて 丁と 受 け 

てうし をば 旦那で かへ て 叱ら.；； る 

杯 を 三味線 ひったくつ てさし 

大 あくび 棚のお みき を 見付け だし 

杯 は 出た がサァ 跡が ながい 

姑の 杯よ めの 紙で ふき 

あく る 朝 女房 はく だ を 卷き戾 し 

姻の酌 ちっとと いへ ばち つと つぎ 

酒 は 絶え やせんが わつ ちゃ 上戶ロ 

酒 やの 戶錢で 叩く は 馴れた やつ 

えうて うとた を やかに し て 茶 "祝 酒 

ょひ覺 めに 土瓶の 蓋が 鼻へ 落ち 

滑稽 發句 類題 集下卷 


堂 じ ま は 日本 ごく S 脈所 

ひやめしの 吟味が 濟んで 米 を 出し 

新世帶 強飯に 出來 粥に 出來 

忙しな さ ほとんど W る 子の 給仕 

知る 人に 許り 子供が すゑる 膳 

門 ドロ を 足 に て 叩 ク 送り 膀 

待ち かねて 子 は寐て 仕舞 ふ 送" 膳 

目 を 廻し さうな 所 へ おくり 膳 

麥 めし にさい はいらぬ と 皆 くら ひ 

何 をして 居た と 強飯 またつ める 

やみあがり しばし 信 濃の 上 を 行 く 

親 椀 へ 盛る 牡丹餅の 驟 からさ 

餅 を やく 勻 ひに 上戶 いと まご ひ 

小豆 は 公卿 大角豆 は 勇者 な り 

HQ 七 


沿稽發 句颜題 集下卷 

豆 腐 ま、 ごとの やうな で賫れ る^ 禪寺 

食 類 目と 鼻 はた > だが 口 は錢か 人り 

舰ぁ 1 下 へ わたす と 建 長 寺 

鶴 翼 も 魚鱗 も いま は臺 にの せ 

八 ku 星 か ら 賫 ると は 俗の しらぬ 事 

そこら 中 を 見合 はせ ひらの 一お; を 取り 

孟宗 と叔齊 ひら S 相手な り 

極- んぃ摺 鉢で 出す とろ、 汁 

手打ち そ ば 下女 前垂 を か り ら れ る 

もない さう で 千 物 を 燒く勻 ひ 

割符しなさい と 一 重つ ぎ へ 出す 

^む 事 を 得す この わた を みんなの み 

女 の 留守 盥 からで 飮んで 居る 

伊 勢 鹿 島より よも やぬ けし は^ 勢の 留守 


四 〇 八 

ぬけ 參り 人の 情 を くんで 行く 

拔け參 り あかぎれ 癒えて 思 ひたち 

三 神 三 神 はなぶ ると よみし 御 姿 

面白い 和歌 後家 を 眞中 S 1 

衣通姬 すき 通る から 召した まふ 緋 S 袴 

神慮に も わか い 男 浪は而 .Jn し 

住 吉 浦で 漁 父 山で 木 樵と 化し： 土 ふ 

舟と 舟 寄せて 和漢の 詰め ひらき 

神慮に も 霜の 降る 夜 は 寒く  ，  J4- 

詩學 にて 來れば 歌學で ほつ かへ し 

三 輪 蛇の みちを 女の 知る は 絲と針 

杉の 葉 を 除け く絲 をた ぐり 行く 

三輪の 神 あゆく S 果て は 無心な り 

象に 坐ス神 もお 鼻が 長いな り 


辨 天 六 人の 望みで 琵琶 を 御彈じ 

神 事 まくの 紋 あてに まごつく 祭 客 

外科 を 祭の 形で 呼びに 行き 

神 木 手 付に てもう 祌 木とう やま はれ 

風 祌 そりたての かう べに やどる 風の 神 

観 音 鈴 鹿 山 外の 觀音 ではい けす 

觀音 は 遣 ひでの ある 佛 なり 

大悲の 矢 五百木 ほどかけ 直し 

千の 矢に 五 百て つばう 鈴 鹿 山 

普 賢 普賢と もなる 四 五日 まへ に賈ひ 

江 口の 太夫. 2： 心 は ほさつな り 

普賢 さま 一 度 はひぢ りめん をダ 

遊女と は あんまり 派手な 化身な り 

地 藏 地 藏堂淚 のた ねが あゆて ある 

滑 積發句 類題 ft- 下卷 


むだ 事で 遠 俗させる 石 地裁 

土地 藏 m 师仲 問へ 抱き こまれ 

開眼 をす ると 一 休ぶ うら ぶら 

羅 漢 錢 箱の ある は 羅漢の 組が しら 

達 磨 今 五 年お そいと 達磨 首ば かり 

達磨忌に いい 盛り も S は 九 年 母 

布 袋 六 人に 腹と 袋 を 邪魔 がられ 

釋 敎 馬の足 阿字に 聞いた で 尊が り 

過去帳 を 繰る はお 寺の 店お ろし 

御經 も寳づ くし は 耳 近し 

をん りゃう はか さねて 來な い 御 卜 念 

W の 欲.) のしき み を だに も 1 り 返し 

親^ 日に 當ッた 下女 は 一 ータ つかみ 

初 ものが 來 ると 持 佛がキ ンと 鳴る 

四〇 九 
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滑 捲發句 類題 集下卷 

f  J れ はさと 佛の钣 のちう が へ り 

常 念 佛さ もい やさ- フな 後生な り 

無 常 酒 中 花 を 見て 重 氏 は 世 を 捨てる 

燒 香の 初 上下 あたらしい 

上下で 持つ は あはれ な螢 かご 

打 敷 は 花に あらしの 總 もやう 

水 向け をす る もへ らした 女 lis? なり 

帷子 を わけ る は簿 ぃ綠^！^な り 

境 論 中に 六部 は 蟲の息 

菅笠に ある 名で 頓死 呼び か へ し 

煙  低き 家の けぶり は 高き 御製な り 

夢  聖人ば かり だ と漠は か つ る 一死 に 

. 或 夜 ふしぎの 夢 を： て 富 を ひ 

祝  繁昌 サ武蔵 野 は 今 松の 園 


四  一 二 

拔 けぬ 太刀 はねぬ お Slli を 御獻上 

納ま ッて 弓矢 は 鳩 ふ んだら け 

おだやかさ^ オ と四ッ 手が 飛道具 

金 群で 见れば 軍 も而 白し 

有り難 さ ひくい 枕 は 棚へ あけ 

軍 はない と 兄 切った で 資さぬな り 

繪で ：:^ て も €： 裏 守護す る 源氏 雲 

5. 脊に樟 腦与ふ 太平 サ 
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春 部 

0 旦 御代の 春 海老から 胴 も かざり 物 

喻 ひつみ は 唐 崎 餅 はか ノ み 山 

喰 ひつみ の 鬆 は 野で 老い ^ で 老 い 

若 水 光陰 S 囘り はじめに 車井戸 

若水の 桶へ 汲み込む 明け がらす 

年 禮 印籠の 富 土への しめの 橫霞 

くだ か け も 御慶と 告、 ぐ る 今朝の 春 

餅の 裏し 、.r ら 熨斗目に 藁の 跡 

年 鱧の あられへ か 、 る 春の 雪 

四 五 丁 は 六 ツ子の 禮で 間に合 はせ 

滑稽 發句 類題 集 二 編上卷 


年禮に 通辭を つれる 芥子 坊主 

さつ/ \ と 松く  if り g  く 下 戶の禱 

餅 あみに 引掛 つてる 下戶の 禮 

鳥 追と 禮 者の 千鳥 すれちが ひ 

人を条 にした 年玉 は 利 休 著 

て ひく を するとお 慰 斗 を 引 込ませ 

寳 船 二日の 夜 かう ベ は 神の 御 本陣 

君が代の 枕 言葉 は 長き 代の 

辟の 音す るは乘 地の たから 船 

長 枕で は連鎮 のた からぶ ね 

姬 始 乘りぞ め も 馬で 七 種 過ぎに する 

あれさもう よい 君が代の 姬 はじめ 

お 局の する は 牛角の ひめ はじめ 

とほの 眠^ を ゆ り 起す 初 塵 ひ 

L  hk   . 
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大喜悅 不首尾 は 家内み なめさめ 

0 初 矢 車 を 召す 夜 は 月 も 弓 はじめ 

祖父 婆 々 S むかし 話 も 御 吉例  毬 つく 

大名の 質 はなが さぬ 觀 K 水 

落葉 かく 表 は 松 をた かせられ  松 S 内 

萬 君臣 和して 笑 はせ る 松の内 

大 紋を脫 ぐと 千 助 萬お 衞門  七 種 

萬 歳の 方から 笑 ふ 暮の嫁 • 

門 付に 來るは 萬 歳す がれな り 

萬 歳び つくり 一 休に 出ッく はせ 

才 藏は 御油 赤 坂の たいこもち 

羽根つ く 姊の智 餘厢の 羽根に 毬 つぶて 

形 振に かまけ 追 羽根 娘 まけ  子 日 

かりた 子 を 叉 かしに して 嫁 は 羽根 


m 一  四 

追 ひかけ て 羽 子の 子 も ，い ふ 挾 箱 

羽子板の 梅 玉む くで いもが 出來 

まり 唄の ほこりに？ S! む^の 不一 一 

毬に うかれて： 十； 子 ほど 嫁の 膝 

商人の よき 衣 著たり 松の. 2： 

松の 內 我が 女 一お に ち つ とほれ 

^草 も 鈴 菜が 春の 三番 叟 

春の 音に して は 七 種せ は しな し 

招 子 木で 何の 鳥 だか 一 一羽た 、 き 

猿と 虎 わたらぬ 先と 唐で 言 ひ 

白馬の 節會 人まで 草 を 喰 ひ 

黑 の 節會行 へ と 相 iil 御所 

ためし 

千代の 例に 械ゑべ きを 引つ- .-ぬ き 

身 を 逆さまに 小 松 引く 初子の 日 


鶯  鶯の歌 は 春の 序 古今の 序 

鳥 かゆ も鶯 ならば 歌の 友 

鶯 にた ゆむ 院主 S 經 だらに 

うぐ ひす を 逃して 家 根の 谷 渡り 

栴  梅の 大關難 波 津と筑 紫 潟 

難 波 津の梅 は  一 g を 八重に 詠み 

梅が 香 は 坐蹿の 鼻の 邪魔に なり 

まだ 干葉 を かけた ま 、 唆く 村の 梅 

風の 來る た び に鄰の 梅 を ほめ 

e うべ- S 飛 物 何 だんべ い □□□ 梅 

梅が 枝の 股に 發 句の はさみ 紙 

柳  五日 目に 柳のう ごく おだやか さ 

あはれ なる 柳 猿 澤隅田 川 

立 春 立春 大吉 かた ノ\ は讀め ねえ 

滑 禱發句 類題 集 二 編上卷  • 


光陰の 矢に も福內 鬼 外な り 

若 草 一 寸の 草に も 五分の 春. S 色 

連 歌 御 一順 H に 照り そ ふ 日 輪 寺 

嫁の 禮 嫁の 禮御 春み じかにな つてから 

門の 松 も 首た けになる 嫁の 禮 

帶 付け て 出る ははし よった 嫁の 鐘 

霞  船 も 帆 も 色紙 は© む 和歌の 浦 

御簾 ほどに 霞の か、 る 花の 王 

雪 解 雪 解して 鼓が 瀧は亂 拍子 

消え 殘る 雪に 月 毛の 駒が 嶽 

乳 を 餘すゃ うに 雙子 の 雪 は 消え 

冤 ほど 遠 野に 雪の 消え 殘り 

山 笑 笑 ふ山殘 りの 雪 も 白 腐 ほど 

春 雨 春雨に うたれ てるる は 鼓 草 

四 一 五 
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はう ろくに 霰た ばし る 春の 雨 

春雨の 奥 海と なり 山と なり 

鶯 菜 うぐ ひす 菜 ほう ほっときく 辛子 あへ 

嫁 菜 雪の わた とれて 嫁菜の 貌も 2^ え 

ひっつめる やうに 嫁菜 を 姑つ み 

鼈 かへ 太宰府 はもつ と はやると 營 はなし 

鱟か へ は郭 にあり たき 神事な り 

白 魚 白魚の目は楊責妃の手の黑^^- 

篝 火の 本へ 源氏の 魚が より 

雪 雀 揚 雲雀 人で 申さば おちゃつ びい 

野 出合 ひの 上で いちゃつ く 舞 雲雀 

薪 能 薪の 御 能 飛火 野の 近處 なり 

初 午 翁 神 ゆ ゑに とうふ を 好きた まふ 

狐の 子 出来て 一 一月が 初 幟 


四 一六  一 

不 拍子が 神慮に 叶 ふ 午 祭  一 

蛇 穴 を 出 鶴の 尾が 扇の 芝へ 這って 出る 一 

維 子 八 ッ目蛇 さがして 歩 一：；： く 近目 維子 

蛙  飛ぶ 蛙 鋭が 池 を 優らせる  一 

目ッ かちの 蛙 i^sl に とんで 行き 一 

暮  鼻筋が 脊 中へ とほる ひ き が へ ろ 

暮薩摩 土瓶の 肌 も あり  一 

淫槃會 蟲 けらと 一 座に 二王 泣い て ゐ る 

ぷ會も かま はす 猫 は 妻 を 乞 ひ 一 

西 行 忌 西 行 忌 此の 身 を 捨てて 猫の 戀 一 

西 行 忌 比に は 見 え ぬ ふじ- S 山 

蕨  にぎり K の ゃラに If 蕨 草 を 分け 

春寒し 山の わらび も ふところ 手 一 

W  槍う めに 引ッ か、 つてる 奴 W 


もう 水 も 汲まぬ 奴の 下り^ 

歸 臈 琴 注 ほど 霞の 中 を かへ る 鳴 

維 祭 雜 棚の 志賀を かくす も 山 ざ くら 

小 笠 原 流で 供 へ る 雛の 餅 

雛 抱いて なめて ゐる のが^の 主 

初節句 その きさらぎに 餅 を つ き 

ひなの 膳 客 は 左 やにぎ り 箸 

紙 雛 も 母の は 腰が ま がるな り 

ぜん ま いも きれて 煮し めた やうな 雖 

桃の 御所 鼠に 姐妃 ほど さわぎ 

雛 だ ん の 猫鹅ほ どに 嫁 さわぎ 

ひな 棚に 艾は姊 の イイ 頓智 

薪 ほど 乳母が 里から 桃の 花 

をし さう に 隅から はさむ 維の 重 

J8SM 集 二 編ま，—  I  


胡 葱のへ. i 進ぜて さるぐつわ 

雛 さまの 出合 春 三夏 六な り 

潮 干 潮干に は 內 の 苦勞も わすれ 貝 

落ちた る はけして 拾 はぬ 潮干狩 

鷹の 餌 を W がれて 潮干に 拾 はれる 

蛤の 出る まで まくる 潮干狩 

遲 日  日の 長さ 管 ほっと 息をつき 

虛空 をつ かみ 反り かへ り 長い 日 だ 

野が け 摘 草 を 捨てて 逃け 出す くされ 繩 

知らぬ 火 を かりて 筑 紫の 野が け 道 

煙草の 火繼穗 して 行く 野 かけ^ 

摘 草の 入物に する 下女が 袖 

草 を わけ 根 を 掘つ てゐる のびると り 

春の 旅 春の 旅 伊勢 路の馬 を 嬲り 付け 

四 一 七 
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茶 摘 御上り の 茶 摘 娘 も 極 そろ ひ 

茶 摘 哏出ぱ な は聲 もに え こ ほれ 

唐番も 茶 摘 もよ ほ ど 聞き 覺 え 

出 吹 問へ ど 答へ す 口な しの 花 を 出し ： 

月 令 光陰 は 鷹 居 ゑた 手 も 鳩と 化し 

化した ての 鶉 應 より 猫に 怖ぢ _ 

蝶  花 どろば う 蝶 は 無言で 追 ひかけ る 

野が け 道 生醉 蝶に な ぶ ら れ る 

櫻 綱 味噌 潮 八重に 吸 はせ る さくら 鯛 

下 戶が箸 取る と 嵐 の さ く ら 0 

花の 散る やうに 鱗 ひく さくら 鯛 一 

櫻 草 入相の ffl 手に た.， T ぬ さくら 草 I 

峯 人 大 峯 S はなし 山伏 ほら を ふき 一 

花  とほれ と はつれな き 11 の 花 ざ かり 


h: ： 八 

釋 尊の 生死の 間が 花 ざ かり 

花 の 辨當 ちらしと は 禁句 な り 

小町 さく らん-穴 の あく ほど 眺 め 

短冊 も 風 に 尾 を ふ る 犬 ざ く ら 

寶り 歩行く 花の 浪閒 のみ さ ごすし 

さくらがり供は目9^んの男なり 

辨常持 を 花 生に して 尺り 

散る ほど は 鐘のと ゾ かぬ 裏吉野 

海棠 は眞字 さくら は 假名で 譽め 

淸 盛の 扇 S ほしき 花 S 山 

生醉 と下戶 とさく ら を ね ぢり 合 ひ 

時津 風ば かり は 花の 敵で なし 

詩 もよ めぬ 李 白の 多い 花の 山 

花， S しら 浪 打つ ほどの 科で なし 


牡 丹 


な ま ぬるい 花見に 茶瓶た ざ つてる 

杯 を 手のひら でさす 花の 山 

牡丹 花に 一 一度 降る 雨の 物靜か 

氣の毒 さど もりの ほめる 牡 aJM 


夏 部 

tr- 花 卯 花の 雪見 はなり も 白が さ， CT5 

卯 花の 雪に 干 鰻の 直 か 上り 

0 鳥 天の 時鳥に も 君 はまた せら，；^ 

や ， しばし 御冠 かたむく 沓手鳥 

5 たがった 許りで 鳴かぬ 時鳥 

聲 のこす 片岡 山の 沓 手-鳥 

聞いて 詠むべき を 式部 は 詠んで きき 

滑 穑發句 類題 集 二 編上卷 


に はとり と讀 みさうな 字 を it 鳥 

引つ こむ 時 は 沙汰の ない 時鳥 

初 蚤に いぢら れて 聞く ほと ゝ きす 

初 鰹 海から は 烏轄子 山から は沓が 出る 

やつ 

桐 力せ 出る 鎌 翁の え ほし <^：、 

初物で 直 も 高まの 松の 魚 

月 令に 見えす 袷が 魚と 化し 

鎌 倉の 魚で 袷に 土の 牢 ， 

松 魚よ ぶ 聲もー ふし 江戸な ま-り 

とめるな と い ふ 身で かける 初 松 魚 

伊 勢 守 では 切り かねる え ほし 首 

扇  眞 中の 扇 座頭 S わすれた の 

圑 扇 をし まれて 海月に された イイ 圑扇 

涼臺 似顔の 邪魔に 澀 うち は 

一  九 


稽發句 類題 第二 編上卷 


チた 


^  f 
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うちわの うの 字引った くる 面白さ 

筑摩祭 鍋の 數 親の 顔まで 墨 をぬ り 

不 工面な 筑摩祭 は 土鍋な り 

鍋 かむ る 祭 も 人が 煮え こ ほれ 

すりこ 木の 數鍋 でしる 御祭 禮 

繩  ほくろ かと 思 へ ば 顏に蠅 ひと つ 

蠅 ひとつ 須 磨の 盆畫 の 濱千 鳥 

瑩  刑 鞭の ほたる 政事に 闇 はなし 

不一 一川 を 鹿 S 子 まだらに 飛ぶ 瑩 

扇の 芝へ 落ちて 來る 負け ほたる 

燈心 草に もえて 居る 車 が 火 

稗 まき の £ に稻妻 {3 ほたる 影 

不細工 も 子 ゆる 5. の 闇の ほたる 籠 

蚊  子 子 も 天上 すれば 人 を ひ 


蚊 帳 


四 ニニ 

佛師屋 は佛の 肉で 蚊 をい ぶし 

蚊 やり 火の 煙 競へ る 美 濃 近 江 

血 を わけて 身と はお も はぬ 蚊の 憎さ 

蚊 やり 火の 馳. y ありがた 淚 なり 

蚁を やけば 同じ 枕に 夏の 蝶 

手に とまる 蚊 を 吹きな が ら 御看經 

輕 羅 となつ て 細腰 を 蚊に 喰 はれ 

蚊帳 寶の聲 もろともに 日の 長さ 

宿 下り 朝寐の 蚊帳 も 片はづ し 

あみ をう っ氣 どり で 蚊帳 を疊ん でる 

喰 ふ 蚊より 噴 へ ぬ 蚊帳まで ぶち 殺し 

蚊 は 出た が概 はもし U ー那 どうな さる 

雷が 羡む 蚊帳の 臍と 臍 

取組む と 時の 聲 ある- M 帳 S 外 


蚤  备 狩の 裾野で 不二の 穴 か 見え 

牵 門に 爪印 を 押す S ぎら ひ 

日吉祭 天が下 晴れて 日吉 s 御祭 禮 . 

心 太 夏來 にけ らし 白妙の ところてん 

ぬるり と 入れて ぐに やりと 出す 心太 

風 車 歸り 道い そ ゆば 囘る 風ぐ る ま 

かたつむ リ イイ 天氣 他行の ならぬ 蝸牛 

單 物 夏の 旅 汗に 鳴 海の 一 しほり 

目-か さ と く なれば 浴衣 地 眠く な り 

菖 蒲 鶴と いふ 身で 這って 居る あやめ ふき 

葉 裏々 々風に 戰ふ花 あやめ 

柏 餅 雜を 立て 加勢 を賴 むかし は 餅 

さする はす 貰って いたい 柏餅 

葉 裏々々 葉 表々々 味噌と あん 

滑稽 發句 類題 集 二 編上卷 


おっとり 刀で 柏餅 を くんな 

端 午 泰平 _s 武者 は 五月に 見る 許り 

立 て て 恥ぢさ る は 鐘馗の 紙の ほり 

初節句 魚 木に 登る 氣 しき あり 

はつ 幟 追々 に 來る諸 軍勢 

花 かつみ 長刀で 花 かつみ 刈る 前 丸 年 

石 榴 燃え立 • つ たやう に 石榴の 花 は き 

ざ く ろ 無 用と 叙 山の 火の 囘り 

夏羽織 やれ 引くな 絲 からくりの 夏羽織 

競 .M 勝馬 は 屁 もい さましく ひりち らし 

楝  馬の 尿 さら ふ 六日の 楝 かけ 

帷 子 茶 S 師匠 數寄星 縮に 紀の 羽織 

洗 ひさめせ ぬが 薩 摩の かすりな り 

五月雨 井 戶繩に 縫 上け をす る 五月雨 
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五月雨に 興 も 腹の 音 わるし 

五月雨の しめしに 困る 鬼子 母 神 

五月雨に 下女 あつくなる 火 打 箱 

晝 寐 竹 綠に晝 寐の貌 はっと 豆腐 

田 植 早 こ 女 は 子を寐 かすに も 田植哏 

田桢 笠かぞ へ て 下る 峠み ち 

早 こ 女 は 一 一の 腕で 拭く 玉の汗 

早 こ 女 は 琵琶 を 引出す 近 江の 田 

住吉 御田 筒 男 s 神事 早乙女 も 玉 ぞろひ 

乳 守から 植ゑ るで 米 もよ く そ だ ち 

神事 ま へ 田植 をし ふ る 姊女郞 

夏 月 數訪の 湖 夏 わたるの は 月ば かり 

腰かけへ 櫛の ふの すく 夏の 月 

氷室 六 一 加賀 さん八 一 は 郭の雪 
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手紙に は 氷 器に 水ば かり 

涼  涼し さは 墨 畫の忪 を 敷いて 寐る 

すヾみ^ 乂 はじまった = 化の 論 

西 瓜 た、 かれる 西瓜 も 本 は 色 出入り 

行燈 にたの む 西瓜の 簿化挑 

西瓜； 诠 人ね ぢ 首にして 逃 ゆる 

花 火 小便の 跡で 屁 を ひる 安 花火 

駄 鳥の 屁と もい ひさうな 安 花火 

不一 ー詣 くりから 龍が 不一 一 を 越す 江 戶道者 

夜 や 塞き 衣 ゃ簿き 不一 一の 室 

雪の 峯 雪の 峯 これ ぞ 暑さの 峠な り 

暑い 事 金 覆輪の 雲が 出る 

夕 立 牛の 背 を 分ける 小 原の 夏の 雨 

夕立 や 草履で 行ける 處 ま で 


其 角み え 小 桶、 〕 ちら へ 銅 だら ひ 

夕立に いざり 拔 手を切つ てかけ  祇園 會 

夕立 は 急がぬ 人の 先 を 降り  蟝 

雷  三度 目に 出て 天晴な 緋の衣 

雨 も 田へ 落す 自在の 御祌號 

樂屋を 知って 師の坊 は 御い のり  さぎ 草 

線香まで も賫り 切れる 延喜八  瓜 

延喜 八お それる 出臍. さくろ 鼻  金 魚 

雷 に 耳と 臍と へ 手-かたらす 

雷の 奢り 出臍の むかう づけ  素 麵 

有り さう でない 雷の. H 左衞門  土 川 

井戶替 揃って 尻餅 井 戶替の 綱が きれ  蟲 干. 

暑  あつい 事たら ひの 中で 縧を 呼ぶ 

枇杷 と 桃 葉 にかり なが ら 暑氣拂 ひ 

滑稽 發句 類題 集 二 編上卷 


生首が 水に 浮いて る 暑い 事 

船 鉢 は 人の 浪閒を わたるな り 

神木の 蟬は 恨み S 釘 かくし 

うろた へ た蟝熊 坂の すねで 啼き 

祗園會 の 火と もし 比に 油蝉 

さぎ 草 をから すだら うと 水 を 打ち 

瓶の 中立 游 きする 眞桑瓜 

金魚鉢 一 一人 禿の 筒井筒 

金魚の 尾 かひ どり を 著た 取り 廻し 

皿に もる 冷 ざう めんの 觀^ 水 

丑^ 日 はの ろくされ ぬ 蒲燒星 

武者 一 騎蟲 干の 座へ 吐ら わる 

著脊長 へ 枝 もなら さぬ 風 を 入れ 

蟲千も 書物 は 道 を 明け て お き 

四 二 五 
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寒さう に 見える 氷の 土 ffl 千 

雛の 風 人れ 檢 扇の ひらく ころ 

寐 冷 子の 寐冷 5.1- 日 夫婦 宣嘩 なり 

蚊帳 鈞草 かやつ り 草に 廣く 寢る蟲 S 後家 

H 鈴 風鈴 も だんまりで 居る 暑い 事 

御 赦 御 就 川 七日 路行 くと 天の川 

あ 咅 

七 夕 天に 川 あるに 川 地に も 雪の 上 

翌日 は 機に 居 眠る 女 たなばた 

七夕 は 川 を 12 りて ぬれ 給 ひ 

秋 一 の 出合 ひ牽牛 織女な り 

盆  七月 は佛も 魂の！： 出で なり 


蟲 


稻 妻 


禾 ぎ 

唐な す 
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苧 がらの 简 火 空 蟝の客 をよ び 

叱られた 事も戀 しき 魂 まつり 

朝が ほ は 茶 を 一 杯の 詠めな り 

翌年 は 千代 井 戶端を 去つ て械ゑ 

朝顔 も 夜 這 ひに 腐の 外 へ 出る 

來る人 を蟲が 知らせる wlf の 庵 

きり  す 背中に 膝 をし よってる る 

きり. <\ -す立 漆 をし て 腹で 這 ひ 

一一お 蟲も 鳴く はす 月 も 笠 をめ し 

いなづまが 首にから まる 不 破の 關 

霧晴 れて杣 を產み 出す 愛子 山 

墨 つ き も 霧 に にじめる 鳩の 文字 

秋風の 吹く につけ 一. しも 袷々 

唐な す を かほよ 氣ど りで 下女 目利き 


德は元 生りと 唐な す 儒者 目利き 

鬼 灯 鬼 灯 S かん 處を 吹く 絲 切り 齒 - 

薄  歌に 詠む す、 きも 果て は 炭 だはら 

葡 萄 ぶ だう 籠鹽 をお ろした 房り 馬 . 

女郎花 腰折れ • 歌 を 詠ま せた は 女郎花 

芋  竽畠 蛸の あしあと 藤の 花 

白浪が 海 か ら忍 ぶ 芋ば たけ 

月 一 ッ もたぬ 葉 はなし 羊 畠 

芋 を 借 しんで 屁の やうな 古跡な り 

長芋 を 惜しむ と 棒に される 所 

芋 は 痰の 毒 屁まで 咳 をせ き 

鹿  かび臭い 布圑 引き合 ふ 鹿 S 聲 

八 朔 八朔に 内で 荒れて る 山 の 神 

八朔の 鵞毛 質屋へ 散亂し 

滑稽 發句 類題 集 二 編上卷 


月  たく はへ は 草庵に 只 月 ひとつ 

むさし 野へ 澄み切って 出る 月と 玉 

月と 中 能い から 雨と 不 破の 關 

月の 歌 許り 歸 朝と 奏聞し 

桂男の 瘦 せこけ て 出る 病 上り 

每 ほど 月影の もる 不 破の關 

更科は 月 山 科 は 星の 影 

放生會 快く とんで 行く はと 養老 四 

諸 鳥に う さ を 晴ら さ せ る 放 牛； 會 

紅 葉 急な 供奉 木々 の 紅葉 を 手 向山 

紅葉 狩 和尙が 出した 般若 湯 

夕 もみ ぢ道 きく美 女の 物凄し 

稻  稻の 徳が寐 ると 百姓 高枕 

尻に 手 を 組んで 見 囘す稻 S 花 

-  四 二 七 
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案山子 


粟 

そば S 花 

茸 狩 

岩 茸 

菊 
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稻の花 百姓の， 目 によし 野 山 

作物の 中で 目 贯は稻 の 華 

陣を 張る 案出 子 丘へ. 糧奉 行なり 

案山子と は 手筋の 綠を 引く 鳴子 

稻の 波す： 賓僭 都立 游ぎ 

嵘峨の 畠 何れ か 秋に 粟の 出来 

散れ かしと 思 ふ は養麥 の 花 許り 

御手 打になる ともしら で需麥 の 花 

取り もせす 娘 笑って いなり 山 

萬 木の 司 木の こも 陽， の 形 

捨子 かと 見れば 岩た け と つ て る る 

木賊 かる 鎌 三日月 えが くれ 

木贼 かり 翁 さ び た る 鎌 を 研 ざ 

大輪の 菊に 限りて よだれ 掛け 


HI 一一 一  〇  一 

友と して 慈 童の 遊ぶ 翁 草  一 

柚 味 喉 急な お杣 みその M をち よいと そ ざ 一 

三度 目 は 柚み その 签も 勤め 死に 

せり 出し の 柚み そ は 嫁 s 道具方 一 

角 力 御卽 位に 雪のう へまで 晴 勝負 

勝 鬨の聲 なり やんで 弓の 式 

散る 花を帶 びて たばねろ 勝 <m 力 

膝に 寐た 子と はお も はぬ 角力 取 

投け. て や る 花 の 羽織 も 肩す か し 

師の恩 を 裸で おくる 角力と り - 

關取も 伊吹 出に は. K へこみ 一 

角力 に も 昔 あ れ に し 志賀之 助 

稻妻は 昨日 も 負けす 今 ni も 勝 

草 角力な ど は あ." lill 獄」 


木に 人 をなら せる 村の 花き 力 

村 角力 蜂に さされて 勝負な し 

合 ひ 力 屁の 出た 方が 貧け になり 

足 もと を 見て 世 を 渡 る 庄之介 

冬 部 

>w 無月 三郞の 曰く 拙者 は 御 留守番 

大社 あの 牡丹餅に 獅子 ッ鼻 

大社 立ち聞き をして 見たい f  〕 と 

玄 猪 白魚の やうに +>J 猪の 供 はまち 

猎の 子から 一 字 違 ひも 火に あたり 

火 爐 手に 足 を 握る 火 據の門 違へ 

穴熊 を ねら ひ 火 缝の山 を 越し 

滑 禱發句 類題 集 二 編上卷 


火爐で の 意見 爪 をば 取りな せ え 

時 雨 しぐれ 晴れ 夫婦 顔 出す 筑波山 

著つ 脫 ぎつ し-ぐれの 亭の箪 の 鞘 

冬 籠 宿な しとい ふ 身で 蘇鐵 冬籠り 

夏 逃 ゆた 日向 を 冬 は 追 ひ 廻り 

雪國は 入定の 氣で冬 ごもり 

落 楚 掃除す る 人 を 木の葉 か 呼び返し 

風が 笛吹けば 木の葉が 舞 を まひ 

時雨 かと 落葉に さわ-ぐ 不 破の 關 

炭  .2: 談の はなし を 散らす 樱炭 

ベニし ぼり 

炭團 の火碎 けばし ばし 紅 絞 

千 鳥 歌人 は 居ながら 潮 を 知る 濱 千鳥 

千鳥の 似せで 明けさうな 須 窖り關 

濱 千鳥 軍 慮 の 種と 鳴 每潟 

  、，—   Lat   ：; 


滑精發 句； i 題 集 二 篇上卷 

水 鳥 一 羽で も 三 羽で も 鴛鴦 哀れな り 

池の をし 月 を 寄せたり 廣 ゆたり 

雪  喚く 時 を 散る と 見 まが ふ 六 ッの花 

その 早足 末世に 薰る 香爐峯  冬 月 

靜 か さは 琴に 蓋す る 松の 雪 

松 島の 雪 はまこと に 六 ッの花  袴 著 

雪 を 見る 物と は 知らす 越の 冬 

乳 もら ひの 淚と ともに つもる 雪  戎 講 

雪の 門 じだんだ 踏んで お 宿 かえ  御講參 

人 參の白 あへ 雪の 赤 合羽 

此の 雪に 黄色な 文字 は 何奴 ぞ  顏見世 

小便の 槍 を 突 込む 雪だるま 

河 膝 王公 肯人も 羨まん 雪の ふぐ 

鳥 は 物 か は-雪の 夜の 觼と汁 


四 三 一 一 

鳆寶は 一 生後 家に 恨 みられ 

河 脉と いふ 晚で ござ る と お 世 い ふ 

雪の 鐵砲直 をき いてび つくりし 

冬の 月 灰汁で 洗ッ たやう に^え 

冬の 月 さても す ご いと 握ッ てる 

はかま 著 は 五 ッ の 道 S 踏み はじめ 

袴 著の 女に も あろ 雪の 上 

魚 も 1^  く賫り 切れる 戎講 

來る年 もお 講に ET た つ 綠遠さ 

田 舍閒の 肩 衣 拉ぶ御 取 越し 

勘亭 流の 書 始めは 周の 春 

顔 見 世の 留守居 は 下女の 役不足 

しばらくの 價 千金 周の 春 

顔 見 世に 御供の 下女 も 裁 衣裳 


蜜 相 


寒 


寒 聲 


塞 念佛 


藥 喰 


氷 

納 豆 


紀 州から 籠で 乘 込む 塞 見舞  鮭 

色々 な 形に 蜜批 の旅づ かれ  鰐 

塞 見舞 鴨 先々 を 飛び歩 行き  煤 拂 

水に 刃が 出來て 寒サが 切れる やう 

己が 首眞 綿で \ る さむい 事 

寒餘の 千秋 樂は福 は S 

塞聲 にさび がつ いたで 川 心し  餅 搗 

人り もせぬ 聲の よくなる 寒 念佛  年忘れ 

寒 念 佛病氣 へ ひ. -く 大木 魚  年 越 

冷 症で 一 一十 日 ほど 喰 ふ 冬 牡丹 

毒になる やつが 煮て 居る 藥喰ひ . 追 儺 

雪の 狩く らう は 居 ゑた 鷹ば かり  市 

識訪の 湖 狐 は 馬の 猿田彥 

納豆の 鴨と 聞 ゆ る イイく らし 


滑 糟發句 類題 集 二 編上卷 


i 紘 引の 腹に 三 ッ四ッ 年の豆 

ぜめ 

獻 上の 鍵 は江戶 までう つ 、 責 

胴上げで 坊主に される 奧 家老 

す 、 はきに 拍子の 揃 ふ 一一 他 ほ、 ) や 

出した の を ふ いて 入れる は 煤拂ひ 

黑ぃ 鼻たら して 古 椀 買 を 呼び 

幸 ひに 義理 を 照らし 合 ふ 鏡餅 

年 わすれた うとう 一 人 水 を あび 

豆 を熬 る に 豆が ら を 焚 く忙 がし さ 

厄 拂賴朝 治世の せりふな り 

賴 政と いふ 身で 御所の 鬼 やら ひ 

むしろとう しんまで も寶る 年の市 

箱 入の 毬は はすんだ 市み やけ 

仁 和 寺 を まねた 手桶に 市の 雨 

四 三 一一 一 
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かつ. ぐ やつ 天福 捧 としゃれ て 買 ひ 

すっぱりと は ゆた と 市の 帚賣 

歳 暮 年の 關 手形の 返る. 1 ィ 仕舞 

朝起きの 家に 寐て 居る 暮の金 . 

家 €： 安全 息災で 屠蘇 を K ひ . 

千歳が 立つ と 萬 歲江戶 へ來る 

門 は 松. 2： は 竹 田の. K 仕 かけ 

掛 取 掛 取の 笑顔 は 右 之 通りな り 

掛 取の 年 ごもり する 六 ッ かし さ 

きたなし 返^と 弓 張って 矢の つか ひ 

返答 はどう だと い へ ば 春の 事 

掛乞 へ 新年 親類 忌中 札 

掛 取の 百 囀りが 上ゲ 句な り 

大晦日 大 日よ く囘 るの は 口ば かり _ 


四 三 四 

こ、 で- ) そ 日 も 招きた き 大.； f 日 

大 三十日 金と り 王手々々 なり 

留守と 答 へ て 消えな まし 大 三十日 

大 三十日 知らす に 年 S つもれ かし 

除 夜 今年 寐て來 年 起きる イイ 仕舞 

乳母ば かり 小 喷で越 ゆる 年の 關 

一 一年 ごし たれて る 除夜の 長雪隱 

來る春 を またいで 除夜の 紐 時計 ： 

地名 名所 部 

江 戶 簿の 名所 招かね ど 人が々 1^ り 

繁昌 さ 國守を どなた 樣と 聞き 

江戶を 見よ とつと 場末に 都鳥 


八 百の 上端へ 落つ る 日千兩 

江戶 にない 物 はと 問へ ばかん こ 鳥 

西陣の 龍 も 雲居へ の ほるな り 

經を 踏む 土地の 名に ィ ィ數珠 や 町 

著 倒れの 地名に 卟ふ 綾錦 

蘇生せ しまで は 名 もな き 房り 橋 

嶸 峨の奧 姦しくない 女づれ 

坂 難 波 津の栴 から ひらく 文の 道 

美酒 佳肴 實に 列國 の臺處 

難 波津の 名所 は 塵の 知れぬ 池 

日本の 米 W 集まる 喰 ひ 倒れ 

金 洗 ふ 水 染色の 地に 合 はす 

： 道 紫へ 來る 道の 記 も 五十 三 

御條目 道の 分ッた 札の 汁に 

滑稽 發句 類題 集 二 編上卷 


大津输 が 一 ッ餘ッ て 内に 張り 

東海の 道に も蜘の 下り上り 

族い 事 馬 も乘 込む 乳母が 餅 

風景 も 不思議と 許り 筆 を 捨て 

開^ を たれろ と ai で 共の 當座 

蛤 も 桑 名 此の ごろ 生で 賫り 

へ.^ むくの 目赏は 粉の 眞 正面 

鱸の 金高 積る 宮. の ふね 

日 坂で たらぬ 嚼は首 陽 山 

うつの 谷の 娘團 子で 縫 ひなら ひ 

大 井川る ざり が 歩行く やうに 見え 

有り ッ たけ 御 駕へ たかろ 火 十 川 

川 あきは 宇治 S 合戰 ほどに 見え 

富 ± 川-かと まり 蝨の牧 狩し 

£ 三 五 
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夜のう ちに 出來 たで 夢の 司な り 

實に 不一 一はへ こまぬ 國の 印な り 

山の 圖に扇 を ひらき 奏聞し 

孝靈五 仁者の 好む 物が 出來 

箱 根 越え 橫根 木の 根に 休んで る 

近 江 八景 鏡 山 うら は 湖水の 天下一 

琴の 音 は 景色 の 外の かくし 藝 

唐 崎 もまた すてられぬ 夜の 雪 

杖 突いて 琵琶 さし 舰くー  ッ讼 

無 雅ナ奴 堅 田へ 疵の 鳥お とし 

臈 行に 拉び堅 田の 田梳笠 

七景を 跡に 預けて かへ る 脇 

撞 きばえの せぬ 三 井寺の 明の 鐘 

首の 葉に 調べ きられぬ 琵琶の 景 


.  1: 三 六 

寢 物語 鄰國の 夜 這 ひ 美 濃 紙 持って 來ろ 

國界美 濃の 方で は油斷 せす 

鄰國 へき こえる 美 濃の す ゝ り 泣き 

三 ！^:^ 橋 立の きれ ど をつな ぐ 雨後の 虹 

十 か へ り of- て も ni に 飽かぬ 千忪島 

宮 島は榮 花の 夢の 覺 めの - 〕 り 

和歌の 浦 名殘 をし ゆに 鶴の 立つ 和 耿の浦 

蜜柑 碟 鶴の たつ 和歌の 浦 

和歌の うらや もめの 浪に女 夫づる 

舞子 濱 面. S し 舞子が 濱に浪 つ ，>r み 

濱々 と 舞子 を譽 める 江戶道 希 

松 浦 潟 我が 夫の ふと まね-ぐ. 2： しゃつ きばり 

其の 常 座 宅の はえて 居 る 松？ S 潟 

さで 彥の歸 朝 女房に t.r か 生え 


生 類 部 

鳳 凰  鳳凰の 日く 出よう カナ ァ 船缺 

鶴  名聞な 鳥 は 文武へ 五 百年 

丹 頂 は 天窗が ちなる 放生會 

明日 御沙汰 餌 蒔きの 身に も 夜の 鶬 

鸚 M 異國 か. -來て も 蒔 は江戶 言葉 

耳擦り 鸚賴 きょろ くくく し 

鷄  さい は ひの やうに 鷄腹 をた て 

駄 鳥 火の 側 もい やと 駄 鳥の 食 もたれ 

慈悲心 鳥 住む 鳥 も 神慮に 叶 ふ 慈悲の 聲 

杣の 斧お も はすた ゆむ 慈悲の 聲 

鳩  四 五枝 ほど 下 ッ て 治ろ 養子 鳩 

滑 精發句 類題 集 二 編上卷 


口 を 吸 ふ 事 をば 鳩 か をし へ 烏 

家 鴨 繼 母に 育てて 貰 ふ 家鴨の 子 

鶴  鶴病氣 三度 三色の <M 好み 

； W ッ尾 では 蛙 天 窗で 桃 を^み 

鶄 鵠 鶄 は 一 度 をし へて あきれはて 

麒 鳞 十日 目 S 雨 はき りんの 背 を 分ける 

聖人の 照へ じゃれつ くき りんの 子 

馬  3^ 銀に かけ を 追 はせ る 借 馬 引 

鹿で なし 路駝 でもな し 佐 野の 馬 

大根 をお ろせば 馬 もから みなり 

後 足 を團扇 に 遣 ふなつ の 馬 

馬の 老い込み 泥 田に て 棒 を 引き 

猿  おぶさった やつが 養 ふ 猿 ま はし 

狐  殷紂 S 淫傾 國の獸 なり 

四 三 七 


犬       鼠  猫 


滑 氇發句 教題蘖 二 編上卷 

.啞 にと り 付き こまって る 馬鹿 狐  羊 

： 添 乳 をぬ けて 一 首 かく 化の 皮 

毛深い と 許り 保 名 は 思って 居  豚 

0 の 遺 言茶盖 に は 化けるな よ  漠 

たぬきの 日 待ち 金玉 を ひろ ゆ くら 

： 音樂が 腹鼓 だで 射て 落し 

かたくが チアと 女 腿お も つ て る 

霧 を 吹く や -フ に 逃 ゆ 行く 負けた 猫 

猫の むつ 言大 音で 大ょ がり  龜 

手勢す ぐって 三 四 人 鼠 狩り 

領櫃 へ 鼠まん まとし のび 込み  蟇 

犬 きら ひ 身投の やうに 袖に 石 

稻麻竹 葦と 圍 ませて 犬つ るみ  罎 

犬の 屎 口三味線の 絲が 切れ 


四 三 八 

張り 交ぜの 屛風 羊の. おもく 販 

塵紙 は 羊 リ釗領 の やう 

兼 て 無き 身 と 思 つ てる 外科の 隊 

芝居の 夢が たべたい と 摸の 嫁 

獏の 子の た.. - はう つ 、を 喰 ひた かり 

大病の 漠 いびき さへ 逝り かね 

獏の 屁は寐 言の やうな 音が する 

妄想 はさ かりの 付いた 俊が 喰 ひ 

龜と鶴 桃 を 盗んだ ほど 違 ひ 

せめて 銅の 札で もと 龈 おも ひ 

鼻筋の 背中 へ 通る ひき. か へ る 

暮薩摩 土瓶の 肌 も あり 

七 曲の 玉に は蟮も にくから す 

.W す S か 口 を 吸 ふの か 曦の道 


毛蟲 さ-" 浪を背 中 へ うたせ 毛蟲 かけ 

蟲  御 花見に 出られて こまる 古布 子 

蝨 をと るに 常體の 眼な り 

鯉  乳の 藥 里から 魚 を 舞な り 

鲷  鯛の 味噌 清 へ 尾 紙の かぶせぶ た 

i?  昆布の 魂 一寸の 鮒に あり 

鰹  花鰹 葉 ざ くら ほどに 下女 はかき 

鰹ぶ し 茶臼に 遣 ふ 安かん な 

蛸  淸 盛の やうに っッ立 つ 鍋の 章魚 

つるむ 蛸蛛手 かく 繩 十文字 

龍 宮の弔 ひ 蛸が 導師な り 

烏 賊 龍宮 の扳屛 烏賊の 墨で 塗り 

ス ヮと いふ 時 烏賊の 吹く 最期 墨 

鰻 纏 ー滩燒 もれつ きとした は 二 本 さし 

滑稽 發句 類題 集 二 編上卷 


ちゃう ちん 

11 の汕 提灯が よく とほり 

經 好き 初手 一 皿 はすし 夢中 

うなぎやの 女房 天 窗で櫛 を 買 ひ 

衣食 器財 部 

衣 類 鯨 世に出る と 肩衣蛩 居な り 

琴の 身が ま へ で 袴 を 嫁た ， み 

風な りに 羽織 をた 、 む 船の 中 

へ ん てつな 物 を 著た なと 不風流 

丈な しも めん 物 さしでた ゝ かれる 

米  五六 人 びっこの ならぶ イイ 米 や 

竹槍で 脾腹を ゑ-ぐる 米 だはら 

酒  上がた の 高 根に ゆる 不二 見 酒 

四 一二- 


滑稽 發句 類題 集 二 編上卷 

すき 腹 へ 劍 久最 ぐる やうに きき 

甘口な 意見で いかぬ 酒の どら 

百 毒の 長 だとお も ふ 一 一日 醉 

ふらす， ， -は吞 むと 段々 靑く なり 

急 度せ ぬ 座し き へ ちろ り 袴で 出 

五分々々 と 言 ふ は 喧嘩の わかれ 酒 

居酒屋の 軒く だかけ のから ごろ も 

けちな 酒 も. S 無 ぃ處が つもりな り 

面 赤くな つて 来る ほど 面白し 

すぶ 三の こ ろが 酒 もり 面白 し 

. 連 をば こまらせ 犬 をば 悦 ばせ 

. 猪の 口 を やったら 上 戶吸ひ 

土蜘の 身ぶ りで なめる こ ほれ 酒 

どぶ 六と おでん 立ッ てて やっ付ける 


四 四 0 

元は 同家で 不和と なる 餅と 酒 

餅  のし 餅の 裏 はむしろ のしの ぶ摺り 

牡丹餅 は 小豆の 方が おんら しい 

貰ッ たかして 牡丹餅に 角が ある 

他人の ます さ教 むまい 牡 外 餅-た 

摺子木 を 鍋へ 突 込む 安 法事 

下 戶 おおさへ を 三番 叟 から： 卜 戶は言 ひ 

下戶の 客膳 は 急け と おっぱじめ 

山川 へ 通 ふちろ り は 下戸の 客 

右側の 小 閒物店 は祸氣 なり 

菓 子 葛まん ぢ うは 五臓まで 透きと ほり 

藩 皮傻頭 はづ かりと 割って 噎ひ 

長 崎の 塵 運んだり 砂糖 船 

麵 類 のり さらく と 押し もんで 和尙 そば 


けん どんな 箱へ やさしい そばの 銘 

五六 人手 打で 濟 ます 安 喧嘩 

親切に 一 膳殘 すそば の はし 

砂の もる や うな のれんへ 薔麥 と 書き 

海 苔 燒海 苦に 生醤油ば かり 爪 はじき 

水  新しい 物 は 數寄屋 に 水ば かり 

命な りけ り 小夜 更けて 水の 味 

水瓶へ 夜 這 ひに か、 るの ん太郞 

金 錢 大判 は惡 所がよ ひ をせ ぬた から 

金銀の 重さ 力で 持てぬな り 

兩替 星せ め 念佛の やうに 打ち 

世の中に 持つべき 物 は 小判な り 

よく 囘る 人が 押させる 錢車 

錢 でさへ 丸く いかねば はね 出され 

滑稽 發句 類題 集 二 編上卷 


遊山 溫 泉へ 行く は 持った る 病な り 

文字 金な りと 囘らぬ 筆で 書き 

大金 利金 借金の 狂 ひ 獅子 

ふんどしの 金と も 知らす 齒 にあて る 

玉  珊瑚 珠を目 鏡 を かけて 買 ひかぶ り 

武 器 源氏の 御代に 空蟬の 具足 櫃 

御 具足へ とほす とい ふは蟲 ばかり 

松の 御代 遊び 仕事に： b 具足 

御代 はとん く 鳴らぬ は 陣太鼓 

孫 六 は 千代 を賀 したる 壻 引手 

的 の 畫 に 穿胸國 の 鳥 を 書き 

まさかの 時 は 質に 置く 鎧な り 

入 ツ子 ゃ假 親で 卷く 安い 柄 

諸道 具 鐘よりも 提灯 重き 獎の葉 

四 1: 一 
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目の 覺 めた 細工 枕で 時 をう ち 

大店の 火鉢 藥罐は イイ 道具 

密談の 火鉢 一 一人で いぢ 0 消し 

狀 箱の 蓋 を嚼み 付く やうに ふき 

高 島の 硯も勻 ふ 古 梅園 

あぶられて 五臓 をし ほる 安 煙管 

永ッ尻 きせるが 出たり は ひったり 

燭 臺は腮 へ 毛拔を ぶら 下け る 

指 切 九の 土たん 場 は 箱 まくら 

やの ぬきさして 船底 ギ ツチ ギチ 

な ゆられて 心が はりの する 鋏 

吹き降りに 首 を 谷んで る 蛇の目 <^ 

勝手 道具の 大將 はかぶと 鉢 

壁燧へ 新田 足 利陣を 張り 


蹴られて はだ まって 居ない 銅盟 

德 利の 指に 鼎の 物が たり 

德 利の 笑 窪に 布袋 笑ッ てる 

大 I1K ひ 客 も 帚 もころ ゆ 出し 

片小鬚 から 年の 寄る 撰橺帚 

綠側を 一 ッ どやして 掃き 仕舞 

短慮 功 をな さす すり鉢み ぢん 

中が イイ さう で惜鉢 目が つ ぶ れ 

引 S は 菩薩の 罪で 目が 潰れ 

吹 竹の 風に 浪 たつ 帆す *貝 

腹に すゑ かね 吹 竹が 性ば しり 

たまさかに みんな ふさがる 七ッ鉢 

生 海 萏に又 めぐりあ ふ 貝狗子 

吹 忭の利 勘 後門へ ロロ鲖 


質 物 左迁 になります と い ふ 公 家 の 質 

槍まで も 曲 ゆて 遣 ふ は 御 不勝手 

長 船 も 流れ 次第の 御 不勝手 

波の 平 浮きつ 沉み つ 御 不勝手 

利 を もって 解く も 質屋の 繩 目な り 

兼 房 を どの 質屋へ か 置き わすれ 

かさぬ とい ふに 質く ど い 


滑稽 發句 類題 集 二 編上卷 
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沿 榜發句 類題 集 一一 編中卷 

滑稽 發句 類題 集 二 編中卷 

公 家 音 

御 所 紫宸殿 左 は 忠義 右 は 孝 

國に飢 ゑなくて 正しき 御冠 

鳳輦の 內には 御衣と 航鳞錦 

日 木武糞 ふしくれた 夷賊へ 直な 日本 武 

吾妻に 緣も確 氷と 御な ゆき 

草 を 難ぎ し 如く 夷賊を 切りな びけ 

大和 星た けと 申した き 御 仕 打 

神 功 皇后 胎敎 のために 三韓 攻めた まふ 

勝ちた まふ 害 腹中に 弓矢 神 

女の 業に もろ f  > し を 粉に 碎き 


三韓が 皆したがった 美し さ 

將 門 人の 眞似 する 猿 島の えせ 公卿 

十 膳 S 喰ら ひだ ふ れ は ぬ 御所 

相 馬 御所 攝 家になる は 意 司 

据を ふ まれ 將恭倒 し の ffls? 公卿 

道 鏡 道ならぬ 鏡 〇〇 の氣 をう つし 

道 鏡に ある、 ぞくと □□ 大社 

眞 中の 足で 〇〇 へ ょぢの ほり 

萬婦不 常の 道具に て 〇〇 し . 

あれば ある ものと 〇〇 の 御 満悦 

君が た めな が く もがな と 弓 削た もち 

夫れ まで は 七 人 〇 で 弓 削す まし 

業 平 戀の 重荷 を 背負って ゆく 芥川 

在 五に はちと みやびた るから 衣 


あれさつ めら せ 給 ひそと 芥川 

有 常 も あぶ なく 思 ふ 遊び 處 

荅 朝顔お つ 付ける 筒井筒 

行 平 月の 名所で 雨風 を 御 寵愛 

行 平 は 潮 仕 立の 口 も 吸 ひ 

松風が ふくと 村雨 一 ト しづく 

あいにくと 兩 方へ 出る 須 磨の 月 

よく 腰骨が つ ゾ く ぞと須 磨の 蟹 

深 草少將 よし 百夜 通ッ たと こが 始まらす 

少將 は榻の あて かきな ども やり 

の つ ぺ ら ほうに 少將 は氣が つかす 

小 町 玉座 間近き せんたく は 和歌の 論 

いざ 立 寄って 見 給へ と 洗 ひ あゆ 

萍に 十一 一 一 重の 腕 まくり 

滑 精發句 類題 集 二 編中卷 


小町が 仕事 萬 葉 の あら ひ 張り 

これ 見な 水に 浮 草と 小町 ィヒ 

秀 詠の 妒み にも 出る 角 だら ひ 

. 歌の 白浪 萍の 根な しごと 

それでも 小町 深 草に はえ ははえ 

コ ハ 珍事 小町に 臍が 一 一 ッ ある 

玉 藻 三 國の王 を はめた も 一 ッ 〇 

最期 屁 を ひらせ たが 和の 譽れ なり 

宫 女 槍 扇に 胸の 火 をす る 官女 達 

官.^«^達頭痛の灸をすゑたゃぅ 

武家 部 

義 家 名將 S 名 こそ 世に 散る 閼の花 

四 四 五 
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緋 絨も柹 色になる 前 九 年 

宗 任 國 がらで 宗任梅 を 鼻に かけ  淸 盛 

御所の どよめき 何事 ぞ 梅の 歌 

秀 鄉 秀鄉も 一 一度 目 は 唾で 根まで 人れ  重 盛 

すぶ/ \ / \ と 秀鄉は 客に 行き 

綱  羅生門 馬 はま ごく/ \ /\ し  實 盛 

衩は手 事と 渡邊 くやしが り 

賴 政 一段に 風雅で 昇る 源 三位  平 族 

賴政は 歌で 美景 を. a. し 請け 

詠んだ の も 射た の も 同じ 夜 の 鳥 

思 ふ 矢つ ほへ 射 込んだ は 源 三位 

拙者が 落ちる と中氣 だと 賴政  義 仲 

骨 は 折れ 地 紙 は殘る 宇治の 芝 

隼 太 猪 隼太サ アキ ャッ とで も 言って 見ろ 兼 平 


四 四 六 

眞菰で も イイと すね て る 猪の 隼 太 

月 を 招く と 淸盛は 腫れ 病 

水船で 蛸の のた くる 御難 病 

日本の 小 松の 茂る 醫王^ 

後悔 を 先に 立ッ たは 小 松 殿 

髪の毛 を 塗って 軍が 若が へり 

m 斧の やうに 髮髭を 洗 ひ上ゲ 

老武^^；の平家八しまで海老になる 

奢ッ たが 德 になった と 海の 底 

盧 生が 夢 の 半ば に て 平家 さ め 

おごり 仕舞が 西 海の 潮な り 

木 曾の 朝日に 北 國の雪 も 消え 

巴に も 粟津が 原の 御殘念 

くりからの やうに 兼 平落 馬す る 


兼 平が 塚 を 取卷く 早苗と り 

巴  殘念 だのん しと 巴 生 怖られ 

和 田 合戰に 名の 見えぬ 婆々 ァ 武者 

賴 朝 .賴 朝 は 海より 深い 池の 恩 

源 家 再建 山 木から 切り はじめ 

石橋の 鳩 は 神慮の 御手 品 

放生會 扇が 谷 も 天地 金 

あらば ち の 軍 佐 殿 穴 這 入り 

義 經 兄樣は 苦な し 御舍弟 九郞性 

牛 若 丸の 御供に は 足駄と り 

鼻息 を しづか^ (\- と 御曹子 

義 盛 和 m 一家 百がぬ けても 馬鹿にせす 

義盛 はだき しめられ て ほ つ. と 息 

重 忠 _ ^と！ « 荷で 責めた の は 畠 山 

霧發？ 類 MMLLffl: 卷， , I  I 


奧 中が 相模で 秩 父 も て あ まし 

景 時 飛車の きく やうに 梶原 工夫す る 

景 時が 下知 は 上意の あたま かち 

景 季 する 墨へ 水をさされて 二番 ま 

我が 陣へ 人れば 旅に 枝ば かり 

繼 信 胸板 をす ゑて 忠義の 的に たち 

辨 慶 橋ぶ しんす るかと 思 ふ 衣川 

な ぜだ え と 武藏靜 に なぶられ る 

不川 物と もに 辨慶 八ッ 道具 

靜  千 羽の 後の 一 一の 舞は靜 なり 

曾 我 兄弟 兄弟の ほまれ 三國 一の 場所 

虎の 卷 さと 祐成は 封 をき り 

ふり 袖に うかと 蝶々 押 へ られ 

五郎丸 變生 女子で 蝶々 をと つかまへ 

 .  I  ：  


滑稽 發句 類題 集 二 編中卷 

其の後 はねから 沙汰な き 五郎丸  義 與 

北條家 三角な 法で 時 政 世 を ふま へ 

燒餓の 代 は 生 味 で 酒 を吞み  正 成 

相 州 を靑砥 で切疆 琢磨す る 

安い 時 ま、 フ けて 高い 時つ ぶれ 

常 世 名木の 焚火 はまれな 雪 やどり 

源左衞 門. E 吹 色 は 領ば か り 

時 を 得て 切りく ベた 木に 花が 唉き 道 灌 

扶桑 木 焚く と 天下 を 讓る處 

佐 野の 粟 これ も榮 花の 焚き 初め 

召 し 召 だ さ れ 常世 燒 火の 閒へ 詰める 

やどな き 旅僧 をい ぶす 雪の 宿 

義 貞 勾 常に 目 を なくなした 左中將  信 ケ： 

海へ 太刀と は簿 際の 智謀な り 


四四 八 

生きながら 新 ra  誓の 船に のり 

無念 さ は義典 そこ に氣が 付かす 

樟の 木は藥 にしても W 裹 守護 

石になる 木 は；. 1 朝の 柱な り 

神代に もき かぬ 千 n 十 の は か り i.  J と 

きたなき ものの 振舞 やと 千 门 十責 

湊川 これ 一て 楠 家の 夢 S あと 

江戶 紫の 下 染め は 桔梗な り 

山吹の 後 は 一 一道の 勇士な り 

道 灌も金 を かせ かと 初手お も ひ 

實 にならぬ 花が 歌道の 種と なり 

山吹がない と 古 稍 出す つもり 

ききが ひ- S ない は 哀れな 野 田 の 笛 

信 玄も鐵 砲 疵は秘 しかくし 


道 鬼 五體 不具 なれ ど 武道の 鬼神な り 1 

勘 助が 麁相 車で 足 を 引き  一 

勘 助が 片身 信ケ： 氣 にいら す  一 

謙 信 謙 信 は 甕で 信義 を 磨くな り < 

信 長 おために はけつ してなら ぬ 本能 寺 

からめての 大將は 蘭 丸と 御意 一 

光 秀 暴 月 かな やうく 天氣 三日 持ち 一 

せめて 藍から 棒なら と 明 智言ひ ： 

秀 士。 鷹になる 氣 ざし 草履 をぬ くめ どり" 

凡人に 智楚 もま しらの 御 相貌 _ 

草履から かた 道つ いた 天が下 

和の 譽れ 鋤激で ほる 耳の 穴 

耳 を 切り 萬 國の目 を 驚かし  一 

馬 印 千な り 桃で イイ 理窟  . 

滑 精發句 類題 集 二 編中卷 


加 泰 

小 西 

喪. 0 

片 桐 

眞 田 


大 〔4: 

石 m 


異國ぜ め 日本で 撫でる 髭の 统 

分厘 も 引くな くと 小 西 下知 

大 坂で 後藤 目 貫の 男な り 

片腕の 武士 茨木へ 退去す る 

大 坂で あったら 錢を むだ づ かひ 

一 一六 勝 食 は 兄弟の 敵 味方 

大 坂の 名殘眞 田の 七變化 

刑 部が 敗軍 駕籠 煙 立てて 逃 ゆ 

ぬるい 茶で 段々 あつい 御 取 立て 

寺 小 性 淀の 夜船 へ 掉を さし 

縞 がらが よす ぎ 石 田に 似合 ひかね 

千な りを眞 似て 三ッ なり 直 もがれ 

大 がきが 落ちて 石 田 は 涎い 面 

石 田 組 尻の 金から 總 くづれ 

四 四 九 
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四 
五 
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滑稳發 句； I 題 集 二 編中卷  四 五一 


滑稽 發句 類題 集 二 編中卷 

曾 利 キヤウく と 召す のに 曾 a: 利々々々 來る 

戰 場 彌生 端午 を 取り ちらす 擅の 浦 

,11: 黑の 馬で 宇治川 先手 後手 

それ 首が 早く 玉よ と 船い くさ 

ま け いくさ 

卷物を 見ても お へ ねえ 負 軍 

奇妙な 形で 尻 もふく 鎮 武者 

武家 雜 高枕 今寢返 りの 武士 はなし 

召 物の 裏 も 若 やぐ 御 勤 功 

差 料の 件 へら 武士の ごくつぶし 

御 不勝手 酢に も 酒に も 味噌 一 人 

落馬 笑 ふな 若さ まの 伯 父樣だ 

妾が 兄 宇治へ 落ちて くやう に乘り 

名は姊 のか ゆ ゆと 申す に はか 武士 

娘 § ゑ 生まれ もっかぬ 武士と なり 


四 五 二 

不男サ 若い 時から 奥 家老 

檢 持の くさめ は 鞘が 身ぶ る ひし 


農 家 部 


稻の花 百姓の 目に よしの 山 

蚊 遣 火 は 村に けむたき 長が 門 

稻 刈って 天地に こ はい 物 はなし 

農民の 手に 豆が 出來 米が 出來 

稻 刈った 夜 は 近くき く 遠ぎ ぬた 

村 分限 雜 煮へ かける 花 まぐろ 

稻子 飛ぶ 田 を 刈る 她の 据模樣 

此の 處 小便た のむ 田 令-道 

とぐ ろで もまき やれと 村 S 初巳 待 


百ェ部 

0 師 鎧師の 上手の しれぬ 御代の 德 

.  御靜謐 H 面の わるい 御 具足 師 

槍 師 物置に つか ふ 槍 星の 綠の下 

槍 星の 丁稚 親方に こかれ てる 

刀鍛冶 火花 をち らした/' き 合 ふ 刀鍛冶 

相槌に 拍子の 狂 ふ 犬の 聲 

研 師 イイ 屋劎の 山に ことならす 

コ イツ 大變研 星が 氣 かちが ひ 

大 ェ 墨 を 打つ手 は 楊 弓の はなれな り 

流れ矢の 來るは 大工の 家 根ば かり 

雜で氣 を もみ 雜で息 をき り 

滑稽 發句 類題 集 二 編中卷 


直な 木 を 曲 ゆて 遣 ふは^ 大工 

墨 壺のロ も 干 上る 下手 大工 

仕舞 ふに も 出す にも 鉋た ゝ かれる 

夜なべに は 大工 世繼の ほそ を いれ 

間 柱を大 工手 斧で おつば つり 

此の 穴へ への 五 入れろ と 大工 ィヒ 

木 挽 日盛りに いびきの 揃 ふ 木 挽 小屋 

かはいい とい ふ 身で 木 挽 精 を 出し 

石 ェ 仕 合な 嫁 だと 石 星 朱 をつ ぶし 

七輪 も 五 りん も 石屋 彫って ゐる 

杣  心 ある 籼 まさかりの 花 を 除け 

杣が 子の 名 を 猿 松と 呼子 鳥 

から 腹 を か 、 へ て 杣は猿 を 追 ひ 

疊  疊 屋の氣 どり 箪笥 を 重く 持ち 

四 ff? 三 


滑稽 發句额 題 集 二 編屮卷 

じだ ん だ を ふんで 疊星絲 を し め 

疊屋 はお やした やうに 腕 を 出し 

家根葺 口中 醫ネ へ 家 根 ふきの 弟子が 來る 

家 根 ふき は 舌で かぞ へる 釘の 数 

咳の 出る 度に 家 根 や は 損 をす る 

料 人 庖丁 も かれて 大根 も白髮 な り 

泡 丁いたら す 指 を 切る 料理人 

料 1^ 人に がし た 鳥 を 綱 杓子 

經 師 經師星 は 千代が 蚊帳まで 洗 ひ 張り 

表具 星の 数珠 は 諸宗に 拘らす 

陶 ェ 大佛の 衣紋の やうな 瓦 竈 

彫 我が 目 や 口 を ひん まゆて 面 を 彫り 

琴 師 氣が 付いて 見れば を かしい 御琴師 

三味線 師 たらぬ 乳 を灸で 仕立てる 三味線 星 


四 五 四 

三味 せんや どこか 調子の イイ 男 

鏡 研 貌を ぬ 日 は 腹の たつ か、 み 研ぎ 

組 伏せた やうに お さ へ る 鏡 折き 

煙草 切 駒と めて 膝 打ち 拂 ふちん こきり 

ねた 刃 合 はせ て 一 ーッ胴 ちん， ) きり 

染物師 譃 をつ く壻 をと 紐 星 吟味す る 

靑ぃ手 を 下 ゆ 明後日 ま で と 一一 一一：： ひ 

縫物 師 摘 草 を 針で ほって る 縫箔屋 

鋏 研 狭 研 の はしに 卷ぃて 居る 

髮 結 人の 氣を 結うて 髮結 流行るな り 

髪 結 牀寄合 ふともう た ほば なし 

髮結 へ ち ひさな 敕使 三度た ち 

ソ！？ I 結の 頭痛 此の ごろ 風ば やり 

噺 家 下手 話 われ 落ちに きと 語るな り 


はなし 家 は 世間の あ." で 飯 を噙ひ 

講釋師 下手 講師 s: も 兵糧せ めに 逢 ひ 

八 島 ぜめ船 を 濯がせる 下手 講師 

雜  なれぬ 内 手 負 ひ S やうな 紅と ほし 

船 撟も渡 つ て 來 たと 菓子と ほし 

足兒せ をして 雇 はれる 娃ゃ とほし 

商家 部 

堂 島の 利 運順慶 W の 人 

貫 穴へ 疱丁 いれる 木藥屋 

賫る 度に 數珠ゃ 改宗して 拜み 

香具 寶先づ 己が 鼻 ひこつ かせ 

つく 芋で 八百屋 一 ータ 見の 物が たり 

滑穑發 句； i 題 集 二 編中卷 


似た 山の 鮫に 呑まれる 道具 市 

下り坂 はう ろく 賫 りの 目が かすり 

一 合の 油ぬ き絲 ほど はまけ 

檜 扇 を せて 直 をす る 干物 賫 

香の 圖に寺 中 を 歩行く 豆腐 寶 

古 婉 を 買 つ て も喧 つて 通る な り 

丁稚まで 物知り 貌の 唐物 星 

荒つ ほい 下女で 燒繼き 世 を わたり 

引 札 もされす 棺屋の 店 びら き 

爪先 を かじ つ て 足袋 星領 をく ひ 

齒 磨が 賫り、 じれる とすら り拔き 

聲色 は囊砂 を寶ら ん はかり 事 

女房へ 日ば ひに か 、 る 夜 そば 賣り 

夜 そばう り 日な ベ 細工に 子 を f 】 さ へ 

n 五 五 


儒 
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伎 能 部 

直な 道 字 突きの 杖で をし へ られ 

明 德の道 Is 假名の ひろ ひ讀み 

道五ッ 草臥れ ものに 知れ かねる 

掘 出し もの の 最上 は 論語な り 

儒の 道 をた どり かねた る 秦の闇 

貧擧者 絡の 昌平 $紋 どころ ， 

生きながら 土葬に される 秦の 儒者 

うた 、 ねて 儒者 は 君子の 德を ひき 

何 をき いても 煮え きらぬ 生學者 

論語 よみね つか ら賢を 賢と せす 

へ ほ 儒者の 弟子 一 一尺 ほど 去って ふみ 


四 五六 

きかれて は 者 も 嘯く 虎の 聲 

急 度した 攀者必 す，^ すき 

少ない かな 仁 多い かなし はんばう 

韻字より 儒者 借 八 i を暮 に ふみ 

聖 人 聖人のへ こむ は天窗 ばかりな り 

犬 を よぶ やうに 孔子 は 召し 給 ふ 

夷 齊 鍵 わらび 腮を つるした 贫陽山 

兄弟が 伸 をす る 手 も 山 わらび 

干た る 君子 あり 藤 ほり 見付け出し 

靑 臭い 屁 を掛合 ひに 首 陽 山 

太公望 聖人の 釣汐 よりも 時 を 待ち 

魚 も 魚 針 も 針 だ が 人 も 人 

孟 子 機の 意： で 賢人の を さとな り 

地主 だと 孟子 賢者に なれぬ 處 


孟 a 機 を 切り 孟母は 短慮 功 をな し 

銅盥 また かと 孟母引 つたく り 

南無 キャラ タン ノウ n リャャ アト 孟母 越し 

切った のが いづれ 孟子のと くび 揮 

柳 下意 振 新 を 買った 氣でゐ る 柳下惠 

柳下惠 但し は圖 ぬけ かも 知らす 

車 齓 貧擧 の行燈 蚊帳の 切で 張り 

瑩籠 やたら ゆすぶる 磨滅 本 

李 白 五言絕 句に 酒の 錢李 白つ き 

詩 百篇賦 した 翌日 きらす 汁 

溫 公 しばく 思 へ ば 幼子で 瓶の 智慧 

司馬溫 公 を 野屎だ と 下女 思 ひ 

祌 祌 農の 腹下ッ たりけ つしたり 

腎藥 をの んで神 農 またお やし 

滑 樓發句 類題 集 二 編中卷 


醫 者 貧民 を 御 匕です く ふ 醫擧館 

今の 醫者 和漢 癍で 盛る 匕 加減 

穀の 中押し 分けて 出る 御殿 醫者 

嫁の 脈老 醫志賀 上人の やう 

橘 杣黃ば ん で 藪醫者 は靑 くな り 

古方 家の 下し 後世お そるべし 

人の 命の をし けなく 穀醫 もり 

乘物 やれと いふ えで 醫者 はの り 

藪醫 者の 蓮 はてん ほの 皮 を もり 

高 運は穀 から 棒 も 長くな り 

村の 痛 藪から 坊主 よんで 來る 

約 好き W 醫者絲 脈が 上手な り 

上手に も 下手に も 村の 一 人醫者 

時に 半 禮醫者 さま は 苦い 顏 

M 五 七 


滑 禱發句 類題 集 二 編中卷 

屈の やうな 醫者蔽 いもへ 度 々w- 舞 

雨の 日 は iSl 者 も 小 尻 を 出して さし 

燒 付けの 投げた をす く ふ 銀の 匕 

仲人 を させて は 至 極 名醫な り 

截醫 者に 芽 を 吹かせた は 風の 祌 

問に 合 はぬ 醫者 人魂に 道で 逢 ひ 

^仙 さまに はこ まる 木藥星 

死生 命 ありと 藪醫 ぬかしたり 

手 裏 々 々 手 表 々 々 醫者 あぶ り 

小 兒醫者 脈 を 追驅け お んま は し 

大道で 脈 を： T る る 小 兒醫者 

小兒 いしゃ 仲の 脈から 先 へ 見る 

一 一 人前 毒 だ ち を い ふ 小 兒醫者 

書 家 上足 をと つて 蒼 頡字を 造り 


四 五八 

ぬけた のが 立派に 見える 来の 培 

師の御 恩 頭 はかかぬ^ の 先 

.  豆腐 星 を 時計に 遣 ふ村師 K 

五 卜 字に た らす萬 事の 川 に 足り 

お らんだ な らば 豆 蟹で m む ところ 

ひんの 能い 懸 捨て 無盡書 蜜の き 

たどんの 看板 あ つ ば れな無 来書き 

けしから ぬ 師匠と 娘 急に 下ゲ 

晝 家 足と^ ばかり 墨 給の 雲の 

禁足 も 鼠の 檢か ら解 けるな り 

ぬき 足 も 一 癖になる 畫師の 妻 

我が 書いた 鬼に 大津 のとし S 豆 

應舉が 幽 靈.； て つと する IS なり 

下手 畫 かき 五德に 似た る 龍の 爪 


國貞も 下女が 顔に は 暴 を 捨て 

鰻の 綺 笠に 合羽に 後 影 

コ リャ畫 書 屁 は 何の 世に 2^ て 置いた 

さがな く 書いて 美人 より 畫師 よごれ 

縫の 事 はし はき を 後と 毛延壽 

和 歌 八 雪た つまで は 六 義も朧 なり 

長歌 も 字 あまり も ある 古今 集 

八 雪た つ 道に 隈 なき 名月 記 

1 六 夜 日記の 前ら しい 月 記 

萬 薬 を 和の 野馬 臺と 唐で 言 ひ 

六 人で 頭 こきん の 歌 あはせ 

敷 島の 道 を 文 車 行き 良り 

文 車の 車力 提髪緋 の 袴 

百 萬 を 重し と はせ ぬ 文 車 

滑稽 發句 類題 集 二 編中卷 


文 iaf も i$ に は 押せぬ 和歌の 道 

詩歌の 櫻な きにし も あれに しも 

奈 良と 志賀 都に のこる 樱 なり 

あれに して 世上へ 散った 山 櫻 

顿 杖で 居 眠る 和歌の 旅疲れ 

目 を閉 ぢ て 月 を 詠む る 歌の 會 

和歌 S 道に もつ ま づ か ぬ 名所 檢圆 

短冊 や 色紙 はきく 歌 乞食 

歌に よむ す 、 きも 5^ て は炭條 

短冊の 雪 間に 歌の ほと ， ざす 

農 人も樂 しむ 和歌の 落德集 

文 も 見す うたが ひ はる 、 名歌な り 

小 式部に いくのの 道 はちと 早し 

實 賴の貌 紅葉す る大 江山 

四 l-T^ 九 
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滑稽 發句 類題 集 二 編中卷 

さし 込んだ 癩を押 へ て 風 吹けば 

一 言で 貞女が 知れる 立 E 山 

御 夫婦の 名歌 立 M の. E と 川 

ほ <  ) ろび の 歌で 縫 ふべき 矢 をの がれ 

歌人 は 居ながら 一 城 を 持ち こた へ 

遊女の 譽れ敕 選に 名が のこり 

御視 へし ぐれの 通 ふ 小 ぐら 山 

薪 負 ふ 人 はの ほらぬ 小 ぐ ら 山 

嫁の 世 辭先づ 秋の 田 は 刈り 殘し 

奥山と 香具 山の 閒ヒ ふしの 山 

通 5" の 出来ぬ も 百のう ちへ いれ 

古さと へ かくした 栴を定 家 いれ 

行く へ も は 膝の 下から やっと しれ 

むべ 山 S 中へ 嵐の 年始 客 


四 六 二 

行 尊の 話 相手 は 山 ざ くら 

兩 脇に 月の出て いる 有 馬 山 

中 ほど へ 定家 H: つき ほど な ら ベ 

長い ；？^' 一. 息つ いて 和 田の はら 

深 やぶのう たは 蚊の 出る 3； によ み 

人知れ す、 3 そと 手 を やる 歌が るた 

かこち 顔 見 かねて 定家檠 に 入れ 

およしよ とい はす 小聲で 春の 夜の 

〇〇 られた 後 かもしら す赛 の. 夜の 

發 句 合 紙に 句の 反故 交る 庵の 茶 箸 

雪の U に文臺 へのる 栂价ひ 

初雪 や ふ ら すと ィ ィ と小愤 詠み 

百 員 は 紙屑 K も 去り ざら ひ 

辭世 にも 現在の しか 切 字な り 


m 


宗匠の 片身 朱 青の 肉 を 分け 

藤 を 捨て 芭蕉で 廣く名 を殘し 

見 はぐって 名句と なりし ほと 、 ぎす 

轉ば すば 翁の 雪見 は て がな し 

木 曾 殿に ふられた やうな 句 を 案じ 

句 達者な 辭世枯 野 を かけ 廻り 

碑 は 苔に さびても 光る ばせ をの 句 

手 塚と もい ふべ き處 にばせ を 塚 

翁 の 句 經師が 皺 をのして お る 

ばせ を 庵 やぶれ かぶれの 人は來 す 

兵の 夢の 跡と ふ 歌 まくら 

牀の閒 の 古池 ほめる 身 も かはづ 

干 店へ 飛び込んで 買 ふば せ をの 句 

闇の 夜 は 何が 鳴いた かほと ， ぎす 

滑稽 發句 類題 集 二 編中卷 


其 角 一句 吟 すれば ゆたかの 雪 起り 

疵 にした 蚊 も 押しな がす 名句な り 

大騒ぎ 干 HI 仕舞 ふ 其 角が 句 

張り出した 紺ゃ晉 子に 闲 つてる 

雨た 乙の 外 小便 も 名 を 流し 

千 代 廣ぃ 蚊帳 廣ぃ 操が 見え透り 

蟲 干に 廣 ゆて せる 千代が 蚊帳 

$ 一  ッはづ してやつ と 千代 寐 人り 

源氏物語 源氏に すぐれて 拿き は藥 なり 

白 式部 等と も 書き さうな 物が たり 

一 一 一帖. まで 色 t 久と所 化 思 ひ 

下心 ありて 源氏 を和尙 ほめ 

寺 人り をして 手 習の 卷を 書き 

うた、 寐に 胡蝶の 卷を 夢の 占 

四 六 三 
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一 帖は 月で 書いても 雲が くれ 

枕 草紙 く、 り 目の イイ は 枕の 草紙な り 

枕の 草紙 目の 覺 めた 筆意な り 

夜泣き を 枕 草紙 に譽 めて 書き 

徒然 草 大事 は 障子より 起る 御敎訓 

植の 仇名 三度 目 は 蛙す み 

い たづら に 泣き こま 犬の あちら 向き 

武具 は 皆 あらがねの 土 大根 

外科 へ 行く ii は 犬に とりまかれ 

ii の を どり 角 大師な どと 譽め 

一 曲 かなで 仁 和 寺の 大騒ぎ 

仁 和 寺の 張 札 かむ り 物 無 川 

馬の りの 吉 田が 事も吉 W 書き 

見る度に あかぬ 雙 びの 岡の 草 


四 六 四 

遊 藝 部 

棊. 聲に棊 は 勝たれ たりほと ， ぎす 

薬 仲 閒の禮 儀 もくろ を 譲り合 ひ 

見物 も 追す-てられる 下手の 持荼 

一 目の 負け そこら 中 撫で ま はし 

棻將荼 が ありて 死に目に つ ひ 合 はす 

泰の 留守 へ 閒男打 つてが へに 來る 

生死の あま たたび ある 下手 薬う ち 

大 こぶが 出來 たと へ ほ 荼猿眼 

下手 棊 5 ち 南無 三竇か 癖になり 

矢疵 より 關羽 切られた 手に 困り 

蚊 は 逃け て 月 代た、 く荼 友達 


相 棊の爭 ひ 初手 ッ からつ かみ 4  口 ひ 

灸點が ふ え て へ ほ 棊はぁ つくな り 

せき 込んで へ ほ棊火 入の 火 をつ かみ 

荼 盤の そっぱう くら はせ て ハ テナ 

わたりが 付いて 手 を 打つ た棊の 喧嘩 

切られても 檢 校の いらぬ 棊の 喧嘩 

作る 時 はまく とい ふ棊 物 

腰掛の 角に 目 を 持つ 棊 S 御供 

棊の 客の 馳走に 女房 先へ 寐る 

泰 盤まで 女房 は 足 を 上 へ 上 ゆ 

將 棊 飯處 か. 飛車 手 王手 を 噴って 居る 

將棊 すき 内儀の 一 一歩に 氣が 付かす 

月 代に かゆみ が來る と 負け 將棊 

時 過ぎて 一 ー步を 見付ける 下手 將泰 

滑 句 類題 集 二 編中卷  — 


先 はしの 附 木から つく 下手 將桊 

指圖 してけ つく まごつく 下手 將棊 

入 王に なって 肴 や 助言す る 

寺へ 知らせて やり やれ さと 飛車 をなる 

御手に ナ ， 何と 古手 ゃ將棊 さし 

下手 將荼湯 どの あたりで 駒 をな ゆ 

將棊 でも ふんどし 至極き たない 手 

ふんどし を はづし はだかで 王 は 逃 ゆ 

中將棊 獅子が 參 るで こまらせる 中將棊 

雙 六 雙 六の いふ 目 を 出して 御 寵愛 

道中 雙六 若樣 がまた 雙 六の 關 破り 

しびれ もの ほる 雙 六の 御 相手 

御座 敷で する 道中 は 手が 歩行き 

連れ を 集めて 道中 へ 嫁 を 出し 

四 六 五 
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投 扇 投扇は 薄手の 猎 口の 持つ こ、 ろ 

蹴 鞠 高足 も無禮 にならぬ まりの 弟子 

足の それた を 手で 返す！ t どなり  ^ 

尻 引つ から ゆ 立 向 ふ 下手の まり 

有り ッ たけ 股を廣 ゆる 下手の &  琵 琶 

香  香の 會總 身の 智慧 を 鼻 へ 出， し 

茶  道 樂 の 1_ に 落ちた の が 茶 の 湯な り 

石 H の 後家 は 茶人の 圍 ひもの  琴 

^ 畫 鼻息で 近目 盆畫の 山 をぬ き 

盆 畫師の 下女 壁燧で 盛つ て 見る 

0 曲 南無 大事 大祕觀 世が 道 成 寺 

小 鼓 は 耳の 蚊 を 追 ふやう に 打ち  鼓 弓 

手 を 笛に 吹いて 鼓の 寒 ゆいこ  三味線 

御調べ の 上 紫 を 御免な り 


m 六 六 

鼓に て 四海の 浪を 打ち 納め 

瓦 以後 手練 世上 へ 名 も ひ.； -き 

白 < ^に 榮螺の 負ける 拳 角力 

へ ほけん はなぐ らうと いふ 姿な り 

琶琶 法師 聞き 人 は 灰 を かきならし 

ベ ろん く は 一 門の 物 かたり 

ィョ 四絲と 琵琶 を ほめて る大 たはけ 

下手な 琴 仲 達 ほどに 座中 逃け 

白魚に 烏帽子 かぶせ； し 嫁 しら ベ 

七 本 は 白衣で 動く 嫁の 指 

品の よさ 桐の 背 板で 爪 をと ぎ 

峯の 松脂 は 鼓弓の 音に かよ ひ 

古 近 江に ある 八景 は 乳の 跡 

柳の 風 は 三味線に 通 ひさ、 フ 


七草 は 三味 せんの 手 もこ まるな り 

三味 せんの 站は秋 を 寄せつ けす 

おほえの わ るさ杆 星で も 餅に つ き 

絲道も 骨の をれ るに 山盡し 

貌 へ 筋 出し て ふ つつり り んき な り 

絲 の くる. s: 一 一味 せんで 間に合 はせ 

三味線 は 馬 皮で かけ 出す やうに ひき 

猫 は 魔の もの；  尻んで る氣 をう かし 

息子の 病 六 味より 三味 かきく 

三味 せんがつ ぃ禍を 引き出し 

三味 せんの 間の手に とる ちり れんけ 

0  猿 引の 1. 〈を 恩 地 は 急 稽古 

花 車絲で 座敷へ 引き出し 

淨 瑠璃 義太夫の 序 は 引^に ことならす 

滑稳發 句 類題 集 二 編中卷 


尻目に て 流れ へ 渡す しんかたり 

泣 いて ほめる は 義太夫と か らし 味^ 

ハ ルト 取る 氣は太 棹の 弟子 師匠 

美人 珠簾を まき 上け て 三の きり 

かくし 藝^ の眞似 をす る 明 烏 

新 内で 親 を 反 啼の明 烏 

芝 居 天神 記 身 もしゃう ぐに してつと め 

蝶々 や 千鳥に 化ける 蛙の 子 

富 士の狩 場へ 大 磯の 狐 も 出 

1 1 ケの津 も 野 郞轄子 は江戶 仕入れ 

瀧の ほる 鲤で飛 龍の 威 を ふる ひ 

立 者の 疝氣 金主の 頭痛な り 

三國 一 の 大和 星 は樂屋 ひめ 

闇 仕 合 そこ ひが 何 かさが す やう 

四 六 七 


滑稽 發句 類題 集 二 編中卷 

尾 張 星の 内證 客の 佐 ゃ囘り 

おそれ かんしん 股ぬ きの 傘の たて 

昆物も 通 を 失ふ久 米が 所作 

女形 夫婦 別な き帶 をし め 

馬の しくじり さいおう の 詫びです み 

花道の 閒 ぬけ は 馬に なられけ り 

馬の足 やうく 菖蒲 革と なり 

馬の足 出世 をす ると 首が 飛び 

イイ^ 者す かして 馬に 刎ねられる 

申し 上 ゆます 花道 へ たれる やう 

剃 文ての どろば うは 出ぬ 敷 だ  > み 

見物 も 腹 を か 、 へ る 狸 じ ま 

出る 月 は 下り 入る 月 上るな り 

龍 頭に 手 を かけ かるぐ と 樂屋番 


四 六 八 

慕 支へ 光次 公の 役不足 

口上 は 何虚が イイの かどつ とほめ 

突 張って 舞臺で 留める 大道艮 

待つ 芝居 社 若 ほど 指 を 折り 

奢った 客が 淸盛を 茶屋 へ 呼び 

醉ゑ るが 如く 狂 はせ る 燒酎火 

小便 はかす りちん， J のさ じき 番 

はんじゃ ラサ 芝居の 土閒を 首で 埋め 

猫の 皮なる と靜 まろ 鼠木戶 

さて は あの 月 を張ッ たる 道具方 

大當り 小町が 來ても 〇 はなし 

水 仕 合 ひゃくお も ふ 一 の土閒 

大人で 口上 首み-振って 居る 

留 場から 泣く 子 を さら ふわし の 段 


母 


父 


米の 辨常 よしかな と 村芝居 

村芝居 屎 かき 爪 もた たぬ 人り 

大根が 馬で 乘り 込みの 村芝居 

村芝居お かるが きせる ハ タと 落ち 

村芝居 芋 屁 出 だとせ なァ いひ 

村芝居， ) がしよ しかな 七 年 母 

弓と なる 親 は 矢た けに r;. を 思 ひ 

老い ぬれば 子の しんば うが 杖 となり 

子 を 見る 親の 未來記 はよ く當り 

^當は ゆるす 親から なみだぐみ 

はね 炭に 親 仁の 小言 中た るみ 

親 仁の 簡癀蜷 石の 絲が 切れ 

かね 太鼓 捨子の 親の 胸に 釘 

^罢 と大氣 の閒に 母， ，- まり 

滑稽 發句截 題 集 二 編屮卷 


七生 を 母 は 後生と 詫 言し 

勘當を 財布で た ， く 母の 慈悲 

おとつ さんへ は密々 と あまい 母 

得 こそ はか さじ 出直せと きつい 母 

足音に 戶を 明けた ま ふ 慈悲 母祌 

母 も 子 もき けん 55- ふ 朝-か へ り 

母 はた 、"無分別で も 出ようかと 

叱られて 今朝 出た ま 、 と 母苦勞 

硝子で なくても 母 は あぶながり 

仕盡 した 意見 位牌 を 母 は 出し 

身が 重く なれば 輕 くと 母ね が ひ 

ちん まりと 寐 やれと 母の 返書 

乘 初めに 馬の 手綱 を 母傳授 

して あと はどう だ-^ と 里の 母 

四-; ハ九 
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滑稽 發句 類題 集 二 編中卷  _ 

もめる の も 紙子 § ゑ さと 里の 母 

化けて 出て たまる 物 かと 里の 母 

本の 母 朝寐の 息子 掃きの こし 

出ぬ 乳 も 泣く 子の 口へ 箸 やすめ ， 

剃刀で 寐た 子の 小判 母 盗み  ； 

井戸端へ 子の 行く 夢に 母の 汗 一 

繼 母 繼 母で いたしに く いと 娘 言 ヒ ， 

袖の 蜂 さすが 繼 母の はかりごと 一 

ま 、 母のに くさ 戸棚に 毛 を はやし 

姑  嫁 安堵 司 馬徽が やうな 姑な り 一 

姑の きけん 幟で 立て直し  i 

言葉 肉 とりぐ 嫁 を やせら かし 

魚と 水と を にらみ 付け 御看經 ； 

姑 婆々 ャレ 堂參る 講參る  一 


四 七 二 

小 姑 小姑が 嫁の 浮 名の ゑ ほし 親 

產  御 里まで 馬 もはやめ の 御 注進 

御 目 出た き武藝 がニッ 川に 立ち 

御安產 蘆邊を さして m 鶴の 聲 

御 目 出た さ婆ァ さま 跡の まつりな り 

鳅を かしながら ちんこ かめめ ッ こか 

子 供 似せ 首 をし やぶる が 乳の 吞み はじめ 

た 、 かれす 赤子の 顔の 蚊のに くさ 

酒な らば 着 の 心 か た さ 

ねん ころで 寐 せちん ころで しい を やり 

不行儀な まん まォ ャ /\- ちん- 〕 まで 

背中で も虛 空に 拜む 愛らし さ 

あつため る 内に 火爐へ ひよ ぐら かし 

屋根の 羽根 餌 さしに 賴む 頑是な さ 


大 だら ひ 中に 子供の 一 ト世帶 

眠る 子の 手から 這 ひ 出て 瑩逃ゅ 

愛らし さ 春 待つ 指 を やっと 折り  乳 貰 

あの 御子の 御子が もう はや 此の 御子 

おつか アヤ 尻の はう から 風が 來る  盲 人 

や る そば に 飴し や ぶ つてる 愛らし さ 

辨慶 の 道具 も七ッ ま で か ざ り 

帶 ときの 祝儀の 酒 も 七ッ梅 

子 は 親の 爲 にかくさん 尻の あざ 

縫 上 ゆの 鶴 も 羽 をのす 御成 人 

手 習 子疊の 墨の さか ひ 論 

水 入の 布袋 も 腹が すくと 晝  ， 

い たづら も 自在に 遊ぶ 御綠日  獨り者 

京まで は 手 を 引いて e  く 手なら ひ 子 

滑稽 發句 類題 集 二 編中卷 


筆の さや はづ してせ を かきなら ひ 

小僧の 私慾 食傷で 露顯 する 

乳 貰 ひの 度に 勝手 をよ く覺ぇ 

ち もら ひの 覜 いて 歸る 若夫婦 

金 を 貸す 一 ト閒 隔てて 琴の 音 

撿 校の 御 耳 通り を 座頭す る. 

引越しに 座頭 はさぐ り 草臥れる 

目鼻 を 明けぬ と 催促に 座頭 來る 

座頭が 嘆ァ びん づ るの 氣 でく らし 

かんの イイ 座頭 夜 這 ひも 仕 かねぬ 氣 

座頭の 幽靈 うろた へ て晝閒 出る 

角^^パ衞獅子ほどに小座頭反ッ て たれ 

• 立 田 山 夜半に や こまる ひとり 者 

そ， J はかと なく かき くらす 獨り者 
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我が物で 自. a にならぬ 朝の 〇〇 

ふ りちう ふくり もて あます ii り 者 

ぐに やくと 2 證で濟 ます 〇 人 組 

居 候 御預ケ と號し 立派な 居候 

居候 薪の そげで 低 楊枝 

組 打に 太鼓 をた、 く 居候 

居候う ぬが 摔で手 を あぶり 

居候 此の 嗅ァ めと 思へ ども 

居候 七十 五日 壽 をち ，w め 

佐 太郞を 年中 喉って 居候 

居候 つらあて らしく 雪 を 噴 ひ 

や ゝ 餓鬼道に 遠から ぬ 居候 

旅 體 鷺と 烏が 泊ッ てる 馬 喰 

名所より 我が家 を ほむる 旅 り 


1： 七 n 

旅歸り 草鞋で 舰く枕 蚊帳 

. 出し ぬ け にかぶ る は 店の 一 一 一度 笠 ， 

木 枕 は 石 部 淺草石 まく. に 

名物 は 附け饭 盛 は 喰 ひかくし 

座禪豆 飛脚の 膳 を 飛び歩 行き 

折節 は { や： 論 もき く 木 貸 宿 

i-  M6 の は ひ 金に， さ ひ はな けれども 

豆の 藥を 持って 來る 旅の 留守 

女房に ちと 恙 ある 旅の 留守 

日に 燒 けた 顔へ 女房 泥 をぬ り 

盜 人 束帶の 中へ 挎で まぎれ 込み 

大罪の 賊 天麩羅に 行 はれ 

五 右 衞門は 門口な ど へ たれぬ 奴 

賊の油 あゆ 晝 とんび などで なし 


無筆の どろば う 明 e を こじ はなし 

どろば- フは 左ね ぢ りに 錠 を あけ 

晝 の ど ろ ばう 人口で 屁 を たれる 

無念 骨髓盜 人の 屎 ざら ひ 

ハ乙 食 ず 1 笠へ 看板 を かく かな つん ほ 

劍菱を 引っかけようと 乞 ^ しゃれ 

病 人 五體の 重り 片 荷す る疝氣 持ち 

痛い 事 移った 疾の根 をお され 

玉に 庇より 六 かしい 〇 にきす 

瘦 せがち の 炎 はと きんの 處へ すゑ 

むぐ らもち 

痰 瘤 は 皮肉の 間の 土龍 

過ぎた る は虛し 及ばぬ は 咳が 出る 

傲 榧へ 夜 這 ひに か、 る 病 上り 

灸  あつ い 恩 一 生ぬ けぬ 炎の 跡 

滑稽 發句 類題 集 二 編屮卷 


切艾 ほぐした 殻 は 獅子 S 襟 

もっとり きみな と 三 升 をす ゑて やり 

灸の 背中 を 野馬 臺の やうに ふき 

幽 靈 穴 うらめし やと 少將 迷って 出 

土左衞 門の 幽 靈 み ん な ふ く れ 面 

人 魂 韓 信が 人魂 土 をす つて 飛び 

頓死 だと 見えて 人魂 矢の 如し 

羽 生 村人 魂 ひよくり く 飛び 

上戶の 人魂 やったら に 跡 を 引き 

絲を 引く 人魂 納豆 賫 だら.. つ 

人魂の 尻から ぬける 首縊り 

越後の 國 はふと 魂 は ひ は/ \ し 

屁  一 天 四海 無異 とひる きりんの 屁 

燕 S 天窗へ ひ、. -くー 一階の 屁 

E 七お 
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湯の 中の 屁 玉 顎の 下へ 浮き 

七 曲の 屁 玉 ひり 出す とぐ ろへ び 

下女と 屁の 對決 をす る 居候 

すかし 屁で 百 萬遍の 中た るみ 

かぐ 鼻 も， 3 た へ かねたり 閻魔の 屈 

羊の 屁た しかに きな つくさ からう 

神 農の 屁 は 道修町 通る やう 

只の 風に はまし ならめ 畠の 屁 

其の 時 は 五臓に まと ふか ゆ まの 屁 

汝等は 何 を 笑 ふと 隱 居の 屁 

互に 顔 を 見合 はせ てす かした な 

屁 花 をち ら. し ひり 結ぶ 不禮講 

ふとんの 内の わるじゃれ は 叉す かし 

屁 を ひって すわり 角力 は 割にな り 


四 七 六 

^ 瓶 鼎より 珍事 尿 瓶がぬ けかぬ る 

尿 瓶 御持參 京の 人 長ば なし 

一 一 便所 雪隠の 家 根 は 大槪へ の 字な り 

ち や う ど 屁が 出て 咳拂ひ 止め にす る 

九死 一 生 雪 いんが 皆え へん 

飛脚の 長 1^1 里餘り もたれお くれ 

柳 も 側に たれて るる 野 雪 いん 

折惡く松明とほる野|^1ぃん 

心な ：5 ち 下女 出 次第に たれて ゐる 

懸 樋の はづれ たやう に 乳母 たれる 

運 不運 こいた ごの 輪と 御應の ひご 

小町の て うづ 女の 童 立 聞きし 
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戀 部 ， 

下紐の 關守迷 ふ 戀の道 

水鶏と はお もへ ど 明ける 戀の闇 

紙 拾の 犬 も 煩惱の 文の 端 

胸の 火 を 一 筆し めす 硬水 

目の毒と 知りつ 、見た き 雪の 肌 

むねの 火 は 耳から 吹く と 顔へ もえ 

ほころびて 絲脈を 引く ふてい 奴 

線香 も 戀には 尻 をつ ねられる 

いはす かたらす 我が 心 目で 知らせ 

物 思 ひよ つ ほど 聲じ みて 來る 

滑 穑發句 類題 集 二 編下卷 


ほれた と は 少しの 事で 言 ひにくい 

先づ 目と 目 夫れ から 手と 手口と 口 

額から 汗 を 流して ロ說 いてる 

娘  仕 付よ く 娘 辻 棲よ くそろ ひ 

伊勢屋の 娘から 木地で 美しい 

な ぶら れて娘 茶 臺 をな で ま はし 

ほんのりと 娘 返事 を 顔へ 出し 

孝行な 娘 わが 身 を せんじさせ 

飾り や は 娘の ひいき 知って るる 

借金の 淵へ 娘の 人柱 

意の 子 さら はれさうな 器量な り 

口と りの 山蔡 もき いた 娘 ぶん 

蚊帳へ 蚊 を 人れ る 娘の 髮の 出來 

處 空に 高く と ま つ て る 意の 子 

四 七 七 
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顔に 火 は 燃 g れど 娘に えきら す 

足が まがらう と 娘の 下駄 を 借り 

大きにお せわ 十六が どうしたえ 

娘の かむ り絲を 引く 奴が あり 

じだ ら くな 帶は \ ての ある 娘 

もう 娘い つ か覺 ゆる 生 田 流 

娘の 木 ざう 拜ん でも ロ說 いても 

豆に 花唤 くと 小豆の 钣を 焚き 

茶が へ しのこ ひで 娘は圓 ひもの 

綠遠さ 桐の すゐ まで 廣く なり 

内 曇り ほと は 〇〇〇〇 はえ かゝり 

縫 上 ゆ をお ろす と が ほ f ) ろび る 

親た ち も 引きす り 娘 餅に 搗き 

火の車 娘 地獄の 責めに 逢 ひ 


W じ 八 

はえ か ゝ る 豆の もやしに 蟲 がっき 

樟腦 のない 箱 人に むしが 付き 

硝子 を 小僧が 剂っ 一し 疵 になり 

おちゃつ びい 付 紐と れば帶 を し め 

其の 氣 更にな し 伯父さん あれお よし 

諸肌お しぬ ぎ 咽 t-s へ はつち り 

數寄 星から 蘭 土器の すく 娘 

戀 口の § るい 娘 はさ やばし り 

して れば娘 も いたし か § しなり 

不仕合 箱の 娘 を 駕籠 にんれ 

娘の 病氣黑 猫の 椀に わけ 

娘 野暮 兄の 友達 一人へ り 

饅頭 を 他人に やる は 惜しい もの 

息 塞 翁の 意見 も 息子 馬の 耳 


は 、 きぎ を だまし 花 散る 里へ 行き 

日が 人る と 子息 か う もり 著 て 出かけ 

駕籠で 行く むすこ 親 仁の かづき 物 

鰻 承知あった まる 氣で 息子よ ひ 

きん を 取る 手 は 番頭の 助言な り 

御宿 はと ふたち ， ノ\ と 息子し やれ 

首ッ たけ はまって 息子お よぎ 出し 

麥 飯のと ころで 息子 喰ら ひ 込み 

硝子 を もら つ て チ息だ 、 が 止-み 

親の 目 を 盗んだ 子 申 3 鼻が 落ち 

錢の無 い 息子 近處が さしだら け 

結 納 帶代は 追 付し める 印な り 

ほ 、. -替學 に 達して る 結納 や 

仲 人 仲人 は 四海の 浪を ぐっと 呑み 

滑稽 發句 類題 集 二 編下卷 


硝子 は譃の 見えす く 仲人に 

撟 かけの 夫婦 渡す を： て ひらき 

婚 姻 高 盛 は 家の 根つ ぎの ニタ柱 I 

白鷺が 鴛鴦に な る 夜の 恥 かし さ 

御 祝儀 S あとが 種 薄 三番 叟 

婚姻に ァ 、イイ ォ、 イイと 謠ひ 

嫁 雪 を とれば あられ を壻が と り 

われた のがお 里へ ひ >  く 御 目 出た さ 

新枕 覺悟 のまへ を やっと 明け 

嫁  孝に 身の やつれた 嫁の 美し さ 

根び きした 松 高 砂の 氣に 入らす 

折 鶴の 五臓へ たらぬ 嫁の 息 

鬼の 留守 嫁 さ ごろ もの 洗濯し 

左から 涼しい 風 も 嫁の 孝 

四 七 九 
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朝顔 を 見て ゐる 顔へ 嫁 茶 孝 

風 をれ に 小 柳で 嫁な まめかし 

月の 帶 花嫁 雪の 肌へ しめ 

親 風 を 柳に うける 嫁の 孝 

四角張り 岩 永で きく 嫁の 琴 

移り香 を 胸に た 、 んで嫁 仕舞 ひ 

かんにんの 胸 親に なで 子に さすり 

まだ 見ぬ 奥の 花嫁 を 客 舰き 

酒の 肴に 嫁の 出す ふき 若 荷 

來た當 座 もしの 出かね る 花嫁 子 

娘の 冷汗 姑の 生きた 夢 

姑 死に 嫁 片腕 を繼 いだ やう 

姑が やいて 生物 を 嫁 喰 はす 

嫁 手柄 月 S 花 を S で 見せ 


四 八 〇 

玉子 を 紅 絹に くるん どく 嫁の 肱 

三度 わが 身 を か へ り て 嫁 支度 

振袖 を 又 著よう ではな けれども 

あ ぢな嫁 息子 も產 むは 孫もう む 

むかひ 風 嫁 合 は せても く 

嫁 は 氣で啥 つてる 箸の 上 ゆお ろし 

本店に 引き つりの あ る 嫁 をと り 

いぶされ て 嫁 蚊の すねの やうに 瘦せ 

穴 かしこ 笑って 嫁 は 叱られる 

價 千金の 花嫁し やれた もの 

其 の 常 座 朝寢 の 前と な ぶ られる 

蛾 を ひそめて 產月を 嫁 案じ 

行 燈の無 疵でゐ る は 嫁の 疵 

まんまるう 數へ る やうに 嫁 は 喰 ひ 


唐の 嫁 楊 * 妃 紅に 蛾 屑 額 ， 

きれぬ 狭に 容顔 を 嫁く づし 

嫁病氣 そだら うと いふ 病な り 

後 面 ほど 姿見に 嫁 身ぶ り 

みんな 留守 犬の つるむ を 嫁な がめ 

もめる 害 紙子 ざ はりの あらい 嫁 

洗濯の たら ひ は 嫁の 力 もち 

かりて 來て てうちく を 嫁 指南 

眞 1 かほの 道具 はよ くそろ ひ 

蛸壺 といへば 漁師の 嫁 わら ひ 

泣く 嫁の 側で たんすの もら ひ 泣き 

望まれて 嫁 あら 撥 を 出し て ひき 

庚申 を 嫁の 聞く の は 耳に たち 

嫁の 年捨鐘 ほど は si をつ き 

滑稽 發句 類題 集 二 編下卷 


花嫁 は ロを荼 にして わら ひ 

山が なめ 川が かみ 付き 嫁なん ぎ 

とんだ 嫁 貞女 を 捨て て 孝 を 立て 

ァ 、 イイ も 嫁 は 口の 內 

みどり 子が 出來 ると 嫁 は 夏 柳 

松茸の 食傷 をして 嫁 は 叶： き 

八 瀨の嫁 首の 骨から 先 づ見立 T 

金がなければ なんの いなう 暮の嫁 

耳 揃 ふ 金で 聾の 嫁 をと り 

暮の 家鳴聲 鶴に. g たりけ り 

お 祭に 鼻で 笛 ふく 持參嫁 

暮 によぶ 素 槍の 鞘 は 白た、 き 

身上の 吸口に 柚 さら ひ 込み 

支度金 笑く ほの 外 は無疵 なり 

四 <  一 
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壻  大丈夫 壻 親船 の^をと り 

德 むきと 店ッ さらし を壻に 人れ 

ふ は 付いた 娘に 壻の 押しが きき 

朝 歸り壻 しばられぬ 許りな り 

あらす りこ 木と いふ 壻は めったな し 

！ F のべ ら ほうわた くしが ふき ませう 

夫 婦 美し さ 叱られぶ りの イイ 女 

政 子 形 さした 女 1315 は大 あたま 

置物に する 女 1355 は 獅子 ッ鼻 

むつまじい 夫婦 は 膳で むしり 合 ひ 

下齒 がすば つてく ひ ちらかしが 止み 

水 かゆん 亭主 產處へ 聞きに 來る 

鍋の 尻 許り 燒 いてる 仲の よさ 

附木 ほど もえて 靜 まる 夫婦仲 


1： 八 二 

わが 内で亭 卞- 忍びの 術 をす る 

移り香 を 女房む ごく 引つ ぷ る ひ 

女房 も 今朝 は 火 斗の あて  >  】 す. e 

ぴん として 女房 戶 口の 鉱を あけ 

やき 餅で 女房 ふくれて あつくな り 

鐘から 出た とい ふ 面で 女^ やき 

里の 文 女 Isi^ 目 付けて 紙燭 にし 

針 領持參 で 荒れ 給 ふ 山の 祌 

りんきの それ 矢戶 障子 へ あたるな" 

手が さはり 足が さはり で 仲直り 

長刀 へ 槍 突つ かけて むすと 組み 

朝 a れば 枕へ ひかる 指の 跡 

かう かえく と 〇〇 上で いひ 

扠 その 次の 輕業は 〇〇 上 


.M: でした ゝ か 〇 ながらと 女 tj^ いひ 

生水 をと り 合 ふ 夫婦仲の よさ 

月-たから 拜 むと 女房 手 を 合 はせ 

4=- の 夜泣藥 でな ほつ のり 

ナ ァ鳴ァ 死ぬ ほど い いと 早 桶 星 

いく 夜寐覺 めに ァ レ サ叉 ほと ， ぎす 

どこ を どうす るか 每朝 ちらし 髪 

心 はやた けに はやれ ども 坊が寐 す 

女房の 千秋 樂は髪 をな で 

玉の こし 親に 逢 はれぬ 疵 が出來 

龍 門の ふとんへ 妾の 瀧 登り 

鯉 を產ん だで 兄 樣は瀧 登り 

お 妾 は 幟 を 產んで 立てられ る 

お 妾 も 尻の すわった 初の ほり 
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草 餅 を 産んだ 妾 は 胸が やけ 

妾が 雛 相 馬 内裏に ， .- とならす 

試みの 出來ぬ 目見えの 美し さ 

茶に し て も 妾に 解せ ぬ 宇治 拾 遣 

お 妾の 書物 象牙の 技 折な り 

百姓 はやせる 妾 はふと るな り 

お 妾 は 腹へ 鉢卷 して 力 味 

妾の 出世な ゆしまで 手が と 、.7 き 

一 妾 は 得が たきものと 殿の 御意 

1 妾の 權萬 卒の齒 はたた す 

殿の かへ 鞘眞 白に ぬりたてる 

•2: 證の 冷えで 娘の 寐 小便 

來る 度に 文の 脈 見る 妾が 里 

： 土 子 酒き み を ふはく 妾 持 上 ゆ 
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これ も 一 藝夜 軍に 泣き 妾 

御感な 、 めなら す 妾の 〇〇 ゆやう 

園 はれの 針 は 世 閒のロ を鏠ひ 

別儀 ある 園 ひ：：： ー那を 茶に してる 

長 局 水牛 紅 閨と御 局 ひとり 笑み 

つま 

引出しに 夫 も f  〕もれ り 長 15 

紛失の 品 はい はれぬ 長つ ほね 

US- の 切れ味 も 湯に かゆん あり 

中の ィ. 1^ つき 合 ひ は 長 局 

お：：？ の あし は 〇〇〇〇 夜の 友 

一 生 奉公 か、 とに 蛸が 出來 

力 ゝ と 1VJ も f.;^.4nI15- フ さはら し 

あっか んで ぐ つ と の ほせる 長 Hi 

老 人 毒と 氣の 付いた が 年のより 始め 


どの 貌 もうる さがられる 倚 會 

新造ば なし 聞き あき る 尙齒會 

玉子で もい けぬ と隱居 爪 をと り 

茶 星へ 來て 〇〇 たと 隱居 くやしが り 

隱！ の は 逆さに 讀 むと 同い年 

チ ト 押しが つ よし 梅干 水 を揚ゅ 

張 合 ひもな く  5^ 灯の 肥 後 はぬけ 

梅干 は 新造の 咳に はき 出され 

後 家 人が らもた ぎった 後家の 茶せん 髮 

茶 を 立て る ほど も殘 さす 忍 ひきり 

幟 竿 後家 は 杖と も 柱と も 

ロハ 酒で く と 後家 は 思 へど も 

譯 ありて 後家 朝：：. i- く 雪 を はき 

寺 參り道 を わすれ て 後家 迷 ひ 


孝行な 養子 は 後家 を萵枕 

持佛の 障子 立て こめて 後家 〇 知 

やにつ こい やつ 後家 張って 大 はたき 

魂 棚の 鼠 若 後家 飛び h り 

佛 より 後家に は 施主が たんと 付き 

若 後家の 便りに なって やりた がり 

君な らば 手鍋 も 上 け る 筑摩 後家 

若 後家の むじつ 噴った が 病な り 

後家お も へ らく 香奠の よこし やう 

後家の 腰 あんま 氣 ばかり もんで るる 

かたい 後家 だと 馬鹿 和尙 土砂 を かけ 

解せ ぬ こと 若 後家 指 を五ッ 折り 

釜 を 買 ふ 茶宪 茶臼で 水 こ ほし 

機 筒 を 握 ッ て 後家の 思 ひき や 
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承知 院と も い ひさ うな 仇な 後家 

そんなら の 出る 迄 後家 をロ說 きつけ 

ナ 二 〇 す ぶん さと 後家の 太っ腹 

人の 己 を 知らざる を 後家 うれ ひ 

得手勝手 後生の 爲と 後家 〇〇 る 

あの 後家め ィャ ぬった と はく 

今 は 心 も み だ れ 候 後家 つくり 

^ 母 下る 乳母 晝寐 の貌 へいと まご ひ 

若殿 S 駕籠に 御 乳母 は 重 い 事 

？ 1:^ 母が 色 豆 で つ ぱ うで うたれ てる 

子供 をば 手に 葉に 遣 ふ 乳母が 戀 

. 濱 松の 牛； まれで 乳母 は 賞美され 

大風の 噂 女 護の 乳母 は 待ち 

三世相 見れば お 乳母 は 穴の 熊 
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物 ^5 ひも 我が 爲 ならぬ 御 乳の 人 

乳母 晝寐 山伏 ほらの 貝 を 出し 

張 飛が 欠伸した やうに 乳母 〇〇 し 

下 女 鏡 山 下女が 忠義の 天下一 

天に 口 あり 烏鳴き 悟る 下女 

段々 と 葛籠の 孕む かたい 下女 

天杯 を 下女 もいた、 "く 宵 節句 . 

下女が 戀 いまだ 定まる 殿 もな し 

もむ 足 を 艫に して 下女 は 船 を 漕ぎ 

下女が 文お らんだ 文字 を豎に 書き 

蜘が 下りたら 讀 めよう か 下女が 文 

皿 を 割り 下女 早まって 欠落し 

燒 芋を溫 石に する 下女が 瘤 

雪の 朝 雀の やうに 下女 ふくれ 


四 八 八 

下女の はれ 奈 良から 墨の 肌 かす き 

ハ ィと 下女た すき をく  ， り ノ\ 出る 

茶 や 辻 は どの 横丁と とんだ 下女 

前垂 は 下女が おい どの 化 被が は 

下 皿め 九 年 酒で 下女 夜なべな り 

下女 そ さう 南無 阿み だ 佛 鍋の 尻 

どの位から 美人 だと 下女 まじめ 

満面に 笑み を ふくんで 下 女 承知 

荒； r かた、 り 三 ツ子 を 下女 孕み 

を かし さは 下女 も 情 を 寶る氣 なり 

御 1 一男に 下女 初物 を 奉り 

夜泣きす る 下女 〇〇〇 が 〇 の 餅 

おきあがれ 下女 ちり紙 を 〇 でと り 

下女 は 袋に 納ま ッてァ 、あつい 


どろば う を 又 ござった と 下女 思 ひ 

木 挽3 腰に 餘念 なく 下女み とれ 

地に あらば 家鴨の 鳥と 下女 誓 ひ 

張 〇 紛失 下女 を 呼び. 2： 吟味 

子 〇〇 いが 承知なら ばと 1^ 女ぬ かし 

厭なら ばい やとい やれに 下女へ 、 、 

下女 腹へ 鉢卷 をして 大 頭痛 

どうした か 下女 〇〇〇〇 を みがき 

傍若無人 日 這 ひ來る 下女が 室 

鲛 肌の 下女 替 稍に 用る られ 

そった 胡瓜 をつ くぐと 下女 眺め 

下女が 智慧 絲 ごんに やく を 〇 へまき 

下女が 文 返す くも はって 來な 

女房 はふ さがり 下女へ 方 を か へ 
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ロ說 かれて 唯々 諾々 と 唐の 下女 

白酒と いって 是非な く 下女 はなめ 

旦那に 紛れ 無 御座と 下女が 宿 

上 を 擧んで 後家の 下女 所 化に 〇〇 

御内 儀の 夜食す こぶる 下女 かば ひ 

何よりも つて 安う 候 下女 承知 

下女き いて ゐて 川柳 はにく いねえ 

村の 戀 麥の靑 葉に 風 あ ふる 村 出合 ひ 

村 出合 ひ 小山 田太郞 15- 付け出し 

猪 小屋へ 閒夫を 引 込み 村の ぬれ 

草 刈 笛で 呼び出す 村の 色 

畑の 中で 種 を 蒔く 村 出合 ひ 

麥の 陰な どと いろりへ 書いて 見せ 

簀の子の 〇〇 にこり はてて 麥畑 
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野の 出合 ひ 鴻臈っ らを見 だすな り 

野の 出 4a ひ 芋が り 行きて 蛸 をし め 

まぢ くと 馬の 見 て ゐる麥 畑 

麥畑 そば 切り 色 を 〇〇Q あ ひ 

麥畑 手杵と 臼と とち くるひ 

見付けられ 麥 へ 〇〇〇 を かけて 逃 ゆ 

麥畑ゐ のし、 武者に 荒される 

密 夫 迷 ふ ほどた が ひに 閣の みそか 事 

閒 男と 知って 合點の 旅が へり 

彼 の 人と 亭主 は 夢に だ も 知らす 

間 若衆 は 尻が 割れても 高が 知れ 

.  〇〇 て 逃 ゆぬ い て 亭主が 追 ひかくる 

金五兩 取る ベ ら ほうに 出す たはけ 

五兩戶 棚へ 寐か しとく 馬鹿 亭主 
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音 高し おさわぎ あるな ハ ィ五兩 

押入で きけば 亭主と 又 〇〇 め 

. 一分 だめし の やつ なれ ど五兩 とり 

其の 五雨に て 前 さし も 〇〇 いやつ 

亭主と なれ 合 ひ は 百で 五兩 とり . 

もやく の 關 を 通して 五雨と り 

閒男も 忌が か 、 ると 惡 くしゃれ 

門の 井 を 外から 汲んで. s: が もめ 

去 狀 唐 やうの 三行半 は 盆の 水 

一 も 一 一 もない と 三行半 を 書き 

去狀の そばで にこく 數珠 をく り 

去狀 をいた 5r いてと るに くらし さ 

月の 障 痲 病の 藥 馬に も乘 つて ろ 

ゑんこう へ 手 を 出し 亭キ； ひっか  >  れ 


月 流 仲 條は月 を 流して 日み-送り 

穴 釣の やうに 療治の さし 藥 

中 條で鼻 をなら して 叱られる 

中條の はれに ふんどし 下，^ ねだり 

賫 M, 色 鳳凰 は 首 大尾 は 夜 i なり 

位に は 松 姿に は 柳な り 

籠 を 出る 鳳凰 桐の 光な り 

♦ 親の ため 我 落ちに きと 女郎花 

良 雄と 祐成 忠孝の 女郞買 

道哲 にきけば 極樂 西の方 

りんきす る 腕に 煙の 伊 15- 山 

待 人に こんの 卦狐 ふさいで る 

帶 をと きなんし、 ) い っはダ たもの 

北 國の阿 彌陀御 光 を 質に 置き 
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君 君たら す 新造 も 閒夫狂 ひ 

船底の 枕で 客の 楫を とり 

寶の山 を ふりむかぬ 郭の張 

もてた 報いで 身上が もてぬな り 

早い事 みどりが 松の 太夫 職 

どうしても 目の 寄る 店の 玉 ぞろひ 

こんな 腰 ありと 出口に 桢 ゑて あり 

彼の 面 此の 面に 氣§ ふ 格子 先 

吉 原の 松 は 荒神 さま ぎら ひ 

千 人の 枕に にくい j 字 命 

命 へ 灸は蟲 の 根 を 切る 仕 かけ 

爪の 火 はしめ し^,? 

祇園 町で も 御祭に： t を 立て 

比丘尼で も 居さう 墨染 撞木 町 
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總體 勤めの 奉公 は屎 瓶の 氣 

川忡の 敷に も 孝の ものが あり 

かん ざしの 足 くたびれる 紋日 前 

ほれ やうの 振袖 をす る 姊女郞 

父母 はた  > 病 を 患 ふ 安 遊び 

色 客の 翌日お はぐろ が 舌へ しみ 

曾 根 崎 新地 天神の 流れ も 出 

卷 紙も瘦 せる 苦界の 紋日 前 

傾城 は佛と 見る と拜 みん す 

, ^くる はしく 険ぞ 紋日 前 

1 札で 借さん， £ で 金が 出來 

證文で 借りて は 文へ 金 を 借し . 

女房 はお 釜と おも ふ 染の介 

漂泊の 女房 を 寄せる 帆立貝 


四 九 二 

いたくない 腹 さぐられる 面白さ 

どの 譃が 本の 亭主になる だら う 

分散の もとは 四角な 玉子より 

ひまな 事 茶 挽の 貌も極 揃 ひ 

しゃち こばる 傾城 佐 渡の 土砂 を 掛け 

茶 を 一 1 ッ 持って 寐に來 るむまい やつ 

年明け はう しと 見し 世を戀 しがり 

寐て 果報 松の 位に 新造な り 

水に する 起請 も かたい 紙へ 書き 

別れの 背中 約束 を 叩き込み 

席 正 し か らす 引け 四 ッ を 近き 店 

江戶ッ 子の 膽 鳳凰の ゑ じきな り 

暮の文 ほしく と 留めぬ ばかりな り 

齒を 染めて やる は實盛 ほどの 客 


身替 りの ちっとも 似ぬ は 女房な り 

年明け はだし がら をく ふやうな もの 

七重 八重 著る はつ 花の 郭 なり 

片腕になる 客人 は 手な しなり 

にくう ざん すと つ めら れる 面白さ 

只 一 人 茶と 三味 せん を 引いて ゐる 

主の 子で ざん すが 產 ませなん すかえ 

硝子 を 買 つて ほこん と 穴が あき 

新造の りんき 片髮 引き へ がし 

新造 は し びり 藥を吞 んだ や う 

新造の わる 留め 入齒 引った くり 

丸 山の 新 子 唐 饅頭の やう 

丸 山へ から 撫子の 種 を まき 

飯 盛 も 陣星位 はかた むける 
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喧 ひかね る 親で 娘が めし を 盛り 

京 は 君 嫁 は 大 坂に 江 戶は鷹 

龍宮の 夜鷹 は 昆布 を か 、へて 出 

夜鷹の しれ 者 鼻 嫁 を 築く 處 

夜應の 尻と 白玉 は 寒 ざら し 

こぶし ほど あるで 夜 鷹 を の り 出さ せ 

安い もの 四 はいの 蛸に 買 ひ當り 

黑 鴨に 羽 合 をす る 夜の 鷹 

藝 者 ころび 疵 乳が 紫色に なり 

安藝 者 撥まで 悪く すれた やつ 

足 本 を 弱く 藝 者の 母 そだて 

ぬからぬ 藝者足 本 を 見て ころび 

藝等 御覧に 人れ まして 奴 f ろび 

轉ん だかして べんく の 音が や み 

四 九 三 


禿 


滑 猪發句 類題 箅ニ 編下卷 

世 を 捨てた 如くに 藝 者世帶 持ち 

ころぶ の は 蜜 事 ひくの は四ッ 乳な り 

客より は 先へ 來 てるる 安藝^1^ 

孝行 にしな と 新造い や が ら せ 

寐 小便 秀布 とんの 堺論 

サァ寐 やとい はれて 禿よ みがへ り 

禿が 返事 露篥の 調子な り 

はき 寄せる やうに 禿を寐 せて 置き 

早 打の 禿ァ ノ ねで 息 をき り 

ァ 、 イイと いい 細 殿 を 女の 童 

くす-ぐると 禿 丸めた やうに なり 

なきに しも あらす 1^ にして そだて 

あた. i> ようが ましく 禿 耳に 口 

せめても と 禿を寐 かす^ 進 n 
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旅寶色 m 筋 を かじり 給 ひねと 下の 關 

割牀を 几帳で 仕切る 下の 關 

下の 關 刀自に 恐れる 女の 童 

下の 關癎癥 で吞む 冷九默 

むくつ けき 男 はい やと 下 S 關 

催 馬樂で 格子 を そ 、る 下の 關 

平の 飯 盛と いひ さうな 下の 關 

新 渡の 蝨丸 山で 背 食って 來る 

通 辭兼帶 丸 山の 若い もの 

細い 音は絲 ふとい 音 はねだり の 事 

あの 藝者 人魚 を 喰った かも 知れす 

丸 山の 藝者 ラッ パ もす こか じり 

牽 頭 山 明き は 花の 王 さと 太鼓 持 

くれる かと 思へ ば 鼻 を ちんと かみ 


脈の ある 內 は 太鼓 も 見放さす 

遣 手 何處 となく にくい 姿 を 遣 手 もち 

きせる 片手に 膝 立てて 遣 手に じ 

鳳凰 S 羽 蟲を遣 手と つて 捨て 

月の 郭ー 歩 はにくい 姥へ 捨て 

籠よりも 槍の 一 步は 高い もの 

子のう ち は 遣 手 も 親の 秘藏 なり 

四會目 は 遣 手 やっぱり こ はい 貌 

. 遺 手と は假 の名實 はもら ひて え 

ふられ 客 人品 骨柄 あっぱれな 夜具の 番 

通 言淺. 葱 コ ャ 喜 介 身 は賴 兼に 似て をる か 

孤 燈に向 ひ 沉吟す 淺葱裏 

御 川 狀相濟 むまで は 身 ども 寐ぬ 

似 ゆなき は 武士の 弓手に かくし 銘 

滑 榜發句 類題 集 二 編下卷 


.H*£ ^り 


尻 を 抱き 身が 武士道 か 立つ、. へ きか 

瘤 を 押 せ と は 過言な り 身共 武士 

をれ る 許りに 女郎花 まだう せす 

思 へ ば あの 鐘 うらめし やまだう せす 

振袖の 宅 番の來 るけ ちな ばん 

死相 を さとり 名代 もより 付かす 

名代よ 我 もさび しいか どっか 行き 

時 は 今 一 步 すてた か 牀の番 

； i 犬 をかん じた やうな けちな 晚 

朝が へり 先 は 珍重 親父 留守 

朝が へり 段々 が 近くな り 

我が 内 へ 閒者を 入れる 朝が へ り 

朝が へりた のみに 思 ふ 母は瘊 

母 も 味方に 付き 兼ねろ 晝歸り 

四 九： 


滑稽 發句 類題 集 二 編下卷 

朝が へ り 親 仁 閻魔に 力 、 ァ鬼 

我が e へ 傍若無人 四ッ手 駕籠 

コハ 不埒 痲 上下で 朝歸り 

0 見 十五 城 もの だと 素 見擧 者な り  中 宿 

油へ らしが まだ 居る と 素見ィ ヒ 

ふら/^ とへ うたん 町へ 素 見來る  男 色 

•  一 

文 使 譃を たばねて 背負って 行く 文 使  一 

鬼 こもる 郭 から 千の 矢文な り 

文 使腮の 下から ちらつかせ 

船 駕籠 御先 眞白 土手 を 行く 雪の 駕籠  一 

石 川 流に かつぎ 行く 腐り 駕籠  一 

雨中の 誓ね だり ごと 法に 過ぎ  j 

尋ねて る だら うと 駕籠 や 舞 を 吸 ひ  . 一 

女房のお こった 夢を猎 牙で る  夜 這； 


四 九 六 

猎牙船 は 行方 も 知れた 戀の道 

何處へ 1i を おろさう と猎 牙で いひ 

行 ク者は 晝夜を 捨てす 船と 駕籠 

中 宿の 火の し は 化の 皮へ あて 

中 宿の 嗅ァ おどけて 脈 を 見せ 

菊 座 と は 慈 童 の 時に 言 ひ はじ め 

あんまりな fl はかけ まの よがり やう 

ひりく とする は 小姓の 新 まくら 

地签 すき 屎 のにえ たも 知らぬ やつ 

かゆ まと 逃 ゆて 尻 を ^5 ふ屎 たはけ 

尻の つま ら ぬ 年明け は野郞 なり 

うしろ 

ふり 付けた かけ ま 後 は 見せぬな り 

後家 出家 かゆ ま 前後に 敵 をう け 

そ もく 夜 這 ひの 始まり は 三輪の 神 


大和 巡りの 留守へ 來る 三輪の 神 

1 一の 膝 を ふんで 夜 這 ひ はに えきら す 

背 蟲の夜 這 ひ 睚み合 ふ 猫の やう 

三聲 おこして 身 返き 下女へ 這 ひ 

〇〇 かして 居た で戶 まど ひに 立た す 

だんまりの 幕 は 三助 下女 且那 

〇 〇 浮撟は 日本 國を よせ はじめ 

眉墨 の 皺 御喜 悅^ 最中な り 

蚊 の 燒 打が 合戰 のき ざしな り 

〇〇〇〇〇 牛の 角 もじ ゆがみ もじ 

四百 餘州 がより ますと 貴妃 喜悦 

茶の 時 は 亭主の 〇 へに えこ ほれ 

〇 く ぞ〇 きます と呂の 音律の 音 

宇田 源氏 奇々 妙々 の藥 なり 

滑稽 發句 類題 集 二 編下卷 


き 〇〇 へ はめて 見たい は 肥 後 ふくべ 

戰 のために 毛蝨 放火され 

よつ ぴと 夜片寐 してる る 面白さ 

女の よれる 黑髪は 味が 妙. 

そのため 曲 どり 明日 芝居な り 

其の 時 は 鳩胸 口が と,， きかね 

その 時 佐々 木大音 を女郞 上け 

おわ を 〇 たから、 ンと思 ふ イイ 女 

なめく ぢー 一本 もて 〇〇 す 間の わるさ 

力 ノ 蛸に 越 中 肥 後 を 吸 ひ とられ 

ョ クイ キヤ スは 四ッ目 やの 符帳 なり 

賴 まれて 來 たとい はねば 買 ひにくし 

何に つけ かにつ け ひまな 臍の 穴 

彼の藥女戶^^^層倍〇〇〇 

四 九 七 


滑 糟發句 類題 第二 編下卷 

狐火 を 見よう か 獅子に 化けよう か  伊 

牡丹餅 も瘕も ひだ る き ま ぎ れ喰ひ 

山伏 を いぢら せもつ f  〕 握らせる 

足の指 一 束に をる 氣 味の よさ 

藥研 形しても 藥な 物で なし 

数の子 も はら ，- 子 も あるな まく さみ 

なでて 見る 綿に D〇 ある 肉 一 fw 圑  日 

初陣 はた ， かふ ま へ に 武者ぶ る ひ 

身 ふたつ を 骨 も ひとつに 鴨の 味 

女人 成 佛すゐ きの 淚こ ほして る 

浮 橋に ァ 、またい くよ ふたば しら 

太平 さ このよろ ひがた 兜 形  住 

祌. 紙 部 


四 九 八 

勢 かんな かく 國に 白木の 宮ば しら 

人間の 洗濯 をす る 五十鈴川 

天下晴れての 欠落 は 神路山 

坊主 化して 本 田と 成る 神路山 

大力の Sli 一見の や ふる 盛り 

辨當は 先へ 一 一見へ やて かんせ 

光 ：  上く しゅふた あら 山の 神の 號 

有り難 さ うらみ る もの は ip-. よかり 

住む 鳥 も 神慮に 叶 ふ 慈悲の 聲 

下野に 日の 山 出 羽に 月の 山 

唐が らし さへ も 紫 衣 著ろ 御靈山 

吉 漁 父 木 樵 深き 神慮の 底 筒 雄 

置く霜の祌はぉとしもっもり^^ 

神 詠 は いはほ 樂ヌ齒 もた たす 


菅 廟 


四角な 文字 を 削らる ， かんな もじ 

住吉で 音に きこえた 太鼓橋 

浦浪の 左右 夜の 歌 朝の 歌 

和歌の 紳 山と いふ 字の 御 姿 

末世まで 消えぬ は 和歌の 霜と 霧 

眞中は 若め 左右 は ほし 大根 

左右が 提灯 眞 中が すきと ほり 

非情 すら 1^ へ紘 をつ くし 潟 

天神へ 先づ備 へたき 自在 餅 

やどり 木の やうに 自在の 御 誕生 

知らぬ 火の 配處 わびしき 自在 鍵 

都の 空 に 墨 を 引く 御 神 恨 

筑紫 でも 梅干 親 仁 御氣に 人り 

臍 塚 を 築くべき ほどの 御鞍惯 

滑稽 發句敷 題 集 二 編下卷  . 


浮 橋 一 鳥の 傳が紳 代の 祭り、 ぞめ 

あれさ 〇〇〇 も鶄 と 〇〇 

女神に をし へ 申した は 土龍 

祌 樂 笛の 音に 松風 さそ ふ 宫神樂 

とんつ くな 奴が 神樂の 太鼓 持 

折節 は 神馬 も神樂 太鼓 打ち 

かぐら 堂 一 寸 一 ぬれ. 1 '一 一文 

貌 ばかり 心に 見 ゆる 梓弓 

梓弓 書 置 出し て 引きく ら ベ 

神道 者 身 に ほ ろ くの 不 淨を著 

屁 を ひりに 家 根から おりる 宫 普請 


四 九九 


滑稽 發句 類題 集 二 編下卷 

釋 # 釋尊は 絞り はなしの 置 頭巾  大 佛 

十 惡も五 逆 もす く ふ イイ 釋氏 

初釋迦 とい ひたき 時分 御 誕生  二 王 

摩耶 夫人 御名が 摩耶 ゅゑ譃 つき を 産み 給 ひ 

まや 夫人 ソリャ 御 蟲氣と 茶 を わかし 鬼子 母 神 

身 柱で 蟲の かぶり 出す 摩耶 夫人  びん づる 

〇〇〇〇〇 涅槃に 人る と耶輪 陀羅女 

彌 陀如來 額へ さぐり 附き給 ひ  達 磨 

守屋に は 餅 をつ かせて 闩の上 

難 波池閻 浮た ごんの 如 左衞門  六 祖 

御詠歌 を 琵琶に 合 はせ る 件 生 島 

如意 輪 は 蟲齒の 痛い やうに a え  聖德 太子 

地藏尊 びん づ るの 氣 はもて ない と 地藏尊 

弘 法 


耶輸 陀羅女 

阿彌 陀如來 


觀は音 


無 ft- な 願 地 はしば りか ら ゆられ 


五 00 

木 やりに て 速の 葉へ S る大佛 

大佛に f  ,> いつが あらば どう だら う 

蜂が 凝 を かける 一 一王の 鼻の 下 

長 暴風雨に 一 一王の 力 ほろ り 落ち 

子 許りで 亭主の 知れぬ 鬼子 母祌 

び ん づ る は 烦 Ml き て 木目が 出 

びん づるも そこ は 御免と 押へ てる 

サァ 悟りぬ いたと 達磨る ざり 出し 

達磨忌 に 枯蔬 いける 庵の 牀 

米 より も 胸 を しらけ て 智識な り 

祖師に なった を 键買も あきれ 果て 

藤から 和に 佛道 をつな ぎと め 

さし かねて 守 星の ひすみ 御 直し 

芋と 石 字 はや はら かに 甞き殘 し 


渡 天から 空 海 とんだ 處を 掘り 

良 辨 善 智識 普く 諸經 良く 辨じ 

良辨 僧都：^ 瓶 かと 屎 たはけ 

性 空 視 から 悟って 書 寫を御 建立 

志賀僧 老 佾も戀 慕に 志賀を かくし 兼ね 

兆 殿 司 佛畫師 の 名譽 を 殘す檢 の 具 谷 

慈 鎭 松に しぐれの うたが ひ は 雪で 解ケ 

遍 S? 落馬に もこり す 少女 をと めた がり 

腰折 歌 を 詠ませて は 女郎花 

能 因 名歌 ゆ ゑ 一 戒 やぶる 秋の 風 

白 河の 關を窗 から 蜆いて る 

文 覺 盛 遠が 煩惱 は是卽 菩提 

戀で世 を 捨て 荒行で 世に ひ > き 

西 行 北面 を 捨てて てに 葉 を 拾 ふなり 

滑稽 發句 類題 集 二 編下卷 


家の 棟の 繩西 行の 氣 にく はす 

一 休 禮 者の 中 を 寂滅の をし へ なり 

一 休の 年玉よ ほど 洒落れ たもの 

. 一休の 蝨地藏 の 面 を 這 ひ 

とんだ 坊主 だと 地 藏洗ッ てる 

一 ト 休み 煙草 はいかに 新 左衞門 

兼 好 兼て 好き ゆ ゑ 色文 も 上手な り 

兼 好が 新道 ひらく しのぶ 山 

澤 庵 其の後 は淺 漬和尙 許り 出來 

澤 庵の 近 處淺野 家 功の もの 

刈 萱 髮と髮 髪 を 剃らせる 恐ろし さ 

櫻で 悟り 繁氏 は吉野 越え 

天 王 寺 佛 法の 楝粱株 は 天 王 寺 

未 來記は 現世に 深き はかり 事 

五 〇 一 


沿 精發句 類題 集 二 編下卷 

增上寺 眞黑 にな ッ て 佛も御 味方 

約 鐘の あっさに 扇つ か はれる 

東 叙 山 實に花 も 吉祥 閣を 仰ぎ 唤 く 

花見 つ れ 文殊 樓 から 智養を 出し 

門徒 宗 御 再建 他力 は 彌陀の 本願 寺 

東西の 外 は 一 向かた むかす 

ィ ィ宗 旨酒と 看で 穴 かし f  - 

片々 はね はん 門徒の 長 まくら 

法華宗 祖師の 德 波に も殘る 筆の 跡 

時計 かとお も へ ば 法 華 坊卞： なり 

かむ ると は筑摩 祭の やうな 僭 

0  ありな しの 苦 を 離れ家の 墨 衣 

, 墨染の 行脚 筆まで 坊主な り 

座 禪の膝 を お つ 崩す 蚊 の 力 


！ S  二 

賀の祝 ひ 目 出た く 無い と 寺で 言 ひ. 

掃 溜で 和尙の あら を 見付けられ 

女に はきら はれ 铃 は：：： 十く きれ 

醫者 も 古句と 宗匠に 化けて 行く 

一 戒 はどう もと 所 化の 正直 さ 

眞  一一 一一 a も 圍ッて 置けば 秘密な り 

折 ふし は壘 をた ゝく 常念佛 

坊主の 鼻血 ャレ 毛拔く 

和 尙小聲 で 此の 返 叶" は 御 £々 

茅 町の 釜へ ぶち 込む 御 鉢 米 

一 月 寺 小僧 七 ほど は 吹き 

還俗に 九族 天 を 追 ひ 出され 

南無 佛と異 香 驚す る 佛の屁 

殊勝 ゆに 見 ゆる 和 尙の皮 かむ り 


M  假名； it^ しき 尼寺の 法度 書き 

假名 書き の經も 尼寺 讀， す る 

數珠袋 昔 引かれた 袖の 端 

おは づか しさう に 尼寺 入院な り 

笑ふ齒 にむ かしの 殘る俄 尼 

1 一人 組 許り 尼寺 糗ん でる 

願 人 柄の 長い 傘 住吉の 坊主 持ち 

破れ 衣で けさ ほどの はつしもの 

順 禮 負 ひする を 蜜柑で 著 そめ 柹で ぬぎ 

御詠歌で 子 を寐せ 付ける 木貨宿 

六 部 そ もく 六部の 始まり は 本 田 氏 

負佛は 六十 四 跡し ざり 

六部の 笠 は 肩入れの ま はりむ く 

血氣の 六部 ふせ 鉦 を はね 返し 

滑稽 發句 類題 集 二 編下卷 


佛罰を 恐れて 六部 屁 を ひらす 

元祖 柄 井川 柳 翁辭世 

風の あとで 芽 を ふく 川柳 

追 加 

八重が きの 外 に 繁り し 川柳 

祝 1  一 jm 

邯鄲は 物 か は 御代の 高枕 

東都 四 代 目 川柳 翁 風， 梳庵 社中 

.  素行 堂 松 鱸漫撰 

花 笠 外史 雙枕閲 

五 〇 三 
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古 
今 

夷 

曲 

集 


古今 夷 曲 集 序 

i 角柱 やか どらし や、 <w のない こそ そ ひよけれ C むかしく いふに いへ ぬ 物の なかより、 丸き もの 

とき  ひなぶ りのうた はじ  二、 い うた 乙と こ * ろ 

の 一 つお ひて 一 一つに なり、 三ッ になめ し 時より、 夷 曲 歌 は 始まれり けり。 い。" - 歌 は 人の 心 を 

こ 1  こと よ  た， * こ-ろ ** る  ま あま てらす お ほんが み おんみ ゃゐ  まる 

稀と して、 言の葉し ゆり そふ もの なれば、 只 情の 丸い がよ いとなり、 先づ 天照大神の 御宮 居 は 力 

き  つく もろく ふやしろ か，、， C  i.o む丫 *  /  »  , 'み 1 に. ノ  - 

木 を もて 造れり。 _ ^々の 御社 二 も 鏡 を かけらる、 は、 丸うて、 空しうて よろ. つ 直に 寫るを 見せしめ 

わ く 二  くにつ か み C に  はる かふ  か， >- みもち  -;! い まる 、 もち 

給 ふなるべし。 我が 國は 國津 神の 御國 なれば、 春の 神 をむ かふる にも、 鏡餅と て、 第一 丸き を ぞ用ゐ 

くさ もち ちま き  ラ ゐ しき さう もら  さも めら £$ もれ はな か  ノ  も か i,  /* ひと 〈 

るなる。 草の 餅、 粽 などい ふ は、 有爲の 色相 を顯 はすな らん。 任 他 花の香に 酈れし 衣 を 返し 輩 

あ？ 4 せ  ん  わらば  やまでら お ちごゎ^? を. C-  せったい ちゃせん がみ 

も 袷の うら 盆に なれば、 をの こ 童 は、 山寺の 御 兒綰、 折から 攝 待の 茶 宪 髪に ゆ ひなし、 とも どち こよ 

こて まね  ゆかた ひろ- V で き と め  びん かみ し * ら しま だ ， ゆ ふ かぜ ふ 、 ， Z  ) 

とて 小手 招く。 しかも 明 衣の 廣袖を 著、 未通女ら は變の 髪の 經 ぬの 島 田 わけ、 夕風 の^き 力へ しに ゆ 

て び やうし  あし  や  つき  わ  ごと  ，コ さ 

ひて、 いざ を どろと いふより、 手拍子と り、 足 どり する 十五夜の 月の、 輪の 如くに こそ は を どれ。 小 

夜風に 行き かふ 袖の 移り香 は、 浮きた る戀 のしる べにて、 しのの 小篠 のしの びくにい ひより、 いつ 

むつ  する！  4* つや なみ ，  ちか たはむ  ご  をん；^ 

しか 睦まじき 中と なり、 未の 松. E さ/' ら波 はこす ともと、 誓ひ戲 る、 餘 りに、 あの ！• のさへ、 ，^3^カゅ 

く ゆく お 目 もとの 入 はしゃう や、 それ を そちが 報うて なにせう ぞ など、 左 禮が實 になり、 あは 緒 も 今 
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かたいと  こなた かなた ひ わか  いもせ 1^か  よしの かに  い なみの 

は片絲 の、 此方 彼方に 引き 別る、 を， 妹 寄 山の 中に、 芳 野の 川の よしやと いへ ど、 印 _s 野の いなとい 

いさ  なほく ザつ  ことわり  さ  らっこ  か は 

ふ諫 むる に、 猶 口舌たら くな りければ、 そち も 理 、 こち も然 なりと、 嶙 虎の 皮の やうに もてなす 

もろ とら  おも  こ いさか ひ こと は はな  ね は  ** 

を、 諸共に そと ほ、 ゑめば、 されば こそ、 思 ふ 中の 小鬪 諍、 詞の花 を ちらす のみ、 根 紫 は あら じ、 先 

いはき  ざけ こ * ろ  あと  ま ラ  んな 

づ杯 を、 さすが 石木に あられ 酒、 心 弱く もの 跡 をば、 え. & すまい、 しゃんと ささせられ よと、 女 かた 

もど  ねん いは  まろ  こく か  と* な  またく 

へ戾 させ、 これより 五 百 八十 年と 祝 ふ を、 丸うな つたと いひ、 一 國 一家の われて 齊 ふる も、 又々 かく 

ほとけ みち  まる たかこ * ろ  もじ か  み  だいじ くわん し 

いふべ し。 まいて 佛の 道に は、 丸の 中に 心と いふ 文字 を 書きて、 身の 大事 を觀じ 知る となれ ど、 こち 

しゃ-つし ゥま むかで し  しゃう し そ. 6/(- こ * ろ まる  わか  し  いう 

や 知らぬ、 生死 山の^が 知った 生死、 抑 心 を 丸う する に は、 和歌に 如く はなし。 其の さま 優な らん 

こ * ろ  えん  を そ  す  かた ゐ なか もの  に 

とすれば 心たら す、 艷 なる は 獺の たはれ をのた はれ 過 ざ、 っょきは片田舍の^！？のもの ぃふに似てなっ 

かしゅな く、 鑽れば 石よりか たく、 頭 を ふり あ ふ ざ みれば、 須彌の 山より 高し となれば、 くれ だる 我 

ら  まな  みづ つき の， かんな  こ V* た； 5  けづ 

等の 學 ばんに は、 水の 月 を 望める 獸に 異なら ざるべし。 さらば 飽を もて やま はさん、 小刀に て や 削り 

かたち  こ、 ろ  ( い たづ  >  や- 「か  こ うた ひさかた 

なさん、 あらす、 形な き 心なれば、 さは 徒ら なるべし。 いなかに も 狂歌 を もて あそびね。 此の 歌久堅 

あめ  したてる ひめ はじ  あらがね つち  みこと  もじ  もじ 

の 天に して は、 下 照姬に 始まれり し を、 荒鐵の 地に して は、 す さの をの 尊、 三十 文字 あまり 一 文字に 

よみ 給 ひて ぞ、 和歌と なれり ける。 しか は あれ ども、 人の 代と なりても、 聖德 太子、 此の 樣を 捨て 給 

は ざり けらし、 いはく、 釋 氏に 西方の 敎へ をのべ、 聖の 道に 不 屑の いさめ あるが 如くなる べし。 それ 


より 後 は、 文) 午 の數、 ^歌 を 移す ものから、 猶 しれた る 事の み もてつ 、"くると はいへ ど、 折に ふれ 事 

の. J-  す き もの い  き  ち J« よ  しゅ ひゃくし S す ひゃくし ゆ .2 よ 

に 望みて、 まれ ノ\ よめり しも、 きぶき 數寄 者ら 出で 來て、 近き 代より ぞ百首 二百 首數百 首に 及びて 

.^r  ほァ  ひと  ク まひ のみ  じ f. う ゆ 

はよ みける： それが 中 その外、 こ、 らの 人の よめる にも あまたの 病 を 除かす、 上下 力け あはざる 多 か 

き やう か  こと ュバ  こ * ろ た，.'  ふ  *v さ くに を. V-  こ * え かしこ  わざ 

り。 狂歌と て詞 こそ まけても いはめ、 心 は 正しう、 身 を 修め 國を 治め、 爱を得 彼 所 もしる 業 なれば、 

ふだ  おも  こ， ろた ダ  た  そこな み  うしな ねいじん  や * ひ 

いかで、 妄 りが はしき をよ しと せん。 思 ふに 心 正しから ぬ は、 他 を 損 ひ 身 を 亡 ふ 佞人に ひとしく、 病 

じ やうけ  めし ひふ、 しひ こし か,  あし  か； i わ もの おな  わ か 

あり 上下 かけあ はざる は、 肓、 藤、 腰 曲み、 足た たすな どやう の片鵪 者に 同じ かるべ けれど、 和歌の 

び や-つ び やう いまし  ひとき は  うた  かる や- 1 ひ  かた  あ 

ためし を もて 四 病 八 病を禁 むる 中に、 一 際い ひかな へたらん 歌に、 輕き病 は ゆるす 方もぞ 有りけ る。 

i たむ かしい ま  らくし よ  すぐ  さく  よ  ふラ ひと そし  も G  こ * 

又 昔 今に、 落 書と いふに は 勝れた る 作 も あれ ど、 彼 は 世 を 諷し 人 を 謗り、 ある まじき 物 なれば、 是に 

の  こと  ふ る き  い t み  うた  こと こ * ろと * の ほ わら ひぐ き  えら あつ  すゑ まき いた 

載す る 事な し。 古く 聞き 今 見る 歌に も 事の 情 齊 り 笑 種な らんみ-選び 集む と はすれ ど、 末の 卷に 至り 

しゃくはち だけ  よ  ほとけ ことわり  みこ す-ろごと  こ is ぶこば  わ か 

て は、 ：< 八 竹の 一 よの みならす、 三世の 佛の 理 も あれば、 巫の 謾言 ならね ど、 詞 強く、 和歌に はい 

きこ  ** じ  こと  こ  おとな  ひと ため  わら は  との  しり  くち 

かに ぞ聞 g る を 混 ふる 事に なりぬ。 是れ 大人び たる 人の 爲には あらす、 童べ の 殿のお 尻から ぎよの 口 

ゲさび  き C- っソ.  つた まき  こ こん ひなぶ りし ふ  もの  そ  もと かへ 

遊 を、 狂歌に いひ かふる たよりに もとて、 千 歌 十卷、 なづけて 古今 夷 曲 集と いふ、 物み な 其の 本に 還 

わざ  な  はる わか  こと： K はな かざ 

る 業 なれば、 むかし をた てる 名な りけ らし。 かくてよ い 春 や 若うなら せられた と、 詞に花 を 飾りい ふ 

ほ みん  と. り こる I  も ふ * ち >^  かざし  さけ .5* ん  ゆきをん な  つ. -* 

より- 本尊 かけた かの 鳥の 聲を まち、 紅葉 を 折りて 簪 にもし、 酒の 燜を もし、 雪. ふらい く ふる 妻 
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いとしな どた は むれ、 春夏秋冬に、 いらぬ 草木の え もえ しらぬ たは ごとい ひて あそぶ も、 かしこき 君 

み めぐ  しょ ほか  いへ く ことわ y ろろ ひお とが ひ ほ. S- した  かた いた. >s うへ の！. S 

の御惠 み、 八 島の 外までの 家々 の 諺 、 或は 頤 臍の 下に さがり、 肩 は 頂 の 上に 上 わたる やうの、 

から や- * と こと ャぅ  こと A$  て ラ ち.？ - はみ づ あ わ、  ぶね バ ぶり く  とさ  ？-ァ かふ や ** と 

唐の 大和の 異様なる 詞、 を さあい を あ ひや 手 打 川 水の 阿^、 いな 舟の 棹 頭々々、 土 佐の 手々 屮、 大和 

の 元 興 寺に 隱期 など 樣の事 を、 もて つらね 書い 散らす を、 見る 人 聞く 人、 ぐるよりも 可笑しが り、 

咄と笑 ふに 罪 をう しなへば、 自 ら 情の 丸うな るべき よすが なるべし。 莊 周-かいへ る、 菜 三つ 四つの 

もと さき あらそ  お ほかみ  つら  ひつじ あゆ  ちか  ひと  おの まよ  こ-ろ 

跡 先 を 諍 ひ、 狼 の おそろしき 頼 をな し、 羊の 歩みの 近づく を もしらぬ たぐ ひの 人 は、 己が 迷 ひに 情 

を 奪 はれ、 求む とも 笑 ふに. B なかるべし。 あめにます 大黑の 能 をき くに、 一 に 俵 を ふまへ 、 一 一にに つ 

こと 笑 ひ、 三に 三界の 福珠 を、 袋 いっぱいに 入れ、 お 顔の 色の 黑 5 なる まで もて ありき、 笑 ふ 家に は 

かなら /,』 た  ふく  たま  こ  らう ゑ びす どの  4* へ -っふ しほ  つね  いだ 

必す來 りて 福 を あたへ 給 ふ。 是れ にも 三郞 惠美須 殿、 お前の 海の 鹽 のめ をし、 常にめ でたい を 抱いて 

信 ある 者に は 給 はんとな り。 是れを 見、 彼 をき くに、 機嫌よう 笑 ふが、 卽 ち福德 なり、 菩提なる 事 を 

くわん ぶん わん ケ わつ  を は  ぎ やう ふう ふ  のち あざけ か へり 

しれと、 寬文五 年 十月 一 日に、 しるし 終りぬ る 行 風が、 身のお ろかなる を も 忘れ、 後 の 嘲り を 顧みす 

といへ ども、 これ を 好まん 者の 爲に は、 いさ、 かの たづき ともなる ベければ、 なに はの よしあしの ふ 

ま こもぐ さ  もてみ そ  なほ かたち  かゆ ぼ ふし  -vi  &  *a 

しぶし、 眞薦 草の か 0 にも 翫 び、 猶 形に そへ る 影法師の 如く、 身 を はな すなれ 行かば、 を かしき 

いろ  こ * ろ  えびす. つた  わら  -！ 'め  くち す  くら * よ」， 4 し 

色の 情に そみつ、、 夷 歌と きくに 笑 ふなか だち ともなれ となり。 といへば 口に 酌 たまり、 苦 參の話 


に は、 顏を しかむ る なれば、 十 王の 口 澄んだ 貌、 天狗の はなたかう 慢 する もの も、 此の 歌 を 聞き もし 

よみ もせば、 阿々々 とこ そ あらす とも、 屈々 と は 云ぶべし。 現在の 果 にて、 きし 方 ゆく すゑ をし ると 

こ  わす  いま  つ ひ ゆ ふべ  はら  しゃう st>.lh:a う わら  こ > ろ かどびし 

いへば、 此の わざ を 忘れす、 今より 終の 夕まで も、 腹た てす の 正直 坊、 笑 ふの みならば、 情の 角菱の 

や ** ひ  い  ** ろ  のち にんじん  ぢ めく もち  か  わら ぼ とけ 

病 ひしく と 癒え、 眞 丸に なりなん 後、 人 仁と いふ こ、 ろ を 持藥に S ゐば、 、彼の 笑ひ佛 とやらん にな 

ら ざらめ かも。 
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古. 今 夷 曲 集卷第 一 

春 歌 

ふる 年に 春 立ちけ る 日 詠める 

年の 內の 春の 小袖 は 一し ほの 淺 葱と やせん 濃染と やせん  源 重 禾乃 朝 E 


春た ちけ る！ H よみ i& リし 

山 眉に かすみ を ひきて 腰す そ も 優なる 春の. N ちす がた かな  行  風 

立ち そむる 霞の 衣の はつれ 雪 春の きに ける 紋所 かも  義  ^ 

たばこの む內 より 春は來 にけ らし 煙 も かすむ はなの さき かな  正  長 

春の はじめの 歌 

春 たっとい ふば かりに ゃ大 ぶく の 水氣も 霞んで 今朝 は 見 ゆらん 哥  慶 

ち はや ぶ る茶宪 もけ さは 改まりた っ大 ぶく の 神の はるか な  滿  永 

春 くれば 色 も 花香 も 別儀に て 宿の 大ぶ くた つかす みかな  入  安 
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約 棹の たけ 高 からん 

餅つ かす しめかざり 

きの ふま で 以て 仍外 

去年までの 貧乏 かみ 

目出度い といへば め 

5?フ ふと 

臓 太に 雜煑 をく らふ 

もろ 人 もけ ふ 赤子に 

年 こえて 花の か、. r み 

誰 を かも 仕手 脇に せ 

元日 の 霞 をよ め る 

九重 も はるの 霞の あ 

酉年の； 兀 日に よめる 

水 は 本へ 返辨 申し 酒 

百 首 敬の 中に 子 日 


一 節 を 

せす 松 

にさぶ 

こ ぬ 

で た 

L よ 

や な 

と な 

ん高 砂の 松 


き 


>  t 


る 


ろに ねが 

す 力 力る 

レ八 公の 

て 春き に 

ふこ そ 

の はる 

ん むつ 

難 子す 


P 


ふ 和歌 

家に も 

門の は 

けりな 

眞似こ 

や 春 を 

をし き 

を や 曇 

友 あま 


振り 

け さ 

くの 


き つ 


ら 


ォ V 

へ ば 

ん 


五 一 四 

い 宜 

燕 


みの 目に 風た まりて やけ ふ 長閑な り 

の 字の 作り をと りの 年ぞ きに ける 


行 


風 


景       rd       ti' 友 石 i'i  «   ix 安 m 


々松 をば 子 日の 友に ひかれな ば gl おなしと て 笑 はれ やせし 


むさ 


さう で 綺麗な もの は 歌人の 口に か、 れる 山の は 

題 しらず 


足なくて 雲の はしる も あやしき に 何 を ふま へ て かすみ 立つ らん 

百 首 歌の 中に ず 

法 華經ぞ 小鳥の 中で うぐ ひす は 慰 第 一の はつ 音な りけ り 

錢 かねで ね を さすなら ぱ鶯の ほふ 法 華經も 一ぶ 八く わん 

ほそぐ と 鳴く 鶯の 初音に は 朝た う ま る も 及ば ざり けり 

梅が え は そなたの え て ん i さ うに 口笛なる かやよ やうぐ ひす 

若菜 のうた 

籠 を 手に 指け つか、 へ つ 名に めでて 鶯菜を やつみ てが ひらん 

百 首 歌の 中に 

よもすがら 叩く は 唐土の 鳥なら で 日本の 人の くひな なりけ り 

古今 夷 曲 集卷第 一 


玄 

法 心 

行 

五 


上 

安 焉 俊 安 德 康 人德康 


• 古今 夷 曲 集卷第 一 

懸想文 をよ め る 

い ふ 事 をき けば 腹いた むくく 

萬 歳 をよ める 

萬 歳の 祝 ひとなら ば 錢の數 八 百 

百 首 歌の 中に 殘雪 

年男 あうて 日數 もた たざる に は 

いた 、"きに 尾に また 雪の むら 消 

ちょこく と 澤邊に 殘る雪 はた 

春 日 野 は 今日 もな 燒 きそ 嫁が は 

题 しらず  . 

春の 日に かしらの 雪 ゆ 落ち はて 

梅花 をよ み 侍リし 

色に 出て 見 ゆる 女の 智慧の みか 

首 歌の 屮に梅 をよ める 


五 一 六 

と 臍の 下 ま で け さ う 文 かな  ト U 

八十 四 文 やれ かし  不 

やく もとけ る 女 かな  ^ 

え は 絞 毛の やうな 牛； 駒 山 かな 宣 

5, ま つ しら 爲 がす くんだ と：； る 來 

ぎ まだ 雪し るの 妻に こもれる 滿 

て 口へ は ゆ 出と なる うたて さよ  巾 心 

梅 も 諸 木の はなの さきな り  行 


風       精       永 焉和德       a  徳 


はなやつ くべ き 

の 皮 もす るな り 


主 殿の 秘藏の 梅 を かいたら ば 氣條の 先で 

祕藏 せし 花 を 一 枝こう ばいの 色に あか 手 

柳の もとに 梅の ける を 見て 

春の 日の たきものら しう 梅が 香 を 柳の 髪に とむ る 風の 手 

百 首 歌の 中に 柳 

樓には あらぬ はるべ を こき ま ぜ て 枝 

俄に も あち 東風と 吹く 風の 手に ひき 

題 しらず 

はびこ 

春の 日に 蔓る 木々 の 枝 ごとに 目鼻 は 

首 歌の 屮に 早葳 

さ r ちゃう 

山際に 左義長 をせ し 跡と めて わらび 

春 月 

朧 なは猶 もぁぢ よき もち 月と おも ひ 

照る 影も朧 ほろ く ふる 雨に 笠 をめ しぬ る 春の 月 かな 


長 


をた 

と つ 

あれ 

そ ろ 


れ たる はこ 柳 かな 

らる、 柳 髪 か な 

ど 耳な しの 山 

く 萌え出で にけ り 


つかす るう す 霞 かな 


雄 

行 


雄 長 
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久 
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百 首 歌の 中に 春雨 

なにな りと このめ 春雨 つれぐ と 振舞 はた、 =t とにもかくにも 入 

春雨の 風に したが ふかいだ うのし るく なれ ども 早 かわきけ り 雄 長 

足に あか ^ りと いふ 物 あ リて春 も いえ ざり ければ よめる 

あか 5r り も 春 は 越路へ か へ れ かし 冬 こそ 足の うらに ありと も 

或 人の いはく-お 丸太 夫が 歌な リ 

春 草 

蒲英 公の 花の ち ゝ つと 咬く 頃の 野 山 はやし はお もしろ いなう 行 

小米 花 

それ は 杵是れ は 木の 根に こ ほれけ り 小米の 花の 風に くだけて 未 

沉丁花 

竹 垣 を 霞の きぬの ふせ ごに て匀ひ をと むる 沉丁花 かな 

花見の 袖の つど ふ を = ^て 

見渡せば 柳 櫻に みやこ 衆 だて こき まぜて 行く 東 やま  „M 


友 


得  順 


老 安 


題 しらず 

立ちよ らば 大木の 陰の 花見せ ん晚 きちる 程に 餘計 あり やと 

見 花 

兒櫻ゃ 立ちて 見 居て み寢て 見ても 猶 愛らしき 花の かほば せ 

をだ卷 のく るり とくり か へ しみ めぐりめ ぐる 花 車 かな 

本願 寺 二 所の 庭の 花 を 見て よめる 

六 條の染 物なら ぬ 櫻に もお もて うら ある 花の いろ く 

芳 野の花 見に 出で たつ 道に てよ める 

晝食 はく はすと ゆかんみ 吉 野の花の したに てう ゑ 死ぬ ると も 

名所 花  . 

櫻 花見る めにつ いて はなれぬ は芳 野うる しの あれば なりけ り 

こっきよ し 色は猶 よし 与 ひよ し已 上み よしの の 花の 勘定 

らき  I 

葛 城 や 天狗の はなの それならで によつ と 高 閒の嶺 に 見えたり 

おしや  あしら 

いっとて もよう 來た とだに 仰らぬ は をし ほの はなで 人 や 待 ふ 

古今 夷 曲 集卷第 一 
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楊責 
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もな く 只 わくく と 結 ほれし 氣も 打ちと くる 絲樱 かな  一 

姥 櫻 

れて はたち もえさら す 花 故に 腰ぬ けと なる 姥ざ くら かな 

をつ けたる 宿の 庭に さく 花 は 豆腐のう ば樱 かな  贞 

揚貴妃 の 名 ある 櫻 を 見て 

妃の 花の かほよ し さぞな く 天の なした る さくら 色な り M  親 

に 咬き つ it きし は 春の 日の 長屋 づ くりの 家 ざ くらなり  滿 

しく も 小枝 かさなる 軒 口 はめと はなつきな 家 ざ くら かな 

花 下の 酒宴に よめる 

の 花見の Iral のさ かなに は 機 鯛 をゃ濱 やきに せん  三 

ち ひ さ き 花 の 木 の 枝 を 折れ る を 見て よめる 

のよ ろ ひ は あれ ど 頰當を もた で や はなの さき を 切らる ゝ  や" 

;[ ii ！  ,,:—ー.f  i—.  n[  [L  .  - 圍 .： 


生 n  永 王 德  圃 


とも すれば 花の 顔 さへ 打ち ちらす 風の 手癖 を 直して しがな 

題 しらず 

さかな 舞の 扇子の 風 もい やで 候 今 を さかりの 花見 二 ま 

落花 をよ める 

櫻ば な 散りし く 庭 を はき ありく 雪踏の 皮に 波ぞ か、 れる 

題 しらず 

櫃 川の はたに 生 ひたる かば 櫻ち るもぞ 花のと ぢめ なりけ る 

岡 部 氏 内 膳 正 館に て 鯛の 料理 ぁリ ける に 

臈の 汁き くの 酒の む 秋 は あれ ど 春の 海 邊に濱 やきの 鯛 

上下に もてはやしつ 、ぁぢ はふ や 花 も賨も ある さくら 網と て 

近 江 鮒 

さ.. -波 やしが からし 醉 でく ふ 時 はたれ-か 口に も あ ふみ 鮒 かな 

題 しらず 


行 


宗 
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名殘 

歸 る 

乘り 

み な 


古今 夷 曲 繁卷第 一 

山 毬栗に じる 秋 は あ れど 住吉 うらの 春の は ま ぐ り 

0  0 

けと もなかく いは じ 明くる 夜の 花 を 見捨てて 歸 

候べ く を かなに 書きても 歸る 

たらば 彼方此方で すっかり ぞ 


-5  二 


をし く 思 ひま るら せ 

まに 古鄉の 花の ちり 

首 歌の 中に 春 駒 

とめて すそ もして ま 

苗 代 

口 をよ く  ま つ 

、ォ 


り が ね 

ん 


し 春 駒の へ うたんから や 井手の 玉 川 

秋 くれば 人の 命 をつな ぐ 苗代 


宗 

敎 

ナ丄 


久 
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水に 

く ち 

苗代 


すむ 蛙が うた をよ く 

な はの 追手から めて 


きけば とかく 卑下な り 愚意々 々 と  一一 一一 n ふ 

取り まけば かはづ 軍のに け 道 もな し 

をお とせる 水に 落 ちゆく は 軍に 下手の か はづなる ベ し 

ぼ 首 歌の 中に 杜 若- 


未 


永 


遠 江 守源貍 行： 


水で とくに か はの 菖蒲 杜若 にたり や 似たり とに ためきに けり 

く 花の 顔 は 上戶の 色ながら 名 は下戶 のす くもち 鄉躅 かな 

欺 冬 

^き 出で し 八重 山吹の まつ 黄なる 色 も W 州 一 歩な りけ り 

題 しらず 

やかす とも 草の 餅 をば 春 日 野の 春 なぐさみに もたせ たらなん 

三； n 三 H 

臼に 粉 も 蓬 も 入って 杵を とりつ 

よ りき 

御 祝 ひに 與カ 家の 子 集まりて つ 

酌 人の こ ほる 、ばかり もる にこ 

題 しらず 

鮎の 子の わきて ながる 、泉 川 

首 歌の 中に 藤 花 

古今 夷 曲 集卷第 一 


雄 長 老 


音 も 先 づ が た 

ゃ喻 ふなり ど 

そ はや 置きた ま 


ひしの 飮 

さく さの 餅 

へ も、 桃の 酒 


づみ 酢に ての. 料理 ゆかしき 
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の ゆかりの 色 か むらさきの  一 m 浪な 


力 さ 

さ 5 

ぐ り 

な る 


つ  >  藤 にした、 か 締められて 難儀 

ふ どし に 似たり ふぢの はな 松の ふ 

に 日 は 西 へ ね ぢれど 藤の 花 じきに 

池 邊の藤 を 月 出づ るまで ながめ， をリて 

池 水に ひかめ く 月 はしら 藤の 棚から 落ちて ぬ 

慕 春 

春は猶 ゆるり くわん すの 煎じ茶の 

}s 首 歌の 中に 三月 盡 

しゅん 

三春の 約束よ とて 來り しも 今日つ 

春の 日 は 長 槍ながら さ、 の はの 一 


花の 

な る 

を唤 

や ら 


ふ さ さ き 

松 ふくり 力 

きて つ ゝめ 

ひだる さ も 一 


歸る 

くどく とする まに 春 はっき 弓の 矢 を 射る 樣に 


き て 

よ ば 


, J そ 

か り 


五 二 四 

入 


な 

な し 


鼠 かな 

ん花 をのみ あそび 暮せ 


ぃレ づ き 

れる石 築 

日 は 立ちに 


t 化 

主 
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け り 


長 

路 守 


安 

德 

宗 ^ 


古今 夷 曲 集卷第 


夏 歌 


百 首 歌の 中に 更衣 

ぬ ざて 今日 か へ す <\ 

夫婦 中に 只 二つ もつ こ 

5.  7 ィ 

月 出づる その 方角 も 卯 

卯の花 は どこから ふれ 

葵 

ふかぐ と蔡の 上に 置 

待 郭公 

こなたより 御本尊 かけ 

古今 夷 曲集卷 第二 


も 恥 かしゃ 花み る ほどの 借 衣の そで  入 

ろ も をば かへ あ ひて 今日の 害 や あは せん 雄 

の 花の 東 しらみに 夜 は 明けに けり 

る 白雪と 空 に 不 審 の 雪 や 立つ らん • 良 

く 露 や 御 息 所の なみだな るらん 

て 申す ベ し譃に はまたぬ やよ 時鳥 

五 二 五 


長 


德  老安 


古今 夷 曲集卷 第二 

明暮ゃ あら 通しと てまつ の戶に 郭公に てす ねて こぬか も 

^？; 公 え き か で や ぁ ら う の 花 の し ら り と 夜 を ぞ ゆち あかしぬ る 

時鳥 口な しはらの 名に おひて なかぬ やじ やうの こはた^, 2  |您 

聞 子規 

ひとり 居に よつ ほと ， ぎす 音信の 聲 聞く とき ぞ氣は 1^ じナる 

狂言 詞 

や るまい ぞ やるまい もの を 時鳥 聞いた かく 今の ひと 聲 

時鳥 宫根 うつぎに なく  |眾 を 聞いて わすれぬ 地獄耳 かな 

愛 宕 の 坂 に て 馬 の 沓 を 見 れ ば 福 な る よ し 人 の 語 る 折 し も せ の き け れ  >ま 

耳の びくよ き は あたごの ひと 聲を 聞きぬ る Eil の 沓手鳥 かな 

梢に 蟬の 鳴く 折し も 時鳥 を 聞きて 

ほ i > ぎす  ほ みん 

蜀魂 空に 本尊 を かけ たれば 蟬の經 を もな ほたかう よめ 

百 首 歌の 中に 慮 橘 

禁 庭の 花 さ へ 木 さ へ みえね ども 風 蒸り 來る たちばなの ili^ 

ぽ 皮に はならぬ さきより 立 花のに ほひ をき くぞ 氣の藥 なる 


五 二 六 

淡 路 守 
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宗 

C サ 


宗 % 

ム；； 


長 
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永 


老 


禽 


M. 苗 

早 こ 女の 骨 を 折りつ、 うへ く の 地頭へ 米 はとる さなへ かな お  * 

五 =j 五日 珍客 來れ るに 綜を 出して 挨按に 

さ こしめ 

今日 ことに 聞 食され ょ御壽 命の 數 もやち たび も、 ちまき をば  行  安 

ゆ 地に し 深 人り しつ、 深手 をば 負 ふ はふ かくな 深 草の 者  久  滞 

五 HJ 五日 雨降リ ければ 

虱の 手の 礫の やうに うち 散らす 雨 こそ 今日の そら 印 地 なれ  左 衞門督 藤 原 義 景 

笋を よめる 

竹の子 や 疱瘡す ると かろから ん絕 えす 雀の 羽 服 あつれば  久  淸 

五月雨 

五月雨に 降り こめられ てきがく さり かしらい たやの 煩 ひとなる 滿  永 

照 射 

的よりも 照射の 影に とんで 行く 鹿の子の 星 やい にく かるらん 貞  德 

百 首の 歌の 中に 螢 

古今 夷 曲集卷 第二  五二七 
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白露 

や ど 
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I 尻 はまつ か いなれば 螢火 も 昔よりか う あ 

を 思 ひのたま かほた る 火の むね はこ がれ 

の 玉藻の 前が 亡魂 か螢も 身より ひかり は 

を かと いはぬ ばかり- ぞ 飛ぶ 螢 よるに しな 

高 野に てよ める 

候 かい や 火に あらす 高野山 谷 三つ こえて 


り. ぞし つらん 

で尻ぞ こがる > 

な て り 

れば是 れも火 3g は 


2 八 
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り 


火で 

帆柱 

つくりし も 河の 瀨 ごしの！ g なれば 生 酔 を もまた あさらに ぞ もる 


にこれ も 見よ とや 船 岡の 

鮎 鰌 


螢 と ぶ な 

の 梢に せみが とりつく 


4* す 

匚 %1 


刈 人 


鮎 料现の 座に て かかる 船 もがな と いふ 人の ある を 聞きて 

て S 後の 心に くらぶれば むかし は ii もお も は ざ 力け り 

題 しらず 

も はこびし 人 もつ く 人 も ふ どし のみなる はだか 麥 かな 


人 
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敎 
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「し 
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夏草 花 

結句 そちに 人く さ いと や ぎぬ らん 香 を 

名に めでて 折らぬ ばかり ぞ鬼 あざみ 我お 

野に たてり 夜風 ひきて や 撫子の はな たれ 

枯れさうな 富士 撫子 を 育てん と 水汲み 

下野 國奈须 野に てよ める 

風の 手 もさ へ なお そろし 處 がら あた を 

題 しらず 

撫子の ませに ぞ はえる あこ だ ふり 同じ 

瓜 作れる 人の 挨按に 

名 をした ひ， こんせつ ぶりの 雨露 か 梵天 

姬 瓜 

ねぢ つけて いざや 契らん 己と はまた 落 

題 しらず 

古今 夷 m 集卷 第二 


よりし 鬼 

きと 人に 

と 見 ゆる 

た ご の う 


なすの の 石の 竹 

る 名 をし 

うそ だつ 


ら な 


ぞ よ 


百合の 花 

かたるな 

明 5 

らが身 

に や 

た ひつ、 

な る 


ち さう もな き 小 姬！^ 
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あさ 瓜 を はやして く へ ば 喉笛 も ひやり /\- となりに ける かな  宗  鋪 

茄 子 

おの づ から 茄子の 色 を 紫の ふくさに つ、 む-; 氽 入と ぞ 見る  み  と く 

などて かく 早 年よりに なりに けん 水な すび. ぞと むしりし もの を M 人 し ら ず 

長ら へて 何 を なすびの 畑に 生 ふる 若き を こそ は 人 も ちぎらめ  玖  也 

津 國今宫 わたりに 干瓢と い へ る もの,^ 老若 わかたず こしら へけ る を て 

春植 ゑて 夏む きけ らし 白妙の かんべ う 干すな り 尼 も か、 らも 利  忠 

身の 皮 も ほりぬく やうに 痛む るは是 れゃ大 苦の のみの 蟲 なる  ゆお  明 

題 しらず 

蚕よりも 蚊 こそうた てく 思 ほ ゆれ たれが 破りし 此の 紙帳 ぞも •  お  愧 

蚊 

罪 ある も あらぬ 人 を もい きながら 鬼 はか ほどに よも ゃ喻 ふべき ，お  朋 

題 しらず 


我が きても 久しく 破れぬ 帷子 は姬 がよ み を や 多く いれ けん  一  根 

こい 捨て ふ 我が 帷子の 水 いろは ひとし ほと こそ 思 ひそめし に 久  淸 

津國福 島に 雀 鮪と いふ 其處の 名物な りけ る をよ める 

數ぉ ほふ 江 鮒. の うろこ 福し まの 人 は 仕馴れて よいす 5r め 鮪  親  之 

靑た でも そへ て はなさん 羽なくて 飛ぶ ほどう まき 雀す しと は  宗  鋪 

紙圚會 

精 舍には 諸行無常 となる かねの しゃぎ りしき りに 替る 祇圓會 未  得 

ひいて くると 見れば 過ぎ行く 山鲜ょ 是れゃ 祇園の 會者定 離なる 行  風 

炎 天 

寒よりも 百倍 あっき 炎天 は 身に きる ものの わたくしで 無し  是  急 

泉 

あっけ  - 

夏の 日の 暑氣を はら ふ いづみこ そ 手に むすぶ て ふ 水の 印 なれ  み と く 

寶 りため て錢 口お ほく 結ぶべし 是れ ほど 酒が いづみな りせば 德 

題 しらず  - 


古今 夷 曲集卷 第二  五 II 二 


古今 夷 曲集卷 第二  五一 一一 一一 

座頭 衆す やみと なれば 酒 盛の てうし を 請けて 平家 かたれり  淡 路 守 お ^ 

百 首の 歌の 中に 

しづの女 も 大路 井筒に 夕 涼 ふる かたびらの 汗 洗 ひし J  大 a-  J 慈 は 

lln 一一 

^瓶 二 もさす て ふ 花と 聞きし より はちす を nc- れば fi ぞ ふかる、 む ね ま す 

雨が へる 蓮華に ひょっと 乘 りたれば 生佛. とや 是れ もい はまし 稀  * 

荒和赦 

t 乏の神 もな ごむ や 借錢は 今日み な 月の 晦日 ばら ひに  さ  f 

な 力 と&  t  CJ  f  ,1、 

來る 秋と 夏 は 過ぎ行き さか ひめの まん 中臣 のはらむ するな り "が ,2 ど、 "-" i 
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rv>  な 人 

^  哥 


京 し 

秋き 

盆 ま 

御簾 


百 首 歌の 中に 秋た つ 心 を 

さ を卷き 籠め て 来る 文 づき は 一 葉の 風の ちらし 書な り  M 

ぬと めに は 見えね どひく 風の し はぶく 聲に おどろかれ ぬる 入 

七 夕 

たで 聖靈 まつる たなばたに むくる 時宗の 尼の 川 水  雄 長 

初秋 月 

ご しにな が め，， V6 ゐ らせ候 はた 、5r 文月の 透 きうつし なり  行 

猫の ため 孟蘭盆 會 まう けけ る 人 を 見て よめる 

の ほんだ て に す る 功 德 茶 の 哀れに なぐる くび 玉 ま つり  休 

今 夷 曲集卷 第三  五三 三 


甫] ii 老安 德 


古今 夷 曲簏卷 第三 

兩の手 を ふりつ 、拍子 打つ 時 は あ ふぎ を 腰に 

出で たち は どれ も あさ 衣 あさ と淺 葱に そ 

見る に 聞く に 程 拍子よ や 振りの よ や 歌 も 上手 

かけられて あ ふむ 返しに 來る こそ 小^も どり 

はやしぬ る 踊の 庭に 燈 籠もと もして 持つ もこ 

を どリの 拍子 揃 はずして： 33^ る 人 わろ 口 いふ によめ る 

わる ロを惡 きを どり にい ふこと は先づ 笛吹に 

津國福 島と い. ふ 虚 にて 踊に をの こ も 女 も 一!1* 集す る を见 て 

秋風の ふくお 人の を どると てす め i! ほど あ 

相 撲 

笑 種 ことばに か  >  る まけ 相撲た ま /\ 出て は 

相， に まけぬ る 方い なび け る を兑て よめる 

かつに のり 手と るに 足 を 取られつ  >  負けぬ る 

 Ig 首 欲， の 中に 女郎花 .  ,  f 


五三 四 

な  久 


な 

の 


おひや ひっこめ 

つまりに けり 

手 を も え 取らす 

方 や 休まう と い 


行  風 一 

源雅純 朝臣 一 


未 

行 


ふみつな 


n. す 

吉 


安 


音 


秋の 野に 露お もく さの 女郞 花色 はに きび か 粟の むせる か 

色 をみ な へ してと はね ど 飯に むす 粟つ ぶ ほど も替ら ざり けり 

}a 首 歌の なかに 薄 

招きよ せて 化さん とて や 秋の 野に ふれる 狐の 尾花なる らん 

落 武者のお つる も 道理 薄の 穗 いり 日 を 招く 鋒に 似 たれば 

薄 を吃詞 にて よめる 

秋の 野に か 、 風 ふける た 、 たびにた ， たれ まねく は ， 初 尾花 

百 首 歌の 中に 蘭 

ふじ is か 

くさき ほど 与へ ば是ゎ や 申す らんし ま にんにくの 蘭 とも 

くわつ 

藤 袴 も、 だち 活 ととり もせで 裾野 をく だり 露に ぬれつ ， 

あ さ ->  ほ 

槿 

花の 露 も 日影う つれば 蛭に 鹽 ひる はし をく となれ る朝貌 

朝酒 をお ほく 吞 みなば くる ， まで 只 是れ槿 花  一 B の醉ひ 

色 鳥 

古今 夷 曲集卷 第三 


占今爽 曲集卷 第三 


渡り 

よ り 

秋の 

羽が 

墓 原 

た ぎ 

草む 


來る數 も 限ら 

題 しらず 

あ ひて 山 がら 

夜： 史 けて 鶉の 鳴け 

夜の くわいと 

きの 數を 所作 

Is 首 敬の 中に 松 

に 人 まつ 蟲の 

ら する 茶の湯 

ら にむ ざ AJ な 


す 一 つ 


十三 十四 十から かな 

ら から く  くと 笑 ふ 

リしは 夢 か 現 か うづら 

かん きん 

やむ ば. 鴨の 看經 をす る あかつ 


日 がら 四十 力 

る を 聞きて よめる 

更けつ 、更け 


魔 犬の 鈴蟲 馬の 


こ ゑすな り 我 

のろ ぢの 下草 

鳴き そくつ わ 

つ わむ し 鳴く 


かと 行きて と ふ f  J 

こりん /\  i  &^  <. 

蟲野 飼の 馬の はむ 

野 や 殿の 狩 場なる 


き の 

と も 

松蟲 

f  J と 

ら ん 


五三 六 

少將藤 原秀宗 


み ， づ r 

にて 候 

聲 

いや 

の聲 

も あり 


保 


友 


權大佾 都心 敬 j 


未 


法 

や 


樯由已 


j5  口 


す と 


月に あそべ 五： <  に あまる 身なりと も 一 寸先 はやみの 浮世 ぞ 


行 


風 


腰 もと へ 似たり 金鐸 さし 出して 山の はす は 

大空 を 夜 ありき しつ 、あかせる は 月の かつ 

まばらなる 軒の 穴より 眺 むれば 月の 鼠 も 桁 

三味線の 音 をお も へ とや 風の 手に くも はち 

H の もとの 酒宴 

もと 

世捨人 かい や 夜 は 捨てす 月の 本の 

對 月明莫 往事 思 とい ふ 詩 の 心 をよ める 

なが むれば 顔の ゑく ほぞ 皺と なる 

月 の 夜目 醫郎 の もとにて よめる 

ねぶた け も 追に さめて よしみね や 

月 を 奴子詞 にて よめる 

片 脇へ つと そび けらう みたく 無 いに 邪魔 

名所 芋 

山城の 美 豆 野の 里の 芋 を ほりて 幾た び 淀. 

古今 夷 曲集卷 第三 


に 見 

ら の 

は し 

り て 


月 力な 

力り 力 


れ る s 影 

藏司 なり 

く か よ 

のよ の 月 

人り 申す 月の むら 雪 

に賫り ありく らん 


ーゝろ * 力 う き 


月の 鼠が しほ を 


只 目く すり は あき 


古今 夷 S 集卷 第一 ll  三 八 

あまたと もな ひて 或 寺に まか リけ るに 手 作 リなリ とて 山芋 料理せられ ける によめ る 


くての みや 人 

駒 迎 

言 濃より 木 曾 踊して 

相 坂の 關の淸 水 を か 

題 しらず 

そ ひ あきし 妹と はか 

望月 を汝が 箸に か け 

八月 十五夜 

村 雪の たちまち きれ 

詠め や る 三 五の 月の 


語らん 山の いも 手 に ほりて 家土產 にせん 


引く 駒の まきぬ る 

ひすぎ ば 風 を やひ 

はり 昆る 度に もの 

ん とや ほつ かり 口 


髮も 茶宪ゃ この さ 

かむ 望月の 駒 

くさから ぬ こもち 月 かな 

を あきの 夜の 空 


て さやかなる 秋の 中 ごのめ いよなる 月 

光に は 二 千里 愁も 忘れ 果てたり 

名月の 夜 畑なる 芋ぬ すめる を とら へ ければ 盗人の よめる 

月見よ とい もが 子供の ねいりた を 起しに きた. は 何 かくる しき 

河内 國壶 井と いふ 處 にて 月 を 詠め を" てよ める 


宗 


未 


法 


參議大 江 1? 兀 


元 

行 


ョ 

安 


唐臼 ゃ壺 井の 中へ かきいれて たれ 水と りの 望月の 影  元  安 

八月 十七 夜八宮 御所に て當 座に 月の 和歌よ まさせ 給 ひみき たま ふ 折から 今宵の 月 を 題に えびす 歌 をと 仰せけ 

れは よみて 奉り 侍リし 

望月の 鼠が われと かぶる やらよ ベから ち/ V とまた のへり 亍く  ラ 

一 一十 日月 

詠 むれば 二十日鼠 のおの づ から 今宵の 月の なり ぞち ひさき  未 

:s 首 歌の 中に 霧  - 

^a-霧のきりの籬のかきのもとを通り行く人まるぬれにして  雄  一一, M 

秋 田 

^s-の田をかるこにてもっ稻を重み我がきる物は汗にぬれっ ， 利 

刈る 稻を 菩薩と いへば それ を 負 ふ 牛 も 大日 如來 なるべし  久 

百姓の 稻 こなす とてす る 曰の 音 聞く 時ぞ秋 はかし まし  一 

百 首 歌の 中に 檮衣 

露 木の葉き ぬた の 音 も はらく と 誰 秋風に おびえう つらん  入 

古今 夷 曲集卷 第三  五一 一一 九 


得 

淸 

安 


躊っ は 男 を 

彼の 大黑の 

きかん 我 も 

たうたり 常 


ま 


ひ 

づ 


力 


フ.^  * り 
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極の 柄 をし と ， 握りて ふるさとに 晴っは 男 を こ ひご 

寺のう もに きぬた の 音の 聞 ゆる は 彼の 大黑 のう つ^やら 

百 首 歌の 中に 菊 

壁に 耳 岩の 物い ふ 事 あれば 何 を 

翁 草花 暌 くころ は 露 はら ひたえ 

菊 を 愛する 人の もとにて 

家主の よは ひの 程 はちと せとの 菊の 籬を © いて 兑 まらせ よ 

九； fl 九日に 

君が代に すんで とくりの 菊の 酒く 

いにしへ のなら のみやけ 山 菊の 酒 

ひらかざる 菊の 心 も 節供 ぞ とい は 

十三夜 

めの さや も 大豆の 莢 を も 外しつ 

同じ 夜 暴り ければ 


めば 珍重 陽 

け ふ 九日の 

ん したばの 一 


て 


つ 


し 


は ひ 

ほ み 


P 


かな 

ん 


の む 

な 


見く ふぞ月 を 賞！^ のかけ 


五 四 〇 

玄 


人 

白 


路 守 宗 % 

安 

譽 上人 


-揃 大豆の さやけ 

紅 葉 

立 田 山 橫すぢ か 

東 福 寺， に て 

てう でん す 

通 天の もみ ぢの 色 を 兆 殿 司 

やよ 時雨 猶 うはぬ り をた の 

百 首 歌の 巾に 

朱 を まぜて 漆ぬ るでの 紅葉 

菜 

け あ f: たる 鞠の 如くに ぶら 

0 の 称 人 の と り 喰ら ふ を见て 

ほの ぐ とあかみ のつ いた 

九月 盡 

長月 もつ まり て 一寸の 

古今 夷 曲集卷 第三 


き 月の かゆ をと て 人の 口べ にか ， る むら 雲 

/もお しな.，/ て 只 一 しきに も み ぢ してけ り 


玄 


書き 移しぬ る檢の 具と やみん 

むぞ やまだ 色 薄き うるし もみ ぢに 

ば も先づ あき 風に まけて 散る らん 

めきて 庭の 梢に あり や ありの み 

筆秭を もつ 人 丸で か ぶ りこ そ すれ 

つ-ご もり 

光陰 をし き 今日の 晦日 


保 

み 


未 


元 


未 


長 


五 四. 一 


得       安得老        く 友       政  ひ i 


古今 夷 s 集卷 第三 

百 首 歌 中に 潤 九月 盡 

花 をみ て 也 念なければ 積善の 餘慶の 秋 もつ くる 菊月 


五 四 二 


淡路守 宗 ^ 


古今 夷 曲 集 卷第四 


冬 歌 

百 首 歌の 中に 初冬 

昨日 今日 あら 寒 やとて 

冬 籠る 垣 ゆ ひっけん 高 

題 しらず 

貧乏の 祌も出 雲へ 行く 

村雨 も 時雨 も いたく も 

口 切の 茶の湯 をよ める 

あ，^ れ；； "ま 

霰 釜し かくる 爐に はおの づ から 置きぬ る 炭 も 冬の いろかな 


重ね 著る 小袖 ぞ 冬の 始めな りけ る 

釋の蚨 手 かくな は 十月になる 

ならば 十月 ご とに 我 は 福 人 

る 星 根 はした や 殘らす 水つ きに けり 


題 しらず 

名に おいて 數寄 する 人 

. 古今 iSJ 曲 集 卷第四 


淡 路守宗 せ 

貞  德，； 


雄 

久 


は 無地なら ぬかた つきの 茶の 小袖き にけ り 


長 


老 

洁 


古今 夷 曲 集 卷第四 

亥の子 斷に 砂糖 かけた る を て 詠める 

ゐ のこに し 鹿 子 まだらの あかの 餅 白き もみれば 砂糖な りけ り 

冬 柳 

朽葉 さへ ちっとも 見えぬ 姥柳 楊枝に せす と 杖に きれ かし 

寒 蘆 

人なら ば脚氣 とい はん 霜枯に をれ ふす あしの 節 も かな はす 

題 しらず 

身 を盡し 浪花の 事 も はたらけば 足 もと さむく ひ ヾ にあれ 行く 

寒夜に よめる 

寒き 夜 はいかなる 歌 もよ みつべし あまり か 、v めば 人 丸になる 

氷 

今朝 最早 とづ 坂 本の あつ ご ほり 山の ひえた る 夜風 ゆ ゑ かも 

河 氷 

b すれて は 白き 氷 を 砂糖 かと 思 ひて 口にな めり 川 かな 


五 四 一 


人 


宗 


巾 J 


久 


m      1^ 也 安 《:f  •  冶 可 


鹿の 毛 は にな りても やすから すと かく 料紙の 上で つれ ，よ 宗 

むかしく よみ 置く 歌の 今の 世に のこる も维 のな がき 命 毛  德 

紙 

鳥の 子に 小 鷹お ほたか ひきあ はせ つか ひ あかぬ は 料紙な りけ り 未 

人の 弓 を か "ける に 射る 毎. にか ヘリの みじかければ 主の かたへ 弓へ そへ て. S- しっか はしける 

此の 弓 はかへ りた がれば かへ すなり 暫 しこなた に 射る を 給 はれ 讀 人 

僧の 還俗せ しに 魚く はせ 大小な どえ させければ よめる 

今日 や 此の 僧の 衣 を ぬぎすてて 君が 大小 さしたて まつる 

恭  • 

印 地す る わらべの 智慧と 互角な り 石のう へに て 勝負 をい ふ  て い 

雙 六 

川 舟 をの ほす に 似たり 雙六 はさいつ ひいつ に 手の ひまがない 行 

題 しらず 

堅い &ーを こなた 彼方に とぎ かけて あはす は 何 を 制 刀に せ， P  m 人 し 

古今 夷 曲 集 卷第九  六 Q 九 


元 

E ず 

\ィ 

不 知 


風 


ら ず 


古今 夷 曲 集 第 九  六 一 〇 

ある やん ごとな き 方より 名 ある 壺に茶 を 詰めて たびけ る を 御 鱧に 退く まかりければ 壶は いかにと お ほせけ る 

によめ る 

御禮 をち やくと 申さん 壺 なれ どつ まりに けりな 口 を はられて 

題 しらず 

茄子な りの 茶 入の 蓋の 細工 をば へたに する こそ 上手な り けれ 淨  久 

秀吉公 御 祕藏の 井戸 茶 椀 をめ しっか はる  >- 者のと" 落して ゎリ ければ 御氣色 あしか リしを 御前なる 人 のよ め 

る 歌  . 

筒井 づ、 五つに われし 井 戶茶婉 とが をば 我に おひに けらし な 

土 佐燒の 茶 椀え させけ る 人の 返事に 

國の 名のと さんの 茶 椀 手に ふれて 朝鮮よりも 我は寵 せん  贞  室 

題 しらず 

吳 ：！：！ の ふしみ にもな く はる <\ と 京まで きりに の ほり 竿 かな  雄  長  老 

手の きかぬ 女子の 親の 折檻 は 針 を 棒に や 取りな ほす らん  みとく 


後陽成 院の御 t- めさる  >- 事 あ リて內 へ參 りけ るに 殿上なる 人々 只今 上 に 御 小刀細工 あそばさ るれば 暫く 待ち 

ねと 5" されければ その ほどに よみ 伶り ける 

墨壷の いと も かしこき 敕作 はこれ ぞ 千秋 萬 乘の君  法 印 玄 旨 

題 しらず 

から 傘の さした る咎 はな けれども 人に はられて 雨に うたる、 平 時 0 朝 臣 

咋日 すぎ 今日 暮れよ くて 飛鳥 井の ながしの 曲 も はじ， まりの 場 久 

蓮 花 寺 に て 中 酌 の洒の 出で ける に 詠 め る 

獨 酒の 濁りに しまぬ お 心 は 中 汲みて こそしる き 蓮 花 寺  信  海 

奈哀の 酒家に て洒 す、 めけ るに 免 角 時宜し けれど 後に は大洒 盛に なリ たりと 人の 語る を 聞きて 

なら 酒 やその 手作り を 時宜せ し は 冤に も 角に もね ぢ上戶 かな  源 有， 純 卿 

しらず  、 

汲み 交す さ、 のおな かに 満ち ぬれば 身 を 熟 柹とぞ 我は醉 ひたる 行  安 

親しき 方に て洒 す. 1 め、 りれ ける に 是れは 味なし 彼 はよ しな ど い ひければ とかくい ひて 杯の 數 重なる 事よ と 笑 

古今 夷 曲 集 卷第九  六 一 1 
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よれけ るに よめる 

P こくし も liie^ にす めば す ， の 酒よ しゃ あしと てた ベ ませいで は 

これ は.^ 大酒 飮 まる、 事よ と 亭主の 笑 へ りければ 

あがり 子の 婉を おりべ に i.- へて 八た びの まば ゃ醉ふ 時の あらん 讀人 しら ず 

返 し 

あがり 子の 椀 をお りべ になせ りと もてう しのこり て 酒ゃ殘 らん 

題 しらず 

道す がらし どろ もじす り 足 もとは 亂れ 初めに しわれ なら 酒に 

洒宴 半ば にめ しっか ふ ものの 撙 なる 洒 をぁリ やなし やと ふりて 見ければ 咄と笑 ふが 屮に容 にて よめる 

のはら ふる 酒き けば かすかなる みかさ ものまで 纏て つき 力 も 安  繼 

或洒 家よ リー 舰を えて 返事に 

浦き 出づる 庭の 泉の 壺本は 人の なさけ を 請うて こそし オ  ,i  直 

奈莨の わた リ木津 とい ふ處に 知る 人ぁリ 立ちよ リ ける にもと より 洒 好む を しれり ければ 杯 もて 出で ながら 折 

,か し 美酒 侍らず 水く さき 洒 なりと い へ れば はや うけもちて よめる 


木津 川の 水く さ 酒と 人 はいへ ど 宇治 梅 尾の 茶に はましたり  々小  丹 

題 しらず  ， 

世閒 にたえ て 酉 もりな かりせば 下戶 のこ、 ろ は 嬉しから まし  ^  永 

我が こ ひ 湯 盥けも 見えぬ おきく は 人 こそしら ね 酒の 醉 ひざめ 正  定 

大 峯の圖 司の わた リ にて 人々 誹諧 連歌せ しに いとせば き 家な リ ければ ゆ ふけ もる 器物 こしら へ る洒 席に 聞え 

ければ よめる 

大 峯の圖 司の あたりの 近 さに やなり わたるらん ごき も ぜんき も ^  吟 

返 し 

五 鬼 前 鬼 なりわたれる を咎 むる は 山伏^の 町 衆なる らん  M  室 

季吟 の 住處 山伏 山 の 町 なれば たる ベ し 

松 井 氏の ぬし あるじ まう けしけ るに 相客の 連かリ ければ よめる 

こぬ 人 を 松 井が もとの 振舞に やく 盥 鯛の み もこが しつ、  法 印 玄 g 

つかれた る 折し も 人 の ほしな め し 喰ら ひ け る を 見て 

こゝ にし も 可 与 ふら， やましな めし 人 P 物く ひこ ゝろ にくき に  S 
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1 卜 

腹まで もま だ 人たら すう ましとて 舌鼓う つたぬ き 汁 かな  贞  德 

七條前 大僧正 宣如 ょリ折 に^み づか ら煎榧 を 入れて 折からに めでたい を もち ゐ けりみ づ からき も をい リが 

やにして とよみて 給 ひける 返リ ごとに 

自らが え 持ち ませねば たべたい と^する をり にお きもいりが や い"  德 

大佛辦 

上 もな き大佛 ii の 本來を さとれば 米の 菩薩な りけ り  *  符 

大佛ま うでせ し 人の 留守に をり て 

後世の みか まるり し 人の 土産に は 大佛餅 もね が ひものな り  近  吉 

,u 恕法 親王の 御所に て 蕨 餅 出しけ るに 重の 蓋 あけざる 先に 狂歌よ めと 仰せ 下されければ かく 巾し あげ 侍リし 

飢 ゑの やむ は 何でも かで も 同じ こと 宫も わらびの 餅 まるれ た，.' 行  M 

家 貧 しくて 朝夕 にみ そ うづ をた くによめ る 

手と り 鍋お のれ は 口が さしでた ぞ みそ うづた くと 人に かたるな 理  西 

薷麥搔 餅 出し ける 座に てよ める 


み 人 不知 


薄墨に つくれる 眉の そば 顏を よく  く  れば みかどな りけ り  法 印 支 ビ曰 

茶と 酒との 論 ありけ る 座に て 

たてて 猶 宇治 茶の 色も靑 によし なら 諸 白に いかでお とらん  み  と く 

拇 尾の 僧より 手 作 リなリ とて 茶 を 給 ひける 返事に 

給 はりし 栂 尾の 茶 はす ぐれたり 是れゃ 宇治より そだちな るらん よ 

たのみけ る 人 茶 をた てて たま ひ 是れを 題に て はや （- 狂歌 をと あれば 

ちゃつ く とたて つけられて 我が 心そゝ りし 故 か 歌に うじつ く 旨 

淺草海 笞に歌 そ へ てえ させた る 返事に よめる 

武藏 なる 淺草 海苔 は 名のみ なりお 心 ざしの ふか 川の もの  信 

唐 納豆 送り こされし 人の 許へ 返し に 

手 も 足 もまけ 物にして ひざ ま づき 是れ から なっとうお 禮 申さう 貞 .  德 

石 川 氏な にがしの もとへ いわし づけ をお くるに そへ て 

世の中の 人 は 何ともい わし づけ 淸酢 にごりす かけて 喰 ふらん 卜  養 

或 方より 米 三 石 賜 ひたる 返事に 

古今 夷 曲 集 卷第九  六  一 ^^-  f 


海 


古今 夷 e 集 卷第九  , 一 .> 

日本 さへ 及びな き 身に 三 ごく を ま、 にせよ との 御意-ぞうれ しき 人 し ら ず 

親しく かたる 人の 好みて 眞瓜 をのみ くひければ 兼て いさめ けれども 聞き も いれず た くひに くひぬ ある 時^ 

た 、リて 赤き 腹 煩 ひければ 申し つか はしける 

腹中 は 赤地のに しき ひた、 れに くだした まふ は 瓜の さお もり  卜 .  養 

腹の いたみに ？，！ 石 も てお さへ ける を =5- て 

海原の それに は あらで ひえ 腰に おきの 石と や 是れを 申さん  政  之 

題 しらず 

病み ぬれば 今ば たく となに はなる 醫を盡 しても あは んとぞ 思 ふ 一  や 

老人の 身に ぁリ しなまず て ふ 病の いえけ る を 見て 

老い ぬれば 水 も かれぬ る 身の か はに ありし 鯰 は いづち いぬらん 路  # 

足の 灸の あと 違 ひたる をた がお ろした ると 問 ふに 有 馬 山に てと 答へ ければ 

頰當 にあらぬ 物から 有 馬に てお ろす やい との 三 里 さがった  M  德 

題 しらず 

目の前 を 通る ちんば や 難波潟み じかき 足と 是れゃ 巾さん  正  畏 


津の國 の 難 波 わたりの 腰 引 は 足が なへ かもえ こそ 見 わかね  宗 

うろく づの 生まれ か はり か 海老腰 やかます 顏 にて 鍔 足の 人  久 

何 はに つきあし き 心 もた る 人 をい さめけ るに 露 その かた もなか リ ければ よめる 

諫めても 犬より 劣る 人なら ぱ見ざ るき か ざ る 言 は ざ るが よ 

く  ；.、 つ 

つら 白く け は へ る 茶 

大 井川な がれ をた て 

うかれめ の 人み-たら 

うかれめ のきる やち 

宗 或と いふ 者淺 香と ： 

足拔 がなら ぬ さ う に 

非 人 

わけあれ ばくる 、 物と は 知りながら 猶 うらめし を 貰 ふ 身の 果て 智 

伊勢 會山 に て 美 目 形 き よらなる 非人 等 三味線 ひ き をる を 見て 

. 古今 夷 曲 集 卷第九  六 一 七 


邦 Has 親王 


星の 出 女 はいな り 狐の 子と やい はまし  源 雅 純 朝 臣 

て 住む 宿の 島 田 館に し髮も 遊君  保  友 

す はお ほ 機の 虎の 威 を かる 狐な りけ り  み と く 

ざる や 新しく 小袖 もつ まも か はる に  三  哲 

、ふ 遊女に 思 入リて 二世と もに 打 忘れた る氣色 なれば 諫めむ とてよ みて 遣 はし 侍リ ける 

ぞ 見-えらる、 淺 香の 沼に はまりた まひて  可  正 


短 


ゃ；：今^^-曲集卷第九  六 一 八 

三味線の か は ゆらし ゆな 非人ら にあ ひの 山程 錢 とらせた や  近  士  nj 

放 下^  一 

ある はなくな きは數 そふ 品 玉 を とれる 手本 は 上手な りけ り  滿  永 

八 俘う つ を 見て  j 

橋なら ぬ蛛 手の 曲の 八ば ちゃ 太鼓う つ/に 世 を 渡る かな  二  笑： 

刀 を品芏 にと リ ける がいか したり けん 取 落しければ 離した る 太鼓 も 拍子 をう しな ひ 見る 人 どと 笑 ふが 中に！ 

よめる  i 

ふり 上ぐ るた ちって とんと 落す にぞ恥 かきく けこ 太鼓 打まで  一  幸 

四條 河原に てよ める 

よせ 太鼓 日 はてれ つくと 打ち いづる 波の音まで 河原 もの かな 宗  ^ 

女の まねして 狂言 舞し ける 源左衞 門と いふ もの を 見て よめる  ： 

又た ぐ ひ ある もので ない 過去 未 來源ざ ゑ もんが 舞の なりふり ト 

孔雀と いふ 太夫が 勸進能 をよ める  ：j 

- よせ 太鼓 音 もとう から 唐から やわた る 孔雀が 能の 鼠戶  保  友 


赚子 をば うかべ 顏 にて する けが は 木から 落ちた る猿樂 のけい 

ほど 拍子 あ ふむ 小町のう た ひやう これ も 師匠の 口 まね、 ぞ かし 

小歌の 上手なる を 聞きて 

ー聲に 自由 を こめし 節 なれば きくと も あかじ 君が 小歌 は 

弦音に と ふ 口 うら を こた へ けり 梓の 弓の はす は あはね ど 

陰陽師 

心 あてに いはば やい はん 失 物 をお きま どひつ 、白波の 算 

木 火 土 金す るり やう ゆかぬ 考へ にたび く おのが 首 もな ゆさん 

春 日 祭に 田樂 法師し そこな へる をみ て 

霍 足に のり はづ したる 面目 は 灰に まぶせる 田 樂の曲 

すね 

座 赏の茶 ひくと て 強 言の み いふ を 聞きて 

座當 めが むづ かし さう にお 茶臼 を 引く のこく のと 強ね 廻る かな 

座 赏の袴 を 著 杖つ きて ありく か たかけ る繪を 見て 

古今 夷 曲 集 卷第九  六 
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座 當の坊 あたま は 丸の 杖つ きのた すきの なりの 袴 腰 かな  如 

番太郞 をよ める 

n おねぶ る も 奉公 額に あづさ 弓い びきの 音の する 夜番 かな  み 


博突師 

まけ ぬればく 

市 

杉た てる 門 を 

米問屋 

我が 宿の 米の 

商 人 

寶 買の 利 慾 に 

ナ だもの 

獸の みか は 

紋の みか 誰へ 


れぬ 物と は 知りながら 猶 うかくと うつ 馎 突かな 滞 

しるしに 上戶 どもより たかりの む 三輪の 市 酒  獨 

立直 やよ かるらん 思 ひの 外に 客が 來 ませる  初 


永 


友 


ま ち -r:-  てい 

まぎれ 禮 儀まで 破れ 袴の 町人の 體  营原 在： 近 

を はいで 見せ 棚の 爰ゃ かしこに 岡 崎の 町  正-  成 

やうの 色い ろに 染めな す 絹の いと 利 こんかき  常 胤 法 親 王 


ゑ やうして ひらりと 散らす た ひら 雪 是れゃ 地 白の かつぎ 帷子 光 廣 卿 

題 しらず  . 

それ もい さ 爪に 藍し む 張 物の しいし 取り 置く 手鏹 姿よ  前 大僧正 慈圓 

手 をき かせ 云 へ ば 相な 桶が はの われても そこに あは んとぞ 思 ふ 正 愚 法師 

龜 師 

色 見えて うつろ ふ 物 はう りす その ふるき 雜の 花に ぞ ありけ る 

塗 師  ， 

色に うく 人の 心の 花うる し 跡 はけ やすき 物と こそしれ  光 廣 卿 

數珠曳  . 

數珠曳 の 弟子が ぶし やう をす る 時 はだつ ま 程に やめ を みだす らん 

水晶の 玉 さへ みがく 數珠曳 が 心のう ちゃな どよ くい にん  德  元 

表具師 
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表具 

や す 

妻な 


そ で 

き く 

わ び 

名人 

夜 も 

ぬ ぎ 


古今 夷 曲 集 卷第九  六 ニニ 

師が しゃう ふの 糊 は 紙よりも おのが 命 をつ ぐ爲ぞ かし 

大 ェ 

ら かに 軒 をった うて 家つ くる 大工 をい はば 蛛の いとなみ . - 

夫妻 石の 緣を 見て 

らば かう こそ あらめ かた <\ と 契り も 朽ちぬ め をと 石 かな 

醫師の 灸點逢 へ し 事よ と 恨み言 ひける 人の 許に て 

ない とえ や は 伊吹の さし も 草 さしもの 醫者も 違 ふ 炎 穴 . 

題 しらず 

とこ そ醫 者は桥 吹の さし も 草 さし も 知ら じな あつ い 思 ひ を 一 

ぬれば 今 肌ぬ ぎて 難 波なる 身 をつ くしつ ゝ かせぐ 職人  宗 

のな がれ をく めど 末の 代 は 萬の 道が 下手の か はかな  て 

わるさ いふ 子 をよ める 

きつ  せな 

ぁけば強く抓らんゎるさ子のまだきに起きて^^！！にぉはる ， 久 


信 


保 


起き 

ちらし 著 物 ふみわけ なく 孫の 聲 きく 時 ぞ婆 


北！！ にお はる 

はかなし き 


t?  m       く       幸      %      海 く 


親の 慈悲に 前後な しとい ふ こと を 

まへ ウレろ 

^ふ 子より だく 子に 乳 をば 呑ま すれ ど 親の 慈悲に は 前後な し， 未  得 

いと ほしき 子に 旅させよ と いふ 事 を 

てい きん  わう らい 

庭訓の 往來 よりも 道 遠き 旅なら はせ よいと ほしき 子に  正  長 

貧し き 人 の 子お ほく もた る をみ て 

子供 をば 脂に する 程 持つ たれ どい ひがなければ ひ ザし にぞ する 讀 人 し ら ず 

題 しらす  . 

小姬 子の 隠れ ごに さへ まじらぬ はも はや 桂の はも じなる べし  行  安 

ある 人の子 を 養子に 遣 はしける に いつしか 下部に つか ひな づみ 水く ませな どし ければ 本の 親の よめる 

などて かく 彷 かたけ となし ぬらん 水 もたせん と は 契らぬ もの を 

題 しらず 

美 目の よき あしき はいかに a 親の 同じ 腹から 生まれ たれ ども 方  救 

常に 作病 をせ し 人 を 見て 

かたなり と 名に こそた ため 作病 を年經 てお こす 人の 身の上  久  淸 
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題し、 りず 

燒.！ 」 よふ どし といへば 女！： W のまた ぐらの ひも 御 川 心 あれ  a  宣 

剃りお としかし ら蝨 はなき とても 臍より 下 はいかに お 比丘尼  雄 長  老 

疎からぬ 入の いさ、 かの 事に 遠ざかりけ るに よみて 遣 はしける 

挨择 のか はらで ともに 語れ かした とひ 腹た つ 事 はありと も  組  智 

雙六 すきなる 人の さはる 事 ありて 久しく まからぬ など 消 C ふしけ る 返事 

雙 六の さいく ござれで つくりと るす わる 牀を おり はしつ.、 も 信  海 

かたら ふ 事 あれば あすと ひ 給 へ と.^ し 遣 はしける 人の まかる べしと いひて 後の あしたと み にさ はる 事 はべ リ 

てえ まか ら ずと 消息し け る 返事 に 

あした  ，  r  I 

いかにね て 起きる 朝の へんが へ ぞ阼日 はこうと 今日は こまいと 行  屈 

出 雲國す さの 里の 百姓ら 訴 への 事 ぁリて 京への ぼリ 評定 所 にて は 是非ともに 事の 现たビ しからず かれが わざ 

よ これが わざ よ と 味方 の う ち亂れ あ ひに ける をみ て 

壁土の す さわら 出す 百姓のと が をた が ひに 塗り 合ひぞ する  信  海 

射 上 寺 萬 部の 場に て 所 化 どもい さか ひし 出で 沙汰に 及ぶ ベ きな ど 取沙汰 ぁリ ける S- よめる 


くじ  一木 を 

公事に せば 若しも かたう か詞 ろん 喧嘩の 門 か 僧の た、 く は  請 人 し ら ず 

ざれた る衛 にて 人の 機 娘な ほリ ければ  - 

そらさす に 人の 機嫌 を とりける ぞ是れ 逸物の たかばな しかな  み  と く 

宇多院よ リ おはれて ひと かたきに なリ ける 人の もとに 

のけざまに 君に おはれし 我 なれ やせな か 合 はせ に 人の なる らん 伊  勢 

題 しらず 

父母-か 引木の ごとく ゆ が み なば 茶 曰と なりて 子よ ま はれ かし  讀人 しらず 

借 錢の淵 ほど ある をた ひらかに なせる は 金の 砂子な りけ り  友  知 

堂上と 地下の 人と 相 論の 事ぁリ しに 織 田 氏 右馬助と いふ もの 堂上の 人に よし ぁリ ける にや 非 分なる をよ くと 

リ なし い ひける 事た びくな リ ければ よめる 

ザに ぐつ わ  にんちく しゃう  Z 

錢轡 はめられた るか 右馬助 人畜 生と 是れ をい ふらん  平 信 長 

女院 御所の 御庭狹 きとて 曉 月の 屋敷 をと りて 御前の 庭 ひろげ 給 ふ 時に 

女院の 御前の ひろくなる 事 は 曉月坊 が 私 地の いる ゆ ゑ  嗪  月 

曉月を 近 江！： 蒲 生 氏なる 人いた は リて寺 地に 田地な ど そ へ おかれけ るに とかく 我儘の たび 重な リ ければ 處を 

古今 夷 曲 集 卷第九  六 二 五 


古今 夷 s 態 卷第九  六 二 六 


たちの き 給 へと こづ きけ る 時に よめる 

ひ ちゃうつ. 0 ちゃ .1 'はくうき m だる ま あし 

費 長 鶴 張 博 浮 木 達磨 芦 曉月坊 はこ づきに ぞ のる  0  W 

述 懷 

物每 にあら ば ありの みなし とても 求め はせ じな 世 はなり 次第  未  得 

世に くへ ぬ 氣は鈍 栗の くりく とくりめ き 渡る このみな りけ り 休  ^ 

なり  だん 

何も いらぬ 身形な がらに 今日の 世 をへ ちまの 皮の 圑 ぶく ろかな -む  風 

世間 は 拍子ち が ひに なり 果てて 舌鼓の みう つ、 なの 身 や  入  安 

題 しらず 

ほめ 謗る 人事き かじと 手 を あゆて 耳 を ふた ゆば 結句 かしまし 玄  室 

すぎ はら 

中 折 や 奉書 檔原賫 りきれ ど 貧乏が みは 買 ふ人ぞ なき  玄  康 

世に うき 事の み 重な リ ける 折から 同じ 心なる 人の 許へ 申し 遣 はしける 

そちと なら 油煙と も 身 をな し 果てむ 思ひ砥 のす みあいた 世に  正  定 

題 しらず 

塵 ほこり 積る はうた て 煩^の *s に としを ふる 疊 かな  蝌  智 


洁 生と いふ 人に 米 を かしけ る を 乞 ひに やる とて 

貸 米の くべき 體 なりせ いしゃう のお 氣の ふるま ひ 兼て しるし も 讀 人 し ら ず 

返 し 

侘び ぬれば 身に かり 米の 根 をた えて こふ 人 あらば いなんと ぞ思 ふ 

ある 人の 1$ 次に て 鳥目 かリ ける を やがて もたせ 遣 はしか へした ベと いひ ゃリ ければ 遲 くても 苦しから ずと て 

取次の 人 うちすてて おかれければ よみて 遣 はしける 

お あし をば 返して たべと 巾し やる かひ もな に はの うらみ 存 する 行  安 

述 懷 

< ^「こそ は U 我 もむ かし は 男よ くさ かやき 際 も ありこし もの を  宗  S 

寄 弓述懷  . 

武官と てせ なかに しこ を老の 身の 腰に 梓の ゆみ を 張りけ り  淡 路 守 宗 射 

老い ぬれば 腰に 梓の 弓 を はりし ばの いる 矢に し、 ぞ 失せけ る 夢 想 國 師 

題し、 りず 

步 みての 後く たびる、 老が身 も 昔 は 道 を 苦にせ ざり けり  滿  , 氷 

古今 夷 曲 集 卷第九  六 一一,， 


古今 夷 曲 集 卷第九 

長 命 を のぞむ は 恥 を まつが ねの ふ 

氣の 毒なる 折から かしら を 撫でて よめる 

百 八の ほんのく ほまで はけに けり 

題 しらず 

明暮の 勤めに すれ ど 数珠の 緒の 

我が 心 牛の ふぐり もさ だ ま ら す 

著る 物 は 冤ても 角ても よごれぬ 

物每 にたらぬ と 思 ふ ， J そ ま 

百 首 歌の 中に 懷舊 

力 もち 荷 もち 歩 もち 強 かりし そ 

雀 ほどち ひさく 老の身 はなれ ど 

祖父 祖母 曾祖母 曾祖父 ことぐ 

いにし へ のよ ろ ひに 替る 紙子 さ 

茶 をのめば ねられぬ 老の 初む か 


しさへ ともす 德 はありけ り  I." 

など すりきりし 哀れ 數珠の 身 信 


腰 肩 

ゑた 

死な 

風の 

大む 


れが 

と は 

あ か 

の つ 

に な 

る 人 

す に 

い る 

か し 


た き 

う と 

の 洗 

< り 


煩惱の 

言 う て 

濯 もが 

病よ 


道 

ふ ら /\ 


すよ しも 力な 

は 踊 わすれぬ 

居て は 何 をく 

矢 は 通さ ざ 

まで 思 ふ 夜す がら 


くよ せし 

りけ り 


元 

入 

未 


元 


人 し ら ず 

m 位 源 小 5 次 

紙 法 帥 

安 


長 

生 法 


老 


色 も 香 も 同じむ かしの 茶なら めどた て ふる 人ぞ 改まりけ る  滞 

大機 の 虎石 を 見て 

大 磯の 虎が かたち を殘 すなる 石 を 見る にもお も ひ 物 かな 

和 田洒盛 をよ める 

杯 を 和 田へ とさ さば 大 いそに 名 を とら ごぜの 鼻 やそが どの  正 

寐 耳に 水の 入る と いふ 世話 を 

藤 川 を やがて 平家の 落 武者 は寐 耳に 人り し 水 どり の 音  正 

元 麿の 始め 八 島の 軍に 沖の 舟よ リ扇 をた てけ る を 見て 義經 奈須與 一 に 仰せて 射 落させけ る 時に 

扇 をば 海の 水く づ となす ほどの 弓の 上手 はよ いちと- ぞ きく  讀 人 

賴朝 卿陸舆 退治 の 時 津久毛 橋と いふ 所に て戰 ひに 利 をえ たま ひ 降 人 あまた ぁリ ける 時に よめる 

,< ち のく  せい 

陸 奥の 勢 は 味方に 津久毛 橋渡して かけん 泰衡が 首  景 

軍に 利 をえ たま ひ 武田四 郞勝賴 父子の 首 實撿の 時 

勝 賴と名 乘る武 田の かひ もな し 軍に まけて しなの なければ  平 

敦盛熊 谷 をよ める 

集 卷紫九  i ハニ九 


永 


讀人 しら ず 


成 


舍 


しらず 


高 


信 


長 


古今 夷 曲 集卷第 九  六 三 〇 

敦 盛と 力の 直實 がふる まひ は 日本一の^と こそき け  宗 

獨る 水で あら はぬ 足の くつ ゆん に まさる 汨羅の 漁 父の 智養 かな 久 

M 狄  . 

1 葉の あぶなき 舟に のり そめし 貨狄 はさても 不敬な りけ り 

巢 父 

世 をう しと ひっこみ 思案す る 人 はさう ふの 惡き 生まれつ きかな 卜 

孔 子 

顏淵 にへ うたん を こそ かり つらめ 海に うかばん と 思 ふ 孔子 は  雄  長 

俊 成 

何 ほうの 沙彌を 經てか は 和歌の 道の 只 あみだと はなり 給 ひけん 行 

蝉 丸 

琵琶と もに ひき 籠ります 蟬丸は 不自. S なめに あ ふ 坂の 山  久 

紀貫 之が 雨に よ リ田簑 の 島と よめる を 思 ひ 出で て 


fii 安         老 -渡 


ril 也 


雨に より 田 蓑の 島の 見物に 笠な めさいで ぬれし ふら ゆき 

虎 申 

また こ 

色相 を 見て みぬ 人 は 惡心を さる 眼と ぞい ふべ かりけ る 

題 しらず 

さい は ひ は 願 ふに 來り禍 は 慎む 門に いらぬと ぞ きく 

哀 傷 

昨日 身 まか リし人 を壺に 入れて 埋 みける 時 

41 こと 

きの ふ 死んで 壷に 入れた る. U 者 こそ 今日は 實の はつ 昔 なれ 

百 首 歌の 中に 

死ぬ ると てで こせぬ 事 をし だいた は そ もたれ 人の 所行 無常、 ぞ 

あ ひしれ る 僧の 遷化の 葬に まか リ けれどお そくて え あは-ざ リ ければ 

くわら 衣き つ ， なれに し 僭 なれば 遙々 きぬる だび をし ぞ思 ふ 

猫の いたみ の 巾に 

古今 夷 曲 集 卷第九 


藤 原 兼定卿 


智 


元 


雲居 和尙 


！  一一  S 


海 


雄 長老 i 


行 


安 


六 一一 一一 


も 今 夷 曲 集 卷第九  六 三 二 

舟なら で掉 のうた て やはりて ひく なぐさみ せんの 駒の か は ゆき 休  ffi 

大 坂に 又 太夫と いふ 舞 太夫 ぁリ しが 臨終に よみ 侍る うた 

來世 にて 又 太夫と やなりぬ ベ き 死ぬ る 時に もめ こそ まひく 

臨終に 恭 打な リ ければ 

泰 なりせば 劫 を 立てても 生く ベ きに 死ぬ る 道に は 手 も なかり けり 算  砂 

誹諧 師 なれば 臨終に 

ほっくり と 死なば 脇より 火 を 付けて 跡 はいかい になして 給 はれ 宗  朋 

背に 雜瘡の 出 來て身 まかる 時よ める 

宗鑑は どち へ と 人のと ふなら ばちと 川 ありて あの世へ と 言 へ  宗  鑑 

七十 二 歳に て 終る とて 

今日より は 算用 いらす 人閒の 八く 七十 二に て皆濟  哀  忠 

桶ェ身 まかる とてよ める 

月日 くれ 身 はふる 桶の 底ぬ けぬ 我が あらば こそ ゆ ひも 直さめ  よ み 人 不 知 

題し らず 


我 死なば 酒屋の 瓶の したに おけ われて 飜れて 若し か ， るが に AH  M 

五 歳と 當 歳との 子う した ひし 人の 許に よみて 遣 はしける  • 


世 閒は夢 か 現 かいつ ， 子もう 

無常の 心 を 

生まる 、 も 死ぬ る も 人 は 同じ 

世^中 を 思へば ゆめ かう つ 、 

五輸を 見て よめる 

なくな る もま だ 執心 は少 とば 

市 原野 小町が 石塔 をみ てよ める 

色 見 え でう つろ ふ 物 は 石塔の 

題 しらず 

かの きし 

彼岸に いたらん 時の 帆柱 や 舟 

百 首 歌の 中に 無常 を 

たれ も 皆 諸行 無 常 や 極上 を む 

古今 夷 曲 集 卷第九 


みおとす 子 も ありて なければ  賴  智 

こと 腹. より 出で て 野 はらへ ぞ 人る A  德 

ら • か 八 萬 歳 もな のみな りけ り  未  得 

かり 殘 るみる め は 五輪 こそ あれ  淡 路 守 宗 a" 

人の 名が きの 墨に ぞ ありけ る  信  海 

岡 山に たてる 卒堵婆 木  未  得 

ちゃ たう 

くる 茶 湯の あはれ 世の中  入  安 


古今 夷 曲 集 卷第十  六 三 m 

古今 夷 曲 集 卷第十 

釋 敎 

題 しらず 

照る 月の なかなる 物の 大弓 は あづちに たちて 的に あたらす  聖德 太子 御 欲 

荒鐵の 土の 始めにと 言 ふ 二 句 此の上に あるな り 

秀吉公 の 御 時 信 濃國善 光寺 の 如 來を痰 山 に 移さ る ベ きとて 本 田 氏 善 光と いふ もの 如來を 守護し 上リ ける 時に 

つみ をき る彌陀 の利劎 は是れ なれ や 粟田口より 出づ るよ しみつ 讀 人 し ら ず 

幅 哦の祇 王が 庵の 尼 留守なる 時 まか リて 

妓王妓 女と ぢ たる 柴の あみ 戶に は佛 ばかり、 ぞ おはしました る 贞  德 

佛 になれば いかほどの 長ぞと 不思議す る 人の あれば 

せいたか や こがら 童子と 聞く 時は佛 のた け はふ どう 明 王 

芳 野の花 供 をよ める 


散 錢をま ゐらせ たれば やがて 又た ばる よしのの 餅 配り かな  定 

初 瀬詣で に 山 だち にあ ひける 者の よみけ るうた 

うかりけ る 人 は 初 瀨の山 だち よはが しませと は 參らぬ もの を 

石山 へ ま うづる 道 荒 板の 藥師 堂に やすら ひて よめる 

石山へ 行く かち 人 は 此の 堂に あらいた やとて 足 も 休む る  M 

播 磨の くにの もの 世 を 厭 ひて 出づ ると て 女の 許へ 申し 遣 はしける 

咋 日まで 袴の こし を はり まがた 今日はし かまの かちん 十德 

八十に あま リても 堅固なる 人の 挨投に 

よわみな く かた じない しな 禪門 はま だ 幾年 かへんと つ を きん 滿 

釋迦 の 木像 京よ り 田舍へ 移徙の 供養 ぁリ ける 座 に て 

都より くだらせ 給 ふ 木像 を みれば 敎 主の 如 來 なりけ り  雅 

或 寺の 內陣 に緣 かける 折から 狂歌 所望 ありければ 

寫し输 をみ てらの. M: の莊嚴 はこん じ やう 後生 綠靑 のい ろ  成 

題 しらず 

古今 夷 曲 集 卷第十  六 三 五 


行 


室 


讀人 しらず- 


永 


珍 


安 


十 " 今 夷 曲 集 卷第十  -; ハ三-； ハ 

祐成 の^れ をな けき あまになる 日本の 虎 は 毛 を も をし ます  未 

否 首 歌の 中に 

i もしび 

灯 をかゝ けて 夜半に する 護摩の 油 ささん とつ、 を ふる 寺  主 

そく  のり 

久米寺 やうば 塞い ひの ねばり 有りて 今 も 行 ふ 法の ひとくれ  入 

誓願 寺の 如來は 日に 一 度づ k 西方 極樂 へ 通 ひ 給 ふ と 世俗 言 へ ば 

西方へ 日々 に 通 ふと 聞く からに 八 「も あみだの 留守 人 や ある  讀 人 

光明寺 張 籠 の 御影 の 前にて 念佛申 せる をみ て 

くる 数珠の 弟子 も 師匠 も念佛 にかね を はりこの 御影堂 かな  器 

題 しらず 

法 問 を 聞く ほど 奧の ふかければ 口から うかぶ 念佛 さん  正 

淨土宗 日中の せめ 念佛を 

貴賤 羣集 法の 庭と て 市な せる 午のと きぐせ め念佛 かな  宗 

蚺藥師 に 宿願 かけけ る に 利 生 延引に て 年久しく 詣 でて よめる 

歩み はこび 数珠す る 事の 年 をへば 手足 もた こに なさん ぉ藥師 近 


し 

吉  t な       好       音       ず       安康  得 


京の な だ やとい ふ 者發心 して 大きなる 鐘た、 き大 笠き て 京 田 舍ぁリ く をみ てよ める 

笠 鐘 もす てて ほだい を 悟れ かし 生木に 灘 やきの 毒な 體  道  仲 

小歌 尺八な どす きけ る ものの 俄に 發 心し けれども 念佛も 世 を ぬめりぶ しにて 殊勝に もなかり ければ 

X 八の あなう の 世 やといと ひても 申す 念佛 はな ほ 小歌ぶ し  正  定 

題し、 りず 

皆 人 はしゃ かむ になら め 西方の みだれ ご  >  ろ で す念佛  夏  蟲 

身の 塵 を 吸 ひとら せんと だまし 手に 琥珀の 玉の 數珠 やつ ま-ぐる 實  久 

川 渡の 布袋の 繪の贊 に 

にこ/ \ と 笑 ふ 袋の をが きれて 水に うきよ はてん ばちの か は  渾 庵 和 お 

題 しらず 

皆 人の もし 成佛を するならば 地獄の 鬼 やかつ ゑ 死な まし  行  好 

世の中 はノ 麻の 皮と 思 へと 人の いへ る 返事に 

心に はへ ちまの 皮 をた やすなよ 浮世の あか を 落さん がた め  信  海 

題 しらず 
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古今 夷 曲 集 卷第十  六 三 八 

海に 住む たこ 入道 もとはば 言 はん 山の むかでが 知った 生死と 權大 as 都 親 陵 

聖德の 後世 を 願へ とおしや りし を 守 星 は あべと め を ひろ ゆたり IS:  久 

江 州 長命 寺に てよ める 

何番の 札所と 問へば 長命 寺順禮 うたの 文字の 數 とや  近  吉 

題 しらず 

邪見なる 人の 心の 鬼まで もや はらぎ にけ る 歌念佛 かな  器  昔 

彼岸 阒子 をよ める 

佛 にも 彼岸 櫻の 花より は 園 子と 思 ふたむ けなるべし  未  得 

流灌 項 をよ める 

行く 水に 數 かく 經木 はかな きがあと は淚 もな がれ？ 濯 頂  保  友 

太 西 坊兩界 曼荼羅の 開眼た のまれ けれど 不肖な りと て 辭退 せし をし ひて. & されければ 供養して 遣 はしける 

ついでに 

兩界 のまんだら くと 辭儀 する は 何の かひ ゆん なき 身 なれば ぞ 信  海 

難産の 時大 般若 轉讀 によて 親子と もに 事故な かりければ 導師の 許へ あしに そへ て 


大 般若 はらみ 女の 祈禱 者に 六 百く わんの 布施 を こそ やれ  讀 人 しらず 

圓通 寺と いふ 僧舊 忌に 一 二日つ けて 請 じけ る 人の もとにて 

一昨日 もき の ふ も 今日 も齋に 布施 やる は 三世の えんつ うじたり 昌  長 

題 しらず 

煩惱の あかに よごれし 花の ほしと ぎ あらへ かしの りの 次 手に 正  好 

恐るべし 用心 もせで く ゆるな よ 火事に 盜人 さて は 後の世  讀 人 し か ず 

潢に車 押す とも 人の 法 をえば 逆緣 ながら ゆかん 極ら く  來  焉 

修行者の 許へ 佛 事に そへ 遣 はしける 

君なら で たれ か はなめ む 法 味 をば あまい もす いも 知る 人ぞ しる 正  之 

歸融院 の 御 時慈惠 佾正內 に ま ゐリ給 ひ 女に 五つの 障りの 經文 いとた ふと く談じ た ま ふ 折 か ら 御簾の 內 よ リ或 

女 麼 の 中し 出されけ るうた 

有 扇 地より むろ ぢに通 ふ釋逾 だに も 羅眼羅 が 母 はありと こそき け 

返 し 

い ぐり  たび  i-  -  ：."  f^- 

いなやい なむ きても 見べき 毬栗の ゑめば 一度 落ち もこ そせ め 僧 ^ 慈 惠 
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古今 夷 曲 巢卷第 十  .，  六 四 r- 

西 を あと ざまに なして 小用せられ ける を ある 人の 見て 彌陀を 念ずる 行者 の 西方 をけ が せる はいかに ぞ やとい 

へれば よめる 

此の 尼が 西方け がす 利 あらば めし 铺り たまへ 彌陀の 御國に  安 m 尼 

蜆子緣 によめ る 

いかばかり 蝦 をと り i 氏 ふ 報い あらば 終に は 老の腰 やか 5, まん ^ 庵 和 ,u 

聖德 太子 胎内よ リ 持ち出で 給 ふ 御 舍利を 二 歳の 春 手の内よ リ 出させ^ ふ 折し も わざと ならず 鐘七ッ つきぬ 其 

の 音雙 調な リ となれば 他闕 のむ かし も 思 ひ 合 は され てよ める 

南無 佛の 御舍利 を 出す 七ッ 鐘む かし も さぞな 今 も雙調  和 泉 式 部 

父母 の 子 を 思 ふ に 越え て佛は 衆生 を哀 みたまへ ど 其の 御敎 へに たが ふ 人の みなる を E ね ひて よめる . 

父 はう ち 母 はいだ きて に ゆぬ る を 誠の 杖と 子 やお も ふらん  讀 人 し 、り ず 

尼ケ峙 にて 說 法の 時 俄に 雨降リ 出で たり 荒れた る 寺に て 只漏リ にもり ければ 聽 衆の 者 共 騷ぐを 見て よめる 

とつと その 昔 も 今 も ふる 雨の もりや は 法の さまた けぞ かし  權大^ 都 nm ハ 

末法に なりて 衆 僧の 信う すき を 思 ひて よめる 

^|*カ法の花のぃろはのちりぬるをなけくに袖のゑひもせす^  m  t 和 


題 しらず 

下手の 截カ 「の禪 {Ik- のな まざ とりあり とはいへ ど あ，. こら ざり ナり 讀 人 しらず 

千佛の 出世 ありと もす く はじな 我と 妄業 このむ 人の 身  道 元 和 —お 

發 心して 程なく 破戒なる を 見て 

髮 それ ど 直なら ぬ氣 はな まなり な 道心 邪と や 人の いふらん  源 爲 仲 卿 

題 しらず  - 

哀れな り袈袋 衣の みか V 

今人の 因果 菩提 を 信ぜぬ 

惡 比丘の 其の 身のと が は 

閻 王の 神 通 天眼 しらすし 

十惡の 歌の 中に 綺語 

輕 ITS 詞に花 を 喚かせ つ 

同じ 中に 惡ロ 

いきし ちに ひみ ヰリ いとて 理をも 非に いひな す や R  口の しれもの 
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やきて まっくらやみの 僧の 心 は  ^ 正 公 助 

は 破戒の 比丘の 仕業な りけ り  雲居 和尙 

さて 置きぬ 人の 道心 やぶる うらめし 

て 檀那たら せ る 僧の 愚か さ 

、とれる 黃金は 何まい すぞゃ  行  風 


古今 夷 曲 集 卷第十  六 四 二 

五戒の 歌の 中に 殺生 

戒は只 貝 がらに なし 破りつ 、躬 をと りくら ふ 僭よ， 曾 か は 

同じ 中に 邪娃 

色 好む 僧 は 佛の戒 法 を かへ り 法界 慘氣 とや 見る 

寺す て ふ 我が 名 は ぱっと 立ちに けり 大黑 はよう かくし 置きし が 知 

同じ 中に 酤洒 

酒盛りし 手が はじかみ となるならば それ を 舐りて 飮 まんす き 物 行 

大圓 鏡智の こ 、ろ を 

むさし 镫 さすがに かけて 現世から 後世 を もた のむ 馬頭 觀音 

雪の 降る 日 引導 せられし 時餓の 先ぬ けけ るに よめる 

三界の く はぬけ はてて 今 こそ は淨 土の 道に ゆき ぞか、 れる  一 休 和 

題 しらず 

口に ある 南無 阿み だぶ の 味 ひ を 自力の 人 は 喰 ひしらぬ なり  法 然 上 

佛道 にた 5, 投け 入れて おけ 寶彌陀 の 淨土を かね 倉に して 


\  尙 


風  度 


名に しお はば 救 はせ 給へ あみだ 佛 生死の 海に しづむ 石龜  願 信 法 師 

たのもしな 雜喉 妄想 を もらさす もす く ふ あみだの 誓 ひ ある 世 は 道  明 

押拉 ベて 釋迦の 槍の 手つ かひな ばつる ぎの 山の せめ ゃ遁 れん 未  得 

六十  一二 歲 にて 終り をと る 時よ める 

し もく づる J 

我が 齢と はば 七 九の 撞木杖 かね は 持た でもな む 阿 彌陀佛  休  t 

薦 僧 

祖師の 名の ふけと いふより X 八の 忤 のよ をつ ぐ 今の 薦僧  み  と く 

題 しらず 

くう にあり てく うて 見られぬ 望月の その 味 ひも 誰に と はまし 勝  可 

發心 の 日 ょリ 行住坐臥 西 向 き ての みあ リけ リ或時 東 へ 下る とて 道に つかれ 馬に のる にう しろ ざまに のリな 

がら 詠める 

淨土 にも 剛の者と や 沙汰す らん 西に むかひて うしろ 見せねば 蓮 生 法 師 

題 しらず 

西方 を目當 にす ゝの たまく も 念 佛は樂 のた ねがし まなり  葦  葉 

古今 夷 曲 集 卷第十  六 四  一一 J 


古今 夷 曲 集 卷第十 

ぁひづ かや 佛を 見る とらふ そくの たちまち はる、 業 障の 闇 

平等 性 智の心 を 

朝夕 のお 寺まゐ りの はり 小袖の りの ちから も 有り難くなる 

一 心の 水に かなけの ある 人 は あみだぶ く と あくたれて とれ 

此 の-世 にて 米の すこしも 持ちた き はう ゑた る 人の 修行者の 爲 

佛法 修行 を疊 によせ て 

慈悲お もく 道の 中 籠 智慧の へ り 和歌の うら ごも 才覺 の絲 

疊師の 後世 いかにして かたす か リ侍 るべ きと 問 ひける； 返しに 

念佛を さして は 申しお かすと も 功た ， みなば 西 へ 行くべき 

縦 接に 佛道修 しえ たる ありと 聞きて 或 人 行きて 事の 理を 尋ねければ 返事に 

板 を 鐘へ らを 撞木に とりなして かたの ごとくに のり 敎へ まし 

釋敎 魚と いふ こと を 

佛に はま だな まなり の 魚の 酯 菩薩 界 までおし か ， りた や 

Kn 首 歌の 中に 釋敎 


六 四 四 


三  哲 

智  元 

平時 鶴 朝臣 

讀 人し ら ず 

權大 僧都 光宥 

讀人 しらず 

長  好 


レ もが 子に 限りし もせ じ 汁の みを构 子と なりて 救 ひ あゆば や 入  安 

題 しらず 

畫像 にも 木像に もよ く 祈る 身 は 病難 死 苦の 遁れゃ は ある  讀人 しら ず 

伊呂波 歌の 中に 

ねん ゆ  .？- せス  ^ 

拈花 をば 八 萬 人に しめせ ども 迦葉 ひとり、 ぞ 破顔ぎ 笑 ％9  道 元 和 ，3: 

ほとけ ■,  ぢき 

佛 祖師 經 律 論 をから すして 直に 覺る を禪 f と い ふ 

はけまして 自己の 佛を 悟らす ば 六道 輪廻 たれ か 遁れむ 

0 りき 

努力して 今 わがぬ し を覺ら すば 奈落の 苦 をば たれ か 救 はし 

えり 嫌 ふ 二心 ある 人の 身の なすこと は 皆 地獄 てんどう 

虎頭 虎尾 收 むる 時の 勢 ひ は 金剛力 も 及ば ざり けり. 

手 を あくも 足 をのぶ る も 自由にて 見聞 覺知 する は 是れた そ 

ちう ：！； ん てい 

二と 一 の中閒 底に 有る 物の 名字 を 何とつ けて 呼ぶべき 

肉 身 を か へ す佛 になる こと はた 5r 我が家の 座禪 なりけ り 

十 方の 佛 ほさつと わけ 置く も 皆 唯識の 所用な りけ り 

古今 夷 曲 集 卷第十  六 四,. d 


不 去不來 有無 善惡 


古今 夷 曲 集 卷第十  六 四 六 

と 、2* まらぬ 人 を 自在の 佛とは 言 ふ 

題 しらず 

寒さうな なり しんごんの 行者 かなこ ほれる 水 も あびら うん けん 良 親 王 

寬 永の 頃 聖護院 道晃法 親王 入峯の 時よ める 

山中 はとても 籠に は のられ じと 宮も わら ぢみ」 はきて 峯入 

人峯 をよ みはべ りし 

峯人ゃ 或は 野に 臥す 山 臥の 難行苦行 や 

おひ と きん 

笼兜巾 かけ 出し 三十 六 度まで 峯に 入る 

後の世の 爲と おも はば 慈悲心に なさけ 

本來は 無心 無 相の 眞佛も 五 慾 に ひかれ 

戒 たもち 座 禪念佛 つとめても 心 あしき 

何事 も 前世の 業と いふ 人の 菩提つ とめ 

苦 も樂も 現世の こと は  一；^ 那 迷へば 未 來流轉 永劫 


せこけ 

もぞニ 

を かけ 

凡夫と 

は 造 地 

ぬ是れ 


の 行 

世の 

て 他 

ぞ な 

獄業 

、ぞ B 


亍 

パイ 

り やく 

利益せ よ 


瘦 


源重秀 朝臣 


風 

佼  治 

人 しらず 

居和尙 


貴賤 智愚 僧俗 男女 別 なれば 菩提の^ 行 分に 應ぜょ 


一 念 の 慈 悲眞實 の 種と な 

寺 を 建て 堂 をた てた る 功 

藥草嗡 品の 心 を 

自然 降る 雨 を 千 百 無量 な 

修行 門の 心 を 

三 毒に 醉 うて ふらめ く 病 

七 世 父母 

七 世す ぎ 其 の 父母 を 尊ぬ 

題 しらず 

世に 人の 南無 阿 彌陀佛 の 

角 あれば 物の か、 りて む 

返 し 

おの づ から 角 一 ッ あれ 人 


りて 九 品の 莲華 ひらき こそせ め 

德 より 只つ ねぐ の 慈悲 ゃ增 しなん 

るき ぎに うくる やおの が 分際 

に は 釋迦の 金言 妙藥 のよ し 

れば あなた は 若く 我 は 老いたり 

口 眞似を 似せても 似ぬ は 眞實の 心 

づ かしゃ 心よ こ 、 ろ まろ と せ よ 


夢 窗國師 


行 


久 


風 


道元 和尙 

方  救 

平時 賴 朝臣 

隆 鱟禪師 


心 あまり 丸き はころ び 安き に 

生 ひて は 必ず 死 ぬる^ ひと 知っても 知らぬ や 富め る は 色に 耽リ洒 宴遊 興 にて あた ら； 《 日 を暮し 貧し き は 朝夕 

古今 夷 曲 集 卷第十  六 四 七 


行 


道 ：兀 和 尙 


古今 夷 S 集 卷第十  プ四八 

む ざと むさぼる の み ならば 來世 とやらん にて たと ひ 兵 旗の ものと いふと も 彼の 閻魔 王 殿が 御免し ある まじき 

をお も へ と 童 部の 方へ 遣 はし 侍リし 

の 世 も S らで うっかり へ うたんと なりさが るべ き 身 を 顧みよ 

妙觀 察知" の 心 をよ める 

圓 からす また 方なら す 長短 も 五色に もな き 我が こ 、 ろ 力な 

題 しらず 

極樂 の， i ね 座敷 は 尻 ひえんた 、.- 行く ベ き は 地獄 签底  . 

餘路 より まっすぐに 入る 涅槃 こそ 實に煩 惱は卽 菩提 なれ 

儒釋 道み つの をし へ の 別なら す 善に 善 報 惡に惡 報 

名利 是非 貧富 生死 を 忘れな ば 僧俗と もに 卽心 卽佛 

妙に して 神 ある もの は 心 かな 天地に わたり 微塵に も 入る 

變化所 執の 理を 

一 心に 念に 起せば さま <\ に變 化の すがたう くるな りけ り 

題 しらず 


现 

雲 


居 和 


澤 庵和尙 


我が 胸に ふる 盜人を 持ちながら 菩提の 種に 心 ゆるすな  弘法 大 M 

胎臓界 の 心 を 

我が 胸に 法の 智水 をた、 へな ば 瞋恚の 炎 もえ も あがら じ  行  風 

經と いふ 其の 字に 五 時の 絲 はへ ており 出す 布 は 四 敎八敎  讀 人 し ら す 

佛心宗 の 寺に て 菓子 を 出して 是れに 狂歌と ある 時 

出で 來る このみの もと を觀 すれ ばしゃう じ 離れし 石榴つ ぶかな 知 3  元 

煩惱卽 菩提 生死 卽 涅槃の 心 を  • 

煩 惱の體 も 菩提の 證據に は 澀柹を 見よ あま ほしと なる  良恕法 親王 

有 空 不二の 心 を 

ありの みとな しとい ふ 名 は變れ どもく ふに 二 ッの味 ひ はなし  平 時 賴 朝 E 

題 しらず 

山里の 折り かけ 垣のから.^ 瓜う むと はすれ どくふ 人 もな し  讀 人 し ら ず 

初 發心時 便 成 正覺と いふ 經 文の 心 を 
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古今 夷 曲 集 卷第十 

須彌 山に 腰 打ち かけて 一 天 を 笠に きれ ども 耳 は 隱れす 

白骨 の 名號を 書きて 其 の贊に 

人 閒のを はり を 見れば 白骨の 肉 を はなる ， 南無 阿 彌陀佛 


婆子燒 庵の 意 如何、 


； 句の、 い を 


* とこ をん な 

婆 婆で こそ 男女の 差別 あれ 骨と なりて は變ら ざり けり 

卽心 卽佛の 心 を 

一 心の 門 開 くれば 法界の 草木 國土 ほとけな りけ り 

利劎 にて 皆截 りつく しみる 時 は 萬象淼 羅古佛 なりけ り 

.n ら 求めす 捨てす さし 置かす 自由自在 はおの が 三昧 

本來意 をよ める 

¥-ふ レ 

山賤が 白木の 合 子 その ま、 にうる し附 けねば は ゆ 色 もな し 

弘法 大師 入定の 年經て のち 或 僧 高 野に 詣 でて 御 商の わた リ にて よめる 欲 

空 海は虛 空の 定を いさしら で 心せ まく も 穴 へ いるかな 

かか リ けれ ば 大師 にゃあ" けん 香 衣の 僧 忽然 と 出で きましての 返し 


六 五 0 

讀人 しらす 

曉阿 上ん 

夢 窗國師 

道 元 和 -3 


夢 窗國師 _ 


空 海は虛 空の 定に入 る もの を 心せ まく も 穴と 見る かな 

水鑑の 中に 毒藥 反して 藥 となれば Mil: の 重き はか へりて 佛 とやな らんと 書きて よめる 

作り 置く 罪の 須彌程 ある なれば 閻魔の 帳に つけ 所な し 

鎌 倉 追 罰 の敕を 請けて 出で たたれけ る 時 餞別 に讀 みて 遣 はしける 

錢 別に 何 をが なと はお もへ ども 本來 空の 一 物 もな し 

返 し 

一 物 もな きをた ま はる 心 こそ 本来く うの 法 味なり けれ 

題 しらず 

我が 戀は 障子の ひ. きて 嶺の松 火 打 袋に うぐ ひすの 聲 

湊に はけさ 鉢 袋 猫の 皮 花の さかりに 大 太刀の 鞘 

達磨の 鎗に 

あほら ぼね 

悟りぬ るき やつめ が 身と て II： か ある へ んて つもな き豁骨 かな 

水鏡 9 中に 

譃を つき 地獄へ 落ちる ものなら ばな きこと 作る 釋迦 いか ノ せん 

古今 夷 曲 集 卷第十  力お 


休 


夢 窗 


尊 


氏 


讀人 しらず 

道 元 和 尙 

一休 和尙 


り 


古今 夷 曲 集 卷第十 

おのれ さ へ あっけ 拂 はぬ 不動め か 悪魔 降伏 無 m なりけ 

題 しらず 

:< 八の 聲の あるじ を尋 ぬれば 地 水火 風の 四大 なりけ り 

西 力に せなか をく ふと 觀 すれば 東 しらみに 夜 は 明けに けり 

あら g や i 空 を 家と 住みな して 心に か ゝ る 造作 もな し 

た そに た そた そく にた そた そに た そた そに た そとて 何も 無き 哉 

眠れる 布袋の 畫の贊 に 

手 を 仲べ て ゆるり とぬ るか 布袋 どの 袋のう ちに もなければ 

題 しらず 

今 はは や 後世の 動め もせ ざり けり 阿畔の 二字の あるに 任せて 

水鑑の 中に 

萬 法 をみ る 人 ごとの 喉 かわき 思 はで 水 を  一 口にの む 

なき^の しるしに 石が なるならば 五輪の 代に 茶臼 きれ かし 

いろは 歌の 中に 


六 五 二 


夢 


人し、.：' ず 

窗网師 

人 し ら ず 


比 ^^ 1 


弘法 大 


休和尙 


明々 と 三 五 夜半の 一 月 を あまねく わかつ 千 江の 水 

本 來意を 間 ふとて よみ て 遣 はし 侍 リ ける 

直な る も ゆがめ る 川 も 川 は 川 佛も堂 も 同じ 木の きれ 

返 し 

直なる も ゆがめる 川 も 川 は 川佛も 下駄 も 同じ 木の きれ 

題 しらず 

座禪 する 衾の 下の やせ 蝨く ふと 思 ふ も 障りな り け： り 

物 毎に 執著せ ざ る 心 こそ 無 相 無念の 無住な り けれ 

達磨の 畫贊に 

西 来意 我 だに しらぬ 達磨 殿まして 他人に 問 ふ は 僻 ごと 

いろはの 歌の 中に 

十 ぶんに いたりて 見れば 何もな し佛 とい ひて 疵を つけけ り 

題 しらず 

得道 はありけ る もの を鄰 なる 祖父が さ ゆた. 火 打 袋に 

古今 夷 曲 集 卷第十 


道元 和尙 

智菹 法師 

一休 和尙 

讀人 しらず 

雲居 和^ 

藤 原 光廣 卿 

道 元 法 師 
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萬 法 一 心 の 心 を 

とき ひ じ 

ー乘も ニ乘も 同じの り 汁の 齋と非 時との 替り ばかりよ  智  元 

有 佛法有 世 法と いふ 謠の詞 を 題に てよ める  I 

佛 法と 世 法 は 人の 身と 心ーッ かけても たたぬ 物な り  澤 庵 和 尙 

借用の 地 水火 風 返辨. ffl. す 今月 今日と いふ 前書に てよ める うた 

かりお きし 五つの 物 を 四つ かへ し 本来 空に 今.； て おもむく  一 休 和 

じ や-つ そ さち 

成 所作 智の心 を 

き佛は 野に も 山に も. E- しおけ 犬 も 鼠も喧 はぬ ものな り  也 上 人 

とち 

聞え て はにんに く 慈悲の 理に 目に 橡 ほどな 淚こ ほる、  重 

隨 喜功德 品の 心 を 

法 華經と 鳴く 鶯 のこ ゑまで も 耳の 功德に 聞く ぞた ふとき  禽  ^ 

題 しらず 

浮世 ぞと思 ひきった る 尺八 を 吹きなら す こそ 生佛 なれ  宣  相 

極樂 にく ふ ほど あれば 他の物 をむ さほらぬ こそ 生佛 なれ  智  元 


首り 難 や 摩りのお ほき 女人 をば 彌陀 ひとり こそ 助け まし ませ  法 然 上 

南無と いふ 其の ふた 文字に 花暌 きて あみだ 佛と みはなり にけ り 蓮 如 上 

布袋の 畫の赞 に 

この 袋 あけて 見 たれば 何もな し 何もな きこ そ 何も あり けれ  澤 庵 和 

常不輕 品の 心 をよ める 

比丘 はた 5, 萬 事 はいらす 常不輕 菩薩の 行 -ぞ 殊勝なら まし  雲居 和 

題 しらず 

西方の 本來 空に 往生し 無量 壽佛 とならん 目出度き 

無我の 心 をよ める 

我と いふ 其のえ せ 者 を 捨てて こそ 釋迦と 阿 彌陀の 跡 も つぐなれ 三 

題 しらず 

苦 を樂に k し替 へよ とて 釋迦 によろ り 世に出で 給 ふ事ぞ 嬉しき 

持 戒 

六 慾の あか を拂 へと 釋迦 無二の 五 かい ほふ こそ かたじけな けれ 行 
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尙       尙       人 人 
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—三寳  ，  . 

一 心に 二世 を 思 はば 三 寳の四 種 を 受け 得て 五 慾 忘れよ 

法界 體性智 の 心 を  - 

つ ち. -、 れ 

父母に かりて ぞ きたる 皮衣 破れて 後 はもとの 塊  讀人 し ら 

空 は貌 月日 はまな こ 虱 は 息 山野 海 川 我が身な りナり 
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器 音 八 首 


玄 i 治 I 
札 氏 貝& 


せ 上 氏 

旨 治 一 首 


小 田 is. 岩 手 氏 

宗也七 首 


首 

首 


椎名氏 

安 籠 一 首 


小 荒 路住籠 泉 寺 

來焉八 首 


參 州 

目  H 

武 r^r 江戶住 

下 總 

江 州 海津莊 

播州 姬路住 


岡 氏 


幸 五 首 


. 防 州 
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德元十 首 

未 得 六十 三 首 


幸 田 氏 

正舍 一 首 


1% 七 首 


六 六 五 


正 成 七 首 


連 田 氏 

友 知 三 首 


古今 夷 曲 集 作者 之目錄 

長 州 萩 住 

己  H 

I 少 


宗朋八 首 


住所 不知 


入 安三 十二 首 


八十 八 首 


人 不知 


曰 ま 二 首 


鹿 島 御 歌 一 首 


右 出 所 古書 目錄 


舊 事本紀 一 首 

山家 集 一 首 


伊勢 家集 二 首 

盛衰 記 一 首 


山門 百 首 二 首 

砂 石 集 一首 

撰 揮 直談 二 首 

道元 伊呂波 歌 十九 首 

最明寺 百 首 五 首 

信 長 記 二 首 

雄 長老 百 首 二十 六 首 

由 己 百 首 一一 一首 

澤庵謠 詞题耿 二 首 

宗增兩 度 百 首 二十 三 首 

^狂歌 集 三十 四 首 

雪 居 往生 要 歌 十七 首 

應築波 集 一 首 

京 童雙紙 一 首 

古今 夷 曲 集 作者 之目錄 


東鑑 一首 

法 華 直談 七 首 

法然 五十 首 敎化歌 二 首 

夢窗 法語 歌 九 首 

一 休 水 鑑五首 

餌 指 問答 一 首 

入 安 百 首 三十 二 首 

太閤 記 八 首 

雙紙三 首 

同源 氏 卷題歌 十二 首 

仁 勢 物語 十二 首 

貞德百 首 二十 首 

玄康百 首 十七 首 

未 得 吾吟集 六十 四 首 

六 六 七 


古今 夷 曲 集 作者 之目錄  六ブ八 

獨笑雙 紙 一 首  黑谷 上人 傳 一 首 

已上 三十 四 部 

總歌數 千 五十 餘首 

作者 數ー 一 百 四十 一 人 

此の 外 鹿 島 明 神 御詠 あり 


はる あさ うつ か は  よ つね  お ほうち やま はな  ^  J  ' «  i 卞ひ や、 つき ， 、 

春秋の 移，^ 換るは 世の常ながら、 はからす 大內 山の 花 をよ そに 見なし ふりぬ る 高 津宮の 月に 向； U 

て も、 むかし をし のぶ • 心 もな く、 い たづら に、 いく 年々 を か 送りむ かへ し。 かかる を 里の わら はに も 

こ たび ひなぶ り „.< ん  はべ  わか  か あつ  なに は/. 2 一  あ J. へ かや -6 

よ ほされて、 此度夷 曲の 品 を わかち 侍る に、 なほ 和歌 を も 書き集めよ となれ ど、 難波津 安積 山の el た 

歌 を さへ、 心 ひとつに さだめ やらで、 人の さかしお ろかなる を、 いか、 M 一 曰 はんとい ひ はなつ にも やま 

の も  こ * ろ！ TJ し  つ 力  はべ 

す、 しひて 望めれば、 志 をむな しう せじと て、 やつ がれが 緩り し を、 これ かれ 書きの ベ 侍り。 なか 

あきうど  ち どり つる け-ごろ も 

なかい わし 商人の よきき ぬきた るた ぐ ひと も、 千鳥の 鶴の 毛 衣 かと、 われさへ かたはらい たきもの 力 

みち ちゃう じ や  ザん ない ふ みち むらこう  わか  かん.^ 

ら、 やん ごとな きお ほんかた、 ことに は 道の 長者な りし、 前 内 府通村 公な ど、 和歌な りと 感じ 仰せけ 

るに ぞ まかせ 侍る。 抑 歌の さまい ひしれ ると に は あらす とのみ。 

承 應こ未 元日 

年月 をかぞ ふるに 冬の 日卷 にこえ 卷 また 冬に た てる 事い くそと せな リ 今日た つ 春の み さらぬ にす ベ ら ぎの 世 

をし ろしめ して の 春 も 今日 ぞ 始めなる を思 ひて よみ 侍りし 

世に 勻ふ 日影 もしる し 天地の さらに ひらく る 花の 春 かな 

金 龍 寺に て 花 の 散る をみ てよ み 侍りし 

入相の鐘よ りさき も 散りぬ めり 花や あだなる 世 をい さむらん 

古今 夷 曲集跋  六 六 九 


古今 夷 曲集跋 

か ぞいろ をと ふ 人 あらば 朝夕の 露と 答へ よ なでしこの 花 

ほレ あ ひ  こ よ ひ 

星 合の つらき 別れ を 更にお も ふ 月の 今夜の 明 方の 空 

大和に 侍リし 頃と しの 基に 雪の 降リ ければ よみ 侍リし 

榊 葉に 雪の しら ゆ ふかく 山の 神代お ほ ゆる 年の 暮 かな 

.K 行 

朝な ゆ ふな 露に なれ 行く 武藏 野の 秋の はてし や 霜の 下く さ 

戀歌 のなかに 

住吉 のまつ と はすれ ど あ ふ 事の 遠 里お のが 身 を 恨みても 

寄 露 無常 

風 渡る 草葉に やどす 露の 身の 消えす はありと も 幾程の 世ぞ 

維摩 經に 須彌入 芥子 中と いふ 文の 心 を 

露の ほる 稻 葉の 末に 色と めて 秋 は 田 面の 月の， ゅふ暮 


七 
〇 


高津汗 道士 生-白 庵 行 風 

寬文六 丙午 年 仲夏. Hn 且 


古今 夷 曲集跋  六 七 


百 首 歌の 中に 

水う みの 上 ことぐ く 張りに けり 是れゃ 近 江の 二十 四 こほり 入 

千 鳥 

屈 次第 あなた こなたに 立ち さわぎ 波の音 さへ ちどりがけ かな  て い 

鉢 さしめ がち やくと さすべき 掉 河の 不川 心に もな くちどり かな 雄  長 

ちりく やちり くに もや 飛んで 行く はん ま 千鳥の 友 をよ ぶ聲 む ね 

應狩 

攝 家まで 供奉す る 君が 御 狩 場に すゑ 一し 出で たる 鷹 司 殿  雄 長 

魔の 鈴から りと もい ふ 音き かば 鷺 のみ 

名のみ して 膳に はす ゑぬ 箸 II のとり え 

或 館に て 魔の 鳥の 料理 給び ける によめ る 

鷹に とられ 殿の 御 汁になる 時 はたう ベ 

百 首 歌の 中に 夜 霰 

さ ら にあら れん 物 か Is ふる 铵の ひとよ もさ/' を 呑ます ば  入 

古今 夷 曲 集 卷第四  五四|^- 


出で たる 鷹 司 殿 

の 毛 もよ だつな るらん 

ぬるより はや 摑み噙 ひ 

る 人の 身 もぬ くめ 鳥 

とよ もさ ゝ を吞 ま， li^ ば 


正 


安 

老 


一一 一一 S 


安 


古今 夷 曲 集卷第 1: 


五 四 六 


行 

法 


山 雪 

かしら 

雪になる 雲 をば うしに 打ち か ぶ り 鼠 も さぞな 大 ひえの 山 

北山の かしらに かぶる 雪 綿 や 塞 もて 寒 を ふせぐな る ベ し 

草木 も成佛 せんと ふすま ゆきかぶ る 座 禪の牀 の. E かな 

奈 S にて 雪の 降りけ る 日よ める 

舍 利なら ぬ 雪 佛もぞ はくしきに ひから かすが の 御作なる べし 

春 日 野の 帷子 雪 はと ころがらなら ざり しと も 首 ふべ かりけ り 

松 雪 を 見て 

松. かえの かたびら 雪の ましろ さは 十八こう のさら しなり けり 

首 歌の 中に 

天神. S 御自 愛 なれば 松に ふる 雪の しら 太夫と 是れも 言 ふ ベ し 

題 しらず 

三 密の月 くらき よは 十 丈 もつ もれ 九 識の窗 の 白雪  來 

否； le 歌の 中に 炭 溢 


路 守^せ 

純 法 親王 

原 親 綱 卿 


n.  卜へ  人 

r  マ-  P 


智仁 親王 


玄 


焉 


小 野の 奧雪 ふみわけて かまもとの 炭 をね ぎれば 結句 これたか 入  安 

百姓の 身に おは ざ るお ごリを なし 公 納米不 ：； え してけ る を：： て よめる 

秋の 田の かり 米 をな し 奢りな し 年貢に わら や 出す 百姓  屮納 言 大江輝 元 

圍爐裹 ぬリを 見て よめる 

田 樂をぁ ぶ らん 爲の いろりと て 先 づ なまかべ を附 けにけ るかな 良  德 

火 桶 

抱いて 寐て 寒さ を ふせ-ぐ 火桶 こそ かさねぬ 夜. 著 の 妻と そふら め 未  得 

あたる まの 久しき 程に 炭の 火 もどう となりて や 足の ひゆらん  光  知 

冬 梅 

雪の 中に まづ ぬけ 出で て 咲く 花 は 梅の こだち や 鞘 はしる らん  み  と く 

西 京 八 宮 御所 にて 年のう ちに 春 立ちて 又の日 大雪 降りけ れぱ赏 i£ の 和歌 詠みて 奉リ しに 四方 を 詞に 雪の 歌 

一本よ め 

を もと 仰せければ かく 申し上げ 侍 リし 

東より 春 はきた のに 西の 京奧 ある 今日の ゆき ぞ みなみよ  行  風 

柬 より 春き たのち も 西の 京 狂歌に 今日の 雪の 色 そふ  元  行 

古今 夷 曲 集 卷第四  五 四 七 


古今 夷 曲 集 卷第四 

Kg 首 歌の 中に 歳暮 

借り ちらす 木 葉に あらぬ 錢 米の 未進 も 今日はく る 、 年 かな 

歳 暮  . 

炳と人 はいふと も 求めた しおい くる 年に 逃 ゆん 脇道 

酒の ます 餅 を もっかぬ みどもに は 年の 一 つも 御 冤 あれ かし 

いに ざまに 置きみ やゆと て 眉の 霜 かしらの 雪 をく る ， 年 力な 

年の 矢の かぶら もた けて 春 はた 、"障子 一 重の へだてな りけ り 

<^「日每に嘉例はづさで 一 つ 宛老を もてき てく るゝ年 かな 

坂 の &,s..l.s- いり 大豆 こしら へ る 時 やらく さや ふんと い へ る 首 葉 を もてよ める 

鬼 は 外 福 は 内 へ とうつ 大 Is の當 りて ひる かやら くさや ふん 

}n; 首 歌の 屮に 除夜 

鬼よ 内 へ 福 をば 外へ いだす とも 年の ひとつ も よらせ 19 も 力な 


WW 


入 

き 

南 


人 し 


朝 法 


安 

ら ず 

親 王 


養 


長 


老 


古今 夷 曲集卷 第五  _ 

賀付神 R 

元日 祝 

二 本づ、 日本の 門の まつたけ は 千年 を 千代の 證據 にやた つ  行 、  風 

書初 をす、；， りの 水 に^の 海 はっか ひ ほす とも 君が代の 春  應 其 上 人 

正月 三日 祝の 心 をよ める 

三日月の 影ます やうに 明日より は猶 よから うとい はふ 春 かな M  德 

祝のう た 

幾 秋 も かさね 土器 手に とりて 汲め どもつ きじ 菊の 酒壺  利  涛 

節分 によめ る 

君が代に 上下 萬 民 もてはやす 大豆 や 千年の 數に 節分  道  僖 

古今 夷 曲 集卷第 五 四 九 


古今 夷 曲集卷 第五  五 五 〇 

須彌 ほどに 積みお く 芥子 を 君が代の 千代に 一つの 數取 にせん 來  焉 

君が代 はいく 千代 鶴の 羽 は 、 きで な づ ともつ きぬ 茶 0 なる らん 器  音 

道に いる 末 繁昌の か、. r みに は 藤氏 源氏の 家 を 見て しれ  雲 和 に H 

此の 集 あみ 侍るな かばに いづく よりと もし、 りず 白衣の をの このき て 此の 歌 も 集に く は へ 給 ひねと. いふ いづか 

たよ リと間 ひ 侍る に 我 は 鹿 鳥の ものな リこ の 御 歌 は明祌 此の 顷の御 神託な リと いひ 扮 てて さ リ侍リ ぬ 

霜柱 氷の はりの 雪の さす 雨の たる 木の 露の 草ぶ き 

. 夢想の 發句を ひらくべき 心侍リ ける 折 柄に よめる 

n.  -  J  t  きづ -6 さ 

願 はく は 花の もとにて 連歌 せん 其の 二月の 天 神. の 日に  宗 

祌子 化粧して 祌樂 にたちた まふ を 見て 

山 崎 やせん けんたり し 兩髮を 油に ひたす 八幡の 神 子  久  淸 

月次の 會 にて 

祈るな り 若衆に は あらす 和歌の 道に 冥加の からせ 玉 津島姬  來  焉 


題 しらず 

めでたいに 酒く む 人のに こくと 笑 ふ 家に は 利 をえ びす 講  一  爾 

丹 波 杵の宮 にて 

つく 事 を 守らせた まへ きね の宮米 はもた すと 連歌な りと も  元  理 

び ち う 吉備津 {K にて よめる 

神 はきね が 習 はし なれば 先づ搗 いて 圑子 にした ききび っ宫 なり 法 印 す 一 

題 しらず 

あ ふみなる つく ま 祭の 夜宮に は 物う りさへ や かづく 鍋錢  器  音 

筑紫 安樂 寺に てよ める  I  - 

おほしめ す處へ ひょっと 飛ぶ 栴 はまこと に 自由自在 天神  . 友  W 

題し、 りず 

善 光寺 それに は あらす めぐる 日の 牛に ひかれて まるる 天祌  路  # 

}0 首 歌の 屮に 

烏轄 子き て 神の 御前に ひだり をり 右 をり しつ、 見 ゆる はふり こ 入  -ケ 

古今 爽曲 集卷第 If?  五 五一 
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題 しらず 

千 早 g 神に 仕へ てあらよ ねの こ ほれ を 拾 ふつ、 おねぎ かな  德  元 

心 あきらか ならん 事 を 神に 祈リて 詠める 

正直の 神の ちか ひの かの 字に し 濁 を さいた 身 をい のるな り  正  定 

氏神の 祭の 日み きい た^くと てよ める 

信 あれば 德利 にいる ゝ 二の みき をいた 、.r  く 度 に 手 も あら ひよ ね 滿  永 

題 しらず 

な ま ぐ さき 戀を もい のる 神 な れば 御前で とる もみく ぢ らぞ かし 

百 首 歌の 中に 

，まるり すると も 心 あくならば 利 生はなくて 罰 や あたらん  平 時 賴 朝 臣 


古今 夷 曲 集 卷第六 

別 付覉旅 

本け ごな リし者 今 は 官の御 方に つか へ 侍る が 御所の 御供して 江戶 へま かると いふむ まの はなむけに 

さる 閒 下らせた まふお 江戶 にて 仕 合 もよ くの ほれ 助四郞  信 

小濱 氏な にがし 江戸 へ ま かられけ るに 足袋 五 足お くるに そへ て 

くだ 

東路へ 下らせら る ， 此のた び は ご そくさい にて やがて 御上り  言 

うとから ぬ 人 の 他國に まかる に 詠める 

鐵 砲の 玉き はるまで 悲しき ははな しし 人 を はなし やる 旅  休 

出 雲と 讚 岐へ使 僧つ か はす 門出に 

機嫌よ く 旅に いづもの 門出で. にさす がに 祝 ふ 酒の さんしう  信 

芳野 の 者 今年 惠方 なれば とて 安藝 の宫 島へ 賨 買に まか リ ける 餞別 

出で たらば さぞな 仕 合よ しのより 今年 は 方 も あきの 宮 島 

古今 夷 曲 集 卷第六  五 五三  ， 


良         海甫當  海 


お 今 夷 曲 集 卷第六 


五 五 四 


覉 旅 

題 しらず 

七瀨川 やせた る" おに 水 か 

山城の 木幡の M に 馬 は あ 

題 しらず 

家 もな き. E 路 もて こしゃ 

相 坂の 關の淸 水で 茶 星の 

松 本 にて よめる 

旅人の 足 手 かゆ をし まつ 

石邊 にて よめる 

里の 名の 石べ を ひる はく 

熱 田に て 

J*- の 上 ゑ はぬ ほどし ものむ 酒の かん もあった の 浦に 著き ぬる 


へ ば薛 になる とてと ほ 

れど 駄賃な き 身 はかち 

き 飯に きる  >  命 をむ す 

か、 <r やかす らん 飮に 

もとの 茶 星 も 千年と ち 

さつなる 姥が もち ひの 


せと、； て 言 ふ 

I 一  て ，,f て 1^  く 

びと めす や 

つく米 

きる SOTS 力な 

過ぎし 人 かも 


西 行 上 

近 


友 


正 


成以  Tf:  吉 2R  得 入 


尾 張の さか ひばしに て 

打ち わたす 尾張國 のさ かひ 橋是れ やに か はの つぎめな るらん 藤 -ぬ 光 廣 卵 

赤 坂に て 

出 女が 紅 まへ だれの 赤 坂の あかぬ 姿に と ま る 旅人  保  友 

故鄉 の 者 文 使 に 通る に 途中に て 行き あ ひて よめる 

東より 文箱 もちて 通る 身に 逢うて 嬉しき ふた 河の 宿  正  成 

荒 井 舞： S にて 

波の あらい 船路なん なく こす 上 は 只 何事 も 思 ふま ひざ か 

袋 井の 沾 にて 大雨 降リ ければ 

4S んぶ くろ  ， _  $ 

と ゆ 合羽 ひっぱる さめの 籠 なれば 番袋 店の こ、 ち こそ すれ  r 

行末 も 遠 江路の 旅が たなす 袋 井 を やかけ 川の 宿  保  友 

佐 夜の 巾 山に て 

旅 衣た ちぬる 寺に 茶 はなうて のみて こそ 行けさ ゆの 中 山  讀 人 し ら ず 

宇津の 山に て 
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古今 夷 曲 集 卷第六  Ifd 五六 

乘 りかけ のつ  >ら をり して 疲れたる 馬に は沓 をう つの 山越え  未  得 

飛鳥 井 殿 鞠 子の 宿 通りた まひけ る 跡よ リ ゆく 折し も 馬の 杳 もとむ る にね の 高き など 下部 どもの いふ を iS= きて 


鞠 子 川く つ 音た かく 聞 ゆるに あすか ひた ま へ 先に ありく 

同じ 河に 大水 出で し を 越える とてよ める 

大水に 渡る か、 り はの ベ あしや 衣紋な がしの 鞠 子： 1: かな 

馬の あし 四 本 か 、 りに よるな みの 沓音 たかく 越す 鞠 子 川 

}E 首 歌の 中に 

暮れ か 、 り 鞠 子の 宿の ありければ 早く 留 りて くつ ろ ぎ やせん 

題 しらず 

あなき たな 江 尻 を 出で て 行く 人の 足から くだり か 、 る 箱 根^ 

親しら す 子 知らすな れど爰 にても 留守す る 妹が 事 をのみ こそ 

由 井 蒲 原 にて よめる 

のる 駒の のがみ を ゆ ひて 行く  くも 懐きて ぞ よき 蒲 原の 道 

山中に てよ める 


法 印玄旨 • 


0 


玄 

讀 人 


しらず 

成 


どち こちの たつ 木 もしらぬ 山中に 覺 束な くも 呼ぶ 茶屋が か、 德  元 

か た びら の 宿に て 雨の 降る 日よ める 

しるき 道 ゆききの 人の すそ みれば みな どろ ぞ めの 肩 衡の宿  讀 人 し ら ず 

江戸に 著き てよ める 

京と 江 戶兩道 かくる 武藏 あぶみ さすが 駄賃 はの るもう る さし 德  元 

熊 谷 宿に て 彼の 旅籠く ふとて よめる 

たきた つる はたごの 飯の あつ 盛 を 手に かけて く ふ 熊 谷の 宿  讀 人 し ら ず 

片瀨 こし ごえ 懷 島と いふ 處を 通る とてよ める 

かたせより 腰 越と ほる 旅蟲 ふところ 島 やと まりなる らん 

一 本 京 への s£5 る"/」 て 

或. ii 頭關 東よ リ上リ に 上戸が 原と いふ 所に とま リしを いた はれる 大名よ リ洒に そ へ：^ へる 歌 

行き暮れて 上 戶が原 を 宿と せば 酒 や こよ ひの あるじな らまし 

木曾路 はつば 坂と いふ 所に て 客僧に あ ひ 暫く かたりて 年 は いくつと 尋ねけ るに 六十 四と い ヘリければ 

客 僭の 年 はと 問へば 六十 四 はっぱ 坂と は 九々 にあ ひたり  宗  也 

伊勢 路 9 つ ら 町と いふ 所に て 

古今 夷 曲 集 卷第六  五 五 七 


古今 夷 m 集 卷第六  五 五八 

しんこ 馬に 附 けたる 荷 さへ 名に お ふやね ぢ たる 藤の 葛籠 町と は す， か よ 

へそ 村と いふ 所に て 

賤の女が つむ ゆる 絲 によりて 問 はば 所の 名 さ へ へ そ 村と いふ 

. 久保 田と いふ 所に て 雨の ふるに よめる 

雨ふりの 夜道 を ゆかば 旅人の ふみかぶ るべき く ほた まり 水 

杳掛 にて 

茂りた る 庭の 柳 も か 、 りよし と 立ち 留り ける 沓掛の 茶屋 

$i 勢 桑 名の 邊 ほし 川 あさげ 日な かと いふ 三ケ村 をよ める 

桑 名より く はで 來 たれば ほし 川の 朝け はすぎ て 日な がに ぞ思ふ 西 行 上 

旅の 歌 

足 引の 山 こえかぬ る ひるとば にしん こ 馬 こそ ゆかし かり けれ 

百 首の 歌の 中に 

草枕 領 をば もた で 椎の葉 をす くひ 物に ぞ したる 麥の粉  雄 長 

世の ことわざ により 思 はず ひなに 年 を へ ける に 故 鄉を思 ひ 出で て 


老        相  人 


し 


赤子 もぞ今 はかぶり を ふるさとに あはれ あは、 や 手 打す るらん 行  安 

百 首 歌の 中に 

今 はた .^t 腿 もこぶ らも はり ま 潟し かまの かちの 旅の 苦勞さ  入  安 

西國 へ お I リ立 つ 日 難 波 堀江 を こ ぎ出づ るよ リ まほに てと も 船の なら び 行く IT こよみ J し 

收を かけて ひい ふうみつ の 浦風に 走り こくら や 足 はやき 舟  ， 了  a 

海路 旅の こ k ろ を 

雲霧 も はれもの なれば うみ わたる 時分 をみ てぞ おし 出す 船  淡 路 守 宗 智 

舟 中に て 雨に あ ひて 

あいさめ の 刀の 小 尻 ぬらさん と 苦 をく  5, りて 舟よ ば ひする  宗  & 

西國に まか" 下リ ける によ こ 波し きリ にて 人 々舟に ゑ ヘリし によめ る 

皆 人の 舟に ゑ ひたとい ふ 事 はさ かし ほ 風の， ^ひズ なり り 

室の 湊 にっきて よめる  .  • 

1 々におし ならべた る 友 舟の 十艘 室のと まりに ぞ つく  宗  H 

但 馬と 因幡との 境ゐ くみとい ふ 所に 雨 どまり しけり いと 狭き 家た リ ければ よめる 

古今 夷 曲 集 卷第六  ... i  I 


古今 夷 曲 集 卷第六  五プ 〇 

主從者 たびにし あれば 里の 名の 居く みに したる かりの 宿 かな 

香椎 < ^浦よりか へる さ に.^ を遙か なる 干潟の さき を ま はさせ て 多々 哀濱を あゆみ 行く とてよ める 

、 こし 、 まこ ゝ にい もじの 跡と めて 今 も 踏みみ るた 、 らはま 力な 

題 しらず 

甲：" ふ 子に 旅 を させよ とい ふこと は 我がして しらぬ 親の ことば か 負 


德 


古今 夷 曲 集 卷第七 


れば 


題 しらず 

思 ふ 人の 心つ よき は 重 籐の弓 や 八幡 ひくに ひかれす 

百 首 歌の 中に 初戀 

戀に 人腎虛 する こそ 道理 なれ そめし にだに 稷がュ 

職人 歌合 の 中 に節師 によせ て 忍戀を 

忍ぶ 夜の 太刀 やかたな の 柄の 閒は さやの 中に も 身 を かくして む 

百 首 歌の 中に 聞戀 

垣 ごしに し、 する 音の きこ ゆる は！! 十六に ^ 本， J る もら ん 

音に きく 耳の 比丘尼に え あはぬ は 熊 野に 祈る ，裴 やなぎの 葉 

M 戀 

古今 夷 曲 集 卷第七  ，，さ 

.  J 1 ノ 


民部少 輔嘉隆 


民部少 輔嘉隆 


安 


古今 夷 曲 戴 卷第七  五，； ハー 1 

菩薩より た ふとき 君の 姿見る 目に は佛 もなかり ける かな  元  安 

•rE 首 歌の 中に 戀歌 . 

古の 貴妃か あらぬ か 我が 目に は そよ や fi^ 裳 羽衣の 小姬子  入  安 

海で 水 あぶる 若衆の 體尻を 見る に 思 ひ はふ じの 山 ほど  丄  0 

不见戀 

若衆 もた.. * 我がし りの 如くに て みん とすれ ども 3^ られ ざり けり rts:  德 

兑 不逢戀 

見る度に いと. V 心氣の 花む しろし くくな きて 獨り ねぞうき  元  安 

is 首 歌の 中に 戀歌  . 

若衆の 面影に たつ 空 見れば 折 あはれ なる すば り n 生かな  人  安 

戀の 歌合の 中に 馬 士の戀 

我が 思 ふ 君 をのら せて 束路の 果てしなき までおう て 行かば や  民部少 輔嘉隆 

尾 張國笠 寺に よき 兒 ありと 聞きて すきもの 見む とて 行ける にかくれ てければ よめる 

ちご  めん ！？ T 

兒 みむと さしてき たれば 笠 寺の 眠藏の 隅に ひっす ゑて 置く  讀 人 し ら ず 


題 しらず 

思 ひより 身う ちの 皺の いやましに 君に 年 を も よらせけ るかな 

一一 一年 戀 ひても 難 面かリ ければ 

桃 栗の みに やなら へる 戀の道 三年しても ならぬ つら さよ  宗 

立名戀 

布なら ぬ 我が 名 を 白く いひ さらす あくたれ ものの 口の さ-かなき と 

戀の 歌合の 巾に 立名戀 

雜 のめよりも 名 をば たてら る/' 櫛の はも じな 戀ゃ君 ゆ ゑ  久 

同じ 中に 船頭の 戀 

君と われ 情 を かけつ 帆 を かけつ 波 も 名 さか もた つ 舟の 上 

大 坂に 助 三と いふ もの 虎 助と い へ る 少女 を 戀ひ煩 へ る を て 

祐成も 助 三 も 虎 を 思 ふ 人 それ は大磯 これ は大坂  保 

戀病 をい やして よと 藥師に 祈る 人 を て 

こぬ 人 を 松原 通いな ば 堂 やくし 參 りに 身 もこが れつ ， 

古今 夷 曲 集 卷第七  五六 三 


友 


淸  く  朋 


古今 寅 曲 集 卷第七  五六 四 

百 首 歌の 中に 不逢戀 

我が 戀 は 拍子 もき かぬ 下手 鼓 あ ふこと なしに 味の わるさよ  雄 長 老 

不 逄還戀 

わが 戀は まだ 初心なる 下手 連歌 さし あ ひ 有りて 虎る のみ かな  宗  朋 

題 しらず 

夢に なりと 見る かくと 思 ひねの 目 さへ まじく り あはぬ 戀 かな M  因 

たらしつ ゝ冤 いひ 角い ひ 云 ひなびけ 君に ちとの ま 逢 ふ 由 もがな. 橘 諸 兄 

職人 歌合の 中に 

わが 戀は ひとつ も あはぬ 足拍子 木履 かたく 草履 かたく  R 都少 輔嘉隆 

雙六 よせて 不逢戀 ，  . 

よきめ もとこ ひねが へど も雙 六の さい は ひなくて あはぬ 獨り寢 未  得 

職人 戀 歌合に 桶ェ によせ て 

君が 顔う つして ほし や 水 桶の わがお も ふその 心 いっぱい  よ し た か 

馬士戀 をよ める 


心に はお も ひま すれ ど 馬士の 身で 君 をち よと は 5, 一  f? まう さす 候  久 

椀に よせて 戀の歌 

つれな くも さ こそ 思 はんと 思 召し 召しよ せらる、 夕暮 もがな  よ し た 

博 突に よせて 行末 を 賴む戀 を 

さいと もに ふりぬ る 君 が 靡きな ばかる た 結びの 帶 ときて ねん  ひ さ き 

若衆に よせて 戀の歌 

苦 衆に かひな を ひく も あづさ 弓 はすち がへ じの 約束の ため  み と 

題 しらず 

かたべ に S こいと 仰せの 文 みれば ぞくく して ぞ嬉 しかりけ る 淨 

待 夜蠟燭 

蠟燭 のしん きり/ \ と來ぬ 人の ぁひづ 待つ 閒に夜 は 更けに けり 空 

來ぬ人 を 待つ 夜に ともす 蠟燭 のお も ひこが る、 しんの 苦しき 未 

寄 松 待戀を 

住吉 のきし ませぶ りに ねばう してやに こき 人 はまつ に 氣の毒 

古今 夷 曲 集 卷第七  五六||^ 


得存久       く        よか  淸 


古今 夷 曲 集 卷第七  ハ六 

• 難 波 わたりに 尻 無 川と いふに よせて 不來戀 を 

尻な しの 川と ぞっ ひに ながれ 出る 若衆 二ぬ 夜の 人の 淚は  保 

來て 不逢戀 

鐵砲 のた まく きて 

逢 不解戀 

みす 越しに お 目に か 

Kn 首 歌の 中に 初逢戀 

暫く はむな さわぎし 

おそれて はじり く 

逢 戀 

思 ふ 人 をうる しの 名 

あうた 农に 鳥よ ない 

稀逢戀 

たまさかの m の 御出で を うれし-かり 咣づ いねころ び さし；^ かな 


も はなさぬ は 結句お も ひの たねが 島 かな  み  と 

> る は ゆがけ して かゆき 所 を かく 心地 かな よ し た 

て じはくと ふる ひ聲 なる 新 まくら かな  雄  M 

汗ぞ 流れけ る 逢 ふ 夜 は ひえのお； m なれ ども 人 

にし あ ふ 時は满 足せし め ふたりぬ るな り 正 

たら 元 興 寺の 鬼に まかせよ なれ も ひよこ も 行 


信 安 f， 'も 老 かく 友 


烏 精子 折の 戀を 

折々 にきて あ ふ 君が おなさけ は 一 しほ おんに きんの 烏帽子 や  久 

題 しらず 

終夜ない つ 笑 ひっかた る を-ぞうかれ 烏と 人の いふ ベ き  宗 

別 戀 

合 はせ もの 離れ 物と はしりながら 猶 うらい やな 今朝の きぬぐ 弘 

片み にと あはせ をと きて 一 重に し あちらこちらに とり 別れぬ る 

題 戀 

つ 、むかひ 涙に くれて 目が くさり 藥で 終に あら はれ ざする 

思 ひ. s: にあれば 色に や 出で なんと ふ て ご ろ ， より 忍ぶ ともせ す 來 

つ ゝ めど も 外に もる、 は 饅頭の あんに 相違の 我がち ぎり かな 未 

懇切 戀 

下女と 下部 味嗜 をす るく する 瘦話 をい はば 連 木の 語ら ひならん 伊 

寄 草紙 戀 

古今 曲 集 卷第七  五六 七 


負       得 焉 


重朋淸 


古今 夷 曲 集 卷第七 

おも ひき や 日向の 人に あ^なれ て 

寄文戀 

世の中 はかく こそよ けれ 癡話文 を 

墨色のう すきな さけ は 曲な しと 證 

かきおくり 君 をな びけ し 玉章 も綠 

職人 歌合の 中に 鍛冶の 戀 9 こ 、ろ を 

おゆかし とさつと 一 筆 我が 職の ふ 

題 しらず 

難 面しと かきくど きたる 腰 張のう 

君が 方へ ゆかん 門出に のむ たばこ 

寄貝戀  ， 

あ ふ 中 も 今 はは なれて はまぐり. の 

镜 戀 

P くばね の i4i より.^ つ る敫 よりも 


五六 八 

伊勢 物語りい ねて せんと は 主 


よみえぬ 

む 度 ご と 

をむ すぶ 


人 も 

のか 


りけ り 


、文 

) そ あれ 


いごの 風の たよりも とめて 


ら みこと 

Mi- よりな 


葉の 

ほ た 


花 

ゥ 


ま 


力 


屋 

み 


戀 ぞ つもりて m 心 ふ 小姬子 


久 


正 

正 


むきみより 猶 うき 身なりけ り み 


安 


た 


明         く         信お  か 


淸永  康 


<r は 只 心 も ほれつ 身 もな へつ 中風に 似たり 戀の やま ひ は  行 

力 「は 只 おもゆ もた ベぬ とば かり をお 目に 懸 りてい ふよし もがな 重 

職人 歌合の 中に 矢師戀  - 

かりそめに 思 ひそめ はの 矢の 竹の よ、 にし 君 をた めつ すがめ つ よ し 

同じ 歌合に 1： 師戀 

我よりも うはめ な 君に そふ 事の 慮外 はさても はかりが たしな 、 

片 思 

君と わが 中 を あかさば 提灯に 釣鐘に な ふお も ひなり けり  休 

何の 因果め-ぐり 車の わが かかる かたお も ひめ をす る は 勿う し 弘 

變 戀 

手の うら を か へ すごと 

契り 置く こと 葉 質 を や 

題 しらず 

思 ひ し み て 思 ひ 切る に 

古今 夷 曲 集 卷第七 


くな 約束 は 爪 糞 ほど もた のむ かひな き 玄 

な 力 す ら んぁ ふうけ ご ひの 日 切のば す は み 

も きられぬ は 身より 出せる さび 刀 かも 

五六 九 


.  た 

く 康       重 朮       涛       か       賴 風 


古今 夾 m 集 卷第七  五.. 

百 首 歌の 屮に 恨戀 

賴め 置く 也 力に-た にも 叶 はすば 南む あみだぶ りと 身 を ゃ投け なん 入  安 

題 しらず 

けん ぺ き 

思 ひ 侘びう ちぬる うでの だるき まで 戀の 重荷に おこる 法 癖 . 義  辆 

依 戀恨貧 

忍ぶ 夜の 松風の みか 颯々 とや ぶれ 紙子の 5 ら めしの 身 や  _ せ 原 盛 •  ま 卿 

题 しらず 

きぬぐ の 東 しらみに かく 恥 は 我が ふる 夜 著の うらみな. りけ り 休 

隔 戀 

はやの €： に ひきてな くして た- * 獨り ふすま 障子 ぞうき 隔てなる 未  得 

彥 七と いふ 田夫が 留守 をう か t ひて 女の もと へ 忍び 行きけ るに 其の 人し はぶきければ 女の よめる 

彥 七が 顔 をす ると も. g 氣ゅゑ かくれぬ せき を 今 はやめて よ 

- 障 戀 

更 くる 夜に 忍びて 通 ふ 部 星の 戶は 咳氣 のせき も 障りと ぞ なる  淡 路 お キ 


題 しらず  ； 

居所 を まくり あゆても 何 かせん 穴の はた 

職人 歌合の 中に 作 花 師の戀  •； 

一 枝 も 御意に いれ かし 君なら で 誰に かみ： 

同じ 中に 數珠 鬼の 戀 

戀ゃ 是れ百 八烦惱 そくいべ ら のりの をし 一 

寄 若惽戀 

美しき 地藏の ごとき 若僧に 死. ぬるから だ； 

寄鼬戀 

情 しらぬ 人 をた-ぐ へ ば み ぞいた ち 只み 盆 

萬 年 


のみの ぞく 身 なれば 贞  德 

せん わが 造りば な  よ し たか 

へ を 背く 數珠曳 き 

は 千ば かりなり  入  安 

よしと いふば かりなり み . と  く 

海 


寄龜戀  • 

も はなれ はせ じな 石龜 のかう とやく そく かたき 契り は  夏 蟲 

江 尻に いた リし時 本 なれし 若衆 そこ に ゐて戀 しかれ ど 人め を 憚リぇ あはで やみぬ と マ ¥ る 人に か はリて 

にの み 見 ほの 松原 はらた ちゃ 戀に する がの 江 尻 なれ ども  信 

古今^^？；曲集卷第七  五 七 一 


古今 夷 曲 集 卷第七  ：.f? 七ニ 

屏風に 夜 ひと 夜 物 思 ひたる 女の つ、 り 杖つ きたる 所 を 

夜もすがら もの 思 ふ 時の つら 杖 は 腕 だ る さ ぞ 知られ ざり ける  价  勢 

題 しらず 

ふらい く ふる 妻い とし 我が かたへ ほとりに よせてき そん 十七 行  安 

笠 さきへ もたせる 人の よめり とて 白き を 見れば ねり；， て かつ ゆる 安  明 

職人 歌合の 中に 稍 師の戀 を 

さやし に は 似合 ふたりと や 絞 肌な 人 をき もい る媒ぞ 憂き  久  S 

題 しらず 

敷 銀のお ほきに わろ き 女房 を もつ や 非 慾の 契りなる らん  忠  精 

職人 歌合の 中に 佛師戀 

戀 をして 片手に 造る 御 ほとけ を をが む 衆生 や 皆 まよ ひけん  K 部少 輔嘉隆 

題 しらず 

まだう ひの 左官が よめの 化 被に は 唐の 土 を や 壁 塗に ぬる  一一 一  哲 

百 首 歌の 屮に 


二 十三夜の 月に むか へば 六 四 九 四の ゑく ほに み ゆるい もが 俤  入 

題 しらず 

め， V  i 

夫妻の み 入りぬ る 風 3 は あかなく のせな に 向 ひて 猶も いも ふき 直 

女の 顔に くさ かさの 出來て 見ぐ るし かりければ 男の よめる 

つら 赤み くさ ゆに 見 ゆる 我がく さ を 人の 笑 はんこと をし ぞ思ふ 

返 し 

恥 かしゃな ど あてことの 言 の葉ぞ 面目なく も 思 ひける かな 

題 しらず 

忍びつ 、初めさ、 やく むつごと は 孕みて 後の どよ みと- ぞ なる  未 

世の中の 男女の わざ は ひもし もから 起る ものに ぞ 有りけ る 

はは 落ちて おどろの 髪 もまつ しろに 霜 ふる 姥 にあき や はつらん 人 

夫婦 い さか ひ を 見て よめる 

笛の なかの 節く りい さか ひ はり やら ひやら をき きぞ 兼ねぬ る 成 

女の 倍氣 して 夫妻い さか へ る を 見て 

古今 夷 曲 集 卷第七  五 七三 


安安  得 


之  安 


十； I 今 iis; 曲 集 卷第七  五 七 四  • 

めかけに はめが くれ 心 くれ 竹の節々 になる 夫婦い さか ひ  王  景 

pi し、 りず 

堂宮 にの ろ ひごとし てうつ 釘 はかな づ ち 論の 夫婦い さか ひ  未  得 

かたはなる 女 をむ かへ て さると て 女のと かくい ひければ よめる 

よびし 上 は 科な き 時 やさら ざらん 鼻 さへ そけ-め 目 さへ た 5r れめ 誠 人 し ら ず 

題し、 りず 

かる いし 

浮 石に 似たり し 妹が 顔ば せ はう しとて 緣を 切革屋 かな  久  淸 

.  よ- 0 

たが 直す 中と はなしに 夫婦す るい さか ひ^てて 夜の ちぎりき 未  得 


古今 夷 曲 集 卷第 A 


維 上付 物 名 廻文 歌 

人 の もとよ リ鲷と 飯銷を 得て 返事に 

あら 玉の 年の はじめに めでた ひとい ひだ こ 送りた ぶ、 ぞ 嬉しき 遠 江 守 

節 振舞のう た 

淺 みどり 絲 より 小 鯛 やきものの 串に もぬける 春の 振舞 . 保 

け ふの み と はな を 思へ る 節 小袖た つも 苦にせす 花 染の衣  々小 

飽の 料理 を 見て 

料 者の 毬打 腕で きる 魚の 名 も 正月 G ぶり、 くぞ かし  a- 

題 しらず  .  ， 

人 閒の八 丸 七十 二の 年 も 心 はもとの てうち ぜ ， が こ 

戌年 道の 邊の拾 子 を 見て 

古今 力.？； 曲 集 卷第八  W 七 Jf? 


政 

德 

權大 僧都 光 i 有 一 


古今 夷 曲 集 卷第八  五 七 六 

むつき 乍ら ぁぢ きしき 無く 捨てられ しこ は そ も 何のむ く 犬の 年 M 

題 しらず 

薄 泥に 霞 を さっと 引き ま はす 屛 風に 松 を かける すみの 江  人 

鯖に 初 藤 を 汁の 料理に せし が もとにて 

汁に して 魚の 名に あ ふさ わらびの こ は 山海の 珍物ぞ かし  淨 

短冊と て や 花の 枝に えしれ ぬ 事 ども 書きて かけなら ベた る をみ て 

人 毎に 腰折 歌 をよ み 置きて あたら 櫻 を 杖に こそつ は  ^  W 

涛水 にて 

花見た やきよ 水 坂の 嬈餅 のかた はらいたき 歌 をよ むらん . 保 

題 しらず  、 

物く はで 地主の 樱を みる 人の 目 ほしの 花 はちる か 散らぬ か  卜 只 

大 原野 長啸 子の 歌會の 日と み の 眼病に て 席に つ、 りならず 兼題 歌書き てま ゐら する つ いでに 

お 花見に 目 を ゎづら ひて 參ら ねば 大 はらだち や 口 をし ほ 山 

蔵 王 堂の 前にて 小者の 花 を折リ ければ 主たる もの の 神木なる をと てうちた、 きけ る を a て 


德       友       子 '治       安  蟲 


三芳 野の花 を をり はので つちめ を 主 .e うちぬる 丈 六 の 堂  ？ 3：  治 

久しく まから ざり ける 人 の もとにて 鯛の 骨 ひれな ど *1 にて 酒た うべ つと 人の 語リ ければ よめる 

あらな りと 名に こそた てれ 櫻 鯛 年に 稀なる 人の 振舞  一  圃 

難 波 江の み をつ くしに 波の よせ かくる を て 

觀音 のち かひ かこれ も 枯れて たつみ を 木に 波の 花 吹きぬな り 侍 從 源 光 尙 

八 丈. 1 にて 紫綺盜 まんと せし を n=- つけて 取リ かへ しっと 人の； 誹る を ききてよ める 

盜 まんと 人め を まぎら かすが 野の 若 むらさきの すり 小袖 かな  正  信 

題 しらず 

花見 蝨 うつりに けりない た づ らに 我が身よ にない 古き 小袖に  一  圃 

或處 にて 洒宴 なかばに くわ ゐと しひ たけを 翁に 出し 今 ひとつと す、 めけ る をい なびければ 亭主の よめる 

看に は是れ をく わると たてまつり 今 一 つと ぞ酒 をし ひたけ 

人の もと へ 鼓 草に そへ て 

蒲公英 をと たん と はやり もせで ち、 ついと 二 そ 送るな り けれ 讀 人 し ら ず 

返 し 

古今 夷 曲 集 卷第八  五 七 七 


永 


古今 夷 曲 集 卷第八  五 七 八 

比の gjH はう ち絕 えに ける 蒲公英 をた ま はりて 喰 ふ 舌つ 、w みかな 

鼓 草賣を 見て 

拍子 あ ひよくい ひながし ね も 高く ち、 とうりぬ る 鼓く さ 力な  S 

綠と いふ 菜 子の 出で ける 斑に てよ める  - 

常 磐なる 松の みどり も 春く へば 今 一 しほの 菓子の 味 ひ 

杜若 を 坂 東に て 筆 花 とい ふ を き き て 

筆 花と いふ ことわり をき くから に 一 首 はかう ぞ かきつ ばた 力な 

三 月 三 日 に 相坂邊 に て 鯓合は せけ る を 見て よめる 

に はとり も 相撲に 似たり 相 坂の 關 のかち 聲 あぐる 勢 ひ 

題し、 りず 

ちよりも 翅下 を欽の ならば 噴 はすと 腹に ぁぢは ひつ ベ し 

山寺の 春の 夕食 はやければ 人相の 鐘に 腹ぞへ りけ る 

親しき 人の もと へ まか リけ るに 精進の 麁 相なる 料理に て やみぬ と 人の 語る を ききてよ める 

さい  や 

袖 ぬれて あまの かりほす 靑海苔 やみる を 菜に て 止まん とやす る f  ノ し ら ず 


正 


き 口 


海 


淡 路守宗 

昌  治 

前 大 ^5 正 尊 應 


海 士 

手まめに し 和布 を も 刈らぬ は 浦 名の か だ 者な りと み ゆる 海士、 久  涛 

卯月 朔日魚 の 棚 通りけ るに 魚 ども あまた あら ふ を 見て 

衣更の 今日し も わた をぬ かる、 は 魚の 腹 もや 5 月なる らん  氧  i 

ゅさ  ,1 

i" 名 荷 9 子 を 西 坂より 賣リ に 出で たる を て 

. あのく たら 三百 三文 や 儲く らん 我-か 立つ 杣で みやう がう りつ.' 

狂歌 點 取の 奧に書 きつけて 貞德が 許へ つか はしける 

はじかみ のく ひも あはせ ぬ 歌の 口た 5, からく とわら ひ 草 かな 唯  正 

はやりが さ 多く 出で ければ 

我が かさの みか はに 多く 出で ぬれば 蛛手 ひまな く  5^ つ ^な 讀人 しらず 

惡 しき 酒 をつ よくし ひければ 打 笑 ひて 

この 酒 は 夏の かりねの 牀 なれ やか はうる さくての み 僧き なり 

前關 白信尋 公へ 藤 鮪 を 奉る に そ へ て 申し上げ ける 

魚扁に 春く ははれ る^だに もす きなお 口に あかれ や はする  言  當 

古今 夷 曲 集 卷第八  五 セし 


古今 夷 曲 集 卷第八  五八 0 

人の もとよ リ鮮の 鰌 をえ て 返事に 

近江鲋 宇治 丸 鮎の 酯も あれ どお されぬ 味は歸 なりけ り  右衛門 尉 藤 原武員 

一 夏 の 中 誹諧 發句 して 判 を こ ふ 班- に 

夏 蟲にを どる 心の はいかい を あっき ひけんに 人る、 を かし さ  贞  因 

返し  • 

殊勝に もよ くし あんごの 誹諧に かくる をた うりてん ぞ とも 兄よ 室 

誹諧 連歌の 批判の 奥に 

筌蟬 のうつ、 をぬ かす はいかい 〇 作意の 程 は 生きて はたらく 保  友 

川造遙 に まか リて よめる 

賀茂 川の 魚の 科理 はと ころがらた、. -す であへ て 鰭に やする  久  溝 

河脉汁 に^子 を 入 るれば 毒 をな さぬ と 人 の い ひければ よめる 

死ぬ といへ ど 食うても しなす 年寄 はふぐ と 汁に はなす び 故な り 保  友 

雨 乞 成就 しける と て 踊 も よ ほせし 所に て 離 子 物 によせ てよ める 

雨 ふる は 不思議 か 笛 はお ひやお ひ てれく  くと ならす 太鼓に 道  明 


合 羽 

ゆ ふ だち 

白雨の ふり か、 ると も 早速に うけながすべき 袖 合羽 かな  常 

よべ 鶴の えさせけ る 人の もとへ 朝に. S- しっか はしける 

やうく と 今朝 こそ 申せ 遲な はる 咋 日の ばんの 御禮 なれと も 

ある 僧の もと へ 竹 子 を 送る とて 

しん „;.<. ち  とき ひじ  C 

新發 意と おほしめ されて 齋非 時に おつか ひ あれ や 竹の子 ども を ^ 

京の 町 屋に鹑 のな く をき きて 代 をと はせ ける に 高直に い ひければ 

立ちより てきけば 鶉の ねぞ 高き 人 もよ くに はふけ る もの かな  法 印 ナュ 

山 雀の 籠 へ こま 鳥 を 入れ か へ たる を 見て 

山 雀の 籠へ 人れ かへ かひに けりへ うたんから や 出で しこま 鳥 て い と 

題 しらず 

夕され ば 門の 破れ 戶を おと づ れて あた ， ま るね にあき 風ぞ ひく 自 

八朔に 誹諧 連歌 の Is 韻 を 書きて え さ せよ と 望 める 人に 書きて 遣 はしける 奥に 

八朔の さくい も あらぬ はいかい を も、 書き集め 進ら するな り  器 

古今 夷 曲 集 卷第八  五八 一 


林 


藤 原 光廣 卿 


友 


旨 


曲 


音 


古今 夾 s 集 卷第八  五 「ノニ 

巾 秋 二十日の 頃 友な ふ 人の 宵の 程 語りて 歸ら る、 に路次 も ぞくら き投灯 をと 言 ふ に いなや 月の出で たリ と. m- 

されければ されば よと てよ める 

{5^1 人 の 歸 る さ 送 る ち や う ち ん は 中 し つ け ね ど 出 で し 月 か け  藤 -脇 .^ 家 お 

題 しらず 

引つ かつ-ぐ かたびら ごしに 月見れば 雪 居 を はしる や せ^かな 讀 入 し ら ず 

八月 十五夜 月の もとの 洒宴に 杯の 數も 重なりければ 九獻 とこ そ い へ さまで は いかにと 人の いふに； 一 おめる 

月 を 今宵 賞ー翫 なれば くむ 酒の さん 五の 十五 ほさん と ぞ思ふ  源 重 逝 卿 

紅葉 狩 の 山邊 にて 人々 醉 ヘリと いふ をき きて 

まっかい に醉 ひぬ る 顔 は 紅葉 見に 林閒 をして 酒す ごす ゆる  *"  房 

但馬 にて 或 人の 庭に あ ひと もに 繼 木せ しが 今年な リ 侍れば とて 得させけ る 返事に 

あ ひう ゑて になり しかき くけ こ 御 いんしん こそ 通したり け わ 澤 r  1  -も 

題 しらず 

あまた ある 中で 取り わけ 澀柹 をむ く はめき きの 下手の か はかな 宗  S 

言 想 卿の もとにて 櫟の菓 三方に もりて 出しけ るに 狂 欺と お ほせければ よみ 侍りし 


百 敷のお 座に いちるの 菓 こそ 公卿のう への くら ひ 物 なれ  行  風 

春 日 山に て いかに かした リ けん 稍よ リ 猿の 落ちけ る を HA てよ める 

山猿 もと もに 梢 をお ち椎の 車に 似た るかた はと ぞ なる  器  音 

吉 m 二位 卿よ リ ある 方へ 松茸 送り 5 おふせう そこにう へく へ も いまだ 奉らず 隱密 あるべ しと ある 返しに 

松茸のお ゆる を かくす 吉田 どの わたくし ものと 人の いはまし 讀 人 し ら ず 

題 しらず 

只た のめし めぢ ひとつの 取り ざ かな 座敷に 酒の あらん 限り は  一  圃 

江戶 にて はしと あしと 赤き 臈を 送られけ る 人の 許へ 返事に 

是れ もまた 都鳥と ぞ 申すべき はしと あしとの 赤く 見 ゆれ は  光 廣 卿 

近江國 に 小 堀 氏な る 人の 許へ 茶 湯に まかりて 

感じい る さいの 數々 みな 口に あ ふみ かぶらの 名 ある 御茶の 湯  信  海 

法眼. 巴に 途中に て 行き あ ひ いづこへ と 間 ふに 茶 湯に まかる とい へ りければ よめる 

花香 ある 人 は 御茶に も 呼ぶ なれ どこち やまた 跡に 殘る壺 底  法 印 支 匕 曰 

返 し 
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殘る こそ^も 別儀に 花が あれ うぢ ある 人 はちゃく と 呼ばれす 法 吸 招 

靑 

庭の 苔す き屋 のた 、 みそり たての あたま も靑 き 茶 の 湯な りけ り 

身の 貧しく 老 いける にある 人の きょら なる 小袖た まひし 返事に 

年た けて 又き ようと もお も ひき や 命な りけ りさ やのお 小袖  "船 

貧しき に 親しく 語る 人の ふるき 布 子 を 染め直し きて いとたの しと い へ リけれ ばお 笑 ひて 

つ きゃあらぬ 色 や 自慢の 色な らん 布 子 ひとつ を むくのみ にして 南 

題 しらず 

I 本ぞ  、 

きく 度に めづ らしければ きる 物に いつも 初音の 香 をば とめけ り 久 

人 江 殿よ リ靑き 綿帽子 を送リ たま ひける 返事に 

んて かづく.！ 子の 色の 靑 のり は 人 江の あまの しわざな りけ り  法 印 キー 

ある 人の くろき 帽子 をえ させけ る 返事に 

.2." づけ 仏？ ふ 帽子 を みれば まくろ なり 色 もき にあ ふ 冬 の 音 信  行 

和歌 學ぶ人 の 許より 俗に ひともじと いふ 蒜 を 送れり ける 返事に 


風 It      m 歌 安 音  巴 


一 もじに 三十 文字 はな ど 添へ ざる ぞ 流石 其の 身 も 歌 をよ むと て 牡 丹 花 

師走 に なれば 町屋 に燒 亡強盜 の 守りに 自身番と いふ 事 ひとりの みならず 二人 一一 一人 ょリ 居て する をよ める 

あ ひ 番の宿 をなら ベて 門の 前 井筒に よるの 火よう じ はよ き.  保  友 

題 しらず 

冬の 夜 はなめ し をい つもた び 袷へ 足の か はまで あた ゝ まり けり 負  德 

あぶりく ふ 顔 も いろりの 田樂 にくし/ \ おも ふ 事、 ぞ わする 、 

北 野 逢し はす 通れば 借錢 をお い 松 も ありこう ばい も あり 

節分の 鬼より こ はき 借錢を 打ち はら ふべき 大豆 板 もがな  春  丸 

瑞南和 尙へ炭 一一 一俵 送りけ るに 

るろ りに はおき たら じと ぞ 思 はる ， 四す みの 物に み す み  < せ れ ば 言  赏 

鱒 を 得し 返事に 

さいまつと いひて くれけ る 雪の 魚く ひたら 味の きえ とせん 長  襯  子 

貧しくて 春もう くべき 糧 なか リ ける によし ぁリ ければ 定家 卿の 許へ 申し 遣 はし 侍リ ける 

曉月 がし はすの はての 穴 H 印 地 年 うちこさん 石 ひとった ベ 
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返 し 

定 家が ちからの 程 をみ せんとて 石 を ふたつに 割って こそ やれ 

物 名 

友の ぬし いにし.； やの ょリ 音信た えて 睦月 31, 日 もとはで 過ぎに ければ それが 名 を. M してよ みて^ はしける 

春の 禮に ござり やすとも 待つ 程に まつの 內 さへ 打 過ぎて 候  行  風 

返 し 

松の- s: に まっか ひなし や 曲， な しと 述懷 中の もっとも のうた  保  .X 

行 風が 字 懐中と いへば なるべし 

北 村 氏 季吟が 息 休太郞 といへ る 十一 歳なる がいに し 歳且の 歌よ めり と 睦月 末に 季吟 方より 書きつ けて こしけ 

れば 返事に 休太郎 とい ふ 名 をよ みて 遣 はし 侍リし 

愛らしき 歌ら うたしな 是れゃ この 親の 名まで も あゆまき よな う 行  & 

返 し 

お e ふかう 風體 もよ きことの 葉 は 懐中 させて 秘藏 させ てん  季  吟 


ひらかた  , 

所がら 天の川なる 水い ろに ひらかた びら を 染めん と、 ぞ 思 ふ  久  淸 

ある 人の もと へ柹と 梨と 送る 消息に 

可 事 もな しと 申さん とば かり を 只 一 ふでに かきおくる なり  .H  ffl 

祌尾氏 若 狹守冬 更けて 八幡へ 登山 ありて 只今の 有樣を 狂歌に よめと ぁリ ければ よめる 

こ i ろ の 寒さ をいた すわ か 山に の ほり 給 ふ はわ かさなり けり  信  海 

伯 耆國か 、と 言 ふ 所に て 釣 人の 家に とまりて よめる 

哀れに もい まだ 乳 をのむ 蟹の 子の か、 の あたりや 離れさる らん ま- 印 玄 旨 

長門國 たら ひと 言 ふ 所に て かれ 瓴 くひ 侍らん とか リ やど リ にある とき 下部 どもの 足に まめと いふ ものの 出來 

て あち ふ に い たきな ど い ふ を JS きて よみ 传 リ ける 

さしいれ てあらへ る 足の ま め 多く llir たら ひとや 人の 見る らん 

雨の 降る 日 馬 三疋の 毛色よ めと いふに よめる 

雨 ふ，. -ズ 道^ あしけ に 見 ゆれ ども 日 かゆの さく は 纏て か はらけ 0 ゾ L ら ず 

大和 國 不動 院賴智 狂歌 草 こしける 次 手に 此の 後々 も 歌の道び きたの むな どこ ま，， ^と 申されけ る 返事に ら い 
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ち の 名 を 

此のい らいち るん なれれば 足 引の やまと 歌 もて 申し 通 ぜん  行  風 

歌 舞妓 若衆 小金と いふ もの 小歌の 音頭 上手な リしを 

音頭の 歌に て 人 をよ ぶこ 鳥 古今 一部の 大事と ぞきく  以  春 

町 童 鶴 や 精兵 衞と ぃふ者歌會に出座せんと約して其の日になリてとみ の_5^-ぁリとて來ら.ざリければょみ てつ 

か はしける 

はり 弓に かくる つる やの 精兵 も笞 をち がへ て 星； にあたら す  長 嚷 子 

雅純 朝臣の もとに まかりけ るに 折からの 和歌 二 首よ みたま ひ いづれ ぞ さだめよ と ある を いかで さる 事 はと 辭 

し 申し けれど 強 ひて 仰せければ 一方に 中し けリ さよと ありながら 猶 案じ 給 へれば 庭田雅 純の 名 を かくして 

此方に はだ まさす 見つ ゝ よしと 言 へど 何 はか はとの 歌の 疑 ひ  行  風 

かへ し 

修行よ くいつし き 島の 言 の 葉に かう 風體を 得た る 人ぞも  雅 純 朝 臣 

美濃國 にあり し會 下僧 國守 に そむきて 所 をのく とて 

天が下 ひろく はるかの ゑけ 笠 を さしてみ のに は 執心 もな し  讀 人 し ら ず 


いづれ の 時に か あり けん 町 童の 飛鳥 井 殿 をせ うじたく 侍れば かねて 申し上げ 侍るな り 十日 二十日の うち 御 心 

に 任させ 給 へ とせ. しければ 幸 ひ いとま ぁリ 明日 まかる ベ しとお ほせけ る 時に よめる 

今 日 言 うて あすか いかう と 御意 ある は餘り はすみ て 曲 がご ざらぬ 讀人 しら ず 

題し、 りず 

ねぶりつ るか 5, りたき 捨てな み 喑く皆 出す ぎたり か、 る 釣 舟  み と く 

無 常 

又とび ぬめと をと 哀れぬ ししら じ 死 ぬれば 跡 をと めぬ ひと 魂 

釋 敎 

しらるな りい ま淸 水の 名ば かりが 花の つみよ きまる りなる らし 淨  治 
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雜下 付 哀傷 

. 夭 

空色が そらの あるじの 慕なら ば 月 やうら 紋日 やおもて もん 

萬 物の そだてら るれば 月と 日 を あまのはらなる？ = ^一 te^ とや 見ん 

寬文癸 卯年 春 三月よ リ夏さ つきまで 人 日の まっかい なること ぁリ ける によめ る 

空腹 をた つるか それ は 何 ごと、 ぞ かほ を あかめて いらぬ 夕陽 

月 

空の 海に 月の 御舟の 名 をつ けば 三界 丸と まう すべきな り 

風 

味 ひ をた がな めしり てから 風 や 又 あま 風と 名 づけ そめ けん 

大和 國尼 が嶽と いふ を 見て よめる 


行 

瑞南和 

久 


永  焉 景 


n 匕が 嶽の かしらに お ほふ 白 雲 は 綿ば うしと 、ぞ いふべ 力り ける 

有 馬 山に てよ める 

有 馬 山 ゆに 入相の かねの 音 は 諸 病 無病と きく、 ぞた ふとき 

有 馬 山 高き は 湯. ij^ のこ ゑの みか 二階 住居に おさかな の 代 

茶臼 山 をよ める 

天 王 寺 石の 鳥居 を 切りた てし あまりの ありて 茶臼 山 かな 

験河國 宇都 山に て 

鐵 砲に うつの 山 逢の 十圍子 ひだる き 時の ロ藥 かな 

同じ 虚に圑 子うる もの の 杓子 もて かならず 十づ  すく ひ あ r る を 見て よめる 

すく ひやう 其の 名た が はぬ 十 園 子 杓子 定木 も かたは ありけ り 

と を-:. こんご 十づ ゝ 十 は^ひぬ ともを さなき 口に あかん 物 力 は 

富士山 を 見て 

な？ ^ もら  , , 

月と 日 を 地に 落さ じと 半天の つ 、 ばりに かふ 富 士の大 たけ 

風 はこぶ 半ばの 雪 を ひき 繩に ふじの 高 根の 墨ぞ しらる > 
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五 九 一一 


雪の 

富 士 

臺の 

尾 も 

の び 

酒の 

足が 

城の 

味 ひ 

鳥 と 


な びく 富士 のけぶ り は 西 行の 口より 出で しいき が あやしき 道  明 

帶 かのこの 小袖 ゆき 長に だて をす るが の ふじの 山 かな  該 人 し ら ず 

の 根 を 自然 枕に せん 人の 足 をのば さばむ さしの の 原  . 法 0 由 己 

物に 山 をす るが の富士 ならばむ さし 野 を こそ 杯に せめ  行  風 

白し 頭 も 白し に はとり の ひよこ か 富 士は時 しらぬ 雪  ト 

あがる 足 高山 も ふじのね の 腰た けに さへ 及ば ざり けり  み  と く 

みて ふじの 高 根の 雪 みれば 心もう きに 浮 iiP: が はら  久 

らに灸 をす るが の富士 ならば ひね る もぐさ やた ご に 一 ぱい 弘 誓 法 

石 見^ 銀山 へ こえて =5- るに やまぶきと いふ 城の 在處の 上に ある を 見て 

名も理 なれ やまぶ よりも ほる 銀 を 山ぶ きにして  法 印 玄 

も 色 も それ かと 三芳 野の 葛に つ さかの わらび 餅 かな  正 

不破關 に て 是れ かれ 友 どち 曉が た ま で 酒宴す る 折し も 玉子の 翁 出しければ よめる 

ともに うた ふ 酒宴の 着に と 料る 玉子の ふ は の關  久  . 


0 


旨 

成 


ぬひめ づけに 雪 居の 臈を 染めた る はたが 肩 衣の 

ことわる を 今日は 幾たり 通せり と 書きつ けて お 

さりと もと 引きと 5t めつ ， 一 筆 を 所望 せられて 


もじの せきもり 

くも じの 關守 

かく もじの 關 


ナ丄 


長 老 

路 守 宗 ^ 


眞中は 皆 朽ち はて て あ ともなし 昔ながら の兩の j 


ひ 


む 


ねます 


寄る 浪の ねが はに せじと 津の國 の 鼓の 瀧 をした 

^！！ひまふ袖はか へ さもしら 波のう てる 鼓の 瀧 呑 

小 濱氏嘉 險伏見 へ罷 ると て 狐 川の わた リに 舟と め 消息 こさ 

御 懇書にば かされ 出で てきつ ね 川 さい は ひく 

吉野 川の 水 高 か リしを 渡る とて 人の ころびな がれけ る を て 

つま づきて うきぬ 沉 みぬよ しの 川よ しゃよ し な き 水心 だて 

相 模國洒 勾に てよ める 

氷 を もつ きぬく ばかり 流れ 來る檢 のさ か はの 水 
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ゝ む とうつ  ，11 

の 酒  ひ 

れけ るに やがて 出で あ ひて か- 

や  あ う て 語 る は 信 


永 


の 


、申し 侍" 


ー兀 
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河 

どうく となる も 響く も 打ちよ する 波の 鼓 はか はの はりあ ひ 滿  永 

海邊 眺望 

游々 と 限り もみな の 海 づらを 打ち あ ふの いて 遠見 を. ぞ する  む ね ま す 

題 しらず 

橋 4:=S の 松の ふぐり も 入海の 波 もて ぬらす 文殊 支 利かな  雄 長 老 

讚 州 小豆 島 をよ める 

四 國には あはば かり ぞと 誰かい ふ 小豆 も 島に ありけ る 物 を  宗  . 

播磨國 に 鍋の 島 酌 子と いふ 所 あれば そこ にて よめる 

盥は はやよ き 程 なれ やなべ の 島 酌 子 を 中へ いれて みつれば  法 印 主 

明 石つ 人 丸の 舊跡は い つ の 代に か 城 をと リ たてら る、 とて 二の丸の 外へ 移され 今 ある は 昔の 處には あらず と 

入の いへ れば よめる 

あかしなる 人 九 は 今 二の丸の 石が きの 本と なりに ける かな  讀 人 し ら ず 

いかなる 事に かぁリ けん 高 砂の 鐘 樓ょリ 落ちければ よめる 


高 砂の 尾 上の かね をお とすな り 誰 を とらへ てし る 人に せん  宗  也 

浦 

鹽 竈の 茶釜な りせば 風爐 先の 屛 風が うらと 見る ベ かりけ り  久  淸 

題 しらず 

姬松は 神樂祌 子に て 住の 江の 岸う つ 波 は宜禰 がつ、. - みか  利  箭 

或 入 姪の 濱 より 脇 指 をお こせて E 利きして ょ銘 など も 能く 侍らば 主になる べきと 消息 ぁリし 返事に 

脇 指の しろ をし 問へば 安吉の なかごた  >  しきめ ひの 濱 かな  法 印 玄 旨 

或 修行者つ かれて 醒 井の 邊に 休ら ひ 鼻紙よ リ麥の 粉 を取リ いで 水に うけて 吞ま むとしけ るが 山風に 吹き ちら 

さ れ ける によめ る 

賴 みつる 麥粉は 風に さそ はれて 興さめ が 井の 水 を こその め  讀 人 し ら ず 

禁 中 

人口に 一枚に て やたら ざらん ち ひさき 板 を 脇に はぎの 戶  む ね ま す 

江 口の わたり さらしの 里に てよ める 

此の 里 は 江 口の 君の めされた るき や ふの あまりの 晒なる らん  宗  也 
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木搖機 梅澤里 をよ める 

はらみぬ る 女の 腹 か 子 ゆるぎの いそ ざ ひもとき むめ 澤の鬼  德  元 

石. HS と い ふ處 にて よめる 

作り物ぬ すまれ じと て 番をする 行儀 も かたき 石ば たけ かな  近  吉 

伊勢の あめ 名物な りと 人々 の 買 ひける を^て 

おしなべて あまて る 神の まゐり 衆つ をば ひきぬる 伊勢^の 味 弘  重 

瀬戸に て 

つくぐ と て も 喰 はれぬ 物 なれ や 口な し 色の せとの 染餓  光 廣 卿 

身延の わたりう つぶさと いふ 處 にて 

うつぶさ にさの みに 人の 寐られ ねば 月 を身延 とおき かへ るかな H 蓮 上 人 

或 貧しき 僧の もた る 寺 を 金銀 を もて 貰 ふべ きと しれ 者の い へ れ どうけ ご はざリ きと 語る 人 に 代りて よめる 

師匠より 讓られ にけ る 一 寺 をば 千金 とてもい かで か ふ べき  价  M 

百 首 歌の 中に 閑居 

± の なか 

世間 を ひっきり 竹の かくれ 家に 心 ゆるり の 茶の湯 を ぞ する  入  安 


錢 かね も ある ほど 人に くれ 竹の 世 を遁れ ては樂 なおき ふし  玄  康 

世 を遁れ かかる 寂しき めにあ ふ を やまいった とや 人の いふらん 雄 長 老 

題 しらず 

壁 一 重と なりに だに も 問 はれねば 貧 ほど ふかき 隠れが はなし 屮 務 丞 茶 佐 

井に つき 際 目の 論 ありけ る を 极ひ濟 ましけ る 座に て 

中 汲で 极ひ ぬれば この 井 戶の際 目の 論 も 水 も 澄みけ り  雅  珍 

赤土 を もとめ 壁の 上塗せ し 時よ める 

昨日まで 餘 所に 思 ひし 赤土 を 今日 我が 宿の かべと 見る かな  重  賴 

錢 湯の 風呂に 楊梅窘 ゎづら へる ものの さなき ふリ にて まぎれ 入る 事た び？，， \ なれば よめる 

あかなく に又來 て虱呂 に隱 る、 かかさ かきのけて 人れ す も 有らなん 重  故 

兼 て 見ぐ るし かリ し 宿に 新しき 疊も と め て 敷きけ る 折に 

疊 こそ 今 はしくな れ是れ ならばた が 御座る とも 苦し かる まじ 光  知 

紀伊闕 に まか リ ける にあ ひしれ る 僧の 是れに 足 もと めよ かしと なれ ど心留 らざリ ける を 是非と て わらぶき 

の せ ばき 庵 をえ させけ るに 何の 役 もな くしば らく ある とてよ める 
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わらぶきの 室に 明暮寐 させつ ゝ あるじ は 我を麴 にやす る  道  明 

験 河 御 普請 の 時 八 木 高直 のとり 沙汰 をき きて 

富 十-よりも 米 大豆の ねの 高ければ 普請 まかな ひ 何 と する が や 參 議源忠 興 

法 印玄旨 公方 の 御 普請 の 料に 國 本よ リぉ ほくの 米 をと リ のぼせられ ければ 御 普請 終リ て も稱米 のこ リ けりよ 

しあり し 人 なれば 米 13 石え さすべ しとりに こし 侍れと S. しける 返， に 

御 普請の 用に もた たぬ 此の 尼が 百の 石 をば いかで 引くべき  お 川 尼 

普請す る 時 親しき 人 の 許 へ ゆ し 遣 はしける 

柴柱繩 なと もちと くれ： b の ふしんに こと を かき もこ そ すれ  讀 人 し ら ず 

^十 もら ひに 遣 はすと て 

御 無心 は 百足の 手 ほど 中せ ども また このたび は條と をた ベ 

名所 松 

いつの 代に たが 彩色で 住の 江の 松 を あ をき が 原に しないた  宗  朋 

題 しらず 

宫 崎の 松 は 奉行に さも 似たり 直な とみれ ど ゆがまぬ はなし  太 簡 秀 吉 公 


落葉 かく 親子の ものの いさか ひ はち、 りなり と ぞ住吉 の 松  宗  珀 

主の 仰せに て 木の 枝お ろしに のぼると て 

あ ぶ な ，/\- 登り はすべし 枝 もな く 高き 木の そらく るし かりけ り 讀 人 し ら ず 

四々 ならば 十六 つれて 行くべき をく  A にもる A か 一 ッ はしる は 

牛を盜 まれて 里の をの こども 尋ね 出で ける 野 を 一迪り あ ひに ければ 此の 僧の ぬすみに がしけ るに やと 怪しみけ 

すぎ や-つじ や 

る を さるもの に は あらず 西 行と いふ 修行者な りと い へば さらば 十二支 を いれて 牛ぬ すまぬ よしの 歌よ み 給へ 

ゆるしなん はや >(--• とせつ かれて よめる 

午 未 さる とりいぬ よそち もい ねう しとらぬ さ へ うきなた つみに 

腹鼓うて る^のお のづ から 身に たしな みても つや 胴 皮  未  得 

孫よりも ゑの 子 か へ と はむ ば 玉の よる 思 ふ 用心の ため 

よく 化けて 嫁入 をす る 女ぎ つねよ 夜の 殿 子に さられば しすな  道  宽 

母に いつお くれはし けん 小 鼠の あけくれち、 となく 聲の する  道  明 

古今 夷 曲 集 卷第九  ,  I  11 五 九九， 
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前關白 信尋公 へ 淀 鯉 奉る に そへ て 

折よ くば. S 'させた まへ ふたつ 文字 牛の 角 もじた てまつ るな り  at 

返 し 

魚の 名の それに は あらす ひまの 折ち と 二つ 文字 牛の つの もじ 

鲤を えさせけ る 人の 書札に 扁を 誤りて ォ扁 に 書き こしける 返事に 

山の 芋うな ぎ に^する 證據 もて 鰓 をたぬ きになす 扁も あり  宗 

しらず 

朝夕に 吸へば こそしれ 住 吉の给 汁の しほの あんばい  敎 

蝨 ほど 世 をへ つら はぬ もの はなしむ さき 人に はこと に 近 づ く 雄 


長 


戶 ほそより 落ちね ど是れ は 常住のと もし か 、 ぐる 

火 袋 も 勾 ひぶく ろの たぐ ひか や 丁子が しらの 中に 

暖燭 ともしけ る に いたうな がれけ る を！ て 

なが るれば 又會律 もや 忍ばれん 牛と 見し 夜の 今の 


油 つ 

見 ゆ 


き 力 な 

れば 


正 

宗 


U         淸信         老ニ  吟 


俊 


筏 士 

芳野川 瀧と び-ぐち を あまた もて 手 わう ざ わう にく だす 筏 t  重  故 

海 賊 

白波 や 海賊 どもの のる 舟 は 人の たから を 奪うて 取楫  久  涛 

鼠色 頭巾 かづげ る を 

か ぶ  ほん 

しゃつ きりと 糊け の 有る を 被れる は眞 のね すみの 頭巾 な る ベ し せ」  叨 

或 僧に 足袋 を 給 はると て 

此の度 は 我 も取敢 へす 人く れつ はかう はか じ は そちの まに く 前關白 左大臣 

御 か へ し 

たびく でかた じけ なしと 頂けば 頭上まん く 脚下まん く 

子 を 手 習に のぼせて おきし 人 の 革 足袋え させて ほどなく 又 1^- 足 を贈リ こされし 返しに 

た び /\- に 送りく だ さ る 忝 な 是 れ も. 御 息 の ご ざる ゆ ゑ か は  昭  乘 

京の 人大 坂に 足 皮 跳 へ おき 便リ にの. ほせて よと いぬめ リ出來 た リし時 足皮師 にか はリて 

便宜 あらば いかで 都へ 告 ゆやらん 今日 しら 皮の たびが 出來 ぬと 行  安 
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或 人 よき 笛 を もちた る を 年月 所望 しければ えさせけ る 時せ うそ この 奥に 

調子よ き 所望 なれば とくれ 竹の あなく 嬉し 秘藏 せうよ の  方  救 

尺八 稽古す る 人の もと へ よみてつ か はしける 

:< 八の 音色 は 習 ふ 初手よりも いきご みぞた  >  安 だいじなる  行  風 

少鄰と いふ ものの 方へ 鼓 筒 目利きし てよ とい ひ 遣 はしけ る 消息の 奧に 

ちゝ とちと ちと 見て たもれ 此の 鼓ね はいか ほどかせう りんの 坊 德  一兀 

. 返 し 

とたんく たんと で 無用 此の 鼓ち、 つちと なら かうて とく ゆん 

源氏 外題の 歌の 中に 橺壺卷 

若宮 を まう けの 君の もてなし によき 茶た てんと 口 を桐壺  淡 路 守 宗 ^ 

末 摘 花 

たは ぶれに 人の かほに し 紅 をぬ り末槠 花の さき を 見よ とや 

紅葉 賀 

今 曰の 賀の酒 は 五十 も吞 みつ ベ しもみ ぢの 色に 顔 もなる ほど 


花 宴 

南^ 力 花の 宴に しさし うけて 呑みぬ る 酒の かんだちめ なり 

あ  >1 む 

なやみぬ る蔡の 上の もののけ はさぐ りても しる 人の 生靈 

i ほ 合 

, ぬ 1" 合の 中に も あかく 色 どる は 朱雀院 より 出で しなるべし 

鋒 火 

か- 1^ にお そば へ よる も 爪 琴 をなら はせ たま ふ篝 火の もと 

若 菜 

年 はつむ と 白が も 皺 もなかれ とてい はふ わかなの 上下 萬 民 

横 笛 

M てるての 夢に つた ふる 告ゅ あらば 名 をよ こ 笛と いふ はもつ とも 

たは ぶれに 爭 ふかけ の棊 なれ どもた が ひにから むこ ゝろ竹 か は 
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宇治のう ち總角 

かう ばし き 薰を內 へ 入れん とてね やの 戶ロ のみす を あゆまき 

寄 生 

姬君は あかしのお 子で あらす とや さて は いづれ の 腹に やどりき 

浮 舟.  • 

人が らも かほるに 似せて 勻 ふに ぞうから かされて 心う きふね 

手 

奈良 油煙 初瀨 出さ まに おとしつ、 小 野す みに て や 手 習の 君  雄 長 老 

^浮 橋  . 

道 照が いだせ るよりも あたらし やうち 十帖の ゆめの 浮 橋  貞  德 

いづれ の 御 時に か あり けん 公方の 御前に て 連歌の ありし に 天神の 名號を 風の 吹きお としければ とりて かけよ 

とお ほせられ しにと りあげ かくる とてよ める 

梶 原と 今 それがしが 二度の かけ それ は 高名 これ は名號  顺  阿 

いづれ の 御 時に かぁリ けん 牀に烏 丸 殿の 手跡 かけた る處 にて 


一本 手坊か あく  ま、 ノ，' ，ト 

飛び かける 文字の 黑く  a えけ る は 烏 丸 殿の 御手 かはく  諫ノ  L ら す 

鈴 木 氏の 人 額 所望し に來り はる 翌日 書きて つか はすと て^ 息の 奧に 

なにぬ. 5." の馳 ませぬ 閒 にたちつ てと 斷も 申し さしす せ そか な  信  海 

返 し 

態觀に 望みの 額 を かきく けこ ごおん 生々 世々 忘れめ や 

題 しらず 

襟 文字う ちつけ 書きに する 時 は  一？ S き屛 風の 紙 や 破れん  ひ さ き よ 

SS うた  ど- J ろ 

讃歌の 題 所に し 集まる は 鍋と り 公家に 限る ベ き 力な 

湯 島の 天神 别赏喜 見院が 許へ まか リけ るに 兼て 狂歌の 顿作 M き 及び 侍リ 所望と い へ れぱ 

我が 歌に：^ 意の 自^し まする を さらば 申して きけん ゐんカ な. 信  纩 

• かくよ みければ 狂歌 とても 自馒は いかに ぞ やちと 卑下 ぁリて もよ かるべ しと 傍なる 人の い へ ば乂 

狂歌に は 自慢 天満大 自在 天神 ひけ をしても よけれ ど 

八皤 山寳藏 坊ょリ 表具 細工た ぐ ひなき 上手な リと狂 欲 もて 褒美せ、 りれ ける 返しに 

表具師. はぢく 軸して ぞ 嬉しがる のりの 道し る 人のお 歌 を  泉  资 
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返 し  * 

御 返歌の 字く ばり は 天下一 文字 上 F 萬 民 感じ こそせ め  信  海 

ある やん ごとな き 御 方に て 御遊び の あまりに 狂 1^ よめと 仰せければ よめる 

御意 なれば 三十 一 もじ 二 も i6 にあ まり 申せば おそれな りけ り 可  悅 

歌書き てえ させよ と 度々 申しけ る 人の 許へ 遣 はしける 

えぬ 歌 を まつ ほの うらみい ふ 人に かく や もじ さへ if ふる ひつ、 遠 江 守 一 政 

勝 尾 寺に 義空 とて 狂歌の 上手 あり 彼に は 及ば じと 人の い へ りければ 

我が 歌に などて あなたが 勝 尾 寺の どきく ぎくう させて みせ ま そ 信  海 

應筑波 集の 奥に 

犬よりも 物 しらぬ 身の あつむれば ゐ たか 筑 波と 人 ぞい ふべき 貞  德 

此の 築 編まん 事 兼て 重賴に 聞え ける に 狂歌よ みて こすべ きと ありし が 運な はりければ かく. 3. し 造 はし 侍りし 

名に しお はばい ざこれ とはん 都 衆 わが 撰ぶ 狂歌 あり やなし やと 行  風 

狂歌 點 取の 奥に 書附 けて 處德が 許へ 遣 はしける 

は ひま はる 稷折歌 を 筆に のせて 書きて おくる は俾 りて 候  爲  11  盛 


ある もの の 歌 をよ みて 點をこ ひける に その 歌 や あしか リ けん 批判はなくて 奥に 

てんまで は 及び もな きぞ 溝いた ち 和歌の 道に はま かけさす とも 曉 

誹諧 連歌 百親點 1^ の 奥に 

書附 くる 此の はいかい はやれす のこ 竹の なければ 綴られ もせす 口 能 法 

返 し 

たけ の ある このはい かい を 寄 附 けて やぶれす のこと いふ は盜人 . 

同じ 點 取の 奥に 

はいかいの 功な り 名と ゆ 給 ひなば 我に もてん の 道を敎 へよ  玄 

返 し 

あっぱれ やか ほど 功 ある 誹諧の てんの 道に は 身 返くな り  ていと 

謠 外題 を 百 韻の 誹諧 連歌 にし 點を 望みけ る 章の 奥に 書き 附け ける 

喃是れ は 如何なる 仕手 ぞ つれ はた ぞ わきに あるまい 謠 はいかい 

IS じ 誹諧の 點 望みけ る發 句に 東北 をして ければ 

てんとう にかな ふ 詠吟す くなくて 束 ト養を 恨みた まふな  卜 
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養 


く       礼       德       師  月 
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此の 集 編み 侍る 牛ば に 河内 國定林 寺 の邊に ある 僭 狂歌 草 の 上づ、 みに 結の 一 一蔵と 審附け て こ し 侍 り 其 の 欲 

なべての 人の n がらに はこえ て覺 えければ 草の 奥に 作者の 名 は 筆 結の ニ藏 とや それが 結びし 撃 をと リて 物の 

ことわり 

理を 書述し 三藏を もはづ まじき 作意なら し 殊更 歌の 数十 七 首は定 林の わた リ 近くす める となれば 彼の 憲章 

を も へ る にやと て かく ..W- し 遣 はし 七 宵をぞ とめ 侍りけ る 

憲法に あ ふ 歌數の 十七の 七 首よ きこ そ 七不思議 なれ  行  風 

誹諧 連 欲の 判 を こふと て 貞德が 許へ 申し 遣 はしける  . 

はいかいの まきの あら 駒 口 こはく はめろ くつ わの ゆがむ 體 かな 唯 

いづれ の 御 時に や 五 首の 敕題 下されけ る を かしこまりて 先づ よみて 奉 リし欲 

敕 として 歌のお だい を 下さる、 辱 しゃ 殊 に ごし ゆまで 

題 しらず 

はら 

連歌師 はもんな 子な りと. 覺 えたり さし あ ひも あり 妊み 句 も あり て い と く 

碟 箱の 蓋に 漁 父 舟の^ 翁 書きた るに 狂 欲よ めと いひければ よめる 

れ ふし 舟硯の 海に こぎだす は <w ^のまき ゑ をす るに こそ あれ  信  0 


吾 こ 

吟: 

m 


石 
田 
未 


得 


デん わがし ふ  けいあん ねんち うえ ど  いしだ み とく あら  ところ  きんたい き や- r かしょ い 

吾 吟我集 は、 慶安 年中 江 都の 石 田 未 得が 著 はす 所な り。 近體の 狂歌 諸 B 通 を そな へ 、 よくよ み 叶へ 、 

く  * おもしろ  こ  レ 4 す  むかしけ いし  はんかう  いま ヒ  >  で 

而も 句々 面白き は 此の 集に 過-ぐる はなし C 昔時 京師に 板 行 ありけ るが、 今絕 えてな し。 いよく 久し 

きを 經て、 亡失 せんこと を 惜しみて 飜刻 する ものなら し。 
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やま 田 歌 は 人のと る さなへ をた ねとして、 あまたの 稻 のことの 葉と- ぞ なれり ける。 里々 にある 人、 

もの  こ、 ろ  むぎ  いだ  はな こと 

ことわざ しけき 物 なれば、 心に 思 ふこと を、 麥っ きもみ する うすに つけて いひ 出せるな り。 花に 琴 ひ 

ラ ひす みづ  かはづ こ ゑ  いけ  ラた 

く 鶯 、 水に あやおる 蛙の 聲を きけば、 いきと し 池の はたの み、 す、 いづれ か 歌 をうた は ざり ける。 

ちから を も いれす して ぁひ槌 をう ごかし、 目の 見えぬ ごぜ 座頭 を も あはれ とお も はせ、 をと こなれ ぬ 

こ * ろ  こ うた  こ  うた あめ  . とき 

をん なを もや はらけ、 たけき もの、 ，よの 心 をもう からかす は 小歌な り。 此の 犹 雨ふりの さびしき 時よ 

よ  こと  ひさかた  ひ  ひめ 

り やいで きに けん、 しか ありて 世に はやる 事 は、 久方の 天が したてる 日に、 まりつ く姬に はじまり、 

あらがねの つち を こねて は、 壁ぬ るす さの をの この 口す さむより ぞ、 おこりけ る。 ちはやぶる 神 を ど 

りに は 氏子の 數さ だまらす、 こ、 ろぐ にして、 ほど ひやう しわき がた かりけ らし" 人の 世 を わたる 

す y け  みそ  ひと  は なみ  ih. 

とて、 酢 酒つ くるし ごとより ぞ、 味 #1 つく 人 もき ねうた はうた ひける。 かくて. ぞ 花見 をして 鳥 をれ う 

しも  つゆ  の  こ-ろ こと は 

り、 霜 をく み、 露 を かなしむ 野が けな どに、 まひ かな づる 心、 詞ぉ ほく さまぐ になり にけ る。 とほ 

i ころ  ぅみ^-は  や .ss 

き 所 も、 かどです る あしもと のろび やうし よりうた ひそめて、 海 河 を わたり、 たかき 山路 も ふもとの 

ちり  いへ  4/ も  みね  のぼ  うまかた  たび 

塵 まじりなる 家より、 あま 雪た なびく 峯ま でも、 おひ 上れる 馬士 うた も、 旅の なぐさみ なるべし。 な 

に はのう た ひ はみ かどのお ほん はじめな り。 あさか 山の ことば をう ねめ のく せま ひに つくりて、 この 

ふたうた ひ は、 ち、 は、 のい さめに て、 鼓の 手なら ふ 子どもの はじめに ぞ しける。 そ もく うた W さ 


まざ まむ づ かし。 から 磨 の 歌 も かく ぞ あるべき。 そのむ さく さの 一 つに は ざれ 歌、 大榮螺 のか どら 

こと は 

しき 詞をそ へ たるうた、 

なに はめの 孕む 子 だね の 冬籠り 今 は 春べ とつ はる このはら 

二つに は 初心の かぞ へうた、 

ます 花に 思 ひつく 身の 味氣 なさ 身の 徒らになる もえ しらで 

, J の 歌い かに はべ るに か あらん その 心 えがたし。 

三つに はな もない うた、 

そ  ね まき  こ ひ かぜ み 

君に けさ 添へ し寢卷 をお きていな ば戀 風に 身の ひえ やわた らん 

，ひ  こ 

- J のうた よく 力な へ りと も 見えす or たらち めのお やの かふ 子の ま § つ きはいぶ せく も あるかい もが ほ 

くち 

にして。」 かやうな る は、 わろ 口と やい ふべ からん. > 

四つに はだう けうた、 

わが こふ は 詠む とも 盡き じあり そ 海の 濱の まさご はう ちつく すと も 

-ご  ところ  力 

泰 のうた 力 くれたる 所なん なき。 はじめの あ ひて はか はれ ども、 おなじぬ し はか はらぬ I すきなる ベ 

し。 すまぬ やい と、 しほ やくけ かや、 うなる はやま ひに やかな ふべ からん。 
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五つに はた は ごとうた、 

いつは  なか-つど， ち 

^りの なきやう なれ どい か ■> はと 中 人口 は うれし かなしき 

このうた さらにお もしろ からす C とめ あはぬ 歌と やい ふべ からん T をる 人 を あくまと われ は 見つ るか 

な 花 ちらす ベ き 風 はふかぬ に。」 

六つに はいく さの いは ひうた、 

このとの はぶ へ んと 見け り 魁け てみ つ 羽よ つばの そや を はなせり 

こ  ラた  ふ  こと  か す がの 

此のうた いは ひ 歌と は 見えす。 いのち あや ふき 事に なん 。「春 日 野に わかなつ む 下，^、 よろ づょ をい はふ 

心 はかみ さまの 汁。」 - ) れら やす， ) しめで たからん。 お ほよ そむ さく さな 心 をた しく わけて はえよ む 

まじき， .- とに なん。 

a よ なかいろ  ひと  はな  レ あん 

今の 世の中 色に つき、 人の こ、 ろ 鼻の さき 思案に なりに ける より、 あだなる はやりうた、 はかなき 

い  こそでい ろ  いへ  .5  きつら  う *«-  ,*| と 

ことのみ 出で くれば、 だて 小袖の 色 このみの 家に、 くち 木の 伽羅の 中 しれぬ 如くな りて、 まめなる と 

は^^  、いだ、  はぢ  こと 

ころに は 鼻す、 り おく ひに 出すべき ことに も あらすな りに たり。 その 恥 かく 事 をお もへば、 かかる 

よ  ひと はる はなみ  あき つき &  よ つ rj 

ベく なんあらぬ。 いにしへの 世に ある 人、 春の 花見の あした、 秋の 月見の^ 母に、 さ ぶら ひたち をめ 

し-ゆえん  うた  た はな  ところ i ど  の 

して、 酒宴に つけつ、 歌 をうた はしめ 給 ふ。 ある は 花お そしと て たよりなき 所に 惑 ひ、 よし野 はっせ 


は；. *  ひと み  もの  つき  よ 

の 花よりも、 もみ ぢ よりも、 こ ひしき 人 は 見たい 物ぢ や。 ある は 月 を 恋 ふとて， しるべ なきやみの^ 

ありき にた どり、 しんのやみに もまよ はぬ われ を、 あた 5t そ さまの まよ はしゃる など、 うた ふ を 聞き 

て、 騷 がしお ろかな りと しづめ 給 ひけん。 しか あるの みに あらす、 さ- =t れ 石の いはほと なりて、 苔の 

-ご  ぎん  やまな * いし  みとく じつ 

むすめ 子ども、 りう たつを 吟じ、 つくば 山の 七ッ 石に かけて、 ひやう し をと り、 よろこ ひ は 未 得- ガ十 

德 身に すぎ、 たのしみ は、 心の はたば りなき うたぶ くろに あまり、 むねの 煙に、 富士 はもの か はとよ 

ひと  まつ  ひと  の あ そ  とも  たか さ ご すみ え 

せて 人 を こ ひ、 松む しのね のちん ちろ りと もみえぬ 人 かゆに、 野遊びの 友 をし のび、 高 砂、 住の ばの 

松の 棻 にさへ、 ふたり 寢ばぁ ひお も ひの やうに おほえ、 をと こ 山の 昔 をお も ひ 出で て、 をみ なへ しの 

ひと 時 をく ねる も、 花の 恪氣 ぶり かと-ぞう たが ひける。 また 春の 朝食の 比に ちる を 花鏗と 見、 秋の 夕 

ぐれ お  こ  くわし  i レ  か ふ もち  &  * こ 

暮に 落つ る 木の み を 菓子な らん かときき、 ある は 年の くれ ごとに 鏡の 餅の かゆに 見 ゆる、 しろ 粉の ご 

とくつ もれる かしらの 雪、 ひた ひのし はす もこ ほらぬ 浪 をな ゆき あへ、 物 草の 露、 せんじ 茶の あわ を 

見て ぉほぢ むば の 身 をお どろき、 ある は、 きの ふ 酒屋へ よばれし 僧の 齋を うしな ひ、 世に わびした し 

だんな  すゑ 》. つ-や i  お み  ちょ  ， 

かりし 旦那もう とくな り、 ある は 末の 松 山 さ 5t なみ はこす とも、 御身と われと は 千世 ふるまで とうた 

のなか，., 5 づ  こ  > の &  ,  -, ' . あ， <^ 

ひ、 野中の 水  >ぜ くみて、 つるべ は 九 ッ身は ひとつ、 つるべ を まくらに をけ を こかけ にと たは ぶれ 秋 

は VJ はな  ゆ こ  もちこ-' ろ  じ やうつ J  かず  し ざ は 

萩の 花 を ながめて、 下戶は 餅に 心 をよ せ、 上戸 は あかつきに 數 かく. 鴨の 羽 もり を 思 ひ、 ある はくれ ぬ 
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たけ こ  ひと  の  か は  いかだの り 

竹の子のう きふし を 人に いひ、 よし野の 河 を ひきて さ をのうた うた ひし 筏士、 ひえの やま ひ を うらみ 

S.4  はし  ひと 

きつる に、 い 4 に ふじの 灸 のけぶ り もた たすな り、 ながらの 橋 もつ くるな りと きく 人 は， もとの だい も 

き  うた  こ  >  ろ  せんぶ 

ち ひきし 木 やりの 歌に ぞ心を なぐさめ ける C いにしへ よりった はるう ちに も、 ならの 千 部の き やう あ 

りし 時の 歌ぞ ひろまりに ける。 かのお ほん 齋の 日、 大さ かづきに みつくら ひ、 かきの もとの じゅくし 

ひとまろ  うた  あさ  たった がば 

くさくして、 人 丸ね したる なん、 うた ひし 歌の ひじり なるべし。 秋の ゆ ふべ 立 ra 川に ちりて ながる、 

をば、 皆 人の めに はもみ ぢ鮒 かと 見た まひ、 春の あした よし野 山の 花の 浪 さわぐ は、 魚の 名に ある さ 

くら 鯛、 木に の ほる かとなん、 人 まねの 心に もお ほえけ る。 又 やまのての 若人に なにがしと いふ あり 

けり。 小歌に あやしく だてな りけ り。 人 もまろ も わか 人が さきにた たん 事 かたく、 わか 人 は 人の 跡に 

たたん 事 かたく、 ひぢを はりて なん 行き過ぎ ける。 ならの 千 部の 經 のうた、 御門で きゃしゃ なきや ふ 

をお といたと うた ふ。 もみ ぢ鲋 なます こ ほれて ながる めり 錦 手の 皿な かやた えなん。 栴 fiS は それとも 

み  あまけ  うら  し *s  ひと 

見えす ひさぐ の 雨氣に か びの な ベ て は え れぱ。 ほの ぐと あか ねの 浦の あさ ざなる 島の きね めす 人 

をし ぞ おも ふ。 わか 人、 春の 野に すみれ つみにと こし 若衆な うなつ かしゃ ひと ねよ かし。 わかのう 

らに しほ もち くれば かた もな へ あしべ を さしてた ごな けす つる。 

ひと， 4^  If た  ひと  し ャ-、 はち  よ > 

この 人々 をお きて 又す きたる 人 も、 w< 八： b の 世々 にき こえ、 さみせんの いとのより くにた えす ぞ 


ありけ る， - これより さきのう た を あつめて なん、 りうき うと 名 づけたり ける。 ニゝ につく し 琴 をもう 

た を も 知れる 人、 ゎづ かに 一 人 ふたりな りき。 師は あれ ども、 これ かれ 弟子の えたる ところえぬ， また 

こと  とき  とし  i  とま 

が ひに な 八 ある。 力の 琴 ひき そめし 時より、 年 はいくと せ あまり、 世 は 遠くなん なりに け， p。 いにし 

への 琴 を もしゃう が もも、 しれる 人き く 人お ほから す。 今 こ S. 事 を ひくに、 つかさく らゐ たかき 人-を 

ば たやすき やう なれば いはす。 そのほかに ちかき あたりに、 その 名き こえた る はすな はち そんじゃ 

うその ス うたの まね はすれ ども まこと すくなし. - たと へば 驗に かける をうな の 琴 ひく を 見て、 いた 

づらに 心 をう ごかす は、 水の 月 を のぞめる 猿の ごとし C 

靑 柳の 鋅 よりかけ て しら ぶれば まことに 似た る 鶯 のこ， cr はすば もの れん ほに しまぬ-、 i もて 何 か 

は 露の 世、 ぞと あだめく。 坂の ほとりに て 馬より おちて よめり、 あ ふりきれて をれ るば かり ぞも みなめ 

し 馬べ たなり と 人に かたるな。 あり はらの なり ひら は、 大小の 狂言のう た あまりお ほくて、 まぬ るに 

ことほ  はな  ぶ たい 

詞 たらす しもれ る 花 そめき ぬのい ろな うて、 舞臺 にに ほひの これる がごと し。 きぬ や あらぬ いろ や 

も 力し の ， ^ろなら ぬ 身 は  >  もた け ももとの 身に して 0 お ほかた はかぶき もめで し， ，1.2- ぞ このつ も e ば 

人の こ ひとなる もの。 ねぬ る 夜の 夢を傻 みまた かへば いやば かも S となり まさる かな。 ？ K 者の やす！ S 

うた こと は  すみ  かふ  J と  よ  こっこ 

は 歌の 言葉 たくみに して、 その 墨つ き 紙に あはす。 あき 人の よきき ぬき てうき 世ぐ る ひ の 小； g すき を 
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い はば 、雪 佛の水 あそびした らん-か 如し。 ふく か らに 草木の ごとくた ふる れば 遊女の 心 あらしと いふ 

らん。 深 草の か はらけ つくり を、 ふか 草に ほす か はらけ をと りかくせ てる 日の くもる け ふ は 雨 氣ぞ。 

う *  ち やさ , き せん  あ き つき 

宇治山の 貴賤 くんじ ゆすれば、 茶つ みのうた かすかに して、 はじめ 終りた しかなら す、 いはば 秋の 月 

うた ねんぶつ  あめ  いほ  ちャ  よ 

にあり く 歌念佛 の、 あかつき 雨に あへ るが ごとし。 わが 庵 はみ やまの 茶つ みし かぞ すむ 世 をう じく 

とくらす いとなみ。 うたお ほくき こえねば、 これ かれ を 通 はして よくも しらす。 をのの こまち を どり 

は、 外面に 姬の あつまり なり、 あはれ なる ふりに てつよ からす、 いはば よき をうな よりも、 腰な よな 

こる！  わかしゅ  わかしゅ ふ  ゆめ 

よと して 聲 つよから ぬ は、 若衆の おんどう なれば なるべし。 ぉもひっ 、 ぬればゃ若衆^^んっらん夢と 

ふ  こ  はな  ，てで  ひ 

しりせば さめ ざら まし を。 いろ 見えて うつろ ふ もの は を どり 子の- 〕 のみく の花ぞ めの 袖。 あっき 日 

は 身 をう き あせの ながれ 川 さそ， 水 あらば あびん とぞ おも ふ。 そと もの ひめのう た、 わがせ こがくべ 

きょひな りさ、 ちまき あ もの ふろ まひ かねてし おかん。 大 原の 黑 木う り は その さまい やし。 いはば た 

きぎお へ る 山路の 花の かゆに やすめる 木こりの うたの 如し。 おも ひ 出で て ほしき 時には 初 かりのなき 

ひと しる  た  に  みおい 

てわたる を 人の： h のみ。 か 5r みもちい ざ 立ち わりて 煮て く はんとしへ ぬる 身の 老の いは ひに。 この ほ 

かの 人々、 その 名き こ ゆるく ま 野び くに、 西 國順禮 の ありく 野邊 のか つらの は ひひろ ごり、 林に しゅ 

こ  は さろ  ことわざ おも 

き 木. の 葉 猿 ま はしの 諺 お ほかれ ど、 うたとの み 思 ひて その わけ しらぬ なるべし。 かかる にい ま、 ぬ 


- 「た  こと  ど.？  ま ひる  ふなうた 

めり 歌 あめのしたに はやる 事 四 ツ^ 九 ッの眞 書. になん ありけ る。 あまたに 力 ざり うつくしき 船 欲な み 

の 音 そ ひて やしまの 外まで な. かれ 遊山して しけれ 松 山、 つくば やまの ふもとよりも しけく、 よろ づま 

もの  せんじ ゆ » ん ざい  かぐら 、 

つりの はやし 物 もろく のこと ぶきす る 千壽萬 歳、 かま ばら ひする みこの 神 樂の鈴 ふりに しこと を 

もお こし 出で て、 我が 吟じ 我と あつむる 詞の ねざし は、 若 竹の まだ ふし さだまらぬ 小歌に ひとしく、 

小歌 は 元より やまとう た なれば と、 お ふ， けなく 心 を かけ まく も かし f き 古今の 序み-汗し 、 つ たなき 詞 

こと  ぐ t  み  もの 

に まねぬ る 事、 そのお それ 思 はぬ にし も あらね ど、 いにしへの ほめ 草 を、 身の みやう がの あへ 物にし 

くち  いま  ぐ K,  のち よ  のこ  けいあん ねん ぐ わつ ちうじ ゆん  |i い 

て、 口す さびぬ る 今の わら ひ 草の たね、 わが 後の世の かたみに も殘れ とて、 慶 安二 年 四月 中旬に、 i~ 

なきに 筆 をく はへ て、 此の 書の あてど ころ は、 むさし 野の 草の ゆかり ある もの、 一人 二人の ためば か 

うた  なか  むめ， 、 _ 

りに、 あづまの えびす 歌、 みづ からの を かきと- V めて なん。 それが 中に も， やり 梅 を かつく より はじ 

よ；. * いくさ  う はな  そでがき ほと、 ぎす な  も ふぢ  たった ひめ 

めて 花 軍 を もよ ほし、 卯の花 おどしの 袖垣に 郭公 S 名のる をき き、 紅葉 を をり て は、 立田姬 をべ にや 

みね  ゆき  やまう £5  つろ は. 「ちゃ-つ 

のむ すめ かと 思 ひ、 峯 につむ 雪 をば、 山姥が わたば うし かとうた が ひ、 鶴の 庖丁 かめの みきに、 君 を 

ひと  あき  なつん、 さ  ぶえ  かり  さかや ま 

おも ひ 人 を もい は ひ、 秋 はぎ 夏草の かけに、 つま 二 ふし、 笛 をなら し 狩 をく はだて、 あ ふ 坂 山に いた 

•  て  みやう じん  しゅん？ > し-つとう  ぐ さ 

りて しみ づに手 を あら ひ、 せきの 明 神 をい のり ， ある は 春夏秋冬 にも いらぬむ だ ごと 草 を も、 とりあ 

つむる えせうた かすく まきく、 名 づけて 吾吟 わがし ふとい ふ。 かく 此のた びかき ながして 硯 のう 
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みづ  はま  と， リ  のこ  が £ ぜ 

みの 水た えす、 濱の まさごに たつ 鳥の あと 殘り ぬれば、 いま は あすか 河の 瀨 にて ひろへ る さ- "れいし 

の 礫、 千 人び きとなる よろこびの みぞ あるべき。 夫れ ひぢを まけた る 枕 ことば は、 春の 花に ほひな く 

して、 むなしき 寐 ごとの 鼻い びきの み、 秋の 夜の ながき に まどろま でし はぶき すれば、 かつ はとな り 

の 人の 耳に おそり、 かつ はに は 鳥のう た ふに はぢ おもへ ど、 みどり 子の 立ち居、 おきあが りこ ほふし 

よ  とき 

のおき ふしの ごとく 心なき われら、 この 世に おなじくむ まれて めでたき 時に あ ひ、 かかる たは ごとつ 

く をなん よろこび ぬる。 りうた つなくな りに たれ ど 歌の 事と 5t まれる かな、 たと ひ齋非 時と さり 壻ょ 

めどり の 座敷 か はり、 たのしみ かなしみ ゆきか ふと も、 小歌の 節 ある を や。 柳 樽の 酒た えす、 松の 葉 

のつ くりえ だ 散りう せす して、 まさ 木の 臺の 物な がくった はり、 とり ざ かな ひさしくと、  まれれば、 

欧の吟 を もしり、 ざれごとの 心 をえ たらん 人 は、 お ほぞら をめ ぐる さか づきの ひかり を 見る 如く、 い 

にしへ を あ ふぎて 今やう を 好ま ざらめ かも。 
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春 

ふるとしに 春た ちけ る 日 人 の 子 を まう けたる によみ 侍る 

年の 内の 春に むまる 、 みどりご を ひとつと や 云 はん ふたつと や 云 はん 

ふるとしに 卷 立ちけ る 日よ める 

冬に たつ 霞の きぬ はさ ほ姬 のむ まれぬ さきの む 月 さだめ か 

春の はじめの うた 

わが 門 をー閒 ひらく あしたより 天下の 春 をし るか ざり 松  * 

年 ひとつ こす 許りに や 目よ しのの 山 も 霞んで 3^ ゆる 老いら く 

うしの 年の 春よ める 

月と 日を兩 輪に かけて めぐり 来る ことし はう しの *f よせ かな 

大 ふくの いは ひに 

. 吾吟 我集卷 第一  六 八 五 
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大 黑 の 袋 だ なを やかざる らん 今朝 大 ふく をい はふ 茶 の 湯に 

ひの ためし 

氷 樣 

春に 立つ る 君民までの 耳の びく あっさう す さの ひの ためし かな 

弓 はじめの 心 を 

春と いひ もとす ゑ 十二つ き 弓 をい る 年の 矢の はじめな りけ り 

ぎつ ちゃ う 

毬打を 見て 

をの こども 春た ち 出で てぎ つち やう をう ちまたに 玉 もぶ り /\ 

子 日 

老い ゆかん 年に ひかれて 是れ もまた ねの 日の まつ ゆなが くなる ベ，' 

霞 

立ち そむる 霞の 衣 一 かさね 山の した 著 や 雪の しろむく 

夜嵐に 霞の 衣 もまれて やうら、 に 今朝の 日の しかけ けん 

驚 

難 波津の 梅に 住みぬ る鶯の はつ 音の ほど や 歌の 手なら ひ 


鶯も 高閒の 寺の 兒 なれば 弘法 僧 や 知 音 なる らん 

^の德 よたつ とから ね ど鶯も 高位に まじる 汁の 圚生は 

若 茱 

春寒み 雪の下なる 驚 菜ね は ほそくして 葉 を も ひろ ゆす 

0 雪 

春の くる 道筋なら し 庭の 雪に 日 あし ふみこむ 跡ぞ 見えた る 

餘寒氷 

、 さか ひに とけぬ 心よ さえ か へ り また 河 づらを 春の 氷 は 

梅 

鷲と ひよく 連理の 中ぞ かし ちれば 葉と 羽 を か はす 飛 梅 

初春の ひのえ つちのえ 木の えより とづ も ひらく や 梅の 曆は 

が"" i よき 梅の 木立 は ほそす-ぐに 与 ひも ふかく さくを 見る 力な 

舂ひ 「iH 呂づか へ して 紅梅 はちる や 北 野の かみさま のまへ 

吾吟我 集卷第 一 


さ み 
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せんの さ をの！ 邊の絲 柳ね を あら はして 浪ぞ よせ ひく 


若 草 

から 衣す そ 野の 雪 は 地し ろに て 


春 風 

も え 

春雨 

雲の 

草木 

空に 


早 藤 

にあび 

出で し 

木 P 

は 父の 

春 月 

う/二 

春 雨 

にあた 

はる 霞 

遊 絲 


せ ら 

わ ら 


れてゃ 

びに 雨 


さわら 

の ふる 


おろせる 種なら しこ 

人 日 は ひかる 君 かと 


を 時 

の き 


ぬ 


の ふ 

ま ふ 


り か へ 

る Ju 力 


あ ゐ に もえぎ を 

のて うちく を 

のしめる やけ 野 

の 目つ は りに な 

も 朧月夜に 對し 

恩をぞ 見す る舂 

こまかに なりて 


ち ら す 若 草 

する はいくた び 

や あくの たれ かす 

る. H ゝ ，；, J 

て ぞ る 

雨の 空 

落ちる 春雨 


たっとても 霞の 衣ぬ ひえぬ や 尻 も むすばで 亂 るいと ゆ ふ 

春 駒 

いさみぬ る 將棊の ごとし 春 駒 はとらん とする に 手 もさされざる 

雉 子 

春 日 野 はけ ふ はなやき そ 不便 ゆに 子 を 思 ふ 雉子の 妻 もこ もれる 

春 鳥  . 

鶯の 歌に あはせ て さ へ づる はこや さみせんの 駒 ど りの 聲 

歸 應 

ぎ 朝 へ 文の つか ひに あらね どもと き はの 里の 歸る 應- かね 

去年よりの 子 は 添 ひもせ で いか なれば もと を へ らして 歸る臈 がね 

花 

もらさ じと 花 を たづぬ る 山々 の いた 5, きもな きょくの 道 かな 

31? こそ あいさう なけれ 散る 花の あと にぎやかす 峯の 白雲 

一 もとの 花 打ち ちらす 雨風 は 多勢に ぶせ い 何に ふせが ん 

. 吾吟 我集卷 第一  六 八 九 


力 


し 


. 吾吟 我集卷 第一  . 

ら より 山 5 乱して ちる 花 をい はば ゆ ほふの く  ノ り 坂な り 


六 九 0 


佛 にも 彼岸 櫻の 花よ 

おく 山の 櫻よ しな や 

熊 谷の 花に なら ふ も 

家 櫻 

よき 日に や #七 もさく 

ひらかせ てち るまで 

むば ざ くら 

峯 にかけ り 谷 

木の もと を 立 

しらがと も い 

あてられ てよ 


りは團 子と 

見る 人の 目 

^心の 袖の 

じの 家樱庭 

ふれる 花の" 


おも ふた 

と 鼻に こ 

色なる 墨 

に 一 木の 

雨 はか ふ 


む 

柱 


な る ベ 

も 香 も 


りて 足曳の 

さらで 姥ざ 

花の 散る 跡 


り 


山姥， 櫻た 

くら 詠め 

はび くに 

わりが ほなる 犬！ S はなね ぢり こそ 山風の かぜ 


て 

め 


て 

き 家 櫻 かな 


ぬ 


る姥 


な る 

な 


をし み 綱 心に あれ ど 

伊勢 ざ くら 

いせ ざ くら 花 さくま 

驚の 尾 ざ くら 

餘の 花の木 をば 上 見 

鹽竈ざ くら 

移しうる 二し みぎり に 

1$ 賢像樱 

名のみ して さかりの 

春 草 

白妙の 雪と け そむる 

ふきの たう 立ち を は 

あまくだる 太鼓の あ 

春雨のう ちぬる たび 

吾吟我 集卷第 一 


いぬ ざ くら 散り ゆく 花 はつな ぎと めえ ぬ 

では 雨の 宮 風の 

ぬわし の をの 櫻 

ちか の盥 竈の 櫻 

ほどの 短き ははな そらごとの ふゆん ざう かな 


はちる をい のらん 


まさる 色の なければ 


は 誰も 見て とほるな り 


頃 も， き て 

りての そ 

れば 打ち 

こ、 フゥぶ 


は 色 

あ と 

へ て 

て お 


な 


き 


ほしす る 

九輪 草 こ 

から はや 

あがりこ 


めが 

陰た 

る 鼓 

した 


は ぎ 

力 く 

草 か 

に ほ 


れ 


の 
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唆き か ゝ るけ まんの 花の 色 はえて 佛の座 こそに ざ ははし けれ 

つばな 

ぬいて 見て みの すくなき は 春雨の 空 さやかけ し 太刀の つばな よ 

苗 代 

苗代の 土 こね 返しく りかへ しむ かし を 今に 賤が小 m まき 

蛙 

くちな はの 大手から めて 取り まけば 蛙 軍のに ゆ 道 もな し 

臈の汁 菊の 酒の む 秋 は あれ ど 春の 海邊 にかす 櫻 鯛 

海 棠 

$g にかくと 筆に はっき じ 面白の 海棠く だり ものち る 色 

. 小 梅花 

折 をえ て 小 梅の 花の ひもとけば 後の 物と はみ もや いふべ き 

v.^t ィ 


それ はきね 是れは 木の ねに 零れけ り 小米の 花の 風に くだけて 

沉丁花 

竹垣 を 霞の きぬの ふせ ごに て匀ひ をと むる 沉丁花 かな 

す かけの 花 

今朝 みれば 露 を 結べ るす ..>  かけの 花房 か 、 る 庭の 袖が き 

もくれんげ 

葉 はおつ る 地獄 をう かぶ 心 かな 冬へ て 春に あ ふ もくれん ゆ 

杜 若 

澤邊 ふく 風 をい とひて 紫の ふくめん すると 見る かほよ 花 

S 蹈 

さく 花の かほ は 上戶の 色ながら 名 は 下戸の すく 餅つ 、 じかな 

山 吹  ， 

空しく も ほらで 歸 らば こがね 色に さける 寶の 山吹の かぶ 
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吾吟 我集卷 第一  プ九. - 

うり 物 か 花 を かざれる 棚のう へ の 藤 を ながめて 人 市 をな す 

歌人の こと 葉の 花に たぐ へ みむ さく 藤 原の 忠房 のた け 

松の 若み どり を 

いちに づ今 わかみどり 立ち 初めて 松のと き はの 木す ゑ ひろ ごる 

連 日  . 

ながき 日の 晝寐の 枕 夢 さめて 今朝 は 昨日の 心地 こそ すれ 

• 暮 春 

すがりても ひきと、. -め まし 行く春の 霞の 袖の 手に しさ はらば 

名殘 ある 暮春の 雨 やきぬ ぐ に 霞と S の 袖 ぬらす らん 


吾 吟我集 卷 第二 

首 夏 

春 過ぎて 夏の 日影に わたぬきの 衣 干す け ふ 汗の かきぞめ 

新 樹 

毛 を かふる 鷲の 尾 なれ や 櫻 花ち りし 跡より は ゆる 若葉 は 

本す ゑの 葉 さき 揃 ひて は 、"びろ に すん の のびたる 复 木立 かな 

卩 £ 

つくと 見し 插 木の 花の ちりぬ る は 箱 根 うつ木の 釘ば なれ かも 

時 鳥 

母 かたは 梅の 木 氏よ 橘 は. て  >  かた 名のる 山 ほと ， ぎす 

驚の ラ むて ふ 腹 はかり 物よ 父に ぞ聲も 似る ほと 、 ぎす 

吾吟 我集卷 第二  * 六 九 五 


.^^ロ吟我集卷第ニ 

郭公 なれ もや 彌陀を 念す らん ほ 

早 苗 

ううる とて 土 を 動かすな へ にも 

種 をお ろし 待ちつ る 花の ひもと 

盧 橘 

ふく 風に. iTT ひ をと めて かぐ 時 は 

菖 蒲 

賴政 にあらぬ もけ ふ は ひきとり 

五月雨 

ほそ かりし 瀧の 絲 筋より あはせ 

水 鶴 

し をら しき 水鷄 のた 、 く 音 す な 

夜もすがら 月下の 門 をた 、 きつ 


4 六 九 六 

ぞん かけた る 一 聲の內 

や 小 田 やす かれと いのる W なほし 

く は 是れぞ あふひの 上の よろこび 

はな 橘の さき ぞひ こめく 

て あやめ を 軒の 妻に 見る かな 

大綱に なす 五月雨の 頃 

りおの が 身 ほね やなし 物にする 

， 水 鷄の鳥 はしゅく すと もな し 


く はせ つ ， 魚 を 吐かす る鵜づ かひ はわた にて くひ をし むる 心よ 

照 射 

あゆみよる 鹿 は 四 足の ものと て やと もし を さして 人のと るらん 

蚊 遣 火 

是れ はまた 袖に とめ じと 蚊 遣 火の 煙 をた つる 賤が たきもの 

螢 

水に 人る ひえ やつ もりて 螢火 はおの が 蟲氣の やい とする らん 

蟬 

蟬 ごろ もた >  一 重に てな く聲ゃ 布施ない 經に けさ 落す らん 

瞿 麥 

雨 はもり 露 はおち きて やしな へ ば 上 葉 下葉 も は ゆる なでしこ 

夏 草 

いと 見事 もえぎ 勻 ひの よろ ひ 草く さすり ながに 茂り そ ひつ、 

吾吟我 第二 集卷  六 九 七 
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夏草の しゅり て 陰の たかければ ま 

夏草の 色な き 中に さく 花は惡 女の 

ゆ リ 

つ ほめる や^子き せた る 鹿 子 ゆり 

けしの はな 

つ ほみ ぬる 花 の， 白 き はさな がらに 

紫 陽 草 

名のみ して 口に 食 へ ね ど あ ぢさゐ 

あ をむ め 

みもちに て つ はり 頃なる 靑梅は あ 

瓜  . 

ねち つけて いざやち ぎらん 己と は 

なすび 

おの づ から なすびの 色 を 紫の ふく 


六 九. へ 

へ きりさせ て 見る を どり 花 

ねたむ 美人 草 かな 

ひらいた 花 はいふに およば す 

紙 もてぬ へ るけ し 袋 かな 

の 花 を 見 る めに 活計 ぞ あ る 

にと はい はじ 是れ はなの あね 

まだ 落ちさう もな き 小姬瓜 

さに つ 、 む 茶 入と ぞ る 


夕が ほの 花に 扇 を あてぬ る はた そがれ 時の 垣 のぞき かな 

蓮 

妙法の 蓮 花ち りうく 池 見れば 心の 水の ながれだ いもく 

e 雨 

虱 かをり 夕 だつ 空の 涼しき は 雪に 水 を や あ-ぐるり うなう 

夏 H; 

尻据 うる 平 砂の 月に 夏の 夜の 霜ば らお こる ほど ぞ ひえぬ る 

夏 夜 

宵な きをす るかと 誰も ゆ ふつけ の 鳥に とがな き 短夜の 空 

扇 

この 夏 も 又 手に ふれつ 命 あれば くら ゆの ほねよ あ ふぎな りけ り 

祇園 會 

精 舍には 諸行無常 となる 鐘の しゃぎ りしき りに か はる 祇園 會 

吾吟 我集卷 第二  六 九九 
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泉 

夏の 日の あつ 氣を はら ふ 泉 こそ 手に 結ぶ て ふ 水の えん なれ 

氷 室 

け ふに あ ふ 氷 もち ひのしろ 粉 をば ひむろに うづむ 雪と こそ 見れ 

納 涼 

天 目に 水 一 ぱい は 夏の 口の あつ 氣を さます 氣の くすり かな 

笠 松の木の 下風 は 涼しくて 空に はふらぬ むら 雨の 音 

六月 就 

夏 中 を ふる かたびらの 麻の 葉に 身の あかなで て はら ひ 捨てぬ る 

びんば ふの 神 もな ごむ ゃ浩錢 はけ ふみな 月の みそか ばらへ に 


吾 吟 我 集 卷 第三 


秋 立ちけ る 口よ め 

立ち あへ す はや 吹 

なぬかの 日に よめ 

彥 星の などう しひ 

さも こそ は 契り ふ 

七夕の 雲の かよ ひ 

玉 まつりに 

いろく に 手 向 を 

うら 盆の 月夜に と 

を どリを 見て 

吾吟 我集卷 第一 一一 


きそむ る 秋 風 は こら へ 袋の を やとけ ぬらん 


力 


て かよ ふらん 道 をね る まに 夜 は 更けぬ ベ し 

けれ 天河 水と 水との ほしの あ ひしゃう 

雨 ふらば さして わたさん かさ 、ぎの はし 

ふる 天 目 は是れ やしな 玉 まつりな るらん 

す 提灯 は 外聞の ためまた 後世の ため 


七 〇 


吾吟 我集卷 第三  七 0 二 

かけられて あう む 返しに 來る こそ 小町 を どり の 歌の さま なれ 

相 撲 

け ふに あ ふこと りっか ひ は 百し ぎの 羽 返し を こそ 取り 始 むらめ 

露 

見事に て 手に は とられす 白露の きえ やすき こそ 玉に疵 なれ 

きる 物の すそ 野 分 くれば おく 露の 玉 むすびす る 下が ひの つま 

秋 風  * 

よわき 物 を 歩に とるなら ひ 秋風の 分けて 柳の 一 葉をぞ ふく 

荻 

二 本ながら いづれ も 風の をり 所 あ ふぎと をぎ の 名の か はれ ども 

露 を 厭 ひもす そ 繰り 上 ゆ 野 を ゆけば すね をし がまし 荻の 花す り 

皆 人 は圑子 まさると いふなれ ど ふたつ どり に ははぎ の 花 かな 

女郎花 


もとの めに 中 人な しゃ 男 山 又 この 

薄 

おのが 袖の やぶれ を しらで 秋風の 

簿 かる 人 を て 

野邊 にたつ 尾花の 袖の ふり あはせ 

蘭 

秋の 風 山の こしょり 吹きお ろしす 

あさが ほ  .  * 

あだなり と 人の そしれば 朝が ほの 

软 草 

かれ 木 さへ 花 さく 誓 ひ ある なれば 

秋風に 葉た  >  きをして うな づくは 

木 植 

うつくしき むくけ の 花に 較べ て は 

吾吟我 集卷第 三 


秋 もさく をみ な へ し 

惡事を まねく はつ 尾花 かな 

これ も 草 かる 百姓の えん 

そ 野 を まくる ふぢば かま かな 

花や ひるまの 色 はくつ さめ 

觀音 草の 秋 はもつ とも 

とさかぐ ひする 鷄頭花 かな 

下々 とや 見 まし 色 もな き 草 

.  七 〇 三 
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なたまめ 

からまる を 見れば 是れ こそ 氣の 毒よ 庭の な ま 木に なたまめの つる 

i 耳  . 

何み-かも 汁の みに せん 高 砂の 松 たけがりの 友 さ へ なくて 

け あゆたる 鞠の 如くに ふらめ きて 庭の 梢に あり や ありの 寳 

秋 田 

山 W もる 僧都 は 秋の 露霜に ぬれて ほさつの 行 やっとむ る 

稻 妻 

よ ひく に 出 ぁひ遲 しと 月の €： のか つら 男 を まねく 稻づま 

野 分 

野 分して 屛風草 を も 吹き まくり 花 むらさきのう へ あら はなり 

山里の あ ひの へ きりの ふり へ だてと なり しらすの 秋の 夕暮 


古筆 

く び 

は た 

御 狩 

あ 良 

し め 

^ ォ 

お と 

秋 風 


の 化し 

玉 よ ゑ 

おりの 

に も あ 

に 先 か 

家 

ば やと 

がきの 

秋 鳥 

さ れ て 

の ふく 


てな りた 

のころ 草 

あしに か 

はぬ さき 

りが ねの 

とる 野の 

數を 所作 

料理に あ 

にわ たれ 


力き り- A\ す 

にしら 露の ふ 

ら ま る絲蒲 ま 

より 一 さ をに 

聲 する は 誰が 

耨聲 よくて な 

にやむ ば鵝の 

ふな 四十から 

る 火た き a? お 


硯 さ 

り て 

ね き 

つ ら 

借狀 

れ さ 

か ん 

身 を 

のが 


き ん 


や 


吾吟我 卷 第三 


ふ 箱の なければ 

ベ ば 鈴蟲の 

る や の ベ つか." め つ 

てく る 天津 臈 がね 

けて きつらん 

は 身 をた すけぬ る. 

をす る 曉の聲 

前の 秋と つ ゝ しめ 

きの 川 心 をせ よ 


吾吟 我藻卷 第三  七 〇-: ハ 

山ぶ しの 袈裟の 名に おふまし こ 鳥 秋 やかけ 出の 峯 わたるらん 

秋 かけて 鳴き 渡りぬ る れんじ やくの 羽が ひの 露 やお も 荷なる らん 

ん 

行く さき も S  S かま ひに 笠 を きる 月 や 天竺浪人の はて 

曇りな き 月の 鏡に むかひて はとざ ほしき ともお も ほえぬ かな 

是れぞ このは ラ ろく 千に つち ひとつ 月に おさる 、 星の ひかり は. 

まばらなる 軒の あなより 影 見れば 月の 鼠 も 桁 はしるな り 

見る 人に あ ひ を せらる ゝ 久 かたの 月のう さぎ は 果報 耳 かな 

雪 水 を はら ひのけぬ る 風の 手 は 月の みふねの あか やか ふらん 

出る 月の 船に 心 を 打ちの せて 秋 は虛空 にこ がれ こそ ゆけ 

美しと ほめ あけられて 山の はに 木が くれす る や 月の わにが ほ. 

八お 十 fff 夜 

常よりも まろくて 白く 見 ゆれば や 今宵の 月 を もちと い ふ らん 

飮み くひて な-かめ にあかぬ 今宵 こそ 大食 上戶 もち 月の 空 


照る 月の かつら 男に むかれ じと こよ ひや 芋が きぬ かつぐ らん 

九お 十三夜 

伯母す ての 月 は 十五夜 十一 二 夜い とこ ほど 顔の 似 たるめい 弓 - 

二十日 月 

眺 むれば 二！ 日ね すみのお のづ から- ケ g の 月の なり ぞち ひさき 


かいら うとな きて 妻 こふ 小男 鹿のより あ ふ 山の ほら や 同穴 

つま ご ひに かよへ る 山の 下 もみ ぢ 鹿の たてた る 錦 木 や これ ， 

しなのより 木 曾 踊して ひく 駒の まきぬ る髮 もちや せんや この さ 

檮 衣 

うつつち やお もき かう ベの さ 夜 衣 著れ うの 外の つまな かさね そ 

菊 を 根び きにして もて 行く を 見て 

ほりて 行く こがねめ ぬきの 菊の花 いづく S のた が 根なる らん 

吾吟 我集卷 第一 一一 
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姬松 

六 位 

山 口 

霜の 

^ か 

木 ay 

い ま 


： 五 C 吟我 集卷 第一 一一  七 C 八 

菊に 蝶のと まりた る を 見て 

口よ せて 菊の ながえの 酒 やす ふらん 


と ぶ 蝶 花が た 

0 

の 腰に まと ふ 

扛 葉 

より 五位に や 

に先づ 一 木 あ 

た て 露 のぬ き 

お 糸 is-f 

けて 錦 S けさ 

林 紅葉 

に 酒 あた ， め 

姊 紅葉 

よりの 雨 を や 


はさけ 帶 のべ に 染 め と 

の ほる くらる 山 木々 の 

る 紅葉ば やおく 山 ひめ 

もて をり /\ にもみ 色 

と 見る までに もみ ぢし 

て飮 むから にもみ ぢは 

はじく 姊 もみ ぢ しぶ 紙 


見る つた 

みどりの 

の ベ に ぞ 

ふかし 木 

てけ り 衣 

顔の 色に 

いろに ふ 


力 \  _ ら 力な 


くなる 秋 

見 世 

は ぶ た へ 


手の 森 

いでけ り 

かく そめつ 


漆 紅葉 

やよ 時雨 猶 うはぬ り をた のむ ぞゃ ま だ 色う すきうる し 紅 葉 に 

暮 秋 

くれて 行く 秋の かたみの 志 や 木の葉に つ、 む 露の しら 玉 

九 嶷 

長月 もつ まりく て 一 寸の 光陰 をし きけ ふの つも ごり 


吟 我集卷 第三 


七 

0 
九 
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吾 吟我集 卷第四 

初 夂-ー 

小春と て 今朝 あらたまる 山 口にち りぬ る 跡 や 木々 の 葉が ため 

P 雨 

空く もり はやお もくなる かみな 月な づき はりし る 初き 雨 かな 

夢 覺す板 星の 時雨 もらね ども 寐 耳に 水の 入る 心ち する 

0 葉 

木す ゑ を やすり こざに して 木 枯のぁ へ 物と なる 森の 落 紫 は 

吹く 風の 手に や は 、 きをつか ふらん 山 を 木の 薬の ちり 塚に して 

おの づ から 木の葉 吹きた て 塵に のみ まじ はる 風の 神無月 かな 


降り 力 、 る 霜の つるぎに あてられて しのぐ 木立の 葉 はこ 一 もれ ナり 

0 菊  • 

つ ほのう ちに 一 もと 殘る 菊の 露 冬 はみだれ の 酒になる かも 

寒 草 

m 人 は冬ぞ ひも じさ まさりけ る あへ 物 草 も かれぬ とお もへ ズ 

寒 蘆 

ノ えらば 脚氣 とい はん 電が ヱ：.^ 

プ才 I 'あ ォ" す. タ しの ふし も かなます 

氷  . 

河づら のし わ は 氷に のび ぬれ ど 冬 ごとに よる わ， か老 のな み 

力 {, ズ たす 水の 橋に 谷 あ ひの ひろさの 程 やつ もる 雪 ゆた 

千 鳥 

立つ 浪の あやは 小袖に ぬ はね ども 沛づた ひして 行く ちどりがけ 

さす は ごに か、 らぬも あり 善惡 は. 友に よるて ふ 磯 千鳥 かな - 

水 鳥 

吾 吟我集 卷第四 

七 一 一 
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打ち か 、 る浪 うけながし 拂 ふに ぞ水 もた まらぬ もしの つる ざ 羽 

うつな みの 鼓に のりて 舞 ひ 立つ は. こや 鈴 鴨の 神樂 なる らん 

網 代 

河の 名の うぢ ある 人の 風情に て 綱 代に のれる 氷 魚の ゆ  > しさ 

冬 H 

さ ゆる 夜の 月の 鏡の かたわれ はふる 霜 をれ と え もこ を すれ 

うき 雲の 衣 を かけて 丸し ぬる あられ や 人 を ひやす 寒藥 

雪 

お ほかた は 雪 を もめで し是れ もまた つきれば 人の ひえと なる もの 

ふ る 雪に 大日の ひかりく もれ ども 枯れた る 木に も 花 は 咬き けり 

名に しお はば 夏の 空に し 降らせた やかた びら 雪に あっさし のがん 

板 間より しぶく 雾の さかもりの 後段 や つ ぎて ふれる 餅 雪 

寒き 夜に ふる は 小麥の 粉雪 かや ふる ひく も ふすま もとむ る 


ふら すん ば 空 だのめ とや 恨む ベ き 雪 こんく と 人に またせて 

0 狩 

一 目 見て 思 ひかけ たるよ め 鳥に 木 居す る 鷹 を あはせ てし がな 

名のみ して 膳に はす ゑぬ 箸 魔のと りえぬ るより はやつ かみぐ ひ 

炭 鼈 

都人 茶の湯 を 出せば 小 野 山の すみ やく かま も 下火つ くろふ 

火 桶 

抱いて 寢て 寒さ を ふせぐ 火桶 こそ かさねぬ 夜 著の 妻と そふら め 

寒き 夜 はふす まの 下にめ も あはで 座 禪の牀 の 心ち こそ すれ 

神 樂 

夜 神樂に 眠け はさ さじ 名に おひて く ふ 山椒の 朝 倉の 聲 

佛 名 

来迎 を をが む もお なじ かすく の佛を 名のる 雪の 上人 
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冬 梅 

雪のう ち 先. つぬ け 出で て 咬く 花 は 梅の 木立 やさ やばし る ら ん 

歳 慕 

年 暮れて いなばの 山の 峯 にお ふ る 松 かざりせば 春歸 りこん 

大海 を 手で せく ごとしな がれ 行く 年月な み を 惜しむ 心 は 

老後 歳暮 

人質 を 置いて ながれぬ 年なら ば 老いぬ る ものの 身 を 惜しまめ や 

老の 身に すゑの 月日 を か 、ぞ ふ る や 春 をと なりの 寶な るらん 

節分に 

節分の 夜半に まきぬ るいり まめ も 花暌く 春の 種と こそ なれ 

除 夜 

行く 年の 矢-たね つくれば 今日よりも いる 事 あらぬ 古 ごよ みかな 


吾 吟我集 卷 第五 

賀 

寄 H 祝 

人心 ゆるり とおりて 日の も 七の ij;; の ひかりに あたらぬ はなし 

寄 月 祝 

代を久 にた もつ は 天下 一 ちゃうの 弓 はり 月よ 君の 御ゐ せい 

寄 海 祝 

よつ の 海 八 島 をめ ぐむ 君 は舟臣 はみ づ から 浪を しづむ る 

寄巖祝  . 

くみてし る 玉の みぎり のさ 5r れ石 いはほと なりて おん 手水 鉢 

寄 松 祝 

いまよりの 代の 數 とりに 千年の 種 を實ぅ ゑの 松の 若ば え 

吾吟 我第卷 第五  -  七 一 
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寄 竹 祝 

ふ し <\ も を さまる 代と て國々 の 大名 什の 枝 をな -" さ ぬ 

寄 鶴 祝 

千年の よは ひ をた もつ 身 所 を 君に ゆ づ るの 料理なら まし 

寄龜祝 

龜 のこ ゑ す ほんと はやす 小 鼓に 萬歳樂 とい はふ 君が代 

寄 if 祝 

活計に 腹の ふくる ， 世に あへ ば 天下たい へ を 國土萬 民 


吾 吟我集 卷第六 

初 戀 

おも ひそめて いっか たづかん 戀衣 ほす 日より なき 袖の 時雨に 

忍 戀 

思 ひ あまり 外の 人め もつ 、 むこ そ戀 のお も 荷に こづけ なり けれ 

聞 戀 

音に のみ 聞く ばかりに てっても なし 緣 のうす さや わが 耳の びく 

見 戀 

小 座頭の はれぬ 思 ひやまし ならん 見る に 目の 慾お こる 煩惱 

契 戀 

ちぎりお く 詞質を や 流す らん あ ふうけ ご ひの 日き りのば す は 

吾 吟我集 卷第六  七 一 セ 
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待 戀 

まつよ ひの 更け 行く からす 聲 きけば 鳥 は 物 か はかま /\ となく 

別 戀 

だきつきて 今宵 は 我 をし め 殺せ あ ふに か へ んと いひし 命ぞ 

今なる は 七ッの 鐘ぞむ つ ごと もま だつ きせぬ に 別れい そぐな 

後朝戀 

55^7- こ こ 跡 に ひ か る 、 うしろ 髪 今朝く し /\- と 思 ひみ だる 、 

馴 戀 

か はるべ き 後 はしらね どす し 桶の なる ， 心に あかぬ わが 中 

恨 戀 

かた 口に 恨み はい はじ わが 中へ 水 さす 人の よる もしらねば 

片 思 

君が ふく ほ、 づきな りの 提灯に 身 を つりがね のかた 思 ひかな 


近 戀 

わが 中 は 離れ もやら す あ ひもせ で いすかの はしの ね をのみ ぞ な く 

遠 戀 

お，：, ひやる 中 ははる けき 道ながら かよ ふ心ぞ はや 飛脚なる 

寄 H 戀 

忍ぶ とてと はぬ 夜す がら 照る 月の かつら をと こ は 君の よこ 目 か 

寄星戀 

場 はれた る ほしの よば ひ は 羨まし 我 はしの ベ ど 逢 はぬ よ ひく 

寄風戀 

えりう すき 身に は 殊更 戀 風の ひき やすくして 胸ぞ せかる、 

寄雲戀 

たのめし は S につけた る 目印の たえて 跡な きう はの そらごと 

寄^ 戀 

我 を 人 あくた くわら の 煙に て ふす ベが ほこ そいぶ せかり けれ 
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寄雨戀 

から 笠の え もりなら ね ど 厭 はる 、身 をし る 雨に 袖 は ぬれけ り 

寄氷戀 

底 心と けす つめたき 人 はた  > あっか は づ らの 氷な りけ り 

寄山戀 

いつまで かせんな き 戀を信 濃なる あさま 夕 さま も ゆる 思 ひ ぞ 

寄野戀 

繁 きこと どち かま さらん 武藏 野に 我が 戀草を かりて くらべば 

寄井戀 

車井戸の つるべの 繩の 一 筋に かけて 思へば めぐりあ はなん 

寄瀧戀 

うきこと を 聞きて は 耳 を あら ひけり 枕に ながす たきつ 淚に 

寄川戀 

いっか さて あ ひそめ 川の 渡りして 心づ くしの 念 を はる けん 


富戀 

うき 戀の 淵に はまりて たえば やない きたれば とて あ ふせな き 身 は 

寄議 

こなたに は戀し く と 思へ ども 人 やう ごかぬ いはほ な る ら ん 

寄橋戀 

思 ひ 川へ だてて こねば しき な みに 人 はしかけ て戀 ひわたり ぬる 

寄累戀 

みちの くの あ ひづ， の 程 も 過 ざぬ る は 人目し のぶの 里 や 出が たき 

、 寄戸戀 

あはば やと 今宵 賴みを かけがね も をる 、 妻戶 のさし あ ひ や あ る 

寄 障子 戀 

閨の 内に ひきてな くして た、： t 一  人 ふすま 障子 ぞうきへ だてなる 

寄牀戀 

よ ひくに 人 まつ 牀の寢 むしろ は あ ふみお もてに しく 物ぞ なき 
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寄珥戀 

かたく とい ふかひ もな き賴 みかな 垣 やぶりなる 人の 心に  ， 

寄松戀 

住吉 のきし ませぶ りに ねばう してやに こき 人 はまつ に 氣の毒 ， 

寄竹戀 

逢 ふとても まだし つくりと せぬ 中 や 木に つぎたり し； |2 の そ ひぶし ； 

寄花戀  一 

うき 人の みめかたち こそ 花なら めなん、 ぞ 心の あだにう つろ ふ  一 

寄蔡戀  I 

人心 じゅん じゅくせねば しぶ 姊 のなる につけても 氣 味の わろ さよ 

寄镜戀 

かたへ にもます 花 ありて 鶯の 飛びの くごと しう つり 氣の人  」 

寄 i 

うき 戀に身 はとり もえぬ つかれ 鷹 飛びた つば かり 思 ひやる のみ 一 


寄烏戀 

そ ひ はてぬ わかれ をな ゆく 嘵に やもめ がらすの なく もい まよし 

寄親戀 

曉の わかれな つゆ そ鷄 のお のれ もつ が ひとやに ねながら 

寄鶴戀 

老 鶴の 羽が ひの 下に 年 を かさね 君 しらすなる おも ひくる しき 

寄獸戀 

一 力た に li きも はてす あだなる はらつ この 皮の なでつ ナ こして 

寄馬戀 

口 こはく ひくに ひかれぬ うき 人の 心の 駒の 手繩 しらば や 

寄牛戀 

レそリ ども ゾの心 はすね うしの くるま もお そく^ち ぞ b びぬ る 

寄鼠戀 

忍ぶ 夜 はねすな きをして 穴-かちに 人の 心 を ひいて こそ みれ 
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寄鼬戀 

情 しらぬ 人 をた-ぐ へばみ ぞいた ちた 、=* みめよし とい ふ 許りな り 

寄猿戀 

憂き 事 は 見ざる きかざる いはざる よか ほ あかめ 合 ふ 恨み せんなし 

君 こむ とい ひし 丧每に 過ぎぬ る はたの まぬ 狐 身 を やば かせる 

寄讓 

うはな り はたぬ き S 鼓お も ふさ まう つて 後に や 腹の いるらん 

寄蛙戀 

つれな き は 蛙の 面に かくる て ふ 水ぐ き 一 度 あ ひさつ もな し 

寄蠅戀 

晝寐 する 君が あたりの 蠅 ならば は ひか ， りて や 我 もせ ， らん 

寄蝨戀 

そふ とても 肌 ゆるされ ぬきぬ 蝨 うつり やすけ な 人の 心に 


寄蜘戀 

待 宵の 吉凶 あ しき さ ゝ がに の くもでに あがき 物 を こそお もへ 

寄蟻戀 

ゆがみ ゆく 君の 心 をく ヾ り 見て たえす 恨み はあり ど ほし かな 

寄 鐘 

口  くせにう そつく 人と みつ 蜂の さしてた のめる 我ぞ はかなき 

寄 蚯顿戀 

目 を もたぬ 蟲の 如くに 音 を- ぞ なく 見えす しら ざるん を こふと て 

寄龜戀 

どう 龜の よは ひもが もな 長ら へ ば 君の う き氣 にあ ふ 事 も あ り 

寄貝戀 

あ ふ 中 も 今 はは なれて はまぐりの むきみより 猶 うき 身なりけ り 

寄鲤戀 

我カ戀 のさし みならね どから し 酌の 目 はなと ほりて 戾こ ほる、 
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寄玉戀 

一度 二度い うてなら すと すて 置きし 卞 和が 玉 も あれば あ ふ 世に 

寄錢戀 

よみお くる 歌に 靡かで つれな くばお あしの 文字の 數を つらねよ 

寄站戀 

人り 氣ゃ ひすむな ま 木の 箱の ふた 身に は あはす もな りに ける かな 

寄 葛籠 戀 

是れ にあ ひかれに あ ひぬ る 人 はた 5, 一  荷つ if らの ふた 心 かな 

寄枕戀 

おも ふこと 寐言 にい へば 敷 妙の 枕 やかく す戀 をし るらん 

寄文戀 

文なら で 逢うて いはば やお § かしく おも ひ 參らせ そろと 許り を 

寄 玉章 戀  . 

契りお く 今の 玉章と りおき て か はらば 後の 證文 にせ， や 


寄翁戀  - 

うつし 綺に向 ふが 如く つれな き は 我に 物 を もい はす わら はす 

寄疏戀 

しゅびん 石の 硯 ならね ど 筆 そめて かく ゃ淚の 露の 玉づさ 

寄筆戀  . 

秋 山に 妻 こ ひかぬ る 鹿の 毛の 筆 はい ま はんく どき やる 文 

寄 剃刀 戀 

人ごゝ ろ荒砥 にあつ るかみ そりの あ ふ 事 かたくぬ る 、袖 かな 

寄衣戀 

から 衣 うらみて 袖 を ひきさく やお も ふが 中の つくりい さか ひ 

寄袴戀 

君き ての 後の あ ひだ も 長 袴 ま ち ど ほな りと 思 ひしら す や 

寄帶戀 

あ ふ 時の 袖の なみだ はか はらぎ てと く下帶 にぬ れぞか はれる 
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寄袋戀  ,  ： 

うき 思 ひ 内 に ふくる、 小 袋の つ、 みかねて は 口に 出で けり 

寄布戀 

布なら ぬわが 名 を 白く いひ さらす あくたれ 者の 口-のさが なさ 

寄紙戀 

鳥の 子 を 十重 づ ， と へ は 重ぬ ともお も ふことの は 文に 盡 きめ や - 

寄 屛風戀  一 

餘 所め をし 忍ぶ 心の おくのまに 勝手 屛風を ひくよ しもが な  i 

寄扇戀  一 

秋き て は そよ との 風の つても なし 人に あ ふぎの わかれせ しょり 

寄 笛 1! 

一 

わがい きの 通へ る ほど はふく 笛の なる を かぎりに 君 をした はん 

一 

寄琴戀  ■  一 

しのびく 胸に 調ぶ るう きことの しゃう が をい つか 共に うた はん .. 


寄鼓戀 

いつまで かか 

寄 太鼓 戀 

音に きく 人 を 

S 戀 

案じ ほれて 死 

寄 雙六戀 

よきめ をと こ 

寄 相撲 戀 

下 帶 に まだと 

寄鞠戀 

下手の 鞠よ あ 

寄矢戀 

番ふ 矢の かり 


く 打ち すてておき 鼓なる とならす と 音 づれょ fl?^ 

太鼓のう ちつけ にか はよ くなる は 何のば ちぞゃ 

ぬる 許りよ 我よりも つ よき あ ひて を戀 のみ だれ 荼 

ひねが へ ども 雙六 のさい は ひなくて あはぬ ひとりね 

りっかぬ わ. か 中 はちから およばぬ あら 相撲 かな 

て ども しれす 庭 中に おとし 文す る戀の はかな さ 

またよりも 烈しき はいぶり に ゆる 人の 心ね 
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寄 鐵砲戀 

鐵砲 のた ま/ \ きても はなさぬ は 結句お も ひの たねが cI? かな 

寄 脇差 戀 

君と 我 あ ひ 口なら ば 脇差の つかのま もた  >  はなれ ざら まし 

寄刀戀 

思 ひ： みて 思 ひきる にも きられぬ は 身より 出せる さび 刀 かも 

寄 長刀 戀  - 

ある 時 はやり どめに しつ ある 時 はつらき 長刀 あ ひしら ひかな 

寄甲戀 

うちかぶと いま は 忍の 緖を ときて 降參 しつ ， 思 ひ はらさん 

寄香戀 

むねに たく 思 ひの 煙き やらなら ば 香 を しるべに もとは れん 物 を 

寄藥戀 

とも すれば いけつ 殺しつ 氣の毒 もき の藥 もや 君の はいざい 


寄 膏藥戀 

物の 氣 につく 程なら ばう ちまたの かう やくの 如く 我 も はなれ じ 

寄洒戀  . 

思 ひみ だれ 色に 出に けり 我が 戀は 酒に ゑ ふかと 人のと ふまで 

寄辦戀 

あうて 後な ほ 思 ひつく さたう 餅ち ぎる につけて 味の よけれ ば 

寄 體頭戀 

包め ども 外に もる ゝ はまん ぢ うの あんに 相違の わが 契り かな 

寄米戀 

うすな さけ 契り を こめの つきはてて こぬか と 待つ ほと ぞ う き 

寄 味 |n 戀 

一夜ね し 納豆み そのな まなかに なれて くやしき 物 思 ひする 

寄鹽戀 

-こ ほれぬ る 目 もとの 徵 はなめ ね どもから くも 人に 思 ひしみつ ゝ 
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寄薪戀 

明 暮のも ゆる 思 ひにくべ て-たにた きもつ くさぬ わが 歎き かな 

寄条戀 

人 を われす き 心に て かまの 湯の わき か へ りつ 、 物 を こそ 2 心へ 

寄鍋戀 

あだ 人の つく ま 祭に かつぐ て ふなべ ての 數に 入る われ ぞ う き 

寄 茶宪戀 

5 き ふ しょ 茶宪の 竹の ほいな くも あはで ふられて 心き えぐ 

寄 柄杓 戀 

淸 水より つめたき 人の 心中 は ひさくな けれど 酌みて しらる、 

寄桶戀 

中 ごと はたが § ひさくる やぶれ 桶 水 もらさ じと 思 ふそ こい を 

寄壶戀 

いはぬ 閒はロ をと ぢ おく 葉 茶壺の 思 ひつめ たる ほど もしら じな 


寄杯戀 

，衣つ ま迎 へに し 杯に ゑうて はか ほ も 色な ほしす る 

寄皿戀 

色 ふかく 人 をば 思 ひそめつ けの さらに 忘 れぬ 我が 心 かな 

寄 折敷戀 

いひ 出す 人に かいしゅの 色 見えても れん わが 名の をし きなりけ り 

寄火戀 

5 き 戀 の 病 を 治す る灸 ならで 胸 を やく 火ぞ 苦し かりけ り 

寄灯戀 

今 こんと ゆ ふべ にと もす 讪 つぎの ありあけまで にか 、 け そ へ つ ゝ 

寄^ 燭戀 

しん 

こぬ 人 を まつ 夜に ともす if 燭の おも ひこが る ， 、，；1 のく るし さ 

寄 提灯 戀 

戀 闇に 骨 か はとなる ちゃう ちんの W のお も ひの 外に ほのめく 
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寄 養笠戀 

. 忍び あまる 淚の 雨に かくれみの かくれ 笠 こそき まく ほし けれ 

寄履戀 

君が かた へ かよ ふ 心の 道 を ふまば かねの 足駄の はもた まる まじ 

寄槌戀 

堂宫 にの ろ ひ 事して うつ 釘 は かなづち 論の りんきい さか ひ 

寄棒戀 

引き くらべ にな はば 棒 も をれ ぬべ しなびかぬ 人の 戀の おも 荷と 

寄車戀 

きします る 人の 心 はやれ 車 わが ま 、 にし も 引く に 引かれす 

寄船戀 

おも ひに しこ がれて 沉む わが 戀は 小舟に 過ぎた 荷物な りけ り 

だい もちの ひく 手 あまたの 人心 誰に よると もしれ ぬ さ きづな 


寄議 

つ 、 めど も そなたに 心 ひく あみの めもとに 戀の あら はれ やぜん 

寄祌戀 

願 かけて むすぶ みしめ をき ぶね 川よ るべ さ だむ ると もづ なと せん 

寄佛戀 

極樂 もい まの 心に よも まさじ 如 ^ 來 はだなる 君と ねる ほど 

寄 數珠戀  . 

道心 もお こる おも ひの 玉 をく りて こぬ 夜の 數を 身の しょさに する 

寄 整 戀 

所がら ひじり の 中の 契りと て老 をい と はぬ 高 野 六十 

寄 山伏 戀 

待ち かねて 獨り ねに ふ しとら におき 我 こ そ 戀の. E 伏の 行 

寄 若衆 戀 

若 衆 に か ひな を ひく も あづさ 弓 はすち か へ じの やくそくの ため 
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寄 遊女 戀 

船遊びう かれ 女の さ をの 歌き けばよ ふし もな ベて おもし ろ 

寄 醫師戀 

人 しれぬ 戀の やま ひに 我し なば いづれ の醫 者に なき 名お はせん 

寄 武士 戀  - 

敏を 待つ 武者の 心 も わが 戀もぁ ふに 命 は をし まじと こそ 

寄 占士戀 

君と わが 中 こそ へ たのうら やさんた のみお けど も あ ふ 事 もな し. 

寄 * 匠戀 

かどら しき 人の 堅氣 のうき ふし を まろく けづ らん 番匠 もがな 

寄 鍛冶 戀 

くろがね も 人の 鍛へ ば や はらぐ にな ど ねれ あはぬ 111^ の いってつ 

寄 lg 搔戀 

つれ もな き 人 は 紺屋の あす あさて あ ひそめん 日 をのび くにい ふ.. 


寄躉戀 

よくつ ゝ め 蟹の 刈り ほす みるめ もやし ほじむ 中 はした たるき もの 

寄 様夫戀 

おも ひものに 氣を盡 しても 懲り 果てぬ 身 はおとろ へ て やせの 山人 

寄 杣人戀 

心なき 杣 のな ゆきの 音に さ へ あの 山彥の あどう つ をき け 

寄 商人 戀 

あき びと 

商人の そらせい もんの たぐ ひかな まだ 寢 もせざる 君が かねごと 

寄 唐人 戀 

君 はな ど 聞き分け ざらん 唐人 もなか だち あれば 通す 言 葉 を 

寄 盜人戀 

盜 人の 名に やた たまし 夜もすがら 忍び ありき し 後の ひるね は 

戀 雜 

誰な ほす 中と はなしに め をと する いさか ひ はて て 夜の ちぎりき 
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吾 吟我集 卷第七 

世 話 

老 のさい は ひとい ふこと をよ める 

ながいき は 恥お ほ けれど 孫 彥をか  > むせな かにお いの 幸 ひ 

氏よ リ そだちと いふ こと を. よめる 

油斷 なく こやし 掛ければ よきえん の 茶 もや 宇治より そだちな るらん 

はじめの さ、 や き 後 のどよ みとい ふ 事 を 

忍びつ 、はじめさ 、やくむ つ 言 ははら みて 银 のどよ みと ぞ なる 

人 しれす ころびて つきし むかう 疵 いえぬ る 跡 やけが の 高名 

孫よりも ゑの 子 かへ と はむ ば 玉の よるく 思 ふ 川 心の ため 

前 かた を そ さう に ゆ ひし ffi ね もや はやく やぶれて 後-ぐ ひとなる 

し し 上う 

支證 なき 手- ガらを はなす 音 を こそから 鐵 砲と 人の きくら め 


すの 智雜^ に きぬる はかな さよ 身 こそ は 主の 供 をす ると も 

代 か へ てめ い をつ ぎぬ る 腰刀け にも 竇は 身の さし あは さ 

料理して ふるま はるれば 追 從に鹿 をむ まやと 今 もい ひけり 

t に ふく 瓦 をと めて さす 釘 ゃ手づ よく 見 ゆる 鬼に かな ほう 

ゐ ねぶり も 奉公が ほに 梓弓い びきの 音の する^ 番 かな 

湾き 力た へ 手の 届かざる 事よりも 物 をえ かかぬ 人の 下自 おさ 

よろ ひつれ て 同じさね なる 剛の者 瓜 をニッ にわる たぐ ひかな 

侍の 猪武 とい はる 、 も 虎口に つよき 騎馬 を もつ ゆ ゑ 

手 力 いれば 足 も 入りけ り をさない の 親の ゆがけ をた びに 直して 

にくまれ 子 世に出 づ るて ふたぐ ひかな 毅 よりそと に そだつ 若 竹 

立ちよ らば 大木の かゆと おち 椎の數 を ひろへ る 猿の かしこ さ 

ノの物 をち ， と 引きと るかし 金 や 子に 子 かさなる 鼠算^ 

猫の はにかみの こされて とぶ 蚤 も 虎の 尾 を ふむ 心 な るら し 

世閒 こそ はり 物 なれ ど 月の 夜に！^ 灯と もす 人 も ありけ り 
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家 なれぬ ほど は あいらし 今 ま ゐりニ 卜 日 鼠 ものち は あれぬ る 

嘴 子 をもう かべ 顔に てす るけ が は 木から 落ちた る 猿 樂の藝 

まへ うしろ 

お ふ 子より だく 子に 乳を吞 ますれ ど 親の 慈悲に は 前後な し 

手の きかぬ 女子の 親の せっかん は 針 を 棒に や 取りな ほす らん 

觀音 ^o" 天神 まるり する 日 こそ 牛 はう し づ れ馬 はう まづれ 

すけな りの 別れ をな ゆき 尼になる 日本の 虎 は 毛 を も をし ます 

身 をつ みて 人の 痛 さ を 尻の あたり さはる 男 や 手ぐ せなる らん 

化 被に て 人 を まよ はすた はれ 女 は 狐なら ね ど 是れも つら じろ 

勺、 き 鳥に へ をと はい へ ど 我 はた 、.* 猫に つなで をつ けんと ぞ思ふ 

かま はじな 是れ もさ はるに 煩 惱の犬 はは ゆしく 人に かみつく 

強き かたに 助 言 いひぬ る將棊 こそ かける 馬に もむ ちと 知ら るれ 

手こう より 目こう なりけ り 亂れ棊 の あやまり は猶 そばで 見えぬ る 

雙六 のなら ひ はじめは さいの 目の いち を もって ぞ しるばん のうへ 

上 を 擧ぶ 下と やい はんそめ なす もお なじ 色なる 袴 かたぎぬ 


落 武者 やう 

鷲のと ぶ み 


暮 ご と 

み つ 

rad 力， tx- 

中々 に 
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しとて 
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だ ま く 

河の 水 

燈 籠の 

に はと 

かにと 

入る 事 


負 へ 
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野の 
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死す る 身の 骨 も 光ら じゃれ はつる 金の 扇 を 見る につけても 

酒 やに も 命 を またう もっかめ は 正月 ごとの 蓬萊 にあ ふ 

山人の 聲 にこた ふる 谷 あ ひのこ だま をき けば 岩 も 物い ふ 

世の中の 男 をん なの わざ は ひもし もから おこる 物に こそ ぁォ 


吾 吟我集 卷第 A 

旅 

大 磯の 宿に ぁリ ける 猫 を 見て 

なれ も 又 ひく 人 あれば お ほい その 虎 ゆ をな でて かほけ はふらん 

おなじと ころに て 

うかれ 女の人 をたら すは大 磯の とらの 威 を かる 狐な りけ り 

ま リ こ 川 を わたると て 

馬の あし 四 本が 、 りに よる 浪の くつ 音た かく 越す まりこ 川 

箱 根 ふたご 山の あ ひよ リ雲の たつを 見て 

明け はなれ 見る に 箱 根の ふたご 山う ちぐ もりに て 中 を はりけ り 

富士山 を ながめて 

ふもと を ば 雲の 包み て ち うぶら り 天から つ ッた富 十： の 山 かな 
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富士山の 腰より うへ はしろ た へ に 雲の 衣 をぬ きさ ゆと 見る 

あ ふの けに 轉 ばぬ 程 は富士 もみつ それより う へ は いざや しら 雲 

あしたか 山に 畑 やく 煺の たつをみ て 

煙たつ ふじのす そ へ もお しさけ て 三 里 を やく や あしたかの 山 

のびあがる 足 高山 も 富 士の. ねの 腰た けに さ へ およば ざり けり 

上の 六本 松と いふ を 遠目に 見る 折し も 風 はげしくて ほこ リの たちければ 

むかう 風に 濱の まさご を 吹き あゆの 六本 まつ ゆ 目 をふさぎ けり 

田 子の うらに て 

およびな き 煙 くらべ をす るが なる 富. H のた かねと 田 子の 鹽屋と 

淸 見が たよ リ三 保の 松原 を 見やりて 

興 ありと 見 ほの 松 こそ 人と むる 淸 見が 關 の木戶 柱 なれ 

まリこ のし ゆく を いでて 

まりこより 野邊 にか 、 りて 行く 人の けつ ま づきて や 膝 をす るらん 

宇津の 山 を こ ゆると て 


乘 りかけ のつ ゾ らを りして 疲れたる 馬に は沓 をう つの 山 ごえ 

さやの 屮山 にて 

旅人の 命な りけ りたの もしく させる 刀の さやの 中 山 

は しもと にて 

入りし ほに ill 名ば かり はくち もせで 年 ふるくい も 見えぬ 撟 もと 

三 河よ リを はリ路 にか  > -リて 

春の 花ち り ふ を 過ぎて 夏の 日の あつ 田の ま へ に 梅 はなる みか 

なるみ がた 喚 續の濱 など を 見て 行く に 

聲 たてて 鳴 海 を 出づる はや 飛脚 行く さきぐ によび つぎの 濱 

笠 寺の くわん おんに ま ゐリて 

天井 も 法の ちからに はり ぬればから 笠 寺と さしてい はなん 

伊勢 國に舊 友の 住み つきて ぁリ ける を たづね あ ひて-; 仪 ひとよ 洒 のみ 物が たりして 

此の 國の いせ 物が たり はじめけ りむ かし をと この 友 を あ ひ 見て 

伢 豆の あたみ へ 湯治 するとて 米 かみと いふ 所 をと ほりけ るに 
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賤の女の もみす り 歌のと だ ゆる は ほ、 ばる ほど や 米 かみの 里 

むさし の 國熊谷 寺に て 蓮 生 法師の 木像 を 見て 

先陣の 苦 をまぬ がれて 内陣の はたがしら こそ ゆかし 熊 谷 

筑 波の 山水 一ぬ ちゆく すゑに みの わ だとい ひて 鲣 のお ほく ある^ をみ て 

つくば ねの 水 も 落 ちく るみの わ だの 鯉 ぞ つもりて 淵と なりぬ る 

名所 山 

男 山む かう は 北の方 なれば 是れゃ はらむ とい はんお ほ はら 

大江 m いく 野の 道の こ はければ 鬼が 城と てま だ ふみ も 見す 

峰の 嚴 をお ほく かけぬ る 故に こそ 熊 野 をみ つの 山と いふら め 

名所 坂 . 

すべ りて は 尻餅 を こそつ きに けれう す ひの 坂 を 雨に こす 人 

野 

詠め やる すゑの 草 葉 に 雪 とぢて 天地 和合 やむ さし 野の 原 

むさし 野よ リ富士 を ながめて 


杯の 名に 流れた る武藏 

をみ な へ しさけ る 野が 

瀧 

山の こしに 風 一 聲 のき 

淸 水の 舞 臺 のうへ に ひ 

山 姬のを ごけなる らし 

やぶれす と 文字に かけ 

とまれと て 人 を 導く た 

關 寺の 門前 みれば 今 と 

けだ 物の 名に ながれた 

江 

朝霧の 隙より 見れば ろ 

吾 吟我集 卷第八 


野 に 

みの 

. J え 

V き 

谷底 
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ありし 花 子と ぬ 
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る 心ち する 


る 熊 野 川 

や う 
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鼓の 瀧の 

な が す 音 

ぐり ため 

い た づ ら 

る. 2 みこ そ 

屋を 立て 

水に も 影 

の 薄 ざい 
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の 
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つ に 

の 瀧 

す む 

の 地 

小 町 

うつ 

き の 
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鼓 は 

しら 絲 

破の 關守 

顔 なれ 

りけ り 

月の輪 

の 江の 松 
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浦 

名に たてる 屛 風の 浦の むら 千鳥と ぶを轎 やうに 見る 雀 形 

sgj して^ 甫の. 5： に つ る 魚 も ひれふり にけ り 浪のゎ 力れ に 

あだ 浪も たかしの 濱の 千鳥 わな かけし や 袖の ぬれ もこ そ すれ 

から 奇の松 ま 一 ほんだ ちながら 名 をば 日本に いひ ぞ ひろ t る 

景 よしと 見る 人 毎に ゆ ひ 立てて まがき が 島の 名 はくち もせ i 

橋 

、ひ i,^ け し 佐 野 の 舟 橋 と り は な し い た く しき ぞ思 ひやら る ， 

扇の 芝 を 

賴 政の ほね はは かなく 朽 つれ ども 扇の 芝に 名は殘 りぬ る 


七 
四 
八 


ぶ 城の こはたの 里に 馬 はかせ ど 駄賃な き 身 はかちに て そ ゆく 

河內 女の おれる もめんの 好し あしに ね を やわ かてる 高 安の 里 

市 

たづね きて 誰も しるしの 杉の 門 三輪の 市 星の 酒ば やしと は 


}f!c 吟我集 卷第八 
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吾 吟我集 卷第九 

あきらけ き 月日 ふたつ は 天の めの まもる 下界の 人 見なり けり 

雲 

橫雪は 天のと ほその くわん の 木よ 引く と 見し より 月明け にけ り 

風 

めに 見えぬ 物と はい はじ 草木のう ごく は 風の かたちなら す や 

棚曳 くも 虹と はいかで いふ やらん た 5r 一  筆の へ の 字と も 見る 

木 をん なと 是れゃ 岩ね の姬小 松す ね くしくも 見 ゆる そだち は 


竹 

不孝なる 人に 見せば や 若 のす ぐな 心の ふしの あ ひた を 

笞 

びろうどの 布圍 とみえて 萌 葱なる 苔 を 筵と 誰かい ひけん 

鳥 

琴の 音に 峯の うそ 烏 かよ ふらしお のが 尾より やしら ベ そめ けん 

仕 合の あしの はっきて なく 鳩 ゃ沓て をな さぬ むくいな るらん 

有無の ことと へ どこた へ ぬ 都鳥 ロはづ かしき 田舍 とや 思 ふ 

くび 筋に 數珠 かけて 行く 《.- 鳩の 年より こいと 友 やよ ぶらん 

村 鳥の わら ひよりつ ゝ なく 聲を かしが ましと やきけ るみ ゝづく 

梟の 聲 より ほ 、 ん ほんのりと 月の 桂の 木す る 明け ゆく 

k- 々の 葉の 落ちて は 陰 や 寒. からん びんば ふゆる ぎの 森の 白鷺 

釋迦 のた け， 阿彌陀 が峯を 飛行して 佛法 僧と 名 をと りの 聲 

おく 山の 苔む す 木陰 しづかに て 身 を おどろか すなく か スこ鳥 

吾 吟我集 卷第九  • 
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石 がれ ひ 石 もちな ど を かさねつ ， みさ ごの のお もしに やする 

えび じ やうの 羽ね た ， きして 雞の聲 より 關の戶 は 明けに けり 

たつ 時に 長く のべ ぬるお ほくび は 身に 應 じたる 鶴の 毛 衣 

默 

武藏錢 さすがに かけての る 馬 はとばぬ もつ らし 飛ぶ もうる さし 

名のみ して 口にね ぶらぬ あめ 牛の いかで かたへ ぬ诞 なる らん 

靑 みどり かつぎて ばけし 狐 こそ 池の 玉藻の ま へ とな るら め 

はらつ  >  み、 フ てる 狎- のおの づ から 身に たしな みても つや 掘 皮 

絲 つけし 手 飼の 猫 はしゃみ せんの か はにか けても 人に ひかる ， 

こ らんに ふ 

i 子 n じん 虎 亂入を やまね ぬらん おなじた ぐ ひのう さぎ 兵法 

猿猴の 手まづ さ へ ぎる 山水に ながる 、 空の さか づきの かけ 

毛 をいた む 虎の ために は 是れぞ この 惡事 千里 を 行く 野べ の 風 

蟲-  -、 

ひと 間く 絲を 配りて さ ， かにの 蜘の 家に や こま ひかくらん 


ぬ 舞 ゃ是れ ならん 岸ね 


地 かたぶきて 廻れ 

しゅれ る はむ づ かしと て や 草 村 を かりの け 

くちな はの 己が 針め の ほころび を 誰に ぬ へ 

濱 見れば 眞 砂に 蟹の かふた てて はさみきる 

貝 

津の國 の 難 波の みつの 給 を ふむ にも あしの 

さしし ほの 海の そこ ひになる 時ぞ めぐすり 

蟹 少女と もな ひきつ 、海ぎ はに とりあ ゆ 見 

魚 

たち 魚の こじり 咎めに かひら ぎの 絞 もや ひ 

■ 地 ごく 綱に か ， る S 目 をみ る 事と など さと 

鬼 

めに 見えぬ 鬼 はく ひつく 事 もな し 無理い ふ 人の  一 口 ぞうき 

金 
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いか， よ.： J りこが ね はお もき 寶 にて ちからわざ にも 持 たれ， さるらん 

錢  、 

津の國 のな に はの 事 も かなへば やっか ふ 錢をも あしと いふらん 

秤  . 

、の 科お もき かろき は 目に か ， り 我が身の ほどの はかりし らォぬ 

人 を 見て 人 は 人 を もた しなめば 人 こそ 人の 人の か - "みよ 

硯  . 

肇の 毛のう さぎ も 水 を はしりつ ゝ舰の 海に 入る 窗の 月 

鳥の 子に 大廳 こだか ひきあ はせ つか ひ あかぬ は 料紙な りけ り 

鹿の 皮 は ゆがけ になる も 安から す 乂狩ス の 手に ぞぁ U ぬる 

沓 


名 をつ け てれ 丹と 云 へ るく  ， りこ そ ゆに もな りけ り 獅子の か はぐつ 

帚 

塵 をよ く， 取りぬ る德 をい ふなら ば是れ もこ はくの 玉 は 、 きかな 

酒 

住み わぶ る 世のう きふし も 忘れけ りの みし 寢さ ， のよ ひの まぎれに 

うへ もな き大佛 餅の 本來を さとれば 米の 菩薩な りけ り 

餒 頭 

あまから であ ぢの よき こそ 武者 心 砂糖の いらぬた ゾ のまん ぢぅ 

笛 

くり あへ る 竹の あながち 其れならで ふきぬる 人の のどぶえの 音 

尺 八 

祖師の 名の ふけと い ふ.^ り n< 八の 竹の 世 をつ ぐ 今の こも 佾 

琴 
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分ける 四季の 調 


ぬ 


氣の 


P す 

あ つ 

槍 物 

一 ま 

世の 


子 は 


か、 り 鞠の 

太 刀 

とても 我が 

き 

藥 思 ひ 込め 

冶 も あな づ 

ら かに 軒 を 

ら への 數を 

師 のまく る 

い を 萬 枚に 

わざ を 心 に" 


は か 


目の 鞘 を 


た る 


聲 ん 

吹き 

ま づ 

は 的 

草な 

家つ 

と は 

人心 

っ槌 


に 伯 牙が 

出 づる風 

さす や. ViS 

に はづれ 

ぎの つる 

くる 大工 

にさす が 

しな へ て 


しらべ こと も 


を うらみの く 


高 上 

す ,i 


七 五六 


力ま 力な 


の 用に か 太刀 S きっさき 

ぬわが こ ， ろ 玉 


に 同じ 

ゝ、 ま * よ 

手 はい 

そ は 中 


そ 金 を 打 出の こつ 

に 身の あせ を さ へ 


わ ざ 

と ま 

ま ろ 

ち な 

し ま 


をな 

い と 

な け 

く なれ 

り けれ 

る あぶ 


れば 

み 


ら や 


棚ば た を おれる 絲屋の 職 女 こそ 天 こ 女に もお とる まじ けれ 

山 がら 籠 をぬ けて いに ける に 

かしこくも 饞を ぬけつ ， 足曳の 山から 山 へ もどり うちけり 

人の 饞を そらしけ るに 

せう く の 罪に は あ らじ ひざう せし 鷹の 見えぬ は大 それた 事 

を かしき 話に て 人の 機 縦の なほ りければ 

そらさす に 人の 機嫌 をと りと る は是れ 逸物の たかばな しかな 

をさない のえ にしむ すぶ ことぶきに 

尉と なりむ ばと なる まで しら 雪 も ふり 分け 髪の ゆ ひな づけ かな 

恭 うつ 人 先手の あらそ ひに ざれ 事し ける を 見て 

丁半と 名のり かけ 義の 勝負に はぬ すみ をす る も 道理 せんばん 

ある 人酣の ほね をた てたり しと いふ をき きて 

咽す ぢに 骨の かけた るし がらみ はの みこみ あ へ ぬ 紅葉 鲋 かな 

くるみ を わる 人 を 見て  ， 
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おにぐ るみ 割り 損 ひて 手の か は をむ くりこく りと 身 はなり にけ り 

か はら やの あれた る を 見て 

，おひて 荒れた る やねの うるさき は 風に もくだく 鬼ガ はら 力な 

しらかべ を あか 土に てぬ りかへ たる を 見て  . 

田樂 のみ そに は あらで 白壁のう へ をぬ りたる 色 もし をら し 

伊勢 衆の 鹿 を いむと いふ 物が たりの つ いでに 

； a 領 とていせ の 山 田 を 守る 人 は 尤もし か をい むべ かりけ り 

子と リ姥の つ て に て^^もちをょびける に 

お 乳 こちの たつき も 知らぬ 山家より お ほつ かなく もよ ぶ 子と りむ； S 

ある 人 いさ 、かなる 事に つきて 子 ある 中 を 別れけ るに 

數々 の 子に はなる ， もやす をけ の ゆ ひぶん わろ きわが 心 力ら 

疏を うむ を 党て 

女 IBJ:; のとり あゆて まく へ その をもう みおろしての 後の ことわ さ 

ち みの. 4 たびら をき て. 


ち ゾ みつ ， 胸 あ ひ 難き かたびら やきの ふに か はるけ ふの せば 布 

手む さく 茶た つ る を 見て 

ふき もせで たつる 茶 入の 大海 は 塵 をえ らばぬ ことわりに こそ 

茶と 酒との 論 をし ける に  , 

. たてて 猶 宇治 茶の 色も靑 によし なら 諸 白に いかでお とらん 

路地の 飛石 をった. ふとて 

水 う て ば すべ らん 事 も えぞ しらぬ 道の 苦 なれ や 坪の 石 ぶ み 

鯛に 蜜す る を 見て  . 

櫻 鯛け ふだに も かく.^ へ る を あな 賴 みがた あすの 料理 は 

魚 やく を て 

蘆の 屋 のな だの 鹽魚 火に くべ て 竹の を もさ さす 燒き けり 

おごる 人のう へ を 思 ひや リて 

おごりぬ る 人の 榮花は あだ 花の おちぶれて 後 身の ならめ や は 

い たづら 者と が にお こな はれけ るに 
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きりはたり 丁々 とうつ がんだ うの 音 あら はれて はた 物と なる 

ぬすみより 外の 事 をば しら 浪の あはれ あぶなく 渡る 世の中 

藥事 きかで ゎづ らふ 人 をみ るに かなしくて 

病 を もな ほさぬ 竹の 蔽醫者 は 人の 命の じねん 期 や 待つ 

はう かする をみ て 

しな 玉 か 何ぞと 人のと ひし 時 露と こたへ ん 消えて なければ 

子の むまれ てみ とせば かり 腰の たた ざリ ければ 

足た たで 三と せの 閒 しと はこ を ひる 子 は 神の まもら ざらめ や 

や いとする とて 

藻に すまぬ 腹の 蟲氣も われから と 音 を こそ 泣かめ 灸は うらみ じ 

腰 を いたむ 人 ふしに 度々 灸 する を て 

時 しらぬ 病 ふじのね いつ 、むつ 鹿 子 まだらに 灸を する 跡 

世 をの がれて 鎌 倉に すむ 人の もと へよ みて やりけ る 

世のう さに 汗 かく われ を 招け かし 扇が やつの 風の たよりに 


老人 を 

せ を か ゾ め 腰 おもゆなる 人 はた 5r 高 野 ひじり のおい やしぬ らん 

もろ しら が 

年寄らば ぉほぢ につれ てむ ばた まの くろき も か はる 諸 白髪 かな 

年よ リは 見ぐ るし など いひて 笠き たる 人と 道 を 行き つれて 

笠 きても こびんの はしに おく 霜の しろき は 人の 世ぞ 更けに ける 

老いた る 人の ゎづら ひよくな リ ての 又のと しに . 

春よりも 行步 自由にな りたり し老 は將棊 のこ まがへ りかな 

比丘尼 を 

年 わかき びくに は 髪 をす り 衣 墨に そめても 心み だれん 

順禮を 

くばりつ 、 札 をう ちきる 順禮 やか ぞ へがる たの 遊びなる らん 

鐘 

つく かねの 龍 頭の 角 をう ごかして じ や も. まう となる 聲 のす ご さ よ 

山 家 
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山 居せば 奧 より 奥に かくれん ばう 跡 もも 人の たづね こぬ ほど 

姿 こそ 山家 ものと て あな づらめ 心の 樂 はなに 都人 

人の 野お くりして 歸る あかつきに 

ながき 世の 別れと なりてな きわめく 人 も 八聲の 鳥べ 野の 道 

葬 鱧の 慕 を 見る にも 布引の 瀧 ほど 落ちる わがな みだ かな 

あだし 野 は 塵のう き 世の 掃き だめの を さめ 所よ 灰になす 跡 

楠の木の なにがしと いふ 人の 墓. 所に て - 

名 を殘す 跡の 五輪 はくす の 木の 石と なりたる しるしな りけ り 

寺の 庭に 水 出で て卒堵 婆な がれけ るに 

爰も又 それと いわう が 島 なれ ゃ數の そとば を 波に ながせば 

宇治に すみぬ る |5 の もと へ 文つ か はす 人に か はりて 

庵し めて 世 を 宇治山の 墨 染の衣 を やりてき せん 法師に 

た ふ と き 僧 にあ ひて 

姿 こも あらく まし けれ 老僧の むねの あ ひだ は淸き 月の輪 


述 懷 

まじらへば 七重の 膝 を や へ に をる 袴の ひだの むづ かしの 世 や 

物 毎に あらば ありの みなし とても 求め はせ じな 世 はなり 次第 

懷 舊 

茶 をのめば ねられぬ 老の 初む かし 大 むかしまで 思 ふ 夜す がら 

無 常 

世の中 をお もへ ば 夢 ぞうつ ， らが八 萬歲も 名のみ のこれり 

山 も ゝ のえ りくび なれ や 年お そし 誰が 身 ひとつ 世に 殘 るべ き 

亭主と て 跡に と ま る 人 は 誰 そこの 世 を かりの 宿と い へ るに 

神 紙 

お 就の 箱 を はりぬ る 神 わ ざ にそく ひ をお しの ひ ま もな ゆなり 

野の 宫の 森の 烏の 羽い ろまでお なじ 黑 木の 鳥居な りけ り 

歸る さもい さしら 山 や 神主の 馳走ぶ りよな 客人の 宫 

世々 をへ て 額に たゝ むさ 5r 浪ゃ志 賀の浦 わの 白 髭の 神 
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吾 吟我集 卷第九  七 六 四 

人の 世のから きをく みて 紀の 海の 廳屋の 神 や 慈悲 を たれ けん 

あ ふぎよ る 鹿 島の 神の かなめ 石 かたき はぬけぬ しるしな りけ り 

千 早ぶ る 社頭 を 見る に ゆ ふしでの 紙より 外の 神、 ぞ なかり き 

三 熱の のどの かわき やと まら まし 御 湯 まるら する 神の まに く 

釋 敎 

敎へ おく 釋迦の やりの 手 使 ひなば つるぎの 山の せめ やの がれん 

御手の 數ぉ ほき 千 手の ちか ひに も 蛸 やくし こそお とら ざるら め 

た 、v たのめ 罪お もくと も 石山に 觀 音力の あらんかぎり は 

淸 水に まゐ りの 人は觀 音の 堂と いふより 馬と 、"めかな 

% 岸 にいた らん 時の 帆柱 や 舟 岡 山に たてる 卒堵婆 木 

後世 しらで 罪お もき 身 は 三途川 _s 石 をいだ きて 淵に し づ ま ん 

人の 追善に 

たむ くる はしぶ 茶な りと も明暮 のつ もらば 無上 極樂 のた ね 

まう でぬ る 寺に かぎらす 人 ごとの 胴に 佛は そな はる ぞ かし 


極樂は 涼しき 道と きくから に經 かたびら をき て や 行く らん 
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吾 吟我集 卷第十 

廻文 歌 

身の 留守に きて は をり とる 此の 花 はの こる 鳥 をば 敵に する のみ 

しら 雪 は 今朝 野の 草の葉に もつ も 庭の さくらの さけば き. ゆ ら し 

夏 

ffl 植歌 てうし や はみつつ てんく 手 鼓 はやしうて 田う ゑ 歌 

秋 

草ぐ きの 葉に ふる 霜に 見やるな る 闇に もしる う 庭の 菊 さく 

冬 

月の もときよ しとい へ ば 冬の 夜の 夕ば えいと しょき 友の きつ 


情なき を 門に まつ まひ かって こて 使 まつ 閒に とが をき なれつ 

君の ためと ひよりた あく 門の 戶の とかく あたりよ 人め たのみき 

へ がた しと 年月 事 を 望む らん その 男 きっしと ， したが へ 

ねぶりつ る篝 たきす て浪 くらく 皆 出 過 ざたり か 、 る 約 舟 

^川と ま のぞきつ 、ま はりけ り濱っ 5, きその 窗は 門な み 

廻文 Is: 句 誹諧 をつ かう まつ リて 貞德 とい ふ おきなに 見せに やる とて 嗡 申せば そなたに 鼻 ひさせた ま はん 時に 

は. こなた を も 思 ひ 給へ など ことば を 力き て 

むせう つり 高 鼻 ひかん 貞德と 出で むかひな ばかたり つう ぜ む 

, 述懷 

しろ 髮は 毎日 見る ぞうかるな るかう そる 道に 今 は 身 カズし 

哀 傷 

ま た 飛びぬ 女と をと 哀れぬ ししら じ 死 ぬれば 跡 をと めぬ 人 玉 
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德 和歌 後 萬 載 集 


四方 赤 良 編 


德 和歌 後 萬 载集序 

さきに えらべる 萬 載 狂歌 集 は、 古き を 拾 ひ 新い きを g へて、 t いっけけ るな り。 その ふみ 2..: トろ 

：  一 _  * つき  ひ  びと お ま 、 

こりての ち 月に まし 日に そ ひて、 すき 人 あく 出で きに けり。 あがなく あづま ¥ おや^んに おこな 

ぞ はフれ なれり ければ、 むしろ 織る 翁 も 夷 曲の さま を さぐり、 14^ フっ わらべ も； t の i ぷりも もとめて、 n 

舊も 3 もよ み、 維 冤の も SI ねぶ。 いっちくた つちく！ JfeK^ のの こ 娘 も、 g の きさごの かす 

まへ を かしく、 にょうく 鳥の なかぬ 日 は あれ ども、 たはれ うたの. i.-i- ゆる 5： なし。 かくよ かり：； I れ」 め 

力 ち  むいし  -,  r 

くこと は、 I 徒士  St にし f きか t されば はこやの i は ir 物 Is わたし； ch とお も ひ、 み ど 

ほこら  もん， 1^ よ I  - 

りの 洞と は 十九 文 見せの 箱のう ちかと おほえた る、 かたの 糖寶 り、 あらがねのお こね、 Js. はやぶ る 

紙屑 K ひ、 ぬば ョの夜薷麥ぅ り、 手 £b の 51^^ に いその かみ ふる かね ひ をい はす、 のお i:-!^ に 5h 

まれとう まれ、 來り ときたる 人 ごとに、 言葉の 花木 ごとに！ < きて、 を はりに むだの g をな し、 こ. fjr^ 

露 は 草葉より つもりて、 笑 ひの g をな す。 けに あいたる！ ながら、 いづも やみくも やきぎ へだ 

て あるに しも あらす、 かしの 木 の^もの、 きれ どもい よ/.. かたく、  Jd, しの！！ うち は、 ^かけより 

いよく 高き 類な らん。 張 f はる rs な、 まき S しに g の： ^の！^ のい ろくに a ダ はりて、 0 

德 和歌 後 萬 載 集 序  .，，，，，， 
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るふし おも ひすて まくと、 いらざる 肘 を はり まがた、 しか まの かち はだしに て ひろ ひ あつめた る 数 は 

みまもし ほ  つ  き  ふ；， つ J  , 

千うた にあ まれり。 しか は あれ ども、 蟹の 藻懸 はくめ ども 盡 きす、 切りお としの 札は揭 ぐるに もれ、 

秋の この 葉 は ひろへ どもし ゆく、 大門の 切手 も燈 籠の 夜 は あらたむ るに いとまな きたぐ ひ、 わきて 空 

とり  みづ  う を つり  し はう  まる  うた 

とぶ 烏の もく あみ を もれ、 水に すむ 魚の 钩を のがれて、 四方に たよらす、 丸の のの よすがな き 歌 はし 

ところ  なに は え  ふで く は  やま a あさ こ * ろ 

ら ざる 所な り。 かれこれ えりもと めて、 難 波 江の あしかりし ふしに は 筆 を 加へ、 山の 井の 淺き 心に は 

ひいたり を やと ひ、 四方 山人 ふた、 び これ を 書い つけて、 德 和歌 後 萬 載 集と 名 づけ、 予 にも 序せ よと 

5- よう  f  わす  ふで  こ  ちょ 
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隅 E 川 御祓 

中と みの 祓を すだの 夕 こえて まつち の わ を やく  > る 川風 

質 晨御赦 

みな 月 もき る ゝ け ふとて 御跋 川し ちの かたしろ 流れ こそ すれ 


四方 赤 良 


峯 松風 _ 


穴 主 


唐衣 橘 洲 


もとの 木 網 


總 破損 はリ かね 
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あ  m ず 

立 秋 

今朝 ひと 葉ち りくる 庭の かんな 屑 柳の 枝 をけ づる秋 かぜ 

龍宫 立秋 

さすし ほに 木棻 がれ ひの ちりく る は 秋風た つの 都に や ふく 

立秋 風 - 

秋き ぬと 風-かしらす や 文月の ふう じ をき りの 一 菜ち らして 

初 秋 

ひや 、 かな 風 を ま ゐらせ 候と 秋の ふうじめ ほどく 文 づき 

文月の けさ や 一 擎 しめし 野に ま ゐらせ そよ と 秋の 初 風 

文月 つ いたち 赤 坂なる 桐屋と い へ る 家の あるじ を はじめて とひ 侍リて 


大屋 裘仆 

を さ 丸 

秋 風 女 1^3 

石部金吉 

腹から 秋 人 


か 、り 衣橘洲 

へつ k ま 作 

四方 赤 良 

眞 竹 深 藪 


> ^もけ ふ 小判の きり や 一 紫より まづ 落ち そめて 藏 にみつ^  朱 樂 か ん 江 

風鈴 吿秋 

風鈴の 音 はりんき の ilc ゆぐち かわが のきの 妻に 秋の かよ ふ を 

ま V あき をし り ふ る 軒の 短冊 もす こし は 友と なる 風鈴 かな 

ふうりん のりん とひ、；， きし 秋風 は 荻の 上 はの 一 文の 錢 

米 舂知秋 

米つ き は ひの 出入より とる 杵の 臼の 數 にや 秋 をし る ら. ん 

七 夕 

ひ. 4  も. 

一夜 をば 百夜と ちぎる おり 姬に なぜお 子 達が 出來 はなされぬ 楚  泉 尾 張 

七夕に ねが ひの 絲の あり たけをく りかへ しつ、 かけて いのらん 絲 瓜 皮 也 

かさ、 ぎの はし は 雲居の てうし よく かけわた したる 琴の g ひ路 湖鲤鮒 

今宵し も 手 向に せんと 短冊 を かく や 娘 も 孫 も ひこ ほし  澤 邊 横 行 

星 も 嘸 今宵 ひとよの あ ひびき を そこ はかまと や 待ち わぶ る らん 銀杏 滿門 

おり 姬の年 は 十六 さ/' けばた たれ も 女房に ほし あ ひの 空  m 穴 主 
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德 和歌 後 萬 載集卷 第三 

靑 樓ゼタ 

まれ 人 を こよ ひ はどう 

七夕 絲 

七タ S いと 口 きらぬ む 

七夕 別 

を さに と はば や 星 の 

セ夕 胡 

よべ かりし ffi をし ばし 

七夕の ひとよね まきの 

かさ 、 ぎの あかつき 力 

七夕の け さ-の わかれの 

K< 河 洗濯 

天の が は 空色 衣 あら ひ あけお り姬 のりをつ けて ほしけ り 

吉 原革巿 


:〇： 


ぞ ほし 合の 空 だのめ なる 天 S 川た け 

つ 言 にく だかけ 鳥の くり かへ しなく 

ヮか， i:" に ま， 揖も も とりにくき 力と 

とめ 置きて ほし やけさ かく 文月の 空 

あかつき を 恨みて か へ すかし 小袖 かな 

けて 度れ る は 宵に ひき か へ lilj-) き 口ば し 

とめられば 天の か はせ に はら も かへ なん 


今 出赤蒂 


あ 

多 


0 千 


け ら 菅 江 


m 人 

川 町 


成 

住 


极香來 無器用 


や 

婆 


山 


け ふこ そ は あはん と 思 ひし 女郎花 人に か はれて 水く さ- S 市 

-f さ いち 

櫻から はや 草市と 露の間に うつりし 秋 も 花の 色里 

きん じょ 

くつ わ やがくら きに かひし のこり 荷 を 近所の 人 へ うりの 馬 道 

数珠の たま ま つるした くの 草市に 百 八 もんじ 今日 や ふみ 月 

盂蘭盆 

孟蘭 盆に かんな かけとりせ めくれば 身 は みぞ 萩の 露と きえたり 

たま  ttfc 

な か になき 魂なら ばとば かりに かけ 責らる 、盆の くり  一一 一一 口 

ある やうに なしても 物の さびしうて 何やら たらぬ 玉 まつりかな 

蓮の はに 置きに し 露の 玉 まつり 世々 の 佛に水 手 向けば や 

靈 绷 露 滋 

はち す は 

蓮 葉に 手 向ける 水 はに ごら ね ど 野 もせ あざむく 露の 玉た な 

盆 踊 

手 を 出して 立ったり 居たり いそがしく する は 給 の 盆踊り かも 

蓮 钣  . 
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は リ械梁 

松 風 

萊歸橋 


一お 

手 白 


金 

風 


內匠手 四 良 


あ けら _ せ 江 


出す は耳彥 


め し 

牛馬 

春な 

吹 き 

も ゝ 

や が 

う ら 


はちす ^ 

たる 蓮 葉に のこ 


みお- 

の  ト 


• るを兑 侍り て 

萬 坪へ で 


德 和歌 後 萬 載 集卷第 三 

はみ なく ひつく し 

祌田 川に て 靈棚を 舟に つ 

を やめて 佛も 西方 

角 力  i 

らで 秋の ちぐさの i 比す まふ さそ は 

荻 

おん ど 

が 音頭 あゆたる 伊勢 を どり 濱 荻の 

萩  一 

まくる すそ 

草の 中なる 

窗 下 萩 

ひ.？ まど 

てもう 彼岸 も あくる 引窗の 下の を 

卜者 見获 

な ひ をお 


:〇 六 


野の a 

获 にみ 


と 


人 もお つる 

つ、 いくせ 


れる粒 や 露と あざむく 

あ ひの 舟 

ぬ 風に 羽 織 ちりめん 

葉 はさ ， らに ぞ な る 

ばかりの 白 はぎの 花 

んに/ レも 通 を 、つし な ふ 


飄 から 洒 麵 上熟寐 


道 高 彥 


おそ^ち たね 


加 陪仲塗 


五 疊多他 


の」 ふ 八十 氏 


获ぞ あかぬ 色なる 

の 細道お しわけて めどぎ の 获の花 をみ やぎ 野 秦 久 呂 面 


御ら うじろ いと！^ とて 敎 へね ど いろはに ほまで 出かし をる の を 權 宗 匠 梅 

吉原 女郎花 

此の さとに こがねの 色と さきぬ る をみ なへ しをりて 牀花 にせん ^ 穴 ぬ 

葛 

もの yv ふの くす の はとはと あは せても 隨病風 やうら がへ りぬ る 二 步 只 

刈 萱 

秋の 野に 風 ふき 出せば 何事 を を かし かる かやね たり 起きたり  堂 伴 白 

槿 

朝顔 はまこと に 日々 にし を るれ ど 又 ひ ノ  /\ にあら たに ぞ さく 裏 堀 蟹 子 

さんやの 里の ほとりに て か きね に 朝顔 の 花 さける を 見て 

たった今 わかれて きたの 里ち かく 目に ちらつけ る 朝顔の 花  四 方 赤 

露 

しちぐさ 

ぬれぬ さきこ そいと ひしが おきくて 末 はなが る/ V 質草の 露  手 柄 岡 
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持       良       丸       主取        し  堂 


德 和歌 後^ 載第卷 第三 

百 草の葉 ごとの 上に おく 露 は丸藥 ほどの 玉 

芋 葉 露 

錢 41- はも たれぬ もの か 芋の 葉に たまれば 落 

蟲 

夜な く はめ づ らしから す 晝の野 へ 蟲 のね ご 

秋の 野の 千ぐ さは やん もしら 露の ふって 出 

鹿 

秋の 野に なくさ を 鹿の角 なれば さいにな り 

なく 聲の ほそうて ながく 聞 ゆれば 掉鹿 とこ 

さがみ のく にの 3 中に しか の It きかんと 一 夜と まリて 

ay  きこ  / 

瀧の 音に 紛れて しかと 聞え ね どもし や あれ 

臈音 のかた 田に こそ は 落ちつら めいた く 鳴 

花街 應 


こそ 见れ 

る 露の 玉 

を 聞きに 

たる 鈴蟲 

もめ や こ 

人の いふ 


八 0 八 

秭 


こそ ゆけ 

のこ ゑ 

ひ ぬ 6 ん 

ら め 


でも あらう かの 聲 

きぬる 夜半の 聲 かな 


白 


千 


下手 丸 


書 出 


丸 


き あ 食 iRv  S 

方 赤 良 

防 仲ぬ り 

枝お 竹 


根 岸 法師 


下手 丸 


玉 づさを かけて くるわに かりがね も 落つ る や 多き 人 あしの 中 沛 邊 干 細 

陣. P 

つ はものの 氣 ははり 弓の 陣中に しのびの つら をみ だす かりがね 海 老 船 盛 

一 つらに 臈は 野陴を はり ま 潟し かまの かち を告 ゆにき たより  腹 か ら 秋 人 


風 案、 くや ぶれ 障子 を はり か へ てきり 吹き かくる 秋の 夕暮 


忍 岡き よろ リ 


月見ても さらに 悲しくな かりけ り 世界の 人の 秋と 思へば 

こよ ひこの 月 は 世界の 美人に て 素顔 か 雪の 化 被 だに せす 

十五夜 HJ 

天の原 月す む 秋 を まふたつに ふりわけ みれば ちゃう ど 仲 麿 

そ ろ ほん 

しら 露の 玉 を 今宵の 十露盤に 三 五十 五の 月と こそお け 

何千 里て り わたると もけ ふの 月な がめ 盡 さん 目の 届く だけ 

十五夜く もリ ければ 

德 和歌 後 萬 載集卷 第一 一一 


つむりの 光, 

蓬 萊歸橋 


ォ 

八 C 九 


樂 


サせ 江 

法 帥 

風 尾 張 
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大空に 名高き 月 はありながら ひとつ 星 さへ みせぬ 雨雲  m  W 滿 n 

望 の-おの 空 さだめなければ 

千金の 名 だかき 月の 雪閒 よりせ めて 一 二分 もれ 出で よかし  四 方 赤 良 

おなじ 夜雨 はれければ 

此の頃の こ ほれ か、 りし 空 も 亦 くもなく こよ ひう まれ 月影  m の か こ 女 

■ 十六夜 W  . - 

かたぶけ しきの ふの 酒の 二日 醉 そらにい ざよ ふ 杯の かゆ  節 松 嫁 々 

立， 月 

望月と あいた 一夜の たちまちに すこし かけても 影の さやけ さ  秋 風 女 12^ 

は づ き 二十 一日の 夜 月 を 見 侍 リ て 

そろばんの そろく かけし 月 かゆ をみ やさん 七の 二十 一日  大 事 三 味 

兀山ほ 

お 、- 

て ら /\> と 月の 力 つら 男 さす 影 もはづ かしゅなる 老の はけ 山  智 慧 内 子 

一二 股 月 


けん をう つ 上手の 手から 水の 月す む ゆ 

さか づき 

杯 のさす て ひく 手に 三味線の か はに 

大工 見 n: 

手細工に 窗を 明くる はく もなくて 月の 

經師見 月 

かナヒ 

ひとはけ に掛 字の うら をう ち 見れ ズ り 

瞽者 見 B 

すむ 影 を 見る目な ゆく もせん なしと ひ 

月 前應. 

っほ 

臈が ねの 舞 もとまで も 鳴き つれて 落つ 

月 前 琴 

松の 屈 ふき 自在なる 月見 かな 拂 うて 雪 

月 前 鼓 

かしら 

, ^つ 、"みのね ながら 頭う ち もた け 影 も 
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さんな の 指の みつまた 天 地 ナ，！ 黄 

うつれる 影 をみ つまた 芳 野 お 子 

すみう もす みよ かるべし 飛 鹿 馬 蹄 

りの かけん もよ く 月の 影 川 井 物 梁 

と り ま さ ぐる 琵琶の 半月 か 、り 衣橘洲 

る は 月の さやかと ぞ みる 大石 小石み かげ 

はみ なつく し 琴  から 衣橘洲 

みつ 地の 月 や 詠めん  紀 定 麿 

八 一 1 


德 和歌 後 萬 載集卷 第三 

:« 前洒 

さす かゆの あかき は 酒のと がながら 月に 

月 前 枝 豆  一 

枝 まめのから もや まとも 見る 月に 雪 はい 

月 前 芋  一 

てる 月の 山ば かり か は 里芋の ますの すみ， 

今宵 ぞ とみが く 光の 桂男に いもが すがた i 

お前 免 

玉う さぎ はねて なぐさめ 十五夜 はおの が 

月 前駒迎 

逢坂 や 月に 名高き 關 角力け ふの 勝負 は 引 

九月 九 n  j 

此の 酒 をのむ はそく さいえん めいが その 


八  一 二 

ゆるしの 色と 二 そ 見れ か 、り 衣 橘 洲 

づく へ はじき やり けん 

からすみの ほる かゆ  ふし 松 嫁 々 

は 衣 だに もき す  0  女 

毛 ほど も； z; にきすな し 常 麼 阿 

きわけ の 駒  W ぁ き よ し 

ふる 事と き く  S 杯  八 張 梁 


我が やどの きくの 酒手の け ふごと にいく 代つ も 

たが かた へ もら はる 、 やら 鍬の 上に ひと もとお 

前栽の 菊 見ん とて 人の 來リ ければ 

たち i 

を かしけ にくる へ る 菊の花 見ん と 立 寄 

？ a- 鴨 菊  マ 

さかりな るう はさ をき くや 駔父 婆々 も 杖に すが 

水鳥の すが もに 植ゑ しひと かま へ 菊の さしこと 

巢 鴨の さとに 菊 を もとめ 侍りて 

かむ ろぎ く 

すがが きのす が もに そ だ つ 禿 菊け ふつ 


りて 借 錢の淵 

ける 霜の 白菊 


る 人の はら やか ゝ へん 


もの 花の 見物 

見 ゆるませ 現 


飾 師愛菊 

かざりし の 世話 やきつけの 菊の花 今朝 

菊花 泛洒 

一 りんに 千と せをちぎ る 花ぶ さはよ は 

眞閒の 紅葉 を たづね て 
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き 出しの 

はめつき 

ひ の ぶ る 


けいせい が 窪 

と 色 ま さ り け る 

ときく の 杯 


山 


多 


道 黑 塗 師 

手. s 人 

上 不埒 

嗜 こ しき ぶ 

田 人 成 


馬 晨 ® 輔 


白 E 野 あぜ 道 


杏滿門 
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暮れなん と氣を 紅葉ば の 友 も あらば 獨り殘 らん あ、 ま、 のか は 檢 皮 釘 武 

十 三 夜 月 

きく 月の 月見 はもち の 月なら す籬に 花の さけ や 杯  あ け ら澳ゎ 

ど こぞへ かちとお いてきて 影 さへ もたらぬ ははな の 下の 長月 檢 皮 釘 武 

吉原十 三 夜 

くる 客 は 月の 舟 やど 引きつれて 足 も 空 ゆく 十三 や ほり  ゆ 一 伴 白 主 

駒 迎 

望月の こま は 月 毛 も ひくべ きを 關の淸 水に かけ 見 ゆるな り しらぬひ のつ くぐ ま 

檮 衣 

洗濯の ひるなら で 夜 もい とまな み 居ね ぶりながら 衣う つ、 か  澤 邀 横 行 

妾宅 檮衣 

君なら で たれ かきぬた の 衣う っ槌 にて かけの 宿の 寂し さ  * 松 ^ 

粦 家 お 

となりなる 砧も ちかき 壁 ひとへ かたつち 落ちて うちやぶれたり 紀 定 ま 


あ ^ 

身より 出す さび 鮎ながら 川下に 落ちて か、 る は あな あはれ やな 横 道 黑 塗 

新騫麥 

f そばの i ォ分 はよ しと ひきぬいて かたきう つ こ を譽れ と- ぞ きく 大 飯 盒 

秋 鰹  _ 

折 もよ き 秋の たゝ きの 烏 脩 子 魚 かま 倉 風に こしら へて みん  雀 洒 

乞食 見 紅葉 

乞食 小屋 かどに 立 田の 紅葉 見て きの ふ も 今日 も あきたらぬ はら 何 多 良 方 

紅葉 盗人と いふ 事 を 

しかられて 跡 しらなみの たったが は顏も 紅葉に かざす 折 枝  馬 屋 廢 

H 陰 紅葉 

らち  も &ぢ  - 
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みの の國に まか リし時 笠 松と いふ 所に たびねして 

故鄉を はるぐ こゝ にきて みれば かくれみの ぢゃ笠 松の やど 栗 成 笑 

寄 辦覉旅 

むしゃめ ばついて その ま、 やれぶ とん 柏に ねたる あんなかの 宿 檢 皮 釘 武 


新 根に て 


やし i 


世 入道へ まう し 


人に なった かしらぬ 雪に のり はこね 八 里 を 歌で こすと. は 

大名旅行 

關の戶 も 明くる 橫雪 たな 引きて 一時 早の 馬 や こすらん  見 f 内 住 


德 和歌 後 萬 載集卷 第五 


八  一二 


德 和歌 後 萬 載 集 卷第六  八 三 二 

德 和歌 後 萬 載 集 卷第六 

哀 傷 歌 

ある 人 をいた みて 

花の 根に ちりし すがたの をし ければ 衣 かへ うき 御經 かたびら -柷 せ」 黑 塗 師 

竹 杖す がるが 父の 思 ひに て 侍りけ ると きよみて つか はしける 

申す ベ き 言 の はもな しあし すだれ あのよ このよの ふじの 別れに あ け り ^ 江 

父の 身 まか リ にけ る 時 

くり かへ しくつ、 な ゆくな り淚 のた まの 数珠の 親 粒  竹 杖 m 輕 

は 乂 の 七め ぐリの 忌日に なむ あみだぶ つ の もじ を かしらに おきてよ める 歌の 中に あ 文字 

あとまで も 袖の 淚の かわかぬ は ぬらせし 膝の むくいな るらん 0  0  m 一  人 

物 ご とうとき が 好みてから やまとの 文 どもよ みける がみ な 月ば かリに まか リ ければ 

あつめつ る 窗の螢 の 影き えて 淚ゃ 文の しみと なる らん  知" M 內 子 


普 栗； 方 歌 角力の 勸 進して 西に はし リめ r リし がその ことな かばに して 身 まか リ ければ 

歌す まふ 夢のう ち は を あぐる 閒に 西の かた やへ 人り にけ るかな 四 方 赤 哀 

死ぬ るまで 狂歌 をし での 旅 角力 あとに 言 葉の 花 はふり けり  問 屋 1^ 船 

わかき やもめの ほ と けに 茶 を 供す る を 見 侍リ て 

後家た つる 花香もう すき 茶せん 髪 あはれ はよ そに くみて こそしれ 柳 S 成 上 毛 

寄 松 無常 

年 ふへ き 松 も ひつぎ にっか はる ゝ身は 四 分 板の はて ぞ はかなき せ」 具 屋 長 持 

寄 十露盤 無常 

とりべ 野の 煙と たてし 算 ffl は淚の 玉の おきや ま どへ る  坂 上 竹 藪 

寄 酒 無常 

のま ほしと 思へ ど 酒 もな き 跡 はしる しの 杉の 導ば かりなり  續 松 ひ で 近 

寄 酷 無常 

きの ふ： nt^ し 人 は ひと 夜に あま 酒の 餘り はかなと す、 り あゆつ、 濱 邊 黑 人 

寄 鰻 無 常 

德 和歌 後 萬 載 集 卷第六  .  八 三 三 


徳 和歌 後 萬 載 集 卷笫六 


三 四 


立ちの ほる つ ひの 煙の 香に ふ 此の 身 は 死 出の 旅うな ぎ かも 七 轉  >  風ハ 

寄：^ 無常 

すかしべ の 消 え や す き ， 」 そ 哀 れ なれ み は な き 物と ひなが ら も *  ^  ^ 

柳 父 素 翁の はかに まう で 侍リて 

孫 を 飼 ふよりの 譬 へ もはづ かしく みは かにし ける ゑ のこ 草 かな 平 秩 J  f 

雲 樂頷 いもうと 身 まかりけ ると IS きて 

はかなし や あのよ 十 萬お く 様にならん とてし もお こし 人れ と は W 方 赤 K 

,K へ， よへ るね ぶれば さむる 世の中に ちと 珍ら しく 死ぬ もお ^ み A  0  I 雲 


德 和歌 後 萬 載 集 卷第七 


賀 歌 


寄 都^^ 

君が代 は郤 のまち をと か へ りの 松原 ど ほりつ > く 千 本 

寄 橋 祝 

うけわた すなり も いく代 をへ の 字に て やはり 昔の ま、 の繼橋 

子 子孫 彦 の もとにて 新宅 によす る 祝と いふ こと を 

水繩も ひすまぬ 小石 か はらぶ き いはほと なりて 動きな き 宿 

よろ づょ  つる 

萬 代と ことぶく 龜の をが は 町 鶴の はしら をた てし 新宅 

かんな 屑つ きぬ 言 葉 も あたらしく たてし 柱の か ぞいろ は づけ 

ぐ  し.？ し ま 

木の たくみ. 墨 さしに 筆た て 具より 今日は 疊を敷 島の 道 

內匠 はしらが もとにて 柱に よす る 祝と い ふ 事 を 

德 和歌 後 萬 載 集 卷第七 


木 有 政 


堂 伴 白 主 


r」 

に 

三 五 


？ノ ん 江 

定  麿 

方 赤 S 

子孫 彥 


の 

p ま 

いにしへ 

古 

し ら 


德 和歌 後 萬 載 集卷第 七  八 三 六 

たくみたてし柱のかすくはょむともっきぬ三河萬^11|  m 方 赤 M 


寄 窃 0 

か はらぬ 

寄硯祝 

ら ざし 御 

寄 刀 祝 

のみ だれ 

寄 琴 祝 

ぶ ればふ 


御代 はめで たやと むき 出して こそい ふべ かり けれ 望 W  &  ffi 

代 はか はらの 観 石され ば 千と せ をへ るぞ めでたき 夕 i« 離 

やき 刃 もしら 雜に うち を さまれ る 御代 ぞ やす 國  節 松 嫁 々 


きじ ざいと、 ぞうた ふなる めでたき ことの 組の 数々 名 M.  0 盛 方 

寄 三 線 祝 

四海 波 しづが ふせ 屋も 三味線の 調子く る はぬ 御代に ぞ ありけ る 門 限 面 倒 

寄 袋 祝 

せん „> う 

しめく  A りょく を さまれ る 大君の 御代 は 千秋ばん 袋 かな  洒 上 不 埒 

寄 手 趣 祝 


君が代の 數 とりん \ にた はれ 子 も 袖 かなぐり て 手 まりつ くな り 

寄 松 魚 祝 

ナのは を かいしき にせし 松の 魚 ひとふし ごとに 千代 や こむらん 

ひーと§ をうた ふかつ をのい は ひ 歌 はやして てう さよい さらに 盛れ 

寄謠祝 

ず 1 ふ， つれて この 星に みちゆき はさし もめで たき 次第な りけ り 

寄生 醉祝 

V ぎ  おい  ゑ 

足 もとはよ ろ /\ づ よも 限りなく の ほりて ゆく ゃ老 のさ 力 酔 ひ 

變 置 祝 

よろ-つよ 

二と しょりつ むりに けし を 置き そめて 千代 萬 代の 數 とりに せん 

持 著 祝 

J  r  ：  はか まぎ 

かたな を も 流石に 武士の たね ぞ とて かみしもつ きをい はふ 袴 著 

元服 祝 

元服 をす るが の 富 十： の 根ぞろ へ に 雪の しらがの 末い はふな り 


垢 じみ 衣紋 

名 萬 壽盛方 

野 見 新 ごん 墨 かね g 

紀 (t 磨 

腹 唐 秋 人 

四方 赤 S 

千 里 亭 白 駒 

無 錢 法師 


德和 後 萬 載 集卷第 て 


八 三 七 


德和欲 後 萬 載 集 卷第七  八三ハ 

婆 阿五 十の 賀に 酒に よす る 祝と いふ こと を 

ぐ S.  あ は もら  I  -,、 

又もみ ん榮 花の 夢の 五十 年 粟 餅く はす 酒 をのみ く  ^力. 15  ,4 

家居 を 二 11 たて つ けたる 人を賀 して 

Si 砂の うら を 一 見せば やとて 二 けんまし たる 家の はり まぢ  節 K 巾 X 

吉 奈の溫 泉に て 岩 淵 三度 屋と い へ る 家の おきなに あ-つて 

ぁゃかれゃ$^が舰が九千^1^手折りし桃の數も三度星  へ つ - 作 

あ す  こ はめし 

； ffl-c5 祭 J "'しとて よべ より 河岸 高镜が もと に：. S のみ しに あるじ 明：：！ のまら うどの まう け に 強 を あ つ、 り へ おき 

しがい か した リ けん二 所よりも て來リ ければ 

こ は めし 

せいろう を かさねぐ のめで たさ はいくら ありても あかの 強饭 K 方 ^  S 

度 里^ 成 每の上 にて はやて にあ ひ 舟す で にくつ が ヘリ なんとし ければ 夢のう き t 今. ぞ い の ち は =! の，. 帆 

こぞ 西 へ の リの道 かなと よみ 侍リ しが ふしぎに 風な ほリて 恙なく か へ リけ る よろこびに 

霧， にか かる 辭 世の 歌まで もよ みがへ りたる 君と いは はん  お 0 

牛 込所繁 昌 と い ふ こ と を  . 

牛 込 をう しと.；^ いひ そ ほに ほさく 早稻 田お くての 道し ある 世に 通 r=i 吓 M. 


龜并戸 柳 島に 山里 もとめし 人 を ことぶきて 

龜 井戸に 鶴の まふべき 山 ざと は 所がら なる 柳し ま臺  一 富 士  二 魔 

や ごとな き！ tf; の ひとの 家よ リ やしな ひ 君よ びむ かへ 給へ りけ る 時 松の 島 裏の 足 折れけ れぱ 人々 いみ 給 ふ をい 

は ひな ほして 

あしと いふ 事 はの こらす とりすてて よき 事ば かりの こる 若松  風 來 山 人 

池 田 氏に てむ すめの 子う まれ 給 ふを贺 して 

三番 叟 なにより 以て やすくと よろこび あ りやこと にぢ やう さま 佐 倉 は ね 炭 

劎術 によす る 祝 

あせ 

汗水 をな がして なら ふ劎 術の やくに もた たぬ 御代、 ぞ めでたき も と の 木 網 


德和欲 後 萬 載 集 卷第七  八 三 九 


德 和歌 後 萬 載蘖卷 第 八  八 ™-〇 

德 和歌 後 萬 載 集 卷第八 

戀歌上 

初 戀 

そ  &ち レは 

こ はぐ も 人の みる 目 をぬ き 足に ふみ 初めてけ り 戀の道 芝  m 杏 滞 

寄 山初戀 

くるしと もい はで 心に 納 太刀 これ やわけ 入る 戀の はつ 山  ^ 衣 橘 

忍 戀  ， 

うき 淚 しのぶに 心 ありの 穴つ ゝ みがきれ て 袖 を もる やど  加. S 仲 

顯戀 

わくら ばに 身 は 5, は あへ ど戀衣 二度と きもせ であら はれに けり 加 ォ ー兀 

隔壁 聞戀 

H のめ も 忍びて 君が ことの 葉 をへ-たてて 壁の 耳に のみ 問く  ^ 羽 


m       成       塗       洲  門 


祈 戀 

ひきとき のうら なく 思 ふ 

かし は 手の なる かならぬ 

不 逄 戀 

待ち侘びて はなをあかせ 

待つ よりも 分る ， よりも 

寄 提灯 不逄戀 

君に あ ふ 手 づるも きれ て 

待 戀 

これほどに まつと いひた 

待 不來戀 

ときに して 待つ 夜 は 側に 

寄 蟲待戀 

思 ひつめ て かくば かりな 

德 和歌 後 萬 載 集 卷第八 


心より あはせ てた ベ と 神せ がむな り 

か 一 向に 口 をむ すぶ の神ぞ つれな き 

つれ 

る 寒き 夜は齒 のね も あはぬ 君ぞ 情なき 

悲しき は あはで ぞか へ る 九十く よ /\ 


ちゃう ちん 

-フき 年 を ふる 提灯の はりあ ひもな し 


濱邊黑 人 

四方 赤哀 

佐 倉 はね 炭 

千 枝 有 竹 

網 破損 はリ がね 


やかん ざしの しゃんと 疊 へたった 一 1 一一 曰 棹 鹿卷筆 

おき ご たつ  まろね 

置火燒 ひと もこね この 丸寐 せよ とや 


加 陪 


塗 


る 玉章に 夜 はしら みても 猶 またれ ける 丹  靑  ゅ釧 

八 四 一 


ま J4 

よ ひ 

宵の 


やぶ いり 

藪 人 

めぐ 


穴ぐ 

忍び 

3 つ 

お さ 


德 和歌 後 萬 載 集 卷第八  八 四 二， 

逢 戀 

にあ ふ戀 としり なば 隨の とりも からす も寐 わすれて くれ  千 お 有 た け 

深更 逢戀 

閒は あたりと なり もこ はめし の ふけて と 契る 夜半の f," しさ ち 、 の み滿 e: 


茶 2^ 逢戀 

のた びく 茶屋で 

來てぁ ふ 日の 首尾 

穴蔵 逢戀 

らを緣 の はし ご の 

あ ふ 中 はたが ひに 

遇 不逢戀 

り 香の 殘 りて 年 を 

別 戀 

らばと そむけし 顏 


ふ戀 にの 

よしす 張 

り /\ は 

つち 

め 土の ふ 


よ 


めた 

か ら 

だ ふ 

れた 


る 箱 

さ さ 

れて 

ろ 穴 


ば し ご か な 

ぬ 水茶屋の 中 

水 ももら さす 

ぐらの 隅 


る 小袖 今 

をむ き 玉子 


ま 身 は も あ i 


き ぬ 


できれぬ る 

A\ 絲 のきる に きられす 


手 

峯 


倉  則 

長 馬 つら 

衲 M 持 

松 M 


於 保久旅 < 


四方 赤， 


夜 發別戀 

また こんと いひし な はての 別 

後 影 戀 

けさ はな ほ 君が とめき のうつ 

片 思 

ちぎられぬ 物と はい まぞ しる 

九十 九. 通 ひし れん ほれ ヽ つ 

恨 戀 


，霜 君が 顔に もま だら 置きけ り  吳 竹 よ ぼ け 

の わが 思 ひかな  手柄！： も ち 


り 香 


ひゃく さぅ 

百雙 ほど 


,- 餅 

J そ 


本 箸の か 

つきと し 


甲む ひ に 

るかた 


て 

思 ひなれ 


土 方 證 


ありあり と 思 ひ 


て はまりし は 葛の はかまの うらみな りけ り  手 柄 岡 も ち 


旅 戀 

不自由な 旅に しあれば 椎 

三味線 も ひかす 調子 も あ 

被妨： 仲， 人戀 ， 

の 水 を 

德 和歌 後 萬 載 集 卷第八 


に め 

ど も 


しもり あゆ 

ひとよ 旅寐 


たのし 

岡 崎の 


みぞす る 白 

君  鄙 


節 卯 雲 

野 中 道 


あ ひしゃ-つ  /  ,  I  1. 

相性 も よし K の：：^ 


さすい もせの 山の なかう どぞうき  ra: 力 赤 K 

八 四 三 


德 和歌 後 萬 載 集 卷第八 

あ ひ 思 ふ 中 をへ だつ る 仲 

む そび 置く その 仲人の さ 

稚子戀 

いとけ なき 心に 思 ふま ， 

稚 子の 思 ひつめ たる ひと 

a "乙女 戀 

早 こ 女の 思 ひかけ 樋の 水 

早乙女の 笠の 下 ひも- フち 

折々 にうた も とぎれて 早 

しづの女が 思 ひ 山 田に ぬ 

圍者戀 

いかにせ ん象戲 のこ まと 捨てられて 圍 はる 

V ぐレ  り きう がた  せん ゆ" 

戀 人の つゆの 小 櫛 も 利 休 形 さすが 千家 S か 

世. の 中 を わたりに 舟の かこ はれ はなみく 


人 は なかだちと 

また ゆ をき くに 

ごとの 末 は 人目 

つ 身に などつ け 

もれて 今 は 歌に 

とけて あ ひみ ん 

こ 女の さ 、 やき 

れ そめて 德に あ 


そ い ふ 

のな き 

かくれ 

を と か 

うた は 

をた の 

ふは戀 

まる ゝ 


ベ かり けれ 

ねいり 壻 

ん坊 かな 

ぬ 1^ かな 

る ， 戀 

みかけ 水 

の 植 ゑ つ け 

戀 の 若 苗 


V  a*  ul 

ノ  CI ド 


子 


r」 

き 

IT 

秋 


、身の 末 もつ まらす 力 

レの V き 

こ ひ 物 好  ^ 

な ら ぬ 戀 s 深 き 瀨 斑 


衣 

子 


羽 

お 


孫 彥 


ポ： 季 s!^ 

Mf 女！： ^3 

、り 衣き っ洲 

few  し 

萊 山人 梳 


武 士 戀 

もの * ふ  ** 

武士 も 人 を こ ひ 口つ かの 閒 

もの.' ふの やた け 心の ひか 

後家 戀 

こと 人 を 思 ひに つくる つみ 

奴 僕 戀 

いっとな くよ い 中ぬ きも あ 

卜者 戀 

きつ 人に あはぬ よ つらき う 

萬 歳 戀 

とく わかき ごまん ざいしょの 妻し あれば 遙々 きぬる 三河戀 しき 犬 竹 世 暮 氣 

川越戀 

か ♦* 一 ごし 

約束 をた がへ す 九十 五 もんまで かよ ひつめ たる：^ 越の 戀  バ n 町 住 

座頭 戀 
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なり さう で 我がつ まならぬ いな 妻の 光 か- V やくよ その かみなり 大石 小石 躬陰 

寄 籾 午 戀 
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寄 寶 戀 

箱 入の 娘のと しはいく つ ぞと鄰 の 寳かぞ へて や 見ん  四 方 赤 良 
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かなめ 
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寄 圑扇戀 
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寄 下駄 戀 
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寄 商人 戀 

思 ひねに あはぬ うらみ を窗 出しの ふみつけられて 猶 もこ ふ ら し 
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寄 手習戀 
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色香に は あら はれね ども 生 鯛の ちと 御座った と 見 ゆる 目のう ち 門 限 面 倒 

寄 子 戀 

德和缺 後 萬 載 集 卷第九  八 五 九 


德 和歌 後 萬 載 集 卷第九  八 六 〇 

埦箱 にね すみの 入りし 心地して くるしき 戀 はねつ かれ もせす  和 缺 も 少 々 安 

寄 a 戀  . 

わが 戀 はかの 老人の 牛なら で りんきの 角 を ひけら かさる、  藤 葉 ^ 丸 

寄寅戀 

つれな さよ 風の 便りに いひ よれ ど 張子の とらの かぶりの みして 投 雨 . 露 住 

寄卯懸 

ぶみ  いのち； 6 

つら さう さう さぎの 耳の なが. 1；5< を かきちらして やきり/' 命 宅  三 方 長 斗 

寄辰戀 

こ ひ ぢ 

今 はは やうき 名 もた つの 天上に の ほり つめたる わが 戀路 かな 藤 葉 奈 丸 

寄巳戀 

くちな はの 二 筋と なき 心 にても つれ あ ひたる 戀と こそ なれ  お 折 風 

寄午戀 

夢に さへ 君が 心 はは なれ 馬う し を 見し 夜、 ぞ 今は戀 しき  三 方 長 の し 

寄未戀 


たま づさ 

ひつじに は あらね ど 君-か 玉章の くひ さき 紙 はく ひたく も 有り 藤 葉 奈 丸 

寄 申 戀  , 

まざく と譃 ばっかり をい ひな さるし り もむ すばぬ 君が 言 の 葉 ひまの ないし 

寄酉戀 

かけがね 

待ち侘びて さっそく は づ す饌 はとり の そらね も いらぬ 閨の戶 和歌 も少々 讀安 

寄戌戀 

棒なら で 今宵 は 君に あ ふ 夜な りね せ はしゃせ ぬ さあお きな 丸 

寄 亥 戀 

ゐ のし、 の ふり 向きが たき 戀路 かなたと ひ 命 を 牙に かけても  圜 胡 蝶 

寄 猫 戀 

垣 ほより すがた を ちらと みけ 猫の またたび くに 思 ひみた る、 す は 子 


德和敞 後 萬 載 集 卷第九  八 六 一 


德 和歌 後 萬 載 集 卷第十  八-; ハニ 

德 和歌 後 萬 載 集 卷第十 

いとよう 空 はれわたれる 夕 {£ 士 のね を： やりて re お 倒懸 來海； 太」 と い へ るから うた を E 心 ひ 出で て 

白扇 を さかさに かけし 山 はいまつ まこが したる 煙たつな り  朱 樂 漢 江 

H ぐらし の. 率： 本 行 寺 に 物 塚 とて こだか き 所 あ り筑波 山人 のかき たるい しぶみ 立て リこ の夺の 庭よ リ筑波 山 

もよ く はれわた リて 見えければ  ， 

もの ふ づか  さん にん 

物 n ^塚む かし たづね て ふみ 見れば 右と 左に つくば 山人  婆  阿 

隅 田 川 

一 ぱいに 硯の海 を ひき 出して すりな がした るすみ 田 川 かな  紀 お 麼 

きさらぎの 十：：：：： あま リニ 曰 i: 方 赤 lA あけら 漢 江に いざな はれて すみ だ 川に 舟： 氾遙 しける に 折し も おぼろ に 

ゆ のけし きもた > ならねば 入 々歌よ み 興じけ るつ いでに 

船頭 はなく とも 舟 は 波の 上 を どうか かう かとい さり 火の 影  銀 水" 0 門 


玉 琴 

名 に 

ひの 

ひと 

一 し 

氷り 

み な 

か つ 


樓臨 三紘 江と いふ こと を 

S  & せん  たか どの  C  -. 

に を さめし 國の ためし を も ひく 三味線の ほりの 高殿  平和 來作 

下總 のく に 小金 原 を 過ぐ る と て 

しお はばかして くれ かし 小金 原 末にな すの の果 て は 見えね ど 今 村寄樂 永 畑 

八 代に いたる とて 火 川と いふ 所に て ひうち 石 ひろうて 

ひと .，5(\ 

もとの 肥 後の 火 川の ひうち 石 ひ. に ひと ふた ひろ，. -人々  お 0 益 一 0  ^ 

. 谷 

きりた ゆみて またも あつ もりの 末 は 露け き 月の くまが へ  m 長 馬 貫. 

狐 渡識訪 湖と いふ 事 を 

て は ゆきつき つねのお のづ からす はう ち 連れて 渡る 湖水 ぞ 內 匠 は し ら 

人 は 神の をし へ をす はこ そと 氷 はるかに わたる 水う み  常 0 阿 馬 

名所 博卖 

.  ほそ え 

事 は Is つ あ ふみの まけば くちもと でもい なさ 細 江なる べし 知" き ft 子 

名所 生醉 

德 和歌 後 萬 載 集 卷第十  八 六 三 


德 和歌 後 萬 載 集 卷第十 


\  ,<ゝ 1 

「ノ  ？ 一 


-a ひ 


堂 伴. a 主 


夕霧 趨 


ヒ常持 


へつ i  m 作 


白波の たつ もよ ろく 生 醉の顔 は あかしの うら 千鳥足 

庭 苔 

人と はぬ 庭 も わが 身 も あか づきて 苔む しけりな ものぐさの 庵 

笞 埋古棱 

二ろ も 

年 ふれば 石の はだ へ もさぶ きに や 苔の 衣 をく るみて ぞ 居る 

辻 番栽松 

辻番が 下座の かた 手の 作り 松 日に 十 か へり も は ひつ ははせ つ 

題 しらず 

は け 

な ゆて しるこの か はらけ の 音な きに 麥の 畑の 地に みつると は 傘 勝 守 尾 張 

山 家 

鐵砲 のか くれす みなる 山里に たまく 人 もね らひ來 るな り  石 部 金 古 

放屁 百 首 歌の 中に 

山 ざと にしり ごみし っゝ 人り しょりう き 世の 事 は 屁と も 思 はす 四 方  K 

山家 獸 


音づる ゝ 物は现 のはらつ 5r みちつ とも 人のと はぬ 山里 

閑居 燈 

レ，， ' ，  >  ,  . び  S ちち や うじ 

世 をす つ る、 丄も ほそき ともし 火に 物お も はす る士 n  丁子 かな 

し の ばず の 池の ほと リ なる 山 田景富 の やどり をと ひ侍リ しに 風景 いはん かたな けれ f 

現 ご しにむ かう が 岡の 景色 を も わが 物が ほと しのばす の 池 

述 懐 

金な きと 隙の なきと にか へ てまし 病 ある 身と 苦勞 ある 身 を 

と し に 目 も 弱り ゆき はも かくる ふる 雜 の ひきてな き 身 は 

われが 身 も 三十に してた つか 弓 やた け 心に まと ふた、；, 中 

塞 翁が うまい 事なら いっとても あとから うしが 來 ると 思へ や 

世の中の 人に は 時の 狂歌 師 とよば る 、 名 こそみ」 かしかり けれ 

老 述懐 

おい  お, 

老 のみと なるこの 瓜の 今 はは や 婆で なければ 齒に あはぬな り 

錡撞 述懐 

德和歜 後 萬 載 集 卷第十  A^.^ 


0 


志 


つも 早 秋 


方 赤 


手 柄 


水 立 

=; 齋聽山 

方 赤 


： 塗 

登 0 


其 


庵 素 is- 


德 和歌 後 萬 載 集 卷第十 


八. 


ひ r つづ、 つく まに つく やた めいきの 身 は 捨て 鐘と かねて 思へ ど 

搶持 述懐 

この i にいつ まで 年 を ふる 槍と ゎづ かとり 毛の 身 を かこつな り 

寄 菊述懷 

t 仃く g と あす しら 菊の 露の 身のう き は 涙に ひたし 物な り 

寄 屏風 述懐 

世 こたつ は 苦し かりけ り 腰 屏風 まがりな りに は 折り か めど も 

寄 浴衣 述懷 

g§となるみざらしの^sゅかたまたしほられてくちゃはてなん 

， の は じめ. 可が しの もと を あるじと し 侍リて 

こ、 こ 一 衣 かしこに 一 夜笹 鳴の 身 はう ぐ ひすと 飛びめ りくなる 

題 しらず 

ふ き _s な ら ぬ ぉ4  の 身 の 上 に 男 み や う が の ぁ ら せ 給 へ や 

四十に ちかき とし 前齒の 一 つ 落ち はべ" ければ 


山 高 ひ こ 

か、 り 衣橘洲 

糟句愤 余丹坊 

さくら はお" 为 

1  っリ. &ぉ C 


靑 かりし あたま もい つか 村 紅葉 ひとはち り 行く 身の 秋 ぞうき  馬 屋 ま や 輔 

世の いとなみ しげきに ょリ てこの め る あ そ び も 遠ざか リけ るに 

拉； な らぬ 用事の たんと よせ くれば 鈞に ゆく まも あらいそが しゃ 加 保 茶 元 成 

昔よ リ わがす むと ころ は 水難の 沙汰な かリ しに 天明 三年 文月の 頃 大水 出で て 家居 もな がれ 侍リ ければ 

はなしに もき かぬ 寐み  >  に 水入りて 戶 口に 舟の か ゝ るた めし は 啸 月 B 山 

不破 の 月見ん と 約束 せし もこと しの 水難に て 無下にな リ ける がその 日に なリて 友の さそ ひ來 にければ 

す& なん 

水難に しづむ 心 もつ い 月に うかれて ふ はと 出かけ こそ すれ 

武士 貧乏 

貧 すれば 質に おくのて 太刀 かたな さすが は 武士のう けつ 流しつ 

炭圑 うる もの まづ しき を 見て 

しゃくせん  た どん や 

借錢 のまろ めかね て ゃ炭團 星が 身 を 消 炭の 粉に はたらく らん 

老女 懷舊 

いつの ま に みどりの 髪 も 雪つ みて 柳 ごし さ へ かく か ノ みぬる 

忍 ひ 出づる 嫁入の 時の 丸 綿 も 今 はしらが の 雪と ふる 婆 

德 和歌 後 萬 載 集 卷第十 


山手 白人 


大原久 ちい 


宿屋め し 盛 

紀定麿 

八 六 七 


德 和歌 後 萬 載 集 卷第十  八 _ 

遣 手 婆懐舊 

お ^のか はりて 年 もつ もる 身 は 名のみ やりての はな をと る 婆 

駒下駄に いさみし われ も 今 はは や 遣 手の 婆の らちく ち もな し 

まらう どの まう けに さ か な 調 じけ る と き 

水す まば まづ赤 え ひ を あら ふべ し にごらば 銷の足 を あら はん 

杯の ャ S 籍を見 侍リて 

さか づきの うら は 薛驗の 烏 なれば おさ へ る 人 もさす 人 も あり 

菊 印の 酒 を 人の もとにお くると て 

？ かじらし 

あくるた び どくく  { と 音 あれ ど藥 ときく の 酒 印 力な 

や ごとな き 方より：：：：； を ゑが きし 船の かたちし たる 杯 をた まはリ ければ 

せ は.^ しん もろはく を 引きう けて 飮 まば や 水に うか ふさ 力つ き 

題 し ら ず 

一年 は 10 に ひたりて 過して きこの 世 はさめて 夢に ぞ ありけ る 

雀洒盛 


、 

紀 


町 住 


定 


大飯众 人 i 


人 1 話 成 一 


萬 wi 大夫 


吉子 よし 


a 前 雲 助 縣 升お 一 


紀定麿 j 


もとよりも 雀 はさ/' がすき なれば ゑ さしの 竿に さいつ さされつ 置 石 村 路 

久しく あは ざリ ける 山 田 氏に いなだと いへ る 翁に て 酒す  >- むる とて 

今もって 酒 はやま だの をろ ちなら 出す 肴 も いなだ 姬ぞゃ  武 士 八 十 氏 

ぐそく びら きの 日紀定 磨來リ ければ 

五十 歩 も 百 歩 も 同じ 足 もとの よろ りよろ ひと 醉ひ 給へ かし  洒 上 不 埒 

返 し 

むだ 口 は 何の やくに もた ゝ かひ を もってた たれぬ 程に 醉 ひけり 

人 の もと へ 洒 さかな をお くると て 

初秋の 風 もふくら におね 酒の 口に あはび のか ひ あらま ほし 

豫守 何が しの もとにて はたしろ と い へ る 魚 を味嗜 吸物に して 出しければ 

これ も 叉い よの 湯 桁の 馳走と てと を はたしろ のみ そに なりけ り 山 手 白 人 

生 醉 音 樂 

なま >a ひ 

u ちりき の 舌 もま はらす 大酒に うどの の あし もたらぬ 生醉  もと の 木 あみ 

何が しのとの ゐ所 にか つ をの さしみ を 送る とて 

德 和歌 後 萬 載 集 卷第十  八 六 九 


可 


笑 


德 和歌 後 萬 載 集 卷第十  バ七 ◦ 

ごばん g ヘラって か はった を こふで 鏗 のさし み とも 0- よ 平生 三 里季保 

醬律  •  . 

山に もる 狐 のみこ そかな しけれ 秋 はて ぬればく ふ 人 もな し 

鮎の 酢 をた うべ て 

千金に かへ じと 思 ふ あゆの 維 これ も か はせ にの ほり 下れば 

奈 茛 清 

ぎ 良 i はなら に 限らす いづく でも かすが あるから 奈良^と レ J 

米の あたへ た ふとき 比 

.2 よりよ 圍 子ち ひさく  Is^ えに けり 小米 さくら も.^ -た へ 千金 

せったい 

なリは ひあしき とし 粥の 攝待 する を 侍リて 

貧民のう ゑた る 腹へ ほどこしの かゆ い 所へ 手のと ，v  く 慈悲 

棚 上 牡丹餅 

i が 餅 をた なに あゆはの 蝶 もこん かけし きなこ は 菜の 花の 色 

むさし の國ー の宮の 池よ 9 ぬな は をと りて 送られけ る 人に 


架 成 笑 

翁 父 坂 押 お 

船 枘仙ロ 

a から 洒 

m 庵 退 二  I 

雀 1^ 盛 


か す く齋余 丹坊ー 


竹 杖 爲 輕 


丹 


靑 


吉野葛 子 


たへ つけぬ 生 じゅんさい をみ たら しゃこれ ぞ武藏 の 一め お土産 

詩人 嗜斷 

酒 一 斗の みに し 人 も 物 か はと かみこな したる 饼は 太： g 

鄰 より 黎闺子 を もら ひて 

くだ  につ » ん いち 

下さる は 日本一 の 黍圍子 ひとつつ いたる おともい たした 

ち la のない し 

智慧 內 子の もと へ 大和 姊にそ へて よみてつ か はしける 

よみなら ふ 歌の 種に と へ たながら 心ば かり を かきおくる なり 

返 し 

, '- レょ  こと  ゆ 4 

た ま はる は 御所に も 似たり 言 の 葉の 花 もみ も ある 枝が きの もと 

礎 称 をと リて あまぼし にしけ るが 天氣 あしくて 不出来なる を 人に す& むる とて 

あま ほしに すれば 天氣も かきくもる 澱ん ながら あかり 給へ や 

隅 田 川の ほとり 牛 鳥と いふ 所に 中田屋 といへ る 酒家 ありみな 人 これ を 窗&, 太郞と 呼ぶ 生 洲の鲤 に 名ぁリ 

はう ちゃう  ノ， - 

庖丁 力と く 牛 島の あら ひ 鯉 かいしく  PS の はさへ こ ほれす  平 秩 束 作 

= ^屈に そ、 けたる 人ば かり あらうて ft ふ は 鰓の ひや もの  歌舞 伎工 中： S; 助 

德 和歌 後 萬 載 集 卷第十  八 七 一 


智 


な 


し 


古屋雨 


德 和歌 後 萬 載 集 卷第十  j - こ 

ふたつ もじ 牛の のむ かう 太 郞が鯉 は 池の 中田屋  i: 方 赤 

淺 草の 洒 家う かむ 濑 といへ るた かどのに て 5 大きなる 杯に て 洒す 、めければ 

畴 とわら はば わらへ 味 酒の み を すててこ そうかむ 瀨の貝 

うか たか ど SLi て s，t ける に 人 fi にお "たち 53 し にまリ5 それて 川の 中 lif ければ 

せんどつ  / 1 J  }, 

うかむ 瀨に しづめ る ま り もす みだ 川 あり やなし やと 船頭に 問" 多 /  * 

友 だち の ひとり ふたり 目 黑に詣 でけ るに モの とも ひと リは 上^ ひと リは 下戶 になん ぁリ ける 折から 雨 ふリけ 

れば 

£g のさめ る も あれば 醉ふも ありこれ や 目黑の ふどうな るらん 泥^す.' る 

鳶 の油揚 豆腐 を さ、 りひ 行く をみ 侍リて 

意 とんで 天に いたりし il はとき にと つての 僭の めいわく  一^ 家 來 《ほ お 

ほし 菜 を 見 侍りて 

、—たづら にわが 身 は ひ 干ぎ の 年 をへ てむかし の 若菜 今 はこ ひしき や 一. 俊 成 


德 和歌 後 萬 載 集 卷第十 1  - 

丄：^ 1! 可 中 

九十 六に なりけ る 人に よみてつ か はしける 

お あし さへ 達^で しかも 錢 百のと しに すこしも 不足 ござらぬ  吾 足 资 灌 圜 

浮腫 を や める 時 消息し てと はれし 人に こ たへ 侍る 

わがや まひと ひ 給 はれば すらく と 水 もな がる yv 心地 こそ すれ 手 柄 岡 持 

+  n: を やめる 入 をみ 侍リて 

うば 玉の やみ 目 は 空に 知られね どかたく は ほし かたく は 雪 便 々 館 湖 鲤 鮒 

女子の 疱瘡 を 見 侍りて 

はらく と 四^の 樣な 疱瘡 はかせ かける ほど さても よくなる  節 藁 巾 M 

孫の 疱療を 見 侍りて 

疱瘡 をす るが の ふじの 山た かくけ ふみ づ うみの はじめな りけ り 車 屋 義 人 

德和歜 後离載 集卷第 十一  八 七三 
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連歌 を このめる 人 痢 病 を やみけ るに 

り び や-つ  —-  •  -  ii 

師 のさり きら ひなく くひし 物 うちこし てより 痢 病と やな-り 乾 

人の はや り 風 ひける と 聞きて 

-化 S の^^ 追 ひ はら ふしゃう きさんた V ー臉で ゆん 宗の夢  問 IS 船 

風 を 引きて 咳の いでければ 

水!^ のちる ともよし やよ しの 川し がらみ かけて せきと. めなん 堂 伴 白 主 

やま ひの の ちしば、 りく 洒を やめ 侍リ ければ 

となる 我が身 一 つも 1 くな り 二つ 三つよ ついつ かの みた や 举 松風 

盲人 針 治 

世の & 'み を さぐりくて 針た ての 心 ほそくもう ちくら すか や  勘 ^ 辣 A 

瘕を やめる 人に 針う ちて やる につ れな くもな ほらねば 

打 % びて 今 はせん かた 筑波 山に ひ はりいし のまね はすれ ども か ら お 橘 洲 

灸を すうる 人を见 侍りて 

すゑようと 斬く 思 ひきり もぐさ これが きかいで 何とし やう もん 澤 I 帆 r ズ 


痛 病 を うれへ 侍リ ける 時 

思 ひき や 我が 借錢の 借なら で わきし やう もんに こはるべ しと は E 方 赤 一お 

夕立 嫁入 

よめ いり  しゃ うはん 

夕立に あ ふ 嫁入の 行列 はつぎく まで も ぬれの 相伴  阿 久 垂 粕 

喜 三 二の なかだち にて 妻 をむ か へければ 

さくしゃ  せ わ  く， -,,  JK ん  t、l 

婚禮も 作者の 世話で 出來 ぬる はこれ 草本の えに しなる らん  洒上 不 玲 I 嶋 

ある 人の 嫁に はじめて あ ひ 侍リて 

花嫁 ごとくみ よし野と 思 ひしに お 目に か、 る は 今日が おはつ， 山 手 も 人 

狐 嫁入 

よめ -ビ  かんろ 

よるのと の 嫁御 はいつ かこんく とまてば 甘露の ひでり 雨 かな 八 十 氏 人 

し うと  と 

かづく 藻の 花よ めの 顔な がめんと 舅 も そばへ よるの 毆 さま  京 閒 内 則 

女 1I& なき 家 はとり しま リ なきな ど 人の いひければ 

すま ひ 

小き れいな 住居 はなら す 女房がなければ むさいく らしな りけ り 吾 足 齋 灌 n 

生きみ たまの いは ひの 日荼 をう つ 人 を 見 侍リて 

德 和歌 後 萬 載 集卷第 十一  へ 七 五 


は ぬ 


，ま 


す-ご ろく 

隻 プ 


水 


よ な 


よ て 


生死 
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る 魚お さへ て 切って 二親 をい はふが かう のい き 身た まか も 仲 .113 子 好 

圜棊 すきけ る 人の もとにて 黑く ぬりて かけご ある 枕 を 出して ねぶ リ をす 、めけ るに 

玉の 夜を黑 石に なすら へて かけごの 枕う ち もこ そ ぬれ  $i 無 坊 ¥ 环 

雙 陸に まけ ぬれば 

をう つの 山べ のうつ、 にも 夢にも ひとつ 勝たぬ なりけ り  加 保 茶 .•  几 成 

みやこに 侍りし 顷烏 石山 人の もとにて 阿野 卿の 御 書 あそばさる 、を 見 泰リて 

きの 御 跡に おそれ 夏ながら ぞっとす る ほどかん じ 入りけ り 世 入道 へ まう し 

夜 業 

ベ かと 問へ ど 答へ も 内儀 かや 口にた まりしう むの 挨梭  勘 定 瑰 人 

川 向 喧嘩 

しなき 水かけ論の 川む かひ わたり もっかで はら をた つ 波  一 升 夢 柳 

圜 凝に よせて 喧嘩の 中な ほ リの心 をよ める 

の 論 はむ やくと 打ち かへ てな ほる 中手の 圍恭 はむ つまし 声： 衣 橘 洲 

邪 許 歌 を 聞きて 


力 を も 人れ すして 待つ 手ぢ かくの つち を 動かす 木遣耿 かな  武 士 八 十 氏 

居ね ぶりす る 人 を 見て 

罟 ねぶりの 船 こぎ 出す うみ づら はいく 朝 はやく 


はなし じ やうず きき じ や- 「ず  ことわざ 

咄 上手 聞 上手と いふ 諺 を 

,  きき ベ た， 

お 上手の はなしす、 め も かひ ぞ なき 身 は 聞 下手 

傾城 無筆 

思 はすよ 世に うかれ 女の 八文字 その 駒下駄 も ふ 

傾城 博 突 

ふせる の はよ きめと 思 ふ つ ほ 皿 を ふりて あは ざ 

ある 人 主人の 命に て 能の 太刀 を つくりて あげし と 聞きて 

御 細工の してが よければ 脇に さす 太刀 も 一 ふり 

無法者ぬ す 人に あ ふとい ふ 事 を 


おきつ しら 波 野 见 秋 足 

のし かも 籠 耳 山 手 白 人 

みかかぬ と は m せ 滿 門 

る はりの 強さよ 竹 杖す がる 

あ る 男 舞  平秩 作 


無法者お のが やじり は きられた りと るに かひな 

太.， 蘭と 河 骨 を 生花に せんとて i! どめに いけかぬ る 人 を => ？侍リ 
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き 運の つき 弓 

て 
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口 ご はき ふとる はつな の轡 どめ かう 骨折って 居る も いけすき  寐 小 辨 垂 高 

米の あたへ 貴き 頃 市 の ほと リを 過ぎ 侍りて 

帆 を あけし 米の あたへ は 高 砂の このうら 店に よくも 住みの 江  一 本 槍 玉 

菊 畑 に ませ 15- したる かたはらに 下部 のし  >- す る を见侍 り て 

がき 

牡丹なら 名に めでし とも 見 ゆるさめ 菊の ま 垣に し、 はいかに ぞ 紫 S 加 现 

文月 六日 人 の もとよ リ竹 をお く、 りんと ありし に 

くれ 竹と きけば こなた は ほし 合 ひの 空 時宜な しに もら ひ 申さん  一 J 枘 岡 持 

ころ 

祌 無月の 比 ある 人の もと へ类濃 紙 を こ ひに つか はすと て 

ふる 筆の 笠 は あれ ども かみな 月 t- 雨 を ふせぐ みのを 賜 はれ 

何が しの 太守 下 著 にもろ 人の 狂歌 を かか しめて 狂歌 衣と 名づ け 給 ひしに その 衣の そび、 り に 花信 齋が 筆して 猿 

を かきたる を 見て 

はいかい  き や うか -.. -ろも 

誹諧の 猿の 小 蓑 もこの 頃 は 狂歌 衣 を ほしけ なりけ り  叫 方 赤 一お 

雨の あした すて子 を 見 侍りて 

子 をす つる やぶし も わかぬ くらき 夜に 淚の雨 やしの をつ き 弓 


雨 夜 物 l^i 

ばけものの 話 はたった 一筋の 燈 心さへ もけ しからぬ 雨  出 誠 訪 耳 彦 

やん ごとな き 方に 久しうて ま 見え 侍りし にわが 老いさら ぼへ る樣を あはれ み 給 ひて まことに K 驟も 老い ぬれ 

ばと 宣 ひし 時 

わ おしに Si 驟の事 は あら ざり き駑 馬に おとる は 若い うちから 

大屋 うら 住の やど リ ちかければ 日 ごとに とひ 侍りて 

g .0  • こる 和歌の うら g ちかければ あし 閒を 見て は 尋ね こそ すれ 

や はらの 師 にわぶ る こと ありて ひたすらい ひもの すれ ど 心と け 侍らねば いかに や はら 

の もとめ に 

こし れ 

もの 、 の 心 や はら もしらぬ 身 は 手 もな く 力 、^む腰折0？^^ 

放蕩なる 男子の もと へ 

お P ぢ 

福お I の寶と 思へ のら むすこい つも 親父に もら" 目の I 

わが 持ちた る 蓑龜を 見る 人 多ければ 

51 が fL た 名 を ふることの しるしに は 多くの 人の 來て はみ の龜 
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白 鯉 館 卯 雲 

.叟 J,  'J 火 ん 

賠カ、 レ禾ノ 

、ベ きわび うた をと 人 

から 衣橘洲 

拙 堂 法師 


風 

八 七 九 


來 山人 
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ひとの すぎ は ひとい へる こと を 

細く とも かりのう き 世 をす ぎ 楊枝お く齒に 物の か、 る 苦 はなし 檢 皮 0 武 

雨の 夜峯 松風の もとにて 

源氏に は あらぬ 雨 夜の 物が たり 六十 帖 もこの 四疊 はん  讀 人 志 禮 多 

ある 入淺草 海^ を ほそくた ちて やき 洒の さかなに とて いだし ければ 

た V のりを 短冊な りに や かれ し はむかし ながらの 山 ざ くら 炭 久 壽 根 0  0 

東牛齋 にて 布 S 絲道 のさみ せんに あはせ て 誌 仲と い へる 翁 源平.， つ はもの 揃 ひ 蓮 生 道 行の 段 を かた リけ るに 

橘大 失の 舞 ひければ 

れんじ やう  .t- ろ 

蓮 生の 道 ゆきが ゝり とりあへ す、 フたふ も 舞 ふ もつ はもの 揃 ひ  四 方 赤 良 

返 し 

れん ぢぅ  れんじ やう  めいわく 

はじめての 連中 さまに 蓮 生の 道行きが 、 りさても 迷惑  橘 大夫元 家 ggg 酷 村 

き さ ら ぎ の 顷 山道 高- 彦 とぶら ひ來 ませし かば 

た A 

され 歌に 聞きった ふ 名 は 高 ひこの 君 も はじめてき さらぎ の頓 . 澤邊 あや子 11 


もろ びと  A 

諸人の ひく ゃ地藝 もよ し澤の あやめに はつの けんざん 位な り 

題 しらず 

針 ほどな 事に 棒つ く 足輕は 重き やしきの 武士の 金鐵 

四方 赤 一 a{ と共に 日ぐ らしの 里に あそび 侍りて か はらけ を 谷 へ なげて 興じ 侍リ ける 時 

か はらけ の 落つ る 所 も かすかなる その 日暮 しの 茶 星の あきな ひ 

花道 つらねが 木場の やど リを訪 ひ侍リ しに 門に 二 もとの 松の 立てる を 見て 

S  かど 

はるぐ と たづね てき 場の かくれ 家 は 杉に は あらぬ 松た てる 門 

日ぐ らし の 里に て 

今日はけ ふ 明日 は あすかの 山 近き その 日ぐ らしに 遊ぶ こそよ き 

題 し ら ず 

さ ぶら ひの か 5t みと 人の いふなれば 我 も 裏 星に か if みて- ぞす む 

す はう  &ゃラ が 

おふけな く 姊の素 袍に掩 ふかな 我がた つ 芝居 冥加 あらせ 給へ や 花 道 つ ら ね 


山 道 高 彦 


三方 長の し 


本 槍玉 


四方 赤哀 


影 土 龍 


長 


浪 人 
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德 和歌 後 萬 載 集， 卷第士 一 

雜歌下 

老 子 

桃 栗 は 三年 柹は八 年の 中に す も  >  は 八十 年の 春  £ 方 赤 

莊 子 

莊周も 猫に 追 はれて うなされん 蝴蝶と なりし 春の 曰の 夢 

列 子 

追風に のり ゆく 時 は 道中の くもの あしより はやき 駕畀 

唐 堯 

お ふたりの 娘に ひとり 壻 養子 土 階 三尺 こぬか 三 合 

伯 牙 

もう 聞きて あら じと 思 ひきり の 木 はこと わり ぞ かし ./(-,  賈  夕 美 濃神戶 


i-s- 断 二 わかれし 時の おみくじ は 琴 を かついで 山 や 過ぎ けん 四 方 赤 頁 

陶淵明 

世のう さ を 柳に やらで ませが きのき くと 等しく か へ ん なス， -さ 

褒姒、 

おめかけ の屋 かたで 風 をき る 頃 は 船の ほ、 ゑむ 花火 a 物 

揚貴妞  . 

IT たきの 沉香亭 の?^ -盛も あはれ 馬 鬼が 原の ひとつ 屁 

赤 壁  •■ 

お の 文 もや かよ ふ 神無月う ら を かへ し て 遊 ぶ か 壁 

函 谷 關 

に はとり の 宵 鳴 も ほど 過ぎし 頃 棒ち ぎり 木で せきに 關守 

范. 翁 遊 五 湖 

ゆ 名 をと ゆし もぬけのから 衣き ま、 にあ そぶ 五 湖の つり 舟  阿 那 可 師 古 

米 搞 
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ひるま  お ろ 

晝 間 よ 夜 を こ め つ き や 歸 る ら ん 朧 の か ゆ を 庭 に の こ し て 

しん だな  くろ ひき 

身代 はま はり かねた る 車 引 つらき うき 世 を おしわたれ ども 

猿 引 

. 三 木の たらぬ けもの もお ろかなる 我に ましら の藝 はもち けり 

Q 目 切 

何しても ひき 曰藝 の. まにあ ひ はめき り ^\ と はかどらぬ なり 

布袋の 湯 あみす る檢に 

布ぶ くろ 垢 落さん と 湯 あみして S のから 子 もっか ふなる ベ し 

壽 老人 笛 を ふく かた か き た る に 

I  じゅ らう じん  しか ぶえ 

た を やめの あした ならね ど. 壽 老人 ふくに よりく る 鹿 笛の 聲 

韃靼 人の かた かきたる に 

中華と はいへ ども 花 は 夏の 夜の ひとよに か はる 罌粟 坊主 かな 

太刀う ば ひと か い へ る. 能狂言の さま を 福 王 1: がしが ゑが きしかた はらに 


臍 穴、 Hi 


す  .1  だ  .fe 


* 松風 一 


大石 小石 躬陰 i 


友 IS 古文 i 


街 衣 橘 洲 


P プ. Tt^ 丄 


つかのまに 太刀 や 奪 はれ 太郞 冠者 さ しづめ おのが 目釘ぬ かれて あ け ら か ん江 

萬象亭 の あるじ 竹 杖爲輕 の もとめに よりて 藤 花 かづきた る 大津翁 の 扇に 女 を かきたる 

たれ 人の ゆかりの 花の すがた ぞゃ今 も 大津に 年 を ふりそで  一 河 

雨 やど リの 総に 

さめ 

むら 雨の やがて はる ， としりながら やどる 心 やひ さし かるらん 

よしの の 山の 緣に 

は； J うろし 

よしのわん 雪の はしぐ か 、 れるは 自然と 咬き し 花 漆 かも 

むかし 誰か かる 狂歌の 種 を きて よしのの 花 もらり になし けん 

金魚 を かける 扇に 

きらく と 天地 金魚の ひら 

"。- く  22 ヌー 一し も 涼 》( * きおせ パする 力な 

虎 を かきたる 扇に 

これ も 叉 扇の ほねの 什に すむ 虎の ゑ なれば 風 やお こらん  袋 筒 長 

何が し大 守の もとにて 江 戶大夫 河 東が 扇に かきてつ か はしける その 扇の 翁 竹 に 雀に なんあ リ ける 

くみ か はす 铫子 のさ、 にから まりて 醉ひ をす 5, めの 時 を 江戶節 ra 方 赤 良 
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< が」 通 與 

三兵衝 


c 鲤館卯 雲 _ 

驪 山人 鬼 阿： 

權 宗 匠 梅 堂 
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かきつ： »fc  ,, 

杜若 の ゑ の つ たなき を 見 侍り て 

ぬす 人に ゆかりの 色 かこんな 給 を かきつ ばた と は 太い やつはし 大 屋 衷 住 

い as 

嚴 にう みほ. づきつ けたる かた かきたる に 

レ ぜん 

中聿 虱う？^ ほ、 づき を ふくから に 自然と あはの なると こそき け 朱 樂 漢 江 

阿 那可師 古 わがす がた を ゑが かしめ て 歌 を こ ひければ 

鏡に て 見し りごし なる わが すがたお 目に か、 る も 久しぶり なり 四 方 赤 K 

HI 方 

まく めん 

煩惱 はみ なみの あたと 北面 をす てて あづまの 富 士見西 行  來 菊 麼 

曉 

あかつき 

夢に のみ ひろ ひしう その か は 財布う き 世に かへ す曉 のかね  S  S 持 麿 下 毛栃水 

起き 出づ るね みだれ 髪の 朝 ほらけ とき あゆ 櫛に たまる あかつき ひ ま の な い し 

夜 明 烏 

押 柄に 人の 妻戶を あけ がらす か、 あくと 呼び 渡る かな  大 屁 R 臭 

雨ふリ の 日傘と い ふ 事 を 


•A* だ え もち 

ことわり や 長柄 持なら ふり もせめ さりと て は 又 ひがら かさと は 

J3 しき  と けいゆん しょ-つ 

座 鋪八景 の 中に 時計 晚鐘 

たそがれ にお もちやん とく ひし まふ 腹の 時計 や 菜 はぜん まい 

時： IS 大狂 

* ちが ひ 

計 をば あてに はせ ね ど あんまりな 事に もよ ると ひるの 閒違 

關放馬 

K び さし もれて 月 毛の はなれ 馬不 破の 關屋の あれに あれ 行く 

萬 載 集に た 一首い りたる 事 をな げきて 

とく 和歌 をよ まば 集に ももれ まじ を 後 萬 載と はなり にけ るかな 

萬 載 集 世に ひろまりて 後 萬 載 集の もとめせ ち なれば よろこびの あまりに 

まんざい はわれら が 家の 大夫殿 はらつ  >  みう つと く 和歌の 集 
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雜 體 


短 歌 


ひととせ 江府の 狂言 芝居 市 村 竹之丞 座に 上方より 秋田彦 四郞と い へ る 道 外 かたの 下： 

きて 


芝 居 

貴賤 羣 集の 

あ づ ま. ちゃ 

よき 評判と 

じ やう r 

上手 ども 

あとあしになる 


つむ 蒸籠の 

とり；^ ノ汰は 

江 戶風は い さ 

えてに 帆 を 

よりあつまれる 

やくしゃまで 


山た 力き 

いづれ と 心 

しらぬひの 

あゆて あてた る 

けん  ぶ つ 

見物に 

尻尾 を ふ つて 


木戸番の 聲 

さ だめな き 

つくす たはけ の 

ふきや 町 

はめ をはづ して 

はね きれば 


-て 狂言 を あてけ ると 聞 

やかましく 

時雨 ふりお く 

- かほみ せに 

市 村 竹の 

こ み 馬 の 

鼻毛 をのば し . 


とん ほうに つられて ぞ行， 

此のうた 古今 我 集に みえた リ 

雨國橋 のほとりにて よめる 


たび か 秋 田と き けど 見 あかざり けり 


檢 たえぬ 

しろ 

おも 白た へに 

もち 

いくよ 餅 

あ ぶ ら蟲て ふ 

竹 わたり 

かたわ 車 を 

川い ちに 

しだり 櫻の 

こしかた を 

箱 入に して 

反 m 
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兩國 ばし を 

あは 雪の 

いまやつ くばの 

子 もり 子の 

いく 千代 としを 

みせものに 

たが こわいろ や 

よし野 丸 

はなし うなぎや 

をん じゃく 

温石の 


- いくめ. ぐり 

ふりに 呼び こむ 

あまの みるめの 

ふるで くの 

す る 墨 流 し 

うたかたの 

うらやま しゅし 

はりがねの 

石 川 島 も 


めぐりて みれば 

前 だれ は 

うそ さ へ つきの 

かるわざ は 

あやつり 絲の 

いろくの 

き え て はと もす 

しけ， 1^ 

みかけ は ひかる 

ちかく 見 ゆらん 


つ む 

ふじの 根 も 

たれと 契らん 

く ま の 膏 

鶴の ゑ ひろ ひ 

よ る ベ な き 

似顏 にし きの 

たま び 

う ば 玉 火 

茶屋の 牀 机に 

玉く しゅ 
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見 わたせば あは 雪花 火 橋の 月 あた へ 千 萬 兩國の 

冬 の 長う た 


： 九 0 
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ち はや ぶ る 

僧 や 法師の 

じふ や 

十 夜 ま へ 

► 一な ひこ どもが 

魚の 名の 

その 日 /\ を 

黑き指 

みかど へさ、 ゆ 

あつ もの は 

世 を 瓢箪に 

たらの 魚 

あけがた かけて 


祌も出 雪 へ 

けさより は 

うしろ あはせ に 

もちく ばり 

えびす 講には 

くれはとり 

十し 天 一 

たまみ その 

あた 、 かみこの 

ぬら くらと 

雪 は 文字の 

おく 霜の 


ゆく 秋 は 

こ ろ も 奉加 を 

るの 子と て 

ね の こ は 三 か 

M や 高き 

面白から すに 

ひととせの 

ひな も みやこ も 

き れ も 

なま づ ましなる 

つくり どり 

しろき はもち の 


きの ふとす ぎの 

せん 念の 

くばれる 重の 

いちの さま 

いやしき わざ も 

うり ありき 

ごよ A 

めぐり 歷を 

いち  やう 

一 陽 の 

出 あ ひがしら の 

茶 せ ん 髮 

驚かぬ よの 

ことしろ の 


il 屋 1^ 船 

むらしぐれ 

心ね しゃかの 

ど レ 

うち は 同士 

さま. <\ ひさく 

すみう りの 

雪に は い と > 

かう が へ て 

ふくす ぶく と ひ- 

はちた /- き 

撫です や あり けん 

神 田まで はや 


ft 月の きぬく ばりし つ まつ 忭も いとなみ たてて 岡 見す るか も 

K 欲 

くわう いん  - やろ 

光 まの やたら まやく もく る 春に 心 そ は ./\ としのせき 候 

述 懷 


思 ふ 二 と 

や ， そろばんの 

ふじのね の 

ゆき や 氷に 

な に も も 

た > かけご ひの 

く り ご と を 

たらぬ がちなる 

ひとり 居て 

K 歌 
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かな はねば こそ 

けたち が ひ 

もえつく と はに 

と ぢられ て 

人 を うらみん 

かほ を 見て 

た ゆる 時 なく 

足 引の 

あはれ くと 


うき 世と は 

二六時中に 

思へ ども 

はたらく f  j とも 

さりながら 

なきぬ ベ ら なり 

かくな はに 

山した 水の 

な ゆき あ まり 


かねて 存 じて 

かね ほしと 

もっての 外に 

かた をな み 


後 悔 の 

思 ひみ だれて 

に ゆか くれ 

せんすべ なみに 


鈍奈 法師 

居り ぬれ ど 

まなく ひ. まなく 

さ ぶ ろくの 

あし.^ りしつ ， 

年の くれ 

か へ ら ぬながら 

かん ぢゃ-っ 

勘定の 

戶 棚の 中に 

よ， 〕 に ねに けり 
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八重 律お ほ か、， る 宿の 冬 がれ もな どかけ ご ひに さはら ざり けん 

旋頭 哥 

人の 來 りて あな い 乞 ひけれ ども 從 者の 聞きつ けざリ ければ  f ネ 

うち つ  おもて  11 う  われ  5 

お付けに 表で 人の 物. &と いふ 我 そこに 聞かで 居た る は： 1： の 耳ぞも 

す >| はら ひ を 見 侍りて  ，  魏 .5J 小 法 

か  す  <  は  ， ！- のこ  は 

彼の 家に 煤 掃く 男し かな 掃き そかり つ 、 も 君が きまさん 煤の 上ば り 

出立の ことなる なりの 煤 掃 をみ る 時に こそしらぬ 翁に あ ふ 心地 すれ 

混 本 歌 

ある 人 に洒を ふるま ひける にあた、 むる まも またで ひやに て飮 みければ 

いれ 上戸かん を もまた す ひやで 飮 むくせ の わるさよ  穿 

折 句 歌 


沙 


師  流 


かきつ ばた とい ふ 五 文字 を 句 の 上 に 置き て 

からまで もき こえし もの はつの 固の はしば の宫 のた かい 關白  ^ 柄 仙 口 

物 名 

はな をす り 

かき ごしに 梅が 香 かをる 春風 ははな をす りて や 吹き通 ふらん  は し 應 身 寄 

新吉原 火えん 玉屋のう かれ 女 しづ はたが U; 見に しとね のし きぞめせ しとき し きぞめ しづ はたく わえん たまと 

い へ る 文字 をた て いれ 侍リて 

折 をえ てに しきそめ なす しづ はたの 山に くわえん 玉の 光 も  手 柄 岡 持 

草 名 十 

一文字 を あにら いもうと か、 ゆた て せりあ ふ 暇に ふきけしな しそ 利  茂 

菜 某 名 十 

ぎ や- フと くもせ りたて てな す 歌の 會 ゆとりの ない もお ほね 口 豆 山 手 白 人 

木 名 十 
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^ぎし 0 の 君と ぬるて を かぎり かや 廻り あ ふちと まつが 果なし 渡 海 里 花 成 

鳥 名 十 

il? のとき 山から 集 ひ いづる 身 はとき しゃさき の あやう からす や "妊  麿 

鳥の 名 を 十 かくして 戀の 歌よ めと 人の いひければ 籠の 烏に な ずら へて-つかれめの 心 を 

， をし つるの もまし こざる ひ はかう しに ほされ 猶 うかり 鳧  浮  路 

魚 名 十 

戀し さはい かにます かと ふく^の なさけき きたいい なの さ  >  原 山 手 ノ 

廻 文 

ある 人の 放 K しける を かたへ 2 人 わら ふ あまりに 廻文の 歌よ めと いひければ  加 ぼ 茶 元 成 
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釋敎 3^  . 

子 こもりの 盥引を 0^ 侍リ て 

しほ びき  おん こ  -  \  ,r  メ 

鹽 引の  一 G< そんの # 子に ははら、 こら こそお はし ましけ， ォ 

法 華の 心 を 

き や， つ  ほ it"  じょう 

この 經は 無二 やく 無さん の われらまで 佛 になる は 一 乘の事 

達 1^ 

ひと とせ  らい ねん 

ととせ に は 一 竄 たらぬ こ 、 のとせ 苦界 もも はや 來 年が あけ 

てい f  ；*  こ ぶ とん 

庭前の かし は 餅に やね もしなん あしの 一 葉の 船の 小布圑 

高 燈 籠 

どく じゅ  たか ど- r- ろ  ぶゥ 

引 上 ゆて 讀 誦の聲 も高燈 籠よ は 過ぐ る 頃 ひとりき ぇ佛 

御講參 をみ て 
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八 九 六 


はかま をば とりて 御講 へ 參る なり 願 ひこんだ る 西の かたぎぬ 

どうぎ や- フ 

ある 家に 葡萄の よくな リ たる を 見に まか リ しに あるじ E1 行の よし 語られければ 


わ 、り ベ 友 竹 


沸 道に ちかき ぶ だう のた なご、 ろ あはせ てた のめ 数珠の 一 ふさ へ つ 


ま 作 


法師のう かれて 歌 舞妓 役者 の 聲色を つか ひし を 11 きて その 法師に かはリ てよ める 

ふ ぎ やう y しゅっけ  こわ いろ 

不行儀な 出家と 人 はとが めな ようた ふ もま ふ ものりの 聲 色 


山手. n 人 


ぉ場佥 搏 


北， M 左武喜 


$5 の 松 をつ くる を 0^ て 

す& をめ  > 一 

墨 染に思 はぬ 罪 をつ くり 木の 松に 五 かい をた もたせに けり 

車力 念佛 

あけくれに つみかさね たる 車 引 身 をう しとて や 願 ふ念佛 

無筆 誦經 

つの 文字 も かく 事なくて 般若 經ょ むの はう はの そらお ほえな り 堂 作 A 主 

鄰 家誦經  1 - 

やねと やね のとな りに tt はる はう-ぐ ひすなら で ほ ゝ う ほけ W 

山寺 連 敬 


天 保 川 1^ 一 


連歌して この 山寺に おり はしゃ わたす 景 のうら 表よ き 


腹から 秋 < 


世 入道へ ま う し-: 


星屋 光次 


紫 野の ほと リ洒 うる 家に やすら ひて 一 休 和尙の 事な ど 思 ひ 出で 侍りて 

おつ 

又 六が 門 ごくらくと きくから にさ かむ に佛 のい やた ふと けれ 

芝 靑松 寺に て 

靑松寺 萬 年 山の 額 みれば ちとせの 松 や 十た び植 ゑ け ん 

本 莊押上 村 普賢に まう でて 

舟 も 象と なりて 川より 此の 寺 へ 押 上 村の ふゆん なる かも 

寄 早 稻釋敎 

一 つかみ 早稻 のみ いれ を 手の W へ佛 のく どくす るす 引きな り 

寄 蝨釋敎 

ころも  じゅ ^. 

世 をい とふ 身に もしら みはす み染の 衣の たまご 珠數 つなぎな り 哀 村 安 抵 

如是 本末 究竟 等 

ね え  LO  力 しら 

鳴く 聲を 鶴と はきけ ど 尾 を 見て は 尾 か 頭 かいかで わくべき  朱 樂 漢 江 


匠 はし ら" 
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ポ M 哥 

賀 茂 

？ ^おの 賀茂は いづれ かみお ゃぞと 禰宜に たづね て亂 すべらな り 嚴展 光次 

祇園會 

曰の みこし も ひかる 玉齡の 道し ある 代の 祭 するとき  藤滿丸 

祇園 會の あくる 日に 

- ■ .-「  *i 

け ふ はまた はきだめ 山に 蒲 鈴の わけ をす てた る 祇園 會の跡  J  0 光 次 

江 戶芝甫 に 鹿 島の 社 海 をむ かひて たてる ぁリ 海上 を まもらん との 事 ゆ ゑな りと 聞きて 

海 を る 神 をい さめの ひと を どり かしま 浦に はなん なかり ける 濱 邊 ぶ" ゾ 

人 丸 社 法樂に 春のう た 一 日 Kn 首よ みて 奉りけ る はじめに 

この； ffl- のぬ さに もとらん 筆つ ばな ほうけ ぬ 先に いざかき の もと 權 . 〔小 K  r 堂 


みそか に思ふ事の侍！=^ければぁる祌の みま へ に 鈴 をふリ てせ ちに いの リ 侍る とて 

千 早ぶ る 神の みす .^t にす がりても なると ならぬ は 音に きか まし 身 輕折輔 北 尾政演 

せん ゆん 

江戶 高田寳 泉 寺の 庭に あらたに ふじの 形 をつ く リて淺 閒の宫 を あがめ 侍リ ければ 

A  r. づき 

出來 たての ふじのお ほこ は 水無月の すば しり 口に 參 りて- ぞ しる 有 安 

やしろ  ころ 

むさし の國桶 川の 宿に いと ふリ たる 社ぁリ この頃 たれ いふと なく 人 まう でく る 事お ほしと 聞きて 

此の 神に 心の たけの ちか ひ をば たが かけ そめし 桶 川の 里  二 步 只 取 

小 兒の宫 まゐリ の 日に 

ちり  f 

もとよりも 塵に まじ はる 神ぢ やとて 惡 たれ ものと なさせ 給 ふな く れ 竹 世 艷 

笠 森 稻荷圑 子 

たく さん 

澤山 につむ か はらけ の圑子 をば かさ もりと こそい ふべ かり けれ な ま す 盛 方 

津の國 すみよし の 社に まう で 侍 リて松 をみ 侍リて 

そのむ かしきね がみう への 神の 松た ち 曰 ほどに なりに ける かな 梅 下 武 士 

かもの あふひの は を 地 紙の 中に すき いれた る 扇に 

この かみの わけい かづち.； て 有り難き あふひで も猶ぁ ふぎても 猶 四 方 赤 良 

德 和歌 後 萬 載 集卷第 十五  ,  八. 九 


德 和歌 後 萬 載 集卷第 十五  九 00 

社頭 蹄 

おんど  -0 まへ  もつ 

ひと を どり うたの 音頭 をと り 居 前 手 をし めな はの よれつ 鍵れ つ 津 良 河 原 

寄 花 神祇 

さくら  さう V 

朝な 夕な 櫻の ちりに まじ はりて 掃除しながら 花 をみ やっこ  奴 ら 蔵 人 

寄 玉^ 祌祇 

みづ がき 

瑞 離に はふ や 熊 野のから す 瓜 神の みまへの 鈴な りに して  古 淑勝雄 

寄 僧 神祇 

.  さか やき 

レた 5r きに かみと 5t まらせ 給へ とやし ばらく そらぬ 僧の 月 代  小 千 ^ 里 

寄 飯 焚 神祇 

ゆ ふだす きかけ て はたらく 飯 焚きが あしたの 米 をき よめ 給へ や 高 羽 子 雄 0 

寄 傾城 神祇 

うかれ 女が まこと をみ すの かみ、.； ：！ とけて あ ふみの 客人の 宮  竹 杖 §3 輕 

寄 夜 發神紙 

r  おもて  つじ ぎみ 

とこやみの よし 黉の 岩戶 ひき 明けて 面しろ くも いづる 辻君  奈閒川 野 等 人 


寄生 醉 神祇 

かく かかん のんで はくら す生醉 のつ みて ふつみ もなかと みの 友 一 節 千 杖 

寄 蚺祌祇 

やつ 艇 の！：^ に似ても^ 艇の へ はいれぬ 赔の 人道  濱邊黑 人 

寄 刀 神祇 

や はらぐ る 光 も 年 を ふるが たなと けみ やさび し 赤い はし 水  加 保 茶 元 成 

寄條 神祇 

あたらしく 染めし の ほりの 掉鹿を 神の 御前に ふりたてて 見る 紀 躬 鹿 

寄 鍋 神祇 

しゃ うぢき  たべ  力 H*  く 

つね はう そ をつ くまの 人 も 正直の かう ベ にかぶ る 鍋の 数々  雲 樂 齊 

すり こ ぎ 

寄摺小 木祌祇 

1.2 鉢の 目に もろく のよ ごれ を もこの すり 小 木に はら ひ 玉み そ  一. e  米 ノ 

寄 紙屑 祌祇 

はら ひ 給 ひきよ めて 給 ふさい は ひに あまくだります かみ 屑の 籠 久 き 极 兼 滞 

德 和歌 後 萬 載 集卷第 十五  九 〇 一 


德 和歌 後 萬 載 集卷第 十五  プし 一一 

用ぁリ とも はやく 起く る 事な かれ ひま ぁリ ともみ だリに 動く ことな かれ 金 は戀の 山に すて 玉 は 酒の ふちに な 

ぐべ し 

ちょく 

おのれ やれ 富 貴に なさで 置く ベ きか 貧乏神の 敕を そ t 力ば 

これ は 貧く う の 神人に か 、リ てつげ 給 ひし ことば ならびに 御 歌と なん 

石 淸.^ の 放 生會 の 事 を 人の かたる を 聞き 侍りて 

、. まし. 44 みて きた やうに はなし 鳥數 はしらね ど 八まん も あろ 梁 や I 

世屮 W 首 歌の 中に 

あま てらす 神の 敎へを そむかす ば 人の 世の中 富貴 繁昌  荒木 W 守武 


德 和歌 後 萬 載 集 終 


せんきん  こ えき  まんざい  べん しふ つく  if あからく ホ てう 

千金の か はぎぬ は ー狐腋 にあら す、 萬 載の ことば は 一 編の 築に 盡 さす。 こ、 に 四方 赤 良 花鳥に なれ 

つき ゆき  V えん  む しゅろう  ゑ  あから  ころ 

て 月 雪に あかす。 されば 雅筵 として 迎 へざる はなく、 はた 酒樓 として 醉 はさる もな し。 赤 良さい つ 比 

** ん！ 3 いき やう かし- えら  •  せんじゃ  えど りレ は-つ  - あから 、 

はじめて 萬 載 狂歌 集 を 選ぶ。 たまく 選者の ことに ぁづ かりし より、 江 戶四里 四 力の すき ひと 赤良ガ 

えらびに 應 ぜんとて、 もて あつまれる 草稿 五 くるまに あまり、 かつ 千 箱に みて り。 赤 良 ふた、 びー帙 

しふ  す， 0 ちう わう くき や-つえい  おい  , 、 ぁァら  /  ゝ 

の 集 を えらぶ。 醉中往 々狂 詠に ふけりて、 老の まさにいた らんこと を しらす。 赤 良 はたしてと こわ 力 

な *4 んざぃ  あやり  のち  えら 

後 萬 載し ふとな づく。 赤 良が えらび をけ みする に、 後の えらび は ほとんど さきの 選びより もく はし。 

せんきん  こ えき  まん- さい  べん レふ  あから 

あ、 千金の か はぎぬ は 一 狐腋 にあら す、 萬 載の ことば は 一 編の 集に つくさす。 赤 良. ガ えらび 萬 翁より 

まん！ 3 い  さく レゃ  せんじゃ 

してな ほ 百 萬 載に いたらば、 作者 はいよ/ \ たくみ なるべく、 選者 はます/ \ く はしからん ときに 

天明 四 年う づきの はじめ、 あけら 漢 江し るす。  . 


德 和歌 後 萬 載集跋  九 〇 一一 一 
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狂 言 鶯蛙集  . 

はな  うへ.、 ひす み づ  かはづ こ £  おも  さい こ 

花に なく 鶯 、 水に すむ 蛙の 聲を きけば とい ひしむ かし を 思 ふに、 年 は 八 もゝち あまり 八十 歳に 越 

え、 御代 は 十と いひつ、 六つき になん 餘れ りけ る。 しかるに このごろ 世の中 ゆすりて、 たはれ ごと を 

ねず &  ねこ めし  しゃくし  うた 

もて あそべる より、 鼠と るて ふ 猫、 傲 を もるべき 杓子に いたる まで、 いづれ か 歌 をよ まざりけ る。 旣 

こと； K  み  お ほ  や くも いづも  も じ  か い  >^h. 

に その 言葉 を 見る に、 大 あぐらた ひらな りと いへ ども、 八 雪 出 雪の 文字の 數を 出です。 うれしき 折 ふ 

いだ  そ も .，（》 こ  うた 

しに も、 悲しき ついでに も.、 やらす のがさす いひ 出せる なるべし。 抑 此のた はれ 歌 は、 かしこくも 

ふなせ わか どころ う しんむ しん ざ  かきの もと  く. り 

いにしへ、 水無瀨 和歌 所に 有心 無心の 座 を わかちて、 柹 本と いひ、 栗の もとと よびけ るより. ぞ ひろま 

りけ る。 されば 船つ どふ大 坂に して は、 貞柳木 端が たぐ ひ、 その 名 世に きこえり。 ことな まる 江戶に 

ふ とく ぼくや-つ i  こ  ふち こ *  いだ  ところ  ゆ  ひと くち 

して は、 未 得、 卜 養が 徒、 か はるぐ 此の 道に 心 をよ せて、 いひ 出せる 處 のこと 葉、 人の 口に ある こ 

と臉と あぶり ものの 如し。 また 近來 大根 大 支と いふ もの あり。 狂歌に 地す るの 好士 にして、 おのが ど 

て じゃく て つ し  くち  さけ  いへ  ああ 

ちかたら ひつ、、 手酌の 铫 子の 口す さびしより、 酒の みの 家の とりもちと ぞ なれり ける. - 嗚呼 大 支な 

こ  くち 

くな りに たれ ど、 ますく 此の こと さかんにして、 いひた きこと をい ひもて はやせば、 かの 口 かろき 

まん せん  はう じ  わら  ひ  しゅらく,、 わん  ひと 

曼倩も あきれ、 っひぞ わら はぬ 褒姒も はた 笑 ひつべし。 ある 日した しき かぎり 朱樂 館に つど ひて、 人 

狂言 « 蛙 集 序  九 〇 七 


狂言 驚 蛙 集 序  九 C 八 

びと  うた  こ if んゎ か しふ  ろ, 、か せん 

人れ いのた はれ 歌 をよ めり かたはらに 古今 和歌 集な どと りちら して ありければ、 やがて かの 六 歌仙 

う た  ひや. つ  ほ  だい  はな  かはづ ，》 づ  -rc. 、ひす  こ" ろ 

の 歌 ざま 評した る こと 葉 を もて li とす。 それより して 花に なく 蛙、 水に すむ 鶯 とい ふ 心 をよ めな ど 

いひ もてさ わ ゆば、 馬場 金埒と い へ るが す ， み 出で て、 

かけ ひたす 花の 錦 もまの はた をら れ ぬま 、 に蛙啼 くな." 

しかつ ベの ♦*  *.^ほ  くち 

とよめ りければ、 また 鹿 都 部眞顏 れいの 口と く、 

な  こ づた はな  おも  みづ 

啼き ながら 木 傳ふ花 はこ、 にあり と 思 へ ば 水の そこにう ぐ ひす 

さけ  ほ 1" しッ つべ  かしらもじ  こ  .il か 

などい ひつ、、 酒いた うのみけ るまゝ に、 この iil 場 鹿 都 部の 頭の 文字に よりて、 十：： 二ん 鹿し ふと 名 

なに  は？ -  もの. -* な  たま  いぎよ しふ 

づけば やな どい ふ を、 何が しら 早うよ り物舉 びたり し、 せ をう の 聞きつ け 給 ひて、 二十 一 代 御 ffi- の は 

こ きんし ふ r  だい 

じめ の 古今 棄に擬 して、 あらぬ 題號 かう ぶら しむろ ことつ みさり どころ なく やとむ づ かりければ、 い 

だいがう  き やう けんめ- r あし ふ  て  ふで こ * ろ 

たくお そりて や をら かの 題號 をけ づ りて、 狂言 鶯蛙 集と 甞 いなほす に、 しばらく 手た、 かひて^ 心に 

ろく か せん だいえい はじ  お  しき こ ひ 

まかせて ゆかす、 やうく 六 歌仙 題詠 を 始めに 置きて、 そのほか 四季 戀 くさぐ の を も かき そへんと 

み *  まき  うた は. ひびきな は 

て、 かう いひの、 しる も かしが まし けれど、 つ ひに は 耳の はた 卷 となれ り。 またく 歌 は 寶引繩 えらべ 

う i.,  くさ  まか  てんめい ねんきの え； i つ  か す  しり  お 

ると にも あらす、 た  >  浮 草の あつまる に 任せて なん。 天明 四 年 £■ 辰 十二月 二十日 過 ざ、 尻より 逐 はる 

かたて  谷-は  しの ひと さ だ  いま 

るば かり いそがしき 片手に、 かいあつめ 終れば、 いにしへ を 忍ぶ 人、 定めて 今 を わら は ざらめ や もと 


いまだ m\、 ら す!^ y 等が、 あまりの ことにた はる ゝ も いらざる 事の 
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畫女動 人情 

かく あらば 筆の 命 毛 か 

見る にまづ ねたし や 人 

つ くり： t の繪 具に 膠の 

おもざしの 似る より 心 

色 どり をよ くも 賴 絹の 

行水に かき も か いたる 

わぎもこに いきうつし 

張り 置いて ひとり 襖の 

筆先で 髪 も かたち もつ 


めく はなの すがた 仏 g 

かくる 姿のう つし ゑ顏は 

たりと そばへ 寄り添うて； 15- ん 

そ ら ご とながら 111 を 流しつ 

うつして 見ぬ 人ぞ な き 

心 に う ごく-つつ し 紛 

きつく ゑの 上に ながめて 

もろこし 給 李 夫人ながら わが 物にせん 

くり 縫 をした ふ は あさき 千 枝 常 則 


けても とひ 

の 牀の閒 に 

交 るより ぺ 

-フ つし 絡ま 

うす 化 被 心 

朝 妻の 船に 

賴の t 姿 抱 


筆 は 今 かくて 心 をう ご かせば 口う つし 檢に物 も 言 へ かし 
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檢 
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！ i 訪耳彦 

屋朝手 
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石 小石 躬景 


思 ふ ことかな はねば こそ 浮世 鎗 にかく 

かくば かり $® そら ご となる 天人に 心う 

形の みあって 勻ひは あらす とも 筆 や 心 

西 川の 水の 流れの 身もう きて 浮世 ゑな 

淺 妻の ふかき 忍 ひも やまと 鎗に うつし 

もえ 杭に 火の つき やすき 燒 筆の 跡まで 

姿 緒の 女の こ ， ろうつ せど も 筆 はもと 

つ れ ぐ の 身 は 浮 草の 浮きす ぎて とく 

三度く ふめし の さ いと も 思 ふなり あさ 

そらごとと 思へ ど 美女の 姿： は 心 う つ 

ゆに かみ はか つらの 如き 役者 檢に情 を 

氣の わるさ 据に ちらく 宮城 野の はぎ 

かんばせ も 生 寫し綺 のわき も 子 やわき 

簾より まづ心 こそう ご きけ れ檢 にかく 
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狂言 驚 蛙 集卷第 

萎 花 有 薰 香 

a の 手に とり 殘し 

かくて さへ. 1^ ひ は 

折りと りて 萎める 

萎みた る 花 を もお 

萎みた る 後 もさく 

いつまでも 与 ひお 

限り あれば 萎まに 

殘る 香の なくば 萎 

た ， みたる かみに 


.し 


て や 萎みた る 花の かすかに 勻ふ はる M  炭 堅 

のこる 物 かなと 花に も はな を 寄せて こそき け 野 老 面 

花 を 坊主 持ち 殘 るに ほひに 花の香 ぞ する  待 旅 空 音 

のが 宿と して 蝶 は， 弓 ひの ありた けぞ すむ  銀 杏 滿 n 

らの勻 ひ來て 人の はなに も かけ はありけ り 赤 土 壽 遂 お 

こさ ，よと， よかり に 花 はし ほめ どね に は 歸らす 秋 a 女 1IS3 

やなら の 八重 櫻され ども 勻ふ花 垣の 店  身 分 唯 飮 

みし このはな の 露の たまに も 虻 はと まら じ  望 W  ^ 丸 

勻ひ はあり 原と みる や 昔の なごり をし 花  京 ^ 内 则 

こ-ろ ざ し  -  、 

志 花の かほ どに つくせし はし ほみ よし野の 山の 家土產  飮 口 波 . ^比 お 

萎みても 勻ひを かくしお ほせぬ は是 れゃ吉 野の花の さき ぢゑ 邊 地 閒 河 也 

しほみ たる 色 蒲ば たに さしながら <Tr ひ をと めて 置 牀の花  福 部 枝 炭 

世の中に たえて！ i はし ほむと もの こる 勻ひは 今に あり 原  眞 志 ,M 桃 .ぉ 


今 もつ て をり /\ 袖 

いまに そ の iir ひ はた 

いつまでも 与 ひた か 

よしの 山 花の 朞 しほ 

一 もじ を 先 ほどく ひ 

唆き しょり 日數 ふる 

賈人 著鮮衣 

あき 人の 身 は 耕さす 

一 腰 もさす が 都の あ 

算盤の たまさか 通 ふ 

箕盤 のた まく ごと 

あき 人の かたで 風き 

著 かざりて あた 

世 を 渡る 是れも 


や. HT ふらんし ほめる 花の 色 はさめても 

かし 山 ざ くら 萎みて 花 はよ しき かすと も 

とり 物が たり しをりに いれし 花 は 萎め ど 

めても 藝 古の 袖 や 香に 勻 ふらん 

し 口 なれ や 後 ま で 花に 香は殘 りけ り 

身の 機 花 さそ ふかた なに 勻ひ殘 りて 

織らす してけ ふよき 衣 も 稀に きみが 代 

き 人 はもの や はら かな 衣 も 君が代 

色 ざと に 勘定な しの 伊達 を盡し て 

によき 衣 を 著れば 外 目に たつの 市人 

る紋 がら は 扇 地 紙の おりもの にして 
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月 はな ほ 影 さし 櫛に あかつきの みねより 雪の びん づ らぞうき 
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曉の 雲る る 山の はに あ 

秋 寒み 月の 夜 ごろ も 著 

月 かゆ をお ほふば かり 

.1^ もす がら あかす み ち 

月 も 今 雪の ころも をぬ 

月影 も はっか 過ぎた る 
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I 一  15 まよりも りくる 月に 

山の はも あてす に 雪の 
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た る 月 影 を くもに 包みて しま ふ 曉 
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えい やっとせ お ふ 薪に やす 

山人 も柴を まくらに かり か 
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天の 戶を 明くる かたより とし 玉の 

狂言 驚 蛙集卷 第二 
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戶を 明けまして よいとば かりに 霞 も たつのとし 玉の はる 

おなじ こ M ろ を 
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臥龍 梅の 實 生の 梅 春 立てる 日 一 花 開きければ 

車の あと はわ すれす 臥龍 栴 今朝 一 輪 は 花の さきがけ 

春風 春 水 一 時來 
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いらぬう ちい ざ 梅見ん と 夕まぐれ 二日の 月の 弓に ひかれて  む せ  ん 

正月 三日 御 か リ火を 見て よめる 

1-り び  U かるき- 0 

篝 火に 源氏の まきをつ みかさね 御規 式の 夜の 光 君 かな  おな にく 

^月の 初め 子の 日 は あすとての 今夜 五明 樓に 人々 集 ひて れい の 狂歌よ みける に 子 にゃあ らんと 思 ひし 顷亥 n 

小せ と いふ こと をよ めと いひければ 

亥日からこy^にねょとの刻限をきくは小松を引く四ッのころ  漢  わ 
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狂言 驚 蛙集卷 第二  ブー 一 五 


もく あみ 

あから 

むせん 

手枕 歌 種 

河原 鬼 守 


狂言 驚 胜集卷 第二  九 二 六 

殘 雪 

どこまでも 春の 日足 はふみ 込め ど 垣根が くれに 雪 ぞ殘れ る  筵 W 

雪と ともに 殘り しこ ぞ の借錢 もま だきえ やらぬ 懇 乞の 帳  や は 

さむ 

兀山 はいた、 "き 寒き はるの ゆき はっかば かりにけ 殘 して こそ  平 

沫 雪 

鬼の 出で し 噂 も かく や あわゆきの ふれる ばかりに 跡 かた もな し こ  リ 

餘 寒 

あづさ 弓 春の 日和 も わすらねば さえ かへ りたる 雪の. 2： 什  ひ げ つ 

草枕な に はの あし を ふみ 出せば みじかき 夜 著に 餘る 寒け さ ■ も く あ 

梅 

佐保姬 のちぶ さに 口 を ひらきつ ゝ南 枝の 梅の 庭に はらば ふ  飯 も 

香歸 にかす み をな して 梅の 花 さても 勻 ふや はるの 日加 减  武 士 八 小 

春の 日の ながめに 花の 枝 さしてつ ほめば ひらく 梅の 傘  脛 

ふりむきし 南の 枝の いち 二輪 笑顔のう めの 可愛らし さよ  婆 阿 少 


a 長 

楝 梁 


み 


氏 

人 


朝 比奈が 草す りなら で 梅が 香 を やさしと 留めた 袖の 春 力え 

春雨 を 凌ぐ ばかりに さすえ だは 松の まつかさ うめの 花が さ 

こち 出で て みれ ども 梅の 与 はぬ は 鼻に 障子の あれば なる らん 

0 梅 

風 さそ ふ栴 のか はやの 窗の內 に 今 を はるべ に勻 ふこの 花 

雪中 梅 

木の 下の 雪に 奴の あとつ けて おもしろ 妙に ふれる 槍 梅 

W 方 赤 一 1* ぬし 梅見に 罷りた まふと 聞きて 

車の 輪 四方に 勻 ひの たかければ 其の 名もう めの 臥龍 先." - 


し 


賀 


場 金 


交 

埒 


屋朝手 


U  i!» 靑則 


ね 


風 欠けば 枝 もき れいに すき あゆて いひ ぶんの なき 靑 招の 髮 

まな だに は あらぬ さなだ も舂 風に なびく 柳の 腰お びの ふさ 

青柳の いと を くれてや はる 風に 縫 ふて ふ はり もつ よき 袖 * 

引 窗 和 

狂言 驚 蛙集卷 第二 


な 


九 二 七 


々 

馬 


狂言？^^ 蛙集卷 第二 

枝 たれし 柳の いと をより て 見よ ちゃう ど 

おなじ こ M ろ を 

されば こそ 竈のう へ にう ち 煙る 柳の いと 

陌頭 楊柳 

陌 頭の 柳の かみの むすべ る をけ さやと く 

水 邊 W. 

雪 どけの 水に まかる 、 絲 やなぎ かけて は 

柳隨風 

靑 柳の もつれし いと も氣を 長く 春 かぜの 

春 日 柳 原と いふ 所に て 

あ を 柳の いと も 心 も 長き 日に ふらり /\ - 


九 二八 

こなたの 引 窗の紐  梓 り 八 巾 

をした へ引窗  銀 木" みつかど 

らん 樹の はる 風  こまき 平步 

か はの はたやへ る 蘭  も く あ み 

手に け ふや 解く らん  飮 口 波 志 留 

と 行きつ もどりつ  酒 盛 入？？」 上 閑 


狂  一一 一一 口 鶯蛙集 卷 第三 


春 歌 下 

おのく 

今年 聞 E 月朔日 やつ がれが 家に 人々 集 ひければ W び 春 立つ 心地して 各 其の 心ば へ を 詠め リ ければ 詠める 


武士 八十 氏 

濱 邊 黑 人 

相應 内所 

朝霞 榮婦 


正月の ふたつ あるて ふ 春 なれば いよく 君が代 は闺 どし 

花の 春彌 生く ははる それよりも あかぬ 睦月の 又も 來に けり 

のどか さは わきて 今月 あと 月と はる は來 にけ り 春は來 にけ り 

ふた ひろに あまる 今年の 懸想文 睦月 も 長く 返す がきして 

け ふなん 武士 八十 氏 の 家に て 再び 春の 来れる 心 を 人 々の 詠み けれ ば 序 に 

武士の 八. L 氏 川に いざよ へ るね る や 田 原の 叉 太郞月 

ことしむ：： 《 の閏 なる を 愛し つ 、武士 八十 氏の 家に て 閏月 歳 且の心 を 人々 によ ませた まひけ る を 左 候 某と きこ 

えし 入 ひに たうべ ける を 見る にげ にゃあたら しき 春の 又い たれる こ、 ちして ともに そのこ、 ろ をよ める 

元日 はついた ちながら また 春の ことばの 花の 闺 正月  無 事 館 四 交 

狂言 驚 蛙集卷 第三  九 二 九 


朱 樂 ま 江 『 


ォ / 


は 猿 男_ 


狂言 驚 娃集卷 第三  九 三 〇 

又 この かきとめし を见る に 先陣 はげに も 田 原の 乂太郎 殿との ど を 鳴らして 

上手 かや かち 栗 をよ く 喰 ひ 積みて 見よ ほ だはら の 又 太郞月 

年禮 延引 

年禮も そち こちして は 雨 雪に のびる を 春の 日の な-" ひかな 

軒端に 蔦 風の 掛り ける を て 

さ >• かにの 絲 くる 軒へ 蔦 M は 思 ひ. かけな き 風の 振舞  靴 展 朝 手 

二： i 

香 をと めしき の ふの 梅の 花 笠 もけ ふ は @  にき さら ざの 空 

二月 二 a 雪の ふりければ 

十露盤に 積り て 見れば 春 も 今日ち やう どっき 日 は ニニ かしら ® 

若 ^ 

舂 駒の はやく ひつく すわ か 草 を もえし ざり たる 牧野と ゃ见ん  八 十 

生醉 はねよ ゆに 見 ゆる 若草に 夢 を 結ばん こと をし 、ぞ 思 ふ  产" 衣 

手 を 盡す野 邊の綠 のきり たて を ま はしと なせる 角力 取 草  海 老 


空 寐待兼 


々 節湖鲤 


氏 


IF 


敷 島の 道の はたに も 生 ふるゆ ゑ こや わか 草と 人の いふらん 

春の 野に 草つ むと てし どと いへ る蟲 にさされ ぬれば 

春の 日の のびるの 玉 も 取りえねば しどに うらみ は ほれぬ 


鳴 ？ ii 音 人 


窗 前 若 草 

藪醫 者の した ぢ窗ょ 

土筆 如 筆 

下 も ゆる 春の 野 もせ 

春 野 捨火繩 

春 もはやな がき 火繩 

とり 捨てし 野 邊に日 

けぶり だに 一 筋道の 

野 遊 

鼓ぐ さ 三味 せん 草 も 

西 行 櫻 

狂言 營蛙 集卷 第一 一一 


摘 草 

草 


りなが むれば まだ 春 あさき 庭の. * 

のやき 筆 は II 師も心 をつ くぐ しかな 

を 捨てし より 野邊 はけぶ りても ゆる 若草 

かゆ もた け火繩 もえて みじかき 春の 若草 

すて 火繩 いさ ， か 春の 野 を やきて 見ん 

ひかれ 來る 此の 野遊び は 春の 氣ば やし 


左 

ち 


起 


安 


蓮 薛千種 一 


0 訪 

產 

V のみ 


某 

耳 彦 

阿 馬 

の滿門 


手 白人 


九 一一 二 


狂言 鶯 蛙集卷 第三  . 

名に 高き 其のき さらぎ の もちづき はしぬ まで はなの 下 を 忘 

き さ ら ぎの 其の 望月の 西 行 を さとう- 4、 衞と いふ もこと わ り i 


九 三 二 

す  ^OL 


松 嫁 


々 

子 


佐保姬 もし びれ やきれ て 足 引の 山の ひた 

春風 もまた 寒し とや 早 藤の 手 を さしい る 

千金の その 春の 夜 も 早 蕨のに ぎりつ めし 

魚篝火 

漕ぐ 舟 もつ くだの 島の なみの 花し らく 

箐 火もう つろ ふ 水の そこ こゝ にさす や 四 

桂 川 若 鮎 

わか 鮎 は 二日の 月の かつら 川 ちらりと か 

春 月 

赛の农 の 月の 中なる しらけ 米 糖た つ 時 や 

花 ちらす 鳥お どし かも く 梅の 木の間に 


ひに むらさきの 雲. 

ゝ 山の ふところ 

はし はんばう かな 

魚ぞ よるの^ 火 

ッ 手の 浪 のしら <^ 

ゆ を 見た ばかりな り 

お ほろ な るらん 

弓 を はるの 三日月 


ォ 

萬 


ん 


し 

京 


0 


れ 


な 


ど 

し 


歳： g 十 口 

ろ ひと 


春夜洒 宴 


春雨 を 寐て聞 

千金の ね は 高 

買 はば やな 月 

# 雨 

千金の 花のう 

はれる ま も あ 


くもよ 

くと も 

はお ほ 

は 端と 

らきの 


いかん 德利 ふりて おとせぬ 宿ぞ さびしき 

はるの 夜の 花の このまに 酒 

ろに 春の 夜の 花 もさ かやの 


やか はまし 

かよ ひ たづね て， 


見 ゆる かな 小粒 

弓の 籐ば なしお 


な 


りて ふ 

て 弦 を 


れる春 さめ 

はるさめの 空 


耳 

ち 


竹 

み 


た 


杖 

つ 


彥 

々 

爲 輕 


麓 ま で 雪 の あ 

花の 雪 それ を 

春の 日 はさて 

花の ころ 霞 も 

ねが はく は 四 

墨染 とい ふ 名 


しじろ かけて けりた かねへ 花の 

はれ 著と 暌 きそめ て ゑ もん 櫻 やき 

も 長柄の 隐じ るし さきつ 、； t きたる 

それと みよし 野の やま 一 ぱいに 幕 

ッの 時々 さくら 花つ ねに かざして 

も あれば 楼ば なと にかくち りの 世 


きの ほる 頃 

さらぎ の 空 

花の 行列 

を はる 風 

老 やかく さん 

はいと ふなり 


狂言 營 蛙集卷 第三 


遍 

九 三 三 


つし ラ 

來秋萬 作 

銀 小波 世 

阿證人 

十 氏 


狂言 t.1 蛙集卷 第一 一一 

朝 櫻 

春り 夜-のね ぶけ もさめ て 朝 はとく おひに なれ こし 花の 下ぶ し 

吉 0 樱 

きの ふ 今日う つし 植ゑ たる 山樱 はや 里 なれし 花の 顔ば せ 

見 度せば 花と はなとの 仲の W なまめ く 袖に かよ ふ 神風 

唉く 花の 仇な い ろ かになら ひても 外のう はき は 仲の 町 かな 

あづまの ひえに て 紅梅に さくら の^きま じリ たる を 見て 

もえぎ 地に 梅 やさ くら を 折り まぜて 上野 ぞ 花のに しきな りけ る 

上野 花 

一 面の はなに 棊 盤のう へ の山黑 門 ま へに かゝる しら 雪 

しのばす は 花の か，. V みの 天下  一 くもらぬ かけや 池の 水 かね ， 

烏が f  く あ づ まの ひえの さくら 花 ひと 重のう へ の 八重 も 又 見ん 

幕の内 は 雲の上 野のお く 女中 雪に まが ひの 花の ふり 袖 

あ ふむきて 上野の 櫻 見る 顔 ははな の 下^も 長き 日の あし 


九 三 四 


松 

人 


千 

事 


W 方 

無 錢 

^ 上 

m 保 

大 石 丄 


と せ 

畏 持 

三 味 


詮 法 


赤 .U 

芳 志 

事 也 

曾 迎 

石 ，躬 景 


吉野 にも まさる 詠め は 山 王の 花の 上野の 江戸 ざ くら かな  松 H  成 

山 王 櫻 

山 王の 花 も 祇園の 香 煎 は 素 湯に さくら をう つして しかな  おきやす 

上野. U: の 花見に ゆきけ るに 幕のう ちに 女の すき かげ あまた えけ ォば 

うつくし きお 山 櫻 や 見て ゆかん まくの そ ともを 花道に して  まち. R ね 

彼岸 櫻  ， 

山寺の 彼岸 まゐ りに くる 數珠は しだれざくらの 花の 長ぶ さ  あ か ら 

姥 櫻 

春 さめに 老を わすれし 

吸 筒 もき の ふと あけて 

大木 花 多少 

日 を 追うて 山 も 暖氣に 

立ちより し 花 もた しゃ 

狂言 梵蛙 集卷 第三 


姥櫻 この 下水 を すがたみ にして  ち と せ 

^鳥 山 花も醉 うて か 虱に ちらく  叮 あ r 

なりて 候ます く 碑 安たい 木の 花  野 老 餘 面 

うの 緣 あれば かほ だに とめよ 大木の 風 藍 斑 閒 近 

九 三 五 


狂言 驚 蛙集卷 第三  九 三， ジ 

花 下. 浴來 

立つ あとへ 又 來る客 も ひと もとの！ I によれる 花の えんさき  な か も ち 

花 下 客 留 

花 ゆ ゑに け ふこの もとのお 客なら かへ り 風 をば 吹かせす も 力な 「， H  r 

彌 生の はじめ 始めて 山ぶ みし 侍リて 

よし野 山 もの を ゆ ふべ の 花なら ば わけし 昔の あと もとはば や 方  年 H 

花の 枝に 糊の 掛リし を „a て 

での 枝に か ゝる麁 相の それ 鞠 はちら すうら みの 葛 袴 かな  朝  手 

鄙 人 見 花  . 

せな おみやれ なんち ふ 山 か 白雲の 只 あさ くら はえら 唤 いたけ に a 川 與 禰 

花 盜 入 

すりよって る 目にあ まる 白浪 は 花に その 名 をた つた 一枝  三  味 

座頭 花見 

卞の 下に 杖 をつ くぐ 座頭の 坊 花に ながめ は あかぬ とぞ る  嫁  々 


病人 花見 

病人の あし も そろくたって 見る 屛 風に 花の 風 やい とへ る  牛 込 進 道 

庭の 花の 風に 散リ かふ を 見て 

ちらう かと 見る 人 案じ わ づ ら へば 花に も 風 は 百 病の ちゃう  か ん か う 

一日 十 }s 首 歌よ みける 中に 手 折 花  . 

墨染 にあらぬ 梢の はな をな ど 手每に をり て 坊主に はする  鹿 都 部 ag;  0 

一 日 十 }in 首 歌よ みける 中に 夢 花見 

思 ひつ、 ぬれば 夢に やみよし 野の花 はに しきの 夜 著で あつたか 馬 場 金 搏 

朱樂 館に 人々 つど ひて 花見け る を： n くれて 行きけ るに はやまら うど 51 れる よしきき て 

今少し はやく は 花 も あるべき に老の あゆみの おそ 櫻 かな  茶 屋 町 末 廣 

上 巳 

装束 も 十二 ひとへ に 八重の 桃 かさねぐ の 雄の よそ ほひ  お 


はつ 雛 もた つや 彌 生の 二日 三日の みつ けて は 足 も ふら そこ な 

狂言 驚 蛙集卷 第三  九 三 七 


ん ど 


も ち 


狂言 鶯蛙 集卷 第三 

夜 雛 

大 内と 思 ひ 、ぞ 夜の ひ 

下戸 曲水 

下戶 ならば あちら こ 

歸 蹈 

うす 墨に かく 證 文と 

羽衣の 裳に と ぢてゅ 

白浪の はやた ちかへ 

雲 雀 

春風の ほど ひやう し 

さほ 姬の 染めし 露の 


九； 一一 八 


な 棚 を あるく 鼠 や 鶴に たと へ ん 

ちらへ 杯 を やり 水草 や 餅に つきぬる 

見 ゆる かな 霞める 空に かへ る 鳩 金 

く かり をた ぐり もどせよ 靑 柳の いと 

る臈舍 はと むれ ど いそぐ あしのうら かな 


杯 長 丸 


あこぎの ひく 總. 


大 


よく 吹きす-ちて 舞 ふや 雪 雀の 雲に いり あや 八 

ころもでに ひばり は镜 ふと！ nj^ えつかく れつ ま 


保 茶 

力 


尤 成 

装 住 

つ ら 

氏 


つばく らも 何大 望 の 

苗代の 土 を 運びて つ 


あ る やらん 

ばくら の す：. 


やたらにく  ノ る 橋の ま 

にも 子. たね をお ろして 


たぐら  多 

ぞ行く  も 


下 手 


同 前 

あ み 


足元 維子 

春が すみた つ 足 もとに ありか をば おのが しらせて 維子 なくなり 耳 

# 駒 

三味線の けいこ を かしき 春 駒 はかけ 出す やら 先へ 飛ぶ やら  こ 

さも あらば あれた つ 野 邊の春 駒 は 柳の 髮 やより てつな がん 

苗 代 

fe- 德 をね てゐ てし めの 苗代 は 水 も 人手に まかして ぞ 見る 

卜 U 田. に まく も ほさつの 種 なれば 今より 秋の みのり をぞ しる 

蛙合戰 

かけ 引き も 苗代 時の 聲 あけて 水ぎ は 立ちし 蛙 がっせん 

すみれ 

紫の ゆかり ありて や 此の 春の 江戸に すみれの 花や 咬く らん 

かきつ ばた 

かきつ はた 

筆 そ/ V ぐ 水に うつりて 紫の 檢具 をし ま，^" -杜若 力な 

狂言 驚 蛙集卷 第三 


彥 

リ  J 

遊女 象 かた 

婆 阿證入 

まぎな 力 


耳 


婆 


彥 


み 

九 三 九 


み て 

牀花 

ひと 

つ か 

目 こ， 


パ ら 

唤き 

江の 


狂言 體 蛙集卷 第三  九 

浪花の こぼれく ちと いふと ころ 松 や 何が しが 池の 杜若 を兑 てよ める 

しょり 思 ひの 種 や こ ほれく ち 心へ だてぬ かきつ ばた かな  は 

ある 遊君の もと にて やまぶき を 詠める 

に暌 かせし 色の やまぶき， はたば こほんから いでの 玉 川 

時の あた へ 千金 春風の 吹きた て 見す る やま 吹の 色 

はれぬ 小金の 色の 山吹 はみ すく こと を かき ほに ぞ く 

か，、 る 小金の いろの 山吹 を 折らん とば かり 花の りんだ め 

の 花 J ^喚け ども 實 はなら す實 はなら ね ども 花 は 咬き けり 

^  T ィ 

くと もとより 長き 春の 日を唤 きのば したる 花の 藤な み 

か 、 る 藤 は ゆかりの 名に たれて 又 ちら ほらと 花 も むらさき 

# 日 詣 江 島 

島の 道 苦 は 桃の はな をす れいた くい そぐ も 上巳の 日 かな 

爾生 の はじめより かご のうち に 子 飼の ほと 、ぎす をき きて 


名 

お 

婆 


三 


ぎ な 


^  0 

あ 


盛 方 

み 


ん 

ん 


氏 

入 


ど 


て 


ほと ゝ ざす 雛の 頃より 飼 ひたて 

春 初 鰹 

かくべ つに 直 段 も はるの 初輕け 

暮春 初 筵 

代金 は 一 兩日 のちが ひに て 直 段 

春の 歌と て 

酒の みつ 花 を ながめつ いた づ ら に 

三 月 盡 

彌生も 三十日の 夜食 濟み ぬればみ 

花 散って しま ひし 吉野 のか はつ 、. - 

け ふの みと 春 もつ きしま 山の端に 

一一 IRI 晦日 灸す ゆる 人の もとにて 

春 もけ ふね きりはき りの 灸上戶 を 


てへ かけて 鳴く らん お き や す 

閏ど しかな  十  口 

も はるの 初經 かな  ち 


彌 生の 

づ 


さめ づ らし； 


すぐる 月日 は 一 日 もな 乙 


た ね 


あ- 


ふ 


その かもな し 花の かもな し 

ら かたけ て 春の 暇 乞 かな 

入日 を まねき かへ してや 見ん み  か け 


手柄 岡 持 

つむりの ひかる 


しめ どいつ かひと ひと ぞ なる せ 


江 


狂言 蛙集卷 第三 


し q 

ヲ 


狂言 鶯蛙 集卷第 il 

狂 言 鶯蛙集 卷第四 


九 四 二 


夏 


歜 


り 夏と きかへ ぬる かな 

とけ"， まみう すと ぞ な る 

のはらの わた はとら ば や 


更 衣 

古びた る 霞の 衣 ぬぎすて てけ ふよ 

衣が へ これ も舂 星の 米 なれ や 俵 を 

S ぞ とて まだ 拾に はなら ね ども 鏗 

花色の 布 子に けさ は ひき か へ て 馬. H も 袷 をき その 山道 

遠 村新樹 

いく 村の さらしの 布 を 夏た ちて 仕 

遠目に は 梅 かさくら か靑柳 かね か 

卯 花 


立 もしゅる ならの 幅廣 

ら わか 葉に 茂る 一 むら 


筵 


數 


手 


田 脛 長 

々館 湖鲤鮒 

寄 原吞吉 


茶屋 町 末廣ー 


朴兼膨 

倉 ^ IF 


春 夏の ちかしき 中は猶 さらに 垣 をせ よと やさけ る 卯の^ 

卯の花 は 黑き上 著の 袖 なれ や 綻びし より 白く 目 だち て 

卯の花の ちりぬ る 先に ー聲を 待てば いろはに ほと、 ぎす かな 

き 鳥な きつる 方み」 なが むれば 只 あり 明の 月 もの こらす 

時鳥 待つ 夜の 友の 火 入に は 只 あり 明の 炭圑殘 して 

おきてる るう ち はとび こぬ 時鳥 忍びね ながら 聞く もめ づ らし 

九 合 目へ てっぺん かけて 登りし は 三國ー の やま ほと、 ぎす 

ほと ， ざすへ vt- づ くなら ば 何 兩も耳 を 揃 へて 今日 やき かまし 

どちらと も 日和 さだめよ 時鳥 雨と 月との 中空の こる M 

ほと. V ぎす ちと は翅を 休めよ といへ どかぶ り を ふり 出で てな. 

待 時鳥 

辛子 酢の それ 程に こそ あ" すと も 初音き かせよ 山 ほと、 ぎす 

馬士閒 時鳥 

狂言 體蛙 集卷第 1: ■ 


京 


方 


石 部ん 

眞 乳 


無 

千 

夕 


九 四 三 


錢 

ぎ 


赤 

內 

ね よ 

有 


良 


左 


霧 


し 

I 貝 


衣橘洲 


山手 白人 


狂言 驚 蛙 集 卷第四  九 raw 

聞き ほれて 我 も 馬から すでの ことおち かへ りなく 山 時鳥  武 士 八 十 氏 

山家 時 烏 

名乘れ 今賤が ねざめの 所から 夏 もき そ ぢの山 時鳥  十 二 栗 M 

橋 上 時鳥  . 

そのな がさ 此の ほと ゝ ぎす 兩國の はしから はし を 鳴き 渡る こ ゑ ^ 來 參 和 

三十 曰 時鳥 

借金の 山 ほと、 ぎす いづかた に 三十日の 雲 を 鳴いて 行く らん う ち の リ 

關 時鳥 

關の戶 を 追に ほぞん かけご さ へ 鳴く や 箱 根の やま ほと ゝ ぎす 

初總 くひけ る 日時 鳥 をき きて 

をり も をり 初 時鳥 はつがつ を 味 にからし のきく は 珍ら し 

初が つ を 

むかした れ铅刀 魚と は 名 づけ けん 今朝 百 貫の 折紙 もがな 

橘薰枕 


朝 S 荣録 

富士 泣^ 

白 川 與布禰 


たち 花の 花 こそ 見えね 敷 妙の まく 

かきつけし 花 橋の 肘 まくら か をれ 

芥 子 

うつくしき 花の 姿 もときの まに 風 

紫 陽 花 

來て はなめ く- たる 花の 虻 あかぬ 

本 所 茄子 早 

本處 とて 土地 も 夜鷹の 畑 中 さて こ 

早 サ S 

此 の ご ろ は 芋 畑 を も 打ちす てて 田 

小山 田 はしける 新樹 のかけ まで も 

や す 


ら やみに も 香 や は隱る ， 

るかた へね 返り をして 

の 刺した るけ し 坊主 かな 

や 何の 紫陽花の はな 

そ はやい はな 落ちの 茄子 


子 や 早苗 を 取つ 

とる や 鮑の 貝の 


千 


て 居るな り  靑 

玉 苗  關 


* 丸 

里 亭白駒 


しろ ひ 


檢皮 釘武ー 


口 藉 燕 河 

杉 村 


刈リ たる あやめうる 商人よ び 入れけ るに あた へ いたう 高 かりければ 

しと は 人 もみぬ ま の 菖蒲 草す こし その 直 を 引いて 賫れ かし 八  十 氏 

雨屮 菖蒲 

狂言^ 蛙 集 卷第四  九 四お 


て や 星の 出る らん 

つく 雲 はる ， なり 

に 軒の 板 まより 雨 もりければ 

へ てさし 板に せん 

ゝ き 明くるし の ， め 

、く 夜半の 柴の戶 


狂言 蓊蛙集 卷第四  九 四 六 

からかさ を 御 無心 申す 五月雨 はちゃう ど あやめ も かりて さす- 0 こ 

小 梅旣熟 

五月雨の ふりわけ 髪の 小 梅 だに はや 色つ けば かたす ぎ もせす  ち 

黃 金の 色と るまで 熟した る 梅 はもと より 小粒な りけ り  免 

五月雨 

三 ッ五ッ 星の やどり は 見 ゆれ ども 五月の 雨の あし はと まらす 

五月雨 喑 

さみだれの ふり 通した る 上 なれば 空 も かび 

五月雨 はふる ほど ふりて 雙 六の むしく あ 

五 H; 雨 ふリっ く顷 したしき. K とひ 来りて 酒の みける 

五月雨の ふる 家 なれば 酒 もりの もる をお さ 

フ ,t7 

さりと て は氣の 短夜の 水雞 にて ふすま をた 

又き きに 來 まし 田畑 を 打ち こえて 水鶏に た 


石 


す 

樂 漢 


ぢ 

江 


唐 衣 


0 壽 

丈 


0 人 

W 武 


自分 黹子 


茂 

ち 


鄰家水 鶴 

うま さうな 鄰の 夜食ね てきけば 何 をく ひなの 口 はしの 音  松 下 風 

夏の 夜の ぬるま もなくて 覺め ぬる はの みゃく ひなの 驚かし けん 野 老鬆而 

照 射 . 

矢 を 食うて 逃ぐ る 鹿より 射し 人の むねに や 草 はわ けんとす らん 八 . 十 氏 

殺 川 

遣 ひの 業 は手齒 にあら ね どもい ともさ かしく か- 切り散らせる こ  り  ふ 

笋は 生まれな がらの 皮 具足 やぶに も 功の もの、 ふの たね  大石 小石 躬景 

下 女 盜 ^sp- 

人の 目 もぬ く 音た かき 竹の子 を それと は 誰かし るの みに せん 卷 拙 庵 G 壁 

败 遺 火 

拔け 路地の 裏め づ らしく 吹き返す 風 S 蚊 やりの かんなく づの葉 問 屋 酒 船 

集 卷第四  九 四 七 


is 曰 驁蛙集 卷第四  九 へ 

そら だきに あらぬ 者から 杉の 葉の く ゆる 煙に 蚊 は 立ちに けり は き な か 

下女 逐蚊 

蚊 やり 火の あ ふぐ 扇の 骨 さへ もちやう ど 揃 はぬ おは したのへや み. つ か ど 

蚊帳 破 多 

みじかよ 

ぬ ふとても 所詮つ-,, かぬ 破れが やきの 短夜 やおき て 明さん  ひ げ つ 、り 

蚊屋 中 整 

f ^のうちに あそぶ 蝥は せめて 蚊 を やくに もた たぬ 燈火 のかけ  加 保 茶 元 成 

夏の 歌と てよ める 

うかされて 只う ちくと 寐附 けぬ は 茶 をのみ と 蚊に る 夏の 夜 お な じ く 

雨後に 見し 富. H にも 似た る i の 跡 鹿 子 まだらに はれ 上りたり う 5 リ 

螢 

夏蟲の 身より 出で たる ひも しらで 書物 は 棚へ おこたりの 窗  婆  阿 

上へ なほ もえあがる 螢 こそ 离 草け しても 水に きえぬ か  膝 元 佐 久 お出 


みそ こしのう ちに 整 を 入れた る を 見て 

宇治な うて 素性い やしき 味嗜 漉に 玉の 光の 螢をぞ みる  秋風 女 tss 

おなじ こ --ろ を 

手づ かみに 取って 其の ま、 みそ こしに いれし 螢も やはり 蟲 なり き の 高 极 

おなじ 心 を 

學 ぶに はたらぬ 光 S 螢ぞと 儒者 も覼 いてみ そこし の 中  う ち の リ 

m; 前 螢 

てる 月に 光り か はせ る螢 こそ 鳴く 蟲 よりも 取りに くき 力な  -ノ  i リ 

靑樓整 

揚屋 入り えりもと 光る 大盡と 肩 をな ら ベ てと ぶ螢 かな  河 iSi  守 

町.^ の. S れに かゆ をみ す 紙 やつ ゝむ瑩 はやみ もよ しはら  みちの く 雪もリ 

螢 合 戰 

朝露 をな が 根城と やた のむ らん 草の はむしゃの 螢合戰  小 袖 行 ，3 

狂言 鶯蛙 集卷第 n  九 mT.. 


狂言 體蛙集 卷第四  九 五 〇 

立ち もせで ig にと きをう つ はしび るゝ やうに 聲ぞ 時雨る、  こ  リ  ふ 

や 、 しゅる 木の うら 店の 住 ひとて 其の ひ-ぐ ら しの 聲ぞ 寂しき  み 、 ひ こ 

啞 婢 

木隠れに 梭 むと は 見れ どみん とだにな く 口な しの やまの 啞ぜみ 秋風に ようばう 

夏 草 

,  わらん V- 

鎌す てて 寐て 居る とこ は 童の 罪 もむ くい もな つ 草の 中  う ち の リ 

名に も 似す やさしき 露 を 含める は 鬼百合の めの 淚な るらん  ひ げ つ ら 

秣には 今 もすその の 5 草 や 鎌 くら どの S 御 狩 場の あと  加 0 仲 ぬ リ 

古戰場 夏草 

されば こそ 茂れる 草の葉 武者まで なら ひし 露 や 星 著て  望 W  ffi 丸 

或 人 の 家に て ln{ 草の 心よ く ける を鉢植 になして n;:^ せけ る をり から 败の うるさく すだく を 

かくば かり 手の 行きと、" く 夏菊 はいかに も 花の かこ そ 多 けれ  こ リ ふ 

水無月の 萩" 快き 初めけ る. M にて よめる 

早暌の 光陰の 矢 を はぎの はな 秋 を三ッ 羽の 垣の もと 箸  む せ ん 


むくお きの 顔 も 可愛ら 周茂叔 みとれる 蓮の 花の 前髮 

佛で もまた 君子で も 蓮 花い ざ 船 さしてい けどりに せん 

忍 岡より 不忍 池の はちす を兑て 

から 人の 眞似を 忍ぶ が M に來 てうた ふ もしゃら く 採 蓮の 曲 

蓮 葉 合 露. 

蓮 葉に 誰が おきす てて 小 玉 銀 その 露 ほど も 慾 心 はなし 

廊聞雷 

かけこみて まくり も あへ ぬ 直垂に 雨の か はやの は. り はなる 神 

市中 夕立 

さわぎつ 、あきれて たつの 市人 はうる まもな つの 夕立の 空 

船 夕立 

S の 帆の はらめる 風に 夕立の 雪の はやめ や ふり 出し けん 

關 夕立 

狂言 鷲 蛙 集 卷第四 


雷 に 

と く 

涼し 

夏 も 

山 住 

涼し 


狂言 鷲 集卷第 n  . 

さけぬ る 蚊 やの もじが 關 せきに せ はしき 夕立の 音 


泉 

ノ \ とすく 

氷 室 

月の 口に ほ 

納 谅 

さは あたら 

夕 納涼 

はやた けの 

山家 納谅 

はこれ がま 

男女 納涼 

やと 男女 も 

乞盒 納涼 j 


うての みし 泉 川 三日の はら. までし み 渡るな" 

しっけて 松が 崎 かたき 岩根に 冬の かたまり 

し 疊ぁを 簾 妻子の 留守に ひとりみ か 月 

葉 そよ ぐ 門口に みな 立ち 出で てす 5, めいろ 時 

しば を をり 敷きて 谷 そこ こ、 の 夕す  >  みかな 

ろと も 夕暮は 蚊の さし 合 ひもちと ゆるせ かし 


おとん ど 

うちのり 

力ん 力う 

きっしう 


ん 和 


人 


八十 氏 


jpf のまらぬ 乞 <K は 橋の 下す み 川風まで も 貰 ひ 物な り  み 力. 1 

家 根船納 谅 

橋の そり は 弓 を ひく やとみ つ 股に ひょうと 射て 來る家 根 船の 風 宿 

千 早 11K  ，田 川より 漕ぎいで てす  >  むは 天津 兒家根 船 かな  し 

隅 田川納 涼 

^しさ はす、.， のとく りの す み だ 川 ま だ きに 秋の 音 をき き 酒  節 

水無月の ころ 舟 逍遙す とて 

水. 接 弓の. f にや 掉を さし もぐさ この か はぎりの あっさ 忘ォて  あ 

認圑扇 

$ ならばえ り 出しても 捨 つべき を 手の はなされぬ S うち は 力な . ？ 

うち は資 

いっとて もうち は 留守なる 圑扇 うり 外の たつき に 骨 や をる らん 眞 

暑中 水寶 

夏の 日に しばらく 息 をす るが 臺 ふじの 高ね の 砂糖水う り  匠 し 1 ら 

Is  一  SJa 蛙 集 卷第四  リ 五三 


屋板盛 

ろ ひと 

松 嫁々 

をの リ 

茛 布 

閒川成 


狂言 驚 蛙 集卷第 g:  九-五 s; 

水無月の 空に 荷 ひの 冷水 はう りて や 汗 をく み 流 す ら ん  嫁 

夏の 日 は 汗になる みの ゆかた 染めき て はくみ 込む 水 賫の桶 

醉後飮 水 

醉醒に ひやり と 飲み ふ 氷 みづ -S の农 なが. t ，あたへ 千 金  足 s{ 山 

- 大暑 難 凌  - 

肌ぬ ぎて 見れ ど あっさ は 強弓の いられ ざり けり 寐ても 起きても ひ げ つ 

質屋の 蟲干を 見て 

太刀 かたな さすがし ちゃの 蟲干 はけに もの ゝ ふもうけ つ 流しつ 

裏店に 蟲干 する を 見て  ， 

とりわけてむ しあつき 日に 蟲 干の 小袖の かび も 通る うら 店  余 nil 

ffl 夕颜 

垣に はふ その 夕が ほの はなれ 家 は 五 Si ばかりの 住居と ぞ しる  釘 

朝夕 額 

元 結 をより てこ そ 見め 朝 まだき ねく  4.- れ髮ゃ 夕顔^ 花  * 


々  武  坊 


ら  町  丸々 


水 無 H;  ^ 

鶯も 老いに けらし な 梅 

& 麥 

白露のお きく 膳に む 

荒 和 破 

水無月の 祓錢の ありた 

み- V ぎ  ， 

鈸す るぬ さに きる ぺ き 

寺 は 今夏と あきとの 中 

け ふ は 身の あくた もく 

今宵より はや 文月 や か 

六 跛 

盆 前の 拂ひは n: と 夕ぐ 


ま し 


か ひ 


臣 に 

た の 

よ ふ 


の から 聲 もみな 月の 空 

て もく へ ぬ 朝 寐の牀 夏の 花 

ふる ふちの 輪ゃ拔 きつく  、v 

葉 はま づ蜘 のい を拂へ と 、ぞ 

はら ひきよ むる 川 社 かな 

祓 して あすより かけんう そ 

らん 夏 毛の 筆の つか ひじ ま 


り つ 

田 心 ふ 

の： E 波 

ひ に 


匕 


匕 


遍 toi 方 岳 一 


石 龜 


ろ 


餘 入 


壽 鈍 人 

な か 

ひ と 

泣 狭 主 

十 氏 


れの 水無月 まする 、ぞ を かしき 


蛙 集 卷第四 


九 五 五 


狂言 鶯蛙 集卷 第五  九 五六 

狂 言 鶯蛙集 卷 第五 

秋 歌 上 

立 秋 

获の 葉に 案內乞 はせ てあみの 戶 のめに 見ぬ 秋 もけ さや 立つ らん 山 手 .H 

秋來 ぬと 風が しらす や ふみ 月の 封 じ をき りの 一葉ち らして  秋 風 女 

立 秋 甲子 

三 伏の 夏 もす ゑ 葉の 野 大根け ふ 二股に あきはき のえ 子  河 •  ぬ 鬼 

秋た つ 日 さる 方へ まか リてか へ らんと する をリ しも 扇 を 出して 歌 かきてよ と いひければ 

秋 もはや 立ちながら かく 扇と てけ ふから これ はすたり 物な り  麼 來 參 

風鈴 吿秋 

三 伏の 夏た け緣に 音づれ てせ はしく 秋 をつ ぐる 風鈴  婆 

七 夕 


阿  和  守  E- 人 


七 夕 

誰も 

天 の 

短冊 

と る 

天 の 

秋風 

秋風 

蝙蝠 


へ け ふの 手 向と 

に ひかる 、 牛 も 

みな 露の ねが ひ 

川 空に を だ ま き 

の 竹の ひと 夜の 

筆の その かさ 、 

，；^ 申 七夕 

川 さて あやにく 

七夕 筝 

の 手 さ へ こよ ひ 

七夕 草 

の ふきとい ふの 

七夕 鳥 

とん はいふと も 

狂言 驚 蛙集卷 第五 


くり 返す 三輪 ざう めん 

心 あらば 今宵ば かり は 

を かけ 掉 にかけ て 小袖 

かけて こそ 跡に いと 引 

あけがた は の 名殘ゃ 

ぎの 走りが き 星に 手 向 


のい と 

足ば や 

や ほし 

くよ ば 

のこる 

の ふみ 


な 力 

に 行 

合 ひ 

ひ 星 

い ろ 

月の 


のかの え. e 'ねぬ 夜 は 星の さし 合 ひ 

はっくし ごと 七夕 づ めに かきなら 

も 七夕の 逢 ふことの ねの 深き 草の 名 

曉の 鳥な き 里 や ほし 合 ひの そら 


き 力な 

の 空 

力 な 

力 み 

の 空 

せかし 


し 

0 


ろ 

狗 奴 

陰 


和 助 


阿 t!^ 


靑 ■ 則 


丸 


野 老鬆面 一 


久留 閱 長 持 j 


唐 

九 五 七 


衣橘洲 


狂言 驚 蛙集卷 第五  九 五八 

しばらく IS 飮 まざ リ ける に 文 七日 ある 人 天の川と いふ 洒を 送りければ 

天の川 酒 は 露 ほど 飮む 身に もい まひと 德利 ほし 合 ひの そら  十 二 架 m 

武士の 八十 氏と しごろ 手 なれ 給 ひし きん のこと あた へんと やくした まひければ ふん：：^ 七 n とリに つか はすと 

てせ-つ そこの はしに か いっけ 侍る 

われ もまた 七夕 づめ ともろ ともに 七の 緣琴ぞ ほし 合 ひの 穴 二  ft 川 與 布 m 

かへ し  . 

さほど ま で 星 な ら 今宵 かすべき をお くる はぜ ひもな、 の 緒 琴 や 武 上 八 十 氏 

吉原 草市 

ひと 朝 は 露の 千ぐ さの 仲の 町 よ 朝顔の はなれ 市人 

角 力  ， 

花の 色 わくる 秋 野の 草 角力 園 扇の 紐 も 露の 小む すび  鍋 

おとら じと 出 づるゃ 月の 土傻ぎ はちつ と 入 cn も 西の 大ぜき  算 木 

秋 角力 數の手 とりもい かで かく 不慮なる まけ を 嶋の羽 返し  節 松 

文 なかば 過ぐ る 頃初& "空 をす ぐる しける をい まだ 臈は 來ら じと 爭ふ 人ぁリ けれ f 


浮 箪 蝶 々 成 


丸 

有 政 


秋に なり まるら せ 候の 玉章 を 龍田姬 よりこ とづかり がね 

西瓜 裁賣 

赤き 色 を 都の 町の」 fl- あきな ひ 下 たちうりの 西瓜 行燈 

文： 《 末によ める 

初秋 もめで たく かしく 筆と めよ け ふ 文月の まき 納めなら 


和氣织 


京 問 內 則， 


赤松 R; 出 成 


淸輔が ものう かる 時の 白露 を ことばじち とや 言 ふべ かりけ る 

露と ちる 淚の 玉の きざ はしゃ 長 信宮の 身に も あきくさ 

枯 梗 

秋草の 花の 顔 見 世評 判の 中に 上々 きちかうの 色 

秋日 三人 §： 人して 野邊 秋草 見に ゆき は ベリて 

び - つち 

秋 萩の 花す り 火 打う ちつれ て たばこ 野道に あかぬ 友 どち 

野 草 花 

敷きつ めし 春の 錦の 花よりも こ 、 ろ廣 野の 秋の 花 ござ 

狂言 驚 鲑集卷 第五 


しろ ひと 

めしもり 

加 仲 蟹 

出 誠 訪耳彥 一 


な 


も  ち 


狂言^ 蛙集卷 第五 


九 六 0 


賤が 

粟 飯 

名 を 

ひ ら 

絲す 

可愛 

行 き 


萩 

づら もさ かり 

家 をの 、ぞ き て 

女郎花 

をた く かたは 

聞けば かはい 

花 粟粒 ほど も 

薄 

く と 草の 袂 

、 き 野 邊の錦 

犬 百 首の 中に 薄， 

44 す 

さも 十寸 ほの 

刈 萱 

暮れて 野中に 


に 露 や 汗す らんこ 

見れば つき 获の花 

らの 女郎花 似た と 

らし ゆな 女郎花 曲 

か はらねば むせる 

に 見えつ る はの こ 

に はた 織の さ をな 

す ゝ き 打 敷きて な 

宿 を かる 萱の 亂れ 


れぞ 

も つ 

や 1 一一 一。 

り く 

め し 


小获の 花す りの そで 便々 館 湖鲤酣 

、= -れの 錦き にけ り  大石. f 石躬 E 一 35 

はん 煎た とや 言 はん 瑰  人 

ねりし 心と は 見す  梓 「.：>  八 屮 

とも 人 や  一一 G ふらん  片袖足 成 

っけ^^尾花なりけり  う ち の リ 

まの やるせなく 蟲  大 屋 衷 tt 


める 犬 を 捨てて くるす 野 檢 皮 釘 武 

しど や 草 まくら 闇  秩 父 平 


槿 

此の こゝ ろ聖に ませし 朝顔の 

晝 朝 貌 

はなの さきば かり あら ひし 手 

八 朔. 

白妙に 唤く はこと さら 八朔の 

嶋 ならぬ 羽 をば か ， しかけ て 

みつ 口の 三つ を よせて やか ぞ 

市中 蹈 

そろばんの 玉の 二進 か 市中 は 

日本 堤に て 應の聲 をき き 侍りて 

應の聲 北へ くと いき 杖 を と 

鶉 

狂言 鷲 蛙集卷 第五 


花に をし めろ 今朝の 寸陰 

拭の ひるまお きたる 朝顔の 花 

ちゃう どもりよ き栴 がかた びら 

く る そ の 玉 章 はかり 築に して 

へなん はや 何時の かりがねの 聲 

みせに 空ね のかり が ねの 聲， 

ばせ て 行く やひけ 四 ッ手か ご 


朱 樂管江 

ひげつ 、し 

銀杏 滞 門 

赤 土 壽 邊 留 

袋 筒 長 

逸 地 閒川成 


九 六 I 


狂言 驚 條集卷 第五  九 六 二 

蟹が 子に どこ やら 似た る 飼 SI 砂の 上に てな くと 思へば  う ち の リ 

刀 前^ 

たった 姬 月に 衣 や ほしぬ らん 山の たもと を 通す さ を 鹿  青 の  リ 

. 別 t  に； 鹿 

踊 子の 下駄 を や 笛に したやし き 三味線の 音に よるの 掉鹿.  紀儘成 

家聞蟲 ■ 

杯 を はやさし たま へ 松蟲の はかなき 酒の ちんち ろり ざ り  ：，^  m  0  0  A 

蟲 賣 

蟲寶 のね て くらされぬ 世の中 はお のれ も 露の まう けに やなく 仲 ぬ リ 

秋 鰹 多 

傘なら ぬ 經も秋 は あぶら こく 雨の ふるせの さし 身に- ぞ する  棟 上 

. ^ぼ. S お 

涼みに し 夏なら 棚の ゆ ふ 顔 をち やう ど 枕に しづが たのし み  八十 氏 


狂 言 鶯蛙集 卷第六 


秋 歌 下. 


月： 15^ 

も & 

わ き 

光陰 

f し 


て も 更に 悲 

に 雪の 衣 を 

ざ しの さや 

三 日 月 

の 八 島に む 

目 を もれ 出 

十 M 夜 

いかな す f  j:j 


しくな 

脫 ぎ す 

けき 月 

かし ひ 

づ る 影 

しいび 


かりけ り 我が身 ひとつの 秋に も あらねば 

てて 丸 はだかなる 月の さやけ さ 

の はれ 出立ち る やか つらの 花の かいら ぎ 


き 切りし しころ や 三日の 月の かゆ 淸 

つりばり ほどに 見 ゆる ニー 日月 


おの づか 


つ に 見 ゆる 故 丸 もち 月の あす を まつ 宵 

r 分な その 顔つきの 娃 wf^ も 少し かけめ は あらんと ぞ思ふ 

狂言 鶯蛙集 卷第六 


つ 

檜 

九 六 三 


む 

手 


中 


皮 

杏 


白 

法 


光 

良 


I. し 

元 

赤 

石 


炭 


狂言 驚 蛙 集 卷第六  プ六 四 

秋の. 最屮は あすとて の， まつ をり しも 初めて-脇の 昔 づる、 聲を きくに いとめ づ、 りしくて 

天津^ あとの-か 先 を 待. W の 月に あら はれ 渡る はつ 脇 

八 H 十 1^-  & 

すきと ほる 琥珀の 玉の 杯 を 手に も. ^月の かゆに 廣 なし 

もらうた る 芋 も圑子 も武藏 野の はら 一 ぱいに み てるよの 月 

光 そ ふ 玉のう さぎのう すと 杵 今夜 三 五の つ き ベ り もな し 

名に 高き 秋の 空色く まもなく わけて こんやの 染めつ きもよ 

てる 月の みか ゆの 石の 手水 鉢み がき あゆたる 秋の なか 庭 

そろばんの 玉の やうなる 此の 圃子 かぞふ る 月 も 三 五十 五 夜 

あすま、 を 焚 くべき 签は とられても 今宵 名に お ふ 月に をし まし 

述 城の 玉の 句に すがりて .  . 

い 五 夜の 月し ろた かき 詠めに はか W あら の卷も 及ば じ 

月 十 五 夜よ ひ の ほど 暴リ がち なれば H さ へ 出で や ら ぬ を 人 々 》: を もて あそぶ こ と 葉に 光 そふ 心地す る に 前 

栽！：^ 薄 砌の松 もげに g 待つ 風 倚に 見えければ 


木 網 

事 三 味 

老？^ 面 

土  ^邊留 

龅毒鈍 人 


竹 杖爲輕 


名に しお はば 月 も 出よ とや 松 影に まねぎ ます ほの 薄 一 むら 

八： 《 十五夜 雨降リ ければ 

川 竹の つとめに 似た る 一 夜と て ふる もてら す も 月の 空 ごと 

十五夜に 絲 瓜の 水と りて 

垣-根 はふつ るに 薬 月の 半ばと て絲 瓜の 水 もす み 渡りけ り 

停 午 

誰 人 か千兩 箱と ほめ ざらん 秋 は 中 村 なかぞらの 月 

月 前 免 

玉 冤 はねて なぐさめ 十五夜 はおの が 毛 ほど も 月 に^なし 

W 前 芋 

里芋 をく はんと 口 を あきの 夜 はちよ と 杉箸に 月 さして 見よ 

十六夜に 裔麥 をた ラベて  . 

秋の 丧の月 は 雲閒を もり あゆし 薪麥の あた へ も 二  いざよ ひ 


すみかた 


K 本姊 見事 


智 慧 內 子 i 


鹿 都 部！ IS 額 


産 阿 馬 


嶋羽 盛！ 


蛙 集 卷第六 


九 六 五 


狂言 鶯蛙集 卷第六  九-パプ 

左 は 須磨右 は あかしへ ふみ ま たぐ：：； の あしこ そな み を 越え けれ ^  ^ 橘 

^藏野 はもと より 廣き はら なれば くもなく うみし^ をの こ 子  手 枕 お ^ 

むさし 野に あ ふる、 月のに ゆ 水 は 逃け かくれ 家 もな き 今.^ かな ゆ" m 一お 入 

兩國橋 月 

今 街し も 心に か、 るく もなくて 月 はれわたる 兩國の 橋  う た 稀 

三 又 お 

さし 出で てけ に 千 Ih のお もしろ や 鼎の 足の 三ッ またの 月  光 

口 叫 川 H 

すむ 月の 光 はこ、 の 品 川の 臺 にの ほる 大佛 のまへ  ォ お r 江 

芋 畑 HJ  . 

芋の 葉の 露に やどれる 月影 は 風に ころく をち の ひと 村  大 木 P  M  ^ 

供 部 厘 

供 部 a は 主の 御た ち をた ち 待ちの 月に さした る 天 もく の 酒  於 保 曾 f ね 長- U 


京 閒內則 


武 


松 嫁 々 

ふ 八十 氏 


雪隱月 

化物 を 見し と はう その か はやに ておのれ く が 影の もる 月 

終 夜 望 《" 

もこが 

うかく と 長き 夜す-から 憧れて 月に 鼻毛の 數ゃ よまれん 

いと はすに 入り 來れ かし 秋の 夜の 月 も 住家の かかる 手せば を 

商 人 見 月 

最中に て 御座 そろばん の 分厘 を かけぬ 三 五の 十五^の 月 

順 禮見月 

順禮の 打つ ふだら くやら くく と 寢 な が ら 月 を み く ま 野 の 宿 

縱素 望月 

すみわたる 月に 虎溪の はしたなく 笑へば ともに 口 を あきの 夜 来 樂 漢 江 

瞽者 對月 

すむ 影 を 見る目 歎く もせん なしと ひとり まさぐ る 琵琶の 半月 

月見に はち、 "に 物 こそ 悲し けれ 我が 目 一 ッの あくに も あらねば 夕 

狂言 餐蛙集 卷第六  九六セ 


.RI^  IrH  7 ィメ 


ろ う し 


き つ し 


霧 笆 


狂言？ s お 蛙 集 卷第六  九ナ 

ある 入 ぁモび ものつ どひて 洒飮 みける に つ ふけ リに とてお のがす み 家へ 歸るを 見て 

美しく 就 ふ 今日の つきの 顔 詠め あかさで ぬる はおし ろい 

明 H 如 J! 

海 手から しゃほんの やうな 月影 を 誰が くだ もて や 吹 上の 濱 

十 三 夜 B 

淸書も あがる 二度め の 月 かゆ はまた 一 段と Ei- 事な りけ り 

やまとの み 木の み を もる や 重箱の からに は あらぬ 月 を ると て 

t^D 末に 今夜 も はねる 影 えて はしる 冤の 耳の 長つ き 

杯に みつれば かくる 酌よりも 今宵の 月の 八 ぶ んめ よし 

月 れば臈 の 琴 注に 雪の いとしら ベ て あそぶ 十三夜 かな 

長 月 の 十 曰 ぁ ま り の み か の 原 わ き て <^「 宵 の 影 は さ や け き 

此の 月 衣 はかつ けど 露 寒 み 芋 の そ の 葉 に 玉 だ れ の ひ ま 

飮み あかす 夜 は 長月の 酒 もりに またも 名に お ふ 菊の かつら を 

十三夜 月 もさし での 機ぎ はに ほつ かり 口 を あきの はまぐり 
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九月 十 n あま リ 四日 黑髮 山に まだき に 雪 の ふりつも リ たる を 見る に旣 によ は ひもつ もれる 物から おの 力 白 

髮を つく， f なでて よめる 

時 しらぬ 今し ばし 待て 黑 髪の 峯 にか、 れる 秋の しら 雪  所 詮 法 師 

秋の 夜物鏠 ひしけ る 女 を 見て よめる  . 

世の中 を はりの 手ぎ はの 營 みは 秋の 夜 を 曰に つぎもの. ぞうき  ま が  き 

烏瓜 藏霧 

鳳凰と おも ひの 外のから す 瓜 朝夕 霧の 中に れ ども  有 

檮 衣 

夜もすがら 聞けば からころ から 衣き ぬた の 音に うち も ねられす 承 

そろく と睡氣 きぬた の 音 づれに 人の はなしもう つらく きく 勘 

一 家 禱 衣 

二 夜. と はきぬ たの 音 もせ ざり けり 澤邊 の酶 のた つた 一ツ家  河原 鬼 守 

狩人の 目に やか、 ると さ を 鹿は聲 をば かりの ね をの みぞな く 春 
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菊 

壷のう ちに 涯々 菊 をう つし 植 ゑて さけく との み 詠 め て ぞ 居 る 

唉 き. そ むる 菊 は 山路の 据 もやう！ に 行く 道 もつ まあが りに て 

大 菊滿笆 

月の輪に まが へ る ませの 大菊を 露 を あたりの 星 かと ぞ見る 

しら 雪と：： D-e る 笆の大 菊 をつ もれば；^ にあ まり 珍ら し 

十 H 菊 

節すぎ て 見る や 十日の 雨 障子 五日の 風 もしら 菊の花 

菊 花 放 洒 

ひたすらに 藥と 菊の かけ 見えて 下戶 もちと せ や ふら そこの 酒 

人に 洒す、 むる とて 笆に疾 ける 菊 を 折 リ取リ 侍りて 

かねてより 藥 ときく の 酒 なれば たえす 千と せ も あがり ませ 現 

ある 人の もと へ や し 侍る 序に 菊の花 をつ か はすと て 

御 やうす をい か と 菊の 一 もとは 小 蝶 も 花 をた づ ねて ぞ やる 
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拙， 庵 白壁 

野 鳴 木 
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主 


方 
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ゃ卩  \A 
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愛 多 子 子 々 


蓑 蟲 

ちりのこる はゝ その 枝に とり 附き てち 、よくと ねだる みの 蟲 ま  力  き 

蟲 * 弱 

比の ごろ は 又め づ らしと 菊、 ぞ のに 鳴く 蟲の音 も を はり はつもの う ち の リ 

秋 山 越 

秋いた く更 くる 出路を ふみわけて はける わら ぢも 紅葉し にけ り ^  山風 

山 紅葉 

手 向山 神の 紅葉の ちりぬ る を は." かりお ほく ふみて こそ 行く さ た t 

初霜の け は ひやす らん 龍田姬 紅葉 袋に あら ふ 山の端  山 京傳 

名所 紅葉 

杯はなくて もま、 の もみ ぢ見は 茶 椀に さけ を こ、 につぎ 橋  m 夬 5.  J 

夜^ 葉 

秋の 夜の やみ は あやにく 紅葉ば の 色 さへ 見えす 香 さへ なくして 八  寸 氏 

紅葉 淺深 

狂言 鶯蛙集 卷第六  九 七 一 


狂言 驚 蛙 集 卷第六  九 七 二 

紅 _ 节. よの ふかい 淺 ぃを瀨 にもして 渡らば 錦な かやた えなん  逸 ^  n  成 

眞閒 紅葉 見に まかりて 

いつまでも 詠めに 秋 はな かりけ り やはり 靑葉 のま、 の 紅葉ば バ 牧 ^  i 

海晏 寺の 楓 見に まかりて 

海晏寺 紅葉 も 酒ゃ飮 みすぎて 色に 出る ほど ごとな りけ り ® 子 島 ^ 松 "は 

海晏 寺む かう の 海に よせ かへ るな み/ \ ならす 染 むる 紅 紫ば 同 H 影 澄 遊 

海晏寺 山に もみ ぢ のにし きなる 紅葉 すれば 見 ごと 色 かな  同 竹 £3 節 ^ 

海晏寺 に まかりけ るに 雅名 世に ひろく 聞き及び たる 人々 の 我よ リ先 だち て 紅葉 兑 侍る にや 枝 毎に 短冊の つ 

きて ぁリ ければ 

短冊の つきし 紅葉 をみ な 人の あとから 錦き て 見る ぞ よき  眞 弓 元 季 

E 燈 寺の 紅葉 見に まかりけ るに はや 曰の くれ か、 りて 茶み せの 牀几な どと リ かたづく る を 见侍リ て 

入相 を 鐘四ッ にして 夕 もみ ぢ はや 水茶屋の 見せ も 引く まへ  I 芳 -^. - 

御所 神の いと きをく ひて よめる 

卸 所， をし ぶいと いひし 罰 かして さて こそ 口 もまが る ほどなる こ リ ユ 


花 i„ss? ほうけ し 袖 を ふり あゆて さらば /\- と 秋 はくれ けり 

どうぞして とめた き 秋の 別れ路 をい かに 尾花の あはく やする 

秋の 夕 鹿た ちとい ふめる 种に 菓子 とらす とて 

小 倉山染 むる もみ ぢの 干菓子に も 鳴く や 時雨の ちん^ 鹿た ち 

九 義 

憎から ぬ 我が 子に 添 ひし 三 九日の 茄子 は 嫁に くれて 行く 秋 

長月の 夜 も 長文の 封 じめ を あければ 通 ふ 神 無月 な り 

貧乏の 秋 も はてぬ る 神お くり 出 雪の 國の福 やまね かん 


狂言？ ill 蛙 集 卷第六 


し 


狂言 驚 蛙 集 卷第七  九 七 

狂 き 鶯蛙集 卷第七 

冬 歌 

扨 冬 

射る ごとく 今日より 冬 はたつ か 弓し. ぐれ そめ 羽の 矢より 早き 日 無 錢 芳 

木枯 にち りぬ るいろ はふみ ちらし やまけ ふ 越えて 秋は來 にけ り ， 肩め 明 法 

狐 百 首 9 うち 初冬 

今朝 はは や 神無月と ぞ なりに ける 咋夜 狐に あたま そられて  京 g 內 

時 雨 

春雨の 眞似 ももし ぐれ 夕立の まね ももし ぐれき の 定めな き  手 柄 岡 

寐甍 時雨 

小丧 時雨 ふるわん ばう となりに けり 夢 はや ぶれて ちぎれく に i5 衣 橘 

市中 時雨 


洲       持       则       師 ^ 


. ^を さして 買 ふべき 人も來 すけ ふ も 時雨の ふる 著 店 かな 

蓑 笠 >t 少しも. まけぬ 市人 はし ぐれの 雨の あしもと を 見て 

問屋 場 時雨 

先 く，  の i ぎ 行く 跡の 問屋 場に しぐれの 雪 を 次いで 出すな り 

冬の はじめ 桑 名の 驛 より 洒の 口と り をお くりし 時よ める 

桑 名から き雨蚣 もら ふとき とくりの 酒 も ふりみ ふらす み 

0 葉 

落葉 かと 思 ひの 外に ふる あめ はいつ かひ さし を もりの 風 

0 葉 混 雨 

上ォ 雨 ふ り 落葉 もりく る 篠の家 は 虎狼 もす みや わたらん 

夂. 一 の はじ め 高 雄に て 落葉 を よめる 

A に ち る 木の葉 天狗 や 谷川の 梢 見お ろす 鼻高 維 山 

かんなお の はじめ 或 人の もとへ i~ をお くると て 

初し ぐれ ふるせの 鏗 ふるくと も 便に あゆる 味噌 はこが らし 
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露の たまさか 殘る 

夂-ー の 歌と て 

江の 藤 は 氷の 足 
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つる も かれし 垣 
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うな すがたの 池 

さへ ゑ ひて やよ 

にかれ たつ あし 

ゆる. 汀の かれ 葉 
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かんな 月の 顷 すがたみの 橋と なん 言 ふ 所に 翁の 立ちよ 

眉に おどろかれ 野の 霜 おきてし ばし 立 


リて 休ら ひ 居け る を： て 翁に かはリ てよ める 

ち 寄る 姿見の はし 空 寐 待 


兼  々稀 門 
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化 被せぬ ぶし や う 女 の 

うち a るに 下手 や 四 五 

庭 霜 

木々 の 葉 をお とし 話 も 

盤 銅 氷 

盤 銅に 氷れる 水の 手に 

大河 牛 凍 

眞 半分 水と 氷 を 吹き わ 

識訪氷 渡 

雛訪 のうみ や 雪 はこん 

祌田川 永 

舟つ ど ふ 岸へ と 潮の さ 

瀧 氷 

瀧の 絲 のしり を 結びて 

狂言 蛙 集 卷第七 


朝戶 出に ちと 見なら へ というて おく 霜 

目お く 霜の 白は荼 ばんの 目に も 寒け し 

そろく と. 霜が、 りたる 庭の 面 かな 

しみて あかぎれ ほどの ひ ノ 新たな り 

けて むかう の 岸 やき ゆる 川風 

く ふる 狐 わたる 氷 ははる か 近み ち 

す 棹 もけ さは 氷りて かん 神 田 川 
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研き あゆて 影 も するどに 見 ゆる 力な もろはの 山 をた ちの ほる 月 

行く 道 も 寒き-霜夜に 照る つきの なんの くもなく うち へ 歸 らん 

子に は あらで 軒端に もる かけ は 飯より こ はき 冬の 夜の 月 

水 鳥 

池 水 ももら さぬ をし の 中 なれば いと 、；, 氷に とぢ つき やせん 

潮風に もまれて いろの 黑鴨は そのうば 玉の 闇に なくらん 

池 水鳥 

あづさ 弓 をし も 霜夜の 池 水に ひらく ともねの 牀、 ぞ さびしき 

霜 tfl の 頃 神 田 川の 邊を すぎけ るに ゆきか ふ 舟に 追 はれて む れゐる 鴨の はたと たちけ るが やがて 舟の すぎ 行 

く あとに たち か へ りて 又もとの ごとく 水の 上に あつまる を 1^ て 
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の關守 もる 役 ももる に 霰の たまられば こそ 
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馬 


鞭打って つながぬ 駒に 散る 花 はさ くらの 馬場の 雪の 夕暮 

雪中 犬 

時 しらぬ 山の かひ 犬お のが を も ふりつむ 雪 やかの こまだら ゆ 

飛鳥 山に て 雪の 降る を 見て 

きの ふけ ふ 飛 烏 も 富士も 山つ，" きみな 白妙の ゆきの 肌い ろ  化  口 

雪兑に 出る とて 

卒さら ば まろめ し 雪と 身 をな して 浮世の 中 を ころけ ありかん 四 方 赤 良 

雪ふリ ける 日澤邊 ほたる 吳竹 ふし 躬 とひき たリ ければ 

雪の 日に 螢の來 る もこと わり やさる おやしきの 儒者 も 見 ゆれば お な じ く 

淺草拉 木 町と い へる 所に て 朝よ リ洒飮 みける に晝 つかた より 雪の 降り出しければ 

初雪 もはや ふり 出して 袖の 梅拉 木に 花 はさけ びた しかな  眞 

此の 日い さ  か 掘 出し をし ければ 

客と る も 今日 初雪の 參に 竹の この 子 はよ ほど ほり 出し  福 

蓑 I™ と い へ る處に 住みけ る をの こ ひと リの親 を もたり ける がき はめて 貧し けれども 至孝な り その 母洒 をた 
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狂言 驚 蛙 集 卷第七  九 八 二 

しなみ ければ 

竹の子に あらで 蓑 輪の 孝行 は 笠 著て 洒を買 ひに ゆきの 丧  ,n 川 與 布 禰 

酒の みける 時 雪 ふりければ 詠める 

ち ら く とちら つく 目に は 杯 をお さへ て 雪の つもる とも：：^ す  0 和 i$  M 

人々 の つど ひて 洒飮 みける 日時 雨に 雪の まじりて ふりければ 

杯の あ ひみ-しぐれ にしら 雪 はつ もり かねた るけ ふの 酒 盛  壽 貝 高 割 

人々 槍 倒の 術 を 試みる を" しもい と 寒かリ ければ 初雪 は いつ 顷ふリ なんな ど 口々 にあら そふと ておの く 

かけものし 侍りければ 

いざさら ば 初雪が け をし あ ひ 口 ちらりと 來て もまけ と 定めよ ，：：： 分 き 子 

となんよ みける に ほどな く 雪 の ふり 來り けれ ば 例 のかけ ものに 洒 など 調に て あるじし 侍る とて 

麁酒 なれば お 口に あ ふかしら 雪の ふる は少々 これ は 一升  靑 口  *5 燕 河 

雪の かけ 物 を鬮に ふりて とリ ける に 四十 八 字と いへ るく じに當 リて 

雪が けの だちん は 四十 八文字 ふって ふり 出す 奴 四 五 人  便々 節 湖鲤鮒 

人々 たは ぶれの あま リに また 乙 雪の かけ 物 せんと い へ る 折 柄 


筵 田 臑長ー 


を 


も ち 


重ねて は 又かぢ はらと 笑 ふべ し 二度の かけに もさら に 引かねば 萨 差 櫛 

寒 夜 珍 酒 

さ a る 夜の 此の 一 杯の ひや 酒 はけに のみ きれぬ ひ. 茶 椀 かな 

€： に 居て 見れば 眞黑 にたつ 煙 ふじの 嶺とは 雪と 炭が ま 

M 火 

ふき 立つ る a も 小春の さくら 炭火 桶 は 花 を ちらす ばかりに 

藝子火 健に よれる を a て 

人に 身 を とんと まかせて 置 火燧藝 子の 隙 も ひに こそ は よれ 

老人 火 健に よれる を 見て 

寒け さはう すき 火の けの 老の 身に かしらの 霜の 置火爐 かな 

煤 はきの 上 著に 夏 をみ ちの くの け ふの かたびら 胸 あはぬ かな 

煤 容來 

狂言 發蛙 卷第七 


足 曳山町 


堅 


嘉 珍多肇 安一 


むせん！ 


九 八 三 


狂言^ 蛙 集 卷第七 

け ふす ， を 取 込むな 

年 市 

時 しらぬ うち はも 寶 

にえた つやこし きに 

歳 暮 

行年の 尾が しら かけ 

此の 者 は 花の 春べ と 

ふんどん の 目 も あて 

殘り 日の 數も ひと ふ 

行年の 腹 を か、 へて 

手 をつ くす 將棊の や 

十露盤の 玉の 春 待つ 


れど 御出でな G ま づ 

わる rif^ 力 代 を あ パ く 

米 を 播磨签 しか まの 


あけ. E 'せ 胴に なりと も 

は お ろか 年の市 人 

かちんね るぞ 愛でた き 


九 八 s; 

武 


い そ 

られ 

し 二 

笑 ふ 門 袋お もた き 厄 ばら ひかな 

うな 年の 暮 つまり 切りて は步ー ッも なし 

1 とせ もつ もりく て^；-かざりかな 


の 一 尺 ほどに 

ぎ 候お 通しな さ 

ぬ 年の 暮足を は 

ふしと なりてた 


なりに ける 力な 

れ としの 關守 

かりに かけ 廻れ ども 

うとう 年 よ. く， r> 


士 


む 


氏 


ん 


み さ 


つ 


場 


む 


金 ^ 

の 光 


辛傳講 

酎 何 獻粟盛 

家 S 盛 


師走の 末に 膊 のしめと リをか へ とてもて 來 ける 人の ぁリ ければ ひとつ はこな たにと めて 一 ッ なした し 


人の もとへ つか はしける にか はで かへ しければ 

三文の 矢よりも はやき 年のう ちに 春 を も ま たすか へ る臈金 

山中 歳暮と い へる 心 を 

年 越に 鳥の なく 音 は 聞 ゆれ ど 世に あ ふ 坂の 節季 候 はなし 

故鄕へ かへ る 年の 暮に 

をし むより な ほ 行 き やら じ 鳥が 啼く 花の あづまの 年の 名殘を 

松 前 江 指と いふ 湊 にて 村 上 氏なる 人の 家に 旅寐 し. 侍りて 歳暮の 心 を 詠める 

寸 上 を やどりに しても よる 年 はとり か へ されぬ 日月の 筑 

. 節分 の 夜色 このめる をの このまめ はや す をき きて 

は ひ あるく 身に 節分の ま め 男 そこら こ ， らを 摘み 喰 ひして 

除 夜 

桑の 弓 春 待つ としの ひとこぶ し 鬼 打つ まめ やい るに まかせん 


お  き  安 

吹 殼咽入 

難 波然翁 iH 

平秩束 作. 


原 


市 


リ  ふ 


狂言^ 鲑藥卷 第 七 


九 八 五 


狂言 幾 蛙 集 卷第八 

狂 言 鶯蛙集 卷第八 • 

覉旅 * 離別 

卷ロ 旅行 

はる-ぐ と 道 をき 5, すの 聲 きけば 我 も 留守 

物へ まか リ ける とて なれぬ むま やに 旅寐し リ ければ 

わらん ぢの ひも じき 人の 腹なら で 足 をく は 

歌合の 巾 旅 五月雨 

五月雨の ふる 借錢の ふちなら で こ は； fa たけ 

千の 玄室 ぬし-, f5H 雨の： M 十；： 舞に か ヘリた まふ あした 

雪 もはやに じり 上りに あがるな. q- お茶 をた 

師 走 旅 行 

難 波が た 冬の 日 あし もみじ かくての びぬ 師 


力 八 六 

する 妻 ぞ 戀 しき  加 保 茶 元 成 

いた-つ くたびれて 殊に 股の へ リ ければ 

るゝ旅 ぞくる しき  武 士 八 十 氏 

の大 井川 かな  河 原.^ 守 

て 場に しばし 待合 お 揚 ^ 埒 

走の 旅 衣 かな  ，糾晨 朝 手 


大 森と いへ る處 にて 

火 森と きく や 名代の なら 茶飯 腹 も はる はす 和 中さん ばい 

馬 入 川の 渡 水 5^= リて 川留リ ければ 

，る こ ともならぬ 馬 人の 川留に はらの たづな やけたり 刎ねたり 

石橋と い へ る 慮 はいに しへ いくさ ぁリ ける 山と 聞きて 

ヒ文 のっか ひなす ともおと すま じ 此の 石橋の はした 錢 なら 

小 田 原に てう ゐ らう もとめて くれ かしと 人の 約し けれど あたへ なければ その 言譯 とて 

.IT; 束よ を だはら づ との 片 荷す りひと つ 、みさへ 旅 はう ゐ らう 

箱 根お， を こえて 三 島と い へ るむ まやに はた 織女の ぁリ ける を 詠める 

か ら 近 くみし ま の ふと もめんた らく おりて とまる 旅 籠 や 

H の 輪の 池に て  ， 

草枕 ふしみ の 里の 夢の 間にい つか 石 部へ つきの 輪の 池 

不二の 高 根い と 雲の か 、りければ 

据 野から 雪の 衣 を あしたかに はし をれば ふじの あたり 永で 0- ゆ 


黑部赤 杉 


な 


お な 


お な 


お な 


筵 S 腿 長 


お な 


lli 蛙 集 卷第八 


九 八 七 


狂言 體蛙集 卷第八  九 八 八 

何某 ja- の 城下 をす ぎて 

御城 下の 月見て 罷り通る なりせ めて 枝豆 丹 羽 左 京 殿  平 秩 ま 作 

大井 河川 

川留 にあうて 居ながら 狂歌よ みよん どころ なく 名 處をぞ しる 元  成 

舞 坂に て 

舞 坂 は 三 里に す ゆる 灸 ならで いま 四 五町に なって くるしき  爲 細 逍 

梅澤の 宿に とまりて 

つぎほ 

名に しお ふこ、 は 機敏の 梅 澤ゃ早 くもつきて みはと まりぬ る .n^ 秋 冬 

卯 朔日 ふるさと へ 歸る人 にむ ま の はなむけす とて 

古鄉へ 錦の 駄荷を 先に t て 身 も はるぐ と 更衣 かな  内 K キ 四郎 

おなじ こ、 ろ を 

旅 衣 かへ る も 夏の はじめ ゆ ゑ うのはな むけに 一首 しん 上  M  M 飽 十 口 

したし き 人 の 古鄕 へ る 折 か ら詠 め る 

古さと へ 歸れる 人に 絲 つけて いかの ほりなら 引き や もどさん  檢 お 釘 武 


黑邊赤 杉 このみて さし 物 細工なん しける に 或 時 箱 根 のいで ゆへ 行き ける をお くると て 

赤 杉の ゆもと を さして 行く先 も 箱 根と きけば 打ちつ けた 旅  牛 籠 運 せ， - 

ある 人 江 島 へ 旅立 つ を 送リて 詠め る 

か 及 衣た つた 十 里 かそ こらに てむ さし さがみ としば し 別れ路  獨 つ 、 き 

物 へ 旅 だち ける 時 送りの 人に よみて つか はすと て 

立ち かへ り 故郷の 人に あ ひたし こふみ 出す 足の まめ をみ やけに 唐 來 參 和 

片 岡に 旅寐 せし 頃 つれな リ ける 人 の 按摩 とらせければ 

心よ く あんま を ひねる かた 岡に あし も 達磨と ふせる 旅人 

神奈 川む まやに て 

處ま でも 靑 いいろ はに 帆の 數の 風に ちりぬ るかな 川の 沖 


實 


身 性不案 


狂言 驚 蛙 集 卷第八 


九 八 九 


狂 


狂言 體蛙集 卷第九 

言 鶯蛙集 卷第九 


九九 〇 


吳竹 


な 


デ ^ 


ひ ろ 


賀 歌 

豐 年 貢 

かなる 年の 貢 はつる かけの 升より 民の みて や はからん  久 §H  ii な が 持 

九十 贺 

のよ ねの 守 は をと、 しと かぞ ふる 節に 千代 や こめつ る  節 松 嫁 々 

茶 を このめる 人 七十 贺に 

そぢ をへ て も 達者な あしや (金 な ほかけ めぐれ 千家 二 千家 0 朝 手 

-フ & ま 

をす るが の 不二の 根ぞ ろへ は 雪の しら 髮 となる. 06 で やゆ ふ 無 0  ^ 志 

新 宅 祝 

ぐと 建てた る 軒 は 高 妙の いく 萬 年 もこ、 に 住の 江  千 代 有 員 


寄 月 祝 

あきらけ く戶 ざさぬ 御代と 我々 が 申す もお それ 有 明の つき  6 川 與 布 踊 

寄 山 祝 

君が代 は 我が 背戶 裏の はきだめ も あま 雲 か 、 る 山と なる ま で 大木 戶 0 牛 

寄 肩 祝 

有りが たき 御代に あ ふ ざの 嬉し さは 骨 も 折らす に榮ぇ 行くな り c:^ 燒 猿 人 

寄 雪 祝 

源の 御代 はふり せで 草 も 木 もつ もれば なびく 雪の しら 教  山 手 S 人 

寄 鶴龜祝 

か ぎ り な き 1^!^ が 齢 や う ら や ま ん 鶴 は 千 年 龜 は ま ん ね ん  廢 衣 橘 洲 

寄 鰹 祝  . 

竹の 葉 を かいし き にして 松の 魚 ひと ふ しごとに 千代 は 込めたり 名 萬 壽 盛 方 

寄 德利祝 

君が代 は 神のお まへ に ふる 鈴の 德利 のみき のく めどつ きせす 山 ^ 靑 則 

狂言 11.1 鲑集卷 第 九  九九 一 


狂言 驚 蛙 集 卷第九 

寄 赤 叙 祝 

胡 痲醚も ふれ や 千と せの 色直し 衣桁に か 

君が代に すむ 身 は あかの 色つ け て^いつ 

四十 の賀 した まひけ る 家に て 

萬 世 をへ ん たらこと でお 賀の 餅つ くと も 

寄 鍋 祝 

老の腰 か 、"まるつ る も 千年と いは ふとき 

寄 鏡 祝 

鏡 臺 にみ がき 文て たる 化 被 水 影 もく も ら 

寄 1- 荜祝 

小山 田に 稻 刈る 賤が寵 にも 朝夕た えぬ け 

寄 杖 祝 

つきせ じな 千と せの 後の 鳩の 仗 まめで ひ 

限りなく すぐに あやかれ 樫の 杖 ふしぐ 


九九 二 


けし 赤の めし 物 

まで もた のし む し 飯 

つきじ 君 が 齢 は 

はの 松の 鍋ぶ た 

ぬ 千代の ためぬ り 

ぶり 草 かな 


大 事 三 味 


鹿 都 部 餌 j 


己  :. じ 

宗  \ 八  メ 


足^ 山 町 


通 T.^ 千 輕 


ろ はせ 給 ふめで たさ  ま  か  ほ 

にさへ 千代 を 込めれば 鈍々 案 山 鹿 


寄 碟箱祝 

公事 沙汰 もさら になし ％ -の硯 箱 かく 納まれる 御代に すみ 筆， 

寄瓢祝 

おめでた や 君 は 千代の 子 瓢箪の 百な りな ぞは數 とりに して 

寄 文 祝 

いろく にかき あつめた る 松葉 紙猶 いくちよ を ふる 筆の あと 

寄 筆 祝 

かくば かり めでたき 君が 命 毛 は 千代 ふる 乘の たまる かすく 

まが 代 ま、 た -;, しき 道の ありま 筆つ かへ まつりに 顔 を 出さば や 

寄硯祝 

君が 弋の ためしに する ゃ硯 石江戶 むらさきの 色 もこ もりて 

や はらぎ し 御代 は 瓦の 硯 いしされ ば 千と せ をへ るぞ 愛でた き 

御 儀式 日 御料 瑰 頂戴し ける に 鯛の 三 道具の ぁリ ければ 娥鎌 すきと いふ こと をた て人ォ てよ め- 

ち pi 一  い 

かま はすに 自然と 福 は 來るぞ すき 是れ 頂戴の 三 道具な り 

狂言 驁蛙集 卷第九 


E 夫 野人 

まか  ぼ 

白壁 山 入 

い つもの 早 秋 

武士 八十 氏 

古 瀨勝雄 

夕霧 笆 


酒 大！^ 畏機嫁 

九九 三 


狂言 驚 蛙 集 卷第九 

寄 鳥 祝 

ムロ まれる 御代 は 諫めの 鼓に もこけ こうと なく 鳥ぞ かしこき 


九九 n 


來樂^ 江 


狂 言 鶯蛙集 卷第十 

物 名 

ひた ひ は ご 

見 わたせば 嫩も 若衆 も 月び た ひ は ごの 子ぶ り は いづれ 劣ら じ 梓 弓 八 屮 

むめ ぼし 

すゑ 

御馳走に 熱く わかせし 居 風呂 をむ め ほし やと は 言 ひも 出されす 山中 多 都 杖 

みそ こし 

たつこと はなら で 坐りし 老の みぞ こし も ふたへ にか、  =r み 餅なる 出 諷 訪 耳 彥 

魚 名 十 

0  鳍烏 歸鰊 #^  鲑  飼 S§  鯖  ，  、 

こ ひし さはい かにます かと ふく 風の なさけ 聞きた ひいな の 笹原 山 ず 白 人 

たちのい ほ 

千 早 ふる 雨 をと 祈る 神 頃 はしら ゆ ふだち のい ほさきの 森  黑 髮 千 筋 

狂言 驚 蛙 集 卷第十  九九 五 


田4^ 


狂言-驚 S 集 卷第十  九九 六. 

ノ たがる た からすみ 

たかる た の お 


ちりの 世 を 出で 

小 角 豆 茄子 

年 はま だ 十六 さ 

M 名 五 

舉び つる ふみの 


し す 


も は脤 ひて 隅から すみへ つ、 みかけ 稻  崎 ^ 盛 

みか も 鍋 や 釜 ほこり だらけの 世話 ぞ遁れ ぬ 5«1 0 千 種 

も け ふ 


お は 


ろ をつ けなす こと 


の 初 茸  四方 赤 良 


中に も 四十 


：.^^ 味 五 色 

白 

靑 ければ 苦 き 鹽 づ 


赤 

た う が 


雀  S  想 箱 

からまよ はすと きくを， L 


辛  in  eli 

らし それ を あまさす く ろ 


へ ありけ り 白 川與布 


ふ 物す き — 便々 鉈湖鯉 鮒 


狂 言 鶯蛙集 卷第十 


戀 歌 


初 戀 

け ふより や 人め の關を はかりて もま づふ みそ めんに はとり の跑 

只 ひとめ し は 初瀨の 山お ろし まづ ふみ そめん に はとり の 跡 

此の 戀 はなる かやぶ るか ゆく りなく 思 ひたつ"" よ 磨 だに 見す 

初逢戀 

虎の 尾 を ふみ 見し よりも & つに 逢 ふうき 名 やなん とせん 里 走らん 

鼠 首の 中に 初逢戀 

抱きしめて 命 を 逢 ふに かへんと はこやく ひっきの はっか 鼠 か 

忍 戀 

わが 戀は 1 ぶと すれば ふる 桶の たがい ふとな くもり や 初め けん 

狂言 鶯蛙集 卷第十 一 


左 


內 


士 


子 

氏 


名 萬 * 盛 方 


便々 館 湖 鯉 鮒 


野 老键面 


狂言 駑蛙集 卷第十 一 

忍待戀 

しのぶれば 色に も 出さす {仝 

待 戀 

物 思 ふ あたま を さして さが 

不逢戀 

どうしても か、 フ しても ねの 

我が こふる 人 はい す かの は 

いほ 結 ひに むすぶ の 神の 結 

逢坂 はつ らき 戀路の 難處に 

遇 不逢戀 

うつり 香の 殘 りて としを ふ 

我が 胸に も ゆる 思 ひ を 消さ 

片 戀 


九九 八 

寐入 いびき を かくと 人 はしらす や 左 候 某 

り 卿 ふらりと 人 を 待つ 宵 ぞうき  山 手 a 入 


出來 ざる は あはざる 戀の重 荷な る ベ し 

したな. く  口 も 違 うて 逢 は ざ る ぞうき 

びて や 今に 一 度 もとけ ぬ 下紐 

てこえ すに 歸 るむ-た 足ぞ う き 


つ む 

.ft 


0 音 人 

リの ひかる 

賀 


る 小袖 今 は 身幅 も あはで きれぬ る  於 保 久 旅 人 

ん とて 口へ つぎこむ 酒 もす さま じ 羽 禽 堂 莊 夢 


一 ぱいに はりた るかた のかた 思 ひかく もめる 氣を人 はしらす や 葛 屋 月 守 

BS ひ き ゥ、 卜 の i^! ご も 七 ふ ぐ り 女 _レ ま け て ま ろ ね せ ん と は  鹿 ^ 部 眞 額 

、を 見て 


師走ば か リ淺草 わた リ市 たちぬる 日 雨の ふりけ るに みめよき 女の 彼方此方 さまよ ひ あ 一 


容色 も 第-市人の ぬれごと は 十七 八の 雨の ふりそで  S 屋 

片眼なる 人の 戀に身 をな やませる を兑 てよ める 

この 戀 はいつ か あはび の 片目 貝 人 を まつ毛の のびく にして  お な 

雨 も ふら ざり ける に 傘 さして 行く むすめ を 見て よめる 

濡れる きで 日和の よいに 雨がさ は 照らされ うかと 顔 かくすな り m 

別 戀 

又 いっとち ぎる 別れの 手枕に 髮も かたち もとり 亂れ 鳴く  睡 

名 なくす ぐに かへ るもう しろ 髮みだ る ゝ 心 あとに くし 飮ロ はし 

顯淚戀 

忍 ぶれ どもりて なみだ や ふる 土瓶 かけし 思 ひの あまりつ よさよ 八 

被聞寐 言顯戀 

狂言 鶯蛙集 卷第十 一  . 九 九九 


手 


原 杉 成 


道 


十 


氏 


狂言^ 蛙 集 卷第十 一  一 〇〇〇 

今更に 夢に なれと も かこ たれす もとね ごとより 洩れし 浮 名 は  ^1" 衣 橘 洲 

變 戀 

あきやすき 人の 心ぞ そら 錠の かけて たのみし かひ もな きかな  恭 M 秋 冬 

久 戀 

逢 ふこと は 八 「に 叶 はす 錦 木と ともに 日数の たつ ぞ かなしき  さ  た  ん 

無 實 戀 

忘れても くまた 慕 はる、 戀の 冥加 ぞ 身に 叶 ひぬ る  こ  リ  ふ 

不 言 戀 

口外へ 未だ 出さねば 三寸の 我が^に のみ 思 ふくる しさ  朱 樂 m 江 

思 ふこと いはで 月日 を 杉の 葉の たきつけ となりて 胸の も ゆらん ひ げ つ 、り 

歌合の 中に 不 a 戀 

我が 戀 はすべ るち り ゆの 灸 なれ ゃ然れ ながら も るよ しもな き C 川 與 布 丽 

武士 戀 

戀ゅ ゑに 名は帶 刀の 先生 も 思 ひ きられぬ もの、 ふぞ かし  出 敦 訪 tt 彥 


かち だち て 千里の 外に 通 ふと も 帷幕のう ちに ふたりね よかし ナ 原 ざ こ ォ 

虚 無 僧 戀 

天蓋の 下に や 物 をお も ふらん 人に しられぬ れん ほな がし 目  しろ ひと 

思 幼 戀 

いはけ なき 七ッ小 女郎 思 ひそめ 戀の やっこと なりに ける かな ま 力 ほ 

老人 戀 

契るべき 言の葉 もな く 老い ぬればお としめ されて 腰ぞ 折れぬ る 夕霧 笆 

盲 E 戀 

葛た しと 見る目 も豫 てあら ざれば せめて 浮 名 や 立てて きかなん お な ー く 

下戸 戀 

上戸なら 鬼 ころしと もい ふべき に 人 ごろし なる 情なの 君  加 保 茶 元 成 

^夫戀 

朝夕に わりな き戀 のかた ゐ なかこめ ん眢 ひも 二 畝 歩 三献步  諸 見 上 純 

早乙女 戀 

狂言 驚 蛙 集 卷第十  一  一 ◦◦ 一 


狂言 镜蛙 集卷第 十一  100 二 

早乙女の さみだれ 髪 を とりあけ てせ めて ひと 夜 はなびき 玉 苗  ひ か る 

大工 戀  ， 

みじかなる きを 次の間に 隙 どる は戀に ひかる、 ひやり 番匠  お と ん ど 

疊 剌 戀 

たまさかに 近 江 表の うらみ を もむ ねへ たゝ みのと この 別れ路 も と な リ 

職人 戀 

忍び 逢 ふ 夜 鍋 仕事に 手つ けうつ かね を 合 圖に下 細工 人  於首禮 長. U 

替女 好色 

1^ ごとのお はします とも 若 ごぜの まさぐ りより て 袖 やひく らん ^ 產 阿 馬 

色 好む その 目の玉の さか づき も そこ ひな まめく ごぜの 取りな り 銀 せ 滿 門 

み そか ごとしけ る 女お のが 子どもと く寐 せっけて これ かれさ かなな ど 調 じて かの こと 男に 洒す、 めんと い 

とけさう して ゐ ける を：：^ て 忍び や らず 口 さ がな うよめ る 

忍びく る 人 を まつ まへ 数の子 をね させて あまの 月 をみ るふ さ  河 ^ 鬼 守 

雪屮戀 


戀 風の 吹き ま はしゃら しら 雪の つもる も 今 は 首た けにして  八 十 氏 

雷  " 

てん 

いな 妻と ともに そ ひねのう ちゃう 天雲と なり また 雨と なる 神 

雷の どうなる とてもな かどより 忍び -/\ に 通 ふい な づ ま 

題 し ら ず 

水く きの あとかた まらぬ 道普請た ..>  ふみ 附 けて 見る も 甲斐な し 

钣焚 女の 戀 のこ k ろ を 

思 ふ 事 ま、 にもなら す ふつ く と 釜の ふたりが なかの 口ぐ せ 

僧 老 戀 

した ふ ともよし しわ 面の 髭 しら 髪 こや 老い ほれと 人 も 憎まん 

犬 百 首の 中 に 

戀ひ 死なば その ま /'狎 に 生まれ 來て 君が 茵の はしに 伏しなん 檢 

おも ひそめ 淺葱 にあらぬ ふる 小袖 あら はる ゝ とも 色 はか はら じ 河 

乞 盒 戀 

狂言 鶯蛙集 卷第十 一  •  1 〇0 三 


宿屋 钣盛 

燒酎何 献- 粟 盛 

阿古 木 引 網 

邊地問 河 成 

た  ぬ  き 


皮 釘武 

邊 二 國 


狂言 營蛙集 卷第十 一  •  1 〇〇g: 

もらさ じと かねて 契りし 袖 乞のう きな も 人の めかどに ぞ たつ -？ 4-  彥 

しのべ どもよ しゃ 乞食の もら ひ 物つ ゝむ にあ まる 戀 もす るかな 阿  „s 

水茶屋に 立寄リ ける にわかき 女の は、 り いとた かう して 額 はこと に-つるはしくて ぁリ ければ 

立 寄れば 誰も 橫手 をう つくしと 妹が おなかの ゃゝ^ とれけ り 千 m お" A 駒 

名立戀 

ふり 掛けし る もりの 灰に あやかりて ばつと 立ちた る 浮 名 恥 かし 馬 場 金 ^ 

わが 戀は 

我が 戀は 下手の はりた るふす まがた かたの 如くに あ ふ. a ぞ なき か ん 江 

わが 思 ひ 

つれ もな き 人の 心の あらく まに せんかた つきのわが 思 ひかな き つ し う 


狂 言 鶯蛙集 卷第 十二 

戀歜ニ 

寄羊戀 

あかつきの 鐘に ちぬれる 誓詞 さへ うし や 羊に か へられし 身 は 四 づ赤良 

寄牛戀 

人心う しの 涎の なが ふみに うらみた らく 筆 も はしらす  すねの けしえ 

寄狐戀 

玉の緒 もた える ばかりに ふる 狐 こんと いひても 幾夜 つりわな 唐 來 參 和 

寄 虎 戀 

つ，" なさ は 風の 便りに いひ.^ れど はりこの 虎の かぶりの みして 模 雨 露 住 

寄 泥龜戀 

違 ひて 逢 ふ 夜 も あらば とりよりも 猶 すつ ほんの 時 やつぐ らん 夕 霧 笆 

狂言 鶯蛙 集卷第 十二  一 ◦◦= - 


水ぐ 

© な 

人し 

わが 

あ さ 

あ と 

逢 ふ 


狂言 鷥蛙 集卷第 十二  100 六 

寄蛙戀  . 

さき 人に せき 込む 此の 身 ゆ ゑ 蛙と なりて 飛びつ きやせん 加 保 茶 元 成 

き あと 見れば 飛びた つば かり 思 ふわり なさ  平 左 ほ 


く 池の 水ぐ 

寄鶴戀 

れす思 ひ を 

寄營戀 

戀は鶯 の 餌 

寄 山雀戀 

からぬ えに 

寄 水鳥 戀 

さき も 見ぬ 

寄 萬 歳 戀 

ことのた ま 

寄 芝 居 戀 


かけの たれ をと て 落ちるな みだ ぞ 玉子 ほどなる 堂 作 白 主 

にあら ね どもな はすり 鉢の 音に 立ちけ り  澤 邊 横 行 

しも あれば 山 雀の かごと 許り も E で や 知らせん 鍋 * 丸 

水鳥のう き 中 は ぬれて その 名 を 流し もち かな  空 .^ 待 0 

の冠緖 引きし めて いっとく わかの 君が 下 ひも  節 松 嫁 々 


よわら じな 一夜ね すと.. - 鼠木戶 むねの 火繩の 煙り くらべて  銀杏 滿ド 


寄 猿引戀 

タ V ふより 戀は まさるの 綱 なれ やまた 引か さる ， S1 立ち も 爱 し 

寄 祌祇戀 

しる や 人 はな を 1 i ぎ m 漏 美の みこと 夜ごとに なき 明す と は 

寄梅戀 

八重 ひと へ ふみ 玉章 を やり 梅の け ふ 九重に 勻 ひさ へ來ぬ 

寄 竹 戀 

戀 風に S きふし しゅく 思 ふと もす てて よそ へ はなびく なよ 竹 

まっすぐに 心の 竹 を うちわりて 人に 見せた きわが 思 ひかな 

寄 土筆 戀 

さま.，^ の 心 づ く し も 肇 に て は 思 ひ を 野 邊ぞふ み ち らし 書き 

寄 牡丹 戀 

かくば かり いつしか はまる 深み 草花の はっかに 契り そめ かし 

狂言 鶯蛙 集卷第 十二 


物事 叨喊 

朱 樂漢江 

大石 小石 躬景 

藤滿丸 

所詮 法師 

貴賤 遊 之 


竹 

〇0 七 


杖爲輕 


狂言 驚 蛙 集卷第 十二  一〇〇 八 


相思 ふ ふたりが 中 もこく 牡丹う しと はい はじい 

とにかくに つらき 思 ひの 深みぐ さ 蝶に なりて や 

命 をば 逢 ふに まかせし よろ ひ 草お どし まじりに 

寄栗戀 

頰 ゑむ とみれ ども つらき いが 栗の 繰 言 ながらと 

寄 柚戀と いふ こと を ある 遊女に か はリて 詠める 

契る 夜のと こ ゆの 數の 重なりて つ ひに はする と 

すゐと い へ る ことば は 色好み の 心い たれる をい ふ になん 

寄 洞簫戀 

れん ほから 起つ た 胸の しゃく 八 を 押へ つ > ね も 

寄 階子戀  - 

よ を こめて 深き 思 ひの たけ はしご かけし 板屋の 

寄 太刀 戀 

振り あぐる 太刀の 刃先に 向 ふと も 逢 ふに か へ た 


ろ 深み 草  秋 

よりもつ かなん 無 

ロ說 きて や 見ん 消 

くお ちょ かし  見 

なれる みの 果て 加 


風 女 ds 

錢 芳ホ 

明 法師 

越 入道 化 や 2 

津鹿蟹 子 丸 


よみとうた 口 問 屋 洒 船 

むね， ぞくる しき 大 事 一一 一 味 

る 身 をば 默 はじ S  m 千 種 


まみた からのた まの あ ふ 夜 も あらば 嬉しき  元 來 貧 候 

とつ ゆし 


寄 菖蒲 刀戀 

こ ひ 口の かたき をなん と 

寄 寶珠戀 

及びな き 姿 を か 

寄杯戀 

お 跳 子の か はる 心と つゆし らばた ま 

寄 土器 戀 

土器の か はらぬ よしを あしなら で ふ 

寄 琴 戀 

及びな き戀 はく も 居の 調子に て ひとり 心 をつ 

寄 三 紘 戀 

てうし よき あ ひの 手く だ も 忍び 駒 思 ふ ほどに 

三味線の か は をへ だてし 戀 なれば あはぬ てう 

三味 せんの てうし か はらぬ 海老 尾た 、"手に か 

狂言 鶯蛙 集卷第 十二 


蒲 太刀 君 ゆ ゑ 胸 もけ づる ばかり ぞ 宿 屋 m 盛 


ふ 

さか づきに あ ひも 賴まじ 田 毎 月 影 


嬉し 

賴ま 


みかき よごす 細々 しさよ 無 大盡茂 手 兼 

し 琴 かな  いつもの 早 秋 


は 語り 

しの 身 

けて 祈 


く さ 

そ 辛 

力 み 


じ 早染 

けれ 一帖 

ごま 松 千 

一 〇〇 九 


小 紋 

程 村 

と せ 


狂言 體蛙 集卷第 十三  一〇ー〇 

狂 言 鶯蛙集 卷第 十三 

戀 歌 三 

寄鼓戀 

音に 立てて なほ も 鼓のう つ、 なや 三ッ 地の ふみの 長 地 短 地  尻 燒 猿 人 

寄 雙 六 戀 

變 六の 乞 目と いへ ど來ぬ 人の 淚の 雨と ふり 出し 筒  お な じ く 

一筋のお も ひに たへ ぬ雙 六の ふりつ けられし 农 はは 恨めし  竹 屋 町 粘 吉 

えい やっと 結ぶ ちぎり は雙 六の ひとめ くるしき 戀 もす るかな  產 阿 5^ 

寄 戀 

狭 も ふと 我が 仇し 名 や 龍が しらし かと 忍びの 緒 はし むれ ども 白 川 與 布 麵 

寄 劍術戀 

相打ちに とんと 打ち込む 木太刀で はきれ ぬ 思 ひの たけ 具足 かな 出 陬 訪 耳 彥 


寄 土圭戀  . 

，ち 兼ねる 心の たけの 尺土圭 ひとり くるひて あはぬ 丧ぞ曼 き 

寄 竈戀. 

肖え ュた 5,  P- のけぶ りに 咽ぶ より どうで 竈の ま  >  ならぬ 身 は 

寄 茶 椀 戀 

すれく の 中と 茶 椀の 名のた つも 誠 はりんき りんな りの 沙汰 

寄 屏風 戀 

ひとり 寢 にあらぬ 思 ひ をす 、=- め 形枕屛 風の うらみ やりつ ， 

寄筆戀 

かくば かり 命 毛 かけて 思へ ども 筆の なさけの しんな し. ぞうき 

寄 曲尺 戀 

戀ひ 死なば 鯨と なりて 物 ざしに つもる 思 ひの たけ やしら せん 

寄 剃刀 戀  ， 

實に 深き えん を 結ぶ の 剃刀 はとして かくして あはぬ 日 は 無し 

£i 蛙 集卷第 十三 


空 寐待兼 


節 松 嫁々 


山手 白人 


おなじ 


十 ニ栗圃 


b  Hn-  b  n 


大朿冬 名 


〇 


狂言 驚 蛙 集卷第 十三 

寄 火撻戀  、 

忍びて は 人に こ ， ろ を 置火撻 あたりと なり へ きを 配りぬ る 

寄 木枕戀 

夜 もいた くなる まで 待ちし 木 枕の 又寢 返りの かたき やくそく 

寄 提灯 戀 

it- 

燈す とも くらき 思 ひの 提灯 はう ちに こがる ， しんの 苦し さ 

寄维戀 

我が 戀は なま くらが ねの 錐 なれ やきば かり もんで 先へ 通らす 

寄 家具 戀 

忍ぶ 身 ははし なき 戀の山 折 敷 どうして 人に 會津椀 家具 

寄 摺鉢戀 

忍べ ども 戀 すりばちの 音た かく 誰が 水 さ し て う す き え に し ぞ 

寄 洗濯 戀 

夏の 夜 ははな したら ひの 戀衣 あかぬ 別れに いか  > せんたく 


01 二 


手枕 欲 種 


大石 小石 射 I 


鹿 扇 法師 一 


大水 戶黑牛 


與布禰 


萬 歳 館 十 口 


帒筒長 


寄 毛拔戀 

我が 戀は 身より 

寄 居 風呂 戀 

風呂が まの ひと 

寄 石な ご戀 

今 さらに 我 や は 

寄 紙屑 戀 

いのりて し 其の 

寄 湯 戀 

わき かへ る 湯玉 

寄 紙 戀 

人、 いいよき より 

寄 鯛 戀 

いろ 香に は顯は 


出せる さび 毛拔 とてもし つくり あはぬ つら さよ 紀定丸 

りせ なかに 片 思ひ屆 かぬ あか をよ るぞ 物う き  算木 有 政 

じかん 石な ごの 手の うら かへ す 人の 心 は  網 破 損 針 兼 

紙屑の かご なれ や 人 もね だん を ふみの かすく 歌  0 

にこが す胸のう ち 思 ひの たけをく みわけて たべ み  か げ 

猶 かたくと も はりつめ しみの かみ 掛けて せん  草 原 十 陰 

れ ぬと も鮮， 調の ちと ござった と 見える 目のう ち 門 限 面 倒 


狂言 赞蛙 集卷第 十三  一 0 一三 


狂言 鶯蛙 集卷第 十三  一〇 

寄 粟斷戀 

露 ほど も いつはり いはぬ 口な しの 色 や ふかまの 中の あは もち 

つ ゝ むより 餘る思 ひの たけの 皮と けて 一 夜 も あは もち ぞうき 

寄醴戀 

あまざけ  I 

醴 のな れ 【そ めしより 此の 味の 變 るべ し と； は くみ も 知らす に 

忍べ ども 人の 言 葉 も あまざけの ひとよく になれ て 通 はん 

馴れ そむる 火燒の 中の あまざけ は變 るまい ぞ とつ ， みて やい ふ 

う ら むる と 言 ふこと を 

口のう ちに ふつく なれて 醴は只 一 ぱいの うらみい はば や 

寄 麥粉戀 

とにかくに 口 もま はらぬ 麥 こがし かくす 淚 にむ せか へ りぬ る 

寄 海 笞 戀 

生 海苔の ゆかりの 色 はか はら じな 淺草 川に 名 を さらせ ども 

寄眞 桑瓜戀  ， 


新 

黄 


ま 

面 


金 音 


丸 


上不： 

松 n 出 成 

n 一  坊 


ろ 


し 


秩夫紹 平 


我ながら うしと 鏡に むか はなん 瓜實顏 のこ ひの やつれ を  しろ ひと 

寄姊戀 

靑 かりし 頃より 見 そめつ るし 柹澀氣 もぬけて 色 づきに けり  名 萬 壽 盛 方 

寄跑戀 

田い  1 ふかひな しと はい はじ 辛 けれどた まにあ はび も 眼の 藥 なり 唐 衣 橘 洲 

寄 赤貝 戀 

わが 戀は 赤貝 馬の かた あぶみ かたく かけて 逢 ふ 事 もな し  久 留 閒 長 持 

寄 鉋屑 戀 

あとかた もながら の 橋の 飽くづ 焚きつ けられても ゆる 思 ひ は 千 代 有 員 

寄 壁 戀 

ぬりこめ てうき を 蜆の かたし 貝 あはで いつまで 年 を ふる 壁  無 錢 芳 志 

寄 墨 壶 戀 

つら かりし 人と 一虚に 墨壺 はいと たへ がた き 物に ぞ ありけ る 武 士 八 十 氏 

寄楝上 戀 

狂言 營蛙 集卷第 十三  ー〇 一 五 


狂言 驚 蛙 集卷第 十一 一一  一 0 一六 

棟 上の もち ひ をな ゆの 情と て ふみつけ たれ ど 取. り あゆ もせす む せ ん 

寄漆戀 

身 はよ しゃよ しの 漆に かぶれても ふたり 紙帳に ぬるよ しもが な 河 原 M 守 

寄 煙草 戀 

け (しり 

一 ふきの 風に もな びけ 煙草 口す ひがらの 殘り をし ま、  洒盛 入道 常 

寄 稻妻戀 

稻づ まも 忍ぶ 今宵の わが 目に は 門口 あける 踺 かとぞ 見る  京 閒 內 則 

寄 雲 戀 

まつ か 

紅つ； 2 た 口で 眞 赤な そらごと を また 夕 やけの 雪 もうらめ し  ま ち か ね 

寄山戀 

蓋 も 身 も はなれぬ 中の 箱 根 山 これ ぞ思 ひの 雪の いれもの  眞 弓 元 季 

寄島戀 

わ 力 心 あけて 見せた きをり く は 腹に 穴 ある 島 もな つかし  馬 場 金 埒 

寄橋戀 


わが 戀はニ ツー ッ のまる きばし ふみかへ す やら 返事す る やら  う ち の り 

寄狡戀 

我ば かりこ がれ 筏の 日數 へばい たづら に 名 は 朽ち もこ そ すれ 向 0 庵 虎 溪 

寄 初霜 戀 

ことの 葉 もさす がに 戀の 初霜 はとけ ぬ 思 ひの 胸に みち 芝  日 出 成 

寄月戀 

いっとても 胸の 思 ひの 月のう ちのう さぎの きね の 休む まぞ なき 銀 杏 滿 門 

寄.. 浪 戀 

假初 のこ ひ路に としを ふる 沼の や、 水 こもりて 見 ゆるな りけ り う ち の り 

寄 夕月 戀 

だまされた 其の 恨み さへ はれぬ まに また そら 言 を 夕月夜 かな  あ か ま る 

寄謎戀 

いひ かけた 謎が とけぬ か 一筆の へんじ も 今 はなき り疱丁  お に も り 

寄 狂歌 戀と いふ こと を 

狂言 驚 蛙 集卷第 十三  一 〇 一七 


狂言 驚 蛙 集卷第 十三  一〇 一八 

言 ひよ らん 緣 さへ 遠き たはれ 歌 どうぞ 手に はの 逢 ふよし も 1^ な 朱 樂 ^ 


江 


狂 言 鶯蛙集 卷第 十四 

哀 傷 歌 

荒川樂 記が 身 まか リ ける のち 草庵に のこせし 靠橥を 見て 

あはれ さは ふき 物の 音 も絕ぇ はてぬ 今に 樂 器の 名のみ 殘れど 婆 阿 證 人 

永 井 何が し 身 まか リて またのと しか の 家に ゆきて 

雪に 舞 ひ 月に うた ひし 俤も花 もこの 世に 嵐 ふくな り  牛 込 運 道 

日ごろした し-つ 來リし 道心 の侍リ しが 身 まか リけ るよ しそ の 子に て 侍る が吿げ こしければ 

くやみい ふ 百萬遍 のく りごと に淚 は數珠 のた ま、 ぞ つらぬく  加 津鹿蟹 子 丸 

はっきの 二十日 あま リ 四日 普 栗 釣 方が 一 周忌に 

一め ぐり めぐりて 見れ ど 今 は 世に ふりち う ふぐり 無き、 ぞ 悲しき 四 方 赤 A 

七十 九に て 身 まかれる 母の 三七日に 

はからす もよ ねに 閒 近き 一生の 齢 はっきて けふぞ みなぬか  空 寐 待 兼 

狂言 驚 蛙 集卷第 十四  一 〇 一九 


狂言 鷲 蛙 集卷第 十四  10  一一 0 

物事う ときこの みてから やまとの 文 ども 見け るが 水 無 ばか リに身 まかりければ 

あつめつ る 窗の瑩 の 影 きえて 淚 は ふみの しみと な ら な ん  S3  f  ^ 内 子 

ある 人 の 妻に おくれし を a?- うて 

ひ. V  く に 思 ひ 出せし つま 琴 は ひけ どもなん の 音づれ もな し 赤 土 壽 逢 留 

何が しの 一 周忌に 

一 めぐりめ ぐり くるまの 忘られす け ふや 欽 きを 身に 積む は 憂し 加 保 茶 ：兀 成 

某 侯の 慕に 謁しけ るをリ ふし 腹 9 いたう へ リ ければ 

朝飯の ま、 にいで 羽のお くつき を をが めば 腹 も 空し- フ すらし  武 士 八 十 氏 

題 しらず 

しほみ て はつる 一筋の たのみに て ひらく みらいは 翌 の朝貌 膝 元 さ ぐ る 

大束冬 名 身 まか リ けれ ば 詠ん でっか はす 

藺相 如い まさで またく 此の度 もよ もつ 國 より 玉 かへ せかし  朱 樂 漢 江 

朱樂漢 江が 家に かひお ける 犬いた くわ づら ひて やがて 死にければ 人々 ふかう 歎きた まひて ひとの ごとくれ 

いの さほ ふに とリ おきものした まふ を！：；^ て 


小- をし かけく て ゆく 道の かぎり しられぬ 死での 山犬  0  ^  0  r 

おなじく 犬のお くつき にむ かひて 

來 世 にて ならば 佛果を ゑの ころよ なむ あみだぶ ち 南無 阿 彌陀斑 

辭 I の 歌と て かねてよ み 置き は ベ る 

死ぬ まで は 人に 御世 話 を かけ まく も それから 先 は 南無 あみだ 佛 白 川 與 布 漏 


ぶち 

p.-  ^  A 


狂言 體蛙集 卷第十 E  一  ◦ 一一 


狂言 驚 蛙 集卷第 十五 

狂 言 鶯蛙集 卷第 十五 


〇 ニニ 


無事 館 w 交 


雜歌ー 

朱 樂漢江 狂歌 集えら ベる とて 古今 六 歌仙の 題詠 をす-^ めた まふよ しふん 月 十日ば かリ したしき 友の 來 りて 

みづ からに もと そ 、 のかし ければ ふと いでつ る 歌 二 三 首ば かリ造 はすと て 

花 もがな 此の 文月の 十日 あまり 一 葉 二葉の わら ひ 草に も 

攝津國 難 波屋半 兵衞が 許に て かさ 松 を；：^ て 

靑紙を 春 や 難波津 さして 來て みれば のどけ き 日傘 松 

難 波 星に 千代 を ふるね の 笠 松 は あめが 下 枝の かざしと ぞ： 3- ろ 

節 松 嫁々 としごろ かひお ける 山 雀の 籠の やぶれよ リ 逃げ 行きけ る をよ める 

にぐ ると も 籠のと にかく 山 がら はか へ りくる みのえ にし. ys るな 

返 し 

今 はは や をし むかひな き 山 雀の 龍に もどり はうた じと ぞ甲 ：1 ふ 


十 

筵 


0 長 


銀 せ 


節 松 


あ け ら^ 主人 狂言 鷲 蛙 集 を えらべる 頌白 川よ ぶね ともに 書肆 蔦から 丸が もとへ 行く とて 常に 通 ひな. たる 

道 よれ こなたなん 近し とい ひける によぶ ね あなた こそと すま ひければ 

*な 道と いふに さら く 聞き いれす さすれば よほど 遠き 耳 かな  便 々 勉 S 

返 し 

£ 道 を  一 了く にさう とも 見 わけぬ は餘 程なら すの めくらな りけ り 白 パ f  / 禰 

下 戶貰洒 

あん もなら 餘 さじ 物 を それならで 下戸の 貰 ふ はなさけ なの 樽 鍋 爾 

大津输 

目に も 見よ 角 は をれ て も ふせ 鐘の音に きこえし 鬼の 念ぶ つ  波 越 廣 葉 

一 休 和尙の ゑが きけ る 烏 扇の かた をう つして 歌よ めと い ひければ 

扇 面に なかぬ 爲の畫 を 見れば 生まれぬ 前の 大德 寺な り  四 方 赤 良 

猫に 蝶の かた かきたる に 

莊 I™ も 猫に 追 はれて うなされん 胡蝶と なりし 春の 日の 夢  お な し く 

武藏野 9 かた かきたる に 

狂言 驚 蛙 集 卷第十 ffj  一  ◦ ニー 一一 


狂言 驚 蛙 第 卷第十 五  一 〇 二  m 

月 弓の よつ 引き ひょうと はなす、 き 名 も あたりた ろ武藏 野の 原 尻 燒 0 人 

餓の 上に 一 もと 菊の 畫に 

誰が かたへ 赏 はる、 やら 歙の 上に ひと もと 置け るつ ゆの 白菊 山 手 a 人 

仙人 物 あら ふ 女 を 見て 落つ るかた かきたる に 

仙人 もこの む處は ひとつに て 落 つれば おなじ 谷川の 水  麼 衣 橘 洲 

琴と 枇杷 を かきたる 繪に 

とても 綺 にかき ならした る 琴と び は 引 較べて はく ひ物ぞ よき 夕 &; g ま が き 

虎を畫 ける 扇に 

是れ もまた 扇の 骨の 竹に 住む 虎の 綺 なれば 風 起すな り  筒 長 

白拍子の 畫に 

あちこちの 風 を そらさぬ た を 柳め の 出る ほどに 春 もせ はしき  こ  リ  ふ 

0 の 潮 吹く か た か きたる 繪に 

荒海の いかれる 魚 も ふき 出す そのし ほのめ を みれば やさしき 武 十 • 八 十 氏 

夫婦い さか ひの 畫に  . 


振り あゆて たゝ きま はしと すり鉢 はみ そか 男の あると しるけき お な じ く 

仲の 町の 櫻の もとにう かれ 女の 客 送る かた かきたる に  • 

倾 城と 花と を あかで みる 時 は 入相 もい やしの、 め もい や  宿 屋 钣 盛 

. うかれめ の 文 もてた てる 畫に  . 

遠近の ふみの たつき にう かれ 女 もむ かう の 人 を 呼子 鳥 かな  與 布 禰 

粟の かた かきたる 翁に 

これ も 又 あはれ なる 戶の 船なら で ほ を 一 ぱいに あゆて こそ かけ 赤 土 壽 透 留 

賤の女の はた 織る 畫に 

读 とりてした ふかひ このは ひ 習 ひめ を 放して は もられ ざり けり 久 お 閒 長 持 

雷の 蜘の巢 にか ^ りたる かた かきたる 大津緣 に 

かみなり も 落ちたら やいて 桑原と 服に して 引く さ、 がに の絲  福 部 校 炭 

頼 政の 畫を 見て 

登るべき たつき ばかりの 足なくて 何 を あてどに しひ や 拾 はん  松 下 風 

よし野 山の かた 書きた る 屛風を 見 侍" て 

狂言 驚 娃集卷 第 十五 ，：  一 0し一 五 


狂言驚蛙集卷第十}^^  IC  二 六 

立ちながら みる もよ しのの 山 なれ ど 今宵 屛随の 花の 下 ふし  幾 代 m 春 

鄰家琴 

かきならす 垣の あなたの 琴の 音 を こち ふきぐ みと 氣 まで 春の n 紺 A 朝 手 

商人 の 琴 を しらぶ る を 

引締めて あはぬ も道规 そろばんの たまく こと は 調べても す W 術 刈 0 

いはけ なき 女の 琴 しらべ ける を て 

十三の いと もやさし きつ. ま 音 はやが て 雪 居に 名 を や あけ まき  す  ベ  る 

船中 三味線 

三味線の いと 面白き 波の • うへ に 船 もこ、 ろ も 浮いて ながれん 臟  朝 

ある 御 方の 御 ま へ にて 歌うた ひける に 三味線の 絲の たびく きれければ 

きれす ともよき 三味線 S 絲 きれて 痰の きれぬ はなさけ な がうた 下手 長 宇多 

江戶 太夫 東雅 におく リ 侍る とて 

自ら ひらける 花の 江戶 ぶし は 河 東な りて ぞ きくべ かりけ る  無 大 II 茂 手 兼 

彻城麥 


ど 


ね 


傾城の ねる 閒 もばから 周が 夢 胡蝶と 呼びし 昔をぞ 見る  め し - 

新 造 居 眠 

川 竹の ながれに 船 を こぎ 出せば ゆに 新造と いふ もこと わり  み つ 1 

あるた はれめ の 五色の 歌よ めと いひければ 

白無垢と 黃 むくの 上に 紅 がらの 靑 茶の 小袖 黑繙 子の 帶  よ ふ 

醫 師無藥 箱 

藥 箱な しもつ ぶてもう つたへの あたり は づれは 醫師の 運つ く 梓弓 八屮 

儒者 逢 雨 

俄雨 不慮に 骨まで くされ 儒者い かで かひた る 君子と は 見ん  渭 明 法 師 

獨身 儒者  ， 

たのしみ もな きひと りね や 我が 肱 を まけて 枕に しのた ま はく 加 保 茶 元 成 

ある 法師の 博 突 こ のめる よしきき て 

ばくち 打つ ほどの 智 ならば この 法師 必す さい も 持ち やしぬ らん 京 閒 內 則 

下手 楊 弓 

狂言 養 蛙 集卷第 十五  一 0 二 七 


狂言 體蛙 集卷第 十五  一 C 二八 

楊 弓の 射手に は 下手 も 有 £| 山 矢と りの 尻 をい なの さ、 はら  腹 可 良 秋 人 

伽羅 盗人  - 

蘭 奢 待 袖に かくせ ど 夏の 夜 はか もね す 人 も あら はれに けり  ほハ 小お A 桃 .13! 

盗人 晝寐 

くる ゝまを 松の木 かゆに しら 浪の よる を あてに ゃ晝寐 する らし 人. 水 一い 黑 牛 

ある 田舍 人の 家に 盗人の 來 りて 絲ぉ ほくと リた ると ききて 

絹 1# を とりもて いにし 盜人 はもと よりお この 物に. ぞ ありけ る  <  十  氏 

盜 人の 入リて 其の ま  出で て い にけ る よしをき きて 

ぬすまる、 もの をば 質に おきの 石よ し 白波のう ちょす ると も  無 0 芳 -? わ 

下郎に 善惡 なしと いふ 

百の. 2： ぬけば 中 居 や はした 錢 みたしき きたし さし も 構 はす  つ ね つ ね 

赏女放 K 

上 藤 も 屁の 玉 だれ をす かして ははな のと ほそ を 抑へ てぞ 見る  知" 0 内 子 

何が し 疝氣を うれ へ て 常に 放屁 をす る を ある 人 いたく とがめて 藍邊 鶴と いふ を 題に てた はれ 欲よ みて こそ 


つみ を あがなへ かしと いひければ 

老を啼 く 鶴の せんぎの 夜 はな ほひる も あしべの 處 きら はす 

公家の 算盤に むかひた るかた かきたる に 

そろばんの 玉の 冠 を つらねし はこれ 百 寮の 見 一 の 人 

そろばんの 玉のう てな のみや 人 は ひとけたの ほる 位と ぞ しる 

祌主 洞簫を ふく を き き て 

神主の さ、 ぐる 祌酒は ひとよ 切り 其の 歌口 をし めす. ばかり ぞ 

高麗の ふき 物の よしに てち やる めら とい ふ 物 を このみて ふきける 人に よみてお くる 

其の 中に ちゃる めら の 音の 高ければ から 騒ぎに もなる ぞ笑 しき 

ある 人名 をと はれければ 

g に 水 かゝる もま、 のか はづ にて 井筒の 外に 音 もや もらさん 

坊主 遊山 

氣も野 邊の氣 色に 傘の かさ はるを 坊主 持と て 雨の け もな し 

雨の あした 人の 小袖 を 著て 行き ければ 

狂言 鶯跬 集卷第 十五  一 ( 


狂言^ 娃集卷 第 十 1^  一  〇 三 〇 

すべるな よ 雨 も はれ 著の かり 小袖 ゆき さへ 長く 思 ふ 道な り  若 氣 波 屋 お 

ある 人に 灸 すゑて 貰 ひしに ま はしゃき にし 侍りければ た へ がた く 暑き を 

土器 を ほして ま はす や 炎上 戶 おさ へられても いたみ 諸 白  一 丈 巧 武 

やつ がれに 灸 すゑよ と 人の いさめければ 

ま た灸 をす ゑ たのもしき 御意 はさて/ \ あつい 思 召し かな  出 B=£  f  ；；> こ 

灸す ゑる 人の もとに 行きて 

すうる より，：； g のね をば 錐 もぐさ もみ 込む やうに よし 痛む とも 野 老 £ 面 

ある 人澀川 流の 柔術 出精 Q よしきき て 

柔© にみ のい る 栗の しぶ 川 は 手 を 出す さへ も 痛い お 稽古  ，u 分 资 子 魂 


狂 言 鶯蛙集 卷第 十六 

維き 二 

竹馬 行列  ， 

乳母が もち 五ッ だち なる 行列 は 日 も 竹馬の 伏 見 泊り か  平 秩 束 作 

橘 

あとかた も あらぬな がらの 橋 柱な がく 朽ちせ ぬ 名ば かりにして 銀 W  0  n 

起伏 もむ づ かしけ なる 布袋 竹 そのね からこの いかに 殖え けん 平 左 段 

鶴- 

蘆の 葉の 片 假名なら ば 眞名鹪 の 聲をも わかの うらみ なるべし 手 柄 岡 持 

翻 

よろ づ代 もく む 酒が めの 尾 を a かん 醉 うて は 泥の 如くなる とも 四 方 赤 一 ほ 

狂言 驚 蛙 集卷第 十六  一 〇 三 一 


狂言 體蛙 集卷第 十六  一 0 一一 一二 

富士山 三十 五 首の 中に 

しら 雪の ふるがね 店の 不二 香爐 あまりた かねで K ふ 人 もな し I,.-  0 坊 

富 士 

赤 人の 苗 氏の 山と い. ふ 字に もまた への 字に も 見 ゆる 不二が 5g  . 河 _g 鬼 守 

礎 

山手より さっと 白^ ひと 流れ 落す と 見し は 瀧の みなもと  左  0 

王昭君 

おも ひき や 都 を 遠く 出で て いま 胡 地の 人よ と 言 ひつべし と は  武士 八十 氏 

越後 の し ら が 海苔 を 額う て 

年波 もよりく る？ m S しらが 海苔 機 菜と や 首 は ん おきと や 言 はん • 平秩 作 

秦 sii つ、 りが 家に 人 々つど ひける にこれ かれ あるじし 侍リ ければ 

梓弓 彌左衞 門 町の ま どると て 肌 をぬ いだる け ふの もてなし  朱 樂 0 江 

i 羅保曾 通が 家に て 朱 樂漢江 便々 館 湖 鯉 鮒な どと ともに 酒た うべ ける に 蘭 陵の 洒も かく やと 人々 いひけ る を 

ききて 


この 酒 は 千と せの 松の もとな れゃ號 K に 色の 透き通り ぬる  白 パ 與 ォ 繊 

返 し 

1^. おの こ、 に 琥珀 もた まなれ や 塵の 藁 星の 吸 筒の さけ  蘿 保 曾 迎 

まらう 人の いたく 洒に醉 うたる に 杖 をつ かすと て 

足 もとはよ ろ 萬 代 もこの 杖 をつ き 雪花に あかぬ 酒 もり  牛 ^  0  0 

みな H 二十 U あま リ九 口の 夜 二 もじと か い へ るた かどのに 遊びめ して 夜 ひとよ 洒 のみけ るに 去りに し 世に 

すみけ る 人の かたちに いとよ-つ 似 かよ ひて 見えければ す^ろに 昔 をお も ひ 出で て 

夢の 中に 夢 をむ す ぶ の祌 ます もな、 つ 拍子のう つ  >  なの 世 や 婆 H 證 人 

月 花洒. M 

汲み か はす 酒の 友と やみよし 野の はな は 手 もとに 有 明の 月  再  « 

； ゅ更飮 n;; 

さ- =t 波の よる も雙六 打ちお かす 志賀 から 酒 を ふけての まなん 內 匠 半 四 S 

手づ から 翁 麥を調 じて あるじし 侍る とて 

J 道に あらで つたなき 手ぎ はかな ふとく も そば をう つの 山 もり 大 石 ，^ 石 景 

狂言 驚 蛙 集卷第 十六  1 ◦ 三 三 


狂言 鷲 蛙 集卷第 十六  10 三 四 

か へ し 

tA- よりも 白き 此の そば 手 打なら 太く もよ しゃよ しの 山 もり  京 ^  ^  M 

川上と いふ 虚の 薔麥を 人々 に 抿舞ひ 侍りし にみ な 入 あまたた うべ ける を 

音に きく ひの 川上の 新 そば は 顔 をなら ベて をろ ちほ ど 喰 ふ  山 ^  ,u  J 

信 濃の 新恭麥 をた ラベて  、 

^よりもし ろき しなの の 新 そば は 粉に さらしな の 月 も 及ばす  i 杏 ^  r 

ある 人の もとにて そば をた うべ て 

立つ こと もなら 坂 や この 手 打 藉 麥ふ たもり かへ を 冤せ かし は 木 鹿 都 部 ほハ m 

新薷麥 振舞 はんと 勝手の いと さう-^ しければ 

新 そば をみ ぢん にせん と引拔 きて す はや 手 打の こね かへ しぬ る "  J.  I 

ゆく リ なき あるじ まう けに そば 調 ぜんとて E 舍 人の もて 來リ ける ふくろもの を. 取-つで 兌る に ひえの 粉に な 

ん i ベ リ ければ 

ひえなら ば 三千 坊と おも ひしに とち めん ほう を ふる 舞 ひの そば 空 音 待 * 

茶 钣 滿 腹 


茶め し 喰 ふ 大師 河原の 1^ り 道 はら はりた やの うんと 立つ 足  リ 

大 弗の 腹 もお よばぬなら 茶飯 釋氏 とる 手 も あくまで ぞ喰ふ  左 

なら 茶に 沫雪 豆腐た-, つべ てへ 

fe- はなら 茶に のこる あわ 雪の 豆腐 も 口に 消え やすくして  足 

らる 人の もとにて 洒 のみけ るに うる はしき 女の わら はのう なぎの かば 燒 もて 出で ければ 

かばやきの うなぎ は 妹が 髮 なれ やさす くし ま でも 油 じみぬ る 漢 

鯨て ふ もの を 人の もとへ 送らん とやく して 忘れけ る を さいつ 頭ち ぎリ しこと は疾く 忘れに 

づかリ てい ひお こせければ やうく かの かしら を 遣 はすと て 

幾重に も 御 わび 申して みくま 野の 濱ゅ ふなら ぬ^こ そや ナ 

ある 人の もとへ 生 鱒 を 二 切お くると て 

こ、 ろざし ばかりと いへ ど 大食の 人に は 露の たった 二 切 

卞 倉と いふ 溝に て釣リ 得し 鮒 を 人の もと へ 贈る とて 

ま， る ぐ と りてき くらの 魚 なれば 骨 もまる たに. カオ J ひ.^ 

鮒 昆布 卷 

狂言 驚 蛙 集卷第 十六  一 0 一一 一  五 


や 


住 


M 山 


某 


江 


ける やといと むに 


そ 


ぢ 


筵 E 臑-長 


狂言 驚 蛙 集卷第 十六  10 三 六 

治まれる 世 も はら 卷 によろ こんぶ われら 如きの もの、 ふなまで 个 二  *  M 

と こぶし 

岩角の 沖の 海づら はり まがた あら 男浪 とて こぶしと こぶし  ^ 木 ^ 政 

蒸 石餘魚 

是れも 亦 火鉢の 火に ぞ 入れに ける されば 其の 名 も 蒸 石餘^ とて う ち の り 

茶 選 水 

茶の 水は夥 あれ ども 武藏 野に わきて 汲み まく ほり かねの 井戶 千 代 有 ,ぉ 

• 婚儀 支度と て 木賊に 冤の 模様の 小袖の 出來た る と きき て 

下紐 をと くさの 中の よい 首尾 は 卯の 毛で 月の さはり だに なき  膝 元 ^ 久 

ある 人の もと に 年 ごろみ ゃづか へしけ るよ しとい へ る 女の 緣談 を賀 して 

淥談の 出來て はこ、 にいぬ はりこ ほうこう ぶり もお よしとの 故 お M  0 十 口 

人の 風 ひきた まふ を訪 うて 

引 風の 邪氣 おひ はら ふ正氣 散た.. r 一ぶ くで ゆん そうの 夢  iE  0 洒 船 

目 を やめる にこと よせて 物お こたる 人に 


何事もう つり やす さは 五六 日 見えぬ は 物の やみめ なるべし  便 々館 湖 1 

し はぶき やみ を やみて 

五月雨の 池の あやめに あらね ども 引き ぞゎづ らふ 風の せつな さ 嶋 羽 盛 

を さなき 人の もが さやめ るよ し 聞きて 親の もと へ 詠みて 遣 はし 侍る 

ひと 夜に て 山み」 上 ゆた る富士 なれ やさ、 V なみ もよ き 志 賀の水 海 こ  リ 

ある 人お こり を やみけ るに よみてき リの 葉に そへ てお くる 

，病 ふる ひ 落せば 桐の 葉の これから かけ もさ さじと ぞ思ふ  ほ く せ ん 

鼠の 大根 をく ひければ 

この 家の 大根く うたる 鼠なら 所設 ちいと も 麁畧に はせ じ  十  口 

土 圭大狂 

拍手 さ へ 牀の ま ぬけの かけ 土圭只 てんびんの ふろ 物にして  出 m 訪 耳 彥 

柳 橋 わた リ四ッ 手綱 を ひきて 

^の 世 も 捨てて おもしろ やなぎ 橋 引く たびに 魚の 三 ッ四ッ 手 網 名 萬 毒 盛 方 

袖が 浦の 茶店に 休ら ひて 

, 狂言 驚 娃集卷 第 十六  一 〇 三 七 


夕 

大 


0 

上 米 

C ザ 卩 

屋 衷 


狂言 體蛙 集卷第 十六  一 C 三. 

茶の 花香に ほ へ る 袖が 浦波 はみ な 立 寄りて 胺 うちかけん 

題 しらず 

太郞 より 次郞 はこ ゝ ろた け iiill にっかみ つきけ の はて は 嘶き 

とりぐ にあ ゆの てし ほのと り >^ ま だよ ひながら あくる 杯 

蟹の かる 藻に 住む 蟲の 玉子 やら 勝 のみぎ はにわれ から も あり 

塵琅  、 

手 帚 ははき こむ とても 世の中 S 人のお ひけの ちり はとら じな 

との ゐの §w 守と しらで たづね 侍リ ければ 

我 も 人に 留守 を 使 ふ はたが ひせん ごばんと しらで たづね くろ 石 

返 し 

かくと きき 何と 將棊 のばん の 留守み な ふび やうし な 後 yjj- に 成金 

ある 人 わすれ 置きし 錢ニ Is 文 を ことわり なしに かりてつ かひ 侍る ま、 さげ 札して 置きけ る 

白浪の 名に はたた ね ど斷り もなくて 二す ぢ あしの かりどり  お な じ 

暴の すな どリ する を： 13^ 侍る に 綱に 掛れる 魚の 洩れん とする をた まと い ふ 物に て やがて 取" 得る を て 


笆 

主 


奈 良 花 丸： 


元 木 あみ 


す 生 三 RTJ 季 "女 


網の 目に か、 る 難儀の 折 ふし も 切りぬ けられぬ たちの 魚 かな 野老錢 

お 川に 釣す る を 見 侍る に 魚 一 つ だに っリ得 ざり ければ 

釣た る、 絲 S あやせの 川づら にたえ すか、 る は 船の みに し 一し 山陰 靑 

吉 原の 堤し つらへ 侍る を て 

一筋の 土手 をに ほんの 堤と はふ しんに 掛る事 もこと わり  手 枕. 欲 

馬 ひける をの この 鬪論し 侍る ま、 によ リ來る 人 を 足に てけ たる を 見て よめる 

來る人 を あしゅの 馬の 口つ き は あらそ ふ聲も ひんの わるさよ あ を の 

よしの 山に わけ 入りて す^の かり 庵に やすら ふとて 

よしり 山す  >  の 庵に す、. - かけ を かけて まゐ らん 露の かれい ひ 遍 亞 

南 江觀漁 

J  ,  WML 

名に しお ふ 江戸 紫の 袖が うらぬ ふて ふ 金 ももつ ぺ釣リ 

ra 辻の 茶店に 立 寄りて 

-ト ： 、 1  3  t  、ニー  AUMt  S  ± りうら < ^かみさま もよ し 智 獻 * 

節の ま-を ひく ほどう わる し 茶 達 匹- 711 0  0  /  / 

毎日 月 十五夜の 闇と 言へ る こ、 ろ を 

狂言 鶯蛙 集卷第 十六  一 ◦ 三 


狂言 驚 蛙 集卷第 十六  一 〇 四 〇 

けいせいの 誠 晦日の 月 なれ や 月の くらう も 十五夜の やみ  仝 

人々 菊の 歌詠みければ 序に 

愛想に 出せし 花の きく たばこ 煙 もた かく あがり ませが き  山 

ししゃう はじめて 長 持と い ふ 名 を 給 ひければ 

下さる ， 其の 名 も 久留閒 長 持の ふたに もみに も あまる 嬉し さ 

唐詩 のこ 、ろ をよ める 

月 落つ る 漁村に 僧の 旅寢 して かぞ へる 鐘 は 寒 山寺 かも  よ 

物 秋と い ふ 名 つ きたる 人の もと へ 詠み て つ か はしける 

新米の 狂歌 もい つかみの りし はけに 豐年 のた なつもの あき  露 

ある 人 の 乳母な リ ける 女の もとにみ そか に； 迎 ひける を あるじ いと 早う きき つけても とよ" 

かみ も います なれば 断くて は ある まじき ふるま ひかな とか の 家 童子 もせち に いさめければ 

今 さらに どうい ひわけ も あら 磯の 波う ちくに 御 冤 あれ かし 紙 屋 

あらいその なみ ならぬ 言 譯は よその みるめ も氣 の恭ぞ かし 秋 風 

う. ば 玉の くらう 重なる あや ま，' ち は ロハ， く  ，、_ にも ^^あ れ かし. 丸 


交 法 


靑 则 


久 閒長持 


ふ ね 

友と 地 

ノ 柏木に 葉 もリの 


九 彥 

女 \SS 

彥 


烏羽玉の 夜の 麻の 芋 あさはかに いふ もさが なきい と 口 ぞうき  秋  超 

わ び 言 を 杉の むら 立た ちし 名 も ほど 時す ぎ は 御 冤 あれ かし  丸  彥 

ほと/' ぎす 不如歸 ふと き 今更に 御 冤 も 口の すぎの むらだち 秋  風 

よしあし もうらより 出で し 事 なれば 難 波の こと も 御 冤 あれ かし 丸  彥 

難 波ェの あし ふみつけし 恨み をば 身 を 愈しても 言， は ん と ぞ 思 ふ 秋  風 

狂歌 師 にいらぬ 狂歌の わび 言 は あっか はなれ ど 御 冤 あれ かし 丸  彥 

詫 言 のことの 葉 草の 露 ほど もしらぬ 返しの 三十 字 一 もじ  秋  風 

男女の 中に 子まで ぁリ けれど 日ごろ 中 むつまじ からず 女の 出て 行く を 見て 


女房 を さつた^の 親しら す 子 しらすと なる. S: は あらうみ  土  ^  0 安 

こ のころ も はらた はれ 歌 を 世に もて あそびて ことにた はれた る ひやう とこ を いひの 乂 しるに 言葉 はさした 

る を かしき ふし も いひ 出さ ざリ ければ いさ- < か あざけ リて 子々 孫 逢が もと へ よみて つか はしける 

糞 船の はなもちならぬ 狂歌 師も葛 西み やゆの 名ば かり ぞ よき  よみびとしらず 

返 し 

葛 西 菜の 寶り 言 の はに 買 ふ 言 葉 く そ を くらへ とさら ば 言 はなん 子 午 孫 彥 

狂言 鷲 蛙 集卷第 十六  一〇四1 


狂言 鴛鲑 集卷第 十七 

狂 言 鶯蛙集 卷第 十七 


C 四 二 


雜 歌 三 

ある 人の もと へ 杉箸お くると て 詠める 

ゆかし さに 贈れる 三輪の 杉箸 は たづぬ ると いふし るし 許り- ぞ 

ffl 居 夢 

さくら 炭 枝 折りく ベ て 置火煃 あたり 靜 かに 夢 もみよ しの 

瞽女 夢 

漆 桶 帚 木とば かり 見る 夢 はこれ 妄 象と い ふべ かり. けり 

贺茂 川の 遼な る 茶店 に 立 寄りて 

かも 川に 出づ るみ やすみ 處 なら 客の くるま も あらそ ひやせん 

蔦 這 壁 

つる 先 はよ し 京まで もと >  くらん 蔦 は ひあがる お ほつ 壁と て 


網 破損 はリ. 被 一 


野老 髭面 


唐衣 橘洲 


夕 霧 ま が 


P  t  -  J  i 一 


刺 鯖 をよ める 

さし 鯖の はなれぬ 中の 天に あらば これ も ひよくのとり # かも 山 手 、人 

下駄と 燒. 味 噌 

J  J とわ ざ 

諺に 下駄と 燒き みそと はいへ ど いづれ はくに はへ る緣も あり 紙  洲 

狂歌 書きと むる 物の 表紙に 

秋風に 吹き ちらされし ことのは を かきあつめて は 棚に 置く しも 愛 多 子 子 子 

腰の ものの さぐ リ に 蟹 を つけたる を 見て 

あ ひ 口の さぐりに 蟹 をつ けたる は潢 にさし 行く 道理と ぞ a る S  m 人 似 

題 し ら ず 

かす 人と 金 かる 人と 證人 とよって くだんの 五德 なりけ り  武 士 八 十 氏 

Jw: 田 川の ほと リ がしが 別業に て 入び と 歌よ みける に 夕つ か たす だれ のうち 樂 奏せ 、りれ る ご とに 横笛の 音 

すみ 渡りて 沖の かもめ もこれ がた め に 舞 ふ に やと 思 ふ 物から その 名 をと ひ 侍る に 夕霧 まがき とな んき こ ん 

給 ひければ よみて 遣 はすと て 

その 人 をた ちかくし ぬる 夕霧の まがき-か 島の まつや 笛の 音  嶋 鞭 ^ 

狂言 驚 蛙集卷 第十ヒ  一 0 四 ill 


狂言 祭 i 集卷第 十七  一 〇 四 1： 

かへ し 

笛 竹の あはせ て 春める ことのは はいと  >  不審 も はれぬ 夕 ざり 夕 0  B 

E- 子の 夜 ある 人の-もと へま かリて 

よい こと をし ろ 鼠なら たから をば. 殘らす ひいて こちへ き S え 子 靈子 島 ？松 s!^ 

大黑に そな へます くめで たさ や 今宵 ゆるり とねり ま 火 根  子 竹 馬 夕 影 

きのえね 

夜食 をば 立 たれぬ ばかりく ひこみ てと かく 果報 は S '子て まて m 子 影 澄 逸 

したしき 友の 別 莊の修 现し給 へ る 宅に て 奴豆腐に 酒の みける に 恭椒を 女の わら はの わすれければ 

たうが らし 

豆腐から 大根 やっこの かけて くるから き 浮世に 唐 辛 も 無し  十 寸 m 洲 

人々 歌 給 はりけ る 返しに 

狂言 を 三十 一筋の ほめことば ありがたい 友お 嬉しい 友  齊 雪 

Iss^ 女^ 鏡 

まっすぐに うつる 鏡 を うらむ る は 己が こ、 ろの ゆがみつ るかな 大 木 戸 M  ^ 

ある 船樂 すと て 

絲 片 の 音 はすみ だ 川 船人 もき け や 曲 さ/  i« しも S と は  や そ う ぢ 


ある や ごとな き 人の あらたに 高 ど の 經營し 給 ひて 高 樓臨三 i& 江と いふ こと を 人々 に 詠まし 給 ひければ 

この に 千代 もす まなん 玉-たれの 三 筋の いとの えに しひ かれて 節 松 嫁 

はるかにお のれより 膨れし 人と もしら で 棊を圍 みて 手 もな くまけ ければ 

調 布 も 出來す 日く ろむ 棊を さらし 白い 黑 いのた が ひせんた く 

指洒宴 

鳥 さしの もちに あらね ど 杯 を 指しつ おさ へ つね-ちる 酒 もり 

雨中 洒宴 

寂し さに おごる 平家 を 語らせて 酒 宴 なかばの あめの もり 久 

述 懷 

老い ぬれば こし はまが りて 約 針の うきにつ ながる 我が 命 かな 

かくて さ へ 此の世に すめば すみ 偯 底た ゝ きても 煙たた ば や 

寄 屏風 述懐  ■ 

世に たつ は 苦し かりけ り 腰屛風 曲り なりに は 折り か、 W めど も  き 

寄 鳥述 懷 

狂言 鴛蛙 集卷第 十七  IC 四 五. 


橋 本蠻太 

羅知乃 秋 

お 川與布 

板 屋 常 

ま  が 

き つ し 


狂言 驚 蛙 集卷第 十七 

山 がらの 辄に爭 ひて 落ちる より 老の 

仕立物 屋述 懷 

とに 角に 人の 身 は 、5r を あは せんとう 

寄 称 述懐 

かくまで も 老木と なれば 数なら ぬ 身 

御所 姊 になり はみ えても 地下に 今 ほ 

掛取 述懐 

提灯の 延びつ ち 、v みつこしの 弓 張 合 

, 古 傘 述懐 

開く ベ き 時節 もなくて 古 傘の 今 はか 

寄 擾^ 述懷 

老の 身の 今 さら 恥 を かき 餅の か Jt み 

寄 竹 述懐 

藪に 身 はま だ 捨て きらぬ 男： b ふしん 


くるみの せ はしな の 世 や 

き 年月 をつ もる ゆきた け 

は澀柹 のぁぢ きな の 世 や 

たりと 落ちし S 柹 ぞうき 

ひもな き 老が古 かけ 

みに も 離されに き 

に 向 ふむ かし 戀 しき 

ありて むづ かしの 世 や 


〇四 六 

法 m  山へ 

畦  逍 

ば リ か ね； 

大石 小石お 景： 

一 


0 


ひげつ 


寄 山 述懐 

借 錢の山 もつ くばの 高聲 にこの も かの もの 言 譯 ぞ ラき  貧 松 日 H 成 

寄 壁述懷 

月と 日のう つれば か はる 壁に 影 ひたすら 老の まがる 腰 張  一 目 腿 守 

寄 筵 述 懷 

我が 座 をば 人に 譲りて やれむ しろ へりくだりても 世 を 渡らす や ま が き 

寄 玉述懷 

はしりより 夜 も 光りて 老いら くの あたま は 玉の 數 にこ そいれ 朱 樂 漢 江 

遊女 述懐 

傾城に うそつ かぬ 身 も ある 物 を 晦日に 月の出ぬ こと-ぞうき  邊 地 R  " 成 

奴 述 懷 

老い込ん できに あはぬ も 目み えとて ふるや 土圭の やっこ 奉公 河 原 鬼 守 

寄 月 述懐 

ぬき 上 ゆた 月の 額 はむかし にて きんか あたまの 影ぞ さやけ き し ろ ひ と 

狂言 鶯蛙 集卷第 十七  一 〇 四 七 


狂言 驚 蛙 集卷第 十七  一 〇g 八 

貧者 述懐 

金 を 手に 握り こぶしで 我が あだの 貧乏神の つら を はりた や  宿 屋 m 

寄 魚 述懐 

立 寄りて つくぐ みれば から 鮏は としへ ぬる 身の か 5r み 山 かも よ ふ 

五雨と はい つ 時代の 相場な リ けん 時に と リては 千金の 身 を も 仝く し 侍る もの を 

錦に も 緩に も あらで 堪忍の ふくろ は みても 見事な りけ り  き つ し 


ね  盛 


狂 言 鶯蛙集 卷第 十八 

維 體 

短 ， 歌 

伊豆 國熱海 御 湯に 罷りて  加 fi  3 元 成 

わき いづの、 あたみ の 御 湯に、 きて 見れば、 まへ ははる けき、 沖津 なみ、 どたり ばたり と、 うちよ 

せて、 うしろ はたかき、 あしび きの、 やま ひとこまる、 人ば かり、 何と せんきに、 しゃくつ かへ、 ひ 

ぜんがん 瘡、 しつ ふかき、 ぉゐど あたり を、 さし やなぎ、 ねぶかく み ゆる、 ねぶ 川の、 せき もこん こ 

,p、 こんと なく、 狐 §聲 と、 もろともに、 きく はたぬ きの、 はらつ、 ご ひ、 ち、 とさび しき、 をり から 

は、 た のみく ひに がをおく り、 あした は 門に、 たちいで つ、 夕 は 庭に、 たちいで つ、 そこらし よな 

ま つくろお に  •  ノ *  - ス- 

めく、 むすめら が、 ひ よんな しゃ つら を、 5 ちみれば、 眞黑鬼 も、 十八の、 にく 力ら さりし す 力た 

ぞと、 M みないへ ど、 まが ごと や、 人の いひつ る、 つぬ さは ふ、 いはに 目鼻の、 つきし こと、 はたす 

狂言 驚 蛇 集卷第 十八  10 四 九 


狂言 蛙 集卷第 十八  一〇五〇 

さま じと、 みえつ る は、 雪の 八重た つ、 山の 神、 あれ もたれ、 ぞが、 €： 條 かと、 しばし まもれば、 沖津 

藻 を、 かしらに ゆ ひて、 かるいし を、 きびす になして、 たち まふ を、 見る になぐ さむ、 かた ぞな き、 

こしに さいたる、 鏽. 刀、 さび こ をと りて、 踊りつ、、 うしほ 煮に せし、 ま そみ 鯛、 あらかん 舞 を、 E 

さいなと、 やうく ひい ふ、 みめぐ りの、 日數 すぐれば、 はしり 湯の、 神の しるしと、 うれしく も、 

飛びた つば かり、 あしばやめ、 荷 もちつ くろ ひ， この 宿 を、 うしろに なして、 さらばお さらば、 

しなた てる. 草 さへ いくとき く 湯 を も 水に しなして 立ち かへ るかな 

借 錢の山 を のぞみて 詠める  武士 八十 氏 

千 はやぶ る、 神代 もき かぬ、 ひんくう の、 祌の 氏子と、 なりし より、 た 5r 不自. E を、 する がなる、 

不時の 物い り、 やよ ければ、 筆と る こと もた びくに、 こと を かきたる、 しょうもん は、 くだんの 如 

く、 借金の、 やま ひとなれろ、 身の上 を、 おもへば ゆに や、 あしたに は、 おそく 起きつ、、 夕に は、 

はや  さけ  ひ  しょう びやく  _た る 

早 くもいね す、 酒の みて、 ひぢ りこの ごと、 日 をく らし、 一升 三百、 六十の、 びんば ふ搏 を、 まくら 

にて、 まて ど 果報の きたらねば、 出 人 酒屋の、 通 ひ 帳、 まづ とり 13 し、 なが むれば、 拂ひ殘 せし 分厘 

の、 ちりょり なれる、 山 は富士 ほど、 

是れ きりで かへ し 歌と はたの もしゃ 我が 借金の やまと-たま しひ 


折 句 

まと 乂 ぎ す 

まり、 よくと もの 小舟に 取りの りて 岸 漕ぎ 行けば 涼し かりこ も 山 手 白 人 

沓 冠 

むめ、 やなぎ、 も つばき 

むこと 嫁 やらめ でた やな 君よりも ものた ま はりつ はなの 名 開き お な じ く 

廻 文 

筑波极 2 ふもと 金津と い へ る 里の 賤の 男い にし へ の 人の 色紙 あまた 持ちたり と 見せければ 

みなの ：！： つたへ つ 流れつ もしる し 積れ かなつ へたつ わかの なみ お な じ く 

樓 木のと びし かをり ははな の その 繩張を かし 人の 氣 らくさ  唐 來 參 和 

狂言 饞蛙 集卷第 十八  一 0 五一 


. 狂言 驚 鲑奥卷 第 十 八  一 〇 五 二 

混 本 歌 

あさづけ は 夕め し ま でに うせ やすき 香物ぞ かし  白  人 

服の ちり を はら ふ 物から これ ぞ このた ま は きか も  便 々 湖 鲤 鮒 

旋頭歌  ^  、 

白  人 

きられた る 髪の 筋 わけつ けて 後 行く 時に こそ 知らぬ 女郎に 逢 ふ 心地 すれ 

赤 a- のからに ぃリたる米 ぃれて升^；^かけけるにか のヌ 升に はさま リて a のがれければ 

此のい ご はさ だめて 千代 や ふる 鼠 此の 赤 具の 辛き 命 を 拾 ひ 升 ga- 牛 籠 M  0 

行 燈の丁 チ頭は 秋の 夜長に 詠め 居る 徒然 草の 花 かと ぞ おも ふ 检 皮 釘 武 


狂 言 鶯蛙集 卷第 十九 


^  ^ 哥 

達 磨 贊 

ことの 葉に さとりの 花 も 勾 はねば かく 本來の 面目 もな し 

山寺 晝 i 奴 

ひだる さは 猶ゃ ま 寺の 秋の はら 露 を むすびの 晝め しもな し 

^勸 進出 さす 候が まことなら ゆに. E  口の くち やひる めし 

佛 生 會 

丈 六と ならせた ま はんみ たけ さへ 一 しゃく 尊の 御 誕生 かな 

大 寺灌佛 

年毎の 産湯に そ 、 ぐ 新茶より こちゃ しらぬ. 身の 逆に 立つ 釋迦 

灌佛は 先づ大 寺へ ま ゐり そめ 末寺 はよ そに 新茶 卯の 花 

狂言 鶯蛙 集卷第 十九  一 


山手 白人 

鍋据丸 

銀杏 滿門 

千代 有 員 


龜 


扇 法師 

柄 仙 口 


〇 五. 三 


狂言 鴛蛙 集卷第 十九  loj^^il 

大 寺の ひろき みのりの 道 なれば ほんぶ さかんに ほとけ 生まる、 節 松 嫁 々 

とみな くちぐ に 唯我獨 白 川 與布衡 


楝 高き 寺に ち ひさな 灌佛 

于 蘭忿會 

とりあ へ す 手 向ける 蓮の 

日 蓮 食 

妙法の のりの 手ぎ はに さ 

御講霜 

朝ぢ 原き る はかた 衣ば か 

飯 焚 の念佛 する を 聞きて 

めしたきの 向 ふ 火宅 も 退 

-; 屋伊事 

翁屋 のけ ふの 佛事 による 

寄 玉子 釋敎 

わしの 山いで にし 人 は 世 


撞木 葉に おくまな む あみた ま 棚の 露. 通 ャ ^ 千 稀 

くら 花 是れゃ 小春の よしの 紙と て  今 ^ 鹿 毒 

りに てけ ふ も 御 講の霜 はおくら し  靴 朝 手 

れば やな む ぶつく とに え 上る 签  宿 M  盛 

人 は 皆な ま ぐ さき 中と こそしれ  Ssi  =5  .U 心 良 火 

の 中 を ことぐ く 我が 玉子と や 思 ふ  四 方 赤 .M 


寄 花釋敎 

よの 常の 花に は あらぬ 花の 色 を そく ひの^りの 敎 へ にぞ 兄る 

寄食 釋敎 

ほさつに て ひだる い 事 を 助かる は是れ こその りの 力なり けり 

かっし かの さ え 堂に て 

つのの ある 心な もち そ さ ノ ヌ堂佛 の 道の かひ をた もた ば 

或 尼の あらたなる 庵 を 結びければ 

尼の 身の むかし 束ねし 髮 ならで 草の 庵 をけ ふむ す ぶ か な 

としごろ したしき 女の 尼に なリ ければ 

豆 柿の 頃. より なれし この もと へ 身 を か へ てく る 尼 ほふし かな 

或 寺に 護摩 修行す る を 見て 

修す 人の 衣 は 汗に ひたしもの ごまと は 首 へ どけし の 香 ぞ す る 

古寺に 年 ふる 猫 をみ て 

とさ 

瘦猫 とみけ なされた るお のが 身は齋 にもつ かす 年 を ふるね こ 

狂言 驚 蛙 集- 卷第 十九  1〇 五 五 


幾 代餅舂 


叟 


長掛 鸭路』 


武士 八十 


飮ロ波 志 


狂言 鷲 蛙 集卷第 十九  一 off- 六 

金 杉 永 福 耩舍の 鐘の 供養に 詣で 侍りて 

つきそめ と 聞きて ゃ是 生めつ ほふに 歌よ みあぐ る黑 拍子 かな  素 布 子 町 

題 しらず 

貪瞋 のにが くしく はお これ ども 一す ぢ 道の ふみ も 迷 はす  昨 ^ 坊 

如是 力 

わたし 

漕ぎ出す 渡の 船 を 引きと むる 一文 錢の ちからづ よさよ  鹿 都 部 m.  0 

如是 因 

蓮 葉に おく 九ッ のしな 玉 も 露ば かりなる 種 はありけ り  お な じ く 

如是 本末 究竟 等 

雲閒 より ぶら りと 下る 鶴の 尾 は 尻 かかしら かいかで わくべき 朱 樂 ^ 江 


狂 言 鶯蛙集 卷第 二十 


社頭 梅 

鬼 板の 瓦の はな へ 吹きた めて くさめ 

神が き はこれ みて ぐらの ゆ ふ櫸ま つ 

此の 梅 はぬ さより ぞまづ 取 敢す手 向 

神 垣の 梅 なれば とて 咲く から はすこ 

、 初 午 祭 

はつ 午ゃ稻 荷の 杉の 楊枝に てく ふこ はめし は あけの 玉垣 

初 午に たつ やお ま へ の 額 うら は 袷 羽織 を きさらぎの 空 

初 午 やかたぶ く 宮居 神 さびて いく代 かけた る 千 早 ふる 糟馬 

赤飯 も あら 初 午の 手なら ひ 子け ふより しょくに 凭れて や 書 

狂言 鶯蛙 集卷 第二 十 


も勻ふ 神の 梅が 香  茶屋 町末廣 

さきがけし 槍う めの 宫  赤松 日出 成 

に唤 きぬ いづの まに く  夕 霧 芭 

しもお そく 塵に 交 はれ  武士 八 十 氏 


節 松 


葛 

内 


嫁 々 

垢 丸 

城黑髮 

匠 半四郞 


〇 五 七 


つ 
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狂言 鷥蛙 集卷 第二 十  -  一 〇 六 0 

大小の 神祇 も 15- る や 起請文く だんの 如くて る 月の かけ 

磐 井 八幡 祭 鱧に 

十五夜の 月 を 祭りの 氏子 中す 、 きの だし をい は 井 八まん 

祌前 に 新穀 を さ 、 げ 奉る を 見て 

神 領の稻 かり わら はたば ねても なほ 行末 をい のる 出來秋 

こたび 集まれる 歌 ども やがて 二十 卷 となれ リ ければ 人々 祝の 心 をよ みける つ いでに 神 紙の 歌と て 詠める 

ことの 葉 はする すみ 吉の 神が きに かきあつめ てよ 松の はた 卷 漢  江 


童子 «1 井 S1S  m 水 

簸河賀 美 


狂 言 鶯蛙集 終 


夫 鳴 1 花 鶯-笛 發ニ谷 渡 之 音？ 栖ぃ 水蛙囊 入， I 愚 鳥 之 思？ 兹自 1 舌-金- 以至二 文 金？ 歳 過 ニ專百 百 貫？ 時餘 ご 

小判 六十 目？ 茶飯 月，. 炊 狂歌 曰 盛。 自， 一 猫撫聲 之婆樣 一至， 一 杓子 顏之 敷-焚？ 皆莫， a 不 T 叩 1, 贅ロ？ 而詠 * 夷 

曲 者 £ 共 交 一一 於 人 丸 赤 人 之 歌 I 膝 中？ 不レ出 一一 於 出 雪 闇 雪 之 垣根 外？ 無 A 喜 無 A 悲不レ 遣不レ 逃。 嗟 乎 盛 _ 

哉。 抑 狂歌 之 濫觴 者。 起 レ自- 永 無 瀨\1 御殿？ 具 n 有-心無-心 之體？ 分 ，1 柹本栗 本 之 連？ 自 fes- 來其流 

非 レー 。 浪華 有 II 貞柳木 端？ 江戶 有-未 得ト 養？ 大抵 所 レ詠膾 ，1 炙 人口？ 叉 近 有-一大 根太 木 者？ 狂歌 骨髓之 

好 也。 身 在， 一市 中？ 心 慕 二 雪上？ 太 木 旣歿。 狂歌 益 盛。 座 上 滑稽 欺-西 王 母 之 息子 株？ 言下 大笑 失， 一周 

褒姒之 無-人，. 相？ 一  日 狂 集 ニ朱樂 館？ 飮 A 酒撰レ 歌。 偶閱， I 古今 之 一 集？ 更吟， 一 歌仙 之 六 評？ 馬場 子 有 T 蛭 

鳴， I 池 端 1 之 什？ 鹿 都部傳 T 鶯在ニ 水底 1 之篇？ 主人 摘 II 一 一子 之 姓 字？ 名 曰- 1 古今 馬鹿 集？ 或 難レ之 曰。 抑 古 

今 集 者 一 不 一 代 之 開山 和歌 三 神 K. ー鎭 座。 僭 踰之罪 無， 所， 逃 也。 於是 主人 酒-力 醒茶 談歇。 改曰ニ 狂言 鶯 

蛙 集？ 然刖 法々 華經之 聲洋々 盈 A 耳。 一寸 ニ寸之 足飄々 離レ 水。 始ニ于 六 人 歌仙 之 題？ 終， I 于 四季 戀雜之 

歌？ 勒爲 n 二十 卷？ 以傳， 一四 方？ 固寶- 引之繩 不；， 撰。 鹿 分銅 之 玉 有：， 光。 于レ時 天明 四 年次 二 甲 辰？ 極月 

幾 望。 因 二 丸 乃 字之假 字？ 添-一 眞名振 之 後 序？ 云爾。 

四方 山人 

狂言 鶯蛙 集跌  一 〇.！ 二 


狂言 鶯蛙 集跋  一〇 六 二 

し らくく わん  うた  さくらぎ  なに  さんにん 

こたみ 朱樂 館に あつ. まれる 敎 ども を、 やがて 櫻 木に いのちな がう せんとす。 何 がしら 三人より て か 

しら か は  みづ うみ そこ 

うがへ はかる といへ ども、 白 川の ながれ あさく、 湖 の 底 ふかから ぬ ざえ の ほど をはぢ て、 あまたた 

はべ  しょし 

びいな み 侍れ ど、 書肆の もとめす てがたくて、 すでに 此の ことに ぁづ かるに ぞ。 

武士 八十 氏 
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